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この 巻 に は 私 の 19 歳 か ら 34 歳 まで の 青春 の 物語 が 収録 され て いま す 。 
その 感情 、 信 仰 、 思 考 、 行 動 、 
あな た の 間違い 。 
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1935 年 12 月 6 日 
カン ネン シルバ 


レジ オ ネ ラ 


私 は 軍団 兵 の 家族 の た め に 書い て いま す 。 村 工場 、 大 学 の すべ て の 軍団 兵 に 。 私 は 本 の 著者 に 課せ られ る いか 
な る 規制 に も 注意 を 払い ませ ん 。 時 間 が あり ませ ん 。 私 は 戦場 で 攻撃 の 最 中 に 急い で 書き ます 。 こ の 時 間 、 私 た ち は 
四方 八方 囲ま れ て いま す 。 敵 は 裏切り で 私 た ち を 攻撃 し 、 裏 切り は 噛み 付き ます 


2 年 間 、 私 た ち は 悪 名 高い 検 開 の 鎖 に 縛ら れ て いま し た 。 2 年 間 、 私 た ちと 軍団 の 名 前 は 、 作 辱 され る だ け で マス コミ に 
よっ て 容認 され て きま し た 。 敵 が 歓声 を 上 げ て 我々 が 死ぬ の を 待っ て いる 間 、 裏 切り が 我々 に 降り 注ぐ 。 し か し 、 こ れ ら の 
卑劣 な 騎士 た ち も 、 彼 ら の 主人 た ち も 、 確 か に 、 軍 団 運動 を 破壊 する と いう 望み を 賭け た すべ て の 攻撃 、 す べ て 

の 扇動 と 必死 の 努力 が 無駄 に 終わ る こと を 、 確 か に 間もなく 確信 する だ ろう 。 


軍団 兵 は 死な な い 。 彼 ら は 正しく 、 動 か ず 、 無 敵 で 不滅 で あり 、 憎 し み の 無力 な けい れん に 対し て 常に 勝利 を 収め 
て いる か の よう に 見 えま す 。 


天 


以下 の 行 に よっ て 非 軍団 制 の 世界 に 生み 出さ れ た 意見 は 私 に と っ て 重要 で は な いし 、 そ の 世界 に 対す る その 意見 の 影 
響 も 私 に は 興味 が な い 。 

私 が 望ん で いる の は 、 他 の ルー マニ ア の 地平 線 か ら 来 た 兵士 で ある 皆さん が 、 こ れ ら の 記憶 を 読む と き に 、 そ の 記 
憶 の 中 で 自分 自身 の 過去 を 認識 し 、 自 分 の 戦い を 思い 出し て ほし いと いう こと で す 。 あ な た が 耐え た 苦し み と 私 た ち 

の 民 に 与え た 打撃 を 追 体験 し て くだ さい ます よう に 。 あ な た が 彼ら の 心 を 火 で 満た し 、 あ な た が 取り 組ん で いる 、 そ し て 
私 た ち 全 員 が 勝利 する か 死ぬ か を 命じ られ て いる 厳し く て 公正 な 戦い に し っ か り と 立っ て くだ さい ます よう に 。 書 き な 
が ら あ な た の こと を 考え ます 。 


私 た ちの トラ キア の 先祖 た ちの 静けさ と と も に 死 の 洗礼 を 受け て 、 死 に 至る あな た 方 に つい て 。 そ し て ルー マニ 
ア の 勝利 の 旗 を 手 に 死者 と その 墓 を 踏み 越え な けれ ば な ら な い 皆 さん 。 
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私 た ち は こ こ に いま す 。1919 年 の 春の 午後 、 フ ー シ 周 辺 の 高台 に 見 張り が 立つ ドブ リナ の 森 に 集 ま 

り ま じ た 。 

誰が ? 高 校生 2 年 生 、3 年 生 、4 年 生か ら な る 約 20 名 の グル ー プ で す 。 

まだ 人 生 が 始ま っ た ば か り だ っ た に も か か わら ず 、 私 は 深刻 な 問題 に つい て 話し 合う た め に 若い 同 

志 た ち を 集め まし た 。 ボ リ シ ェ ヴィ キ が 私 た ち を 侵略 し た ら 、 私 た ち は ど うす る つも り で すか ? 

私 の 意見 は 、 他 の 人 た ち も 同 意 し た が 、 も し ボリ シェ ヴィ キ 軍 が ドニ エス トル 川 を 越え 、 プ ルー ト 川 
を 越え て 我々 の 地域 に 到達 する な ら 、 我 々 は 服従 せ ず 、 森 の 中 に 武装 し て 避難 する だ ろう 、 と いう も の 
だ っ た 。 私 た ち は そ こ に ルー マニ ア の 行動 と 抵抗 の 中 心 を 組織 し 、 巧 みな 行動 に よっ て 敵 を 振り 払う で 
し ょ う 。 私 た ち は 不 服従 の 精神 を 維持 し 、 町 や 都市 の ルー マニ ア の 大 衆 の 間 に 希 望 の 火 を 灯 し 続 

け ま す 。 私 た ち は 皆 、 古 代 の 森 の 真ん中 で 碑 い を 立て まし た 。 こ の 森 は 、 モ ルド バ の 歴史 を 通し て 、 多 

く の 敵 が その 道 で 死に 直面 し た 有名 な ティ ゲ シ ウ の 森 の 一 角 で し た 。 


私 た ち は 武 器 と 弾薬 を 入手 し 、 完 全 な 秘密 を 保持 し 、 森 の 中 で 偵察 と 戦闘 訓練 を 実施 し 、 私 た ちの 
意図 を 隠す 前 線 を 確立 する こと に 決め まし た 。 私 た ち は こ の 最前 線 を 簡単 に 見 つけ 、 す ぐに それ を 実 
現さ せま し た 。 そ れ は 、 私 た ち が 「 ミ ハイ ル ・ コ ガル ニセ アヌ 」 と 名 付け た フシ 大 学 の 学生 に よる 全国 文 
化 協会 で す 。 大 学 の 校長 に よっ て 承認 され まし た 。 そ れ か ら 私 た ち は 市 内 で 会 議 や 講演 会 

を 始め まし た 。 私 た ち は 公共 の 場 で は 通常 の 業務 に 取り 組み 、 森 の 中 で 戦闘 訓練 を 模擬 し まし 
た 。 こ れ ら の タイ トル で は どこ で も 武器 を 見 つけ る こと が で きた の で 、 約 2 週間 で 必要 な も の を すべ て 
集め まし た 。 


当時 、 こ の 国 の 混乱 し た 状況 は 、18 歳 未満 の 子供 た ち だ け で し た が 、 私 た ち に も よく わか り ま し た 。 誰 
も が 、 国 境 の すぐ 近く で 進行 中 の ボリ シェ ヴイ ィ 半 革命 の こと を 考え て いま し た 。 


農民 は この 破壊 の 波 に 本 能 的 に 抵抗 し た が 、 完 全 に 組織 化 さ れ て お ら ず 、 本 格 的 な 抵抗 を 示 
すこ と は で き な か っ た 。 し か し 、 ユ ダ ヤ 人 マス コミ 、 そ し て 一 般 に 都市 の すべ て の ユダ ヤ 人 に よっ て 
組織 的 に これ ら の 思想 の 崇拝 を 煽 ら れ 、 産 業 労 働 者 は 目まぐるしく 共産 主義 へ と 傾い て いた 。 


あら ゆる ユダ ヤ 人 、 商 人 、 知 識 人 、 資 本 家 兼 銀行 家 は 、 活 動 範 囲 内 に いて 、 こ れ ら の 反 ル ー マ ニ ア 革 

命 思想 の 代理 人 で あっ た 。 

ルー マニ ア の 知識 層 は 決断 を 下 し て お ら ず 、 国 家 機構 は 混乱 し て いた 。 決 心して 組織 化 さ れ た 少 

数 の 分 子 に よる 内 部 噴火 、 あ る い は ドニ エス トル 川 へ の 侵入 が いつ で も 予想 され る 。 こ の 外部 の 行動 

は 、 内 部 の ユダ ヤ や 共産 主義 ギャ ング の 行動 と 連携 し て お り 、 私 た ち を 攻撃 し 、 橋 を 破壊 し 、 弾 薬 の 在庫 を 
爆破 する 可能 性 が あり ます が 、 そ の と き 、 私 た ちの 民族 と し て の 運命 を 決定 し た で し ょ う 。 こ の よう 

な 状況 下 で 、 私 た ちの 考え は 混乱 の 中 で 、 困 難 な 戦 争 の 終わ り に 新しく 統一 され た 国 の 命 と 自由 に 
気 を 取ら れ 、 若 い 心 の 中 に ドブ リナ の 森 で の 碑 い へ と 私 た ち を 導く 考え が 芽生 えま し た 。 。 


私 は ニコ ラ エ ・ フ ィ リ ペ ス ク * の 監視 の 下 、 勇 敢 な ミカ エル の 首 が 眠る マナ ステ ィ レ ア ・ デ アル ルイ 

陸軍 士官 学校 ( 丘 の 上 の 回 廊 ) で 5 年 間 を 過ごし まし た 。 そ こ で は 、 少 佐 、 後 に 学校 の 指揮 官 で ある マリ 
ー ル ・ オ ル テ ア ヌ 大 佐 、 中 尉 の フィ ル ジ ル ・ バ ドウ ゥ レス ク 大 尉 の 命令 の 下 で し た 。 エ ミー ル ・ パ ラン 
ギア ヌ と 教師 た ちの 指導 の 下 、 私 は 厳格 な 軍事 教育 を 受け 、 自 分 の 力 に 対す る 健全 な 自信 を 持 

ち ま し た 。 


* ア カ デ ミ ア ・ ミ リタ ー を 創設 し た 元 賠 僚 (1900 て 1913 年 ) は その 名 を 汚す … (訳者 注 ) 
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実際 、 私 の 軍事 教育 は 一 生 続 く で し ょ う 。 幼 い 頃 か ら 私 の 血 の 中 に 形成 され た 秩序 、 規 律 、 階 

層 は 、 兵 士 の 尊厳 の 感覚 と と も に 、 私 の 将来 の すべ て の 活動 の 指針 と な る で し ょ う 。 こ こ で も 、 私 は 
あま り 話 さ な い よう に 教え られ まし た が 、 そ れ が 後に 私 が 「 お し ゃ べり ボク シン グ 」 を 嫌い 、 よ く 話 
す よ うに な り ま し た 。 

ここ で 私 は トレ ンチ を 愛し 、 リ ビン グル ー ム を 軽 蔵 する こと を 学び まし た 。 


当時 私 が 受け た 軍事 学 の 概念 は 後に その 科学 の プリ ズム を 通し て すべ て を 判断 する こと に な り 
ます 。 将 校 た ち が 私 に 教育 し た この 人 間 的 お よび 軍事 的 尊厳 に 対す る 感覚 の 宗 拝 は 、 し ば し ば 名 
営 や 尊厳 の 感覚 の な い 世 界 で 、 私 に 困難 を も た らし 、 苦 し み に さ ら す こと に な り ま し た 。 


私 は 1916 年 の 夏 を 湖西 の 自宅 で 過ごし まし た 。 

私 の 父 は ここ 2 年 以内 に 軍隊 に 呼び 戻さ れ 、 連 隊 と と も に カル パテ ィ ア 山脈 に 残さ れ ま し た 。 あ る 夜 、 
母 が 私 を 起こ し 、 泣 き な が ら 身 を か が め な が ら こ う 言 いま し た 。「 起 き て 、 す べ て の 教会 の 鐘 

が 全部 鳴っ て いる よ 」。 そ れ は 1916 年 8 月 15 日 、 サ ンタ 。 マ リア の 祝日 で し た 。 私 は 、 動 員 が 布告 され 、 
その 瞬間 に ルー マニ ア 軍 が 山 を 越え た こと を 理解 し まし た 。 


感動 の あま り 、 全 身 が 震え まし た 。 3 日 後 、 私 は 自分 も 最前 線 で 戦い た いと いう 思い に 駆 ら れ 、 父 
を 追っ て 家 を 出 ま し た 。 多 く の 冒 険 を 経て 、 つ い に 私 は 父 が 中 隊 を 指揮 し て いた 連隊 、V・ ピ ペレ ス 
ク 大 佐 率 いる 第 25 歩 兵 連 隊 に 到着 し 、 オ イト ゥ ズ 渓 谷 の トラ ン シ ル ヴァ ニア に 進軍 し て いた 。 

私 の 不幸 は 大 きか っ た 。 ま だ 17 歳 だ っ た 私 が 連隊 長 か ら 志願 兵 と し て 断ら れ た か ら だ 。 そ れ で も 、 
私 は トラ ン シ ル ヴァ ニア か ら の 進軍 と 退却 の 両方 に 参加 し 、9 月 20 日 、 父 が セレ ス ・ ド ム 山 の ソ ヴ ァ 
タ 上 空 で 負傷 し た と き 、 敵 の 進軍 の 前 に 父 の 役に立ち まし た 。 彼 は 負傷 し な が ら も 避難 を 拒否 し 、 
中 隊 を 率い て 退却 し 、 そ の 後 オ イト ゥ ズ で の 激しい 戦闘 に 突入 し た 。 


ある 夜 、 午 後 2 時 に 連隊 は 前 進 命令 を 受け た 。 将 校 ら は 道端 の 墓 の よう な 静寂 の 中 で 、 集 まっ 
大軍 隊 を 見 渡し た 。 


父 は 大 佐 に 報告 する よう 頼ま れ た 。 し ば らく し て 戻っ て きた 彼 は 私 に こう 言い まし た 。 も うす ぐ 私 た ち は 戦 闘 に 
な る の で す が 、 こ こ で 二 人 と も 死ぬ の は 良く あり ませ ん 。 そ うな る と 、 母 は 何 の 援助 も 受け ず に 6 

人 の 幼い 子供 た ち を 残さ れる こと に な る か ら で す 。 大 佐 は 私 に 電話 し て 、 こ こ 前 線 で の 滞在 の 責任 を 

負い た く な いと 言っ た 。 」 


彼 の 心 が 疑 っ て いる の が わか り ま し た 。 最 寄り の 鉄道 か ら 40 キ ロ も 離れ た 、 見 知ら ぬ 道 で 、 真 夜中 
に 私 を 一 人 に し て お く こ と を 彼 は た め ら っ て いま し た 。 


し か し 、 彼 の 主張 に 気づい て 、 連 隊 縦 隊 が 前 進 し 、 夜 の 静寂 と 暗闇 の 中 に 消え て いく に つれ て 私 
は カー ビン 銃 と 2 つの 薬 き よう ラッ ク を 回 転 さ せま し た 。 私 は 溝 の 端 に 一 人 取り 残さ れ た の で 、 
旧 国境 と 家 に 向かっ て 出発 し まし た 。 


1 年 後 の 9 月 1 日 に ボ ト シャ ニ 陸 軍 歩 兵学 校 に 入学 し た と き 、 私 は まだ 前 線 に 立つ こと を 考え て いま し 
た 。 私 は ここ で 、1917 年 9 月 1 日 か ら 1918 年 7 月 17 日 まで 、 陵 軍 学 校 の 現役 中 隊 で 軍事 孝 

育 と 知識 を 学び まし た 。 ス ラベ スク 大 佐 、 シ ウレ ア 大 尉 、 中 尉 の 4 人 の 著名 な 将校 。 フ ロリ ン ・ ラ ドゥ レ 
スク と ステ フレ ア 少 佐 は 、 祖 国 の た め に 戦い と 犠牲 の 道 を 歩む 私 の 歩み を 導い て くれ まし た 。 


さら に 年 が 経ち 、1919 年 に 平和 が 訪れ 、 私 た ち 瀬 死 の 子供 た ち は 散 り 散 り に な り 、 そ れ ぞ 

れ の 家 に 帰り まし た 。 

中 学校 教師 で ある 私 の 父 は 、 生 涯 に わた っ て 国家 主義 者 の 戦士 で し た 。 私 の 祖父 は 、 溝 祖 

父 と 同様 に 林業 技師 で し た 。 我 が 国 の 人 々 は 、 歴 史上 の あら ゆる 困難 な 時 代 に お いて も 、 初 めか ら 森 
と 山 の 民 で し た 。 だ か ら こ そ 、 私 の 軍事 訓練 と 私 の 静脈 に 流れ る 血 が 、 ド ブリ ナ の 行動 、 つ まり 素朴 な 
現れ 、 つ まり 私 た ちの 若 さ に は 想定 され て いな か っ た で あろ う 真 剣 さ の 表れ に 刻み 込ま れ た の で 
す 。 


その 瞬間 、 私 た ち は 彼ら の アド バイ ス と 経験 に よっ て 、 敵 が 決し て 侵入 し な か っ た 同じ 道 で 
モル ド バ の た め に 戦っ た すべ て の 先祖 の 存在 を 心 の 中 で 感じ まし た 。 


Mielete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


IASI 大 学 に て 
1919 年 9 月 


夏 が 過ぎ た 。 私 は 秋 に バカ ロレ ア * を 取得 し 、 私 た ちの グル ー プ は 分 か れ て 、 そ れ ぞ れ が 大 学 に 向け て 歩み 始め 
まし た 。 ド ブリ ナ に つい て は 、 国 境 の 内 外 か ら 押 し 寄せ る 敵意 の 脅威 か ら 国 を 守っ た 記憶 だ けが 私 た ち に 残っ て 
いま す 。 


私 は すべ て の 若者 に と っ て 、 大 学 受験 、 待 望 の 大 学 受 験 と いう 岐路 に 立っ て フシ を 離れ る つも り で し 

た 。 準 備 と し て 、 私 は 大 学 で 得 た 知識 の 資本 、 セ ン セ ー シ ョ ナ ル な 文学 、 あ る い は 現在 高校 生 の 形成 期 に 非常 に 重 
要 な 位置 を 占め て いる 精神 的 倒錯 を 持っ て いま し た が 、 残 念 な こと に 、 私 は それ を 味わい ませ ん で し た 。 通 常 の 
ルー マニ ア 古 典 文 学 に 加え て 、 N. Iorga と AC Cuza に よる Semanatorul (『 種 を まく 人 』) と Neamul 
Romanesc (『 ル ー マ ニ ア の 人 々 』) の 記事 を すべ て 読み まし た 。 父 は これ ら を 屋根 裏 部 屋 の いく つか の 箱 

に 入れ て 保管 し て いま し た 。 私 は 自由 時 間 を 見 つけ て この 文献 を 読む た め に そこ に 行き まし た 。 こ れ ら の 記事 の 
本 質 に は 、 ル ー マ ニ ア 国 民 の 3 つの 生活 理想 が 大 々 的 に 表現 され て いま し た 。 


1. ルー マニ ア 国 民 の 統一 。 
2. 土地 改革 と 政治 的 権利 に よる 農民 の 地位 向上 3. ユダ ヤ 人 問題 の 解決 。 


当時 の すべ て の 国家 主義 出版 物 の ジャ ケッ ト に は 、 次 の 2 つの 格言 が 印刷 され て いま し た 。 
「 ル ー マ ニ ア 人 の ルー マニ ア 、 ル ー マ ニ ア 人 だ け 、 そ し て すべ て の ルー マニ ア 人 。」 - N. イオ ル ガ 。 


「 国 籍 は 人 間 文化 の 創造 的 な 力 で あり 、 文 化 は 国籍 の 創造 的 な 力 で す 。」 -AC ク ザ 。 


私 は 大 き な 敬 意 を 持っ て ヤシ に 近づき まし た 。 ヤ シ は すべ て の ルー マニ ア 人 を 愛し 、 理 解 し て お り 、 誰 も が 訪 
れ た い 街 で す 。 

モイ ダビ ア の 多く の 町 に は 栄光 の か けら が あり ます 。 ホ ー テ ィ ン 、 バ ー ラ ッ ド 、 ヴ ァ ス ルイ 、 テ ィ ギ ナ 、 セ タ 
テア テア ル バ 、 ソ ロカ と いっ た 名 前 を 発音 する と 、 魂 が 高揚 する の を 感じ ず に は いら れ ま せん 。 


し か し 、 何 より も スチ ャ バ と ヤシ が 登場 し ます 。 
スチ ャ ヴァ 、 ス テ フ ァ ン 大 王 の 本 拠 地 。 そ し て ヤシ 、 ク ザ = ニ ヴォ ダ 市 は 1859 年 の 連合 の 都市 で あり 、 大 学 の 
設立 に より 若者 と その 最も 崇高 な 願望 の 都市 と な っ た 。 


ヤシ に は 、 ミ ロン ・ コ ステ ィ ン 、 ボ < ダン ・ ペ トリ チェ クハ ス デ ウ 、 ミ ハイ ル ・ エ エミ ネス ク 、 イ オン ・ ク レア ン ガ 、 ヴ ァ シ ー 
レ * ア レク サン ドリ 、 オ スタ ッ シ ェ < ネグリ 、 イ アコ ブ ・ ネ グル ッ ツ ィ 、 ミ ハイ ル ・ コ ガル ニセ アヌ 、 シ トニ オン 

< バル ヌ テ ィ ウ 、 ヴ ァ シ ー レ ・ コ ンタ 、N・ イ オル ガ 、 イ オン < ガ ヴ ァ ネ スク ル が 住ん で いた 。 こ こ で は 、 政 治 経済 

学 、 ク ザ 教 授 の 偉大 な 個性 が 灯台 の よう に 輝い て いま す 。 大 学 は ナシ ョ ナリ ズム の 学校 と 化し た 。 ヤ シ は 、 ル ー マ 
ニア の 偉大 な 進歩 国家 の 偉大 さ 、 理 想 、 願 望 の 都市 で す 。 1917 年 の 悲し み は 大 きい 。 困 難 な 時 期 に フェ ル デ 
ィ イナ ンド 王 の 苦悩 する 魂 が ここ に 避難 所 を 見 つけ た と きのこ と で ある 。 1918 年 に すべ て の ルー マニ ア 人 

が 団結 する 都市 と な っ た この 街 の 運命 は 素晴らし いも の で し た 。 偉 大 な 過去 と 現在 の 悲劇 、 つ まり 40 の 教会 が あ 
る 都市 に と っ て も 偉大 な 都市 は 7 つの 丘 の 上 に 築 か れ た ロー マ が 今 も ルー マニ ア の 永遠 の 都市 で ある よう 

に 、 ヤ シ の 容赦 な い ユ ダ ヤ 人 の 侵略 の 下 で 日 々 忘れ 去ら れつ つ あ る 。 


な ん と 素晴らし い 思い 出 で し ょ う ! 
ここ で 初め て アレ クサ ンド リ の 調和 の と れ た 詩 が 響き 渡り まし た 。 


Miele よ 到 機 繊 卿 応 by Google 
* 高校 卒業 まで に 必要 な 総合 試験 。 (Tr.) 


「 全 身 全 霊 の ルー マニ ア 
人 よ 、 さ あ 、 手 を 組 も う 。」 


ここ で は 、 他 の どこ に も あり ませ ん が 、 学 生 は 、 神 秘 的 な 鳴き 声 と 神聖 な 衝動 、 つ まり 私 た ちの 祖先 の 魂 と と も に 、 沈 黙 の ヤシ 
の 上 空 に 浮か ん で いる の を 感じ ます 。 学 生 ヤ シ は 、 夜 の 静寂 の 中 で 、 痛 み に 気 が 狂っ た か の よう に 、 街 の 曲がり くね っ た 通り 
を 駆け 抜け る ミハイル ・ エ エミ ネス ク の 幽霊 の よう な うめ き 声 を 聞く 。 


「 見 知ら ぬ 人 を 真剣 に 受け 止め る 
人 は 、 犬 に 彼 の 心臓 を 食べ させ 
まし ょ う 。 廃 棄 物 が 彼 の 家 を 食べ させ ま 
す よ うに 。 悪 名 が 彼 の 両親 を 飲 
み 込 み ま す よう に 。」 


この 街 は 、1919 年 の 秋 、 私 が 深い 敬意 を 持っ て 訪れ た 街 で あり 、 そ の 素晴らし い オ ー ラ に 惹か れ な が ら も 、 こ こ が 私 が 20 
年 前 に 生ま れ た 場所 で ある こと に 感動 し まし た 。 そ し て 他 の 子供 た ちと 同じ よう に 、 私 も 故郷 を も う 一 度 見 て キス を し 
た こと に 感動 し まし た 。 


私 は 法学 部 に 入学 し まし た 。 


ヤン シ 大 学 は 戦時 中 閉鎖 され て いた が 、1 年 前 に 再開 し た 。 現 在 上 級 生 と し て 戻っ て きた 元 学生 た ち は 、 戦 前 の 学生 生 
活 の 伝統 的 な ナシ ョ ナリ ズム に 固 料 し て きた 。 彼 ら は 2 つの 陣営 に 分 か れ た 。 1 つ は ラブ スカ ッ ダ ス ・ カ ル タ ス の 指導 の 下 
で 、 も う 1 つ は 法律 の ネル ・ イ オ ネ ス ク の 指導 の 下 で 行わ れ ま し た 。 


これ ら の グル ー プ は 数 は 少な い が 、 ベ ッ サ ラビ ア か ら 学 校 に や っ て 来 た 膨大 な 数 の ユダ ヤ 人 学生 、 全 員 が 共産 主義 者 の 
工作 員 で あり 宣伝 活動 家 で ある こと に 圧倒 され た 。 大 学 教授 た ち は 、AC ク ザ 、 イ オン ・ ガ ヴァ ネス クル 、 コ ル 

ネリ ュー・ ス ムレ アヌ ら 率 いる ご く 限 られ た グル ー プ を 除い て 、 同 じ 左 翼 思 想 の 党派 だ っ た 。 多 数 派 の 支持 者 の 一 人 で ある ポ 
ー ル ・ ブ ジョ ル 教 授 は 、 上 院 全体 で 「 光 は 東 か ら 、 つ まり ドニ エス トル 川 の 向こう か ら 来 る 」 と 非常 に 高く 宣言 し た 。 


いか な る 国家 主義 的 な 考え や 意見 も 「 野 密 」 と みな し た 教師 側 の その よう な 態度 は 、 生 徒 た ちの 完全 な 見 当 識 障害 を も 
た らし 、 あ る 者 は 公然 と ボリ シン ェ ヴィ ズム を 支持 し 、 他 の 者 は 大 多数 が 「 好 き に 言っ て くだ さい 、 国 家主 義 は 
左派 は 時 代 遅 れ だ よ 。」 ラ ブス カ グ ル ー プ は に 完全 

に その 方 向 に ズレ て し まい まし た -。 私 が 参加 し た ネル ・ イ オ ネ ス ク ・ グ ルー プ は 、 い くつ か の 大 、 人 人 類 は へ 移動 し ます 
学 選挙 で 敗北 し た 後 、 時 間 の 経過 と と も に 解散 し た 。 


これ ら の 反 ル ー マ ニ ア 的 思想 の 推進 は 、 大 勢 の 教授 と 学生 た ち に よっ て 支持 され 、 統 一 ルー マニ ア の すべ て の 淫 

に よっ て 奨励 され て いた が 、 学 生 た ちの 中 に ルー マニ ア 人 の 抵抗 は な か っ た 。 私 た ちの 中 に は 、 依 然 と し て バリ ケー ド を 運用 し 
よう と し て いる 人 も お り 、 軽 蔵 と 敵意 の 雰囲気 に 包ま れ て いま し た 。 路 上 や 大 学 の ホー ル で 、 別 の 意見 を 持つ 同僚 、「 良心 の 自 
由 」 を 主張 し 、 他 の あら ゆる 形態 の 自由 を 説 く 同僚 た ち が 、 私 た ち が 通 り 過 ぎる た びに 貴 を 吐き か け 、 ま すま す 攻 撃 的 に 

な り ま し た 。 何 千 人 も の 学生 が 、 ボ リ シ ェ ヴィ ズム を 宣伝 する 会 議 に 次 ぐ 会 議 で 、 軍 、 司 法 、 教 会 、 王 室 を 攻撃 し た 。 ル 

ー マ ニ ア の 性格 を 残し て いる 協会 は た だ 1 つ だ け あ り 、 そ れ は ブ コ ヴィ ニア ン と トラ ン シ ル ヴァ ニア 人 に 属す る 「 ア ブ 
ラム ・ イ アン ク 」 で あり 、 学 生 ヴ ァ シ ー レ ・ ラ シン シ の 指導 の 下 に あっ た 。 こ の 大 学 は 1860 年 以来 伝統 的 に 民族 主義 的 で 

あっ た が 、 反 ロー マ 主 義 の 温床 と な っ た 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 
革命 は 準備 中 


し か し 、 こ の よう な 状況 が 存在 し た の は 大 学 だ け で は あり ませ ん で し た 。 ヤ シ の 労働 者 大 衆 は ほぼ 完全 に 共産 主 
義 に どっ ぷり と 浸かり 、 革 命 で 爆発 する 準備 が で き て いた 。 工 場 で は ほとん ど と 仕事 が 行わ れ ま せん で し た 。 役 
ら は 何時 間 も 会 議 や 評議 会 を 開催 し た 。 仕 事 よ り も 政治 の 話 が ほとん ど 。 


私 た ち は 、 計 画 と 命令 に 従っ て 、 自 分 た ち が 組 織 的 に 妨害 を 受け て いる こと に 気づき まし た 。「 機 械 を 破壊 し 、 破 壊 
し 、 革 命 の 勃発 に つなが る 一 般 的 な 物質 的 紫 惨 な 状態 を 作り 出す 」。 そ し て 実際 、 こ の 命令 に 従え ば 従う ほど 、 惨 は 
広がり 、 角 人 は 脅威 に さら され 、 群 衆 の 魂 の 中 で 反乱 が 膨れ 上 が っ た 。 


ヤシ の 街路 で は 3 ^ 4 日 ご と に 大 規模 な 共産 主義 者 の デモ が 行わ れ ま し た 。 10 て 15,000 人 の 負え に 苦し む 労 働 
者 た ち は な ん と か 立ち 直っ た 。 モ スク ワ の ユダ ヤ 人 犯罪 者 の 手 に よっ て 、「 国 王 を 打ち 倒せ ! 」 と 叫び な が ら イ ンタ ー メ 
ー シ ョ ナ ル を 歌い な が ら 街 を パレ ー ド し た 。 「 軍 隊 を 倒せ ! 」 そ し て 、「 共 産 主 義 革命 万 歳 ! 」 と 書か れ た プラ カ 

ー ド を 持っ て いた 。 "、" ソビエト ロシア 万 歳 ! 」 


も し これ ら が 勝利 し て いた ら 、 少 な く と も ルー マニ ア の 労働 者 政権 が 率い る ルー マニ ア が あっ た だ ろう か ? ル ー マ ニ 

ア の 労働 者 は この 国 の 主人 に な っ て いた だ ろう か ? 

いい え ! 翌 日 私 た ち は タ ルム ー ド と ユダ ヤ 人 の 圧政 と いう 最も 汚い 圧 制 の 奴隷 に な っ て いた で し ょ う 。 ジ ェ ス が 存在 し 
て か ら 一 秒 後 に は 、 大 ルー マニ ア は 崩壊 し て いた で し ょ う 。 


私 た ち ル ー マ ニ ア 国 民 は 、 農 民 も 労働 者 も 知識 人 も みな 無秩序 に 、 皆 殺し に され 、 殺 され 、 あ る い は 容赦 な く シ 
ベリ ア 各 地 に 追放 され て いた だ ろう 。 マ ラム レシ ュ か ら 黒 海 ま で の 土地 は ルー マニ ア か ら 強 奪 さ れ 、 ユ ダ ヤ 人 大 
衆 に よっ て 植民 地 化 さ れ た だ ろう 。 こ こ が 彼 ら が 建て た で あろ う 場 所 で す 


本 当 の パレ スチ ナ だ 。 


当時 、 ノ ルー マニ ア 国 民 の 生 と 死 が 危険 に さら され て いる こと を 私 は 十分 に 承知 し て いま し た 。 そ し て ルー マニ ア の 労 
働 者 を 革命 へ と 突き 動か し た ユダ ヤ 人 た ち も い た 。 彼 ら は 、 そ の 瞬間 に 私 た ちの 心 を 捉え た 苦痛 に も 、 私 た ちの 目 に 映 
る 裏切ら れ た 苦痛 に も 同情 し ませ ん で し た 。 彼 ら は 自分 た ち が 何 を し て いる の か が 知っ て いま し た 。 ル ー マ ニ ア の 知識 

人 だ けが 気づい て いな か っ た 。 学 校 に 通っ て いて 、 困 難 な 時 代 に 人 々 を 啓 発する は ず だ っ た 知識 人 た ち だ か ら 
こそ 彼ら は 知識 人 だ っ た その 義務 を 怠っ て いた の だ 。 こ れ ら の 価値 の な い 存 在 た ち は 、 決 定 的 な 瞬間 に 「 光 は 東 か ら 
来る 」 と いう 犯罪 的 無意識 を 維持 し まし た 。 私 た ちの すべ て の 都市 の 通り を 脅迫 的 に 行進 する 革命 軍 の 隊列 に 誰が 
反対 する で し ょ うか ? 学 生 ? い いえ ! イ ン テ リ 層 ? 


いい え "警察 ? ン シグ ラン タ *? 彼 ら は 、 列 が 近づい て くる の を 聞い て パニ ッ ク に 陥り 、 姿 を 消し まし た 。 軍 隊 で すら 彼ら の 邪魔 を する こ 
と は で きま せん で し た 。 な ぜ な ら 、 そ れ は 1,000 人 の 兵士 に つい て 語ら れ て いる の で は な く 、 組 織 的 で 角 え て いる 15,000 人 、20,000 
人 の うち の 兵士 に つい て 語ら れ て いる か ら で あ る 。 


国民 の 良心 を 守る 者 
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1919 年 の ある 雨 の 秋 の 夜 、 私 が カウ ン セ ラー を し て いた 美術 工芸 学校 の 食堂 で 、 友 人 が 私 に 新聞 の 案内 状 を 見 せ て くれ まし 
た 。 


「 国 家 良心 警備 隊 は 今晩 木曜 午前 9 時 、3 ル ア で 会 議 を 開催 する 。 
アレ クサ ンド リ 」 


私 は すぐ に その 場 を 去り 、 数 力 月 前 に 読ん だ 反共 産 主義 の パン フレ ッ ト を 読ん だ この 組織 の こと を 知り 、 参 加 し た いと 非常 に 
焦り な が ら 急 い だ 。 

アレ クサ ンド リ 通 り 3 番地 に ある 、 新 し く 作 られ た ベン チ が 置か れ た 部 屋 に 、 私 は た だ 1 人 の 男性 を 見 つけ まし た 。 彼 は 40 
歳 ほ ど で 、 体 力 が あり や つれ て いて 、 テ ー ブ ル に 座っ て 人 々 が 到着 する の を 待っ て いま し た 。 大 き な 頭 、 二 本 の 強い 腕 、 重 い 
拳 、 平 均 的 な 身長 。 彼 は 国家 良心 警備 隊 の 大 統領 コン スタ ン テ ィ ン ・ パ ンク ー で あっ た 。 


* 共産 主義 に よる 占領 前 の ルー マニ ア 治 安 局 。 (Tr.) 


私 は 自己 紹介 を し て 、 自 分 は 学生 で あり 衛兵 隊 の 戦闘 員 と し て 認め られ た い の だ と 言い まし た 。 彼 は 私 を 受け 入れ て くれ まし 
た 。 私 は その 会 議 に 出席 し まし た 。 約 20 人 が 出席 し た 。 学 生 : RMS* か ら は 整備 士 が 約 4 名 、 鉄 道 か ら は 2 名 。 数 人 の 

商人 と 労働 者 弁護 士 の グ ヴィク トル ・ ク リ メ ス ク と 司祭 。 さ ま ざ ま な 工場 や 都市 の 一 部 で の 共産 主義 運動 に よっ て 得 ら れ た 勢い と 
衛兵 隊 の 組織 の 問題 に 関連 し て 、 さ ま ざ ま な 問題 が 議論 され た 。 


その 夜 か ら 私 の 道 は 分 岐 し まし た 。 半 分 は 大 学 で の 闘い 、 も う 半 分 は 労働 者 の 間 で コン スタ ン テ ィ ン ・ パ ンク ー と の 導い で あっ 
た 。 私 は この 男 に 執着 し 、 組 織 が 崩壊 する まで 常に 彼 の リー ダー シッ プ の 下 で 行動 を 共に し まし た 。 


コン スタ ン テ ィ ン ・ パ ンク ー 


コン スタ ン テ ィ ン ・ パ ンク ー の 名 前 は 両 陣営 の すべ て の ヤ ア ジア 人 の 口 に 上 が り 、 ル ー マ ニ ア 人 は 期待 を 込め て 口 に し 
た も の の 、 他 の 人 は 恐怖 を 感じ た が 、 知 識 人 で は な か っ た 。 


彼 は 商人 で あり 、 配 管 工 で あり 、 電 気 技師 で も あり まし た 。 彼 は 小学 校 の 4 学年 を 超え る こと は あり ませ ん で し た 。 
彼 は 明 で バラ ンス の 取れ た 精神 を 持っ て お り 、 彼 自身 も 適切 な 知識 に よっ て それ を 豊か に し て いま し た 。 20 年 間 、 
彼 は 労働 者 の 問題 に 専念 し て いた 。 

彼 は 数 年 間 金 属 労働 組合 の 委員 長 を 務め て いた 。 彼 は 一 流 の 雄弁 家 で し た 。 


表彰 台 の 上 、 観 衆 の 前 で 、 彼 は 感動 を 与え た 。 彼 は 明らか に ルー マニ ア 人 の 魂 と 良心 を 持っ て いま し た 。 彼 は 自分 の 国 、 軍 隊 、 
国王 を 愛し て いま し た 。 

良い クリ スチ ャ ン で す 。 彼 は サー カス の レス ラー の よう な 筋肉 と 、 ま さ に 父 異 的 な 強 さ を 持っ て いま し た 。 

イア ジア 人 は 彼 の こと を 長い 間 知 っ て いま し た 。 


戦前 ヤシ に は サー カス が や っ て 来 て 、 格 闘 シ ョ ー を 開催 し て いま し た 。 戦 闘 員 の 中 に は あら ゆる 国 の 人 た ちがい た 。 

ハン ガリ ー 人 、 ト ルコ 人 、 ル ー マ ニ ア 人 、 ロ シア 人 な ど が 、 あ る 夜 、 そ の うち の 一 人 が 他 の すべ て の 戦闘 員 を 破っ た と き 、 観 客 
の 中 か ら 勝 者 と 戦う よう 求め て 市 民 が 立ち 上 が っ た 。 彼 に は これ を 行う 権限 が あっ た 。 彼 は 服 を 脱ぎ 、 戦 い が 始ま り ま し た 。 
2 分 も 経た な いう ち に 、 ハ ン ガ リー の サー カス の 実力 者 は 地面 に 叩き つけ られ 、 敗 北 し た 。 


観衆 の 熱狂 的 な 賞賛 の 中 で 優勝 し た ルー マニ ア 人 は 、 ほ か な ら ぬ コン スタ ン テ ィ ン パン クー だ っ た 。 だ か ら こ そ 、 彼 の 戦闘 
へ の 呼び か けが ヤシ の 街頭 に 初め て 現れ た と き 、 力 を 崇拝 する 大 衆 は 自信 を 持っ て それ を 受け 入れ た 。 


彼 の 努力 は 1 年 続き 、 ボ リ シ ェ ヴィ キ の 償 威 が 増大 する に つれ て 増大 し 、 減 少 す る に つれ て 減少 し た 。 


最初 は 小 規模 な 集会 が 開催 され 、 そ の 後 、5,6 人 、 さ ら に は 1 万 人 規模 の デモ が 行わ れ ま し た 。 重 要 な 時 期 に は 毎週 、 プ リ 
ンス ・ ミ ルシア ・ ホ ー ル で 、 あ る い は 時 に は ユニ オン ・ ス クエ ア で 開催 され た 。 そ の 中 で 
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定期 的 に 話し て いた の は 私 で し た 。 こ こ で 私 は 群衆 の 前 で 話す 方 法 を 学び まし た 。 
疑い も な く 、 国 家 良 心 警 備 隊 は ヤシ の よう な 重要 な 場所 で 重要 な 瞬間 に ルー マニ ア 人 の 良心 を 呼び 起こ し 、 そ れ を 共産 主義 の 
波 に 対す る 障壁 と し て 置い た 。 


た だ し 、 こ の 活動 は ヤシ だ け に 限定 され た も の で は あり ませ ん 。 私 た ち は 他 の 都市 に も 行き まし た 。 

さら に 、 定 期 的 に 発行 され る 新聞 「 コ ンス ティ ンタ 」(「 良 心 」) は 、 モ ル ダ ビ ア と ベッ サラ ビア の ほぼ すべ て の 町 に 警鐘 を 鳴ら し な 
が ら 浸 透 し まし た 。 

両 陣営 間 の 野戦 で は ほほ 毎日 、 避 けら れ な い 血 な まぐ さい 衝突 が 起こ り 、 我 々 の 側が 最も 多く の 負傷 者 を 出し た 。 こ の 緊迫 し た 状 
況 は 春 ま で 続い た が 、 こ ちら が 2 度 大 勝 し た こと で 相手 の 攻撃 力 は 大 きく 低下 し た 。 


警備 員 に よる 州 独占 庁 の 占拠 


国民 意識 


それ は 1920 年 2 月 10 日 か 11 日 で し た 。2 週間 に わた っ て 全国 ゼネ スト の 話 が 持ち 上 が っ て いま し た 。 決 戦 が 近づい て いた 。 
市 で は 正午 頃 ASM で 約 1 で ある と 報告 され まし た 。 000 人 の 労働 者 が 雇用 され 、 ス トラ イキ が 宣言 され 、 赤 旗 が 掲揚 され 、 国 王 の 像 
が 下げ られ て 足元 に ドリ ル が 掘ら れ 、 そ の 後 カ ー ル ・ マ ルク ス 、 ト ロ ツ キー、 ラ コウ スキ ー の 像 に 置き 換え られ た 。 


私 た ちの 人 々 は 殴ら れ 、 整 備 士 や 衛兵 隊員 は 負傷 し まし た 。 午 後 1 時 に 約 100 人 が 本 社 に 集まり まし た 。 何 を する か ? Pancu 氏 が 
議論 の 議長 を 務め た 。 二 つの 意見 が あり まし た 。 政 府 に 軍事 介入 を 求め る 電報 を 送る べき だ と 主張 する 者 も いた 。 私 の 意見 は 、 出 席 
者 は ASM に 対処 し 、 危 険 を 置 し て で も 危険 信号 を 降ろ すべ きだ と いう も の で し た 。 私 の 意見 は 受け 入れ られ まし た 。 私 た ち は 旗 を 受け 
取り 、1 時 に パン クー に 率い られ 、 デ ステ アプ タテ < ロマ ー ヌ (「 目 覚め よ 、 ル ー マ ニ ア 人 よ 」) を 歌い な が ら ラ プス ネ ア ヌ と パク ラリ 
に 向け て 行進 を 開始 し た 。 


路上 に ある 工場 の 近く で 、 私 た ち は 共 産 主義 者 の いく つか の グル ー プ を 分 離し まし た 。 
私 た ち は 工 場 の 庭 に 入り 、 建 物 に 入り 、 旗 油 を 屋上 まで 運び 、 そ こ で 植え まし た 。 そ こ か ら は 講義 を させ て いた だ きま し た 。 軍 隊 が 現れ 
て 工場 を 占拠 し た 。 


私 た ち は 歌い な が ら 後退 し 、 素 早い 攻撃 が 成功 し た と 考え て 本 部 に 戻り まし た 。 
私 た ちの 態度 に 関す る ニュ ー ス は 稲妻 の よう に 街 を 駆け 巡り まし た が 、 ス トラ イキ は 続き まし た 。 軍 は 国旗 を 守る こと し か で 
きず 工場 を 稼働 させ る こと は で き な か っ た 。 何 を すべ きだ っ た の か ? を 探す と いう 考え が 私 た ち に 思い つき まし た 


市 内 の 労働 者 が 工場 を 開設 する 。 3 日 間 で 、 ヤ シ の 各地 か ら 400 人 の 新しい 労働 者 が 工場 に 入っ て きま し た 。 こ れ は うま くい き 始 
め ま し た 。 ス トラ イキ は 失敗 し た 。 2 週間 後 、 ス トラ イカ ー の 半数 が これ を 行う よう 要求 し た 。 仕 事 に 戻る 。 


私 た ちの 勝利 は 素晴らし か っ た で す 。 ゼ ネス ト へ の 第 一 歩 は 拒否 され た 。 ユ ダ ヤ 人 と 共産 主義 者 の 共同 体 の 計画 は 阻止 され 始め た 。 私 
た ちの 行動 は ルー マニ ア 軍 団 に 反響 を 呼び 、 彼 ら の 士気 を 高め まし た 。 


ニコ リー ナ の 作品 に 掲げ られ た 三 色 旗 


最も 強力 な 共産 主義 セン ター は 、 ニ ニコ リー ナ の ルー マニ ア 鉄 道 に よっ て 形成 され まし た 。 

そこ で は 4,000 人 以上 の 男性 が 働い て お り 、 そ の ほぼ 全員 が ボリ シェ ヴィ ジ 派 だ っ た 。 こ れ ら の 作品 の 周囲 の 住宅 地 、 ポ 
ドウ ゥ ウル <: ロス 、 ソ コー ラ 、 ニ コリ ー ナ は か な り の 数 の ユダ ヤ 人 に よっ て 侵入 され まし た 。 

ヤシ の 共産 主義 運動 の 指導 者 ゲラ ー タ ー 博 士 と その 顧問 ゲラ ー が ここ に 抵抗 点 を 定め た の は その た めで す 。 ASM の 敗北 か ら 1 か 

月 も 経た な いう ち に 、 ゼ ネス ト と 決戦 の 開始 の 合図 と し て 、 赤 旗 が 掲げ られ 、 工 場 上 に は た めき まし た 。 ス トラ イキ が 宣言 され た 。 数 千 

人 の 労働 者 が 退職 し て いっ た 。 


当局 は 無力 だ っ た 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


* 国家 独占 庁 、 以 下 ASM (Tr.) と 呼び ます 。 

私 た ち は チ ラ シ を 通じ て すべ て の ルー マニ ア 人 を プリ ンス ・ ミ ルチャ : ホ ー ル で の 集会 に 呼び 掛け まし た 。 演 説 の 後 、 私 
た ち は 旗 を 持っ て 建物 を 出 て 、 和 群衆 全員 が 二 コ リー ナ に 向かい まし た 。 ユ ニオ ンス クエ ア で 私 た ち は 当 局 に 呼び 

止め られ 、5,000 人 以上 の 武装 共産 主義 者 が 私 た ち を 待ち 構え て お り 、 流 血 が 起こ る の で 続行 し な いよ う 忠 告 され ま 
し た 。 


そこ で 私 た ち は ユ ニオ ンス クエ ア か ら 駅 に 向かっ て 歩き 、 そ こ で 機械 の ロー タリ ー と 駅 の 上 に 旗 を 掲げ まし た 。 そ れ で 私 
た ち は 電 車 に 乗っ て ニコ リー ナ に 行き まし た 。 誰 か が 駅 と ニコ リー ナ の 電車 で スイ ッ チ を 押し 、 全 員 が ニコ リー ナ の 工 
場 に 入り まし た 。 下 り て いき ます 。 店 に は 誰 も いな い 。 建 物 の 一 つ に 赤い 旗 が 掲げ られ て いる 。 私 は トリ コロ ー ル を 
歯 の 間 に 挟 

みな が ら 非 常 階段 を 登っ た 。 高 いと ころ に いた の で 、 少 し 苦労 し まし た が 、 屋 根 に 着き まし た 。 私 は 屋根 に 登り 造っ て 
頂上 まで 行き まし た 。 私 は 赤旗 を 掴み 、 数 分 間 続 いた 大 歓声 の 中 、 ト リコ ロー ル を 掲げ た 。 そ れ で そこ か ら 私 は 話し 

まし た 。 壁 の 外 で は 、 共 産 主義 者 が 数 を 増やし 、 着 実に コン パク ト な 集団 へ と 成長 し 、 脅 威 的 な 形 で 迫っ て きま し 
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と ん で も な い ラ ケッ ト だ 。 屋 内 で は フラ シ 、 屋 外 で は ブー イン グ と 填 声 が 響く 。 そ れ か ら ゆ っ くり と 地面 に 降り て いき まし 
た 。 パ ング は 私 た ち に 出発 を 命じ た 。 し か し .、 共 産 主義 者 た ち は 門 の と ころ で 私 た ちの 出口 を ふさ ぎ 、「 パ ンク ー と コ ド 
レア ヌ を 来 さ せろ ! 」 と 叫び まし た 。 

私 た ち は 群 衆 よ り 100 フ ィ ー ト 先 を 歩き 、 ゲ ー ト に 向かっ た 。 

真ん中 が パン クー、 右 が 商人 の マー ガリ ント 、 左 が 私 で す 。 私 た ち 三 人 は 何 も 言わ ず に 、 銃 の ポケ ッ ト に 手 を 突っ 込ん だ 
まま 前 に 進み まし た 。 

門 の と ころ に いる 人 た ち は 、 静 か に 私 た ち を 見 つめ て いま し た 。 さ あ 、 あ と 数 歩 の と ころ まで 来 ま し た 。 弾 丸 が 耳 を か す 

め る の を 期待 し て いま し た 。 し か し 、 私 た ち は 、 ま っ すぐ に 、 そ し て 決意 を 持っ て 前 進 し ます 。 

し か し 、 こ れ は 非常 に 珍し く 、 刺 激 的 な 瞬間 で し た 。 も う あ と 数 歩 の と ころ まで 来 ま し た 。 共 産 主 義 者 た ち は 我々 に 心 を 開 
いて 立ち 去っ た ! 約 10 メ ー ト ル の 間 、 私 た ち は 彼 ら の 真ん中 を 墓 の よう に 沈黙 の うち に 歩き まし た 。 私 た ち は 右 

も 左 も 見 ませ ん 。 何 も 聞こ え ず 、 人 間 の 息遣い すら 聞こ えな か っ た 。 私 た ちの 部 下 も 私 た ち を 追っ た 。 し か し 、 彼 ら が 

通り 過ぎ る と 、 沈 黙 は 破 ら れ ま し た 。 呪 い は 双方 か ら の 脅迫 に よっ て 始ま り ま し た が 、 戦 い は あり ませ ん で し た 。 一 

緒 に 線路 に 沿っ て 駅 へ 向かい ます 。 私 た ちの 後ろ 、 作 品 の 上 で 、 吹 く 風 が 勝利 の トリ コロ ー ル の 生地 を 揺らし まし た 。 


この 行動 の 道徳 的 影響 は 比類 の な いも の で し た 。 ヤ シ 全 員 が 大 騒ぎ に な っ た -。 街 頭 で は 誰 も が 国家 良心 警備 隊 の こと 
だ け を 話し て いま し た 。 ル ー マ ニ ア の 覚醒 の 底流 が 空気 中 に 感じ られ た 。 列 車 は この 復活 の ニュ ー ス を さら に 国 の 隅 々 ま 
で 伝え まし た 。 私 た ち は 、 ボ リ シ ェ ヴィ ズム が 敗北 する で あろ うこ と を 悟っ た 。 そ の 理由 は 、 ボ ル シ ェ ヴィ ズム の 前 に も 側 
面 に も 、 そ の 拡大 を 妨げ る 良心 の 障壁 が 築 か れ て いた か ら で あ る 。 


彼ら の 新た な 侵略 へ の 道 は 今や すべ て 閉ざさ れ ま し た 。 こ れ か ら は 、 ゲ ティ 行動 の すぐ 後に 撤退 する は ず で す 。 ア ベ 
レス ク 政 権 が 私 た ちの 努力 に 加わ っ た た め 、 こ の 運動 の 見 通 し は 完全 に 無効 に な り ま し た 。 


国家 的 キリ スト 教 社会 主義 
国家 シン ジッ クス 


国家 良心 警備 隊 は 、 敵 を 倒す た め に 設計 され た 戦闘 組織 で し た 。 私 た ち は 常に 一 緒 に いて 、 ほ ぼ 定 期 的 に 彼 の テー 
ブル で 食事 を し て いた の で 、1919 年 の あの 夜 、 私 は 何 度 も パン クー と 話し て いた 。 そ し て 私 は 彼 に こう 言い まし 
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「 共 産 主義 を 倒す だ け で は 十分 で は な い 。 私 た ち は 労 働 者 の 権利 の た め に も 閣 わ な けれ ば な り ま せん 。 彼 ら に は パ 
ン を 得る 権利 が あり 、 名 誉 の た め に 戦う 権利 が ある 。 私 た ち は 哀 頭 政党 と 闘い 、 国 家 に 対抗 する の で は な く 国 家 
構造 の 中 で 権利 を 勝ち 取る こと の で きる 国家 労働 者 組織 を 創設 し な けれ ば な り ま せん 。 


「 私 た ち は 、 ル ー マ ニ ア の 地 に 、 我 が 国 の 歴史 に 関わ る 旗 を 除い て 、 別 の 旗 を 掲揚 し よう と する 者 を 許さ な い 。 た と え 
労働 者 階級 で あっ て も 、 私 た ち は そ れ を 容認 し ませ ん 


lolete よ 到 機 寺 尋 記 by Google 


それ が 国 に 対し て 反抗 し た り 、 国 境 の 外 で の 外国 の 動き と 共通 の 大 義 を 立て た り し て も 、 誰 も それ を 認め ませ ん 


パン の た め に あな た は 浪費 し 、 銀 行 家 や 高利 貸し の 外国 民族 の 集団 に 加わ り ま す 、 そ れ は すべ て 二 千 年 間 、 労 働 者 と 勇敢 な 
人 々 の 汗 の お か げ で 救 わ れ ま す 、 あ な た の 権利 、 そ う で す 、 し か し あな た の 国民 の 権利 の 範囲 内 
で 。 そ の 厳し さゆ え に 、 あ な た が 属し て いる 国家 の 歴史 的 権利 が 踏み に じ ら れ る こと は 許さ れ ま せん 。 


「 し か し 、 私 た ち は 、 色 の 公式 に 隠れ て 、 評 頭 的 で 専制 的 な 階級 が 、 あ ら ゆ る カテ ゴリ ー の 労働 者 の 背後 に 身 を 置き 、 文 字 通 り 彼 
ら の 皮 を むき な が ら 、 祖 国 の た め に 空 に 旗 を 振り 続け て いる こと を 認め ませ ん が 、 彼 ら は それ を 認め て いま せん . 愛 : 彼 ら 
が 信じ て いな い 神 。 彼 ら が 決し て 立ち 入る こと の な い 教 会 と 、 空 の バン ド を 戦争 に 送り 込ん だ 軍隊 。 


「 こ れ ら の 現実 は 、 少 数 の 不道徳 な ジャ グラ ー の 手 に よる 政治 的 詐欺 の 偽り の 象徴 と し て 利用 する こと は で きま せん 。」 


それ か ら 私 た ち は 労 働 者 を 全国 労働 組合 に 組織 し 、 さ ら に は 「 国 家 キ リス ト 教 社会 主義 」 と いう 政党 に 組織 し 始め まし 
た 。 そ の と き 、 パ ンク ー は 次 の よう に 書い た 。 


国家 キリ スト 教 社会 主義 の 信条 


私 は 、 ド ニ エ ス トル か ら テ ィ サ に 至る 単 一 の 未 分 割 の ルー マニ ア 国 家 を 信じ て いま す 。 ル ー マ ニ ア 人 全員 の 所 有 者 で あり 、 ル ー 
マニ ア 人 だ けが 所 有 者 で あり 仕事 を 愛し 、 名 誉 と 神 へ の 胃 れ を 持ち 、 国 と 国民 を 気 に か け て いま す 。 男 性 と 女性 に 市 民 的 
お よび 政治 的 平等 の 権利 を 与え る 者 。 家 族 の 保護 者 、 公 務 員 に 給与 を 支払 う *。 


当時 、 私 た ち は ア ドル フ ・ ヒ トラ ー や ドイ ツ の 国家 社会 主義 、 そ し て 子供 の 数 や 行わ れ た 仕事 、 質 と 量 に 基づい た 労働 者 の こ 
と を 聞い た こと が あり ませ ん で し た 。 そ し て 国家 に お いて は 、 階 級 差 を 最小 限 に 抑え て 社会 調和 を 擁護 する 。 そ し て 賃金 に 
加え て 、 工 場 を 国有 化し (すべ て の 労働 者 が 所 有する ) 、 す べ て の 農民 に 土地 を 分 配 する 。 


それ は 所 有 者 (国営 また は 民間 ) と 労働 者 の 間 で 利益 を 分 配 す る こと に な る 。 

元 所 有 者 は 、 自 身 の 給与 に 加え て 、 元 の 投資 額 に 反比例 し た 割合 を 受け 取る 必要 が あり ます 。 さ ら に 、 国 家 は 当初 の 投資 

を 保証 する こと に な る 。 さ ら に 、 国 家 は 「 リ スク 基金 」 を 通じ て 労働 者 に 保険 を 掛け る だ ろう 。 そ れ は 労働 者 と 公務 員 に 食料 
と 衣類 の 保証 金 を 提供 し 、 労 働 者 と 公務 員 は 全国 的 な 組合 を 組織 し 、 さ ま ざ ま な 産業 、 農 業 、 商 業 機関 の 理事 会 に 彼ら の 
代表 を 置く こと に な る 。 


私 は 偉大 で 強い 「 労 働 者 の 父 」 で あり 農民 の 王 で ある フェ ルディ ナン ドー 世 を 信じ て いま す 。 彼 は ルー マニ ア の 幸福 の た め に 
すべ て を 犠牲 に し 、 私 た ちの 救い の た め に 人 々 と 一 つ に な り ま し た 。 彼 は マラ ステ ィ と マラ セス ティ の 軍隊 の 先頭 に 立っ て 敵 
を 破っ た 。 そ れ 以来 、 彼 は 自分 に 忠誠 を 暫 っ て いる 兵士 た ち 、 つ まり 自分 た ちの 軍事 任務 が 、1 年 で 卒業 で きる 国家 に と っ て の 真 
の 学校 で ある こと を 発見 する で あろ う 兵 士 た ち を 、 愛 情 と 自信 を 持っ て 見 つめ 続け て いる 。 「 私 は 、 国 家 キ リス ト 教 社会 
主義 の 光線 に 囲ま れ た 三 色 旗 が 、 大 ルー マニ ア の 兄弟 姉妹 間 の 調和 の 象徴 で ある と 信じ て いま す 。 


私 は 、 福 音 に 従っ て 福音 の た め に 生き 、 使 徒 た ちと 同じ よう に 多く の 人 々 の 啓発 の た め に 自分 自身 を 犠牲 に し た いと 願う 司祭 の 
いる 聖なる キリ スト 教会 を 信じ て いま す 。 


私 は 、 議 会 に よる 大 臣 の 選挙 、 上 院 の 廃止 地方 警察 の 組織 、 累 進 的 な 所 得 税 、 村 の 農業 と 手工 芸 の 学校 、 主 婦 と 成人 
の た め の 「 サ ー ク ル 」、 障 害 者 と 高齢 者 の た め の ホ ー ム を 承認 し ます 。 国 民 、 国 民 の 家 、 父 子 決定 、 法 律 に 関す る あら ゆる 知識 
を 効果 的 に も た らし 、 イ ニシ ア チ ブ へ の イン セン ティ ブ を 与え る 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


国家 の 利益 の た め の 民 間 部 門 と 農民 の 国内 産業 の 発展 。 


私 は 、 謙 虚 な 壮 飼 いで あっ て も 国民 の 良心 が 復活 し 、 疲 れ た 人 々 の 中 か ら 教 育 を 受け た 人 々 が 降下 し 、 明 日 の ルー マニ 
ア の 基礎 で ある 真 の 友愛 を 強め 、 彼 ら を 助け る こと を 願っ て いま す 、 ア ー メ ン ! 「 国 家 良 心 警備 隊 」。 


新聞 コン ステ ィ ン タ (「 良 心 」) 、1920 年 2 月 9 日 月 曜日 。 


そこ で 私 た ち は 全 国労 働 組合 の 組織 化 を 始め まし た 。 次 の 文書 は 、 私 た ちの 労働 組合 の 1 つが どの よう に 
結成 され た か を 示し て いま す 。 当 時 の イア ジア の 労働 者 の 誠実 さ を 強 調 す る た め に これ を 掲載 し ます 。 


分 ! 


「 以 下 に 署名 し た ASM タ バ コ 工 場 の 商人 、 労 働 者 、 事 務 員 は 、 今 晩 、1920 年 2 月 2 日 月 曜日 アレ クサ ンド リ 通 り 3 番 地 に あ 
る 国家 良心 警備 隊 の 本 部 で 、 大 統領 の 議長 の も と に 会 合 し た 。 W. 


パン クー 衛兵 長官 代理 。 こ の 人 々 に と っ て 異質 な 利益 に 奉仕 する 特定 の 個人 の 犯罪 傾向 を 考慮 し 、 彼 ら が 行っ て いる プ 
ロ パ ガン ダ 、 つ まり この 組織 の 幸福 と 、 生 涯 を か け て 働い て きた 私 た ちの 存在 その も の を 攻撃 する こと を 考慮 し 

て くだ さい 。 一 切れ の パン 、 そ れ が 私 た ちと 私 た ちの 子供 た ちの 唯一 の 食べ 物 で す 。 私 た ち 正 直 で 法 を 遵守 する ルー マ 
ニア の 労働 者 は 、 国 民 の 最高 の 利益 に よっ て 定め られ た 道 を 、 国 の 旗 の 下 で 共に 行進 する こと を 望ん で い 

ます 。 こ の 組織 の 健全 性 を 考慮 し 私 た ちの 階級 内 で の 敵 の プロ パガン ダ を きっ ぱり と 阻止 する た め に 、 私 た ち は 

専門 職 の 全国 労働 組合 を 構成 する こと を 決定 し 、 そ の 組合 に 以下 の 委員 会 と 国民 党 か ら の 代表 を 

選出 し まし た 。 良 心 警 備 員 」。 


183 名 の 署名 が 続き ます 。 


『Constinta』(『 良 心 』) 、1920 年 2 月 9 日 、 第 17 号 お よび 第 18 号 。 


1919 年 の 状況 の 実像 


私 は 新聞 や マニ フェ スト か ら 重 要 だ と 思う も の を 抜粋 し て 、1919 年 か ら 20 年 の 瞬間 を 報告 し よう と し 

て いま す 。 1919 年 8 月 に ヤシ で コン スタ ン テ ィ ン ・ パ ンク ー に よっ て 発行 され た 最初 の マニ フェ スト は 一 般 的 
に 方 向 感覚 

を 失っ た 瞬間 に ヤシ の すべ て の 壁 に 貼ら れ 、 ヤ シ の ルー マニ ア 人 労働 者 に 対す る 戦い の 合図 と な っ た 。 


ルー マニ ア の 商人 、 労 働 者 、 兵 士 、 農 民 へ の 訴え 
ブラ ザー ズ 、 


何 年 に も わた る 恐ろし い 戦い の 後 、 世 界 は 人 類 間 の 平和 を 祝い ます 。 す べ て の 文明 国 の 賢明 な 指導 者 は 、 将 来 の 平和 な 生存 
を 保証 する 法律 を 制定 し て 戦争 を 終わ ら せ よ うと 努め て いま す 。 


し か し 見 よ 、 東 方 か ら は 憎しみ の 声 が 聞こ える 。 そ れ は 敵 が 私 た ちの 間 に あ る 不 和 や 誤 解 を 通し て 私 た ち を 引き 裂 こ 
うと し て いる こと を 示し て いる 。 誤 っ た 教え の 闇 に 支配 され た ロン シア か ら 、 私 た ち は 血 を 分 けた 同胞 た ちと 戦い 、 銃 殺す る よう 
促さ れ て いる 。 


か つて の 偉大 さ を 嘆 く ハ ン ガ リー か ら も 、 同 じ 訴 え が 聞 こえ て くる 。 東 の 英 は 西 の 敵 と 団結 し て 私 た ちの 平和 を 乱 し 、 


leo#lete よ 到 機 寺 招 by Google 


侵入 し ます 。 


国境 を 越え た 外国 人 は 、 国 内 に 住む 外国 人 を 通し て 、 私 た ちの 間 に 毒 杯 を 渡 そ うと し ます 。 彼 ら は 、 平 和 、 正 義 、 自 由 の 名 に お い 
て 、 そ し て 労働 者 の 名 に お いて 、 私 た ち を 前 進 さ せ て いる と あえ て 主張 し ます 。 彼 ら の 言葉 は 嘘 で あり 、 彼 ら は 次 の 目的 の た 

め に 猛毒 を 要求 し ます 。 

彼ら は 平和 を 望ん で いる と 言い ます が 、 彼 ら 自 身 が それ を 破壊 し 、 最 も 価値 の ある 人 々 を 殺 し ます 。 自 由 を 要求 する が 、 

死 の 脅 財 に よっ て 人 々 は 自由 に 服従 する よう 強い られ る 。 国 家内 に 憎しみ 、 不 正 、 放 縦 を 

まき 散ら し な が ら 、 兄 弟 愛 を 望む 。 さ ら に 、 額 に 汗 し て 稼い だ 資本 の 廃止 や 求 め て いる と いう 。 


彼ら は 戦争 は 望ま な いと 言い ます が 、 彼 ら は 戦い ます 。 

彼ら は 軍隊 の 廃止 を 要求 し て いる が 、 武 装 し て いる 。 彼 ら は 私 た ち に 三 色 旗 を 廃棄 し 、 そ の 代わ り に 憎悪 の 赤旗 を 掲げ 
る よう 求め て いま す 。 彼 が オイ トゥ ズ 、 マ ラス ティ 、 マ ラ セ ス ティ で 戦っ た と き に 敵 を 信じ な か っ た の と 同じ よう に 、 彼 の 
マニ フェ スト と アピ ー ル を 信じ て は いけ ませ ん 。 


すべ て の 善良 な ルー マニ ア 人 の 義務 は 、 将 来 に お いて も 、 敵 が 我々 の 間 に 圭 こう と し て いる 不 和 の 種 が 根 を 張ら な いよ う 
に する こと で ある 。 

自分 の 仕事 と 名 準 の た め に 始め た 仕事 を 完璧 に し て くだ さい 。 あ な た 方 の 敵 は 、 国 境 を 越え て 支配 する 怠 情 、 憎 し み 、 不 名 
准 で あり 、 私 た ち に も 脅威 を 与え ます 。 


注意 深い ! 強 を 清く 保ち 、 私 た ちの 救い は 働き 、 団 結 、 名 準 で ある こと を 忘れ な いで くだ さい 。 


兄弟 兵 よ 、 


神 へ の 信仰 に よっ て 、 あ な た は 敵 の 力 を 打ち 破り まし た 。 あ な た は 武器 を 使っ て この 国 の 国境 を 永遠 に 刻み まし た 。 


あな た は あな た の 血 で あな た の 犠牲 を 完成 させ 、 封 印 し まし た 。 だ か ら こ そ 、 外 

国 の 無法 バン ド が あな た が 完成 させ た も の を 破壊 する こと を 許し て は な り ま せん 。 

祖国 へ の 愛 と 国王 へ の 信仰 を 持ち 続け て くだ さい 。 あ な た は 最後 の 一 滴 ま で 血 で 祖国 の 国境 を 守る と 痺 っ た 。 英 の 
邪悪 な 意図 か ら 彼ら を 注意 深く 守っ て くだ さい 。 そ れ が 私 た ちの 先祖 や 先祖 が し た こと だ か ら で す 。 


農民 の 兄弟 た ち 、 


私 た ちの 先祖 の 神 は 私 た ちの 苦し み を 憐れみ 、 こ れ ま で に 見 た こと の な い ほ ど 寛 大 な 一 年 を 私 た ち に 与え て くだ さい ま 
し た 。 あ な た の 働き と 信仰 に 対し て 、 善 き 主 に 感謝 し て くだ さい 。 働 く 力 を 新た に し 土地 の 産物 を 熱心 に 集め まし ょ う 。 


ティ サ 川 、 ド ナウ 川 、 黒 海 の 土 地 は 完全 に あな た に よっ て 征服 され まし た の で 、 ご 安心 くだ さい 。 


それ を 神聖 な 場所 で 守り 、 あ な た の 仕事 と 愛 で そ の 富 を 守り まし ょ う 。 


ロメ ス 兄 弟 、 


この 国 の 希望 と 力 は あな た の 中 に あり ます 。 明 日 の 幸せ も あな た で す 。 呪 い を 集め る の で は な く 、 祝 福 を 集め て く 
だ さい 。 
敵 は ドニ エス トル 川 と ティ サ 川 を 攻撃 し て いま す 。 彼 は また 、 我 が 国 の 内 な る 平和 を 乱 そ うと も し て いる 。 


私 た ちの 救い は 、 仕 事 、 名 誉 、 国 へ の 愛 、 そ し て 神 へ の 信仰 で す 。 
気 を つけ て 、 迷 い 、 民 も 信仰 も な い 人 々 に 渡っ て 来 た 人 々 を 正しい 道 に 呼び な さい 。 彼 ら は 玉座 の 周り に 団結 し 、 三 色 旗 
の 陰 で 国 の 平和 を 見 守っ て いま す 。 


私 た ち を 妨害 し よう と する 外国 人 や 外国 人 恋人 た ち に 、 私 た ちの 周り に 国家 警備 隊 が 結成 され 、 監 視 し 、 彼 ら と 戦う こと 
に な る と 伝え て くだ さい 。 


lolete よ 到 機 寺 招 by Google 


私 た ちの 間 に 不 和 を 植え 付け よう と し て いる 人 た ち で す 。 

世界 中 の ルー マニ ア 人 、 労 働 者 職人 、 兵 士 、 農 民 は 、 私 た ちの 祖先 と 、 私 た ち が 生き て いる この 時 代 の 呼び か け に ふ 
さわ し い 人 で あり な さい 。 (ss) ルー マニ ア の 商人 サー クル 。 鉄 道 牽 組合 。 戦 傷病 兵 協会 。 冶 金 学者 

ギル ド な ど 


コン ステ ィ ン タ (「 良 心 」)、1919 年 8 月 30 日 、 中 学 1 年 、 第 1 号 


ロー マ 労 働 者 の 指導 者 た ち 


ルー マニ ア の 共産 主義 労働 者 の 指導 者 た ち は ル ー マ ニ ア 人 で も 労働 者 で も な か っ た 。 ヤ 

シ で は : ゲラ ー タ ー 博 士 、 ユ ダ ヤ 人 。 ゲ ー ラ ー、 ユ ダ ヤ 人 。 シ ュ ピ ー グ ラー、 ユ ダ ヤ 人 。 シ ュ ラ イ 

バー、 ユ ダ ヤ 

人 な ど 

ブカレスト に て : イ リエ ・ モ スコ ヴィ シ 、 ユ ダ ヤ 人 。 パ ウ カ 

ー、 ユ ダ ヤ 人 な ど 彼 ら の 周り に は 、 行 方 不明 に な っ た ルー マニ ア 人 労働 

者 の グル ー プ が いた 。 

も し 革命 が 成功 し て いた ら 、 偉 大 な 王 フ ェ ル ディ ナン ド の 座 を 奪っ た 共和 国 大 統領 は イリ エ ・ モ スコ ヴィ シ 
だ っ た で し ょ よう 。 

1919 年 の 大 ルー マニ ア 議 会 で ノレ ルーマニア の 全 州 か ら 議員 と 上 院 議員 が 集まり 、 連 合 の 偉大 な 行為 に 興奮 し 、 立 ち 
上 が り 、 偉 大 な 統一 王 に 拍手 を 送っ た と き 、 こ の リー・ モ スコ ヴィ シ 氏 は 立ち 上 が る こと を 拒否 し 、 表 向き は 座っ て 
いた 。 


Miele よ 到 機 繊 扶 記 by Google 
ユダ ヤ 人 マス コミ の 態度 


ルー マニ ア 国 民 に と っ て 危険 な 時 期 に お ける ユダ ヤ 人 マス コミ の 態度 を 強調 する 必要 が ある 。 ル ー マ ニ ア 国 家 が 存亡 の 危機 に 
瀬 す る た びに 、 マ スコ ミ は 敵 に 最も 都合 の よい 主張 を 支持 し た 。 実 際 、 こ の 出来 事 の 後 、 ル ー マ ニ ア 復 興 運動 を 支持 する と き は いつ 
で も 、 同 じ 主 張 が 頑固 に 反対 され た こと が 容易 に わか り ま す 。 


彼ら に と っ て 、 私 た ちの 心配 は 喜び の 日 々 で し た が 、 彼 ら に と っ て の 私 た ちの 喜び は 悲し み の 日 々 で し た 。 


自由 


今日 の 国民 運動 で 非常 に 否定 され て いる 自由 は 、 当 時 は 教義 と みな され て いま し た 。 な ぜ な ら 、 そ れ が 私 た ちの 破滅 の 原因 と 
な っ た か ら で す 。 た と えば 、1919 年 12 月 28 日 の アデ ヴァ ルル (「 真 実 」) が エミ ー ル D. ファ グレ (本 名 ホ ニ グマ ン ) の 署 
名 の 下 に 書い た も の は 次 の と お り で す 。 


「 社 会 党 に は 自由 に デモ を 行う 権利 が ある た め 、 こ の 党 が 特権 を 持っ て いる と 主張 する こと は で き な い 。 ど の 政党 が デモ を 望ん で 
も 、 そ の 権利 は 拒否 され な けれ ば な ら な い だ ろ う …」 


SP 


憎しみ 


同じ 紙 で 次 の よう に 読む こと が で きま す 。 


「 イ オン が 率い る 暗殺 者 集団 に 対す る 指導 者 は 常に 憎しみ で な けれ ば な ら な い 」 
ブラ ティ ヌ 」 


ルー マニ ア 人 に 対す る ユダ ヤ 人 の 憎しみ は 幸い で ある 。 サ ポー ト さ れ て いま す 。 一 人 が 彼 を 呼び 出す 。 そ れ は 犯罪 
で は あり ませ ん 。 そ れ は 中 世 の 恥 で は あり ませ ん 。 し か し 、 ル ー マ ニ ア 人 が 侵害 され た 権利 を 守る 時 期 が 来る 

と 、 彼 ら の 行動 は 「 憎 し み 」 と レッ テル を 貼ら れ 、 憎 し み は 野 密 の し る し と な り 、 何 も 築け な い 屈 辱 的 な 感情 と 

な る 。 


法 的 秩序 
アデ ヴァ ルル (「 真 実 」)、1919 年 10 月 5 日 


終わ り ま し た ! 「 上 級 』 政 令 法 に より 、 選 挙 期間 中 、 以 前 より も は る か に 厳し い 包囲 と 検 開 の 新 体制 が 発足 し 、 反 対 派 と 国 全 体 が 
法律 か ら 排 除 さ れる 。 そ れ は 純粋 か つ 単 純 で あり 、 国 王 だ けが 全能 で ある 軍事 独裁 政権 で ある 。 国 王 と 自由 党 、 そ し て これ ら 2 つ 
の 遺言 の 執行 者 と し て 、 あ な た は 将軍 政府 を 持っ て いま す 。.… し た が っ て 、 条 例 は 私 た ち が 国 王 を 攻撃 する こと を 禁止 し て い 
ます 。 真 実 を 語る こと が 攻撃 、 つ まり 国王 が 自由 党 と と も に 国 を 統治 する と いう 重責 を 担っ て いる と 理解 され る と し て も 、 そ れ で 

も この 攻撃 は 行わ れ な けれ ば な ら な い 。 


この 法令 は 、 私 た ち が 現 在 に 対し て 全力 で 抗議 する 権利 が な いと 理解 され る 場合 、 現 在 の 行政 形態 を 攻撃 する こと を 禁 
じ て い ます 。 


二 人 の 違憲 の 意志 の 結果 と し て 政府 が 誕生 し た こと に 、 私 た ち は 抗 議 し ます 。 

この 事態 に 対し て 他 に 開か れ た 道 が な いと し た ら 、 反 乱 の 扇動 や 、 い わ ゆ る 法 的 秩序 に 対す る 反動 が 何ら か の 効果 を も た ら 

す と 知っ て いた と し た ら 残念 な が ら そ う で は な い われ われ は 一 瞬 た り と も 上 踏 せ ず に 行動 する だ ろう 。 し た が っ て 、 そ の よ 
うな も の に 対し て 他 に 戦う 方 法 は な い の で 、 


Miele よ 到 機 繊 卿 記 by Google 
独裁 的 で 圧 制 的 な 政権 。 
た * 第 一 次 世界 大 戦中 の ルー マニ ア 首 相 (Tr.) 


私 た ち は 法 の 外 に 身 を 置き 、 残 忍 な 武力 を 行使 する 武装 集団 に 直面 し て いる と 考え て いま す .… 


こう し た すべ て に も か か わら ず 、 私 た ち は そ の 旗 を 掲げ 、 倒 れ て も な お 「 圧 制 を 打倒 せよ 」 と 叫ぶ だ ろう 。 
「 自 由 万 歳 」。 


これ が 1919 年 の ユダ ヤ の 新聞 で す 。 
言い 換え れ ば 、 国 王 に 対す る 、 政 府 の 形態 や 法 的 秩序 に 対す る 反乱 を 扇動 する と いう こと で す 。 


反乱 の 扇動 


アデ ヴァ ルル (「 真 実 」)、1919 年 10 月 11 日 


「 狂 人 た ちよ ! 狂人 た ち は ど こ に いる の ?」 


先ほど も 言い まし た が 、 我 が 国 に は 行儀 の 良い 男性 が 多く 、 狂 っ た 男性 は いま せん 。 あ る い は 、 ク レイ ジー こそ が 私 た ち に 必要 な も の な の で す 。 
1848 年 の 人 々 は 激怒 し 、 当 時 の ボ ヤ ー ル * 政権 を 根こそぎ に し まし た 。 


狂っ た 人 材 も 必要 だ 。 14 stW で 髪 を 分 け 合う 行儀 の 良い 男性 た ち が 「 い いえ 」 と いう 決断 を 下 し た 以上 、 な すべ きこ と は 何 も あ り ま 
せん 。 
少な く と も 一 人 、 あ る い は それ 以上 の 狂人 が 必要 だ 。 こ の 狂人 は 何 を し よう と し て いる の か 、 ど う や っ て 知る こと が で きる で し ょ うか ? …… 


そこ で 狂人 が 依頼 され る 。 そ れ か ら 狂 人 を 来 させ て くだ さい 。 
社会 主義 者 さえ 行儀 が 良く な っ た 。 実 際 、 彼 ら の 背後 に は パー ティ ー が あり 、 誰 も 妨 れ る べき で は な い 男 た ちがい ます 。 彼 ら は 怖がっ て いな いよ う 
に 見 えま す が 、 そ れ で も 行儀 が 良い で す 。 |. ナ デ イ デ が か つて そう し た よう に 、 役 ら は 頑 な に 法 的 枠組 み の 中 に 留まり 、 民 間 で も 軍人 で 
も 権力 者 た ち は 彼ら を 追い 出し た いと 考え て いる が 、 無 駄 な 努力 で ある 、 彼 ら の 戦術 は 法 的 国家 で ある 。 1918 年 12 月 13 日 
の よう に 、 彼 ら が 銃撃 され た と き 、 骨 まで 殴ら れ た と き 、 フ リム が 手下 た ち に よっ て 墓 に 下げ られ た と き で さえ 社会 主義 者 た ち は 抗議 する 
それ は 当然 の こと で あり 非常 に 威厳 を 持っ て だ が 、 彼 ら は 法律 を 逸脱 する わけ で は な い 。 。 


いずれ に せよ 、 我 々 に は 狂っ た 人 材 が 必要 だ 。 
今日 の 情勢 に 対し て 違法 、 あ る い は 法律 に 違反 する 行動 を 起こ す 狂人 た ち を 名 乗り 出さ せ て くだ さい 。 


王冠 


ルー マニ ア 人 に と っ て 、 王 冠 は 常に 大 切な 財産 で し た 。 あ ら ゆ る 危険 に 直面 し た と き の 私 た ちの 団結 と 抵抗 の 保証 人 と し て 、 ユ ダ ヤ 人 た ち は ど ん な 手 
段 を 使っ て で も 彼 を 攻撃 し 、 矯 辱 し 妥協 さ せる こと を 決し て 路 路 し ませ ん で し た 。 
た と えば 、1919 年 11 月 16 日 の ディ ミナ ー タ (「 朝 」) が フェ ルディ ナン ド 王 を どの よう に 扱っ た か を 示し ます 。 


「 エ ラー の た め 」 


動物 が 必要 と する 心配 事 は 限ら れ て いま す が 、 そ の 脳 は それ ら を 満足 させ る の に 十分 で す 。 ご くま れ に 、 非 常に まれ に 動物 が 間違っ て いる こと 
が あり ます 。 同 様 に 、 彼 の 知性 は た と えど れ ほ ど 小 さか っ た と し て も 、 重 大 な 間違い に 陥る こと を 防ぎ ます 。 


それ は 王 に と っ て も 同じ で は あり ませ ん 。 
創 告 王 に つい て 話し た いと 思い ます 。 


創造 の 王 は 、 犬 、 馬 、 ロ バ よ り も は る か に 知性 が あり ます 。 そ れ は 正しい 。 し か し 、 こ れ ら の 動物 は 誰 も 崖 の 端 か ら 飛 び 降 り た り 、 水 に 身 を 投げ て 湧 れ 
た り 、 危 険 な 行動 を 試み た り は し ませ ん が 、 創 告 の 王 は 毎日 間違い を 犯し ます 。 


ieoiieie よ 到 機 繊 扶 記 by Google 
許さ れ な い ミ ス ……。 
* 私 は 「 私 は 、dvikged -hudhokhn-g @s. ??? (Tr.)」 
知恵 は 王 に 対し 、 一 人 の 男 や 一 党 の 手 に 囚われ る こと を 許さ な いよ う 要 求 し た 。 


意 を 表し て 、 隆 下 に 彼 の 間違い を 伝え る の が 私 の 義務 で す 。 あ まり に も 不透明 な 状況 は 陸 下 の 仕業 だ 。 と いう の は 、 隆 下 は 、 
ある 種 の 罪悪 感 や 興味 を 持っ た 強迫 観念 に 屈し て 、 国 内 の 状況 が 要求 する 自然 な 解決 策 か ら 逃 げ ば たから で ある 。 


も し 今日 で も 国王 が 将来 の 利益 か ら 切 り 離さ れ た 自然 な 道 に 入る こと を 決断 し な けれ ば 、 自 然 は さら に 強い 決意 を も っ て 
その 権利 を 要求 する だ ろう 。 


創造 の 王 に 警告 を 与え まし ょ う 。 


キリ スト 教会 


オピニ ア (「 オ ピニオン 」 )、1919 年 8 月 10 日 


ヤシ 民族 主義 者 た ち は 動揺 し 始め る 。 彼 ら は 非常 に 少数 で 、 非 常に 邪悪 で ある た め 、 か つて は 反乱 を 起こ し て いた 彼ら の 扇動 が 、 今 


で は ば か ば か し く 、 純 粋 で 単純 に な っ て いま す 。 
国家 主義 者 た ち は 「 国 家 良 心 警備 隊 」 を 結成 し た 。 マ ニ フ ェ スト が 発行 され まし た 。 会 議 が 開催 され まし た .… 


排外 主義 者 の 学生 も 招待 され た 慣習 的 な 司 宗 た ち も 来 まし た .… ど こ で も 、 最 も 横暴 な 法律 に よっ て 、 国 矯 問 の 違い が 廃止 
され つつ ある 時 代 に 、 我 が 国 で は 国家 主義 者 た ち が こ れ ら の 違い を 強調 し た いと 考え て いま す .… 講 和 会 議 は 条約 に よっ て 統制 を 
課 そう と し て いま す 少 数 派 の …… 


どこ の 地域 で も 教会 が 国家 か ら 切 り 離 され 、 各 個人 の 個人 的 な 関心 事 の まま に な っ て いる 中 、 我 が 国 で は 国家 主義 者 た ち が 組 織 
的 な 宗教 的 原理 宣伝 を 聖職 者 に 訴え て いま す .… 


する と 司祭 が 介入 し 、 人 々 の 頭髪 を そっ と 掴み 、 彼 ら が 気絶 する まで 額 を 教会 の 石 に 叩き つけ る 。 人 々 が 謙虚 さと 諦め を 学ぶ の 
は 教会 で す 。 こ れ は の 意志 で す 


神 。 


も う 誰 も 嘘 に 騙さ れ ま せん 。 民 族 主 義 者 た ち が 三 色 の バン ド を 袖 に 留め た り 一般 知識 人 の ユダ ヤ 人 に 対す る 反感 を 爆 
っ た り 、 司 宗 を 教会 で 私 た ち に 嫌悪 感 を 与え た りす る の は 無駄 で ある 。 今 日 、 そ の 忌まわしい も の を 恐れ る 人 は 誰 も いま せん 。 


私 た ち は 人 々 の 間 に 愛 を 説き ます 。 そ し て 憎しみ と 復讐 を 宿す 神殿 の 扉 を 蹴 破る ……。 


署名 : M. セ ヴ ァ ス トス 
行列 
オピニ ア (「 オ ピニオン 」 )、1919 年 10 月 26 日 
「 国 家 良 心 警備 隊 」 の 呼び か け に 応じ て 、 高 貴 な 聖職 者 た ち は 、 ひ げ 、 祭 服 、 旗 を デモ 参加 者 に 提供 し た 。 


し か し 、 チ ー ム 全員 に 神 が い る と いう 次 沢 は 代償 を 払わ な けれ ば な り ま せん 。 
私 た ち は 税 金 で 司祭 で は な く 教 師 を 雇用 する こと を 望ん で いま す 。 し た が っ て 、 私 た ち は 政 教 分 離 を 望ん で いま す 。 な ぜ な 

ら 、 私 た ち は 強 制 的 な 寄付 が 、 隠 蔽 主義 、 放 棄 、 そ し て 諦め の 精神 を 助長 する の に 役立つ こと を 望ま な いか ら で あ り 、 そ の お か げ 
で 警察 体制 は 中 世に 戻っ て 維持 され て いる か ら で す 。 異 端 審問 の た め ? 私 た ち は 縮 模 様 の ズボン と 尻尾 、 軍 用 チュ ニッ ク 

を 着 た 恐怖 に 慎 悩 し て お り 宗教 的 な 習慣 を 身 に 着け た 恐怖 を も は や 容認 する こと は で きま せん 。 政 治 的 、 軍 事 的 陰謀 に 

よっ て 引き 起こ され た 街頭 デモ を 見 る の は 心 を 痛め ます し 、 赤 い 帽 子 や スカ ー フ を 身 に 着け た パレ ー ド を も う 見 た く あ り ま 
せん .… 


Miele よ 到 機 繊 卿 記 by Google 
十分 ! 


会 の ドー ム は 人 類 の 肩 に 重く の し か か っ て いま す 。 ひ れ 伏 す 声 が 彼 を 地面 に | きず り 下 ろ し ます 。 


この 行列 は 味気 な いも の に な る だ ろう 。 通 り で は 博物館 の 衣服 、 ダ イヤ モン ド が ちり ば め ら れ た シー プター、 ミ トル .… 十 字 架 や ス 
トー ル が 見 られ ます 。 

ひげ は な く な り 、 歪 ん だ 身振り で 演説 者 た ち が 胸 を は だ け 、 歯 の 間 に 酢 に 浸し た スポ ンジ を 吸っ て いる 血まみれ の 肝 腹 を 群衆 
に 見 せる だ ろう .… 


賭 名 : M. セ ヴ ァ ス トス 


明らか で す 。 こ こ か ら 将 校 を 攻撃 し 、 縮 模様 を 引き 剥が すま で あと 一 歩 で す 。 

また 、 教 会 を ツル ハシ で 破壊 し た り 、 オ ピ ニ ア (「 オ ピニオン 」) 、 ア デ ヴ ァ ルル (「 真 実 」) 、 デ イミ ネ ア ー タ (「 ザ : モ ー 
ニン グ 」 ) の 小さ な ユダ ヤ 人 記者 や 国民 の た め の 厩 舎 や サディ ステ ィ ッ ク な パー ティ ー 会 場 に 変え た りす る た め の 一 歩 で も あ 
る 。 Oo 


ルー マニ ア の 大 き な 逆 境 の 時 に 、 私 は これ ら の 新聞 の コラ ム で 、 敵 民族 の あら ゆる 憎しみ と 狗 獲 な 陰謀 が ここ に 定住 し ル 
ー マ ニ ア 人 の 哀れ み だ け で 黙認 され て いる の を 見 まし た 。 彼 ら が ルー マニ ア 軍 の 栄光 と その 神聖 な 軍服 を 着 て 亡くな っ た 数 
十 万 人 に 対す る 敬意 の 欠如 を いか に 誇示 し て いる か を 私 は 見 まし た 。 国 民 全体 の キリ スト 教 信仰 に 対す る 敬意 の 欠如 。 


どの ペー ジ か ら も 私 た ちの 心 に 毒 が 流れ 込ま な い 日 は あり ませ ん で し た 。 


私 の 魂 を 包み 込ん だ 新聞 を 読ん で 、 私 た ち は 地 球 に 落ち た と 思わ れ た と き に 、 彼 ら が 中 踏 な く 明 ら か に し た 宇宙 人 の 本 当 の 感情 
を 知る こと が で きま し た 。 私 は 1 年 で 3 人 生 続 く ほ どの 反 ユ ダ ヤ 主 義 を 学び まし た 。 な ぜ な ら 、 人 々 の 神聖 な 信念 や 彼ら の 心 
が 愛し 尊敬 する も の を 攻撃 する に は 、 彼 ら を 深く 傷つけ 、 そ の 傷口 か ら 血 を に じ ま せ る こと が 必要 だ か ら で す 。 17 年 が 経ち を し た 
が 、 そ の 傷 は まだ 出血 し て いま す 。 


ここ で 、 こ の 英雄 、 キ リス ト 教 徒 の 労働 者 の 運動 選手 、 職 人 コン スタ ン テ ィ ン ・ パ ンク ー に つい て 言及 する こと で 、 も う 一 度 神 
聖 な 義 務 を 果たさ せ て くだ さい 。 私 は その 指揮 下 に あり 、 彼 の 名 を 「 赤 い 獣 」 と 呼ぶ まで 私 は 彼 の 側 に 立っ て いた の で す 。 、 敗 北 
し まし た 。 こ の 男 、 彼 の 勇気 と 毅然 と し た 態度 に よっ て 、 人 々 の 解放 が も た ら さ れる の で す 。 


ヤシ の 街 は 破壊 され る 運命 に あり ます 。 7 了 年 後 、 こ の 巨人 は 苦し み と 貧 困 で 衰弱 し 、 心 臓 病 の 治療 の 助け を 求め て ヤシ の 街 を 影 の よ 
うに 歩き 回 っ た 。 彼 は 病気 で 貧し く 、 忘 れ 去ら れ 、 誰 の 助け も な く 、 無 関心 な 国 の 真ん中 で 、 そ し て 最も 困難 な 時 に 自ら の 体 で 守 
っ た 都市 で 亡くな っ た 。 


ieoiieie よ 到 機 繊 扶 記 by Google 
戦後 最初 の 学生 会 議 
クル ー ジ ュ 、1920 年 9 月 45、6 日 


の 会 議 は クル ー ジ ュ 国 立 劇場 で 開催 され 、26 力 国 の 統一 の 結果 と し て 非常 に 熱狂 的 な 雰囲気 が 漂い ま 
し た 。 


武力 と その 犠牲 に よる ルー マニ ア 国 民 。 こ れ は 、 こ れ ま で 運命 と 不幸 に よっ て 四方 に 散り 散り に な っ た 民族 の 若い 
知識 人 た ちの 初め て の 会 合 で し た 。 2000 年 に わた る 不正 義 と 苦し み は 終わ り を 迎え よう と し て いた 。 


何と いう 熱意 で し ょ う ! な ん と 神聖 な 感情 で し ょ う ! 私 た ち は 皆 、 ど れ だ け の 涙 を 流し た で し ょ う ! 
し か し 現在 に 対す る 私 た ちの 熱意 が どれ ほど 大 きく て も 、 そ の 威厳 が 私 た ちの 心 を 支配 し て いて 
も 、 将 来 た ど る 道 に つい て は 見 当 識 を 失っ て し まう ほど で し た 。 


この 不 確 実 性 か ら 、 ユ ダ ヤ 人 権力 は ユダヤ 人 学生 の 学生 組合 へ の 入学 の 可能 性 を 議会 の 議題 に する よう 省庁 、 フ 
リー メー ソン 、 政 治 家 に 提案 し 、 最 終 的 に は 圧力 を か ける こと で 利益 を 得 よ うと し た 。 


言い 換え れ ば 、 ル ー マ ニ ア 協 会 を ルー マニ ア ・ ユ タダ ヤ 協会 に 変え る こと が 試み られ た の で ある 。 危 険 は 深 

刻 だ っ た 。 一 方 で は ボリ シェ ヴィ ズム が ドア を ノッ ク し て お り 、 他 方 で は 、 我 々 自身 の グル ー プ 内 の ユダ や ヤ 共産 
主義 分 子 に 数 で 圧倒 され る 可能 性 が あっ た 。 そ の うち の 少な く と も 2 つ 、 ヤ シ と チェ ルナ ウ テ ィ で は . 状 

況 は 悲劇 的 で し た 。 そ れ に も か か わら ず 、 会 議 の リー ダー で ある ラブ スカ 氏 、 学 生 団体 の ヤン 会 長 と その 委員 

会 全員 。 ナ ザ リ エ 、 ブ カレ スト 大 統領 と その すべ て の 委員 会 お よび すべ て の 協会 。 そ し て クル ー ジ ュ の 大 統領 で 
ある プス カル は この アイ デア に 魅了 され まし た 。 若 い 学 生 は 、 特 に 信仰 を 持っ て いな い 場 合 、 非 常に 簡単 に 影響 を 
受け ます 。 彼 ら は 、 差 し 迫っ た 物質 的 な 利益 と いう より も 、 特 に お 世辞 や 約束 され た 素晴らし い 将 来 の 見 通し に 
誘惑 され る こと に し た 。 し か し 、 若 者 は 、 自 分 が どの よう な 立場 に 就 い て いる と し て も 、 自 分 は 国家 奉仕 の 番 兵 

で あり 、 買 収 さ れ 、 お 世辞 を 言わ れ 、 誘 惑 さ れる こと を 許す こと は 職務 師 慢 を 意味 し 、 場 合 に よっ て は 脱走 や 裏切り 
に つなが る 可能 性 が ある こと を 知ら な けれ ば な り ま せん 。 


ヤシ か ら 来 た 私 た ちの 非 公式 の 少数 の グル ー プ は 、 決 意 が 揺 る ざ な く 、 ブ コ ヴ ィ ニア 人 と 団結 し て 、 二 日 間 激 し 
く 戦 っ た 。 そ し て つい に 私 た ち は 勝ち まし た 。 

議会 は 、 学 生 指 導 部 全員 が 支持 し た 動議 に 反対 し て 、 私 が 提案 し た 動議 を 通常 投票 で 可決 し た 。 議 会 が そ 

の よう に 投票 し た の は 、 信 念 か ら と いう より も 、 私 た ちの 閣 い が 遂行 され た 決意 と 必死 さ を 称賛 する た め だ っ た と 
私 は 信じ て いる 。 。 


チェ ルナ ウ の 生徒 た ち 、ti は まだ 60 歳 未 満 で し た が 、 立 派 な 行儀 を し て いま し た 。 
私 た ちの イア ジア 人 の 小さ な グル ー プ (20 人 以下 ) も 同様 で す 。 同 じ く ヤシ 出身 の チョ ー チ ー ナ 20 名 を 加え る と 、 
2 日 間 の 戦い は 100 名 対 5000 名 で 勝利 し た こと に な る 。 


私 た ちの この 勝利 は 決定 的 で し た 。 も し 我々 の 視点 が 失わ れ て いれ ば 、 学 生 団 体 も ルー マニ ア 的 性 格 を 失い 、 
ユダ ヤ 人 と 接 触 し て ボリ シェ ヴィ ズム に 傾倒 し て いた だ ろう 。 ル ー マ ニ ア の 学生 団体 は 大 き な 岐 路 に 立っ て い 
た 。 


そし て その 後 の 1922 年 に は 人 ルー マニ ア の 学生 運動 の 勃発 は な か っ た で し ょ う が 、 お そら く 共 産 主 義 革命 の 勃発 
が あっ た で し ょ よう 。 


1920 年 秋 の IASI 大 学 の 開校 


leo#lete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


他 の 大 学 セ ンタ ー で は 沈黙 が 続い た 。 ヤ マシ に いる 私 た ち だ けが 、 継 続 的 な 闘争 を 運命 づけ られ て 
いま し た 。 ヤ シ 大 学 の 歴史 上 初め て 、 大 学 上 院 は 通常 の 礼拝 を 行わ ず に 年 度 の 開始 を 発表 し た 。 


私 た ちの 痛み を 誰か に 理解 し て も ら う た め に は 、 こ の 厳粛 な 式典 が 半 世 紀 に わた っ て 途切れ る こと 

な く 、 大 学 で 最も 美しい 行事 で あっ た こと を 知る 必要 が ある 。 こ の 機会 に は 、 大 学 の 上 院 全体 、 す べ て 

の 教授 、 す べ て の 新しく 登録 され た 学生 、 そ し て ヤシ の 知 的 エリ ー ト が 参加 し まし た 。 こ の 礼拝 は 常に 講堂 
で モル ド バ 首 都 圏 ある い は その 牧師 に よっ て 祝 わ れ 、 ル ー マ ニ ア 国 民 の 教育 に お ける 新年 の 始ま り を 祝 
福 し た 。 し か し 今 、 私 た ちの 大 学 は 、 大 学 上 院 か ら の 意向 に より 、 半 世紀 に わた る 伝統 の この 宝石 を 脇 に 
置い て お く こ と に な り ま し た 。 


さら に 深刻 な の は 、 ル ー マ ニ ア の 最高 教育 機関 で ある 私 た ちの キリ スト 教徒 ヤシ 大 学 が 、 こ の 困難 な 時 代 
に 、 神 に 対す る 闘争 、 学 校 、 機 関 、 国 に お ける 神 の 追放 を 宣言 し て いた こと で す 。 


ヤン シ 大 学 の 教授 た ち は 、 こ の 傾向 に 反対 する こと が 知ら れ て いる 4、5 人 を 除い て 、 上 院 の 異教 の 決定 を 「 野 
論 さ 」 と 「 中 世 の 偏見 」 か ら 「 ル ー マ ニ ア の 科学 」 を 導く 前 進 と し て 大 い に 満 足し て 称賛 し た 。 。 」。 


共産 主義 の 学生 た ち は 歓 喜 し 、 ユ ダ ヤ 人 た ち は 勝 利 を 収め た が 、 私 た ちの 中 に は 、 教 会 が 取り 
壊さ れ 、 祭 服 を 着 た 司祭 た ち が 祭 壇 で 十字 架 に つけ られ る まで 、 ど れ く らい 時 間 が か か る だ 
ろう か と 悲し そう に 考え て いた 人 も いた 。 


当時 、 ヤ シ の 国家 主義 者 の 学生 約 8 人 は 、 上 院 が と っ た 措置 を 撤回 する よう 説得 し よう と し て 多く の 教授 
た ちの 門 を 叩い た が 無駄 だ っ た 。 し か し 、 私 た ちの 度 重 な る 試み は 失敗 に 終わ っ た 。 


そこ で 私 た ち は 、 新 学期 開始 前 夜 、 大 学 開 学 に 断固 反対 する と いう 重大 な 一 歩 を 踏み 出す こと を 決意 し 

ま し た 。 

グル ー プ に な る た め に 、 私 た ち は 全 員 、 行 動 の 本 部 で ある ス フ パ ン 通 り 4 番地 で 寝 ま し た 。 朝 6 時 、 ウ ラジ ミ 
ー ル ・ フ リル ヌ と 私 は 大 学 へ 出発 し た 。 他 の 人 た ち も 彼 に 同行 する こと に な っ て いた 。 私 た ち は 大 学 の 裏口 

を 閉め て バリ ケー ド を 作り 、 フ リム を そこ に 残し て 警備 し ます 。 私 は 大 き な 正 面 玄 関 に 赤 鉛 筆 で 「 こ 

の 大 学 は 伝統 的 な 教会 の 礼拝 に 従っ て の み 開 校 す る こと を 学生 と 教員 の 両方 に 注意 を 呼び 掛け ます 」 と 

書い た ポス ター を 貼り まし た 。 


残り の 仲間 た ち は 遅 れ て 到着 し まし た が 、 遅 すず まし た 。 学 生 た ち は 8 時 に 到着 し 始め まし た 。 

私 は 入り 口 で 一 人 、300 人 以上 の 学生 が 集まる 9 時 半 ご ろ ま で 抵抗 し た 。 数 学 の ミュ ラー 教授 が 強引 に 
押し 入ろう と し た と き 、 私 は 彼 に こう 言い まし た 、「 あ な た は この 大 学 の 教授 に な っ た と き に 十字 架 に 匠 っ 
た の に 、 な せ ぜ 今 十字 架 に 立ち 向かう の で すか ? 」 


あな た が 偽証 者 で ある の は 、 自 分 が 信じ て いな いこ と を 落っ た の に 、 今 その 暫 い を 破っ た か ら で す 。 」 


する と 、 共 産 主義 者 の 指導 者 マリ ン 、 フ リ チ ュ と イオ ネス ク : デ ・ ボ トシ ャ ニ に 率い られ た 学生 た ち が 私 に 
向かっ て 突進 し 、 大 学 の 正門 を 開け 、 私 を ロビ ー に 連れ て 行き 、 棒 や 拳 で 私 の 頭 を 殴り まし た 。 中 央 に 捕 ら 
えら れ 、 四 方 八方 か ら 押 され 、 四 方 八方 か ら 打撃 を 受け た た め 、 防 御 も 反応 も で きま せん で し た 。 最 後 

に 、 私 は 一 人 に な り ま し た 。 敗 戦 の 不運 を 反省 し 追い 詰め て いる と 、6 人 の 生徒 た ち が 到 着 し た 。 し か し 、 敵 
の 勝利 も 長く は 続か ず 、 す ぐに 大 学事 務 局 長 が 牧師 館 か ら 降 り て き て 、 次 の よう な 通知 を 投函 し た 。 款 教 
的 な 儀式 。」 こ れ は 素晴らし い 勝 利 で あり 、 私 た ち は こ の 上 な い 喜 び を 感じ まし た 。 2 日 後 の 水 曜日 の 
朝市 の 住民 で 満席 と な っ た 講堂 で 宗教 儀式 が 執り 行わ れ た 。 み ん な に 祝福 し て も らい まし た 。 


AC ク ザ 教 授 は 比類 の な い 人 物 と 話し まし た 


雄弁 。 神 と その 民 の た め に 戦う 者 は 、 た と え 孤 独 で あっ て も 決し て 負け る こと は な い 、 と いう 信念 が 私 を 捉 
え 、 そ し て 今 も 私 か ら 離 れる こと は あり ませ ん 。 ヤ シ の 世論 で は 、 主 に ASM と 鉄道 工場 、 そ し て 最後 に 大 学 
で の これ ら の 闇 争 が 強力 な 反響 を 呼び まし た 。・ 


lolete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


敵 は 、 た と え ボ ル シ ェ ビズ ム が ほぼ すべ て の 大 学 教授 、 全 マス コミ 、 す べ て の ユダ ヤ 

人 、 大 部 分 の 労働 者 に よっ て 支持 され て いた と し て も 一 方 で は 最小 限 の 若者 グル ー プ し か 
存在 し な い に も か か わら ず 、 深 刻 な 障害 な し に は 前 進 で き な い こと を 認識 し 始め て いる 。 国 

の 将来 へ の 強い 信念 だ け を 武器 に 、 こ の 巨大 な 波 に 立ち 向かう 人 々 。 こ れ ら の 若者 た ち は 、 
地面 に ある いく つか の 鋭い 岩 に 匹 散 する 意志 の 障壁 を 持っ て いま し た 。 そ れ は 簡単 に 見 渡 
すこ と が で きま す が 、 大 き な 怪 我 を し な いと 登る こと は で きま せん 。 実 際 、 私 た ち は 試 し て み 

よう と さえ 思い ませ ん で し た 。 英 は 私 た ち で は な く 、 私 た ちの 決意 を れ て いま し た 。 国 民 の 正気 
な 部 分 、 キ リス ト 教 徒 で ルー マニ ア 人 の ヤシ は 私 た ち を 励ま し 、 同 情 的 に 見 守っ て くれ まし 
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この よう な 状況 で 始ま っ た 今年 は 、 戦 いと 衝突 が 絶え 間 な く 続い た 。 私 た ち 学 生 戦 士 は 私 

が 会 長 を 務め て いた 学生 団体 「 ス テ フ ァ ン 。 ヴ ォ ー ダ 」 を 中 心 に 組織 され まし た 。 こ こ か ら 私 た ち 
は 相手 を 攻撃 し 、 何 度 も 倒し ます 。 彼 ら 5 は ルー マニ ア の 文化 を 軽 華 し 大学 や その すべ 

て を 軽 し まし た 。 


lolete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


私 た ち は 、 大 国 か ら こ の 罪深い 後進 的 な ルー マニ ア の 土地 に や っ て 来 た 一 部 の 人 た ちと 同じ よう に 、 賢 
明 で 相談 相手 で ある と いう ふり を し て この 国 に 来 て いま し た 。 


彼ら は 要点 で は 正しかっ た か も し れ な い が 、 私 た ちの 小さ な 国 で は すぐ に 、 偉 大 な 世俗 的 常識 と 衝突 する 
こと に な り 、 ド ニ エ ス トル 川 を めぐ る 大 帝 国 に お いて 、 彼 ら が 決 し て 持っ て いな か っ た こと が 証明 され た の 
だ 。 大 学 で は 会 議 が で き な く な っ た 。 こ れ 以 上 の 決定 は で きま せん で し た 。 学 生 の 大 多数 は 共産 主義 

者 と その 同調 者 で し た 。 し か し 、 彼 ら は 一 歩 を 踏み 出す こと が で きま せん で し た 。 な ぜ な ら 、 私 た ちの グ 
ルー プ は 決し て 40 歳 を 超え た こと が な いか ら で す 。 私 た ち は 共 産 主義 の 思想 や 実践 を 攻撃 し 、 そ の 普及 
を 許し ませ ん 。 共 産 主 義 者 の 学生 シュ ピー グラ ー が 逮捕 され た と き に ヤン シ 大 学 で 試み られ た ゼネ 

スト は 、 私 た ちの グル ー プ が カフ ェ テ リア を 占拠 し 、「 働 か ざる 者 は 食べ ず 」 と 主張 し て スト ライ キ 

参加 者 の 食事 へ の 立ち 入り を 禁止 し た た め 、1 日 後に 失敗 し た 。 こ れ ら の 学生 が 食事 に 入る の を 許可 され 
る べき で ある と 私 た ち を 説得 する た め に 学部 長 と 教員 か ら の 嘆願 は すべ て 無駄 で し た 。 そ の 直後 私 た 
ちの グル ー プ は ユニ フォ ー ム の 変更 と いう 新た な 勝利 を 収め る こと に な り ま し た 。 


共産 主義 の 学生 た ち は ロ シア 帽 を か ぶっ て いた が 、 そ れ は 他 の 帽子 を 持っ て いな か っ た の で は な く 、 ボ リ シ ェ ヴィ ズム 
青 定 の これ 見 よ が し の し る し と し て だ っ た 。 

大 学 で の 衝突 の 際 、 こ れ ら の 帽子 は 押収 され 、 ユ ニオ ンス クエ ア で 焼 か れ た 。 そ れ か ら 毎 日 大学 で 、 街 路 で 、 パ パブ で 、 狩 り が 始 
まり まし た 。 キ ャ ッ プ は すべ て 焼け て し まい 、 一 週間 後に は 完全 に 消え て し まい まし た 。 


私 た ちの グル ー プ は さら に 進ん で 、 ユ ダ ヤ や 共産 主義 の 報道 機関 と 戦闘 を 繰り 広げ まし た 。 私 た ち に は 自分 た ちの 言葉 を 伝え 

る た め の 印 刷 機 が あり ませ ん で し た 。 国 王 、 軍 隊 、 教 会 に 関す る いく つか の 無礼 な 記事 の 後 私 た ちの グル ー プ は 忍耐 力 を 使い 
果たし 、 ユ ダ ヤ 人 へ ヘ フ ター が 発行 する 新聞 「 ル メア 」(「 世 界 」) と オピニ ア (「 オ ピニオン 」) の 事務 所 と 印刷 施設 に 侵入 し 
た 。 ") そし て 毒 と 傷 辱 を 吐き 出し た 

印刷 機 を 破壊 し た 。 私 た ち が 暴 動 を 引き 起こ し た こと は 間違い あり ませ ん が 、 こ れ ら の 暴動 は 、 共 産 主 義 革命 の 億 兵 

た ち が 我 が 国 の た め に 準備 し て いた 大 混乱 取り 返し の つか な い 混乱 を 止め る こと に な る で し ょ う 。 


し か し 、 こ の 活動 すべ て が 私 を 彼 の 復讐 の 主 な 対象 に し た の で す 。 

ユダ ヤ 人 の マス コミ は 私 た ち を 攻撃 し まし た 。 私 は 激しく 反応 し まし た 。 あ る 日 、 オ ピ ニ ア (「 オ ピニオン 」) の 編集 者 た ち 
と 街頭 で 会 っ た と き 、 口 論 の 未 、 私 が 彼ら の 傷 辱 の 責任 を 追及 し た 後 、 口 論 に な っ た 。 私 の 対戦 相手 は ひど く < 殴ら れ ま し た 。 

し か し 翌日 、 マ シ の すべ て の 新聞 が 私 、 オ ピ ニ ア (「 意 見 」) 、 ル メア (「 世 界 」) 、 ミ スカ レア (「 運 動 」) に 対し て 共通 の 
戦線 を 張り まし た 。 


IASI 大 学 か ら 永久 追放 


事態 は それ だ け で は あり ませ ん 。 大 学 上 院 は 直ちに 行動 を 起こ し た 。 会 っ た が 、 私 に 調 見 も 与え ず に 、 私 を ヤシ 大 学 か ら 永 久 
追放 し た 。 


最後 に 、 大 学 と ヤシ 市 の 両方 が 2 年 間 ユ ダ ヤ 共 産 主 義 者 の 平和 を 乱 し 、 私 た ちの 王 の 打倒 、 ユ ダ ヤ 人 の 焼き 討ち の た め の 革 
命 を 解き 放つ 彼ら の あら ゆる 努力 に 反対 し た 治安 妨害 者 を 排除 する こと に な る 教会 銃撃 事 件 


将校 ら と 数 十 万 人 の ルー マニ ア 人 の 虐殺 。 秩 序 あ る 男 た ちと 
大 学 上 院 の 目 に は 、 合 法 性 は 共産 主義 者 に 映っ た 。 こ の 秩序 を 破壊 する 者 。 


法科 大 学院 協議 会 
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し か し 本当に コニー ク な 由来 事 が 私 た ちの 通 肖 の 生活 を 妨げ た た め 、 公 ら の 計画 は 失 敗 
し まし た 法学 部 評 立会 は 上 時 が 発表 し た 追 才 に 上 問 を 滞 し 部 長 の クサ 教 技 を 中 

心 に マテ イ : カ ンタ クジ ノ 教 授 、 デ ィ ミ トリ エ 。< ア レク サン ドレ スク 教授 ら と と も に この 措 
置 に 反対 し た 。 

住民 の 怒り を 和らげ よう と する 評議 会 の 取り 組み 


大 学 上 院 は 失敗 し た 。 上 院 は 追放 命令 を 取り 消さ な か っ た 。 

その 後 、 法 学部 は 上 院 の 代表 を 撤回 し 、 そ の 決定 に も は や 反対 せ ず 、 独 立 を 宣言 し た 。 法 学部 か 
ら は 、 教 授 会 が 大 学 上 院 の 決定 を 承認 し な か っ た た め 、 授 業 に 出席 し 続け る こ - と が で さる と 

の 連絡 を 受け まし た 。 そ れ で 私 は ヤシ 大 学 で 学生 を 続け まし た 。 


この 事件 の 結果 、 法 学部 理事 会 は 3 年 間 大 学 上 院 に 代表 を 派遣 し な か っ た 。 こ の 葛藤 は 私 が 
大 学 を 辞め た 後 も 何 年 続き まし た 。 そ の 後 、 私 が 卒業 証書 を 受け 取っ た と き 、 牧 師 館 は 私 の 
卒業 証書 の 発行 を 拒否 し まし た 。 そ し て 今日 に 至る まで 、 彼 ら は それ を 発行 し て いま せん 。 弁 
寺 に 登録 し て 留学 を 続け る た め に 、 法 学部 か ら 発行 され た 証明 書 を 使用 し まし 


大 学 の 年 1921 ^ 1922 年 


新 学 期 は 通常 の 状況 、 つ まり 教会 の 礼拝 と と も に 始ま り ま し た 。 大 学 と ヤン シ 市 は 再び お 祭り 
ムー ド に 包ま れ ま し た 。 

この 大 き な 出 来 事 は ブカレスト で は ほとん と 注目 され ませ ん で し た 。 そ こ に 学生 た ち が 到 
着 す る と 、 数 十 万 人 の 群衆 騒音 、 照 明 、 そ し て 多く の 利益 相反 の 中 で 、 彼 ら の 数 は 失 

われ て し まい ます 。 ヤ シン で は 、 
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学生 た ち が 去 る と 、 准 や 鳥 が 去っ て いく 秋 の よう に 、 全 体 的 に 憂鬱 な 雰囲気 が 漂い ます 。 学 生 た 

ち が 戻 っ て くる と 、 青 春 が 始ま り 、 人 生 が 始ま り ま す 。 休 日 で す 。 ブ カレ スト の 学生 た ち は 、 自 分 

た ち を 見 て いな い 、 評 価 し て いな い 、 検 関し て いな い 、 興 味 を 持っ て いな い 、 愛 し て いな い 、 広 大 

な 世界 の 真ん中 で 孤独 を 感じ て いま す 。 ヤ シ で の 学生 の 教育 は ブカレスト で の 教育 と は まっ た く 似 て 
いま せん 。 な ぜ な ら 、 彼 は ルー マニ ア 人 の 愛 の 記 護 の も と 、 母 親 の 愛 を 受け て 子供 の よう に 

成長 し た か ら で す 。 こ こ で 国 は 生徒 を 育て ます 。 私 自身 、 和 私 が で きる こと すべ て に 対し て 、 こ の ヤ 

シ に 大 き な 感 謝 の 気持 ち を 共有 する 義務 が あり ます 。 私 は ヤン の 霊 が 私 に 対し て 抱い て いる 気 
遣い を 常に 感じ 、 彼 の 愛 の 光 を 感じ 、 彼 の 忠告 励ま し 、 切 迫 感 戦 い へ の 呼び か け を 感じ まし た 。 


彼ら は 、 ヤ シ の 生徒 で ある 私 た ち を 今 も 追い か け て お しり 、 母 の 憧れ と 愛 の 永遠 の 記憶 と し て 、 人 生 の 終わ り ま で 私 た ち を 
追っ て くれ る で し ょ う 。 ヤ シ を 通過 し た すべ て の 世代 の 学生 の うち 、 戦 い へ の ヤシ の 呼び か け に 生涯 駆り D 立 て られ な 

か っ た 人 が どれ ほど 多い こと で し ょ う 。 ど れ ほ ど 多 く の 人 が 墓 に 同行 で きず 、 ど れ ほ ど 多 く の 人 が 今 も 彼ら の 非難 に 悩ま さ 
れ て いる で し ょ うか 。 


今年 の 初め に 目立っ た の は 、 ユ ダ ヤ や 共産 主 義 が 後退 し 、 方 向 仁 を 失い 、 そ の 士気 は 事実 上 ゼロ で あり 、 何 の 抵抗 も 示さ な か っ た 。 
新入 生 は みん な 私 た ちの 闘い の こと を 知っ て いて 、 私 た ちの と ころ に 来る の を 長い 間 待 っ て いま し た 。 こ こ に 来 て 、 彼 ら は 
我々 の 仲間 入り を 果たし た 。 


法学 学生 協会 会 長 


その 秋 、 私 は 法学 生協 会 の 会 長 に 選出 され まし た 。 大 学 上 院 は 、 私 が 大 学 か ら 追 放さ れ た と いう 口実 で 私 の 認証 を 拒否 し 
まし た 。 私 は 自分 自身 を 検証 し まし た 。 


私 た ちの 法学 生協 会 は 他 の すべ て の 大 学 の 協会 と 同様 に こそ れ ぞ れ の 分 野 で の 研究 を 実施 し 深め る と いう 科学 的 活 

動 を 目的 と し て いま し た 。 

た と えば 、 私 の 2 年 前 、 ネ ル ・ イ オ ネ ス ク 会 長 の 下 で 、 法 学生 協会 は ほぼ 毎週 会 議 を 開催 し て いま し た 。 あ る 学生 は 、 法 律 ま た は 関 
連 分 野 に 関す る 本 を 読み 、 そ れ を 要約 し 、 会 議 で 批評 を 発表 し まし た 。 そ の 後 、 矛 盾 し た 議論 が 続い た 。 一 般 的 な 形式 

は その まま に し て いま す が 、 新 し いも の も 追加 し まし た 。 こ れ ら すべ て の 問題 や 報告 は 、 ユ ダ ヤ 人 間 題 を 科学 的 に 調査 し な い 限 り 
対処 で きま せん 。 ル ー マ ニ ア と 海外 の この 問題 、 国 際 的 な ユダ ヤ 人 の 権力 、 国 内 外 の この 問題 の 歴史 を 扱っ た 作品 が 読ま 

れ ま し た 。 私 た ち は 彼 ら の 私 た ちと の 戦い 方 だ け で な く 、 ユ ダ ヤ 人 の 精神 や 考え 方 も 研究 し て いた の で 、 戦 い 、 身 を 守る た め の 
さま ざま な お 手段 を 提案 し まし た 。 


そし て 、 そ れ ぞ れ の 説明 の 後 、 議 論 、 結 論 が 出さ れ 、 最 後に 、 誰 も が 啓発 され て 帰る こと が で きる よう に 定め られ 
た 真理 が 策定 され まし た 。 
さら に 、 同 じ 会 議 で 次 の こと を 実行 する よう 努め ます 。 


a) あら ゆる 段階 で 、 ユ ダ ヤ 人 の 精神 と メン タリ ティ ー が 特定 され 、 そ れ が ユダ ヤ 人 の 大 部 分 の 思考 と 感 

情 の パタ ー ン に 密か に 浸透 し て いた 。 

ルー マニ ア 人 。 

b) 私 た ちの 解毒 、 す な わ ち 、 学 校 、 文 学 、 教 師 、 講 義 、 演 劇 、 映 画 撮影 な どの 書籍 を 通じ て 私 た ちの 思考 に 導入 さ 
れ た ユダ ヤ 教 の 排除 。 c) 非常 に 多く の 方 法 で 隠さ れ た ユダ ヤ 人 の 計画 を 理解 し 月 ら か に する こと 。 わ た し 
た ちの た め 


彼ら に は ルー マニ ア 人 が 率い る 政党 が あり 、 そ れ を 通じ て ユダ ヤ 教 が 語ら れ て いま す 。 ル ー マ ニ ア 人 に よ 
っ て 書か れ た ルー マニ ア の 新聞 。 こ れ を 通じ て ユダ ヤ 人 は 自分 の 利益 を 代弁 する 。 ル ー マ ニ ア 語 を 
話し 、 ユ ダ ヤ 人 と し て ルー マニ ア 語 で 考え 、 書 き 、 話 す オル ー マ ニ ア 語 話 者 お よび 作家 。 


leo#lete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


これ ら す べ て を 研究 する と 、 ル ー マ ニ ア 人 は その 歴史 の 中 で 初め て 、 国 家 の 武器 と し て 、 負 猟 で 裏切り な 、 戦 い 破壊 する た め 
の 武器 と し て 使用 する 民族 と 接触 し た こと に 気づき 始め ます 。 


ルー マニ ア 人 は 常に 正直 な 戦い だ け を 知っ て いた 。 新 し い ユ ダ ヤ 人 の や り 方 に 直面 し て 、 彼 は 当惑 し た 。 私 た ち は 、 結 局 の 
と ころ 、 敵 を 知る こと が すべ て で あり 、 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 が 敵 を 知れ ば 、 敵 を 倒す こと が で きる と いう こと に 気づき まし た 。 


私 た ちの 会 合 は 年 間 を 通し て 定期 的 に 続け られ まし た 。 他 の 大 学 か ら の 学生 の 数 が 増え た た め 、 ヤ シ 学 生 総 協会 は ほとん ど 
存在 し な く な っ た 。 学 生 全 体 が 弁護 士 グ ルー プ の 活動 に | き 寄 せら れ ま し た 。 


講堂 は 、 こ れ ら の 会 議 に 参加 し た い 大 勢 の 学生 に と っ て は 小さ すぎ まし た 。 ベ ッ サ ラビ ア の 学生 の 参加 者 数 は 増え 続け て い 
ます 。 半 年 間 の 活動 は 私 た ち に 本 当 の 奇跡 を も た らし まし た 。 ベ ッ サ ラビ ア の クリ スチ ャ ン 学 生 の 4 分 の 3 が 目覚 め 、 新 し 

い 人 生 に 招 か れ て いる と 感じ 、 啓 発 さ れ ま し た 。 短 期間 の うち に 、 彼 ら は 私 た ちの 戦い に お いて 最も 忠実 な 兵士 と な り 、 信 
仰 、 献 身 、 純 粋 な 心 、 科 牲 の 精神 を 通じ て 、 隆 盛 を 始め て いた 運動 の リー ダー シッ プ を 携 得する こと に な る で し ょ よう 。 


同じ 信仰 を 持ち 、 キ リス ト 教 国 の た め に な ら ず 者 ユダ ヤ 人 の 大 群 と 戦う と いう 面 い を 持っ た 友愛 の この 瞬間 は 、 決 し て 忘 
れ ら れる こと は な いで し ょ う 。 昨 日 まで 喧嘩 し て いた 僕ら は 今 、 抱 き 合 っ て いる 。 


私 た ちの 会 議 の 指針 と な る の は 、 我 が 国 の 天才 で ある ボ グ ダ ン ・ ペ トリ チェ ク : ハ イデ ウ 、 ヴ ァ シ ー レ ・ コ ンタ 、 ミ ハイ ル ・ 
エミ ネス ク 、 ヴ ァ シ ー レ ・ ア レク サン ドリ な どの 著作 で し た が 、 特 に ク ザ 教授 の 著作 と 講義 パパ レス ク 教 授 の 著作 、 ガ ヴァ ネ 
スク ル 教 授 の 国民 教育 の 授業 で し た 。 


ク ザ 先生 の 著作 は すべ て 一 度 だ け で は な く 、 三 回 、 四 回 と 読ん で 勉強 させ て いた だ きま し た 。 

特に 、 彼 の 名 誉 ある 立場 か ら ユ ダ ヤ 人 問題 を 見 事 に 扱い . ノ ルー マニア 人 に 彼ら の 最も 深刻 な 現在 の 問題 を 理解 する よう 求め た 
彼 の 政治 経済 学 講座 は 、 そ れ を 知 ろ うと する 私 た ち に と っ て あら ゆる 瞬間 の 指針 と な っ た 。 し た が っ て 、 私 た ち 、 そ し て ルー マ 
ニア 人 に と っ て の 最大 の 幸運 は 、 ユ ダ ヤ 人 問題 に お いて 世界 で 最も 経験 豊富 な 人 物 の 一 人 で ある ク ザ 教授 を 迎え られ た こ 
と だ っ た 。 彼 の お か げ で 、 私 た ち は ユ ダ ヤ 人 の 策動 に 方 向 転換 する こと が で きま し た 。 


最高 の 学術 水準 を 備え た 彼 の コー ス は 、 こ れ ま で に な い ほ どの 注目 を 集め て すべ て の 学生 に 受講 され まし た 。 法 科大 学院 の 
講堂 は いつ も 小さ すぎ まし た 。 こ の ヤシ 大 学 に は 、 長 い 間 、 同 様 の 熱意 を 刺激 する ナシ ョ ナリ ズム に つい て 講義 する 教授 は 
いな い だ ろ う 。 


その 間 、 私 た ちの 多く に と っ て 、 人 生 は 他 の あら ゆる 利益 より も 、 生 存 そ の も の が 脅かさ れ て いる 国民 の た め に 戦う と い 
う 唯 一 の 目的 を 明らか に し 始め まし た 。 


チェ ルナ ウ テ ィ 大 学 訪問 


他 の 大 学 で は 沈黙 が 広がっ た 。 前 年 の 1921 年 の 春 以 来 .、 チ ェ ル ナウ ティ で は 劇場 の ルー マニ ア 化 を 求め る 運動 が 始ま り ま し 
た 。 数 日 間 に 及 ん だ 激戦 は 生徒 た ちの 勝利 で 幕 を 閉じ た 。 さ て 、1922 年 の 春 、 私 は 法学 生協 会 の 後援 を 受け て 、 ヤ アジ ア 人 に 
よる ジェ マウ ティ へ の 訪問 を 企画 し まし た 。 先 生 方 や 生徒 さん か ら も 好評 で し た 。 私 た ち 100 人 の 訪問 者 は 、 そ こ に いた 3 日 
間 、 他 に 何 も し ませ ん で し た が 、 私 た ちの 魂 の 中 に 広がり つつ ある 新しい 信仰 を チェ ルナ ウ テ ィ の 同僚 た ち に 伝え まし た 。 ヤ 

シ と 同じ よう に チェ ル 

ナウ ティ に と っ て も それ は 難し く あ り ま せん で し た 。 


ユダ ヤ 人 の 侵略 に 苦し み 、 街 路 、 商 業 、 荒 廃し た 教会 土地 、 そ し て ルー マニ ア 人 は すべ て ユダ ヤ 人 の 支配 下 で うめ き 声 を 上 げ 
て いた 。 簡 単に 言う と 、 
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私 た ちの 間 に は 、 人 々 に 一 度 に 会 いた いと いう 切望 と 共通 の 夢 に 基づい て 、 新 し く て 親密 な 精神 的 な 親族 関係 が 生ま れ ま し た 。 


彼ら は 、 自 分 自身 と 自分 の 国 の 運命 の 主人 と し て の 尊厳 、 力 、 権 利 の 認識 に 目覚 め ま し た 。 こ の 親密 な 関係 は 、1 か 月 後に セ マ ウ テ ィ 
の 学生 た ち が 再 び 訪 問 し た こと で さら に 強化 され まし た 。 そ の と き 、 私 は トゥ ド セ ・ ポ ペ ス ク に 初め て 出会っ た 。 パ ンド ゥ ル に 似 

た 若い 戦士 の 美しい 姿 を し た 彼 は 、 後 に 学生 運動 の 指導 者 の 一 人 と な っ た が 、 今 で は 忘れ られ た 十字 架 の 下 で 貧し い 墓 地 に 
眠 っ て いる 。 


「 ア パラ エリ アナ ショ ナラ 」 レ ビュ ー 


1922 年 4 月 1 日 Cuza 教授 と NC Paulescu 教授 の 指導 の も と 、 隔 肝 ! 誌 『Apararea Nationala』(「 国 防 」) が 発行 され 
まし た 。 さ ま ざ ま な 思い や 悩み を 抱え る 私 た ち に と っ て 、 こ の 雑誌 の 発行 が び どの よう な 意味 を 持っ て いた か は 、 誰 で も 想像 で 
きる と 思い ます 。 


その 中 に 、 私 た ち 自 身 の 完全 な 理解 と 有用 な 議論 に 必要 な も の が すべ て 見 つか り ま し た 。 

ク ザ 教授 と パレ スク 教授 の 記事 は すべ て の 若者 に 信仰 的 に 読ま れ 、 ブ カレ スト と クル ー ジ ュ の 両方 で 、 世 界 中 の 学生 に 大 き な 影 響 
を 与え まし た 。 私 た ち に と っ て 、 ユ タダ や ヤ 系 新聞 の 論争 と 闘う た め の 弾 薬 を 輸送 する も う 一 つの 手段 だ っ た た め 、 毎 号 の 出版 は 勝利 
だ と 考え て いま し た 。 


当時 出版 され た 2 つの 論文 を ク ザ 教 授 と パレ スク 教授 の 署名 付き で ここ に 転載 する の が 適切 で ある と 思い ます 。 


「tmtb の 神霊 は 永遠 に 人 類 を 守り ます 。 要 約 す る と 、 ヘ へ ブ ライ 人 の 政治 的 宗教 的 立法 で ある タル ムー ド は 福音 の よう に 財産 
と 支配 の 情熱 と 闘う の で は な く 、 逆 に 、 ユ ダ の 夢 を 実現 する た め に 、 こ れ ら の 悪徳 を 理解 し が た い 頂 点 に 達 さ せま す 。 同 時 に 、 全 地球 の 
所 有 者 で あり 、 全 人 類 の 主 で も ある 。 


し か し 、 キ リス ト 教 の 使徒 た ち が 自 分 た ちの 理想 を 公然 と 説い て いる 一 方 で 、 タ ルム ー ド は 隠蔽 し て いま す 。 そ し て その 2 つの 付 
属 組織 、 カ ハル と フリ ー メ ー ソ ン は さら に 目 に 見 えな い 。 
3 人 は 痢 か ら 逃 れる た め に 、 卑 劣 で 呪 わ れ た 手段 つま り 嘘 を 使う 。 
「 言 い 換 えれ ば 、 嘘 は ユダ ヤ 人 が 利用 する シス テム の 基礎 で あり 、 誰 に 対し て も そう 言え る の で す .… 
「 あ な た が 話す か ら 、 あ な た も そう な の で す 。」 
し か し 、 嘘 に は 真実 と いう 致命 的 な 敵 が いま す 。 な ぜ な ら 、 真 理 こ そ が キリ スト 教 の 際立っ た 特徴 だ か ら で あ る 。 キ リス ト は 、「 わ た 
し は 真理 で ある 」 と 言わ れ ま し た 。 そ れ が 、 キ リス ト の 教義 が イス ラ エ ル に よっ て 崇拝 され る 理由 で す 。 


反対 に 、 嘘 は 、 い わ ゆ る 悪 の 霊 ま た は 悪魔 の 特徴 で す 。 

そこ で イエ ス は へ ブラ イ 人 に 向かっ て こう 言わ れ た 、「 あ な た 方 

は 悪魔 で ある あな た の 父 か ら 出 た も の で あり 、 あ な た の 父 の 情欲 は あな た 方 の 意志 で ある 。 . 彼 は 最初 か ら 殺 人 者 で あり 、 彼 の 中 に 
真実 が な い の で 真実 に 固執 し ませ ん 。 彼 が 嘘 を つく と き 、 彼 は 自分 自身 の た め に 話し て いる の で す 。 な ぜ な ら 、 彼 は 嘘つき で あり 、 
嘘つき の 父親 だ か ら で す 。 


「 キ リス ト は この 世 を 去り 、 弟 子 た ち に 無敵 の 武器 、 す な わ ち 御霊 を 送り まし た 。 真 理 の 神聖 な 霊 で あり 、 人 類 を 偽り の 悪魔 の 
霊 か ら 永遠 に 守る で し ょ う 。」 私 は この 真理 の 霊 の 前 に 頭 を 下げ て 心 の 底 か ら こう 言い ます 。 魂 。 私 は 聖霊 を 信じ て いま す ! 」 


(NC パレ スク 博士 、『 折 学生 理学 』 よ り 。 
「 タ ルム ー ド 、 カ ハル 、 フ リー メー ソン . 上 第 2 巻 、 ブ カレ スト 、1913 年 、300-301 ペー ジ ) 


反 ユ ダ ヤ 主 義 の 科学 


「 ま た 恐ろし い 言 葉 の 組み 合わ せ で す 。 反 ユダ ヤ 主 義 の 科学 で す 。 反 ユダ ヤ 主 義 は どう すれ ば で きる の か 
科学 に な る の か ? 科 学者 た ち は 石 を 持ち 、 科 学者 た ち は ア ザラ シ を 持ち 、 
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数 学者 に は X が 付き 、 文 献 学者 に は 接尾 辞 が 付き 、 科 学者 に は 文化 に 関す る いわ ゆる 「 固 定 され た 」 考 え 方 が 付い て 
いま す 。 「 反 ユダ や 主義 ? こ れ ら の 科学 者 に と っ て 、 そ れ は 単なる 野 窒 で あり 、 残 忍 な 本 能 の 盲目 的 な 現れ で あり 、 先 史 
時 代 の 名 残 で あり 、 科 学 と 偏見 や 情熱 か ら 自 由 な 人 間 の 啓発 され た 良心 の 両方 が 非難 する 文明 の 恥 で す 。 


これ は 特に ユダ ヤ 人 に よっ て 生み 出さ れ 、 ユ ダ ヤ 化 され た 人 々 が 醸成 する 反 ユ ダ ヤ 主 義 を 中 心 と し た 雰囲気 で あり 、 自 分 
た ち も 現 代 文明 と 同じ レベ ル に ある と いう ふり を し て 純朴 な 人 々 を 騙し た り 、 愚 か な 人 々 の 純朴 さ を 利用 し た りす る も 

の で ある 。 『" 

そし て 、 な り た く な い 人 は 誰 で すか ? 

た と えば 、 ユ ダ ヤ 化 され た 個人 (自身 も ユダ ヤ 人 で ある ) が 、 数 年 前 に 、 当 時 も 今日 も 変わ っ て いな い 反 ユダ ヤ 主 
義 に つい て 、 信 じ ら れ な い ほ どの 科学 者 の よう な 雰囲気 で 語っ て いた と いう 興味 深い 事例 が あり ます 。 そ し て 、 こ の 著者 、 
nomen-odiosum が Viata Romaneasca ( 「 ル ー マ ニ ア の 生活 」)、2 年 目 、 第 2 号 で 私 た ち に 語っ て いる こと 

は 次 の と お り で す 。 1907 年 11 月 11 日 、186 ペ ー ジ 、204-207 ペ ー ジ - 後に 戦争 中 の 国家 行動 に 対す る 裏切り 者 と な っ た 国 
家 思 想 へ の 裏切り 者 :「 私 は ユダ ヤ 人 問題 に つい て 話し た い の で す が .… 下 品 で 凶暴 な 者 た ち に よっ て 完全 に 変質 し ま 

し た . 私 た ちの 反 ユ ダ ヤ 主 義 者 の ユダ ヤ 教 信者 、 彼 ら 5 は こう し て .… 私 た ち を 文明 世界 に 引き 入れ ます .… 


「 中 世 の 人 迫害 の 兵器 庫 か ら 掘 り 出さ れ た 錆び た 武器 、 憎 し み の プ ロ パ ガン ダ 、 行 き 過ぎ へ の 情熱 的 な 扇動 、 大 衆 の 獣 と し 
て の 本 能 の 目覚 め … 大 義 名 分 を 妥協 する こと し か で き な い が 、 反 ユダ ヤ 主 義 の 大 義 名 分 は 妥協 する し か な い 」 そ れ 
は 公平 で は な いで し ょ うか .… 


「 し か し 、 こ の 紛争 に …… 人 種 的 迫害 、 宗 教 的 迫害 、 一 言 で 言え ば 反 ユ ダ ヤ 主 義 と いう 偽り の 空気 与え る こと は 、 敵 の 
大 義 に 役立つ だ け で あり 、 一 部 の 狂人 の と り と め の な い 言 い 分 を 喜ん で 利用 する だ け で ある ……」 反 ユダ ヤ 主 義 の スキ 
ャ ンダ ル 屋 た ち は 、 こ の 問題 全体 を 時 期 尚早 に 議題 に 上 げ て いる …「 誰 も 、 特 に 私 た ちの 人 は 、 現 代 の 思想 や 外国 の 政治 
的 行動 に 対し て 、 無 限 に 影響 を 免れ る こと は で き な い … (これ ら の 人 々 は ) つ まり 、 そ れ ら は 疑念 を 抱か せる も の で は 
な く 、 脅 迫 的 な も の で あり 、 明 ら か に 空想 的 な 政治 的 気質 を 含ん で いま す 。 


エド 。 [つま り 、Cuza、Tr 。 】 

「 し た が っ て 、 私 た ちの 問題 を 反 ユ ダ ヤ 主 義 や 人 種 的 憎悪 の 領域 に 置く こと は 、 私 た ち が 恥 ず べ き 致 命 的 な 敗北 
に 導 か れる こと を 意味 し ます .… ア ジア の 緊急 事態 .… 暴 力 的 な デマ ゴ ギ ー 、 不 健全 な 扇動 .… 憶 測 、 暗 い 情 熱 .… (最後 の 
点 は 、 再 び 著 者 の 点 で あり 、 反 ユダ ヤ や 主義 の 脅威 と 司 じ く らい 恐ろし いり 犯罪 の 脅威 を 予感 させ る も の で す .。 編 集 者 [つま 
り 、Cuza, Tr ] 


私 は 、 ユ ダ ヤ 人 に 身 を 売っ た すべ て の 人 々 に 典型 的 な 、 こ の 典型 的 な 概念 を 引 用 し まし た 。 そ し て 、 そ れ が 要約 する と 、 決 
まり 文句 (「 文 明世 界 」、「 現 代 思想 」) 、 特 に 中 傷 (「 下 品 で 凶暴 な ユダ ヤ 教 」、「 錆 び た 武器 」、 獣 の 本 能 」 な 
ど ) 、 一 部 の マニ アッ ク な 衝動 の と り と め の な いも の で ある こと が わか り ま す 。 、「 暗 い 情 熱 」) 。 

、 反 ユ ダ ヤ 主 義 ス キャ ンダ ル の 宣伝 者 、 ア ジア 人 


その よう な 「 感 謝 」 は 、 一 般 の ユダ ヤ 人 の 愛好 家 か ら だ け で な く 、 時 に は 他 の 分 野 の 文化 の 著名 な 代表 者 か ら さ 
えも た ら さ れる こと が わか り ま す 。 

し た が っ て 、 た と えば 、 著 名 な 法学 者 、 大 学 教授 弁論 家 、 政 治 家 、 元 公共 指導 大 臣 の AC アリ オン 氏 は 、 下 院 本 会 議 で 
アポ スト ロフ ィ を 使っ て 私 の 反 ユ ダ ヤ や 主義 を 理由 に 私 を 指摘 し まし た 。 「 有 名 」 と いう の は 、 私 を 穴 居 人 と 呼ぶ その 
よう な 男 か ら 来 て いる と 言え ます 。 


ユダ ヤ 人 に 関し て 言え ば 、 彼 ら の 反 ユ ダ ヤ 主 義 の 説明 は さら に 特徴 的 で ある 。 
「 憎 し み と 野宿 さ を も っ て 」 と いう よく ある 決ま り 文 句 は 別 と し て 、 も ちろ ん 理由 も な く 、 彼 ら は 動機 に つい て 議論 す 
る こと を 気 に し ませ ん が 、 彼 ら に よれ ば 、 反 ユダ ヤ 主 義 は 狂気 で あり 、 知 的 退廃 で あり 、 精 神 の 苦痛 で 
す 。 こ れ は 、 最 も 著名 な 現代 ユダ ヤ 人 の 「 知 識 人 」 の 一 人 で ある K. リッ ペ 博 士 に よっ て 、 私 た ち が ど の よ 
うに 見 な され て いる か で ある 。 彼 は 、 中 世 の 有 名 な タル ムー ド 注 釈 者 ラー シ の ひ孫 と いう 輝かしい 出 
自 を 持ち 、「 セ ベ ゴ イ ム ・ バ ログ (殺せ ) 」 と 述べ た 。 ゴ イム の 最高 の も の ) 。 


医者 。 K. リ ッ ペ 医師 は ガリ シア 出身 で ヤシ に 定住 し 、 そ こ で 女性 を 中 絶 し て 殺害 し た 罪 で 服役 し 、 さ ら に ドイ ツ 語 で 
「 精 神 疾患 の 症状 - 反 ユ ダ ヤ 主 義 」 と いう 特別 な 著作 を 執筆 し た (1887 年 ) 。 。 


そし て 、 反 ユダ ヤ や 主義 に 対し て 寄生 ユダ ヤ 人 が 使用 する 議論 が 、 ユ ダ ヤ 化 され た 人 々 の 議論 と 同様 に 非常 に 貧弱 で あ 
る と いう 証拠 と し て 、 そ し て 常に 同じ で ある こと を 証明 する も の と し て 、 こ こ に 国 還 の 公式 機関 で ある Curierul lsraelit (「 イ 
スラ エル 人 の 急 使 」) が あり ます 。 帰 化 ユ コ ダ ヤ 人 は 今週 金曜 日 15 日 号 の 社説 で こう 述べ て いる 。 
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1922 年 9 月 、『Aparare'a Nationala』(「 国 防 」) に 書い た 私 た ち に 向け て 、「 悪 党 の 集団 」 と いう 中 傷 的 な タイ 
トル で 書か れ た 。 


これ ら の 反 ユ ダ ヤ 主 義 者 に は 、 感 覚 の 倒錯 に 達し た 知 的 退廃 の 状態 が 存在 し 、 そ れ に よっ て 触れ られ た 
者 が 嘘 や 中 傷 に 駆り 立て られ る 一 種 の 精神 的 サディ ズム が 存在 する 。 ご 覧 の と お り 、 こ れ は 非常 に 単純 な 
説明 で ある と 同時 に 、 非 常に 素朴 な 説明 で も あり ます 。 


ユダ ヤ 人 に 対す る 偏見 は 、 特 定 の 知 的 退化 に よる 嘘 と 中 傷 で す 。 

ユダ ヤ 人 お よび ユダ ヤ 化 され た 人 々 に よる と 、 反 ユダ や ヤ 主義 の 定義 は 、 当 然 の こと な が ら 「 反 ユ 

ダ ヤ や 主義 者 」 の 野 窒 さと 狂気 と いう この 2 つの 言葉 に 要約 され ます 。 社 会 現象 と し て の ユダ ヤ 人 に 関し て は 、 
彼ら は この 「 説 明 」 に さえ 立ち 入ら な い 。 ま る で 存在 し な か っ た か の よう に 。 こ の 野 窒 さ と 狂気 こそ が 、 エ 

ジ プ ト 人 、 ペ ルシア 人 、 ロ ー マ 人 、 ア ラブ 人 を 含む 古今 東西 の あら ゆる 民族 、 そ し て 現代 に 至る まで ユダ ヤ 人 を 
国家 的 脅威 と みな し て 彼ら に 対し て 行動 を 起こ さ ざ る を 得 な か っ た の で ある 。 


キケロ 、 セ ネ カ 、 タ キト ゥ ス 、 ム ハン マ ド 、 マ ル テ ィ ン ッ リル ター、 ジ ョ ル ダ ー ノ : ブ ルー ノ 、 フ リー ドリ ヒ 大 王 、 ヴ ォ ル テー 
ル 、 ヨ ー ゼ フ 二 世 、 ナ ポレ オン 一 世 、 ゲ ー テ 、 ヘ ル ダ ー ッ ルート ヴィ ヒ ・ フ ォ イ エル バッ ハ 、 リ ヒ ャ ル ト ・ 

ワー グ ナ ー、 ビ スマ ルク 、 ル ドル フ . ヴ ィ ル ヒョウ 、 テ オド ー ル ・ ビ ル ロ ー ト 、 オ イ ゲ ン ・ デ ィ ー フ ィ ー リ ング な ど 、 

あら ゆる 分 野 で ユダ ヤ 人 に 対し て 、 イマ ヌ エ ル ・ カ ント 、 フ ィ ヒ テ 、 シ ョ ー ペ ン ハ ウ ア ー、 シ ャ ルル ・ フ ル ニ エ 、 

声 を 上 げた 無数 の 人 た ち 。 


最後 に シミ オン : バ ル ヌ ティ ウ 、BP: ハ イダ ウ 、 ヴ ァ シ ー レ ・ ア レク サン ドリ 、 ヴ ァ シ ー レ ・ コ ンタ 、 ミ ハイ 
ル ・ エ エミ ネス ク な ど 、 私 た ちの 文化 の 最も 著名 な 代表 者 の 反 ユ ダ ヤ 主 義 は 、 野 徐 さ と 狂気 に よっ て 説明 され て い 
ます 。 


野性 的 で 狂気 : その すべ て 、 文 明 的 で 行儀 が 良い : ユダ ヤ 化 され た 人 々 、 そ し て ユダ ヤ 人 : 存在 し な い 、 そ し て 
ユダ ヤ 化 され た 人 々 の 卑劣 さ は 社会 現象 と し て の 反 ユ ダ ヤ 主 義 を 説明 で き な い 、 我 々 は それ を 反 ユ ダ ヤ や 主義 
理論 と 呼ぶ こと に する 。 

私 た ちの 理論 に よれ ば 、 反 ユダ や ヤ 主義 の 憲法 で は 、 本 能 、 良 心 、 科 学 の 3 つの 段階 を 区 別 する 必要 が あり ます 。 


当初 は 目先 の 物質 的 利益 に 関心 を 持っ て いた 群衆 を 、 本 能 が 常に 本 能 に 導 か れ 、 大 衆 運 動 を 通じ て ユ 

ダ ヤ 人 寄生 主義 に 反対 する よう に な っ た 。 そ の 運動 は し ば し ば 一 般 化 さ れ 、 血 な まぐ さい も の で あっ た が 、 こ れ 
は 世界 中 の 他 の 多く の 運動 の 中 で も 同様 で あり 、 例 えば 、 ウ クラ イナ に お ける コサック の 恐ろし い 運 動 が 主導 し 
た も の で ある 。 1649 年 に 25 万 人 以上 の ユダ ヤ 人 が 死亡 し た ボ グ ダ ン ・ フ メル ニシ ィ イ 著 。 


ユダ ヤ 人 の 脅威 に 対す る 意識 は 、 ま ず 教 育 を 受け た 階級 か ら 徐 々 に 目覚 め 始め ます 。 
そし て それ は 広がり 、 大 衆 に 浸透 し て いき ます 。 最 初 の グル ー プ は 人 々 に 加わ り 、 彼 ら の 要求 を 支持 
し ます 。 し た が っ て 、 後 者 は 徐々 に 意識 的 に な り ま す 。 


科学 は 部 分 的 な 研究 か ら 始 まり 、 最 終 的 に は 私 た ちの 時 代 に 限っ て は その 目的 の 決定 に 達 
する 。 す な わ ち 、 ユ ダ ヤ 教 を 社会 現象 と し て 研究 し 、 ユ ダ ヤ 教 を 隠れ よう と する 環境 か ら 排除 し 、 そ れ が 
人 間 の 問題 で ある と 結論 づけ る 。 実 の と ころ 、 最 も 偉大 で あり 、 そ の 解決 策 が 見 つけ られ な けれ ば な り ま せん 。 


これ まで の 部 分 的 な 研究 に よっ て 到達 し た 結論 を 考慮 する と 、 そ れ ら は 科学 の 反 ユ ダ ヤ や 主義 を 形成 し て いる と 
言え ます 。 こ れ が 基礎 で あり 、 反 ユダ や ヤ 主義 の 科学 と 混同 すべ き で は あり ませ ん 。 そ れ ら を 区 別 す る も の は 次 の 
と お り で す 。 彼 ら の 異な る 目標 。: そ し て 、 こ の 科学 の 目的 に 基づい た 定義 は 次 の と お り で す 。 こ れ は 、 そ れ 自 

体 が 真 の 科学 で ある こと を 明確 に 示し て いま す 。 


反 ユ ダ ヤ 主 義 の 科学 は 社会 問題 と し て の ユダ ヤ 教 を その 対象 と し て お り 、 し た が っ て 必然 的 に その 解決 に 
貢献 で きる すべ て の 科学 を 総合 し た も の と な る 。 


部 分 的 な 研究 を 通じ て ユダ ヤ 教 の 知識 に 貢献 する これ ら の 科学 が 何で ある か に つい て は 、 す で に 見 て きま し た 。 
そし て これ が 反 ユ ダ ヤ や 主義 の 科学 が どの よう に 利用 する か で す 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


彼ら の 調査 結果 は 解決 策 に 到達 し ます 。 

歴史 に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 は 太古 の 昔 か ら 、 畑 を 持た ず に 放浪 の 民 、 遊 牧 民 で あっ た こと が 証明 され て 

いま す 。 反 ユダ ヤ や 主義 の 科学 は 、 そ の よう な 遊牧 生活 は 座り が ちな 農耕 民族 の 幸福 に 反し て お り 、 容 認 で 
き な い こと を 証明 し て いま す 。 


類 学 は 、 ユ ダ ヤ 人 は セム 人 、 ア ー リ ア 人 、 黒 人 、 モ ン ゴ ル 人 な ど 、 互 い に 異な る 人 種 の 混合 で ある と 確立 し 
て いま す 。 反 ユダ や ヤ 主義 の 科学 は 、 こ の 異人 種 間 の 混血 の 結果 と し て 文化 分 野 に お ける ユダ ヤ 民 族 の 
不毛 性 を 説明 し 、 次 の こと を 示し て いま す 。 


メス ティ ー ソ は 他国 の 文化 に 何 も 貢 献 で きず 、 文 化 を 改ざん し て 自国 の 特徴 を 損なう だ け で ある 。 


神学 は 、 ユ ダ ヤ 教 が 、 そ の 神 で ある ヤ ハ ウェ と 、 他 の 民族 か ら 離 れ て 選ば れ た 聖なる 民 (アム コー ド ) と 
みな され る ユダ ヤ 人 と の 間 で 結ば れ た 特別 な 契約 に 基づい た 排他 主義 的 な 宗教 で ある と 確立 し て 

いま す 。 

反 ユ ダ ヤ や 主義 の 科学 は 、 そ の よう な 概念 が ユダ ヤ 人 と の 平和 的 協力 や 同化 の 可能 性 を 排除 する と 厳 

密 に 推論 し て いる 。 


この 政策 で は 、 ユ ダ ヤ 人 は 他 の 国 の どこ に いて も 独自 の 社会 組織 を 持ち 、 国 家 の 中 に 国家 を 構成 し て いる 
と 述べ て いる 。 反 ユダ ヤ 主 義 の 科学 は 、「 ユ ダ ヤ 人 は 無政府 分 子 で あり 、 あ ら ゆ る 国家 の 存在 に と っ て 危険 
で ある 」 と 結論 付け て いる 。 


政治 経済 学 に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 は 常に . パ レス チ ナ で あっ て も 、 自 ら が 直接 の 生産 者 で は な く 、 労 働 力 を 
搾取 し 、 他 国 に 重ね られ た 民族 と し て 生き て きた こと が 証明 され て いる 。 反 ユダ ヤ 主 義 の 科学 に よれ 

ば 、 あ ら ゆ る 人 々 は ユダ ヤ 人 に よる 搾取 か ら 自 分 た ちの 生産 的 な 仕事 を 守る 権利 が ある が 、 ユ ダ ヤ 人 は 
寄生 虫 の よう に 生き て 人 々 の 存在 を 危険 に さら すこ と は 容認 で き な い 。 


哲学 は 、 ユ ダ ヤ 教 の 生命 概念 が 人 類 の 進歩 に 反する 時 代 錯 誤 で ある こと を 証明 し て いま す 。 反 ユダ ヤ 
主義 の 科学 は 、 文 明 へ の 義務 と し て 、 こ の 文化 的 な 怪物 を すべ て の 国 の 共同 の 努力 に よっ て 撲滅 する こと 
を 課 し て いま す 。 


反 ユ ダ ヤ 主 義 の 科学 は 、 さ ま ざ まだ が 異な る 特殊 科学 が 客観 的 に 確立 し た こと に 基づい て その 結 

論 を 立て て いる が 、 そ れ ら は すべ て 必然 的 に 同じ 結論 に 至る 。 つ まり 、 ユ ダ ヤ 人 を 他 の 民族 の 真っ 只 
で 的 相生 遇 に 主 OO 

在 に 終止 符 を 打つ と いう も の で ある 。 文 明 と 平和 に 反対 する 時 代 錯 誤 的 な 概念 を 、 も は や 容認 で き な い 
すべ て の 国 の 人 々 に 。 


見 て わか る よう に 、 こ の 反 ユ ダ ヤ 主 義理 論 は 、 反 ユダ ヤ 主 義 を 2 つの 個別 の 表現 に 還 元 し た ユダ ヤ 人 お 
よび ユダ ヤ 化 理論 と は 異な り ます 。 実 際 、 そ れ ら は 一 斉 に 現れ た 瞬間 に 、 野 論 と 暴力 と いう 社会 問題 に な 
り ま す 。 - そ し て それ に つい て も 説明 し て いま す 。 


反 ユ ダ ヤ 主 義 の 本 能 は 、 時 に は 野 訟 さや 憎しみ を 伴う こと も あり ます 。 
生命 を 守る た め に は 本 能 が 不可 欠 で ある に も か か わら ず 、 本 能 は 盲目 だ か ら で あ る 、 と 彼ら は 言い ます 。 
し か し 、 い か に 「 野 徐 」 で あっ て も 、 反 ユダ ヤ 主 義 の 意識 が 本 能 に 加わ り 、 そ の 衝動 が 強化 され る 。 


「 文 明 化 」 さ れる た め に は 、 ま ず 人 が 存在 し な けれ ば な り ま せん 。 
反 ユ ダ ヤ 主 義 の 科学 は 最終 的 に この 現象 を 説明 する こと に 成功 し 人 々 の 良心 に さら に 光 を 当て 、 彼 ら の 
本 能 と 暴力 的 な 爆発 を 完全 に 満足 させ 、 ユ ダ ヤ 人 の 寄生 と いう 原因 の 暴露 に よっ て 正当 化 さ れ 

まし た 。 

し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 教 の 問題 に 対す る 科学 的 解決 の 公式 が 与え られ 、 そ れ を 理解 する に は 、 現 代 の 反 ユ ダ 
や ヤ 主義 を 適用 する だ け で よく 、 し た が っ て 、 本 能 の エネ ルギー、 良 心 の エネ ルギー、 科 学 の エネ ルギー.、 真 実 
が 完全 に 明らか に な り 、 恐 る べき 社会 的 勢力 を 形成 し 、 確 か に 現代 文明 の 最大 の 問題 で ある ユダ 
ヤ 人 問題 を 解決 する こと が で きま す 。 そ し て 、 ユ ダ ヤ 人 と ユダ ヤ 教 徒 は 、 こ の 大 国 に 対し て 、 自 分 た 

ちの 寄生 の 運命 を 引き 延ばし よう と し て 何 を し て いる の で し ょ うか ? 私 た ち は 常 衣 句 、 中 傷 、 気 まぐ れ を 
見 て きま し た 。 
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「 我 が 国 の 反 ユ ダ ヤ 主 義 者 の 低俗 な ユダ ヤ 教 …」「 彼 ら は 文明 世界 の 目 か ら 見 る と 私 た ち を 危険 に さら 
し て いる …」、「 中 世 の 人 迫害 の 兵器 庫 か ら 掘り 出さ れ た 錆び た 武器 …」、「 獣 姦 の 扇動 」 「 大 衆 の 
本 能 …」、「 ア ジア の 衝動 …」、「 狂 気 …」、「 精 神 的 サディ ズム 。 


これ ら は すべ て 、 彼 ら が 我々 の 反 ユ ダ ヤ 主 義 に 反対 する 議論 で ある 。 な ぜ な ら 、 彼 ら に は 他 に 他 に 根拠 が な く 、 人 遊牧 民 の 寄生 に よっ て 反乱 を 起こ 
し て いる すべ て の 国々 の 中 で 復讐 の エネ ルギー が くす ぶっ て いる 一 方 で 、 自 分 た ちの 愚か さ に よっ て 反 ユ ダ ヤ 主 義 を 終わ ら せ る こと が 
で きる と 考え て いる か ら だ 。 」 


AC Cuza、Apararea Nationala (「 国 防 」) No. 1922 年 11 月 16 日 、15 日 、 最 初 


年 
王 o 


キリ スト 教学 生協 会 財団 


1922 年 5 月 20 日 、 限 られ た 会 議 で 、 私 た ち は 牧 師 館 の 支援 を 受け た 反対 派 の 残党 の 手 に まだ あっ た ヤシ 学生 総 協会 を 廃止 し 、 
今日 も 存続 し て いる 「 キ リス ト 教 学生 協会 」 を 設立 し まし た 。 私 た ち は 設立 当初 は 小さ な グル ー プ で し た が 、 そ の 後 、 学 生 

サー クル を 設立 し 、 後 に 法学 生協 会 に 発展 し まし た 。 そ し て 今 、 つ い に 私 た ちの 努力 の 中 か ら 、 ク リス チャ ン 学 生協 会 の 名 の 下 

に 本 当 の 一 般 的 な 学生 協会 が 誕生 し まし た 。 ヤ シ の 学生 全員 が 打っ て いま し た が 、1919 年 と は 対照 的 に 、 別 の 学生 団体 で し た 。 


この 時 点 で 、 私 の 心 に は か な り の 憂鬱 が な か っ た わけ で は あり ませ ん が 、3 年 間 の 戦い と 、 あ まり に も 
多く の 試練 の 炎 の 中 で 燃え 上 が っ た 親愛 な る 友情 を 経て 、 私 は 大 学 、 学 生生 活 、 そ し て 戦友 た ち 

か ら 離 れる 日 が 近づい て いま し た 。 卒 業 試験 まで あと 1 か 月 し か な か っ た の で す が 、 こ こ を 離れ な け 
れ ば な ら な いと いう 考え 、 心 の 中 で 固く 結ば れ て いた 私 た ち 1919 年 高校 卒業 生 が 散っ て し まう と い 
う 考 え か ら 立ち 直 れ ませ ん で し た 。 だ け は 知っ て いま す 。 国 の どの 隅 ま で 。 だ か ら こ そ 、 法 学 学生 協 
会 に サヴァ 。 マ ル ギ ン カヌ 氏 、 キ リス ト 教 学生 協会 に イリ エ <・ ガ ル ニ ー タ 氏 を 私 の 後任 に 任命 し た 後 、 最 
も 団結 を 感じ た 26 人 の 同志 が 、 私 た ち を 学生 と し て 団結 させ た 信条 の た め に 、 ど こ に いて も 戦う こ 

と を 碑 い まし た 。 大 学 に て 。 私 た ち は 全 員 で その 匠 い に 署名 し 、 瓶 に 入れ て 埋葬 し まし た 。 私 が 卒 
業 ク ラス に 合格 し た 後 、 戦 い に 新 し く 参 加 し た 46 人 の 第 2 グル ー プ か ら 別 の 票 が 投じ られ まし た 。 
彼ら は フー シ で の 私 の ゲス ト で あり 、 そ こ で 私 た ち は 4 日 間 会 議 を 開き 、 将 来 の 活動 に つい て の 細部 を 
頭 の 中 で 明確 に し まし た 。 こ こ で 父 は 何 度 も 戦友 た ち に 語り か け 、 戦 う よ う 激励 し た 。 そ こ で 私 た ち は 、 
国民 に と っ て より 良い 、 よ り 公正 な 日 々 を 望み な が ら 、 魂 の 中 に 別れ を 切り 出し まし た 。 


名 誉 の 義務 


下記 に 署名 し た ヤシ 大 学 の 学生 は ソル レー マニ ア 国 民 が 我が国 の 土地 を 横領 し 、 国 の 指導 力 を 掌握 し よう と する 外国 人 に よっ て そ 
の 生存 その も の が 脅かさ れ て いる と いう 困難 な 状況 を 認識 し て いる 。 私 た ちの 子孫 が 貧困 と 甘 惨 に よっ て 土地 を 追わ れ 異国 の 
地 を さま よう こと が な いよ う 、 ま た 国民 が 外国 民族 の 圧政 で 血 を 流さ な いよ うに 、 私 た ち は 祖 国 を 守る と いう 新た な 神聖 

な 理想 を 中 心 に 断固 と し て 立ち 上 が る 。 ユ ダ ヤ 人 の 侵略 に 反対 。 


この 理想 に 基づい て 、 私 た ち は ヤ シ 大 学 キ リス ト 教 学生 協会 を 設立 し まし た 。 こ の 理想 を 胸 に 私 た ち は ホ ー ル を 後に し ます 
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今日 は 学校 か ら 。 

どこ に いて も 、 自 分 た ちの 正義 の た め に 、 脅 か され て いる 国民 の 命 の た め に 戦う こと は 、 私 た ちの 名 誉 ある 主 な 義務 で ある と 私 た ち は 考え て いま す 。 こ の よう 
な 理由 か ら 、 今 日 、1922 年 5 月 27 日 土曜 日 に 集まっ た 私 た ち は 、 圧 し み に 暮 れ た 心 に 火 を 灯す た め に 、 青 春 時 代 に 私 た ち を 活気 づけ た 火 を 国 中 に 広げ 、 
あら ゆる 場所 に 持ち 歩く と いう 共通 の 義務 に 自ら を 誓い ます 。 人 々 は 真実 の 灯火 で あり 、 こ れ ら の 土地 で 自由 な 生活 を 送る 権利 の 灯火 で す 。 


私 た ち は 、 今 日 脱退 し 、 引 き 続 き 支援 メン バー で ある 協会 と の 緊密 な 連絡 を 維持 し 、 共 通 の 闘争 に お いて 常に 私 た ち を 団結 させ る 中 心 点 と な り ま 

す 。 私 た ち は 8 年 後 、1930 年 に 5 月 1 日 か ら 5 月 14 日 まで ヤシ 大 学 で 再会 し ます 。 会 員 委 員 会 は 、 そ の 日 の 2 か 月 前 に すべ て の 会 員 に 通知 が 届く よ 
う 手 配 し 、 到 着 の 手配 を し ます 。 私 た ち は 、 こ の 協会 を 通し て 私 た ち に 従う すべ て の 世代 の 学生 を 招待 し ます 。 彼 ら は 祖国 の 祭壇 に 自分 の 作品 を 祀 

る こと に 理解 を 示さ な けれ ば な り ま せん 。 そ の 年 、 そ の 日 、 ヤ シ 大 学 で 私 た ち に 参加 し て くだ さい 。 


1922 年 5 月 27 日 


コー ネリ ュー 
ゼ レ ア ・ コ ドレ アヌ ・ フ ー ン N. 


ナ デ イ デ 、21 University St.- 

ヤシ グリッ グ 。 ギ カ .、23 Carol St.-lasi 1. 

サル ブ 、 

Rudi、Soroca County Grigoriev Eusevie、Cargaiani、 
Cetatea-Alba County llie Gameata、40 Muzelor St.-lasi Alexandru 
P. ハギ ウ 、 チ ェ ト レス ティ - ヴ ァ ス ルイ Loan Blanaru、35 
Tabacari St. -Husi Constantin C. Zotta、13 Major 

Teleman St.- 

Husi A. Ibrailianu、3 Ghica Voda St.-Galati M. 

ベル テッ ト 、 プ ルカ リ 、 セ タテ ア - アル バ 郡 lacob 1. 

フィ リ ペ ス ク 、Tg. 

Falciu、Falciu County Leonid Bondac、5 1. Heliade Radulescu 
St.-Soroca C. Madarjac、71 Apostol St.- 

Galati 1. Miclescu, 165 Portului St.-Galati lonel 1. 
Teodoreanu, 

Muzelor-Galati Laseu Nicolae、22 Sinadino St.-Chisinau 
Bobov Mihail、85 Podolskaia St.-Chisinau Mihail V. 


サル ブー ル 、 マ スカ ウ テ ィ 、 オ ル へ イ 郡 Nicolae B. 
lonescu、59 Constantin 

Brancoveanu St.-R-Sarat Pavel EDure-Cetatea- 
Alba、 大 聖堂 Gh。 

ボカ 、 バ ラ セ ア ナ 、 ス チャ 


ヴァ 郡 ヴァ シル ・ 二 ニコ ラウ 、61 ラス カー・ カ タル ジュ : サ ン ・ フ ー シ アン ドロ ニッ ク : ザ ハ 
リア 、 パ ル テ ス ティ < デ ・ ス ス 、 ブ コ ヴ ィ ナ ヴァ シー レ N. 

ポ パ 、 パ ウネ ステ ィ 、 プ ルト ナ 郡 ヴァ シル ・ コ ル ニ チ ュ ウ 、 プ トラ ウ テ 

ィ 、 ス チャ ヴァ 郡 ニコ ラ エ ・N< オ ー ラ イト 、 テ レブ レシ ア 、 シ レト 

郡 Gr 。 Mihuta, Scheia, Suceava County Ciovanu Stefan, 


9 Sturza St.-Suceava Eugeniu Cardeiu, Bilca, 
Radauti County Eug. N. マ ノ レ スク 、 エ プレ ニ 、 フ ァ 
ル シ ウ ヴィ アデ ィ ミ ー ル 県 
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フリ ル ヌ 、 カ ル マ ト ゥ イ 、 カ ハル < ガ 郡 。 

Zarojeanu、40 Muzelor St.-lasi 

Prelipceanu Tit。 ヴ ァ シ ル 、 ホ ロ ド ニ ク ル デ ジョ ス 、 ラ ダ 

ウ テ イ 郡 Prelipceanu Gr. ラ ダウ ティ 郡 ホ ロ ド ニ ク ル 

・ デ ジェ ブス 、 ヴ ァ シ ル 、 ラ ダウ ティ 郡 ホ ロ ド ニ ク ル ・ デ ・ ス ス 、 ラ 
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大 学 で の 勉強 の 終わ り に 


大 学 で 過ごし た 3 年 間 が 目 の 前 で 過ぎ 、 家 で は どう すれ ば これ ほど 多く の 障害 を 乗り 越え られ る だ ろう か と 自 間 し ま 

し た 。 何 千 人 も の 人 々 の 精神 性 、 意 志 を どう や っ て 打ち 破る こと が で きる で し ょ うか 。 ど うす れ ば 大 学 上 院 議員 を 倒す こと が で き 
る の か 。 そ し て 、 ど うす れ ば 敵 の マス コミ 全体 の 大 胆 さ を 和 ら げ る こと が で きる で し ょ うか ? 備 兵 を 雇い 、 新 聞 を 発行 し 田舎 

に 出 て 、 こ の 本 当 の 戦争 を 煽る 資金 が 私 た ち に あっ た の だ ろう か ? 私 た ち に は 何 も あ り ま せん で し た 。 


私 が その 最初 の 戦い に 身 を 投じ た と き 、 私 は 誰か の 主張 の た め 、 あ る い は 作 話 の 結果 と し て 、 あ る い は 実行 する 責任 を 負わ され た 
事前 の 決定 の 結果 と し て 、 あ る い は 、 さ ら に は 長く 続く 内 な る 大 き な お 衝動 に 基づい て 、 そ うし た の で は あり ませ ん で し た 混乱 や 
思考 。 私 が この 問題 を 深く 考え た 。 そ ん な こと は 何 も な い 。 ど の よう に し て この 戦い に 参加 し た の か 説明 で きま せん で し た 。 


お そら く 、 悩 みや 考え を 抱え な が ら 道 を 歩い て いて 、 家 を 焼き 尽く し た 火災 に 驚き 、 コ ー ト を 脱い で 炎 に 巻き 込ま れ た 人 々 を 
助け よう と 飛び 降り る 男性 の よう な も の か も し れ な い 。 19 て 20 歳 の 頭脳 を 持っ た 私 は 、 見 た も の すべ て か ら 、 国 を 失い つつ 
ある こと 、 も は や 国 を 持た な いこ と 、 貧 し く 搾 取 さ れ て いる ルー マニ ア の 貧し い 労 働 者 の 無意識 の 協力 に よっ て 理解 し た 。 、 
支配 的 で 壊滅 的 な ユダ ヤ 人 の 大 和 群 が 私 た ち を 飲み 込む で し ょ う 。 私 は 単なる 自己 保存 の 本 能 か ら で は な く 、 自 分 の 一 部 で あ 
る 人 々 を 守る た め に 、 自 分 の 心 の 命令 に 従っ て 、 店 う 小さ な 虫 で も 持つ 防衛 本 能 に 従っ て 行動 し まし た 。 で すか ら 、 私 は いつ 

も 、 す べ て の 人 々 が 、 生 き て いる すべ て の 人 た ち 祖国 の た め に 亡くな っ た すべ て の 人 た ち 、 そ し て 彼ら の 将来 の 世代 と と も に 私 
た ちの 後ろ に いる と 感じ て いま し た 。 私 た ちの 国民 が 私 た ち を 通し て 戦い 、 発 言 す る こと 、 こ の 歴史 的 存在 の 前 に 敵 の 数 が ど 
ん な に 多く て も 、 私 た ち が 蹴 散ら し て 打ち 負かす ほん の 一 握り の 惨め な 人 間 に す ぎ な いこ と 。 


だ か ら こ そ 、 無 思慮 な 大 学 上 院 議員 を は じ め 、 私 た ちの 反対 派 が すべ て 失敗 し た の で す 。 彼 ら は 、 大 勢 の 狂気 の 若者 た ち が 
私 た ちの 中 で 戦っ て いる と 信じ て 、 実 際 に 戦い 、 自 国民 を 打ち 倒し た の で す 。 す べ て の 人 を それ ぞ れ の 立場 に 置く 自然 の 法則 が 
あり ます 。 ル シフ ァ ー か ら 現 代 に 至る まで 、 自 然 に 対す る 反逆 者 た ち は 皆 、 常 に 知恵 に 欠け て いた も の の 、 多 く の 場 合 非常 に 
知 価 が あり 呆然と し て し まい まし た 。 


この 自然 法 、 こ の 賢明 な 秩序 の 枠 内 で は 、 誰 も が 戦う こと が で き 、 彼 ら の 間 で 戦う 権利 が あり ます 。 そ の 外 で 、 そ れ に 逆らっ て 、 
この 命令 の も と で は 、 誰 も で きま せん 。 


Miele よ 到 機 繊 扶 記 by Google 


罰 な し で 発動 し 無敵 。 人 間 の 生体 で は 、 血 球 は その 構造 内 に 留まり 、 機 能 し な けれ ば な り ま せん 。 小 球 が 生物 に 対し て 扇 
動 す る 場合 だ け で な く 、 そ れ が さら に 少な い 場 合 つ まり 、 そ れ が 自分 自身 に 奉仕 する と き 、 自 分 自身 を 満足 さ せる だ け の と 
き 、 自 分 自身 の 外 に 他 の 目的 や 理想 を 持た な いと き 、 反 乱 が 起こ る で し ょ う 。 そ れ が あな た 自身 の 神 に な っ た と き 。 


写真 の 中 の 人 物 で あり 、 人 々 に 奉仕 し て いる 人 物 。 神 と 神 の 法律 の 構造 と 奉仕 の 中 に ある 人 々 。 


これ ら の こと を 理解 し た 者 は 、 た と え 一 人 で あっ て も 勝利 する で し ょ う 。 理 解 で き な い 者 は 負け ます 。 そ ん な 思い を 抱え な が 
ら 大 学 3 年 生 を 終え た 。 組 織 の 観点 か ら 言え ば 、 私 た ち は リ ー ダ ー と 規律 と いう 概念 を 確立 し て いま し た 。 民 主 主義 は 、 憶 
測 や 理論 に よっ て 達成 され た 確信 に よっ て 排除 され た の で は あり ませ ん 。 


私 た ち は 最 初 か ら 反 民 主 主義 的 に 生き て きま し た 。 い つも 私 が 率い て いま し た 。 3 年 間 で 私 が 法学 生 会 会 長 に 選出 さ 

れ た の は 1 回 だ け で し た 。 

それ 以外 の と き は 、 フ ァ イ タ ー た ち が 私 を リー ダー に し た の で は な く 、 従 うべ き フ ァ イ タ ー た ち を 選ん だ の で す 。 私 は 委員 
会 を 設置 し た こと も あり ませ ん し 提案 を 投票 に か ける こと も あり ませ ん で し た 。 た だ し 、 必 要 に 応じ て みん な に 相談 し 

まし た が 、 自 分 の 責任 で 自分 で 決め まし た 。 

だ か ら こ そ 、 私 た ちの 小さ な グル ー プ は 常に 揺 る ざ な い ユ ニッ ト で あり 続け て いま す 。 行 動 や 理論 の 問題 で 互い に 対立 する 、 
多数 派 か 少数 派 か に か か わら ず 、 意 見 が 分 か れ た 派閥 は 存在 し な か っ た 。 


他 の すべ て の グル ー プ で は 、 そ の 逆 が 当て は まり まし た 。 だ か ら こ そ 彼 ら は 敗北 し た の だ 。 


偉大 な 信仰 は 、 私 た ちの 心 の 中 で 燃え 続け 、 私 た ちの 道 を 照ら す 炎 の よう な も の で す 。 お 互い へ の 忘れ られ な い 偉 大 な 愛 、 
素晴らし い 規律 、 戦 闘 中 の 決断 と バラ ンス 


戦闘 計画 の 検討 。 こ れ ら 、 私 た ちの 国 と 神 の 祝福 が 、 そ の 3 年 間 で の 勝利 を 私 た ち に 保証 し て くれ まし た 。 


1922 年 の 夏 


1922 年 の 夏 は 平穏 に 過ぎ ませ ん で し た 。 モ ルド バ の 都市 に ある ルー マニ ア の 国立 劇場 また は 共同 劇場 の 舞台 で 、 

「 カ ナ ポ フ 座 に よっ て ユダ ヤ 人 の 演劇 が イデ ィ ッ シュ 語 で 上 演 さ れ 始 め ま し た 。 私 た ちの 若者 た ち は 、 ル ー マ ニ ア 国 民 の 
国家 教育 と 道徳 教育 を 目的 と し た この 教育 機関 の 貴 外 の 始ま り を 見 て 、 こ れ を 脅威 と 考え まし た 。 商 工業 、 ノ ルーマ ニ 
ア の 豊か な 土壌 と 下層 土 を 報道 機関 で 収奪 され 、 い つか 私 た ち は 国 立 劇場 の 舞台 か ら も 収奪 され る の を 目 に する こ 
と に な る で し ょ う 。 劇 場 は 、 学 校 や 教会 と 同様 に 、 退 廃 的 な 国家 に その 権利 と 歴史 的 使命 を 認識 させ る こと が で きま す 。 そ れ 
は 国家 を 解放 に 向け て 闘争 する 準備 を 整え 、 動 機 付け る こと が で きま す 。 こ れ か ら は この 比 さ えも 奪わ れ て し まう だ ろう 。 
ルー マニ ア 人 の 汗 と 資金 で 建設 され た 私 た ちの 劇場 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 私 た ちと の 戦い で 軍隊 を 準備 し 強化 する の に 役立ち ま 
す 。 そ し て その 一 方 で ノル ルー マニ ア の これ ら の 段階 か ら 、 彼 ら は 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 に 「 精 神 的 な 食べ 物 」 と し て 提供 する こと 
に な り 、 そ の すべ て が 私 た ちの 国民 の 士気 の 低下 と 道徳 の 衰退 と 破壊 に 寄与 する こと に な り ま す 。 


この 新た な 反 ル ー マ ニ ア 攻 撃 に 対し て 毅然 と し た 態度 を と る の は 、 他 者 、 つ まり 政府 、 当 局 、 あ る い は 教師 の 義務 で あっ た 。 
し か し 、 ど れ も 取 られ ませ ん で し た 。 打 撃 の 危険 を 冒し 、 無 数 の 作 辱 を 浴び せら れ な が ら も 、 ど こ に も 支援 を 見 つけ られ 
ず 、 可 能 な 限り 最善 の 対応 を し た の は 若者 だ け だ っ た 。 こ の 戦い は 、 フ ン 、 バ リア ド 、 ボ トシ ャ ニ 、 パ スカ ニ な どの すべ 

て の 都市 で 、 ど こ で も 高校 生 た ち に 助け られ た ヤ ア ジア 人 学生 の グル ー プ に よっ て 戦わ れ た 。 


彼ら は ユダ ヤ 人 で いっ ぱい の ホー ル に 入り 、 サ タン の 出演 者 た ち に つか め る も の は 何で も 投げ つけ 、 ス テー ジ か ら 追 い 落 
と し まし た 。 
ルー マニ ア 人 。 


お そら く 、 野 窒 な 方 法 で 、 と 言う 人 も いる か も し れ ま せん 。 私 も そう か も し れ ま せん 。 し か し 、 外 国 に と っ て それ は どれ ほど 文 
明 的 な こと な の で し ょ うか ? 


leilete よ 到 機 緒 尋 唐 by Google 


私 の 国 の あら ゆる 品物 を 次 々 に 略奪 する の か ? 同 じ 国 民 が 私 の 文化 を 汚染 し 、 そ れ を ステ ー ジ 上 で 提供 し て 私 を 殺す と いう 

の は 、 ど れ ほ ど 文 明 的 な こと な の で し ょ うか ? 

ロシア の ユダ ヤ 人 が 使用 し て いた 手段 は どれ ほど 文明 的 で し た か ? 裁 判 も やせ ず に 何 百 万 人 も の 人 々 を 虐殺 する こと が どれ ほど 
文明 的 で し ょ うか ? 教 会 を 焼き 払っ た り 、 キ ャ バレ ー に 変え た りす る の は どれ ほ と 文 明 的 で し ょ うか ? 


私 自身 、 貧 困 と 貧弱 な 力 で 、 で きる 限り 攻撃 か ら 身 を 守り ます 。 で きれ ば 活字 で 。 彼 ら 5 が まだ ルー マニ ア 人 で あれ ば 、 当 局 の 援助 を 得 て 。 誰 か 
が 聞い て くれ れ ば 、 言 葉 

で 。 最 後 の 手 段 と し て 力ずく で 、 そ し て 全員 が 黙っ て いれ ば 。 自 分 自身 を 裏切っ た り 生 来 の 卑 村 さ に よっ て 国 を 守ら な か っ た り 、 

まっ た く 反 応 し な い 者 は 、 価 値 の な い 裏 切り 者 で ある 。 


いずれ に せよ 、 こ の 導い は 抗議 活動 で あり 、 卑 劣 で 入 ろ し い 沈黙 の 真っ た だ 中 で の 唯一 の 抗議 活動 で あっ た 。 翌 日 私 た ちの 
同志 た ち は 打 ち 傷 と 満身 創 馬 で 戻っ て きた 。 な ぜ な ら 、15 人 の 若者 の グル ー プ が 3、4,.000 人 の ユダ ヤ 人 が いる 劇場 に 入る の は 
容易 で は な か っ た か ら で あ る 。 そ し て 特に 、 彼 ら は ルー マニ ア 人 た ちの 中 傷 と 悪口 に 意気 消沈 し て 帰っ て きた 。 


私 は よく 自問 し ます 。 こ れ ほ ど 小 さ な グ ルー プ で ある 私 た ち が 、 こ れ ほ ど 多 く の 打撃 や あら ゆる 方 向 か ら の 叱責 に 直面 し な が 
ら も 、 何 が 私 た ち を 前 進 さ す せ た の だ ろう か ? ど こ に も サポ ー ト が 見 つか り ま せん で し た 。 私 た ち 全員 に 対す る この 戦い に お い 
て 、 私 た ち は 自 分 自身 の 中 に 唯一 の 支え を 見 つけ ます 。 私 た ち は 、 私 た ちの 土地 と 国民 の た め に 戦い 、 苦 し み 、 独 教 者 と し て 亡 
く な っ た すべ て の 人 々 と と も に 、 国 家 運 命 の 偉大 な 道 を 歩ん で いる と いう 確信 の 中 で 。 


ドイ ツ 語 に 


私 は 1922 年 の 秋 に ヤシ に 戻り まし た 。 そ こ で 私 は 、 自 分 の 古い 考え を 仲間 た ちと 共有 し まし た 。 そ れ は 、 ド イツ に 行っ て 政治 
経済 の 勉強 を 続け る と 同時 に 、 私 た ちの 考え や 信念 を 受け 入れ る と いう 自分 の 意図 を 実現 し よう と する と いう も の で し た 。 海 
外 。 。 私 た ち は 、 研 究 に 基づい て 、 ユ ダ ヤ 人 問題 に は 国際 的 な 性 格 が あり 、 し た が っ て その 反応 は 国際 的 な 範囲 を 持つ べき 
で ある こと を よく 理解 し まし た 。 こ の 問題 の 完全 な 解決 は 、 次 の こと を 除い て は 達成 で き な い と いう こと で す 。 


すべ て の キリ スト 教 諸国 が ユダ ヤ 人 の 脅威 に 対す る 認識 を 目覚 め さ せ た 行動 を 通じ て 。 
し か し 、 お 金 も 服 も あり ませ ん で し た 。 仲 間 た ち が 私 に 服 を くれ た り 、 お 金 を 借り て くれ た り し まし た 。 


エン ジニ ア の グリ ゴ レ ・ ベ ジャ ン か ら 8,000 レイ が 支払 われ 、 能 力 に 応じ て 毎 記 反 済 され る こと に な っ て いた 。 こ の お 金 を 持っ 
て 私 は ベル リン に 向け て 出発 し まし た 。 別 れ た 人 た ち 全 員 に 駅 まで 同行 し て も らい まし た 。 彼 ら は 今 は 家 に 残っ て 戦い 続け て い 
ます 。 


彼ら が ベル リン に 到着 する と 、2 人 の 学生 友人 、 バ ラン と C. ゾ ッ タ が 大 い に 助 け て くれ まし た 。 私 は 大 学 に 出願 し まし 
た 。 登 録 当 日 、 私 は 民族 衣装 を 着 て 、 古 く か ら の 伝統 に 従っ て 学部 長 が 新しい 申請 者 一 人 一 人 と 握手 を する と いう 美しい 式 
典 に 出席 し まし た 。 大 学 の ホー ル で は 、 ル ー マ ニ ア 人 の 服装 の た め 、 私 は 一 般 の 好奇 の 対象 で し た 。 


1922 年 の ドイ ツ に 関す る これ ら の 文章 の 読者 は 、 特 に 2 つの 質問 、 つ まり 一 般 的 な 状況 と 反 ユ ダ ヤ 主 義 運 動 の 状況 に つい て 
の 質問 に 興味 を 持つ か も し れ ま せん 。 


敗戦 で 終わ っ た 戦争 が 残し た 傷 は 今 も 血 を 流し て いる 。 物 質 的 な 悲惨 さ が ベ ルリ ン と その 他 の 国 を 覆い まし た 。 最 近 

で は 、 富 の 重要 な 中 心地 で ある ルー ル 渓 谷 も 占領 され まし た 。 私 は ブラ ンド の 急激 か つ 壊 滅 的 な 洞 落 を 目の当たり に し まし 
た 。 労 働 者 宿舎 で は パン も 食料 も 仕事 も な く 、 何 百人 も の 子供 た ち が 通行 人 に 近づき 物 と い を し て い 

た 。 ブ ラン ド の 油 落 は ドイ ツ の 貴族 も 同じ 悲惨 な 状況 に 陥っ た 。 お 金 を 持っ て いる 人 は 、 少 数 で は あり ます が 、 
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彼ら は 無 一 文 だ っ た 日 々 。 高 価格 の 司 気 楼 に 惹か れ て 土地 や 不動 産 を 売却 し た 人 々 は 、 数 週間 で 貧困 に 陥っ 

た 。 

国内 外 の ユダ ヤ 人 資本 家 が 巨額 の 取引 を 成立 させ た 。 ハ ー ド カレ ン シ ー を 持っ た 人 々 は 、 わ ず か 数 百 ドル で 50 棟 の 
巨大 な アパ ー ト の 所 有 者 に な っ た 。 投 機 家 た ち が 街 中 を 捜索 し 、 坊 る べき 詐欺 を 狙っ た 。 


この ひど い 砺 惨 な 状況 を 共有 し た の は 何人 か の 外国 人 で 、 そ の 中 に は 私 自身 も 含ま れ て いま し た 。 私 に は お 金 が な 
か っ た か ら で す 。 持 っ て きた 8,000 レ イ は も う 使っ て し まい まし た 。 そ れ か ら 飯 僚 が 始ま り ま し た 。 

し か し 、 一 般 的 な 苦し み の 中 で 、 彼 自身 の 苦し み は も っ と 耐え や すい の で す 。 私 は 困難 に 直面 し て も 簡単 に 曲がら な 
い タ イプ だ っ た の で 、 不 幸 に 屈する こと な く 、 そ れ と 戦 お うと し まし た 。 


私 は あら ゆる 可能 性 を 検討 し 、 商 業 に 専念 する こと に 決め まし た 。 国 内 で 食料 の 在庫 を 購入 し 、 ベ ルリ ン に 持ち 込み 、 レ ス 

トラ ン に 販売 する の に 必要 な 資本 は ほとん ど あ り ま せん で し た 。 こ の 事実 に より 私 は 休暇 前 に 生活 が 安く な る イエ ナ に 
引っ 越し まし た 。 そ こ で 私 は 、 ド イツ 国民 が 苦し む 悲 惨 な 状況 の た だ 中 で 、 規 律 の 精神 、 労 働 能 力 、 義 務 感 正 し さ 、 忍 耐力 、 そ 
し て より 良い 日 へ の 信仰 に 感銘 を 受け まし た 。 彼 ら は 健康 な 国民 で あり 、 自 分 た ち が 打倒 され る こと を 許さ ず 、 

予期 せ ぬ 力 で 、 自 分 た ち を 抑圧 する あら ゆる 困難 の 岩 の 下 か ら 立ち 上 が る だ ろう と 私 に は わか り ま し た 。 


反 ユ ダ ヤ 主 義 運動 。 ド イツ に は 反 ユ ダ ヤ 主 義 の 学生 を 論文 、 マ ニ フ ェ ス ト 、 記 章 に 載せ た 政治 団体 が いく つか あっ た が 、 い ず 
れ も 弱 体 だ っ た 。 ベ ルリ ン の 主義 主張 も イエ ナ の も の と 同様 、 何 百 も の 団体 に 分 か れ て お り 、 反 ユダ ヤ 主 義 者 は ほとん どい な 
か っ た 。 多 く の 学生 は 問題 を 漠然 と で は あり まし た が 知っ て いま し た 。 反 ユダ ヤ 主 義 的 な 学生 運動 や 、 ヤ シ と 同様 の 教義 的 
方 向 條 に つい て さえ 語る こと は で きま せん で し た 。 私 は 1922 年 に ベル リン で 学生 た ちと 何 度 も 話し 合い まし た が 、 彼 ら 

は 今日 ヒッ ティ ア 主 義 者 で ある こと は 間違い あり ませ ん 。 ヤ シ で 学ん だ 真理 を 学生 た ち に 伝え 反 ユ ダ ヤ 主 義 の 教師 で 
あっ た こと を 誇り に 思っ て いま す 。 私 が アド ルフ 。 ヒ トラ ー の こと を 初め て 聞い た の は 、1922 年 10 月 中 旬 の こと で し た 。 私 は 、 
良好 な 関係 を 築い て いた 北 ベ ルリ ン で 「 か ぎ 十 字 」 を し て いた 労働 者 の と ころ へ 行き まし た 。 彼 の 名 前 は シュ トル ンプ で 、 ザ 
ルツ ヴェ ー デ ラー 通り 3 番地 に 住ん で いま し た 。 「 ミ ュ ン ヘン で 反 ユ ダ ヤ 主 義 運動 を 始め た の は 36 歳 の 画家 、 ヒ ト 
ラー だ と 言わ れ て いま す 。 私 に は 彼 こ そ 、 我 々 ドイ ツ 人 が 待ち 望ん で いた 人 物 の よう な 気 が し ます 。」 と 彼 は 私 に 言い まし 

た 。 こ の 作業 員 の 予測 は 的 中 し まし た 。 私 は いつ も 彼 の 直観 力 に 感心 し て きた 。 彼 は その 直観 力 に よっ て 、 彼 の 時 代 の 10 年 前 
に 、 数 十 人 の 中 か ら 見 ず 知 ら ず の 一 人 を 魂 の アン テ ナ で 選び 、1933 年 に 成功 し 、 ド イツ 国民 全体 を 一 つの 偉大 な 命令 

の も と に 団結 させ る こと が で きた の だ 。 。 


ロー マ 行 進 と ムッ ソリ ー ニ の 勝利 と いう ファ シス ト の 大 勃発 の ニュ ー ス を 聞い た の も ベル リン で し た 。 ま る で 自分 の 国 
の 勝利 で ある か の よう に 喜び まし た 。 世 界 の さま ざま な 地域 で 自国 民 に 奉仕 する すべ て の 人 々 の 間 に は 、 人 々 の 破壊 の た め に 
働く 人 々 の 間 に 親 族 関係 が ある の と 同様 に 、 同 情 の 親族 関係 が ある 。 


を 踏ん だ 勇敢 な ムッ ソリ ー ニ も 我々 の 一 人 だ っ た の で 、 の 頭 は すべ て 彼 の 上 に 落ち 、 死 を 装 い まし た 。 私 た ち に と っ 
て も 、 他 の 人 に と っ て も 、 彼 は 素晴らし い 人 に な る で し ょ う 


北極 星 は 私 た ち に 希望 を 与え て くれ ます 。 彼 は ヒド ラ を 倒す こと が で きる と いう 生き た 証拠 と な る だ ろう 。 勝 利 の 可能 性 の 証 
明 。 
「 し か し 、 ム ッ ソ リー ニニ は 反 ユ ダ ヤ や 主義 者 で は な い 。 あ な た 方 は 無駄 に 喜ん で いる 」 と ユダ ヤ 人 マス コミ が 私 た ちの 耳元 で 
ささ や いた 。 そ れ は 私 た ち が 何 を 喜ぶ か と いう 問題 で は な く 、 も し 彼 が 反 ユ ダ ヤ 主 義 者 で な いな ら 、 な ぜ あ な た 方 ユダ 
ヤ 人 が 彼 の 勝利 を 圧 し ん で いる の か と いう 問題 だ と 私 は 言い ます 。 ユ ダ ヤ 人 マス コミ に よる 世界 的 な 彼 へ の 攻撃 
の 論理 は 何で し ょ うか ? イ タリ ア に は 、 ル ー マ ニ ア の シレ ト 渓 谷 の シア ン ガ イ (は る か に 小 規模 な 民族 ) と 同じ くら い 多く 
の ユダ ヤ 人 が いま す 。 イ タリ ア の 反 ユ ダ ヤ 主 義 運動 は ノリ レー マ ニ ア 人 が シア ン ガ イ に 対す る 運動 を 始め る よう な も の だ ろ 
フ 。 
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し か し 、 も し ムッ ソリ ー ニ が ルー マニ ア に 住ん で いた ら 、 反 ユダ ヤ 主 義 に は な ら な か っ た 
は ず だ 。 フ ァ シ ズム と は 何より も まず 、 自 国 を 脅かす 危険 か ら 国 を 守る こと を 意味 する か ら で 
ある 。 そ れ は 、 こ れ ら の 危険 を 破壊 し 、 国 家 の 生命 と 栄光 へ の 明確 な 道 を 開く こと を 意味 し ま 
基 a 

ルー マニ ア に お いて 、 フ ァ ン ズム は ルー マニ ア 国 民 を 脅かす 危険 の 除去 、 す な わ ち ユダ ヤ 人 
の 脅威 の 除去 と フルー マニ ア 人 が 望む 権利 を 持つ 生命 と 栄光 へ の 自由 な 道 を 開く こと の み を 意 
味 し 得る 。 ユ ダ ヤ 教 は フリ ー メ ー ソ ン を 通じ て 、 そ し て ロシア で は 共産 主義 を 通じ て 世界 の 支 
配 者 と な っ た 。 ム ッ ソ リー ニ は 、 イ タリ ア を 死 の 脅威 に さら し て いた 2 つの ユダ ヤ 人 の 
頭 、 共 産 主義 と フリ ー メ ー ソ ン を 国内 で 破壊 し た 。 そ こ で は 、 ユ ダ ヤ 教 が その 二 つ の 現れ を 通し 
て 根絶 され まし た 。 私 た ちの 国 で は 、 ユ ダ ヤ 人 、 共 産 主義 者 、 フ リー メー ソン な ど 、 存 在 す る 

も の に よっ て それ を 根絶 し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら は 、 私 た ち 若い ルー マニ ア 人 が 一 般 

に 、 ム ッ ソ リー ニ の 勝利 の 喜び を 私 た ちか ら 奪 お うと する ユダ ヤ 人 の 努力 に 反対 する 考え で 
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私 は まだ イエ ナ に いた の で す が 、 あ る 日 、 す べ て の 大 学 の ルー マニ ア 人 学生 全員 が 戦闘 に 立ち 上 が っ た と いう ニュ ー ス を 
見 て 驚 きま し た 。 ル ー マ ニ ア の 若者 た ちの この 集団 的 な デモ は 、 誰 も それ を 疑う こと な く 、 国 の 深部 か ら 湧き 出 た 火山 の 
噴火 で し た 。 そ れ は 、 国 が 行き 詰まり を 経験 する た びに 立ち 上 が り 、 ト ラン シル ヴァ ニア の 中 心 で ある クル ー ジ ュ 

で 初め て 現れ 、 そ の 後 、 ほ ぼ 同 時 に 、 他 の すべ て の 大 学 セ ンタ ー で 激しく 噴火 し まし た 。 


実際 、12 月 3 日 と 4 日 に は ブカレスト 、 ヤ シ 、 チ ェ ル ナウ ティ で 大 規模 な 街頭 デモ が 行わ れ た 。 ル ー マ ニ ア の 学生 全員 
が 、 大 き な 危 険 が 和 っ て いる か の よう に 立ち 上 が っ た 。 歴 史 を 通じ て 何 度 も 脅かさ れ て きた この 地上 の 種族 は 、 
その 存在 を 救う た め に その 益 威 に 直面 する た め に 若者 た ち を 解放 し て きま し た 。 事 前 の 準備 も な く 、 共 否 両 

論 の 議論 も な く 、 委 員 会 の 決定 も な く 、 ク ルー ジュ 出身 者 は ヤシ 、 チ ェ ル ナウ ティ 、 ブ カレ スト 出身 者 を 知る こと も 
な く 、 集 団 と し て 興奮 する よう な 素晴らし い 瞬 間 だ っ た 。 暗 い 夜 の 真夜 中 に 稲妻 が 走る よう な 、 集 団 的 な 啓発 の 
素晴らし い 瞬 間 で あり 、 こ の 国 の すべ て の 若者 が 自分 た ちの 人 生 の 運命 と 国民 の 運命 を 認識 し まし た 。 


この 運命 は 、 我 が 国 の 歴史 を 通じ て 輝 か し く 続き ノル ー マ ニ ア の 将 来 全体 に まで 広がり 、 そ れ が 国民 に 望む 人 生 と 名 
淀 で ある な ら ば 、 私 た ちと 私 た ちの 孫 た ち が 歩 まな けれ ば な ら な い 人 生 と 名 誉 へ の 道 を 示し て いま す 。 。 何 世代 に も わた 
っ て この 運命 に 従い 、 そ れ に 近づき 、 あ る い は 遠ざかる こと が で き 、 そ れ に よっ て 国家 に 最大 限 の 命 と 名 誉 あるいは 最 
大 限 の 不 名 誉 と 恥辱 を 与え る こと が で きる の で す 。 場 合 に よっ て は 、 同 世代 か ら 見 捨て られ 、 孤 立 し た 個人 だ けが この 目 
的 地 に 到達 で きる こと も あり ます 。 そ の 瞬間 、 彼 ら 5 は 人 々 で あり 、 あ な た の 代わ り に 話し ます 。 過 去 の 何 百 万 も の 死 

者 と 絢 教 者 全員 が 彼ら と と も に あり 、 明 日 の 国 

民 の 生活 も 同様 で す 。 


ここ で は 、 た と え 99 パ ー セ ント で あっ て も 、 自 分 の 意見 を 持つ 多数 派 は 重要 で は あり ませ ん 。 私 た ちの 人 々 の 人 生 の 運命 
を 決定 する の は 多数 派 の 意見 で は あり ませ ん 。 

大 多数 で ある 彼ら は 、 良 心 と 美徳 、 ま た は 無意識 と 退廃 の 状態 に 応じ て 、 そ れ に 近づく か 距離 を 置く こと し か で きま 

せん 。 我 が 国 の 人 民 は 、 外 国人 に 首 を 押し 付け た 何 百 万 も の 奴隷 に よっ て で は な く 、 ア ブラ ム ・ イ アン ク 、 チ ュー 
ダー、 イ アン ク : ジ アン の ホリ ア の く び き に よっ て 、 あ ら ゆ る ハイ ドゥ チ * を 通じ て 生き 残っ た の で ある 。 し か し 、 銃 口 

を つけ た ポー ター を 背中 に 乗せ 、 名 誉 と 自由 の 輝き を 携え て 山道 を 登っ て いき まし た 。 私 た ちの 国民 は 、 騰 病 で 行儀 の 
良い 「 多 数 派 」 を 通し て で は な く 、 彼 ら を 通 し て 発言 し た の で す 。 彼 ら は 、 何 が あろ うと も 、 征 服 す る か 死ぬ か だ っ た 。 


な ぜ な ら 、 人 は 死ぬ と き 、 そ の 死に よっ て すべ て の 人 々 が 生き 、 そ の 名 誉 に よっ て 名 誉 を 受け る か ら で あ る 。 

それ ら は 歴史 の 中 で 、 夕 暮れ 時 に 太陽 の 光 に 照ら され た 高台 で 金色 の 灯台 の よう に 輝 きま す が 、 広 大 な 平原 の 上 に 

は 、 そ れ が どれ ほど 広く て 数 が 多く て も 、 忘 却 と 死 の 暗 間 が 落ち 着き ます 。 国 家 の 歴史 に 属す る 国民 の 運命 を 犠牲 に し 
て 生き て 勝利 する 者 で は な く 、 勝 つっ て も 負け て も この 運命 を 貫く 者 だ け で ある 。 私 た ちの ルー マニ ア の 運命 は 神 の 
知恵 に よっ て あら か じ め 定 め ら れ て いま す 。 12 月 10 日 に は ルー マニ ア の 学生 が 見 る こと が で きま し た 。 そ し て 、 そ こ に 
この 日 の 価値 が ある の で す 。 ル ー マ ニ ア の 若者 全員 が 光 を 見 た と いう こと で す 。 12 月 10 日 、 全 学生 セン ター の 代表 者 が 
ブカレスト に 集まり 、 運 動 の 本 質 と 考え る 10 項 目 を 掲げ 、 こ れ ら の 項目 の 実現 を 求め て 全 大 学 の ゼネ スト を 宣言 し た 。 


当時 ルー マニ ア の 若者 全員 を 悩ま せ て いた 真実 の 本 質 に つい て 代表 者 た ち が ど れ だ け じ 定 式 化 で きた と し て も 、12 月 

10 日 は 合意 事項 を 定式 化す る 価値 と し て は それ ほど 大 きく な い 。 こ の 若者 が 自分 の 魂 が 見 た 光 に 目覚 め た と いう 奇跡 の 
お か げ で 、 そ れ は 素晴らし いこ と で す 。 聖 戦 を 宣言 する と いう 共通 の 行動 を と っ た 彼 の 決断 に 対し て 、 そ れ は この 若者 に 
多大 な 心 の 強 さ 、 多 大 な 英雄 的 行動 、 多 大 な 成熟 既知 お よび 未知 の 多く の 犠牲 、 そ し て 非常 に 多く の 墓 を 要求 する こ 

と に な る だ ろう ! 


1922 年 12 月 10 日 、 こ の 地 の 若者 た ち は 大 き な 試 績 に さら され まし た 。 


eeete よ 到 機 寺 招 by Google 


* 伝説 の ロビ ン フ ッ ド タイ プ の 男性 。 (Tr.) 


ブカレスト の 人 々 も 、 遠 く 離れ た 私 も 、 そ し て お そら く 高 校生 だ っ た が 、 今 日 多く の 刑 騰 所 で 苦 

し むか 地下 で 眠っ て いる 人 々 も 、 今 日 この 日 が 私 た ち を これ ほど 多く の 危険 に さら すこ と に な 

る と は 信じ られ ませ ん で し た 。 私 た ち は 国 を 守る た め の 戦い で 多く の 打撃 を 受け 、 多 く の 傷 を 負い 
ま し た 。 


ブカレスト 、 ク ルー ジュ 、 ヤ シ 、 チ ェ ル ナウ ティ で は 、 指 導 者 で は な く 自 ら の 直観 力 に 導 か 

れ て 敵 に 向かう 学生 集団 の 恐る べき 爆発 が あっ た 。 彼 ら 5 は まず ユダ ヤ 系 マス コミ に 目 を 向 
ける : ア デ ヴ ァ ルル (「 真 実 」) 、 デ イィ ミナ ー タ (「 朝 」) 、 マ ント ゥ イレ ア (「 救 い 」) 、 
オピニ ア (「 オ ピニオン 」) 、 ル メア (「 世 界 」) 、 ホ ッ ト ベ ッ ド ルー マニ ア 人 

に と っ て 道徳 的 感染 、 毒 混乱 の 原因 と な る 。 彼 ら は 彼ら を 破壊 する た め だ け で な く 、 

ルー マニ ア 国 民 に 警戒 し な けれ ば な ら な い 英 の 前 線 の 危険 性 を 示す た め に 彼ら に 頼 
っ て いる 。 報 道 機関 に 対し て デモ を 行う と いう こと は 、 報 道 機関 を 国益 の 敵 で ある と 宣 

言 し ユダ ヤ 人 また は ユダ ヤ 化 され た ルー マニ ア 人 が 書い た 報道 に 騙さ れ た り 、 盲 
目 に され た り 、 誘 導 さ れ た り し な いよ うに ルー マニ ア 人 の 注意 を 喚起 する こと を 意味 する 。 


この 報道 は 宗教 的 思想 を 攻撃 し ノリ ルーマニア 人 の 道徳 的 抵抗 力 を 弱め 、 神 と の 接触 を 断ち 切り ま 
す 。 こ の 報道 機関 は 反 国家 論 を 広め 、 国 民 へ の 信仰 を 弱め 、 国 民 を 祖国 の 土地 、 祖 国 へ の 
愛 、 常 に 戦い と 犠牲 を 求め て きた 土地 か ら 引 き 離 し ます 。 


この 報道 機関 は ルー マニ ア の 利益 を 誤っ て 伝え 、 国 益 に 反する 方 向 に ルー マニ ア 人 を 誤っ た 方 向 に 
誘導 し 、 方 向 づ け て いま す 。 こ の 報道 は 、 外 国人 が 自分 た ちの 利益 を 満た すこ と が で きる よう に 、 

凡 席 な 分 子 や 腐敗 する 可能 性 の ある 人 々 を 持ち 上 げ 、 ユ ダ ヤ 教 と その 利益 の た め に 何ら の 便宜 
を 図 ろ うと も し な い 道 徳 的 な 人 々 を 周 め る も の で ある 。 


この マス コミ は 国民 の 魂 を 毒 し 、 セ ン セ ー シ ョ ナ ル な 犯罪 、 不 道徳 な 事件 、 中 絶 、 冒 険 を 
毎日 そし て 組織 的 に 公表 し て いる 。 
この 報道 機関 は 真実 を 殺し 、 ノ ルーマニア の 戦闘 員 に 対す る 破壊 の 武器 と し て 中 傷 を 使用 し て 、 極 
悪 非道 な 執 押 さ で 嘘 を 提供 し ます 。 こ れ が 、 ル ー マ ニ ア 人 が ユダ ヤ 人 の 新聞 を 読む と き に 注意 
し 、 無 計画 に 印刷 され て いな いす べ て の 単語 に 注意 を 払い 、 そ の 背後 に ある ユダ ヤ 人 の 計画 
を 解読 し よう と 努め な けれ ば な ら な い 理 由 で す 。 学 生 運 動 が ユダ ヤ 人 の ニュ ー ス 編集 室 に 電 
話 を か け 、 彼 ら を ルー マニ ア 国 民 の 敵 だ と 宣言 し た の は 、 こ うし た 問題 だ っ た 。 私 は 、 学 
生 大 衆 の 恐ろし い 爆 発 は 指導 者 に よっ て で は な く 、 彼 ら の 直観 力 に よっ て 導 か れ た も の で 
ある こと を 強調 し まし た 。 


な ぜ な ら 、 誰 か が 敵対 的 な デモ を 行う た め に 数 人 を 誰か の 家 に 追い 込む こと は 簡単 だ が 、 大 勢 
の 群衆 が 本 能 の 赴く まま に 敵意 を 持っ て 誰か に 敵対 し た 場合 、 そ の 人 は 控訴 の 権利 も な く 敵 と 
し て 非難 され る か ら で あ る 。 国 民 。 


Miele よ 到 機 繊 郷 記 by Google 
「 ヌ メル ス 。 ク ロー サス 」 


「 ヌ メル ス ・ ク ロー スス 」 と いう 公式 は 学生 闘争 中 に 口 か ら 口 へ 伝え られ ます が 、 大 衆 が 公式 を 発 
行 し な いた め 、 救 済 の 公式 と し て で は な く 、 彼 ら は 會 威 を 指摘 し ます 。 


「Numerus clausus」 と は 、 ユ ダ ヤ 人 の 奴 威 が 多数 存在 する た め 、 学 校 、 商 工業 、 あ る い は 独立 し た 
職業 に お いて 、 も は や ユダ ヤ 人 を 支援 で き な い こと を 意味 し ます 。 「 あ な た の 大 多数 に 注意 を 
払い な さい 」 と は 「numerus clausus」 が 意味 する も の で 、 そ れ は 私 た ちの 国家 抵抗 力 を 超え て お 
り 、 私 た ち が 行 動 を 
起こ さ な け れ ば 私 た ち は 民 族 と し て 滅び る こと に な り ま す 。 


これ は この 式 の 合計 値 で す 。 あ る い は 、 経 済 性 の 尺度 と し て 、 お 好み で あれ ば 、 病 気 を 治す に は まっ 
た く 不 十分 で は ある も の の 、 必 要 な 応急 処置 と し て の 緊急 処方 と し て の 価値 が あり ます 。 
「Numerus clausus」 自 体 は 、 学 校 、 職 業 な ど に お ける ユダ ヤ 人 の 制限 を 意味 し ます 。 こ の 制限 は 何 
人 まで で すか ? ル ー マ ニ ア に お ける 全 ユ ダ ヤ 人 の 数 と ルー マニ ア 人 の 数 の 比率 。 つ まり 、 ル ー マ ニ ア 
に ルー マニ ア 人 が 1,500 万 人 、 ユ ダ ヤ 人 が 300 万 人 いる と する と 、 そ の 割合 は 200% に な り ま す 。 「 ヌ 
メル スク ロー スス 」 の 公式 に よれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 は 20% の 割合 で 学校 、 医 療 専門 職 、 バ ー な ど に 入学 を 許 
可 さ れ な けれ ば な ら な い 。「 ヌ メル ス ・ ク ロー スス 」 と は 、 ユ ダ ヤ 人 の 数 を ユダ ヤ 人 の 数 と ユダ ヤ 
人 の 総数 の 間 の 割合 に 制限 する こと を 意味 する 。 ル ー マ ニ ア 人 。 


「 ヌ メロ ス ・ ク ロー スス 」 は 国家 内 で ユダ ヤ 人 を 再 分 配 す る た め の 公 式 に すぎ ず 、 問 題 を 解決 する 
た め の 公 式 で は な い 。 こ の 計算 式 は か な り の 割合 を 扱っ て いる た め 、 ほ と ん ど 何 も 解決 し ませ ん が 、 ユ 
ダ ヤ 人 の 高い 割合 を 減ら すこ と は で きま せん 。 ユ ダ ヤ 人 が 300 万 人 だ と し た ら 、 そ れ だ けが 残る 。 特 
に 、 こ の 高い 割合 の 原因 は 治療 され て お ら ず 、 そ れ を 軽減 する 手段 も 示さ れ て いま せん 。 最 後に 、 そ れ 自 
体 は ユダ ヤ 人 問題 を 解決 する 手段 に は な り ま せん 。 


ユダ ヤ 人 問題 


Mielete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 
ユダ ヤ 人 の 数 


多数 の ユダ ヤ 人 は 一 連 の 問題 を 引き 起こ し ます 。 1. ルー マニ ア の 土地 問 
題 。 2. 都 市 の 問題 。 3. ルー マニ ア の 

学派 と 支配 階級 の 問題 。 4. 

国民 文化 の 問題 。 


これ ら す べ て は AC Cuza 教 授 の 著作 の 中 で 完璧 に 扱わ れ て いま す 。 

人 物 、 芸 術 に お ける 国籍 記事 、 国 会 演説 政治 経済 コー ス 。 以 下 に 私 が 提示 する アイ デア は 、 基 本 的 

に ク ザ 教授 の 考え に 属し ます 。 

ルー マニ ア の ユダ ヤ 人 の 数 は 正確 に は わか っ て いま せん 。 

これ は 、 収 集 さ れ た 統計 が ルー マニ ア の 政治 家 側 の 極め て 無関心 で 行わ れ た た めで あり 、 そ れ は 彼ら が 国家 
的 裏切り 行為 を 隠蔽 する た めで あり 、 ま た 世界 中 の ユダ ヤ 人 が 統計 の 真実 か ら 逃 げ て いる た めで ある 。 こ と わ 
ざ に 「 ユ ダ ヤ 人 は 嘘 に 生き 、 真 実に 触れ る と 死ぬ 」 と いう も の が あり ます 。 ち な み に 、 財 務 省 の 国家 統計 
局長 は 長らく レオ ン ・ コ レス ク 、 本 名 は レオ ン ・ コ ラー で あっ た 。 そ し て 、 彼 ら の 観点 か ら す れ ば 、 彼 ら は 正しい 。 
な ぜ な ら 、 ル ー マ ニ ア 人 が ユダ ヤ 人 の 正確 な 数 に 直面 し た ら 、 彼 ら は 真 の 国家 的 脅威 に 直面 し て いる こ 

と を 認識 し 、 祖 国 を 守る た め に 立ち 上 が る だ ろう か ら で あ る 。 言 い 換 えれ ば 、 統 計 的 真実 の 前 に 、 ユ ダ ヤ 

人 の 権力 は 弱まり 、 消 滅する の で ある 。 彼 は 真実 を 隠し 、 嘘 で ご ま か し て 生き て いく し か な い 。 


ルー マニ ア に は 200 万 人 か ら 250 万 人 の ユダ ヤ 人 が いる と 考え られ ます 。 彼 ら が 主張 する よう に ルー マニア 国民 
が た っ た 100 万 人 し か いな か っ た ら 


致命 的 な 危険 に 直面 し ます 。 な ぜ な ら 、 重 要 な の は その 数 その も の で は な く 、 そ の 数 の 質 、 特 に 国家 の 機能 構 
造 や 国民 生活 の あら ゆる 側面 に お いて ユダ ヤ 人 が 占め る 地位 で ある か ら で あ る 。 


私 た ちの 土地 は 侵略 の 地 で し た 。 し か し 、 そ の 長い 歴史 の 中 で 、 今 日 の ユダ ヤ 人 ほど 恐ろし い 数 の 侵略 者 が 
現れ た こと は あり ませ ん 。 
侵略 は 私 た ち を 通り 過ぎ まし た 。 今 日 の 侵略 者 は 決し て 去ら な い 。 彼 ら は これ まで 以上 に 未知 の 数 で 私 た ち 
の 土地 に 定住 し 、 こ の 土地 の 体 と 人 々 に か さぶ た の よう に 残り ます 。 こ の ユダ ヤ 人 の 侵略 は いつ 始ま り ま 

し た か ? 1800 年 頃 に モル ド バ 全 土 で 発見 され た ユダ ヤ 人 は わずか 数 千 人 だ っ た 。 1821 年 、 ブ カレ ス 

ト に は 120 世 帯 が いた 。 


私 た ちの 土地 へ の この 遅い 定住 は 、 ユ ダ ヤ 人 が 常に 商業 に 携わっ て お り 、 商 業 の 発展 に は 自由 と 安 
全 が 必要 で ある と いう 事実 に に る も の で す 。 


ルー マニ ア に は これ ら 2 つの 条件 が 欠け て いま し た 。 一 方 で は ルー マニ ア の 土壌 を 開発 する 自由 、 し 

た が っ て 劉 易 拡大 の 見 込み は な く 、 も う 一 方 で は 安定 と 安全 で し た 。 ル ー マ ニ ア の 土地 は 世界 で 最も 治安 
の 悪い 土地 で し た 。 ル ー マ ニ ア の 農民 に は 、 毎 年 家 、 家 畜 、 仕 事 、 作 物 の 保障 が あり ませ ん で し た 。 私 た ち 
の 国 は 侵略 に よっ て 荒廃 し 、 何 世紀 に も わた っ て 戦争 の 舞台 と な り 、 し ば し ば 外国 の 支配 や 血 な まぐ さ 

い 貢 物 の 余波 を 伴い まし た 。 


ユダ ヤ 人 は この 地 で 何 を すべ きだ っ た の で し ょ うか ? フ ン 族 、 タ ター ル 人 、 ト ルコ 人 と 戦う ? 

ユダ ヤ 人 の 侵略 は ちょ うど 100 年 前 に 始ま り ま し た 。 1829 年 の アド リア ノー プル の 和平 の 結果 、 貿 易 の 自由 
が 認め られ 、 同 時 に より 平和 な 生活 の 地平 が 見 え 始め まし た 。 そ の と きか ら 彼 ら の 侵略 が 始ま り 、 我 々 ルー 
マニ ア 人 、 特 に モル ド バ 人 の 頭脳 を 年 々 増し 増し 我々 か ら 富 を 吸い 取り 、 道 徳 的 に 破壊 し 、 絶 滅 の 危機 に 
さら し た 。 1848 年 、 モ ル ダ ビ ア の 商人 や 実業 家 は 統治 者 ミハイル ・ シ ュ ト ゥ ルツ ァ に 苦情 を 申し 立て 始め 、 
ユダ ヤ 商 人 と 彼ら の 不誠実 な 競争 に 対す る 措置 を 要求 し た 。 


それ 以来 、 侵 略 は 着実 に 増加 し まし た 。 「 侵 略 」 と いう 言葉 は 、 暴 力 や 道徳 的 、 肉 体 的 な 勇気 の 概念 を 前 提 と 
し て いる た め 、 適 切な 用 語 で は な いか も し れ ま せん 。 
「 ユ ダ ヤ 人 の 浸透 」 に つい て は さら に 詳し く 


Meete よ 到 機 緒 衝 唐 by Google 


この 言葉 は 、 抜 け 目 の な い 侵入 、 員 寺 で 不誠実 な 侵入 と いう 概念 を より よく 包括 し て いる た め 、 適 切な 用 語 で す 。 な ぜ な ら 、 戦 

い 、 リ スク へ の 直面 、 多 大 な 犠牲 達成 され た 征服 を 正当 化す る こと な く 、 人 々 の 土地 と 富 を 盗む こと は 小さ な こと で は な いか ら で 
す 。 彼 ら は 少し ずつ ルー マニ ア の 小 規 模 な 貿易 と 産業 を 征服 し まし た 。 次 に 、 同 じ 歌 暗 的 な 戦術 を 使用 し て 大 企業 と 大 産業 を 攻 

撃 し 、 国 の 北 半 分 の 都市 を 支配 し まし た 。 ル ー マ ニ ア の 中 産 階級 へ の 攻撃 は 、 敵 を 麻痺 させ る た め に 背骨 を 刺す と いう 一 部 の 捕食 
性 昆虫 の 場合 に の み 見 られ る 正確 さ で 実行 され た 。 


これ 以上 に 適切 な 場所 を 選ぶ こと は で きま せん で し た 。 中 流 階 級 へ の 攻撃 に 成功 する と いう こと は 、 ル ー マ ニ ア 国 民 を 真っ 二 つ に 
引き 裂く こと を 意味 し た 。 そ れ は 二 重 の 接触 を 持つ 唯一 の 階級 で ある 。 す な わ ち 、 農 民 階 級 と 重なり 合い 、 そ の より 良い 経済 状 

態 と 教育 の お か げ で 農民 階級 に 対し て 権威 を 行使 する 。 支 配 階級 を 肩 に 担い で いる 。 中 産 階 級 へ の 攻撃 、 つ まり 中 産 階級 の 破壊 が 
成功 す る と 、 そ の 後に 致命 的 な 結果 が も た ら さ れ 、 攻 撃 者 側 に は それ 以上 の 努力 は 必要 あり ませ ん : a) 支配 階級 の 崩壊 (この 

支配 階級 は 最終 的 に は 崩壊 し ます )、b ) そ の 再建 の 不可 能 性 、c) 混 乱 と 動物 化 、 農 民 階級 の 敗北 と 奴隷 化 。 結 局 の と 

ころ 、 ユ ダ ヤ 人 に よる ルー マニ ア の 中 産 階 級 へ の 攻撃 は 死 を 目的 と し て いる 。 一 部 の 人 が 想像 し て いる よう に 、 ル ー マ ニ ア 国 民 の 
死 は 最後 の ルー マニ ア 人 の 死 を 意味 する わけ で は な い 。 こ の 死 は 東 緯 され た 人 生 を 意味 し 

ます 。 ユ ダ ヤ 人 の た め に 働く こと に な る 数 百 万 人 の ルー マニ ア 農 民 が 奴隷 生活 に 転落 し た 。 以 下 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 数 と 

私 た ちの 地域 へ の 彼ら の 到着 に 関す る ニコ ラ エ ・ イ オル ガ 教 授 の 結語 で す 。 ロ ル ガ 教 授 は 、1913 年 9 月 13 日 に ルー マニ ア の アカ デ 
ミー で 発表 され た 論文 「 公 国 に お ける ユダ ヤ 人 の 歴史 」 の 中 で 、 こ の 疑問 を 説明 し 、 特 に 次 の よう に 述べ て いま す 。 


「 ネ アム ツ で は 、1764 年 か ら 1766 年 に か け て 数 人 の ユダ ヤ 人 が 修道 院 の 土地 に 定住 し まし た 」(p. 18)。 


「 ボ トシ ャ ニ で は 、1757 年 の 文書 の よう な 統治 者 か ら の 文書 で 、 都 市 の 他 の 住民 の 中 に ユダ ヤ 人 が 含ま れ て いる こと に つい て 
は 言及 され て いま せん 。』(p. 17) 


「 ユ ダ ヤ 人 は 時 々 スチ ャ ヴァ で 教会 の 土地 の 居酒屋 の 店 主として 現れ る が 、 時 に は オク ナ 、 ハ ル ラ ウ 、 シ レティ ウ 、 ガ ラテ ィ 、 バ 
ル ラ ド の 小 規模 な 貿易 商 と し て 現れ る (バル ラディ アン の キリ スト 教徒 が どの 貿易 より も 貿易 に 関与 し て いた と 言わ れ 
る 時 代 も あっ た ) 他 の 職業 ) 」(p.10) 。 「 そ の 後 ロ ー マ で は 、1741 年 に は 『 モ ル ダ ビ ア 人 』 と 『 ア ル メ ニア 人 』 し か 知ら れ て 
いな か っ た が 、 タ ル グ ル ・ フ ル モ ス で は 1755 年 に 『2 つ の 酒場 』 と ユダ ヤ 人 女性 が そこ に 存在 し て いた こと が 記載 され て いる 」 
(p.17-18)。 


1775 年 の 併合 当 き の ブ コ ヴィ ナ で は 、 次 の よう に な り ま し た 。 


「 ホ ー テ ィ ン と スチ ャ ヴァ の 一 部 が 併合 され て いた チェ ルナ ウ テ ィ 地方 と カン プル ング 地方 で は 、 こ れ ら すべ て の 地域 に お いて 、 
オー スト リア 帝国 の 支配 以前 に は ユダ ヤ 人 家族 は わずか 206 家族 し か いな か っ た 。 


1775 年 、 ガ リシア の 洪水 に より 、 そ の 数 は 780 800 世帯 に 達し まし た 。 

この 国 の 初代 総督 エー ゼン ベル ク 将 軍 は 、 彼 ら が 主 に ワイ ン 、 ウ ィ ス キー、 ビ ー ル な ど を 扱う 居酒屋 の 創設 に 専念 し て いる こと を 
知り まし た 。 

彼ら は 「 最 も ひね くれ た 人 々 で 、 怠 必 に 傾き 、 キ リス ト 教 徒 の 労働 者 の 汗 を か いて 何不 自由 な く 生 き て いる 」 と 将軍 は 言う 。 」 


1781 年 に 運営 され た 委員 会 は 次 の こと を 示し て いま す 。 


「 こ の 国 で は ユダ ヤ 人 は 、 あ ら か じ め 卵 の 中 の ひよ こ 、 花 に 咲い た 蜜 、 母 親 の 胎内 に いる 子羊 を 農民 か ら わ ず か な 人 金 で 買う 
習 慣 が あり 、 こ の 高利 貸し に よっ て 住民 を 完全 に 吸い 尽く し て 干からび させ て いる 」 , この よう に し て 借金 を 背負 っ た 農民 た ち は 、 
将来 自分 た ち を 救う た め の 資 源 を 見 つけ る こと が で きず 、 国 外 に 逃げ て いる の が 彼ら を 貧困 に 導く の で す 。 、 彼 ら か ら 必 死 
に 身 を 守り ます 。 


leilete よ 到 機 寺 衝 唐 by Google 


「.… カ バル 家 が 古い 現状 に 調 え る た め に エン ゼン ベル グ に 年 間 5,000.0 金 貨 を 書面 で 提供 し た た め 、 私 た ちの 統治 
者 を 汚職 する こと も 裁 か れ ま し た が 、 彼 は 国 を 完全 な 破壊 に さら すこ と を せ ず に その お 金 を 拒否 し まし た 。」 
ぅ (p.20)。 


そし て その 後 、1840 年 か ら 1848 年 頃 、 イ オル ガ 教 授 は 次 の よう に 述べ て いま す 。 


「 こ の よう な 搾取 と 甚 落 の 施設 が モル ド バ 全 土 で 、 居 酒屋 ご と に ウィ スキ ー ポ テト や その 他 の 毒物 の 瓶 を 持ち 
歩き 、 支 配 階級 の 文明 的 悪徳 を 養う 競争 を 疲 敵 させ て いる と 数 える こと も で きる だ ろう Jp. 34)。 


そし て イオ ル ガ 教 授 は 次 の よう に 書い て いま す 。 


「 そ れ で も 、 国 内 の ユダ ヤ 人 分 子 に よっ て 促進 され た 外国 人 の 介入 は 止ま ら な か っ た 。 1878 年 、 彼 ら 5 は ルー マニ ア の 
独立 を 承認 する 前 に 条件 を 課 し (多く の ルー マニ ア 人 の 血 を 犠牲 に し て 勝ち 取っ た ) 、 独 立 の 問題 で 屈辱 を 
積み 上 げた : 現 在 の カ ハ ル 家 は ルー マニ ア の 指導 者 た ち に いく ら 払 つて いる の か ? 


モル ド バ 系 ユダ ヤ 人 の 権力 に 政治 的 に 国 の 半分 を 譲り 渡し 、 自 殺せ ざる を えな い ル ー マ ニ ア …。 

そし て 、 コ ガル ニセ アヌ 氏 が アル コー ル と ユダ 
ヤ 人 の 高利 貸し か ら 村 を 守っ た た め 、 マ イオ レス ク 氏 は 海外 の 共 宗 教 者 ら の 圧力 の 結果 、 国 内 の 外国 人 に 公民 権 を 与え 
る と いう 傷 辱 か ら ル ー マ ニ ア の 尊厳 を 守っ た 。 』(p.39)。 


私 は ノル ルーマ ニア の 土壌 に お ける ユダ ヤ 人 の 入植 の 始ま り に 光 を 当て る た め に 、 偉 大 で 認め られ 議論 の 余地 の な い 
科学 的 権威 に よっ て 報告 され た これ ら の 例 を 引用 し ます 。 


ルー マニ ア の 土地 の 間 題 - 領土 法 


た と え そ れ が た と え 未 開 の 部 族 で あっ た と し て も 、 外 国 の 侵略 に 直面 し て 、 自 分 た ちの 土地 の 窮状 を 引き 裂く よ 

うな 苦痛 を 伴っ て 考え な い 人 々 は 、 こ の 世界 に 存在 する は ず が な い 。 世 界 の すべ て の 民族 は 、 歴 史 の 始ま りか ら 今 日 

に 至る まで 、 祖 国 の 土壌 を 守っ て きま し た 。 す べ て の 民族 の 歴史 は 、 私 た ちと 同じ よう に 、 自 分 た ちの 土地 を 守る た め の 闇 
争 に 満ち て いま す 。 私 た ち が 脅 か され て いる 土地 を 守る た め に 数 えら れ て いる の は 、 私 た ち ル ー マ ニ ア の 若者 の 異常 

で あり 、 病 気 の 状態 だ っ た の で し ょ うか ? そ れ と も 、 彼 が 危険 に さら され て いる の を 見 た と き に 私 た ち が 彼 を 守ら 
な か っ た ら 異 常 で すか ? 私 た ち が そ れ を 守ら な い 、 つ まり すべ て の 国 が し て きた こと を し な いと いう の は 異常 な こと で 
し ょ う 。 自 分 自身 を 世界 全体 、 そ し て 私 た ちの 歴史 全体 と 矛盾 させ る こと は 、 異 常 で あり 、 病 気 の 状態 で す 。 


な ぜ す べ て の 民族 は 自分 た ちの 土地 を 守る た め に 戦い 、 戦 い 、 そ し て これ か ら も 戦い 続け る の だ ろう か と 私 は 自問 す 

る 。 土 地 は 国家 存続 の 基盤 で す 。 国 家 は 土 の 奥深 くに 木 の よ うな 根 を 張り 、 そ こ か ら 食 物 と 生命 を 得 て い ます 。 空 中 に 浮 
いて 生き られ る 木 が な い の と 同じ よう に 、 土 地 が な けれ ば 生き て いけ な い 人 は いま せん 。 独 自 の 土地 を 持た な い 国 

家 は 、 他 の 国家 の 土地 に 、 つ まり 自ら の 体 で 自ら の 地位 を 確立 し 、 そ の 生計 を 損なわ な い 限 り 、 生 き て いく こと は で 

きま せん 。 神 が 与え て 人 々 の 生活 を 規定 する 法律 が あり ます 。 そ の よう な 法律 の 1 つが 領土 法 で す 。 神 は 各 民 族 に 、 住 
み 、 成 長 し 、 独 自 の 文化 を 発展 させ 、 創 造 す る た め の 明 確 な 領域 を 与え まし た 。 


ルー マニ ア の ユダ ヤ 人 問題 は 、 他 の 地域 と 同様 に ユダ ヤ 人 に よる この 領土 の 自然 法 へ の 違反 に あり ます 。 彼 ら は 私 た 
ちの 領土 を 侵略 し まし た 。 彼 ら は 犯罪 者 で あり 、 彼 ら の 犯罪 の 結果 を 負う よう 求め られ て いる の は 私 た ち ル ー マ ニ ア 
国民 で は あり ませ ん 初歩 的 な 論理 か ら 言え ば 、 犯 罪 者 は 犯し た 犯罪 の 結果 を 負わ な けれ ば な ら な いと いう こと で す 。 彼 
は 苦し まな けれ ば な ら な い の で し ょ うか ? 彼 を 苦し め ま し ょ う ! 


すべ て の 犯罪 者 は 苦し み ま す 。 他 人 が 犯し た 違反 の た め に 死な な けれ ば な ら な いな ど と いう 論理 は この 世に 存在 し 
な い 。 


し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 問題 は 「 人 種 憎悪 」 か ら 生 じ る も の で は な い 。 そ れ は 、 す べ て の 人 々 が 生き る 法律 と 自 
然 秩 序 に 反し て ユダ ヤ 人 が 犯し た 違反 に 端 を 発し て いま す 。 


lolete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


世界 の 。 ユ ダ ヤ 人 間 題 の 解決 策 は ? そ れ は 、 犯 罪 者 が 普遍 的 な 自然 の 秩序 に 再び 入り 込む こと と 、 彼 ら の 


自然 法 を 尊重 する こと 。 し か し 、 そ の 国 の 法律 は ユダ ヤ 人 の 侵入 も 禁じ て いま す 。 
憲法 第 3 条 に は 、「 ル ー マ ニ ア の 領土 は 、 外 国 出身 の 人 々 に よっ て 植民 地 化 さ れ て は な ら な い 」 と 書か れ て いま す 。 


200 万 人 の ユダ ヤ 人 が ルー マニ ア 領 土 に 定住 し た と いう 事実 は 、 植 民 地 化 で は な いと し た ら 何 を 意味 する の で 

し ょ うか ? し か し 、 こ の 領土 は ルー マニ ア 国 民 の 不可 侵 か つ 取 り 消 し 不能 な 財産 で ある 。 そ し て 誰か が 書い た よう に 、50 年 
後 で も 、100 年 後 で も な く 、 さ ら に は 数 千年 後 で も 、 我 々 は 1000 年 間 の ハン ガリ ー 占 領 を 経て トラ ン シ ル ヴァ ニア の 土地 
を 再 征服 する 際 に 、 こ の 土地 に 対す る 権利 を 主張 する だ ろう 。 


私 た ちと 私 た ちの 土地 


私 た ちの 周り の 人 々 は 皆 、 ど こ か よそ か ら や っ て 来 て 、 今 住ん で いる 土地 に 定住 し まし た 。 歴 史 は 、 ブ ル ガ リ ア 人 、 ト ル 
コ 人 、 マ ジャ ー ル 人 な ど が 到着 し た 正確 な 日 付 を 教え て くれ ます 。 何 も な いと ころ か ら 来 た の は た だ 一 人 だ け で す 、 そ 
れ は 私 た ちの 人 た ち で す 。 私 た ち は 極 の 木 や モミ の 木 と と も に 、 時 の 邑 の 中 で この 地 に 生ま れ ま し た 。 私 た ち は 、 土 
が 私 た ち に 与え て くれ る パン や 存在 に よっ て だ け で な く 、 そ の 土 の 中 に 眠っ て いる すべ て の 祖先 の 骨 に よっ て も 、 土 と 
つなが っ て いま す 。 私 た ちの 両親 は 全員 ここ に いま す 。 私 た ちの 記憶 の すべ て 、 戦 争 中 の 栄光 の すべ て 、 私 た ちの 
歴史 の すべ て が 、 こ こ 、 こ の 土地 に 埋もれ て いま す 。 


ここ は 不滅 の デ セ バ ル 王 の 遺 灰 の ある サル ミセ ゲト ウゥ ウザ の 遺跡 で す 。 デ セ バ ル の よう に 死ぬ 方 法 を 知っ て いる 人 は 決し て 死 
な な いか ら で す 。 「 こ こ に 支配 者 ム 人 サテ ィ ン と 支配 者 バサラ ブ が 眠る 。 こ こ ポ ドゥ ウル ・ イ ナル ト 、 ラ ズ ボ エ ニ 、 ス チャ ヴァ 、 バ イ 
ア 、 ホ ー テ ィ ン 、 ソ ロカ 、 テ ィ ギ ー ナ 、 セ タテ ア ・ ア ル バ 、 チ リア で は 、 そ こ で 戦い で 倒れ た ルー マニ ア 人 、 貴 族 や 農民 、 草 の 葉 や 
葉 の よう に た くさ ん の 人 々 が 眠っ て いる 。 


ポ サ ー ダ 、 カ ル ガ レ ー ニ 、 オ ルト 川沿 い 、 ジ ウ ・ チ ェ ル ナ 川 、 ト ウゥ ル ダ 。 不 運 で 忘れ 去ら れ た モテ ィ ・ デ * ヴ イィ ドラ の 山々 

か ら 、 フ エディ ン や アル バ ・ ユ リア (ホリ ア と 武装 し た 同胞 た ち が 捧 間 を 受け た 場所 ) ま で 、 い た る と ころ で 戦い の 

証言 と 英雄 の 墓 が 残っ て いる 。 ド ラゴス ラヴ ェ レ と プレ デア ル の オル テニ アン 山脈 、 オ イト ウズ か ら ヴ ァ ト ラ ・ ド ルネ イ ま 
で 、 カ ル パ テ ィ ア 山脈 の すべ て で 、 頂 上 で も 谷底 で も 、 い た る と ころ で ルー マニ ア 人 の 血 が 川 の よう に 

流れ て いた 。 国 民 に と っ て 困難 な 時 期 の 真夜 中 に ノル ー マ ニ ア の 地 か ら 私 た ち に 戦い を 促す 声 が 聞こ えま し た 。 私 は 尋ね ま 
す 、 そ し て 答え を 期待 し ます : ユ ダ ヤ 人 は 何 の 

権利 に よっ て 私 た ちか ら こ の 土地 を 奪う こと を 望ん で いま すか ? 


彼ら は 、 ど の よう な 歴史 的 議論 に 基づい て 、 彼 ら の 見 せ か け 、 そ し て 何より も 、 こ こ 私 た ちの 土地 に 住む セー マニ ア 人 で ある 私 た 
ち に 挑戦 する 大 胆 さ を 根拠 と し て いる の で し ょ うか ? 私 た ち は 何 百 万 も の 墓 と 、 私 た ちの 魂 だ けが 感じ て いる 何 百 万 も の 目 に 
見 えな い 糸 に よっ て この 地球 に つなが っ て お り 、 私 た ち を 地球 か ら 奪 い 取 ろう と する 者 た ち に は 悲惨 で す 。 


都市 の 問題 


し か し 、 こ の ルー マニ ア の 土地 の 範囲 内 で 、 ユ ダ ヤ 人 は どこ に も 無 計 画 に 定住 し た わけ で は あり ませ ん 。 

彼ら は 都市 に 定住 し その 中 に ユダ ヤ 人 が 密集 し た 真 の 島々 を 形成 し まし た 。 最 初 に 侵略 され 征服 され た の は 、 チ ェ ル ナウ 
ティ 、 ホ ー テ ィ ン 、 ス チャ ヴァ 、 ド ロホ イ 、 ボ トシ ャ ニ 、 ソ ロカ 、 ブ ルド ウゥ イエ ニ 、 イ トチ ャ ニ 、 ブ リ チ ェ ニ 、 セ キュ アニ な 
どの モイ ダヴ ィ ア 北部 の 貿易 都市 町 で し た 。 


彼ら の 前 で 、 ル ー マ ニ ア の 商人 と 商人 は 徐々 に 姿 を 消し まし た - 今日 は ある 通り 、 明 日 は 別 の 通り 、 明 後日 は セク ター で 
す 。 100 年 も 経た な いう ち に 、 


lolete よ 到 機 寺 尋 by Google 


古代 の 名 声 を 誇っ た ルー マニ ア の 中 心地 は ルー マニ ア ら し さ を 失 い 、 真 の ユダ ヤ 人 の 要塞 の よう な 姿 を と り ま し 

た 。 モ ルド バ の 他 の 都市 も 急速 に 骨 壊 し た : ロ ー マ ン 、 ピ アト ラ 、 フ ァ ル ティ チェ ニ 、 バ カウ 、 ヴ ァ ス ルイ 、 バ リア ド 、 フ シ 、 
テク チ 、 ガ ラテ ィ 。 そ し て 、 モ ル ダ ビ ア の 第 二 の 首 都 、 第 一 の 首都 、 そ し て か つて の スチ ャ ヴァ に 次 ぐ 第 二 の 首 都 ヤ シン シン は 、 ま っ た 
く 単純 に 、 シ ュ テ ファ ン 大 王 の 要 寒 の 貧し くも 輝かしい 遺跡 を 取り 囲む 、 汚 い ユ ダ ヤ 人 の 上 巣 窟 に 変わ っ て し まっ た 。 


今や マシ で は ルー マニ ア 人 や ルー マニ ア 人 に 会 うこ と な く 、 通 りや 地区 全体 を 歩く こと が で きま す 。 


を 参照 し て くだ さい 。 


ルー マニ ア の 家 や ルー マニ ア の お 店 。 人 々 は 、 今 で は 廃 斑 と 化し た 有名 な 教会 の 前 を 通り 過ぎ ます 。 ル ー マ ニ ア の 靴 
職人 ギル ド に よっ て 建て られ た タル パラ リ 教 会 ルー マニ ア の 馬具 職人 ギル ド に よっ て 建て られ た クレ ラリ 教会 *。 す べ 
て が 崩壊 し つつ ある 。 大 都市 ヤン シ に は 、 ル ー マ ニ ア の 靴 屋 も 馬具 屋 も も う 存 在 し ませ ん 。 


モル ダビ ア の 古い 貴族 の 聖 ニ コラ ス 教 会 は 完全 に 崩壊 し まし た 。 そ し て 、 そ の 周り の 墓 の 上 で は 、 ユ ダ ヤ 人 の レス トラ 

ン が 今 で も ゴミ 、 ゴ ミ 、 ゴ ミ を 処分 し て いま す 。 最 も 多く の 人 が 集まる メイ ン 広 場 に ある 教会 は 人 が 足り ず 閉 鎖 さ れ て いる 。 そ 
し て 、 現 在 こ の 人 々 の 集合 体 を 構成 し て いる の は ユダ ヤ 人 で す 。 ラ プス ネ ア ヌ 通り で は 、 ま る で 苦痛 の よう に うめ き 声 を 上 げ て 
いる ク ザ < ヴォ ダ 宮 殿 が ユダ ヤ 銀 行 に 変わ り 、 か つて の 庭園 に は パレ スチ ナ 様 式 の ユダ ヤ 劇 場 が 見 える 。 外 国 の 侵 

略 者 は 、 私 た ち が 最 も 神聖 視 し て いる すべ て の も の を 踏み に じ り ま す 。 私 た ちの 心 は 苦し み に う めき ます 。 私 た ち 子供 た ち 

は 引き 裂 か れ た 魂 を 抱え て 自問 し ます 。 自 国民 に 対し て あれ ほど 敵意 を 持っ て 行動 する ルー マニ ア 人 が どう し て 存在 する 

の で し ょ うか ? ど うし て こん な に 裏切り 者 が 多い の で し ょ うか ? な ぜ 彼 ら は 裏切り の 瞬間 に 壁 に 向かっ て 並べ ら 

れ た り 、 生 きた まま 焼 か れ た り し な か っ た の で し ょ うか ? ど うし て みん な 無 表 情 な の ? ど うし て 私 た ち は 何 も し な い の で 

し ょ うか ? 


それ ら は 私 た ち に 重く の し か か り 、 魂 を 悩ま せ 、 人 生 を 妨げ る 良心 の 問題 で す 。 
私 た ち は 、 戦 い 、 苦 し み 、 墓 の 中 以外 で は 決し て 平安 を 得る こと が で き な い こと を 知っ て いま す 。 
私 た ちの 沈黙 は 私 た ち を 肛 病 で 覆い 、 一 分 一 秒 の 遅れ が 私 た ち を 殺し て し まっ て いる よう に 思え ます 。 


私 た ち は 、 こ の 国 の 疲れ きっ た 体 に 開い た 傷 で ある ベッ サラ ビア の 匂 易 都市 や 圭 に つい て さえ 言及 し ませ ん 。 


私 た ち は 、 奴 隷 状態 に ある ルー マニ ア 人 が 毎日 死ん で いる マラ ムレ シュ に つい て さえ 触れ て いま せん 。 マ ラム レシ ュ の 大 

き な 悲 劇 を 説明 で きる 言葉 は あり ませ ん 。 し か し 、 腐 敗 は 癌 の よう に 広がり まし た 。 ラ ム ニ ク ル . サ ラ ト 、 ブ ザウ 、 プ ロ エ 
ステ ィ に 到達 し 、 首 都 を 侵入 し た 。 15 年 後に は 、 古 代 ル ー マ ニ ア の 地域 で ある ヴァ カレ ステ ィ が 陥落 し まし た 。 ド ゥ デ 

ステ ィ は 完全 に 倒れ た 。 カ レア <: グ リヴ ィ テ イ の ルー マニ ア の 商人 た ち も 同 様 だ 。 オ ボー ル 地 区 の 有名 な 商人 が 亡くな 

り 、 ユ ダ ヤ 人 が その 地位 を 引き 継ぎ まし た 。 カ レア ヴィ クト リエ イコ ユ * が 下落 し た 。 今 日 、 現 実に は 、 そ れ は 単なる ルー マ 

ニア の 「 敗 北 」 の 道 に な っ て いま す 。 現 在 、 カ レア 。 ビ クト リエ の 不動 産 の 4 分 の 3 は ユダ ヤ 人 が 所 有 し て いま す 。 過 去 

10 年 間 で 、 ユ ダ ヤ 人 は ドナ ウ 平 原 を 越え て 西 に 広がり 、 オ ルテニア 、 そ し て ミカ エル 勇者 の 首都 で ある クラ イオ ヴァ の 首都 へ と 
広がっ た 。 彼 ら は 、 高 給 を 得 て ユ ダ ヤ 人 問題 な ど 存 在 し な いふ り を し て いる ルー マニ ア の 政治 家 の 保護 の も 

と 、 セ ヴェ リン の ラム ニク ル ・ ヴ ァ ル チャ に 行っ た 。 


この 政治 家 た ちの 国民 に 対す る 裏切り は あま り に も ひど い の で 、 も し 彼ら が まだ 生き て いる な ら 国 民 は 目 を えぐ り 
出さ な けれ ば な ら な い 。 彼 ら が 死ん で いれ ば 、 骨 は 掘り 起こ され て 公共 の 広場 で 焼 か れ な けれ ば な り ま せん 。 役 ら の 子供 
や 孫 た ち は 起 訴 さ れ 、 財 産 は 没収 され 、「 裏 切り 者 の 息子 」 と いう 汚名 を 着せ られ る こと に な っ た 。 都 市 は 国 の 

経済 の 中 心地 で ある た め 、 ル ー マ ニ ア の 都市 の 喪失 は 私 た ち に 壊滅 的 な 影響 を 及ぼ し ます 。 国 の 富 は 

すべ て 彼ら に 鞭 積 さ れ て いま す 。 都 市 を 支配 する 者 が 生存 手段 、 国 家 の 富 を 支配 する こと に な る 。 国 富 の 所 有 

者 で ある ルー マニ ア 人 に と っ て は 無関心 な の だ ろう か ? 私 た ち 自 身 で すか 、 そ れ と も ユダ ヤ 人 で すか 2? 世界 中 の 誰 に と 
っ て も 、 こ れ は 無関心 の 問題 か も し れ ま せん 。 な ぜ な ら 、 集 団 は 内 部 で 再生 産 し 、 発 展 す る か ら で す 。 


lolete よ 到 機 緒 押 唐 by Google 


自由 に 使え る 生存 手段 が 少な い ほ ど 、 問 題 の 人口 の 増加 は 小さ く な り 、 発 展 の 可能 性 は 小さ く な 

り 、 逆 も 同様 で す 。 人 口 の 法則 に 関す る これ ら の 真実 は 、 す べ て の 経済 学者 に よっ て 研 

究 さ れ 、 ク ザ 教 授 に よっ て 比類 の な い 明 快 さ で 定式 化 さ れ ま し た 。 ル ー マ ニ ア の 富 が ユダ ヤ 

人 の 手 に 渡る と いう こと は 、 ル ー マ ニ ア 人 へ の 経済 的 また は 政治 的 依存 を 意味 する だ け で な く 、 
経済 的 自由 を 持た な い 人 々 に は 政治 的 自由 も な いか ら で す 。 そ れ は それ 以上 の 意 

味 を 持っ て いま す 。 つ まり 、 我 々 の 成長 能力 その も の を 打ち 砕く 国家 的 脅威 で す 。 人 口 的 に は 。 私 た 
ちの 生計 手段 が 失わ れる に つれ て 、 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 は 、 外 国 か ら の 侵略 と 私 た ちの 生 

計 手 段 の 押収 の 両方 の た め に 、 日 々 その 数 が 増加 し て いる ユダ ヤ 人 の 手 に 私 た ちの 場所 を 残し て 、 
私 た ちの 土地 で 滅び る で し ょ う 。 生 存 、 私 た ちの 冨 。 


* それ ぞ わ れ 靴 屋 と 馬具 屋 の 複数 形 。 (Tr.) 


第 二 に 、 都 市 は 国家 の 文化 の 中 心地 で す **。 こ こ 都 市 に は 学校 、 図 書館 劇場 教室 が あり 、 す べ て 都 
市 の 住民 に サー ビス を 提供 し て いま す 。 ユ ダ ヤ 人 の 家族 は 、5 人 か 6 人 の 子ども を 学校 に 通わ せる の が 
容易 だ が 、 ル ー マ ニ ア の 農民 は 、 都 市 か ら 遠 く 離 れ た 辺 部 な 村 に 住ん で お り 、 子 ども を 最後 まで 
学校 に 通わ むせ る こと は ほとん ど で き な い 。 そ し て この 場合 、 彼 は 体力 も 富 も 完全 に 疲 敵 し て 

お り 、 家 に いる 他 の 4、5 人 の 子供 の 幸福 を 危険 に さら す ほ ど だ 。 し た が っ て 都市 を 支配 する 者 は 、 

文化 へ の 参加 の 可能 性 を 支配 する こと に な り ま す 。 し か し 、 そ れ だ け で は あり ませ ん 。 国 家 が 世界 

に お いて その 文化 的 使命 を 果たす の は 都市 と 学校 を 通じ て で す 。 ル ー マ ニ ア 人 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 

声 、 ペ ン 、 心 、 精 神 を 通じ て 文化 的 使命 を 果たす こと が どの よう に し て 可能 で し ょ うか ? 


最後 に 、 都 市 は 国家 の 政治 的 中 心 で あり 、 国 家 は 都市 の 指導 に 従い ます 。 

直接 的 また は 間接 的 に 都市 を 管理 する 者 が 国 の 政治 的 指導 力 を 持ち ます 。 都 市 の 外 に ある 田 
舎 に は 何 が 残っ て いる の で し ょ うか ? 人 間 と し て の 生存 手段 を 持た ず 、 疲 映し て 貧困 に 陥り 、 文 化 も 
な く 、 酒 に 中 毒 に な っ た 数 百 万 人 の 農民 が 、 今 や ルー マニ ア の 都市 の 領主 と な っ た 裕福 な ユダ 
ヤ 人 、 あ る い は ルー マニ ア 人 (市 長 、 市 長 、 警 察 、 憲 兵 ) に 率い られ て いる 。 、 閣 僚 ) が 名 目 上 の 
管理 者 で ある の は 、 彼 ら が ユダ ヤ 人 の 計画 の 仰向け の 実行 者 に すぎ な いと いう 理由 だ け で す 。 

これ ら の 役人 た ち は 支 援 さ れ 、 お 世辞 を 受け 、 贈 り 物 を 浴び せら れ 、 行 政 評議 会 に 組み 込ま れ 、 

司法 経済 権力 か ら 毎月 給料 が 支払 われ て いる (ユダ へ の 給料 は 一 度 だ け だ っ た ) 。 彼 ら は 金銭 欲 
が 揺 き 立て られ 、 区 沢 と 悪徳 に 駆り 立て られ 、 ユ ダ ヤ 人 の 指令 や 条例 に 従わ な けれ ば 、 た と え 閣 僚 で 
あっ て も 簡単 に 追放 され る 。 彼 ら の 給料 や 手当 は 削減 され 、 補 盗 や 翌 し い 取 引 が 暴露 され 、 彼 ら を 
妥協 させ る た め に 関与 し て いる こと が 暴露 され る 。 


これ が 、 私 た ち が 都 市 を 失っ て 以来 、 ル ー マ ニ ア の 祖国 に 残っ て いる も の で す 。 不 誠実 な 支配 階 
級 、 自 由 の な い 農 民 、 そ し て 国 も 未来 も な い ル ー マ ニ ア の 子供 た ち で す 。 


ルー マニ ア の 学校 の 問題 


都市 を 制す る 者 は 学校 を 制 し 、 今 日 学校 を 制す る 者 は 明日 の 国 を 制す る 。 以 下 は 1920 年 の 統計 で 


チェ ルナ ウ テ ィ 大 学 の 状況 


哲学 学校 。 


leilete よ 到 機 寺 尋 記 by Google 


夏 学期 リレー マ ニア 人 :174 人 。 ユ ダ ヤ 人 574 人 。 


法学 士 。 


夏 学 期 、 宗 派 別 : 正教 会 : 

237 (ルー マニ ア 人 と ルー テニ ア 人 ) 
カト リッ ク 教 徒 : 98 

ルー テル 派 : 26 


その 他 の 宗教 : 31 
へ ヘブライ 語 : 506 


De Situatia Demongrafica a Romaniei (ルー マニ ア の 人 口 動 態 ) Em. 


ヴァ シリ ュー= ク ルー ジ p. 84 


* フ ァ ッ ショ ナブ ル な ショ ッ ピ ング 街 、 ビ クト リー ウェ イ (Tr.) 
AC Cuza、Apararea Nationala (「 国 防 」) No. 3、1922 年 5 月 1 日 を 参照 。 


ベッ サラ ビア で 


舎 の 小学 校 : 男子 : 
ルー マニ ア 人 72,88,9 人 、 ル ー マ ニ ア 人 以外 の キリ スト 教徒 1.974 人 女子 プレ ルーマニア 人 27,555 人 、1,302 人 
非 ル ー マ ニ ア 民 族 キ リス ト 教 徒 


都市 部 の 小学 校 男子 。 
ルー マニ ア 人 6,385 人 、 非 ルー マニ ア 人 2.,435 人 、 そ の うち 1,351 人 が ユダ ヤ 人 で あっ た 。 女 の 子 : 
ルー マニ ア 人 5,501 人 、 非 ルー マニ ア 人 2,435 人 、 そ の うち 1,492 人 が ユダ ヤ 人 で あっ た 。 


中 等 学校 お よび 専門 学校 : 1,535 正 
統 派 、6,302 校 


ヘブライ 語 、 


混合 中 等 学校 : 690 正教 341 へ ブラ イ 


有 


o 


(前 掲 書 84-.5 ペ ー ジ ) 


古代 王国 で 


ルー マニ ア 系 コ ダ ヤ 人 
バカ ウ 大 学 363 198 


ボ ト サ ニ 高 等 学校 229 127 

ボ ト シ ャ ニ 女 性 体育 館 155 173 

ドロ ホイ の ライ セ ウ ム 177 167 

ファ ル テ ィ チ ェ ニ の ライ セ ウ ム 152 100 

国立 リセ 、 ヤ シ 292 201 

アレ クサ ンダ ー ザ グッ ド ギムナジウム 、 ヤ シ 93 215 
ステ ファ ン 大 王 ジム 、 ヤ シイ 94 120 

ロー マ の ライ セ ウ ム 256 157 

ピア トラ ネ ア ム ツ 図 書館 343 179 


私 立 学校 : 
ブカレスト 441 781 
ヤン 37' 108 


ガラ ティ 1.90、199 


、 ユダ ヤ 人 は 1.281 人 。 


、 ユ ダ ヤ 人 は 2,147 人 。 


leo#lete よ 到 機 緒 招 by Google 


(0p.cii. Pp.85-7) 
天 


1918 年 に ルー マニ ア が 統一 され る 前 の モル ダビ ア と ワラ キア 。(a) 


ヤシ 大 学 の 状況 
ルー マニ ア 系 ユダ ヤ 人 
医学 部 546 831 
薬学 部 97 299 

芸術 学部 35 1 100 
理学 部 722 321 
法学 部 1.743 370 


(0p.cit. Pp.87-8) 


ルー マニ ア の 教育 制度 は 、 こ の よう に 多数 の ユダ ヤ 人 に よっ て 破壊 され 2 つの 問題 を 引き 起こ し 
て いま す 。 


1. ルー マニ ア の 支配 階級 の 問題 。 政 治 家 だ け で な く 、 あ ら ゆ る 活動 分 野 の すべ て の リー ダー を 含む 明 
日 の リー ダー は 学校 か ら 形 成 さ れる か ら で あ る 。 


2. 国民 文化 の 問題 。 学 校 は 国民 の 文化 が 形成 され る 実験 室 だ か ら で す 。 


ユダヤ 人 に 抑圧 され て いる この ルー マニ ア の 学校 制度 の 悲劇 を 強調 する た め に 、 我 が 国 で 最も 著名 な 教育 学者 の 一 人 で 

ある ヤシ 大 学 の イオ ン ・ ガ ヴァ ネス クル 教授 の 痛ま し い 発 見 を 以下 に 引用 する こと が 特に 重要 で ある と 考え ます 。 ヤ シ 国 立 ラ イセ 
ウム が 提供 する この 光景 は 、 学 生 の 圧倒 的 多数 が ユダ ヤ 人 で 構成 され て いる 。 少 数 の ルー マニ ア 人 学生 は 奇妙 に 感じ て いる 。 
休み 時 間 に な る と 、 彼 ら は 落ち 

着き な く 部 屋 の 隅 に 隠れ ます 。 彼 ら は 寛容 な 少数 派 を 構成 し ます 。 


ほとん どの 人 は 離れ て 暮らし て お り 、 自 分 た ちの 懸念 事項 、 ゲ ー ム 、 サ ー ク ル 、 マ カビ ー、 ハ コア 、 マ コア な どの 
こと 、 会 議 や 講義 、 ス ポー ツ 仕 事 の 予定 楽し い 時 間 な ど に つい て 話し 合っ て いま す 。 

そし て 、 ル ー マ ニ ア 人 の 裁量 に 疑問 が ある 場合 ユダ ヤ 人 の 生徒 (国内 で は 少数 派 だ が 学校 で は 多数 派 ) は 、 仲 間 内 で ささ や 
いた り 、 直 接 イデ ィ ッ シュ 語 に 切り 替え た りす る 。 


ルー マニ ア の 教師 が この よう な 生徒 の 魂 に 直面 する の は 残念 で す ! 

思わ ず 、 彼 は アヒル の 卵 を 時 化 させ た 鶏 の こと を 思い 出し ます 。 湖 の 端 で 、 怖 が っ て 鳴き 声 を 上 げ な が ら 立 っ て いる 彼女 を 
見 て くだ さい 。 彼 女 は 必死 に 自分 の アヒル の 子 た ち に 呼び か け て いま す 。 ア ヒル の 子 た ち は 水 に 飛び 込み 、 反 対 側 に 滑り 落ち て 
追い か ける こと が で きま せん 。 こ の 聴衆 に どの よう な ナシ ョ ナリ ズム を 教え られ る で し ょ うか ? 自 分 の 中 に 愛国 心 ノ ルー マニ 

ア の 願望 理想 の 炎 を 感じ た ら 、 話 せま すか ? 口 さえ 開け て も ら え ます か ? 彼 ら の 額 は ロッ ク し 、 言 葉 は 唇 に 固まり ます 。 


偉大 な コガ ル ニ セ アヌ 、 外 国人 留学 生 で いっ ぱい の 観客 席 の 前 で … ル ルー マニア の 歴史 を 紹介 する 有名 な 演説 を 、 今 日 ルー マニア 
の 「 国 立 体育館 が ユダ ヤ 人 の 「 国 立 」 こ な っ た まさ に この 場所 で 行う こと が で きた の だ ろう か 。 1 つ ? 


彼 は 、 理 解 と 信仰 に 満ち た 輝く 瞳 か ら の 共感 か ら その 強 さ を 引き 出す イン スピ レー ショ ン を 失っ て いた だ ろう 。 


1. ガ ヴァ ネス クル 、Imperativul momentului istoric、(「 歴 史 的 瞬間 の 命令 」) p.67。 


も っ と : 
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「 そ し て 、 国 民生 活 の 一 側面 に 限っ て 言え ば 、 イ ギリ ス 、 フ ラン ス 、 イ タリ ア で 、 大 多数 の 生徒 が 先住 民族 以外 の 民族 に 
属し て いる 、 い か な る レベ ル の 学校 も 見 た こと が な い だ ろ う 。 「 た と えば 、 英 国 の 大 学 の 法科 大 学院 で は 、 ユ ダ ヤ 人 が 
547 人 、 英 国人 が 234 人 で 、1920 年 の チェ ルナ ウ テ ィ 法科 大 学院 に お ける ユダ ヤ 人 対 ル ー マ ニ ア 人 の 比率 と 同 
じ で ある と 想像 する か も し れ ま せん 。 ? 「 そ れ と も 、 イ タリ ア の 哲学 学校 に は 、 チ ェ ル ナウ ティ の ユダ ヤ 人 対 ル ー マ ニ 
ア 人 の 比率 が 同じ で 、 イ タリ ア 人 174 人 に 対し て ユダ ヤ 人 が 574 人 いる 可能 性 が ある と いう こと で すか ? 


「 こ れ ら の 比率 は 正常 で すか ? そ れ ら は 容認 で き な い 、 考 えら れ な い ほ どの 民族 生物 学 の 怪物 で は あり ま 
せん か ? そ れ ら は ルー マニ ア 人 民 の 責任 ある 支配 階級 の 側 の 犯罪 的 無意識 の 兆候 で は あり ませ ん か ? 」(|. ガ ヴァ ネス ク 
ル 、op.cii、) 


ロー マ の 指導 者 階級 の 問題 


し か し 、 今 の 学生 や 学生 と は 誰 で し ょ うか 2? 今日 の 学生 は 、 教 師 医 師 、 エ ンジ ニア 、 ガ 護 士 、 市 長 、 議 員 、 明 日 の 大 

臣 、 つ まり あら ゆる 活動 分 野 に お ける 人 々 の 将来 の リー ダー で す 。 も し 今 の 生徒 た ちの 50、60、709%6 が ユダ ヤ 人 な ら 、 明 日 
に は 論理 的 に この ルー マニ ア 国 民 の 50、60、709%6 が ユダ ヤ 人 の 指導 者 と な る で し ょ う 。 国 家 が 大 学 の 外国 人 

留学 生 の 数 を 制限 する 権利 が ある か どう か は 、 依 然 と し て 疑問 の 余地 が ある か も し れ な い 。 


ハー バー ド 大 学 で は この 質問 に どう 答え て いる か を ご 紹介 し ます 。 ユ ダ ヤ 人 間 題 を 研究 し た 後 の 嘘つき 卒業 生 モリ ス ・ 
グレ イ の 紀要 (1906 年 ) - 『 ヌ メル スク ラウ スス 』 の ク ザ 教授 が 引用 し た も の 。 11. モリ ス ・ グ レイ は 、 原 

理 的 に 問題 を 定式 化す る こと か ら 始め 、 次 の よう に 尋ね まし た 。「 ま ず 、 大 学 の 機能 と は 何で すか ? その 機能 は 

何で すか ? 


「 彼 の 義務 が 個人 に 対す る も の で あれ ば 、 大 学 へ の 入学 は 率直 か つ 明 白 に 民主 主義 の 原則 に 基づい て いな けれ 
ば な り ま せん 。 す べ て の 受験 者 は 、 入 学 試験 に 合格 し 、 最 初 の 授業 料 を 支払 うこ と を 条件 に 入学 を 許可 され な けれ ば な り 
ませ ん 候補 者 の 性 格 、 ま た は 昇進 能力 、 ま た は 候補 者 自身 また は 他 者 に と っ て の 有用 仁 の 浴 在 的 な 可能 性 に つい 
て の 深刻 な 調査 。 


し か し 、 大 学 の 義務 が 国家 に 対す る 義務 で ある な ら ば 、 学 生 の 入学 に 対す る 大 学 の 態度 は お の ず と 別 の 原則 に 
基づく も の で な けれ ば な ら な い 。 


私 の 意見 で は 、 大 学 の 義務 は 、 人 間 の 思考 の さま ざま な 領域 で 人 材 を 訓練 し 、 少 な く と も その うち の 何人 か が それ ぞ れ の 
分 野 で リー ダー に な り 、 そ れ に よっ て 国家 に 奉仕 で きる よう に する こと で す 。 


これ は し っ か り と 確立 され た 原則 で す 、 ク ザ 教 授 は こう 付け 加え た 。 


「 大 学 の 義務 は 国家 に 対す る も の で あり 、 そ の た め に 大 学 は あら ゆる 分 野 の リー ダー を 養成 し な けれ ば な ら ず 、 彼 ら 
は 必然 的 に 民族 的 に 先住 民 で な けれ ば な ら な い 。」 な ぜ な ら 、 国 家 に と っ て 外国 の 指導 者 を 大 学 で 教育 する こと は 容認 
で き な い か ら で あ る 。 」 


これ まで の 数 字 か ら 、 明 日 の ルー マニ ア 支 配 階級 の 深刻 な 問題 を 推測 する こと が で きま す 。 確 立 さ れ た 真実 が 1 

つ 残 っ て いま す 。 そ れ は 、 ル ー マ ニ ア は ルー マニ ア 人 に よっ て 導 か れる べき で ある と いう こと で す 。 ル ー マ ニ ア は ユダ 
ヤ 人 に よっ て 指導 され る べき だ と 主張 する 人 は いま すか ? そ う で な い 場 合 は 、 

1 つ 

ルー マニ ア の 若い 学生 が 正しい こと 、 そ し て すべ て の 運動 、 す べ て の 間違い 、 す べ て の 悪名 、 す べ て の 挑発 、 す べ て の 陰 
課 、 そ し て これ か ら も 積み 重ね られ る すべ て の 不正 を 認め な けれ ば な ら な い 。 


leilete よ 到 機 寺 招 by Google 


この 若い ルー マニ ア 人 は 、 ル ー マ ニ ア 人 と その 優秀 な 戦闘 上 を 絶滅 さす る た め に ユダ ヤ 人 が 人 行っ た 戦争 に 自分 
た ちの 正当 性 を 見 出 し て いる 。 


国民 文化 の 問題 


これ が すべ て の 問題 の 中 で 最も 深刻 で ある と 考え る 人 々 は 、 そ の 果実 の 問題 を 心配 する 木 の よ うな も の で 

す 。 毛 虫 に 虐げ られ て いる こと に 気づく と 、 彼 は この 世 で の 使命 を 果たす こと が で き な く な り 、 実 を 結ぶ こと も 
で き な く な り ま す 。 そ の 場合 彼女 は 人 生 そ の も の の 間 題 より も さら に 大 き な 最も 圧 し い 問題 に 直面 し な 
けれ ば な ら な いで し ょ う 。 な ぜ な ら 、 役 女 の 人 生 の 目的 が 破壊 され る の を 見 て 、 彼 が 死ん だ 場合 の 方 が 彼女 に 
と っ て より 苦痛 だ か ら で す 。 最 大 の 苦痛 は 無駄 な 努力 に よる 苦痛 で ある 。 な ぜ な ら 、 そ れ は 人 生 の 無益 さ 

の 恐ろし い 認 識 か ら 生 じ る 苦痛 だ か ら で あ る 。 


私 た ち ル ー マ ニ ア 国 民 が 実 を 結ぶ こと が で き な く な る の は 怖く な いで すか ? 私 た ち に は 、 他 の 民族 の 文化 と 並ん で 世界 で 輝 
ける 、 私 た ち 自身 の 、 私 た ちの 民族 、 私 た ちの 血 に よる ルー マニ ア 文 化 が な いと いう こと で し ょ うか 人 22 今日 私 た ち は ユ ダ ヤ 人 の 
本 質 の 製品 を 世界 に 提示 する こと を 非難 され て いる の で し ょ うか 2? 今 日 、 こ の 瞬間 、 世 界 が ルー マニ ア 国 民 が 私 た ちの 血 と 国家 
の 天才 の 成果 を 示す た め に 現れ る の を 待っ て いる と き 、 私 た ち は 自 分 た ち に 次 の よう な も の を 提示 し ます 。 


ユダ ヤ 文 化 風 刺 画 の 感染 ? 


私 た ち は こ の 問題 に 深い 苦悩 を 抱い て 見 つめ て お り 、 自 分 の 歴史 全体 が 危険 に さら され て いる の を 目の当たり に し て 、 身 を 守 
る た め に 武器 を と ら な い ル ー マ ニ ア 人 は いな い だ ろ う 。 こ こ に 、|. ガ ヴ ァ ネ スク ル 教 授 の 『 歴 史 的 瞬間 の 命令 』 か ら 、 こ 
れ ら の 不滅 の セリ フ を 転載 し ます 。 


「 ル ー マ ニ ア 国 民 の 主 な 関心 事 は 、 彼 ら の 存在 に と っ て 物理 的 な 保存 と 同じ くら い 重 要 な こと で ある が 、 人 類 の 理想 的 な 
生活 の 領域 に お ける 彼ら の 主張 、 つ まり ルー マニ ア 特 有 の 文化 の 創造 で ある 。 ル ー マ ニ ア の 文化 が 、 異 質 な 性 格 の 学校 や 
経済 的 、 政 治 的 組織 か ら 発展 する こと は 不可 能 で す 。 」 


「 国 民生 活 の 機能 と し て の 制度 は 、 そ れ を 生み 出し た 人 間 的 要素 が ルー マニ ア 人 で ある 場合 に の み 、 ル ー マ ニ ア 的 性 格 を 持 
つ 。 」 


この 悲し い 状況 に 直面 し て 、 私 た ち を 押し つぶ す 多 数 の 侵略 者 に 直面 し て 、 
ガ ヴ ァ ネ スク ル 教 授 は 、 国 立 学校 と 文化 の 問題 を 提起 し 、 不 安 で いっ ぱい の 自分 に 問い か け ま す 。 


「 ル ー マ ニ ア の 魂 は どこ に 避難 で きる で し ょ うか ? 彼 ら は どこ で 自国 に 追放 され た と いう 苦痛 で 強迫 的 な 印象 か ら 逃 れ ら れる で 
し ょ うか ? . 救 い の 十字 架 の 守り の 下 、 沈 黙 の うち に 思い を まとめ る た め に 入る 教会 を 除け ば 、 彼 ら の 唯一 の 避難 場所 は 学 
校 で ある 。 


学校 は 、 国 家 的 天才 が 自分 の 子孫 を 集め 、 彼 ら に 食事 を 与え 、 育 て 、 飛 ぶ こ と を 教え 、 こ の 国家 的 天才 だ けが 知っ て お り 到 
達する 必要 が ある 高み へ の 道 を 教え る 理想 的 な 巣 で す 。 「 学 校 は 、 国 民 の 心 の 琴線 と 人 々 の 精神 的 な 器官 が 、 世 界 で まだ 
聞い た こと の な い 新しい 交響 曲 、 神 が その 存在 に 特有 に あら か じ め 定 め た 天性 の 才能 の 最初 の 交響 曲 を 歌う た め 

に 調整 され る 避難 場所 で す 。 


学校 は 人 々 の 生活 の 大 き な 謎 が 解き 明か され る 聖域 で あり 、 そ こ で は 民族 の 魂 が その 不滅 の 本 質 を 光 の し ずく に 蒸留 し 、 食 
造 的 な 思考 に よっ て その 民族 だ け に あら か じ め 定 め ら れ た 理想 的 な 形 に 形作ら れる の で す 。 世 界 。 


他 の 民族 の 魂 の 旋律 楽器 は 、 私 た ちの 文化 の 交響 曲 に 調和 し て 参加 する こと は で きま せん 。 彼 ら は その 構成 に より 、 
人 々 の 声 を 響かせ る た め に お 辞 儀 を する 方 法 し か 知り ませ ん 。 


彼ら は どん な ルー マニ ア の 交響 曲 を 生み 出す こと が で きる で し ょ うか ? 
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他 の 民族 の 魂 の 国家 的 天才 の 本 質 は 、 民 族 の 創造 者 に よっ て 彼ら の た め に 決定 され た も の 以外 の 形 で 
結晶 化す る こと は で きま せん 。 ル ー マ ニ ア の イメ ー ジ は 、 ユ ダ ヤ 人 、 マ ジャ ル 人 、 ま た は ドイ ツ 人 の 民族 的 
本 質 か ら ど の よう に 生み 出さ れる の で し ょ うか ? 」 


(1. ガ ヴァ ネス クル 、「 歴 史 的 瞬間 の 命令 」、64-8 ペー ジ )。 


ユダ ヤ 人 は ルー マニ ア 文 化 を 創造 する こと が で き な い だ け で な く 、 私 た ち が 持 っ て いる 文化 を 偽造 し 、 
毒 を 入れ て 提供 する で し ょ う 。 ル ー マ ニ ア の 学校 が この よう に 浸 軟 化し て いる こと で 、 私 た ち は 民 族 と し 
て の 使命 を 放棄 し 、 ノ ルー マニア 文 化 の 創造 を 放棄 し 、 ユ ダ ヤ 人 の 毒 で 死ぬ と いう 立場 に 置か れ て いま す 。 


ルー マニ ア へ の 帰 司 


他 の 大 学 の 同僚 と は 異な り 、 私 た ち イ アジ ア 人 の 学生 は 、 ク ザ 教 授 の 講義 パパ レス ク 教 授 と ガ ヴ ァ 

ネス クル 教授 の 著作 、 法 学生 協会 で 行わ れ た 調査 と 研究 、 そ し て 私 た ち が 見 た も の か ら こ れ ら すべ て を 知 

っ つて いま し た 。 自 分 の 目 で 見 て 、 自 分 の 魂 で 感じ て 。 私 た ち に と っ て 重大 な 良心 の 問題 が か 生じ て いま す 。 毎 日 、 
追加 の 証拠 が も た ら さ れ ま し た 。 私 た ち は ユ ダ ヤ 報 道 機 関 の 不誠実 を 認識 し て お り 、 あ ら ゆ る 状況 に お い 
て ユダ ヤ 報 道 機関 の 悪意 を 目の当たり に し 、 あ ら ゆ る 反 ル ー マ ニ ア 的 な も の の 背後 に ユダ ヤ 報 道 機関 が 
扇動 し て いる の を 見 て きま し た 。 私 た ち は 、 ユ ダ ヤ 人 の 利益 の 命令 に 忠実 に 従う 政治 家 、 役 人 、 当 局 、 作 家 、 
キリ スト 教 の 司祭 た ちの お 世辞 と 賞賛 の 仕事 を 目 に し まし た 。 私 た ち は 、 そ の よう な 人 々 に 喘 笑 が 山積 し 

て いる の を 見 まし た 。 


ルー マニ ア 、 あ る い は ユダ ヤ 人 の 危険 性 を あえ て 非難 する 人 々 に ふさ わし い 正 し い 態 度 を と っ た 。 私 た ち 
は 、 ま る で 彼ら が 何 千年 も ここ の 信 主 で あっ た か の よう に 、 私 た ちの 土地 で 私 た ち が 卑 劣 な 扱い を 受け て 
いる の を 見 まし た 。 


私 た ち は 、 ル ー マ ニ ア 国 民 の 運命 が 進む べき 線 を 引 こ うと する 、 款 教 、 文 化 、 芸 術 、 政 治 と いっ た ルー マニ ア 
の 生活 の 最も 親密 な 問題 に 、 望 ま ぬ 訪 問 者 た ち が 大 胆 に も 侵入 し て きた こと に 慣 り を 募ら せな が ら 見 守っ 
た 。 

私 は まだ 子供 に 近い 若 さ で 、 解 決 策 を 探し な が ら 長 い 間 この 考え に 悩ま され て いま し た 。 


私 が 最も 印象 に 残っ た 要素 は 、 そ の 後 の 私 の 闘い を 決定 づけ 、 苦 し み の 瞬 間 に 私 を 慰め 、 強 め て くれ た 
要素 で し た 。 1. 

私 た ちの 人 々 と 彼ら の 将来 が 致命 的 な 危険 に さら され て いる と いう 認識 。 

2. この 土地 に 対す る 私 の 愛 と 、 今 日 ユダヤ 人 に よっ て 嘱 括 され 、 冒 流さ れ て いる あら 

ゆる 神聖 で 輝かしい 場所 に 対す る 痛み 。 

3. 祖国 の た め に 亡くな っ た 人 々 の 遺 灰 が 哀れ で す 。 

4. 人 間 と し て の 尊厳 に 対す る この 奇妙 な 敵 に よる 傷 辱 、 喘 笑 、 踏 みつ け に 対す る 反抗 の 感 


『 ビ ヨ 


そし て ルー マニ ア 人 と し て 。 


し た が っ て 、1922 年 12 月 10 日 、 学 生 運 動 の 火山 爆発 と いう 素晴らし い ニ ュー ス を 聞い た と き 、 私 も 仲間 た 
ちと 力 を 合わ せ て 戦う た め に 帰国 する こと を 決意 し まし た 。 し ば らく し て 、 電 車 が 私 を 家 に 連れ て 帰り まし 

た 。 私 は クラ ク フ か ら 駅 で 待っ て いた チェ ルナ ウ テ ィ の 学生 た ち に 電報 を 送り まし た 。 私 は そこ に 二 日 間 滞 
在 し まし た 。 大 学 は 閉鎖 され まし た 。 彼 を 護衛 する 学生 た ち は 国 に 仕え る 兵士 の よう に 見 えた 。 


leilete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


神 に 照ら され た 魂 。 彼 の 美しく 神聖 な 行動 に は 私 利 私 欲 の 微塵 も 曇り は あり ませ ん で し た 。 彼 ら が 団結 し て 一 つ に な っ て 
戦っ た 大 義 は 、 彼 ら 自 身 や 彼ら の 絶え 間 な い 困 難 や ニー ズ を は る か に 超え て いま し た 。 


チェ マウ ティ で の 主 な 戦闘 員 は 次 の と お り で ある 。 ト ゥ ド セ : ポ ペ ス ク 、 ダ ン ボ ヴィ タ 郡 マル チェ ステ ィ の 老 司 祭 の 息 

子 、 神 学 三 年 生 。 そ れ か ら ダ ニレ アヌ 、 パ ベレ スク 、 カ ルス テア ヌ な ど 戦闘 計画 に つい て 尋ね まし た 。 勝 利 す る まで 、 つ まり 
政府 が 12 月 10 日 の 動議 で 提起 され た 点 を 満足 の いく 解決 を する まで 、「 数 字 の クロ ー ス ス 」 か ら 始 まる ゼネ スト を 宣 
言 する こと が 決定 され た 。 私 に と っ て 、 そ の 計画 は 間違っ て いる よう に 思え まし た 。 


私 の 頭 の 中 で 、 次 の よう な 考え が 生ま れ 始 め ま し た 。 8) 学生 

運動 は すべ て の ルー マニ ア 国 民 に 届け られ な けれ ば な り ま せん 。 現 在 は 大 学 に 限定 され て いる が 、 ル ー マ ニ ア の 国 

民 運 動 に も 拡大 すべ き で ある 。 な ぜ な ら 、 一 方 で は ユダ ヤ 人 問題 は 大 学 に 限定 され ず ル ー マ ニ ア 国 民 全 体 に 関係 

し て お り 、 他 方 で は 大 学 だ け で は 解決 で き な い か ら で あ る 。 b) この 国民 運動 は 、 単 一 の 指揮 の も と に 組織 に 組み 込ま 

れ な けれ ば な ら な い 。 c) この 組織 の 目的 は 、 国 民 運 動 を 権力 に 就 か せる た め に 戦う こと で あり 、 こ の 運動 の 外 に ある 

政党 の いか な る 規則 も 国家 問題 を 解決 で き な い た め 、「 数 字 の 問題 」 と その 他 す べ て の 問題 の 両方 を 解決 する こと に な る 。 d) これ ら の 
点 を 念頭 に 置い て 、 学 生 た ち は ル ー マ ニ ア 人 の あら ゆる 階層 か ら な る 大 規模 な 全国 集会 を 組織 すべ き で あり 、 そ れ 

が 新しい 組織 の 始ま り と な る で し ょ う 。 c) この 集会 を 実施 する た め に 、 各 大 学 は 可能 な 限り 多く の 旗 を 提供 し な けれ ば 

な り ま せん 。 


各州 の 郡 に 布地 が 与え られ 、 そ の 布地 は 学生 の 代表 団 か ら 有 名 な 民族 主義 者 に 与え られ 、 代 表 団 は その 人 物 を その 周り に 
市 や 国 の 指導 者 た ち を 集め る 任務 に 最も 適任 で ある と みな し た 。 そ し て 一 週間 前 に 集会 の 日 付 と 場所 を 知ら せる 電報 を 
受け 取る と 、 彼 は 旗 を 持っ て 部 下 全 員 と と も に その 場所 に 向け て 出発 し た 。 


f) 政府 が デモ を 阻止 し よう と し な いよ うに 、 す べ て の 準備 は 慎重 に 行わ れ 、 最 後 の 瞬 間 まで 日 付 は 不明 の まま に し 
な けれ ば な ら な い 。 


私 は この 計画 を 寮 の 1 つ に いる 約 50 人 の 戦闘 員 に 説明 し まし た 。 彼 ら は それ が 良い こと だ と 考え まし た 。 そ こ で 私 た ち は 
皆 で お 金 を 出し 合っ て 必要 な 布地 を 購入 し 、 す ぐに 生徒 た ち は ブ コ ビ ナ 郡 の 旗 を 作り 始め まし た 。 


IASI に て 


ヤシ で は 、 元 チー ム メ イト 全員 に 会 いま し た 。 私 も 彼ら の た め に 計画 を 立て まし た 。 こ こ で も 初日 に モル ド バ と ベ 
ッ サ ラビ ア の すべ て の 郡 の 旗 が 女子 生徒 た ち に よっ て 作ら れ ま し た 。 


ク ザ 先生 は 見 つか ら な か っ た 。 彼 は 首都 で の 会 議 に 出席 する た め 、 ス ムレ アヌ 教授 と 私 の 父 と と も に ブカレスト に 向 
け て 出発 し て いま し た 。 


ブカレスト で 


翌日 私 は ブカレスト へ 向かい まし た 。 こ こ で 私 は ク ザ 教授 と スム レア ヌ 教 授 、 そ し て 私 の 父 に 会 い に 行き まし た 。 彼 ら は 
四半 世紀 以上 、 喘 笑 や 殴打 、 さ ら に は 傷 に 打ち ひし が れ な が ら も 、 共 に ユダ ヤ 人 の 脊 威 と 戦っ つて きま し た 。 そ し て 今日 、 彼 ら 
と 会 うこ と で 大 き な 満 足 を 感じ て いま す 。 30,000 人 を 超え る 若者 の 国 全体 が 、 生 涯 奉仕 し て きた 信仰 の た め に 戦旗 を 掲げ 
まし た 。 


Miele よ 到 機 繊 扶 記 by Google 


し か し ブカレスト で は 私 の 考え は 同じ 熱意 を も っ て 受け 入れ られ ませ ん で し た 。 ま ず 、 ク ザ 教 授 の 反対 に 遺 っ た か ら で す 。 開 
催さ れる 集会 で 、 私 の 計画 を 提示 し 、 彼 を 首長 と し て 率い る 国民 運動 の 創設 を 提案 し た が 、 彼 は 私 の 計画 が 良い と は 考 
えな か っ た 、 と 彼 は 言っ た 。 「 私 た ち 自 身 を 組織 する 必要 は な い 。 私 た ちの 運動 は 恐る べき 大 衆 の 流れ に 基づい て い 

る 。」 


私 は 、 大 衆 運動 を 油井 に 例え て 主張 し まし た 。 油 井 は 、 石 油 パ イプ ライ ン か ら 切 り 離 され て いる と 、 た と え 噴 出し て も 、 石 油 が あふ 
れ て し まう た め 、 何 の 役 に も 立ち ませ ん 。 し か し 私 は 成功 せ ず に 去り まし た が 、 翌 日 、 ス ムレ アヌ 教授 と 父 が 彼 を 説得 し ま 
し た 。 


し か し 、 す ぐに 予想 も し な か っ た 困難 に 直面 し まし た 。 2 月 の 初め 頃 で し た 。 大 勢 の 学生 は 熱意 に 満ち てい まし た 。 す べ て の 食 
堂 は 閉鎖 され 、 す べ て の 寮 の 門 は 私 た ち に 対し て 閉ざさ れ 、 真 冬 に 外 に 取り 残さ れ て 錠 え る こと に な っ た に も か か わら ず 、 学 生 

た ち は 熱 心 で 、 首 都 の ルー マニ ア 人 に よっ て 見 事 に 守ら れ 、 翌 日 に は 全寮 制 が 開け られ まし た 。 自 宅 の ドア を 閉め 、8.000 人 以上 の 
苦労 し て いる 学生 た ち を 保護 し 、 食 事 を 与え て いま す 。 


この し ぐさ に は 、 承 認 、 戦 う 意欲 、 団 結 、 負 傷 者 へ の 慰め が あっ た 。 

し か し 、 私 は この 集団 と は 何 の 接触 も あり ませ ん で し た 。 そ こ に は 誰 も 知り ませ ん で し た 。 雑 誌 『 ア パラ レア : ナ ショ ナラ 』(「 国 
防 」) の マネ ー ジ ャ ー だ っ た 学生 ファ ニカ ・ ア ナス タ セ スク を 通じ て 、 私 は 彼ら の 何人 か と 知り 合う よう に な っ た 。 ブ カレ ス 

ト の 学生 運動 の 指導 者 た ち は 、 十 分 な 方 向 人 柱 を 持っ て いな か っ た と いう 印象 を 私 は 抱い た 。 な ぜ な ら 、 エ リー ト 層 は 独特 の 知 
的 資質 に 恵まれ て いた に も か か わら ず 、 後 に 社会 で 彼ら が 占め る 役割 に よっ て 証明 され た 事実 で ある が 、 思 い が け ず 自 分 た ち が 
学生 運動 の 先頭 に 立っ て いる こと に 気づい た か ら で あ る 。 そ の と き は 彼ら が 考え も し な か っ た 動き だ っ た 。 実 際 、 た くさ ん いる の 
で 、 そ れ ぞ れ の 意見 が 異な り ま す 。 リ ー ダ ー シ ッ プ の 貴重 な 要素 の 中 に は 、 前 線 に いる の は クレ トゥ 、 ダ ヌレ スク 、 シ ミオ ネス 

ク 、 ラ ペア ヌ 、 ロ ベン タ な ど で す 。 大 衆 は 好戦 的 だ っ た が 、 指 導 者 の 中 に は その よう な 高揚 し た 気分 を 落ち 着 か せる こと が 最 
普 で ある と 考え た 人 も いた 。 そ の 一 方 で . ユ ダ ヤ 人 問題 に 対す る 彼 の 知識 が 不 十分 で あっ た こと と 、 


政治 家 と の 接触 が 不 十 分 だ っ た た め に 、 少 な く と も 一 部 の 政治 家 は 運動 を 物質 的 な 次 元 で 再 位置 づけ し よう と する 
よう に な っ た が 、 私 の 見 解 で は それ は 容認 で き な い こと だ っ た 。 

それ は あたかも 誰か が 「1. 私 た ち は ユ ダ ヤ 人 か ら 祖 国 を 取り 戻す た め に 戦っ つて いる 」 と 言っ て いる よう な も の だ か 
ら だ 。 

2. 私 た ち は テ ー ブ ル 上 の 白 パン を 求め て 戦い ます 。 

3. 私 た ち は 2 コー ス の 食事 を めぐ っ て 争い ます 。 

4. 私 た ち は よ り 快 適 な ベッ ド を 求め て 戦い まし た 。 

5. 私 た ち は 研 究 室 の 設備 や 解剖 器具 な ど を 求め て 戦い ます 。 


され た 。 政 府 は 学生 た ちの 嘆かわしい 状態 彼ら の ひど い 悲 惨 さ な ど を 認め た 。 要 求 さ れ た 6 点 の うち 5 点 が 認め られ た 。 器 
具 、 実 験 室 、1 昌 2 つの 白 パ ン 2 つ の コー ス 料 理 


_ 3 人 の 学生 


」 


快適 な バッド を 備え た ドミ トリ ー な ど 。 
最初 の 点 、 つ まり ユダ ヤ 人 バン ド か ら 国 を 救っ た こと に つい て は 、 政 府 が 6 点 中 5 点 を 与え た と いう 口実 で 何 も 言わ れ な い 。 学 生 運 
動 の 初期 か ら 、 ユ ダ ヤ 系 マス コミ 全体 は 、 学 生 運動 を この 物質 的 な 面 、 つ まり 運動 の 目的 が 「 一 切れ の パン 」 に 移 そ うと 努め た 。 


し た が っ て 、 本 当 の 標的 で ある ユダ ヤ 人 は 気づか れず に 逃亡 する こと に な る 。 実 際 、 そ れ が あれ ば 。 新 聞 を 読み 直し て みる と 、 
ルー マニ ア の 政治 家 も この 問題 を 同様 の 言葉 で 表現 し て いる こと が わか り ま す 。 学 生 に は 寮 や より 良い 食事 な ど が 提供 され る ベ 
き で す 。 私 が 言っ た よう に 、 ブ カレ スト の 学生 指導 者 の 一 部 は この 傾向 に 傾い て いま し た 。 も し 学生 た ち が こ の コー ス を 受講 し て 
いた ら 、 彼 ら は 本 来 の 使命 か ら 逸 れ て いた だ ろう 。 私 の 意見 は いつ も 反対 だ っ た 


Miele よ 到 機 繊 扶 記 by Google 
この 観点 は 、 生 徒 の 要求 を 形成 する 際 の 物質 的 な 命令 の いか な る 侵入 に も 反対 する こと で す 。 


な ぜ な ら 、 今 日 も 言っ て いる よう に 、 学 生 た ち を 突き 動か す の は 差し 迫っ た 必要 性 や 物質 的 な 欲求 で は な いか ら で す 。 こ の 
偉大 な 運動 は 、 逆 に 、 こ れ ら の 事柄 、 私 利 私 欲 、 自 分 自身 や 家族 の 苦し み へ の 執着 を 放棄 する こと で し た 。 そ れ は 、 ル ー マ ニ 
ア の 学生 の 側 の これ ら す べ て の こと の 忘却 で あり 、 自 分 た ちの 全体 性 の 同一 化 で し た 。 人 々 の 関心 ニー ズ 、 願 望 に 寄り 
添う こと 。 そ の 無 私 の 心 、 そ し て それ だ けが 彼女 の 目 に 神聖 な 光 を 照ら し た の で す 。 


学生 運動 は 物質 的 な 要求 を 目的 と し た も の で は あり ませ ん で し た 。 彼 女 は 世代 の ニー ズ を 超え て 、 国 民 の より 高い 志 と 結 


び つ きま し た 。 一 方 、 こ こ ブ カレ スト で は 、 学 生 運 動 は 大 学 の 範囲 内 に と どまり 学術 運動 で あり 続け る べき で あり 、 政 
治 的 な 性 質 の 運動 に な っ て は いけ な いと いう 考え が 広まっ て いた 。 し か し 、 こ の 意見 は 完全 に 間違っ て お り 、 こ の 熱心 な 
運動 を 大 学内 に 制限 し て 、 何 ら か の 方 法 で 大 学内 で 運動 を 消滅 させ る こと に 最大 の 関心 を 持っ て いた ユダ ヤ 人 と 政党 の 
計画 と 一 致し た か ら で あ る 。 


私 た ちの 意見 は 、 扇 動 す る た め に 運動 を 組織 し た の で は な く 、 勝 利 を 得る た め に 運動 を 組織 し た と いう も の で し た 。 こ れ 
に は 学生 部 隊 が 不 十分 で あっ た た め 、 ル ー マ ニ ア 人 全員 と 団結 する 必要 が あり まし た 。 


さら に 、 ブ カレ スト の 指導 者 た ち は 、 ク ザ 教 授 が 最終 的 に 組織 の 会 長 に な る と の 宣言 に 反対 し 、 彼 は その よう な 積極 的 な 
リー ダー シッ プ に は ふさ わし く な いと 主張 し た 。 私 は 、 あ り の まま の 彼 を サポ ー ト すべ きだ と 主張 し まし た 。 


最後 に トブ カレ スト の 人 々 は 私 に 対し て 非常 に 警戒 し て いま し た 。 私 は この こと に 心 を 痛め まし た 。 な ぜ な ら 、 私 は 心 の 
中 で 最も 純粋 で 神聖 な 人 間 と し て 、 こ の 国 の た め に で きる 限り 協力 し た いと いう 燃え る よう な 願望 を 持っ て 彼ら の と 
ころ に 来 て いた か ら で す 。 お そら く 、 私 の こと は 知ら ず に 、 彼 ら が 遠慮 する の は 当然 だ っ た の で し ょ よう 。 


こう し た 理由 か ら 、 私 は ブカレスト で 反対 に 遭い まし た 。 そ こ で 私 は 委託 を 受け て 仕事 を 始め まし た が 、 旗 は 3 つか 
4 つ し か 作成 し ませ ん で し た 。 


クル ー ジ ュ に て 


私 は ヤシ 出身 の コン スタ ンタ ・ ギ カ 夫 人 の 3 人 の 子供 の 一 人 、 ア レク サン ドル ・ ギ カ と 一 緒 に クル ー ジ ュ へ 向かっ た 。 ギ カ 
は 学生 運動 中 に 見 事 な 行動 を と っ た 統治 者 の 細 孫 で あっ た 。 


クル ー ジ ュ 学 生 セ ンタ ー の 会 長 は アレ クサ と いう 人 で . 税 健 派 で 善良 な 人 で し た 。 Fle は 、 学 生 オ リエ ン テ ー シ ョ ン 
と 新しい 運動 の 会 長 と し て の Cuza 教授 の 宣言 の 両方 に 関し て 同じ 議論 で 私 を 迎え て くれ まし た 。 学 生 た ち は し っ か 
り と し て いて 、 熱 意 に 満ち あて いま し た 。 そ ん な と き 、 機 敏 で 才能 の ある 青年 モタ に 出会っ た 。 彼 も アレ クサ と 同じ 意見 だ っ 
た 。 私 は 彼 を 説得 し よう と し まし た が 、 無 駄 で し た 。 大 変 な 思い を し まし た 。 誰 も 知り ませ ん で し た 。 そ れ で も 、 私 は 何人 か 
の 学生 を 味方 に 付け て くれ まし た 。 コ ルネ リュ ー・: ジ ョ ル ジ ェ スク 、 薬 学部 学生 。 文 学者 の アイ ザッ ク ・ モ カヌ 。 ク ラス マ 

ル 、 医 学 。 ジ ャ ステ ィ ン ・ リ ー ス な ど 


私 た ち は 旗 を 1 つ し か 作ら な か っ た の で 、 最 初 の 瞬間 か ら 私 た ちの 行動 計画 に 非常 に 熱心 に 同意 し て くれ た シア ンク 
大 尉 の 家 で 、 私 た ち は こ の 旗 に 装い まし た 。 
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1923 年 3 月 4 日 の IASI 総会 。 
国家 防衛 リー グ 


ヤシ に 戻っ た 後 、 私 の 前 に は 並行 し て 活動 する 2 つの 道 が あり まし た 。 1. すべ て の 大 学 で 旗 が 作 
られ る 集会 の 基礎 を 築く 。 


2. 学生 運動 を 継続 し ゼネ スト を 維持 する 。 


第 一 の 点 に つい て は 、 最 大 の 困難 は 人 員 不 足 で も 組織 力 で も 政府 の 対策 で も な い 。 今 回 最大 の 障害 と な 
っ た の は ク ザ 教授 自身 で あり 、 彼 は 反対 は し な か っ た も の の 熱意 に 欠け て いた 。 


ク ザ 教授 は 組織 化 の 必要 性 を 十分 に 確信 し て お ら ず 、 予 定 さ れ て いる 集会 が 成功 する 可能 性 を 信じ て いな か 

っ た 。 

第 二 の 点 に 関し て は 、 私 は ブカレスト と クル ー ジ ュ の セン ター の 指導 者 ら と 深刻 な 困難 に 直面 し 、 こ の 新しい 世界 の 
完全 な 統一 を 実現 する た め の 戦 闘 計画 に 向け た 単 一 の 観点 で の 合意 を 妨げ る 困難 に 直面 し た 。 団 結 し た 力 を 尽 

くし て 、 英 と 私 た ちの 過去 の すべ て の 過ち に 立ち 向かい まし ょ よう 。 


これ ら の 学生 セン ター の 指導 者 も 本 体 も 次 の と お り で す 。 a) ユダ ヤ 人 

問題 を 知り ませ ん で し た 。 特 に ユダ ヤ 人 に つい て 知り ませ ん で し た 。 彼 ら は ユダ ヤ 人 の 権力 、 

その 考え 方 、 行 動 様式 を 知り ませ ん で し た 。 彼 ら は 相手 を 知ら ず に 戦争 を 始め た 。 b) 彼ら は 、 我 々 が 支援 を 
約束 し た 当時 の 自由 主義 政府 、 あ る い は 最終 的 に は その 後 

継 政府 が 我々 の 要求 を 満た し て くれ る だ ろう と 信じ て いた 。 そ の 上 で 、 彼 ら は 外交 に 従事 する こと を 好み 、 最 
終 的 に は 政治 家 に 我々 の 大 義 の 正義 を 納得 させ る こと が で きる と 信じ て いた 。 問 題 の 最も 初歩 的 な 側面 さえ 知 
ら な い 男 性 た ちと 問題 に つい て 話し 合う こと ほど 苦痛 な こと は な いと 私 は 思い ます 。 こ の 状況 に 対し 、 私 は 以下 
の よう な 対応 を と り ま し た 。 


1. ヤン の 中 心 部 か ら 数 人 の 優秀 な 代表 者 が ブカレスト の 中 央 委員 会 の 会 議 に 定期 的 に 参加 し て いる こと ( こ 
の 委員 会 の 会 議 は 週 に 2 回 、3 回 定期 的 に 開催 され まし た 。 会 議 は 午後 9 時 に 始ま り 、3、4、3 時 間 続き まし 

た ) 。 朝 の 5 時 間 、 さ ら に は 7 時 間 も の 間 、 矛 盾 し た 議論 が 行わ れ た (多く の 参加 者 に と っ て 、 学 生 運動 の 唯一 の 
記憶 は 、 委 員 会 内 で の 修辞 的 な 衝突 を 伴う 会 合 だ け だ っ た ) 。 


2. ブカレスト と クル ー ジ ュ で は 、 学 生 団 体 か ら の 最も 優れ た 戦士 の グル ー プ が 、 そ れ ぞ れ の セン ター 
の 指示 に 関係 な く 活動 する た め に 結成 され る こと 。 


クル ー ジ ュ と ブカレスト で は 、 こ れ ら の グル ー プ は 非常 に 急速 に 形成 され まし た 。 ブ カレ スト で は 彼ら は 委員 会 
に 出席 し た が 、 指 導 部 は 会 合 の た びに 強い 反対 に 遭っ た 。 ブ カレ スト で は 、 


ヤシ か ら の 代表 者 で ある イブ ライ レア ヌ は 大 き な 助 け と な り ま し た 。 同 様 に 、 医 学生 の リー ダー で ある シミ オ ネ ス ク 
の 毅然 と し た 態度 が 、 学 生 た ちの 真 の 精神 を 保っ た 。 


ヤシ か ら 受 け 取 っ た ニュ ー ス に よる と 、 集 会 の 準備 に 関し て は 、 見 通し は 次 の と お り で あっ た 。 わ ず か 2 週間 で 、 
40 の 郡 で 40 以上 の 旗 が 信頼 で きる 人 々 に 発行 され た 。 2 か 月 に わた る 学生 運動 と 全 大 学 で の ゼネ スト 

の 後 、 ル ー マ ニ ア 人 の 魂 は 沸き 立っ て いて 、 そ の 言葉 を 待っ て どこ に で も 出没 する 準備 が で き て いた の は 当然 
の こと だ っ た 。 デ モ の 旗 と ニュ ー ス は 間に合っ た 。 


ク ザ 教授 は 、 よ り 多 く の 人 が 参加 で きる よう 、 集 会 の 日 程 を 5 月 に 設定 し た いと 考え て いた 。 
私 は 以下 の 理由 か ら 集 会 を で きる だ け 早 く 開催 すべ き で ある と 意見 し た 。 


1. 学生 運動 の 周り に 集まっ て いる 人 々 は 皆 、 ど こ か ら か 部 隊 を 結成 せよ と いう 命令 が 聞こ えて くる こと を 期待 し 、 
従う べき 計画 が ある こと を 知っ て いた 。 
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2. この 状況 を 知っ た ユダ ヤ 人 と フリ ー メ ー ソ ン が 疑似 的 な 活動 を 始め る の で は な いか と 心配 し た 


国民 を 搾取 し 、 運 動 を 袋小路 に そら すこ と を 目的 と し た 国家 主義 組織 。 


いずれ に せよ 、 こ れ は ルー マニ ア 人 の 心 に 大 き な 混 乱 を 引き 起こ し た た め 、 熟 考 す べき で は な か っ た で し ょ 
う 。 

3. 政府 、 地 方 自治 体 、 保 護 者 教師 な か ど あ ら ゆ る 方 面 か ら の 攻撃 が あり 、 戦 争 を 遂行 する の は 簡単 で は な い の 
で 、 学 生 運 動 の 最前 線 を 支援 する 必要 が ある と 感じ まし た 。 貧 困 、 飼 え 、 寒 さ 。 彼 ら を 擁護 する た め に 

ルー マニ ア の 大 衆 を 動員 し 、 激 励 の 言葉 を 送れ ば 、 こ の 運動 の 戦線 全体 が 活性 化す る だ ろう 。 


4. 最後 に 、 何 千 人 も の 学生 が 何 を すれ ば よい の か わか ら ず 、 無 関心 だ っ た た めで す 。 彼 ら は 一 度 か 二 度 、 デ モ 
を 行っ た 。 彼 ら は 1 回 か 2 回 会 議 を 開 さ まし た 。 し か し 、2 ヶ 月 も 経っ て し まい まし た 。 

これ ら の 若者 た ち は 何 か を し な けれ ば な り ま せん で し た 。 新 し い 組織 が 誕生 したら 、 次 に 何 を する か 考え られ な 
か っ た 群衆 は 皆 、 幅 広い 活動 領域 を 持っ て いま す 。 


彼ら は 翌日 か ら 仕事 を 始め 、 村 々 を 訪れ て 組織 化し 、 新 し い 信仰 を 獲得 する こと が で きま し た 。 


1923 年 3 月 4 日 
ク ザ 教授 は 集会 を 1923 年 3 月 4 日 の 日 曜日 に 開催 する こと を 決定 し た 。 場 所 、 ヤ シ 。 


彼 は 私 を 夕食 に 招待 し て くれ まし た 。 そ こ で 、 新 し い 組 織 に どの よう な 名 前 を 付け る か と いう 問題 が 生じ まし 

た 。 レ フタ ー 大 尉 は 「 フ ラン ス の よう な 国民 防衛 党 だ 」 と 語っ た 。 そ れ が 適切 だ と 思い まし た 。 ク ザ 教 授 

は さら に 、「 こ れ は 政党 で は な く リ ー グ 、 つ まり 『 キ リス ト 教 国防 連盟 』 だ 」 と 付け 加え た 。 そ し て そう 呼ば 

れ ま し た 。 

そこ で 私 は 、 チ ェ マ ウ テ ィ 、 ブ カレ スト 、 ク ルー ジュ に 同じ メッ セー ジ を 書い た 電報 を 送り まし た : 「3 月 4 

日 に ヤシ で 結婚 式 を し ます 」。 そ れ か ら 私 は 集会 の 準備 の 細部 を 整え る こと に 忙し く な り ま し た 。 そ れ は 、 ス 

ムレ ヌ 教 授 と 私 の 父 の 同意 を 得 て 、 ク ザ 教 授 に よっ て 決定 され まし た 。 大 聖堂 で の 祈り 。 大 学 に て - シミ オン : バ ム 
ティ ウ と Gh へ の オマ ー ジ ュ 。 マ ル ゼ スク 。 サ ラン <: ベジ ャ ン に て - 公開 集会 。 


大 規模 な 国会 の 開催 を 知ら せる ポス ター が 印刷 され た 。 戦 闘 組織 設立 を 目的 と し た ヤシ で の ルー マニ ア 
人 大 規模 集会 の ニュ ー ス は 、4 つ の 大 学 の 学生 の 間 で 、 そ し て ルー マニ ア 人 全体 の 間 に 稲 妻 の よう に 広まっ た 。 


3 月 の 夜 、 旗 の 布 を 持っ て きた リー ダー に 先導 され て 、 満 員 電車 3 台 が 到着 し 始め た 。 午 前 中 、42 グ ルー プ が 42 
本 の 旗 を 持っ て 到着 し まし た 。 こ れ ら の 旗 の 布 は 黒 で し た - 喪 の し る し で す 。 中 央 に は 白く て 丸い 斑 

点 が あり 、 彼 ら が 征服 し な けれ ば な ら な い 暗 闇 に 囲ま れ た 私 た ちの 希望 を 示し て いま す 。 白 の 中 央 に 

は 、 世 界 中 の 反 ユ ダ ヤ 主 義 闘争 の 象徴 で ある か ぎ 十 字 が 描か れ て いま す 。 そ し て 国旗 の 周り に は 、 赤 、 黄 、 青 の ル 
ー マ ニ ア の 三 色 旗 が 描か れ て いま す 。 ク ザ 教 授 は ブカレスト 滞在 中 に これ ら の 国旗 の 形状 を 承認 し ま 

し た 。 さ て 、 私 た ち は そ れ ら を ポー ル に 固定 し 、 新 聞 紙 に 包み 、 大 聖堂 に 向け て 出発 し まし た 。 そ こ で 1 万 人 以上 
の 群衆 の 前 で 礼拝 が 行わ れ ま し た 。 


祝福 され る と き は 、42 枚 す べ て の 旗 が 祭壇 の 前 に 広げ られ まし た 。 祝 福 を 受け る と 、 彼 ら は 国 中 に 連れ て 
行か れ 、 そ れ ぞ れ の 周り に ルー マニ ア の 魂 が 集まっ た まさ に 要 寒 が 築 か れ ま し た 。 各 郡 に 送ら れ た これ ら 

の 旗 は 同じ よう な 考え や 感情 を 持つ すべ て の 人 々 を 団結 させ る た め の 凝 集 剤 と し な る で し ょ う 。 そ の 厳粛 な 
祝福 、 そ の 印象 的 な 象徴 性 、 そ し て 各自 治 体 へ の 配置 に よっ て 、 組 織 と 民衆 の 志向 に 関す る 大 き な 問 題 は 解決 さ 
れつ つ あ っ た 。 


大 聖堂 か ら は 、 数 千 人 の 人 々 が 旗 を 広げ 、 ユ ニオ ンス クエ ア 、 ラ プス ネ ア ヌ 通り 、 キ ャ ロ ル 通 り を 通っ て 大 学 
に 向かう 行列 を 形成 し た 。 そ こ で 、 ひ と つ に 
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意 と 尊敬 の し る し と し て 、 ミ ハイ ル ・ コ ガル ニセ アヌ 、 シ ミオ ン : バ ル ヌ ティ ウ 、 そ し て ゲオ ル ゲ ・ マ ル シ ェ スク 、 後 者 は 1879 年 
憲法 第 7 条 の 擁護 者 で あり 、 皮 肉 に も ユダ ヤ 人 の 擁護 者 で ある リベラ ル 大 臣 ジ ョ ー ジ ・ マ ル シ ェ スク の 父親 で ある ゲオ ル ゲ 
< マル シェ スク に 献花 され た 。 


そこ で 大 学 の 円 形 競 技 場 で 、「 全 国 キ リス ト 教 防衛 連盟 」 の 設立 文書 に 署名 が 行わ れ た 。 


その 日 の 午後 、 会 議 は イオ ンタ ル ノ ス キ 将 軍 が 議長 を 務め て ベジ ャ ン ・ ホ ー ル で 開催 され た 。 
多く の 


廊下 に 収まり きれ な い 人 々 が 路上 に いた 。 ク ザ 教 授 は 、 多 大 な 熱意 を 持っ て キリ スト 教 国防 同盟 の 会 長 に 任命 され まし 
た 。 講 演者 は 、 ク ザ 教 授 、 ス ムレ アヌ 教授 、 タ ル ノ ス キ 将 軍 、 私 の 父 、 各 自治 体 の 代表 者 、 そ し て 大 学 セン ター の 代表 
者 た ち : ト ウゥ ド セ ・ ポ ペ ス ク 、 プ レ リ プ セア ヌ 、 ア レッ クス で し た 。 


ベン トニ ッ ク 、 ド ンカ ・ マ ネ ア 、 ノ ビッ チ 、 ソ フロ ン ・ ロ ボタ 。 そ の 中 に は 、 私 も 。 ク ザ 教 授 は 動議 を 読ん だ 後 、 最 後に 「LANC の 
若手 弁護 士 Cc< コ ドレ アヌ の 組織 を 私 が 担当 する 」 と 使命 を 託し た 。 


天 


それ か ら 彼 は 郡 の 指導 者 た ち を 指名 し た 。 ラ リー は 完璧 な 順 友 で 、 そ し て 大 き な 熱 狂 と と も に 終了 し まし た 。 
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ルー マニ ア 語 の 「Christian National Defense League」(Tr.) の 略称 。 


その 他 の 反 ユ ダ ヤ や 主義 組織 お よび 国家 主義 組織 


経済 的 お よび 政治 的 な 性 格 を 持つ 小 規模 な 反 ユ ダ ヤ や 主義 組織 は 1900 年 以前 に も 、 そ の 後に も 
存在 し まし た 。 こ れ ら は 、 増 え 続 ける ユダ ヤ 人 の 侵略 に 対抗 する た め の 、 ビ ジョ ン と 祖国 愛 を 持っ た 
人 々 に よる 微弱 な 努力 で し た 。 し か し 、 最 も 深刻 な 反 ユ ダ ヤ 主 義 組織 は 、N. イ オル ガ 教 授 と AC 

ク ザ 教授 の 指導 の 下 、1910 年 4 月 23 日 に 設立 され た 「 国 民主 義 民主 党 」 で し た 。 こ の 党 に は 完全 な 管 
理 プ ログ ラム が あり まし た 。 彼 の 記事 #45 で は 、 ユ ダ ヤ 人 間 題 の 解決 策 が 示さ れ て いま す 。 


「 ユ ダ ヤ 人 間 題 の 解決 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 排除 ルー マニ ア 人 の 生産 力 の 発展 、 彼 ら の 企業 の 保護 を 
通じ て 達成 され な けれ ば な ら な い 。」 


これ ら の 点 を 列挙 し た 後 、 次 の 厳 鹿 な 宣言 を 読ん で くだ さい 。 


「 私 た ち は 、 こ れ が 私 た ちの 名 誉 ある 第 一 の 義務 で ある と 考え 、 全 力 を 尽く し て この 計画 を 維持 し 、 
宣伝 し 、 擁 護 し て いき ます 。」 
AC シー ザ N. イド ル ガ 


この 組織 に は 、1900 年 以来 すべ て の ベテラン 戦士 が 集まり まし た 。 著 名 な 戦士 の 中 に 、 ス ムレ アヌ 教 
授 、 イ オン ゼ レ ア コ ド レ アヌ 教授 、 ド ロホ イ の ブ トレ アヌ 、 ガ ラテ ィ の トニ 、CN リフ リム 、 そ し て 後に 
ステ ファ ン ペトロ ヴィ チ 、CC コロ イ ウ な ど が 含ま れ ま す 。 


1914 年 、 彼 ら は 全員 、 ト ラン シル ヴァ ニア 解放 の た め の ル ー マ ニ プア 戦争 参戦 を 要求 する 運動 

を 主導 し た 。 そ し て 1916 年 まで に 彼ら の ほとん ど は 前 線 に 立ち 、 見 事 に 任務 を 遂行 し た 。 1910 年 
か ら 1911 年 以来 、 ド ロホ イ の 自治 体 は 法学 者 ブ ト レア ヌ の 指導 の 下 に あっ た 。 ヤ シ 、 ク ザ 教 授 の 

旨 提 下 。 そ し て スチ ャ ヴァ は 父 の 指導 の も と 、 ル ネ サ ンス の 拠点 と な っ た 


ルー マニ ア 人 。 


1912 年 、 こ れ ら の 郡 の 流れ は 非常 に 強かっ た た め 、 選 挙 で 政府 は テロ を 利用 し な けれ ば 確実 な 敗 
北 を 避け る こと が で き な か っ た 。 そ の 際 、 父 は 重傷 を 負い まし た 。 


戦争 直後 農民 た ち が 前 線 か ら 帰 還 し 、 新 た な 生活 を 断固 と し て 望ん で いた と さき 、 最 初 の 選挙 で ク ザ 
教授 が ヤン に 、 私 の 父 が スチ ャ ヴァ に 国会 議員 を も た らし た 。 そ こ で 彼ら は 激しい 議会 闘争 を 繰り 
広げ 、 全 国 か ら 拍手 喝 米 を 浴び た 。 こ の 戦い は 、 軍 隊 が 私 た ちの 国 を 侵略 し た ドイ ツ 人 が 私 た ち に 押 
し 付け よう と し た 平和 に 反対 し て 行わ れ ま し た 。 


これ ら の 真 に 注目 に 値する 衝突 の 余韻 は 国民 党 と 民主 党 を 中 心 に 国 の 希望 を 集め 、 そ の 後 の 選 

で は 真 の 手ごわい 勝利 が 記録 され た 。 ス チャ ヴァ で の 勝利 は 比類 の な いも の だ っ た 。 7 つ 

の 副 議 席 の うち 、 政 権 が 1 議席 を 獲得 し 、 他 の グル ー プ は 0 議席 を 獲得 し 、 父 の リス ト は 6 議席 で し 
た 。 ド ロホ イ も ヤシ も ほぼ ば 同じ 。 列 車 は 34 人 の 民族 主義 議員 ら を ブカレスト まで 連れ て 行っ た 。 


し か し 、 ル ー マ ニ ア 国 民 に と っ て 残念 な こと に 、 国 中 か ら 集 まっ た 軍隊 は すべ て 大 敗北 に 終わ り ま し 
7 た ぁ 


それ は ルー マニ ア 人 の 頭上 に 稲妻 の よう に 落ち た 。 ユ ダ ヤ 人 と フリ ー メ ー ソ ン の 勢力 は 、AC ク ザ の ニ 
コラ エ * ロ ル ガ 教 授 と いう 2 人 の 党首 を な ん と か 分 裂 さ す た 。 ニ コラ エ < ロ ル ガ は 、 我 が 国 に 「 少 数 

者 条項 」 を 課す 条約 に 反対 せ ず 、 署 名 する 用 意 が ある と 宣言 し た 。 反 対 側 の バリ ケー ド に いる ク ザ 教 
授 は 、 こ の 悪名 高い 「 少 数 者 条項 」 は 、 
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ルー マニ ア 人 が 流し た すべ て の 血 に 対す る 反抗 で あり 、 我 が 国 の 国政 へ の 容認 で き な い 和 干渉 で あり 、 
我が国 に と っ て の 不幸 の 始ま り で ある 。 事 実 上 ユダ ヤ 人 に 政治 的 権利 を 保障 する と いう 押し 付け が 私 た ち 
に 課せ られ た の で す 。 


パス タ 。 


し ば らく の 間 、N. イ オル ガ は 反 ユ ダ ヤ や ヤ 主 義 者 で は あり ませ ん で し た 。 破 裂 が 修復 不可 能 で ある こと は 明 ら 
か だ っ た 。 そ し て 、 こ の 不幸 な ルー マニ ア 国 民 は 、 救 い の 希 望 に 再び 悲痛 な 思い を し まし た 。 


ほとん どの 党員 と 国会 議員 は ニコ ラッ ク ・ ロ ル ガ 教 授 の 側 に 立ち 、 ク ザ 教 授 の 立場 に よっ て 権力 獲得 
の チャ ンス は 遠ざかる と 信じ て いた 。 ク ザ 教 授 と と も に 残っ た の は スム レア ヌ 教 授 と 父 だ け だ っ た 。 


「 ル ー マ ニ ア 国 家 の 顔 」 と こ 「 ロ ー マ の 行動 」 


1923 年 、 学 生 運動 の さなか 、 ナ ショ ナリ ズム の 波 の 衝動 を 受け て 、 ヴ ィ フ ォ ル 、 ル ン ギ エス ク 、 バ ギ 

エス ク の 指導 の 下 で 「 ル ー マ ニ ア 国 民 膜 」 が 出現 し 、 ク ルー ジュ で は カト ウゥ ウネ アヌ 、 チ ョ ル テ ア 、 ロ レン テア の 
教授 が 率い る 「 ル ー マ ニ ア の 行動 」 が 出現 し た 。 イ ウリ ウ ・ ハ テ ガ ン 弁護 士 Em. ヴ ァ シ リュ ー ニ クル 

ー ジ ュ と モタ 率い る 学生 グル ー プ 。 


最初 に 発行 され た の は 、 よ く 書 か れ た 機知 に 富ん だ 週刊 誌 「 フ ァ ン ズム 」 で し た 。 し か し 彼ら は ユダ ヤ 人 問 
題 に つい て は 知り ませ ん で し た 。 後 者 は 「Romanian Action」 を 隔月 で 発行 し 、 そ の 後 「Romanian 
Brotherbood」 も 非常 に よく 書か れ て いま し た が 、 出 版 の み に 限定 され て いま し た 。 彼 ら は 何 か 行 動 

を 起こ すこ と も 、 強 固 な 組織 を 作る こと も で きま せん で し た 。 


この 間 、 学 生 の モタ は 「 議 定 書 」 を フラ ンス 語 か ら 翻 訳し . カ トゥ ンカ ヌ 教 授 と エム が コメ ント を 付け まし 
た 。 Vasiliu-Cluj」、 そ の 後 小冊子 の 形 で 出版 され まし た 。 ヴ ァ シ リュ ー= ク ルー ジ は 著書 「 ル ー マ ニ ア 
の 人 口 統計 状況 」 を 出版 し 、 そ の 中 で ルー マニ ア の 都市 の ひど い 状 態 を 統計 的 に 示し まし た 。 


これ ら 2 つの 組織 は 、「 キ リス ト 教 国家 防衛 連盟 」 の よう な 行動 力 、 組 織 力 教義 的 能力 を 持た ず 、 後 者 と 合 
併 する 1925 年 まで し か 存続 し ませ ん で し た 。 


「 全 国 キ リス ト 教 防衛 同 器 」 の 設立 後 、 私 の 活動 は 2 つの 方 針 に 沿っ て 継続 する こと に な っ た 。 
1 つ は セン ター に よっ て 組織 され た 別個 の 単位 と し て の 学生 運動 で あり 、 当 面 の 目標 と 


し て 3 か 月 間 参 加 し た 独自 の 戦い を 持っ て いた 。 そ し て LANC で は 私 が ク ザ 教授 の オー ガ ナ イ ザー の 
役割 を 引き 受け まし た 。 


学生 側 と し て は 、 次 の こと に 努め る べき で す 。 
a) 学生 の 名 誉 を 賭け た ゼネ スト の 姿勢 を 維持 する こと は 、 攻 撃 、 打 撃 圧 力 、 学 生 の 頭上 を 飛び 


交 う 餌 な ど を 考慮 する と か な り 困 難 な 作業 で ある 。 さ ら に 、 敗 北 主義 者 の 学生 や 敗北 し た 信者 の 支 
持 者 も お り 、 彼 ら は 管理 され る 必要 が あり まし た 。 


b) 利用 可能 な 学生 要素 を 体系 的 に 使用 し て ルー マニ ア の 大 衆 全体 か ら 募集 し 、 彼 ら を 単 
ー の 軍隊 に 組織 し ます 。 LANC 


LANC 側 に は 、 約 40 の 郡 に リー ダー と 旗 が あっ た 。 必 要 な も の は 次 の と お り で す 。 
a) 残り の 郡 の 旗 の 完 成 。 b) それ ぞ れ の リー ダー と で きる だ け 緊 密 に 連 


絡 を 取る 。 c) これ まで の と ころ 、 組 織 内 で の 正確 な ガイ ドラ イン を 直ちに 確立 する 。 
存在 し な い が 、 医 学 を 知ら な い 郡 長 ら に よっ て 要求 され た 。 午 後 、、 に 


ショ ー ト : 学生 ライ ン で の 守備 。 LANC ラ イン で 攻撃 的 。 
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大 勢 の 学生 た ち は 、 私 た ちの 人 種 と 死者 の 精神 に 対す る 健全 な 本 能 に 導 か れ て 行動 し まし た 。 数 々 の 困難 
を 乗り 越え て か し い 道 を 歩み まし た 。 


リー グ で は 問題 は も う 少 し 深刻 だ っ た 。 郡 長 ら は 組織 に 対す る 説明 と ガイ ドラ イン を 求め た 。 こ の 流れ に 
動か され た 人 々 は 信仰 を 強め 、 教 え 込ま れ 、 組 織 と 闘争 で 達成 すべ き 目 標 に つい て 十分 な 情報 を 得る 必要 が あっ 
た 。 


彼ら は 上 司 か ら 規 律 と 信頼 を 学ば な けれ ば な り ま せん で し た 。 そ の と き 私 た ち は 運 動 を 生み 出し て いま せん 
で し た が 、 組 織 さ れ 、 規 律 が あり 、 教 え 込ま れ 、 戦 闘 に 導 か れる 必要 の ある 完全 な 運動 を すでに 持っ て いま 
し た 。 


私 が 受け 取っ た 手紙 と 命令 を 持っ て ク ザ 教授 の と ころ へ 行っ た と き 、 彼 は 彼ら に よっ て 武装 解除 され まし た 。 


彼ら は 彼 を 奇妙 な 新しい 世界 に 紹介 し まし た 。 太 陽 の よう に 輝き 、 理 論 世 界 の 高み で 無敵 だ っ た 彼 は 、 戦 場 に 
降ろ され た と き 、 無 力 と な っ た 。 「 規 制 は 必要 な い 。 


彼ら に 自分 自身 を 整理 させ て くだ さい 。」 

「 私 た ち は 規 律 が 必要 な た め に 兵舎 に いる わけ で は な い 」 と 彼 は 何 度 も 私 た ち に 言い まし た 。 そ こ で 私 は 、 
細部 に 至る まで 自分 で 規約 を 書き 始め まし た 。 し か し 私 の 年 齢 で は それ は 難し い 仕 事 で ある こと が わか り 私 
は それ を 父 に 持っ て 行き 、 数 日 間 作業 し て 、 形 式 と 内 容 に 必要 な 修正 を 加え まし た 組織 体系 は 単純 だ が 、 そ れ ま 
で の 政党 と は 異な っ て いた 。 違 う の は 、 郡 村 の 委員 会 と 議員 を 基礎 と する 政治 組織 その も の に 加え て 、 そ れ と 
は 別に 数 十 人 、 数 百人 で 組織 され る 青年 団 を 結成 し た こと で す 。 そ れ ま で の 私 た ちの 政治 組織 に は その 
よう な も の は あり ませ ん で し た 。 そ の 後 、 彼 ら は 自由 党 青年 国民 農民 党 青 年 な どの 形 で 彼ら を 採用 し ま 
し た 。 彼 は その よう な こと に つい て 聞き た く あ り ま せん で し た 。 そ れ か ら ク ザ 教 授 と 父 の 間 で 数 時 間 に 
わた っ て 恥ず か し い 口 論 が 続き 、 文 字 通り 私 は 凍り つき まし た 。 こ れ が 不幸 な 争い に つなが る 可能 性 が ある と 思 
い 、 こ の スレ ッ ド を 立て た の は 残念 で す 。 暴 力 的 で 失礼 な 男 だ っ た 私 の 父 は 、 ク ザ 教 授 の 許可 を 得 ず に この 法律 を 
手 に 入れ て 印刷 所 に 行き 、 そ れ を 出版 し まし た 。 


し か し 、 後 者 は 、 よ り 機 転 と 冷静 さ を 発揮 し 、 特 定 の 問題 で は どれ ほど 柔軟 性 に 欠け て いた と し て も 、 こ の 
よう な 場合 で も 同様 に 順応 性 が あり 、 物 事 を スム ー ズ に 解決 する 方 法 を 知っ て いま し た 。 
彼 は 父 に 電話 を か け て こう 言い まし た 。 


「 分 か っ た 、 印 刷 し て み ま し ょ う 。 で も 、 ち ょ っ と 見 て みる 機会 を くだ さい 。」 彼 は それ を 修正 し 、 再 構成 し し アピ ー 
ル や マニ フェ スト の 教義 的 な 部 分 を 追加 し て 、 報 道 機関 に 送信 し まし た 。 そ の 後 、 こ れ は 「 善 き ル ー マ ニ ア 人 の 
ガイ ド 」 と な り 、 そ の 後 LANC の ガイ ド と な り 、1935 年 まで リー グ の 基本 的 な 本 と な り ま し た 。 私 は 、 組 織 に と っ 
て 絶対 に 必要 な 良い こと が 実際 に 達成 され た こと に 満足 し て いま し た が 、 心 の 中 で 自分 に こう 言い まし た 。 「 こ 
うい っ た 初歩 的 な 質問 に それ だ け の 議論 が 必要 に な る と 物事 は 難し く な り ま す 組織 に お いて 、 上 司 の 無理 解 
も 議論 の 多 さ も 良い こと で は あり ませ ん 。 


lolete よ 到 機 寺 招 by Google 


芸術 の 修正 。 3 月 憲法 の 7 日 
1923 年 。 


ユダ ヤ 人 へ の 公民 権 の 付与 


憲法 を 書き 直す と いう 使命 を 持っ た 制 憲 議 会 で も ある 自由 議会 が 芸術 の 修正 を 意図 し て いる と いう 噂 が 
長い 間 広 まっ て いた 。 7 これ は 、「 ル ー マ ニ ア に 存在 する すべ て の ユダ ヤ 人 に 市 民権 と 政治 的 権利 を 与 
える 」 と いう 意味 で の も の で ある 。 こ れ ま で 、 旧 憲法 の この 条項 は 外国 人 へ の 市 民権 の 付与 を 禁止 し 

て お り 、 し た が っ て 、 外 国 の 侵略 と 干渉 に 対す る 真 の 防衛 の 盾 と な っ て いた 。 ル ー マ ニ ア の 公務 に 
干渉 する この 特権 を 、 最 大 200 万 人 の ユダ ヤ 人 と 、 新 し く 我 が 国 に 定住 し た ユダ ヤ 人 に 与え ルルー マニア に 
住ん を で いた ルー マニ ア 人 と の 平等 の 権利 を 与え る 。 こ の 地 で は 何 千年 も の 間 、 そ れ は 天 に 向かっ て 叫 

ぶ 不 正 で あり 、 祖 国 を 愛す る すべ て の ルー マニ ア 人 を 心配 させ 、 深 く 揺さぶら ず に は いら れ な い 大 き な 
国家 的 脅威 で あっ た 。 


この 状況 に 直面 し て 、 ク ザ 教 授 は この 国 の 将来 を 痛 か す 脅 威 を 志す 一 連 の 不 減 の 記事 を 書き 、 連 盟 
は ルー マニ ア 人 に 署名 し て も ら う 請願 書 を 全国 に 配布 し た 。 憲 法 第 7 条 は その まま 維持 され る 。 請 願書 に 
は 数 十 万 の 署名 が 集まり 、 制 志 議 会 に 送付 され た 。 


これ は 、 こ の 深刻 な 問題 が 審議 され て いる 間 、 私 た ち 学生 が あら ゆる セン ター か ら ブ カレ スト に 行き 、 そ こ 
で 地元 の 学生 や 国民 と と も に 、 私 た ちの 未来 を 奴隷 に する 行為 を 上 め る た め に デモ を 行う べき だ と いう 
こと を 示し て いる と 思い まし た 。 私 は チエ ェ エル ナウ ティ 、 ク ルー ジュ 、 ブ カレ スト へ 向かい まし た 。 生 徒 た 

ち は 私 の 提案 を 受け 入れ 、 試 合 に 向け て 準備 を 始め まし た 。 出 発 日 を 示す た め に 、 カ ジュ アル な 電 
報 を 送る こと に 同意 し まし た 。 し か し 計画 は 失敗 し た 。 私 た ち は 、 こ の 問題 に 関す る 審議 は 少な く と も 3 
日 間 続 き 、 そ の 間 に ブ カレ スト に 到着 で きる と 予想 し て いま し た 。 し か し 、3 月 26 日 の 審議 は 30 分 に も 満 

た な か っ た 。 自 由 党 政府 と 議会 は 月 ら か に 自分 た ち が 犯 そう と し て いる 重大 な 恥ず べき 行為 に 気 づ 

いて いた よう で 、 で きる だ け 目 立た な いよ うに それ を 隠蔽 し よう と し た 。 


この 国家 的 裏切り 行為 の 翌日 、 い わ ゆ る ルー マニ ア の マス コミ も 、 ユ ダ ヤ 系 の マス コミ も 、 こ の 悪名 高い 
行為 を 沈黙 し て 扱っ た 。 「 デ ィ ミ ネ ア ー タ 」(「 朝 」) 、「 ル プ タ ル 」(「 戦 い 」) 、 ア デ ヴ ァ ルル 

(「 真 実 」) は 、 ブ カレ スト の 地主 と 借地 人 の 対立 を 毎日 太字 で 印刷 し 、 隅 に は 彼ら が 簡単 に 発表 し た 
いく つか の 言葉 が 書か れ て いた 旧 憲 法 第 7 条 は 第 133 条 に 置き 換え られ まし た 。 


こう し て 自由 党 と 悪名 高き 1923 年 議会 は 墓 に 埋葬 され 、 こ の 人 々 の 将来 を か け て 墓石 を 封印 し た 。 私 た 
ちの 子供 た ちか ら 、 私 た ちの 母親 か ら 、 私 た ちの 年 長者 か ら 、 そ し て 今 そ し て 永遠 に 、 こ の 地球 上 で 苦し ん 
で いる すべ て の ルー マニ ア 人 か ら の 呪い は 、 こ れ ら の 国 の 裏切り 者 を 罰する の に 十分 で は あり ませ 

ん 。 こ うし て 、 沈 黙 と 卑劣 さ が 慕 延 す る 雰囲気 の 中 で 、 こ の 国家 的 裏切り の 大 行為 は 完了 し た 。 現 在 ルー 
マニ ア 全 土 を 支配 し て いる 人 格 で ある ク ザ 教授 の 声 だ けが 聞こ えた 。 


「 ル ー マ ニ ア の 皆さん 、1923 年 3 月 28 日 の 憲法 は 直ちに 廃止 され な けれ ば な り ま せん 。 
その 制定 に 抗議 し ます 。 要 求 の な い 選 挙 を 要求 し ます 。 確 実に 勝利 で きる よう 組織 し まし ょ う 。 新 
し い 憲 法 は 、 国 家 の 支 配 的 な 国民 と し て の ルー マニ ア 国 民 の 優先 的 権利 を 保証 し な けれ ば な ら な い 。」 


ヤシ で その 知ら せ を 聞い た と き 、 私 は 泣き 始め まし た 。 そ し て 私 は 自分 に こう 言い まし た 。「 そ ん な は ず は な 

い ! 少 な く と も 国民 は 、 私 た ち が 抗議 活動 を し て いる こと を 知る べき だ 。 な ぜ な ら 、 そ の よう な く び き を 首 に 負わ さ 
れ た 国民 が 抗議 し な いな ら 、 彼 ら は 愚か な 国民 だ 。」 

それ か ら 私 は イア ジア 人 に 宛て た マニ フェ スト を 編集 し 、 す べ て の ルー マニ ア 人 を 大 学 で の 質 議 集 

会 に 呼び 掛け まし た 。 ユ ダ ヤ 人 に 公民 権 が 与え られ た と いう ニュ ー ス は 稲妻 の よう に 広まっ た 。 街 は 沸き 
立っ て いま し た 。 


Miele よ 到 機 繊 郷 記 by Google 
政府 の 命令 に より 、 地 元 当局 は 軍隊 、 憲 兵 、 警 察 を 投入 し た 。 挑 発 が 起 こり 、 そ の 後 移動 が 阻止 され た 。 


そこ で 計画 が 変更 され まし た 。 「 集 会 は 大 学 で は な く 市 内 14 か 所 で 行わ れ た 。 そ こ か ら 一 晩 中 続い た デモ と 衝突 が 始ま 
っ た 。 


地元 当局 、 軍 、 警 察 は 、 私 た ちの 戦闘 計画 、 集 合 場所 の 突然 の 変更 、 そ し て 市 の 端 か ら 端 ま で 走り 回 っ た こと に 完全 に 当惑 し 
た 。 反 対 側 の 地点 で 30 分 お き に 噴火 し た 。 私 の 指揮 下 の グ ルー プ は 、 最 も 困難 な 地点 で 出会っ た : ポ ドゥ ル ・ ロ ス (ソコ 
ー ラ ) と Tg。 ク クル イ で は 、 ユ ダ ヤ 人 の 生意気 な 人 々 が 、 反 ユダ ヤ 主 義 の デモ 参加 者 は 決し て 足 を 踏み 入れ ず 、 生 き て 立ち 
去る こと は な いと 主張 し まし た 。 そ こ に は ルー マニ ア 人 は 住ん で いま せん 。 


何 生 人 も の ユダ ヤ 人 が 目 を 覚まし 、 虫 の 昌 の よう に あちら こち ら に 走り 回 り ま し た 。 火 に 遭遇 し た ら 、 私 た ち は 火 で 応戦 し 

ま し た 。 

私 た ち は 義 務 を 果たし 、 邪 魔 に な る も の は すべ て 打ち 倒し 、 モ ルド バ の か つて の 首都 ヤン が 依然 と し て ルー マニ ア 領 で あ 

り 、 そ こ で 統治 し 、 許 可 す る こと も 禁止 する こと も で き 平和 を 維持 する の は 私 た ちの 腕 で ある こと を ユダ ヤ 人 に 示し まし た 。 
罰 し た り 落 免 し た りす る 戦争 。 


翌日 パリ アー ド の 騎兵 隊 が 地元 の 2 個 連隊 、 警 察 、 憲 兵隊 、 ユ ダ ヤ 人 を 支援 する た め に 市 内 に 到着 し 、 ブ カレ ス 
ト の 新聞 は 次 の よう な 見 出し の 特別 版 を 発行 し た 。「 ヤ シ は 革命 の 夜 と 昼 を 過ごし た 。 」 


それ が 私 た ち 、 た だ 子供 た ち に で きる こと で す 。 私 た ち は こ うす る 方 法 を 知っ て お り 、 当 面 は 肩 に く び き が 置か れ て いま し 
た 。 私 た ち は それ を 冷静 に 、 奴 隷 の よう な 諦 念 を も っ て 、 蜂 な 態度 で 受け 入れ ませ ん 。 私 た ち は こ れ ら すべ て を 行い 、 

た と えど れ ほ ど 多 く の 戦い と 犠牲 が 私 た ち に 期待 され て いた と し て も 、 生 涯 に わた っ て この く び き を 打ち 破る と いう 神聖 な 
碑 い を 立て まし た 。 


翌日 私 は 囚人 た ち に 食べ 物 を 届け る た め に 警察 庁舎 に 行き まし た 。 そ こ で は 、 マ ニ フ ェ スト の 著者 で ある 疑い で ユリ ア 
ン ・ サ ル ブ が 尋問 され て いた 。 こ れ を 見 て 、 私 は 捜査 官 の と ころ に 行き 、「 サ ル ブ は マニ フェ スト の 著者 で は な い 、 私 が 書い 
て いる 」 と 言い まし た 。 


私 の 最初 の 逮捕 


警察 緒 で 彼ら は 私 に こう 言い まし た 。「 コ ドレ アヌ さん 、 あ な た は 代理 人 と 一 緒 に 法廷 に 行か な けれ ば な り ま せん 。」 


「 な ぜ エ ー ジ ェ ン ト な の ? 私 は 返事 を し た 。 「 私 は 一 人 で 行き ます 。」 私 の 言葉 が 疑問 視 さ れ た の は これ が 初め て だ っ 
た 。 私 は 気分 を 害し た 。 「 い いえ .、 私 は 捜査 員 と 一 緒 に 行き ませ ん 。 彼 が 望め ば 、 私 の 後ろ を 60 フ ィ ー ト 歩い て も 構い ませ ん 。 私 は 
一 人 で 行き ます 。 私 の 言葉 に は 20 人 の 警察 官 以 上 の 価値 が あり ます 。」 私 は その 場 を 去り 、 エ ー ジ ェ ン ト は 私 の 後ろ を 20 フ ィ ー ト 
歩い て いま し た 。 
裁判 所 に 到着 し まし た 。 捜 査 官 が 来 て 私 を ジュ イス ・ デ ・ カ ティ チ 警 察 署 に 連れ て 行き 、「 あ な た は 逮捕 され て いる の で 、 
刑務 所 に 送ら な けれ ば な り ま せん 」 と 言わ れ ま し た 。 
それ を 聞い た と き 、 目 の 前 が 真っ 暗 に な り ま し た 。 当 時 、「 投 獄 さ れる 」 と いう こと は 屈辱 的 な こと で し た 。 イ アジ ア 人 の 中 で 逮 
捕 さ れ た 人 は 一 人 も お ら ず 、 民 族 主義 者 の 学生 が 逮捕 され た と いう 話 も 聞い た こと が あり ませ ん 。 ま し て や 愛国 者 の 
経歴 を 持つ 私 が ? 私 は 彼 の 机 に 近づき 、「 閣 下 、 私 は 逮捕 を 受け 入れ ませ ん 。 誰 も 私 を 迎え に 行っ た り 刑務所 に 連 
れ て 行っ た りす る つも り は あり ませ ん 。」 と 言い まし た 。 


哀れ な 男 は 、 こ れ 以上 の 議論 を 避け る た め 、 捜 査 上 員 に 私 を 刑務 所 に 連れ て 行く よう 命令 し 、 反 対し な いよ うに 忠告 し まし た 。 そ れ か ら 
彼 は 立ち 去り まし た 。 エ ー ジ ェ ン ト は 私 を 連れ て 行こ うと し た 。 私 は 彼 に 、「 家 に 帰っ て 、 私 を 放っ て お いて くだ さい 。 私 を ここ 
か ら 連 れ 出 すこ と は で 
きま せん 。」 と 言い まし た 。 
その 後 、 他 の エー ジェ ント が 入 っ て きま し た -。 私 は 午前 11 時 か ら 午 前 8 時 まで そこ に いま し た 。 私 を 排除 し よう と する あら ゆる 努力 は 失敗 に 終 
わり まし た 。 
「 私 は いか な る 不正 行為 に 
も 罪 を 犯し て いま せん 。 私 は 国民 に 対す る 義務 を 果たし まし た 。 逮 捕 さ れ な けれ ば な ら な い 有 罪 者 が ある と すれ ば 、 そ れ 
は 国民 に 不当 な 扱い を し た 者 た ち で す 。 ユ ダ ヤ 人 に 公民 権 を 与え た の は 議会 で す 」 。」 


Meete よ 到 機 寺 扶 唐 by Google 


最後 に 、 法 廷 職員 全員 が 一 人 ずつ 門番 の 所 へ 帰っ て いき まし た 。 残 っ た の は 私 の 隣 の エー ジェ ント と 私 
だ け で し た 。 
8 時 頃 、3 人 の 警察 官 が 到着 し た 。 
「 コ ュ ド レア ヌ さ ん 、 法 廷 か ら 避 難 す る よう 命令 が 出 て いま す 。」 
「 わ か り ま し た 、 紳 士 諸 君 、 出 発し ます 。」 
私 た ち は 階段 を 下り て 建物 を 出 ます 。 驚 いた こと に 、 そ こ で 私 は 半 円 を 描い た 憲兵 、 検 察 官 、 裁 判官 、 警 察 官 の 一 
団 を 見 た 。 
そう 言っ て 私 は 先 へ 進み 、 中 庭 の 真ん中 に 座っ た 。 当 局 が 私 の と ころ に 来 て こう 言い まし た 。 


「 あ な た は 刑務 所 に 行か な け 
れ ば な り ま せん 。 」 "私 は 行か な い 。『" 
彼ら は 私 を 抱き 上 げ て 車 に 乗せ 、 ゆ っ くり と 刑務 所 に 移送 し 、 そ の 後に 憲兵 が 徒歩 で 続き まし た 。 私 た ち が 刑 
務 所 の 門 を 通過 する 最後 の 瞬間 、 息 子 た ち は 私 を 解放 し よう と し まし た が 、 職 員 の 銃 が 彼ら を 阻止 し まし た 。 


それ は 法律 に 対す る 抗議 で し た か ? い いえ 、 そ れ は 不義 の く び き に 対す る も の で し た 。 


逮捕 され る こと を 頑 な に 拒否 し て いた 私 に は 、 冷 た い 刑務 所 の 壁 の 中 に 私 を 導く 道 を 歩む と 、 や が て 訪れ 

る で あろ う 多 く の 苦 し み の 予 感 の よう に 思え まし た 。 私 は イー スタ ー の 前 夜 ま で 一 週間 そこ に 滞在 し まし た 。 
刑務 所 で の 最初 の 日 々 ' 道 徳 的 に 言え ば 、 私 は 彼ら の こと を 非常 に 厳し く 受け 止め まし た 。 な ぜ な ら 、 国 
民 の た め に 戦っ て いる と き に 、 ま た 人 民 と 戦う 者 の 命令 に よっ て 誰か が 逮捕 され る と いう こと が 理解 で き な か っ 
た か ら で す 。 


解放 され て 、 家 に 帰り まし た 。 多 く の ル ー マ ニ ア 人 が 駅 まで 私 を 迎え に 来 て 、 私 に 同情 を 示し 、 闘 争 を 続け る よ 
う 励 まし て くれ まし た が 、 そ れ は 人 民 の 闘争 で あり 、 最 終 的 に は 勝利 する も の で す 。 


農民 か ら 知識 人 に 至る まで 、 国 民 全 体 が 、 あ ら ゆ る 面 で 、 こ の 芸術 に 関す る 悲し い 知ら せ を 大 き な 痛み を 持っ て 
受け 止め た 。 7 修正 。 し か し 目 が 覚め る と 疲れ 果て 、 指 導 者 た ち に 裏切ら れ た た め 、 彼 に で きる こと は 何 も な 
か っ た 。 私 た ちの 頭 に は どん な 呪い が か か っ て いる の だ ろう か 、 そ し て どん な 罪 が 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 を そ 
の よう な 邪悪 な 指導 者 の 一 員 に 運命 づけ た の だ ろう か ? 


私 た ち は こ こ で 2 つの 異な る ロマ ニア で 、2 つ の グル ー プ の 人 々 と 同じ 問題 を 抱え た 2 つの 歴史 的 瞬間 に 直面 
し て いま す 。1879 年 に リト ルル ー マ ニ ア で 開催 され た 非常 に 小 規模 な 憲法 制定 議会 は 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら 

の 圧力 に 抵抗 する 勇気 を 持っ て いま し た 。 1923 年 、 大 ルー マニ ア で は 、 ヨ ー ロ ッ パ 自体 の 圧力 の 下 で 、 劣 

な 卑劣 さか ら 、 国 民 全 体 の 命 を 屈辱 に し 、 危 険 に さら すこ と を 直 路 し な い 私 た ちの 血 の 犠牲 か ら 生ま れ ま し 
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ルー マニ ア の 偉人 た ち 、1879 年 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 
忘 電 の ベー ル 


この 本 の 読者 は 、 そ れ に 続く ペー ジ で 、1879 年 に ヨー ロッ パ 全 土 で ルー マニ ア 人 の 権利 を 求め て 激 し 
く 戦っ た 我が国 国民 の 思想 、 愛 国 心 、 性 格 な どの さま ざま な 頂点 の 著作 か ら の 一 連 の 抜粋 を 見 つけ 

て 少々 驚く だ ろう 。 , これ ら の 抜粋 を 含め る こと は 、 こ の 巻 の 通常 の 展開 に 負担 を 与え 複雑 に し ます が 、 
と し て 使用 する 、 そ の よう な 問題 で 通常 従う 規則 に 反し て 、 私 は それ ら を 歴史 的 な 議論 

こと を 望ん で いる わけ で は な く 、 こ れ ら を 再び 明る み に 出す た め に それ ら を 含め て いま す 。 ユ ダ ヤ ・ 

フリ ー メ ー ソ ン の オカ ル テ ィ ズ ム の 陰謀 が 彼ら に 影響 を 及ぼ し た 偉大 な 先祖 た ちの 推論 と 表現 の 真珠 


彼ら は 真 の ルー マニ ア の 巨人 の よう に 書き 、 考 え 、 戦 っ た と いう だ け の 理由 で 、 迫 害さ れ 、 重 い 封 印 と 忘却 の 
銘板 の 下 に 閉じ 込め られ た 。 

私 た ちの 世代 の 学生 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 危機 か ら 政 治 的 退位 を 経て 50 年 を 飛び 越え 、1879 年 と 同じ 信念 、 
感情 、 性 格 を 同一 視 し て お り 、 こ の 神聖 な 結合 の 瞬間 に 感謝 と 影 へ の 塁 敬 の 念 を 込め て 頭 を 垂れ る 。 彼 の 
偉大 さ に つい て 。 


ヴァ シル アカ ウン ト 


1879 年 に 私 た ちの 偉大 な 会 計 が 下院 で 行っ た 態度 を 考え て み ま し ょ う 。 

50 年 前 ルー マニ ア の 哲学 者 は 、 非 の 打ち どこ ろ の な い 論 理 体系 に 基づい た 揺るぎない 科学 的 議論 で 、 国 
家 の 基 盤 に ある べき 人 種 的 真実 の 堅実 性 を 実証 し た 。 こ の 理論 は 、50 年 後に 1879 年 に ユダ ヤ 人 に 公民 
権 を 与え る こと を 強制 し た 同じ ベル リン に よっ て 採用 され た 。 


この こと か ら 、 新 し い ド イツ の イデ オロ ギー に 触発 され た と し て 国民 運動 を 攻撃 する 人 々 の 主張 の 脆弱 さ 
線 を 引き 継い だ の は ベル リン だ っ た 。 そ の 他 。 


私 た ち が ユ ダ ヤ 分 子 と 戦わ な けれ ば 、 国 家 と し て 減 び る で し ょ う 。 国 家 が 存在 し 繁栄 す 

る た め の 第 一 の 条件 は 、 そ の 国家 の 国民 が 同じ 人 種 、 同 じ 血 を 持っ て いる こと で ある と いう こと は 、 今 日 私 た 
ち を 攻撃 する 人 々 に よっ て さえ 認識 され た 事実 で あり 、 こ れ は 容易 に 理解 で きま す 。 ま ず 第 一 に 、 似 た よう な 
人 種 の 個人 は 、 一 般 に 自分 た ちの 間 で の み 結 婚 し ます 。 そ うす る こと で の み 、 人 種 の 統一 を 維持 で きる 

か ら で す 。 そ し て 、 結 婚 は 個人 間 の 最も 強く 最も 永続 的 な 絆 で ある 家族 感情 を 生み 出し ます 。 そ し て 、 

これ ら の 家族 の 絆 が 州 の すべ て の 国民 を 包み 込む よう に 広がっ て いる こと を 考え る と 、 こ れ ら の 家族 

が 一 般 的 な 愛 の 感情 、 い いわ ゆる 人 種 的 同情 に よっ て 惹か れ て いる こと が わか り ま す 。 さ ら に 、 民 族 の す 

べ て の 構成 員 の 静脈 に は 同じ 血 が 流れ て いる こと を 念頭 に 置く と 、 こ れ ら すべ て の 構成 貞 は 遺伝 に よ 

り 、 同 じ 感 情 、 同 じ 傾向 、 さ ら に は 同じ 考え を 持つ こと に な る こと が 理解 され ます 。 そ うす る こと で 、 危 険 

な 時 代 、 特 別 な 機会 に 、 彼 ら の 心臓 は 一 つ に 鼓動 し 、 彼 ら の 心 は 一 つの 意見 を 採用 し 、 全 員 の 行動 

は 同じ 目的 を 追求 する で し ょ う 。 言 い 換 えれ ば 、 単 一 の 人 種 に よっ て 形成 され る 国家 の 重心 は 1 つ 

だ け に な り ま す 。 そ し て 国家 は その よう な 国民 で 構成 され て お り 、 そ の 国 だ けが 抵抗 力 、 耐 久 力 、 進 

歩 の 最良 の 状態 に ある の で す 。 


し た が っ て 、 種 の 維持 と 同様 に 、 国 家 の 存 在 の た め の 第 一 の 要件 は 、 そ の 国民 が 同じ 人 種 で ある こと で す 。 
さて 、 こ れ が 国籍 原則 の 根拠 と な る 真実 で あり 、 文 明世 界 で 多く の こと が 言わ れ て いる 根拠 と な か っ て いま 
す 。 も ちろ ん 、 こ の 国籍 の 原則 は 人 種 の み に 言 及 し て お り 、 「 人 種 に 関係 な く 国 家 の 臣 民 」 と 呼ば れる も 
の に は 言及 し て いま せん 。 そ の 場合 、 こ の 原則 は 適用 され な いか ら で す 。 


さて 、 こ の 原則 は 現在 、 政 治 家 で あれ 一 般 市 民 で あれ 、 す べ て の 人 々 の 良心 の 中 に 深く 根付 いて お 
り 、 今 日 、 文 明世 界 の すべ て の 国家 は この 原則 の み に 基 づい て 存在 し 、 あ る い は 再 構成 され て いま す 。 


ieoiiie よ 到 機 繊 扶 記 by Google 


し た が っ て 、 ユ ダ ヤ 人 の 広報 担当 者 や ユダ ヤ 人 の 愛好 家 は 、 国 家 の 基 礎 が 単に 国民 の 共通 の 物質 的 利益 で ある な ど と は も う 
言わ な いで くだ さい 。 な ぜ な ら 、 そ れ ど ころ か 、 ま さ に 今 、 私 た ちの 世紀 こそ が 、 国 籍 。 こ れ は 今日 ます ます 普及 し て いま す .. 外国 
人 が 支配 的 な 国家 に 同化 する と いう 条件 で 、 こ の こと が 国 の 市 民権 を 取得 する こと を 妨げ る も の で は な いこ と は 事実 で す 。 つ 
まり 、 最 終 的 に 国家 が 同じ 単 一 の 血 か ら な る よう に 、 融 合 す る こと で ある 。 


「 こ れ ら が 帰化 に 関す る 唯一 の 科学 的 原則 で す 。 帰 化 が 有用 か つ 合 理 的 で 科学 的 基準 に 適合 する た め に は 、 先 住民 と の 
結婚 を 通じ て 同化 する か 、 同 化す る 意思 が ある 外国 人 に の み 帰 化 が 認め られ る べき で ある 。 そ う で な けれ ば 、 支 配 的 な 人 種 の 血 
に 同化 する 傾向 を 持た な い 、 あ る い は 持つ こと が で き な い 個人 に 市 民権 を 与え る と 、 国 が 相反 する 傾向 の 間 で 絶え 間 な く 闘 争 に 
さら され る 結果 と な る こと は 容易 に 理解 で きる だ ろう 。 


私 は 、 ど の 国 に も 存在 する 複数 の 人 種 が 時 と し て 共通 の 利益 を 持つ こと が 不可 能 で ある と か 、 同 じ 状 況 下 で は ある 人 種 の 
遺伝 的 傾向 が 他 の 人 種 の 遺伝 的 傾向 と 同じ よう に 優遇 され る べき だ と 言っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 


この 状況 が 続く 限り 、 先 住民 と 帰化 人 は 間違い な く 平 和 に 暮らす だ ろう 。 し か し 状況 は 変化 し 、 そ れ に 伴っ て さま ざま な 人 種 の 
利益 も 変化 する 可能 性 が あり ます 。 そ し て 今日 で な けれ ば 明日 で す 。 明 日 で は な く て も 、 明 後日 に は 、 帰 化 人 の 傾向 は 先住 民 の 
傾向 と 対立 し 、 一 部 の 人 々 の 利益 は 他 の 人 々 の 利益 と 対立 し 、 一 部 の 人 々 の 利益 は 他 の 人 々 の 利益 を 犠牲 に する こと な し に 

は 満た され な い 。 : そ し て 、 そ の 後 、 私 た ち は 2 つの 種族 の 間 で 生存 競争 を する こと に な り 、 激 し い 戦 い は 国家 を 完全 に 廃止 す 
る か 、 ど ちら か の 種族 が 完全 に 潰さ れ て 再び 1 つの 支配 的 な 種族 だ けが 国家 に 残る こと に よっ て の み 終 わら せる こと が で きま 

し た 。 .…. さて 、 私 た ちの 国 の 歴史 と 日 常 の 経験 は 、 私 た ちの と ころ に 来る すべ て の 外国 人 の 中 で 、 ト ルコ 人 、 特 に ユダ ヤ 人 は 決し 
て 私 た ちと 結婚 し な い 人 た ち で ある こと を 証明 し て いま す 。 


外国 人 : ロ シア 人 、 ギ リ シ ャ 人 、 イ タリ ア 人 、 ド イツ 人 は 、 一 世 で は な い に し て も 、 二 世 、 三 世 の 間 に 結婚 し て 私 た ちと 融合 し ます 
が 、 最 終 的 に は 、 血 の 点 で も 、 こ れ ら の 外国 人 と 私 た ちの 間 に 区 別 が な く な る 時 代 が 来 ま す 。 あ る い は 郷土 愛 。 し か し 、 ユ ダ ヤ 人 
に と っ て は そう で は あり ませ ん …。 


「… こ の 問題 が どの よう に 提示 され よう と 、 ど の よう に 解釈 され よう と 、 も し ユダ ヤ 分 子 と 戦わ な けれ ば 、 我 々 は 国家 と 
し て 滅び る だ ろう 。」 
(1879 年 9 月 4 日 に 開催 され た 臨時 議会 下院 で 行わ れ 、1879 年 9 月 17 日 水曜 日 の オフ ィ シ ャ ル モ ニ ター No. 201 に 掲載 
され た 、 憲 法 条 項 の 改正 に 反対 する 演説 より 、5755 ペー ジ - 6) 


ヴァ シル ・ ア レク サン ドリ 


議場 に いる 間 、 ヴ ァ シ ー レ ・ コ ンタ は 上 院 で 前 述 の 演説 を 行い 、 連 合 の 詩人 ヴァ シー レ ・ ア レク サン ドリ は ルー マ ・ て 
ニア 人 の 感情 を 次 の よう に 表現 し た 。 


今日 ノル ー マ ニ ア は 歴史 書 を 手 に し て 私 た ちの と ころ に や っ て 来 ます 。 私 た ち が そ の ペー ジ に 自国 民 の 屈辱 と 喪失 、 あ る い は 
彼ら の 尊厳 と 解放 を 書き 記す こと が で きる よう に する た めで す .… 


世界 の 歴史 の 中 で も 前 例 の な いこ の 状況 に 直面 し て 、 私 た ち は 情熱 を 持た ず 、 暴 力 を 使わ ず 、 し か し 冷静 な 精神 と 啓発 され 
た 愛国 心 と 宗 高 な 勇気 を も っ て 、 自 分 の 心 と 精神 を 義務 の 高み まで 高め る 方 法 を 知ら な けれ ば な り ま せん 。 そ れ が あ 
な た の 国 の 運命 を 決め る た め に 召さ れ た 男 た ち に 期待 され て いま す .… 


この 新た な 行き 詰まり と は 何で し ょ うか ? こ の 新た な 侵略 と は 何で し ょ うか ? 
侵略 者 は 誰 で すか ? 彼 ら は どこ 出身 で すか ? 彼 ら が 望む こと ? そ し て 、 ド ナウ 川 の ほとり に ある この ティ ト ネ に ある 新しい 約 
束 の 地 に 彼ら を 導く 新しい モー セ と は 誰 な の で し ょ うか ? 


侵略 者 と は 何で すか ? 活 発 で 知 的 な 民族 で あり 、 使 命 を 果たす こと に 飽き る こと は あり ませ ん 。 最 も 盲目 的 な 宗教 的 狂 
信 の 信奉 者 。 地 球 上 の すべ て の 住民 の 中 で 最も 排他 的 で あり 、 世 界 の 他 の 民族 と 最も 同化 で き な い .… 


「 彼 ら は 私 た ち に 何 を 求め て いる の で し ょ うか ? 


Mielete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


今日 の ガリ ン ア と ブ コ ヴィ ナ の 一 部 の 農民 の よう に 、 こ の 国 の か つて の 領主 を 奴隷 に 変え て 、 こ の 人 々 の 土地 の 所 有 者 
に な る こと 。 

この 国 は 美しく て 豊か で す 。 こ の 国 に は 大 都市 、 道 路 、 高 度 な 機関 が あり 、 ラ テン 系 の 人 々 と 同じ よう に や や 予測 不能 

な 人 々 が いる .… こ の 国 の 住民 を 置き 換え て 、 そ れ に よっ て すべ て を イス ラ エ ル の 所 有 物 に 変え る こと より 簡単 な こと は な 
いで し ょ うか ? 


も し これ が 現在 の 侵略 者 の 計画 で ある と すれ ば 、 す べ て が 私 た ち に 信じ させ て いる よう に 、 イ スラ エル 国民 の 進取 の 
精神 を 再び 証明 する も の で あり 非難 に 値する どこ ろか 、 現 実 的 な 人 々 か ら 拍 手 と 賞賛 を 集め る 可能 性 が 高い 。 


も し 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 が 、 私 た ちの 無関心 や 致命 的 で 不条理 な 人 道理 論 の 適用 に よっ て 、 こ の 計画 の 実現 に 加担 し 

て いた と し た ら 、 責 任 は ある で し ょ う 。 こ れ ら の 理論 に 騙さ れ た り 、 理 論 を 裏 か ら 理解 し た り 、 あ る い は 想像 上 の 脅威 の 
影響 で 想像 上 の 恐怖 に 囚われ た り し た 場合 、 私 た ち は そ の 責任 を 私 た ちの 頭 に 負う こと に な り ま す 。 ル ー マ ニ ア の 祖国 が 
私 た ちの 祖国 か ら 託 され た 神聖 な 埋蔵 物 で ある こと を 私 た ち は 忘 れ て し まう で し ょ う 。 父 親 た ち 。 傷 一 つ な く 、 私 た ち 

の 子供 た ち に 伝え られ ます よう に .… 


で は 、 そ の よう な 状況 を 作っ て し まっ た ら 、 国 全体 は どう 言う で し ょ うか ? 祖 先 の 土地 の 独立 の た め に 喜ん で 戦っ た ルー マ 
ニア 人 は 何と 言う で し ょ うか ? 

私 た ちの 国 は 痛み を 感じ て 私 た ちか ら 目 を 背け る で し ょ う 。 

ルー マニ ア 人 は こう 言う だ ろう 、「 流 され た 血 が 祖国 を 分 断 し 国家 の 尊厳 を 低下 させ る だ け な ら 、 今 後 は 私 の 血 を 求め な 
いで くだ さい 。」 


これ ら の こと を 考慮 し て ノル ー マ ニ ア が 今日 、 そ の ペー ジ に 拒否 権 を 刻む た め に 歴史 書 を の 中 に 入れ て 私 た ちの 前 に 立 
っ て いる と き 、 私 は この 国 を 辱め る 碑文 が 書か れる 予定 の ペー ジ を 引き 裂き 、 も う 一 方 の ペー ジ を 私 は 引き 裂き ます 。 あ な た 
の 尊厳 、 あ な た の 解放 を 、 私 の 心 を 込め て 書き まし ょ う ! 」 


(1879 年 10 月 10 日 に 召集 され た ルー マニ ア 上 院 臨 時 会 で 行わ れ た 、 宮 法 第 7 条 の 改正 に 反対 する 演説 より 。 オ フィ シャ 
ル モニ ター No. 230、1879 年 10 月 11/23 日 木曜 日 pp に 掲載 ) .6552-8.) 


ミハイル ・ コ ガル ニセ アヌ 


ここ に 、1869 年 に 内 務 大 臣 で あっ た ミハイル ・ コ ガル ニチ ャ ヌ が 、 ユ ダ ヤ 人 問題 に 対す る 威厳 の ある 態度 と 海外 か ら 加 
えら れ た 圧力 が 示さ れ て いる 。 ミ ハイ ル ・ コ ガル ニチ ャ ヌ は 、 今 日 、 私 た ち を 抑圧 する 人 々 を 捧 問 する 命令 が 発せ られ る 
場所 と な っ た 同省 の 名 目 上 の 長官 で ある 。 国 民 を 守る た め に 戦い ます 。 


「 自 国 に 積極 的 な 利害 関係 を 持つ 人 々 は 皆 、 ユ ダ ヤ 人 が 国民 を 搾取 する の を 防ぐ こと に 関心 を 持っ て きた 。 


ルー マニ ア で は 、 ユ ダ ヤ 人 の 問題 は 宗教 的 な 問題 で は な く 、 国 家 的 な 問題 で あり 、 同 時 に 経済 的 な 問題 で も あ 


oO 


ルー マニ ア で は 、 ユ ダ ヤ 人 は 異な る 宗教 共同 体 を 構成 し て いる だ け で は あり ませ ん 。 役 ら は 、 言 葉 の 完全 な 意味 で ルーマ 
ニア 人 に と っ て は 、 そ の 出自 、 言 語 服 装 、 習 慣 、 さ ら に は 感情 まで も が 異質 な 国籍 を 構成 し て いる 。 


し た が っ て 、 こ れ は 宗教 的 迫害 の 問題 で は あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 も し そう で あれ ば 、 イ スラ エル 人 は 崇拝 の 実践 

に お いて 妨害 また は 制限 に 直面 する こと に な る で し ょ う が 、 実 際 に は そう で は あり ませ ん 。 

彼ら の シナ ゴー グ は キリ スト 教会 の 近く に 自由 に 立つ こと を 許さ れ な い 。 彼 の 宗教 指導 や カル ト の 宣伝 も 容認 され な いで し 
り が 


公国 特に モル ダビ ア を 訪れ た 人 々 は 皆 、 私 た ちの 都市 に 住ん で いた ポー ラン ド 系 イス ラ エ ル 人 に よっ て 明らか に され 

た 、 圧 し いと いう より も 悲し い 側面 に 庄 え て いま し た 。 

この 群衆 の 商業 、 産 業 、 生 計 を さら に 詳し く 観察 する と 、 こ れ ら の 旅行 者 は さら に 恐怖 を 感じ た 。 な ぜ な ら 、 ユ ダ ヤ 人 は 生 
産 者 で は な く 単 な る 消費 者 で あり 、 彼 ら の 最大 の 、 そ し て 私 が 言う べき 主要 産業 で ある こと が わか っ た か ら で あ る 。 酒 類 の 
小売 り で す .… 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


私 は 、 国 の すべ て の 法律 に よれ ば 、 セ ルビ ア の 場合 と 同様 、 ル ー マ ニ ア の イス ラ エ ル 人 に は 村 に 居住 する 権利 が な いと 
いう 単純 な 理由 で 、 ユ ダ ヤ 人 を 居住 地 か ら 追 放し た こと は あり ませ ん 。 


私 は 、 ユ ダ ヤ 人 、 特 に ガリ ン ア 人 や ポ ド リ 人 と 呼ば れる 人 々 に よる 持 来 の 居酒屋 や ナイ トク ラブ の 賃貸 を 制限 し まし 
た 。 こ の 措置 は 、 組 織 法 と 総会 で 投票 され 、 そ の 後 ミ ハイ * ス トゥル ザ 王 子 に よっ て 認可 され た 法律 で 正当 化 され 、 そ 
の 後 今日 に 至る まで 廃止 され た 法律 は な い が 、 逆 に 、 以 前 は すべ て 内 務 大 臣 の 法律 で あっ た 。 そ し て 大 会 

後 も 維持 され 、 実 行 さ れ ま す 。 こ の 証拠 は 、 私 の 前 任 者 た ちの 命令 で す 。 す な わ ち 、 コ スタ ・ フ ォ ル 大 臣 時 代 の 

1861 年 6 月 17 日 と 28 日 の 命令 で す 。 1866 年 2 月 5 日 の フロ レス ク 将 軍 の 署名 。 1866 年 3 月 11 日 と 4 月 11 
日 (ディ ミト リエ ・ ギ カ 王 子 な ど に よっ て ラム ニク ル ・ サ ラ ト 県 に 発行 され た 。 


この よう な 状況 で は 、 私 と 私 の 前 任 者 以外 に は 、 た と え 10 人 で も 後 を 継い だ 大 臣 は 何 も で きま せん で し た 。 
立憲 主義 国家 で ある ルー マニ ア の 大 臣 、 我 々 は 国民 の 意志 に 従わ な い 限 り 統治 する こと は で きま せん 。 
私 た ち に は 、 こ の 国 の ニー ズ 、 欲 求 、 そ し て ある 程度 は 偏見 さえ も 考慮 に 入れ る 義務 が あり ます .… 


これ は 、 深 い 苦 し み と 正 当 な 懸念 か ら 生 じ る ルー マニ ア 国 民 の 大 き な 昔 立ち を 正当 化す る も の で あり 、 そ れ は 自国 に 
脅威 を 感じ て いる 国民 の 声 で ある か ら で あ る 。 そ し て その 経済 的 利益 。 外 国人 が その 声 を か き 消す こと は で きる が 、 
ルー マニ ア の 閣僚 が どの 政党 に 属し て いて も 、 そ の 声 を 聞か な いこ と は 許さ れ な い 。 だ か ら こ そ 、 今 日 だ け で は な く 、 
常に 、 い つ で も 、 ど の 政権 下 で も ルーマ ニア の すべ て の 支配 者 、 す べ て の 政治 家 、 自 国 に 真 の 利益 を 持つ すべ て の 
人 々 が 、 資 源 の 搾取 を 止 


め る 必要 性 を 懸念 し て きた の で す 。 異 民族 で ある ユダ ヤ 人 に よる ルー マニ ア 人 。 」 


(1869 年 6 月 ユダ ヤ 人 間 題 に 関し て 外務 大 臣 に 宛て た ミハイル ・ コ ガイ ニセ アヌ 内 務 大 臣 の 通信 より 。1870 年 まで 
制定 され た ルー マニ ア の 新旧 立法 コレ クシ ョ ン に 掲載 、 ロ ー ン M. ブ ジ ョ レア ヌ 著 、 ブ カレ スト 1873 年 、 ル レー マニ ア の 
労働 者 の 新しい 印刷 機 パ パー ト F。 タ イト ル 「 規 定 と 回 覧 」、 第 X 章 、813-6 ペー ジ ) 。 


ミハイル エミ ネス ク 


「 今 日 、 彼 ら が まだ 完全 な 市 民権 や 政治 的 権利 を 持っ て いな いと き に 、 彼 ら が モル ダビ ア の すべ て の 商業 と す 
べ て の 小 規 模 産業 を 乗っ 取っ た と し た ら 、 も し 今日 彼ら が ルー マニ ア の 平原 に 恐ろし い 姿 を 現し た と し た ら 、 そ し て 今 
日 彼ら が 都市 の 中 心 部 に 巣 を 作っ た と し た ら 、 勤 入 な オル テニ ア 人 、 明 日 、 彼 ら に 平等 の 権利 が 与え られ 、 ル ー マ 
ニア 人 を 名 乗る こと が で きる よう に な り 、 こ の 祖国 が 私 た ちの も の で ある の と 同じ よう に 彼ら の も の で ある と い > 正 
式 な 権利 が 法律 に 刻ま れる の は いつ に な る だ ろう か 。 ! 」 


(全集 、 イ スラ エル 人 の 質問 489 ペ ー ジ 、 ヤ シ 、 ロ ネス ク : ゲ オル ゲス ク 書 店 、1914 年 。 ア レッ クス ・ ナ ウム に よる 引 
用 ) 。 


そし て 481 ペ ー ジ に は こう あり ます 。 


「 彼 ら は どの よう な 努力 や 犠牲 を 払っ て ルーマニア 国民 と の 平等 を 目指 す 権 利 を 獲得 し た の で し ょ うか ? 彼 ら は ト 
ルコ 人 、 タ ター ル 人 、 ポ ー ラ ンド 人 、 ハ ン ガ リー 人 と 戦っ た 人 た ちな の で し ょ うか ? 彼 ら は 古い 条約 が 破棄 され た と 
き に 罰せ られ た 人 た ちな の で し ょ うか ? こ の 国 の 名 声 が 広まり 、 こ の 言語 が 過去 の ベー ル か ら 発掘 され た の は あな た 
の 努力 の お か げ で すか ? 
ルー マニ ア 国 民 が 日 光 を 受け る 権利 を 勝ち 取っ た の は 彼ら の うち の 誰か だ っ た の か ?」 


Miele よ 到 機 繊 扶 応 by Google 


イオ ン へ リア ー デ ラド ウレ スク 


「 イ ギリ ス と フラ ンス の キ ケ リ ー が 、 ル ー マ ニ ア の 市 民権 を 同じ 宗教 者 に 要求 し て いる だ け で は な く 、 特 権 や 優越 性 を 要求 し て い 
る の が 分 か ら な い の か 。 彼 ら は 人 金 の 貴族 、 黄 金 の 子 牛 の 貴 族 を 確立 し た い の で すか ? 


彼ら は 、 私 た ち が 最 後 の 一 人 まで 死ん で も 与え られ な いも の を 要求 し ます 。 

イギリス と フラ ンス の キ ケ リ 家 は 信じ て いる の だ ろう か 、 君 た ち も 信 じ て い る の だ ろう か 、 ル ー マ ニ ア 人 が 彼ら の 間 で 最も 
卑劣 で 不潔 で 最も 下品 な 貴族 階級 、 道 化 師 、 ユ ダ ヤ 人 拝金 主義 者 の 支配 を 清算 する の を 冷静 に 見 守っ て いる と いう こと を 、 
彼ら と 共に 信じ て いる の だ ろう か 。 悪 党 ? 


この よう な 忌まわしい 支配 は 、 ど の よう な 称号 で 、 ど の よう な 権利 に よっ て 、 法 廷 で 、 減 び の 子 た ち を 除く 全 人 類 が 花嫁 と し て 神 
聖 な 花 嬉 の 前 に 来る こと に な る 20 世 紀 の 門 の 前 で 確立 され 得る で し ょ うか ? 


イギリス と フラ ンス の キ ケ リ ー 家 は 、 あ えて 平等 に 基づく 人 間 の 権利 を 提示 し な が ら 、 自 分 た ちの 特権 と 優位 性 を ふり 
か ざす 大 胆 さ を 持っ て いる だ ろう か ? 


そし て 、 彼 ら は その 権利 を 行使 する こと が で き な い の で 、 あ えて イス ラ エ ル 人 の 儀式 に 関す る ルー マニ ア の パラ ドッ クス を 作り 、 ヨ 
ー ロ ッ パ の 君主 の 名 に お いて 私 た ち を 脅 迫 する と ころ まで 彼ら の ユダ ヤ 人 特有 の 大 胆 さ を 押 し 上 げ る つも りな の で し 

よう か ? 

それ で は 、 ユ ダ ヤ 人 は 何 に よっ て 私 た ち を 征服 する の で し ょ うか ? あ な た の 数 字 、 あ な た の 強 さ か ら 見 て み ま し ょ う ? 

私 た ち は 、 パ レス チ ナ の 地 に お ける 民族 と ユダ ヤ 人 自身 の 再生 の 名 の 下 に 、 彼 ら に 善い こと を 願い 、 願 い 、 彼 ら を 憐れみ 、 傷 を 

負っ た 全 人 類 の 救い を 願う キリ スト 教徒 と し て 、 彼 ら に 忠告 し ます 。 キ リス ト は 、 ご 自分 を 苦し め る 者 た ち を 十字 架 か 

ら 赦 され まし た 。 そ の よう な こと を 何 も し よう と せ ず 、 あ えて それ を 熟考 する こと さえ せ ず 、 ま し て や 彼ら を 誘惑 し た サタ ン の 
天使 に よっ て 引き 起こ され た 不安 の 現代 に お いて は 何 も 主 張 し ませ ん で し た 。 ル ー マ ニ ア 人 が 自選 保存 の 本 能 を 持 

つ 国 民 と し て の 権利 を 守る た め に 、 正 当 か つ 神聖 な 怒り を どこ まで ぶつ けら れる か は 神 の みぞ 知る の だ か ら 、 そ ん な こと 

は し な い ほ うがい い ! 」 


(1.Heliade Radulescu 著 、 ブ カレ スト 、1859 69 年 発行 、「 ア ンチ テー ゼ ま た は 精神 と 物質 の 間 の 均衡 」 よ り 抜 
粋 。 第 3 部 、「 イ スラ エル 人 と ユダ ヤ 人 」 と 題し 、 第 X 章 、380 ^~ 3 ペー ジ )。 


ボ グ ダ ン ・ ペ トリ ンク : ハ イデ ウ 
し た が っ て 、 タ ルム ー ド で は ユダ ヤ 人 の 私 た ち に 対す る 行動 の 2 つの 形態 が 規定 され て いま す 。 
「 あ な た 方 が キリ スト 教徒 より 強い な ら 、 彼 ら を 絶滅 さす て くだ さい 。」 
「 も し あな た が クリ スチ ャ ン よ り 弱 いな ら 、 彼 ら を 褒め な さい .…」 


「 し か し 、 私 より 弱い 人 が 、 い つか 私 より 強く な る た め に は 、 ま ず 私 と 同等 に な る 中 間 段 階 を 通過 する 必要 が あり ます 。」 


「 ユ ダ ヤ 人 に いわ ゆる 政治 的 権利 を 与え る と いう こと が 何 を 意味 する か 、 理 解 で きた で し ょ うか ? 」 


(「 ユ ダ ヤ 教 の 研究 。 イ スラ エル 民族 の 信仰 告白 と し て の タル ムー ド 」 よ り 抜 粋 ルー マニ ア 歴 史 文 書館 長 、 ブ カレ スト の ル 
ー マ ニ ア 図 書館 道徳 政治 部 門 所 長 、BP< ハ イデ ウ 著 。 発 行者 テオ ドー ル Vaidescu、Bossel House No. 34、1866: pp. 
30-1.) 


コス タチ ェ ・ ネ グリ 


Miele よ 到 機 繊 扶 記 by Google 


「 我 々 の 総 人 口 の 7 分 の 1 を 占め る ユダ ヤ 人 は 、 我 々 の 弱 さ 、 先 見 性 の 欠如 、 そ し て 強欲 さ が 我 々 を 非難 する 最も 砺 し い ハ 
ン セ ン 病 患者 で ある 。」 
(1869 年 1 月 12 日 付け の オク ナ か ら ル パス ク に 宛て た 手紙 より 、『 ヴ ェ ル ソス 、 散 文 C. ネグリ の カル タス 』 の 
巻 に 掲載 され 、E. ガル レ ヌ に よる 彼 の 人 生 と 著作 の 研究 編集 者 「 ミ ネル ヴァ 」 、3 Academiei Blvd 
- ブカレスト 1909 年 、p. 1 16) 。 


AD ゼノ ポー ル 


私 た ち は 、 ヤ シ 大 学 の 教授 で ある 偉大 な 歴史 家 AD Xenopol の 意見 を 、 同 じ 抜 粋 の 中 で 紹介 する こと を 許可 し ます 。 こ 

れ は 、 自 分 の 発見 の 痛ま し い 現 実 を 生き 、 自 分 の 目 で 見 た 科学 者 の 否定 で き な い 権威 を 考慮 し て の こと で ある :「 ル 

ー マ ニ ア 人 が 店 を 開 こ うと 決め た ら 、 ユ ダ ヤ 人 は 敷居 を また ぐ こ と は な い 。 そ うす れ ば 、 彼 は ユダ ヤ 人 に よっ て 肖 回 
され る だ ろう 」 「 顧 客 が 多い 一 方 ルー マニ ア 人 は ユダ ヤ 人 か ら 買 うこ と を 嫌がら な い 、。 価 格 操作 が な く て も 、 ル ー マ 
ニア の 商人 や 商人 の 抵抗 を 打ち 破る こと が で きる の は 明らか だ 。 後 者 が 町 と いう 意味 で あれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 は 決し て ルー 
マニ ア 人 を 自分 の 店 に 受け 入れ な い だ ろ う 」 そ こ か ら 何 か を 学び まし ょ う 。 と いう の は 、 ル ー マ ニ ア 人 は 使用 人 か ポー ター 
と し て の み ユ ダ ヤ 人 の 家庭 に 受け 入れ られ る か ら で あ る 。 こ の 独占 シス テム は 根強く < 残っ て いま す 。 モ ルド バ の 端 

か ら 端 まで 広がる 無数 の ユダ ヤ 人 の 作業 場 や 商店 に は 、 労 働 者 職長 、 会 計 士 、 レ ジ 係 、 セ ー ル スマ ン な ど 、 キ リス ト 教 徒 や 
ルー マニ ア 人 の 見 習い は 一 人 も お ら ず 、「 ユ ダ ヤ 人 は ルー マニ ア 人 に 対し て 最も 厳格 な 経済 的 排他 主義 を 実践 し て い 
る 」 彼 ら は 自分 た ちの 宗教 に よっ て 規定 され て いる の で 、 放 棄 す る こと は で きま せん 。」 


(AD Xenopol に よる La question israelite en Roumanie、La renaissance latine、25 rue Boissy-d'Anglas、 
Paris、1902 年 17 ペ ー ジ か ら 紅 ) 。 


学生 ゼネ スト は 続く 


復活 祭 の 後 、 戦 闘 が 再開 され た 。 LANC の 面 で は 、 ク ザ 教 授 が 新聞 を 通じ て 活動 を 続け 、 私 た ちの 残り が 組織 の 世話 を し 
まし た 。 
都市 や 町 で の 一 連 の 会 合 が 始ま っ た 。 生 徒 の 前 で 、 芸 術 の 修正 。 憲 法 の 7 条 が 変更 され る 。 学 生 リ ー ダ ー 


Meete よ 到 機 緒 尋 唐 by Google 


ブカレスト と クル ー ジ ュ は 、 学 生 運 動 が や が て 政府 を 説得 し て 学生 た ちの 正当 な 要求 を 認め させ る だ ろう と 信じ て いた が 、 政 
府 が 彼ら の 要求 を 何一つ 認め な い だ け で な く 、 ユ ダ ヤ 人 に 権利 を 認め て いる こと を 見 て 激しく 失望 し た 。 彼 ら 5 は ます ます 降 
伏し よう と 考え た 。 


クル ー ジ ュ で は 大 統領 が 会 議 を 開き 、 学 校 に 戻る の が 最善 だ と 提案 し た 。 学 生 集団 は 彼 の 提案 を 拒否 し 、 自 分 た ち は 名 誉 を 守 
る た め に 戦っ て いる の で あり 、 戦 い は 抵抗 の 限界 まで 戦わ な けれ ば な ら な いと 宣言 し た 。 こ の 論文 の 支持 者 は lon Mota、 
Corneliu Georgescu、lsac Mocanu、 お よび 私 た ちの すべ て の グル ー プ で し た 。 


アレ クサ 氏 が 辞任 し 、 後 任 と し て ペ ト ル ・ マ イオ ー ル 学生 セン ター の 会 長 に イオ ン ・ モ タ 氏 が 新た な 委員 会 と と も に 選出 され た 。 


学生 を 授業 に 戻 そう と する 政府 の 攻撃 も 今回 も 失敗 し た が 、 指 導 者 た ち は 犠 牲 と か な っ た 。 イ オン ・ モ タ と 他 の 6 人 は 、 そ の 強硬 な 熊 
度 に より すべ て の 大 学 か ら 永久 追放 され た 。 


ブカレスト で は 、 シ ミオ ネス ク と ダ ヌ レス ク が 率い る グル ー プ が 、 ま すま す 優 柔 不 断 で 弱体 化し つつ あっ た 指導 部 に 代わ っ て 活 
動 を 始め た 。 こ こ で も 政府 は イー スタ ー 後 に 授業 を 開始 し な か っ た 。 


1923 年 6 月 


さら に 2 か 月 に わた る 英雄 的 な 抵抗 悲惨 さ 、 プ レッ シャ ー が 続き 、 学 生 た ち は 疲 れ 果 て まし た 。 ブ カレ スト で は 、 ユ ダ ヤ 
人 と 反逆 者 の 学生 に 限り 、 大 学 が 試験 を 再開 し た 。 開 校 初日 、 大 学 に 軍隊 が 駐留 し た 。 


前 線 で は 学生 同士 の 衝突 が 起こ っ た が 、 戦 力 が 弱 す ぎ て も は や 開戦 を 阻止 で き な か っ た 。 政 府 の 計画 は 、 ヤ シ を 最後 に 残し 、 
三 つ の 大 学 が 機能 し て いる と いう 既成 事実 を ヤシ に 提示 し な が ら 、 大 学 を 一 つ ず つ 開 校 す る と いう も の だ っ た 。 1 週間 後 ク ル 
ー ジ ュ で 、 数 日 後に チエ ルナ ウ テ ィ で 、 ブ カレ スト と 同じ 条件 下 で 軍 の 駐留 の も と で 大 学 が 開校 し た 。 あ と 一 週間 も すれ ば ヤ 

シ に 苦難 の 時 代 が 訪れ る だ ろう 。 そ れ は 政府 に よっ て 単独 で 孤立 し 、 学 生 数 は 大 幅 に 減少 し た 。 


開校 前 夜 、 明 日 の 朝 に 軍隊 が 大 学 に 入る こと が わか っ て いた の で 、 私 た ち は 夜 間 に 大 学 を 占領 する 計画 を 立て まし た 。 


言 く な る 前 に 、 私 は 信頼 で きる 生徒 を ホー ル に 送り 込み 2 つの 大 き な 窓 の ボル ト を 見 つけ られ な いよ うに 引き 、 外 か ら 押 さ 
れ て 開く よう に し まし た 。 こ の 計画 を まだ 誰 に も 共有 し て いな い の で 、 私 は 午前 9 時 に Bejan Hall で 100 人 の 学生 が 集まる 会 議 を 
招集 し まし た 。 午 前 10 時 に 私 た ち は 大 学 を 占拠 し ます 。 私 た ち は そ の ファ サー ド に か き ぎ 十 字 が 描か れ た 国旗 を 掲げ まし た 
が 、 そ の 直後 に 大 学 の 学長 で ある シン ・ ド ネス ク 教 授 が 到着 し まし た 。 彼 は 入院 し た 。 彼 は 私 た ち に 大 学 を 去る よう 勧め る よう 
に 話し か け ま し た 。 私 た ち は 彼 に 私 た ちの 動機 を 説明 する こと で 答え まし た 。 数 時 間 後 、 彼 は 立ち 去っ た 。 私 た ち は 警 備 の 任務 
を 組織 し 、 一 晩 中 そこ に 滞在 し まし た 。 


翌朝 、 学 生 た ち が 大 挙 し て 大 学 に 到着 し た 。 
元気 を 取り 戻し た 彼ら は 、 満 場 一 致 で 戦い を 続け る こと を 決意 し た 。 


ユダ ヤ 人 の 新聞 は 私 た ち を 激しく 攻撃 し まし た 。 2 日 後 、 ク ルー ジュ は 闘争 の 中 で 憲兵 隊 か ら 大 学 を 奪還 し よう と し た 。 さ ら 
に 2 日 後 ブ カレ スト と チェ マウ ティ も 追随 し た 。 こ れ ら の 賠 争 は 新た な 学生 の 反乱 と すべ て の 大 学 の 閉鎖 に つなが り ま し 
た 。 

学年 が 終わ り ま し た 。 こ の 若い ルー マニ ア 人 は 、 持 久 力 人 格 、 団 結 力 と いう ユニ ー ク な テス ト に 合格 し た 。 


多く の 打撃 を 受け な が ら も 、 そ の 堅固 さ に よっ て 、 世 界 の 大 学 の 歴史 の 中 で 未だ に 比類 の な い 集 団 的 意志 の 例 を 示し た 
学生 団体 に 敬意 を 表し ます 。 学 生 た ち が 一 つの 魂 に 団結 し 、 す べ て の 責任 と すべ て の リス ク を 引き 受け 、 維 持 す る こと が で き 
る の を これ まで に 目撃 し た 国 は あり ませ ん 。 


lolete よ 到 機 寺 招 by Google 


彼ら の 信仰 を 証明 する た め に 1 年 間 の ゼネ スト を 行い 、 そ の 表明 を 通じ て 全体 の 良心 を 目覚 め さ 
せよ うと し まし た 。 こ の 国 は 、 そ の 存立 上 最も 深刻 な 問題 に 直面 し て いま す 。 


これ は 美しい ペー ジ で あり 、 ル ー マ ニ ア 国 家 の 本 の 中 に 、 こ の 若者 の 苦し み に よ っ て 書か れ た 英雄 的 
な ペー ジ で す 。 


ロー マ 国 家 に 対す る ユダ ヤ 教 の 計画 
ルー マニ ア 国 民 に 対し て 


ユダ ヤ 人 は 、 風 に 導 か れ 、 運 命 に 押さ れ て 、 偶 然 こ こ に や っ て 来 た 可 哀 想 な 不幸 者 だ と 想像 する 人 は 
誰 で も 間違っ て いま す 。 世 界 中 の すべ て の ユダ ヤ 人 は 、 血 と タル ムー ド の 宗教 に よっ て 団結 し た 大 き 
な 集団 を 形成 し て いま す 。 彼 ら は 非常 に 厳格 な 国家 で 構成 され て お り 、 法 律 計 画 、 そ し て それ ら 

の 計画 を 立て る 指導 者 が いま す 。 最 下位 は カバ ル で す 。 だ か ら 私 た ち は 直 面 し な い 


Miele よ 到 機 繊 郷 記 by Google 


少数 の 孤立 し た ユダ ヤ 人 で す が 、 構 成 され た 権力 ユダ ヤ 人 コミ ュ ニ ティ で す 。 数 人 の ユダ ヤ 人 が 定住 する すべ て の 市 場 町 や 
村 で は 、 す ぐに カバ ル (そこ で の ユダ ヤ 人 コミ ュ ニ ティ ) が 形成 され ます 。 こ の カ ハ ル に は 独自 の 指導 者 、 個 別 の 裁判 制度 、 税 金 な 
ど が あり 、 そ の 地域 の ユダ ヤ 人 人 口 全体 が その 周り に し っ か り と 団結 し て いま す 。 


ここ 市場 また は 都市 の この 小さ な カ ハ ル で 、 す べ て の 計画 が 立て られ ます 。 ど の よう に し て 地元 の 政治 家 や 役人 を 説得 する 
か 。 治 安 判事 、 役 人 、 高 官 な ど 、 興 味 の ある 特定 の サー クル に 潜入 する 方 法 。 レ ー マ ニ ア 人 の 手 か ら こ れこ れ の 商業 部 

門 を 奪う た め に 何 を 使う つも りな の か 。 地 元 の 反 ユ ダ ヤ 主 義 者 を 潰す 方 法 。 ユ コ ダ ヤ 人 の 利益 に 反対 する 可能 性 の ある 地方 自 
治 体 の 腐敗 の な い 代 表 者 を どの よう に し て 潰す か 。 住 民 が 抵抗 を 超え て 反乱 を 起こ し 、 反 ユダ ヤ 主 義 運 動 が 爆発 し た 

場合 どの よう な 計画 が 適用 され る の か 。 次 の よう な 方 法 が 使用 され る 。 


、 ここ で は これ ら の 計画 に つい て は 詳し く 説 明 し ませ ん 。 一 般 に 、 次 の よう な 


1. 地元 の 政治 家 を 説得 する に は : 1. 

ギフ ト : 2. 

個人 的 な 好意 : 3. 

プロ パガン ダ 、 ビ ラ 印 刷 、 旅 費 な どの 政治 機構 へ の 資金 提供 。 街 に 銀行 家 や 裕福 な ユダ ヤ 人 が 複数 いる 場合 それ ぞ れ が 
特定 の 政党 に 割り 当て られ ます 。 


地方 自治 体 を 征服 する に は : 1. 汚職 、 贈 収 賭 。 モ ルド バ の 最も 

小さ な 町 の 警察 記 は 、 国 か ら 受 け 取 る 給料 に 加え て 、 月 に さら に 1、2 ド ル の 給料 を も ら っ て いる 。 彼 が 賭 略 を 受け 取る と 、 彼 は 
ユダ ヤ 人 の 奴隷 と な り 、 命 令 に 従わ な い 場 合 、 彼 ら は 彼 に 第 二 の 武 器 を 使用 し ます : 2. 脅迫 、 彼 が 従わ な い 場 合 、 賭 貼 の 受け 取り が 
明らか に な り ま す 。 


3.3 番目 の 武器 は 破壊 で す 。 あ な た が 支配 され た り 征 服 さ れ た りす る こと が で き な い と 彼ら が 見 る と 、 彼 ら 5 は あな た の 弱点 を 探 
し て あな た を 破壊 し よう と し ます 。 あ な た が 飲酒 する と 、 彼 ら は アル コー ル を 通じ て あな た を 危険 に さら す 機 会 を 探し ます 。 あ な 
た が スカ ー ト チェ イサ ー な ら 、 彼 ら は あな た を 危険 に さら すか 、 あ な た の 家族 を 破壊 する 女性 を 送り 込む で し ょ う 。 あ な た が 

本 質 的 に 暴力 的 で ある 場合 彼ら は あな た を 殺す か 、 あ な た が 殺し て 刑務 所 に 行く で あろ う 別 の 暴力 的 な 男 を あな た に 送り 込む で 


し ょ う 。 4. 
あな た に これ ら す べ て の 欠点 が な い 場 合 、 彼 ら は 嘘 、 さ さや き 、 ま た は 印刷 され た 中 傷 を 利用 し て 、 あ な た を 上 司 に 報告 し ます 。 ユ ダ 
ヤ 人 が 


侵入 し た 町 や 市 場 町 で は 、 地 方 当局 が 賭 略 、 脅 迫 、 破 壊 行為 を 行っ て いる 状態 に ある 。 


川 . さ ま ざ ま な サー クル や 少数 の 高い 地位 に ある 人 々 の 周り に 浸透 する た め に 、 彼 ら は 次 の こと を 使用 し ま 
す 。 1. 卑屈 さ 。 2. 取締 役 会 。 3. 個人 的 な 好意 の 根拠 。 4. お 世辞 。 


それ で 、 す べ て の 政治 家 は ユダ ヤ 人 の 秘書 を 雇い ます 。 な ぜ な ら 、 彼 ら は お 世辞 を 言い 、 自 分 に 取り 入り な が ら 、 買 い 物 を し た り 靴 
を 磨い た り 、 赤 ん 坊 を 揺り 動か し た り 、 ブ リー フケ ー ス を 持っ た りす る の に 役立つ か ら で す 。 ル ー マ ニ ア 人 は それ ほど 優 
秀 で は な い 。 な ぜ な ら 、 彼 は 洗練 され て お ら ず 、 不 誠実 で も な く 、 鈴 を 離れ 、 そ し て 何より も 忠実 な 兵士 、 管 理 人 に な り た が っ て い 
る か ら で あ る 。 


創造 され る こと を 拒否 する こと で 彼 の 名 誉 を 傷 つけ た の で す 。 


IV. ル ー マ ニ ア の 商人 を 破滅 さ せる 計画 。 

1. ルー マニ ア 人 を 1 人 か 2 人 の ユダ ヤ 商 人 で 側面 攻撃 する 。 

2. 原価 以下 の 商品 の 販売 。 損 失 は カ ハ ル が 提供 する 特別 資金 で 相 設 され ます 。 
こう し て ルー マニ ア の 商人 た ち は 次 々 と 破滅 し て いっ た の で す 。 


これ ら に 以下 を 追加 で きま す 。 
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a) ユダヤ 人 の 商業 的 優位 性 。 こ れ は ルー マニ ア 人 の 商業 慣行 より も は る か に 古い 商業 慣行 か ら 生じ た も の で あ 

る 。 b) カバ ー ル の 保護 下 で 競争 する ユダ 

ヤ 人 の 優位 性 。 ル ー マ ニ ア 人 は ルー マニ ア 国 家 の 保護 を 受け て お ら ず 、 ニ ュー ス に よっ て 腐敗 し た 地方 自治 体 に よっ て 課 
せら れ た 上 悲 惨 な 状況 だ け を 享受 し て いる 。 ル ー マ ニ ア 人 は 隣国 の ユダ ヤ 人 と 戦う の で は な く 、 カ ハル 人 と 戦う 。 そ の た め 、 
も し 彼 が 連合 軍 と 戦え ば 急い で し まう で あろ うこ と は 容易 に 理解 で きる 。 ル ー マ ニア 人 に は 、 彼 を 育て 、 助 言 し 、 助 

け て くれ る 親 国家 も 誰 も いな い 。 彼 は 孤立 し 、 運 命 に 委ね られ 、 強 力 な ユダ ヤ 連 合 と 対 財 す る こと に な り ま す 。 「 ル ー マ ニ 
ア 人 が 商人 に な れ ま す よ うに 」 と いう ミハラ チェ の カテ ゴリ ー に 属す る すべ て の 政治 家 の 公式 を 繰り 返す の は 簡単 で す 。 


これ ら の ルー マニ ア の 政治 家 た ち に 、 国 家 の 支 援 を 受け た ルー マニ ア の 一 人 の 商人 、 銀 行員 や 事務 員 で は な く 実 際 に 商人 を 
教育 する こと を 目的 と し た 単 一 の 学校 を 見 せ て も らい まし ょ う 。 

彼ら が 設立 し た 、 わ ず か な 資本 を 援助 し た り 、 ビ ジネス スク ー ル の 若い 卒業 生 を 商業 の 道 に 導い た 機関 を 一 つ だ け 見 せ て も ら 
いま し ょ う 。 


通商 の 道 を 放棄 し た の は ルー マニ ア 人 で は な く 、 国 家 の 指 導 者 や 顧問 と し て の 義務 を 放棄 し た 政治 家 た ち だ っ た 。 


ルー マニ ア 人 は 指導 者 た ち に 見 捨て られ 、 組 織 化 さ れ た ユダ ヤ 人 の 連合 、 不 正 な 策動 、 そ し て 誠実 な 競争 に 一 人 取り 残 
され 、 敗 北 し た 。 し か し 、 こ れ ら の 指導 者 が 次 の こと に つい て 説明 し な けれ ば な ら な い 時 が 来る で し ょ う 。 


あな た の 間違い 。 


ルー マニ ア の 土地 に 対し て 


も う 一 度 繰り 返し ます が 、 私 た ち が 見 て いる の は 、 避 難所 を 求め て 一 人 で ここ を さま よっ た 一 部 の 貧し い 人 々 で は あり ませ ん 。 


私 た ち は ユ ダ ヤ や 国家 、 つ まり 私 た ち を 征服 する た め に 私 た ちの 土地 に 侵入 し て くる 軍隊 に 直面 し て いま す 。 ユ ダ ヤ 人 の 人 口 移 
動 は 、 確 立 さ れ た 計画 に 従っ て ルー マニ ア に 対し て 行わ れ 、 ユ ダ ヤ 人 大 評議 会 は お そら く バ ルト 海 か ら ポ ー ラ ンド と チェ コ 
スロ バキ ア の 一 部 に 広がり 、 そ の 後 ル ー マ ニ ア の 半分 を カバ ー す る 土地 に 新しい パレ スチ ナ を 設立 し よう と し て いる 黒海 
まで 到達 し 、 そ こ か ら 他 の パレ スチ ナ と 容易 に 水上 接触 を 確立 する こと が で きた 。 「 ユ ダ ヤ 人 の 大 規模 な 人 口 移 

動 が 計画 外 に 起こ る と 信じ る こと が で きる 世間 知ら ず な 人 が どこ に いる で し ょ うか ? 」 彼 ら は 計画 通り に や っ て 来 ま す が 、 
少な く と も これ ら の 特性 に よっ て 、 こ の 土地 に 対す る 何ら か の 権利 を 正当 化す る た め に 、 戦 い 、 立 ち 向かい 、 危 険 を 冒し 、 血 

を 流す 勇気 を 持っ て いま せん 。 


これ ら の 計画 を どう や っ て 知る こと が で きる の で し ょ うか ? 散 の 動き か ら 結 論 を 導き 出す こと で 、 私 た ち は そ れ ら を 確実 に 知っ 
て いま す 。 英 の 行動 を 注意 深く 監視 し て いる 部 隊 指 揮 官 は 、 自 分 が 追求 し て いる 計画 を 理解 し て いま す 。 初 歩 的 な 質問 で す 。 
この 世界 の すべ て の 戦争 に お いて 、 敵 の 綿密 な 計画 に 参加 し た た め に 敵 の 計画 を 知っ て いた 指導 者 が いた で し ょ うか ? い い 
え ! 彼 は 敵 が 何 を し た か に よっ て 彼ら を 完全 に 知っ て いま し た 。 


ルー マニ ア 人 民 の あら ゆる 抵抗 力 を 打ち 砕く た め に 、 ユ ダ ヤ 人 は 真 に ユニ ー ク で 極悪 非道 な 計画 を 適用 する だ ろ 
う : 1. 彼 ら は ルー マニ ア 人 と 天 と 地 と の 精神 的 な 絆 を 断ち 切 ろ 

うと する 。 

私 た ちと 天国 と の 絆 を 断ち 切る た め に 、 彼 ら は 無神論 を 広め る だ ろう 。 


ルー マニ ア 国 民 、 あ る い は 少な く と も 神 の 指導 者 の 一 部 を 分 離せ よ と いう 命令 。 そ れ ら を 分 離す る 
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神 と その 死者 を 滅ぼす こと が で きる の は 、 剣 で は な く 、 霊 的 生命 の 根 を 断つ こと に よっ て で す 。 


国 の 存在 の 物質 的 な 源 で ある 土地 と 私 た ち を 結び つけ て いる 絆 を 断ち 切る た め に 、 彼 ら は ナシ ョ ナリ ズム を 「 時 代 遅 れ 」 
と レッ テル を 貼り 、 祖 国 と 土壌 の 考え に 関連 する あら ゆる も の を 攻撃 し 、 国 家 の 糸 を 断ち 切る で し ょ う 。 ル ー マ ニ ア の 
人 々 を その 溝 に 結び つけ る 愛 。 


2. これ を 成功 させる た め に 、 彼 ら は 報道 機関 を 支配 し よう と 努め る だ ろう 。 
3. 彼ら は あら ゆる 機会 を 利用 し て ルー マニ ア 陣 営 に 不 和 を まき 散ら し 、 誤 解 や ロ 論 を 広め 、 可 能 で あ 
れ ば 互い に 争う 派閥 に 分 像 さす る だ ろう 。 


4. ルー マニ ア 人 の ほとん どの 生計 手段 を 掌握 し よう と する だ ろう 。 
5. 彼ら は 組織 的 に ルー マニ ア 人 を 放 縦 に 扇動 し 、 彼 ら の 家族 と 道徳 心 を 破壊 する だ ろう 。 


6. 彼ら は あら ゆる 種類 の 飲み 物 や その 他 の 毒 で 毒 を 与え 、 気 絶 さ せま す 。 

民族 を 征服 し て 破壊 し た い 人 は 誰 で も 、 こ の シス テム を 使っ て そう する こと が で きま す 。 天 と 地 と の 絆 を 断ち 切り 、 
口論 や 兄弟 殺し の 争い を 引き 起こ し 、 不 道徳 と 放 縦 を 助長 し 、 物 質 的 な 破滅 、 肉 体 的 な 中 毒 、 本 町 な ど 、 国 家 を 破壊 する 
あら ゆる も の を 引き 起こ し ます 。 何 干 も の 大 砲 で 爆破 され た り 、 何 干 も の 飛行 機 で 爆撃 され る より も 。 


ルー マニ ア 人 た ち に 、 こ の シス テム 、 つ まり 真 に 殺人 的 な シス テム が 彼ら に 対し て 正確 か つ 執 捧 に 使用 され な か っ た か どう 
か を 確認 する た め に 少し 振り 返っ て み ま し ょ う 。 過 去 40 年 間 、 ユ ダ ヤ 人 の 支配 下 に あっ た マス コミ を 読む こと に ルー マ 

ニア 人 が 目 を 開き ます よう に 。 ア デ ヴ ァ ルル (「 真 実 」) 、 デ ィ ミ ナー タ (「 朝 」) 、 ル プ タ (「 闘 争 」) 、 オ ピ ニ ア (「 意 
見 」) 、 ル メア (「 世 界 」) な ど を 再読 させ て 、 各 ペー ジ か ら 、 そ の 計画 が 常に 現れ る わけ で は あり ませ ん 。 


ルー マニ ア 人 が 目 を 開い て 、 今 日 の ルー マニ ア の 公共 生活 に お ける 不 和 を 認識 で きま す よ うに 。 彼 ら に 目 を 
開け て よく 見 て も らい まし ょ う 。 ユ ダ ヤ 人 は これ ら の 計画 を 、 戦 争 に お ける 毒ガス の よう に 、 自 国民 に 対し て で 
は な く 、 敵 に 対し て 使用 する た め に 使用 し ます 。 彼 ら は ルー マニ ア 人 に 無神論 を 広め て いま す が 、 最 も 細か 

い 款 教 的 戒律 を 尊重 する と 熱狂 的 に 主張 し て いる た め 、 彼 ら 自 身 は 無神論 者 で は あり ませ ん 。 彼 ら は ルー マニ ア 
人 を 土地 へ の 愛 か ら 引き 離し た い の で す が 、 彼 ら は 土地 を 奪い ます 。 彼 ら は 国家 理念 に 反対 し て 立ち 上 が 

る が 、 自 国 に 対し て 排外 主義 的 な 忠誠 心 を 持ち 続け て いる 。 


学生 運動 に 反対 


ユダ ヤ 権 力 勢 力 に は 学生 運動 な どの 計画 が な いと 信じ て いる 人 は 大 間違い で あり 、 彼 ら の 期待 は あま り に も 間違っ て お り 、 ユ 
ダ ヤ 人 た ち は 一 瞬 混 乱 し た 。 

彼ら は 共産 主義 運動 の 労働 者 つま り 他 の ルー マニ ア 人 を 操っ て 学生 た ち に 反対 し よう と し た が 成功 し な か っ た 。 な ぜ な ら 、 一 
方 で は これ ら の 労働 者 は 無力 で あり 、 他 方 で は 彼ら も 私 た ち が 戦 っ て いる こと を 認識 し 始め た か ら で あ る 。 彼 ら の 権利 の 

た め に 、 そ し て ルー マニ ア 国 家 に よっ て 苦し む の で す 。 彼 ら の 多く は 心 の 中 で は 私 た ちの 味方 で し た 。 


ユダ ヤ 人 た ち は 、 労 働 者 た ち を 我々 の 邪魔 に で き な か っ た こと を 悟り 、 政 府 と すべ て の 政治 家 を 学生 た ち に 敵対 させ た 。 


それ は どう いう 意味 で すか ? 

政党 は 海外 か ら の 資金 と 融資 を 必要 と し て いる 。 そ し て 権力 を 握る と 投票 する 。 反 対し て いる と き に 好意 的 な 報道 を する 。 
ユダ ヤ 人 は 、 さ ま ざ ま な 政党 に よる 選挙 活動 に 必要 な 資金 を 削減 する と 脅し た 。 政 府 の 借入 を 減ら す た め に ユダ ヤ 人 の 
国際 金融 に 協力 する と 脅迫 され た 。 公 民権 を 手 に 入れ た 今 、 民 主 主義 制度 を 通じ て 勝敗 を 決め る こと が で きる と いう 手段 で 、 
大 量 の 球 を コン トロ ー ル する と 硝 迫 し た 。 報 道 機関 を 操作 する と 脅し て お り 報道 機関 は ほぼ 全面 的 に 支配 され て お り 、 
報道 機関 の 支援 が な けれ ば 政党 や 政府 は 敗北 する 可能 性 が ある 。 


お 金 、 報 道 、 投 票 が 民主 主義 に お ける 生死 を 決定 し ます 。 ユ ダ ヤ 人 は それ ら す べ て を 支配 し て お り 、 彼 ら を 通じ て ルー マニ ア の 
政党 は ユダ ヤ 権 力 の 手中 の 単なる 道具 と な っ て いる 。 
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つま り 、 ユ ダ ヤ 人 と 戦い 始め た 私 た ち は 、 突 然 政 府 と 戦う こと に な る の で す 。 


政党 、 地 方 自治 体 、 軍 、 一 方 ユダ ヤ 人 は 黙 っ て 傍観 し て いる 。 


ユダ ヤ 人 の 議論 と 態度 


「 私 た ち を 野 論 な 行為 に | き 戻す ルー マニ ア の 反 ユ ダ ヤ 主 義 運動 に つい て 、 諸 外国 は 何と 言う だ ろう か ? 科 学者 や 文明 
人 は 何と 言う だ ろう か ? 」 
わが 国 の 政治 家 た ち は 、 あ ら ゆ る 新聞 に 毎日 掲載 され て いる この ユダ ヤ 人 の 「 主 張 」 を あら ゆる 段階 で 私 た ち に 
繰り 返す だ ろう 。8 年 後 つ い に ド イツ は 、 そ の あら ゆる 文明 と 文化 に も か か わら ず 、 ユ ダ ヤ 人 に 対し て 立ち 上 
が り 、 ア ドル フ ・ ヒ トラ ー を 通じ て ヒド ラ を 打ち 破る だ ろう 。 こ の 議論 は 放棄 され ます 。 そ れ か ら 彼 ら は 別 の 
質問 を 持っ て きま す :「 あ な た は 反 ユ ダ ヤ 主 義 に 従事 する た め に ドイ ツ 人 か ら お 金 を も ら っ て ドイ ツ に 奉仕 し て いま 
す 。 そ の 資金 は どこ か ら 調 達し て いま すか ? 」 


そし て 再び ルー マニ ア の 政治 家 た ち は 、 魂 も な く 、 人 格 も な く 、 名 準 も な く 、 ユ ダ ヤ 人 マス コミ の メロ ディ ー を 真 
似る :「 お 金 は どこ か ら 来 る の で すか ? ド イツ か ら 給 料 を も ら っ て いる の で す 。」 


1919 年 、1920 年 、1921 年 、 ユ ダ ヤ 系 マス コミ 全体 が ルー マニ ア 国 家 を 攻撃 し 、 あ ら ゆ る 場所 で 無秩序 を 解き 放 
ち 、 政 権 、 政 府 形態 教会 ノル レー マニア の 秩序 、 国 家 理念 愛国心 に 対す る 暴力 を 扇動 し た 。 


今 、 あ た か も 奇跡 の よう に 、 同 じ マ スコ ミ が 同じ 人 物 に よっ て 統制 され 、 国 家 秩 序 と 法律 の 擁護 者 と な っ た 。 暴 力 に 反対 す 
る こと を 宣言 し ます 。 私 た ち は 「 国 の 敵 で ある 右 翼 過激 派 」、「 ル ー マ ニ ア の 散 の 給料 と 奉仕 」 な ど に な り ま す 。 そ し て 最 
終 的 に は 、 私 た ち は ユ ダ ヤ 人 に よっ て 資金 提供 され て いる と いう こと も 聞く で し ょ う 。 


私 は 自問 し ます 。 す べ て の ルー マニ ア 人 が ユダ ヤ 人 の 嘘 と 不誠実 な 議論 を 理解 し 、 そ れ ら を 悪魔 起源 の も の と し て 拒否 する 
日 は いつ 来る の で し ょ うか ? 彼 ら が この 種族 の 倒 鯉 性 を 理解 する 時 は いつ 来る の だ ろう か ? 


1922 年 4 月 23 日 の 帰化 ユダ ヤ 人 連合 の 公式 機関 紙 イ スラ エル ・ ポ スト 紙 の 「 フ ァ ン トム 」 と 題 され た 社説 で 3 人 の ルー マ 
ニア 人 大 学 教授 AC ク ザ 、 パ レス ク 、 ス ムレ アヌ が どの よう に 扱わ れ た か は 次 の と お り で ある 。 犯 罪 者 た ち が 集 まっ て 悪 
者 の 集団 を 形成 し た 。 そ し て 国 の 恥ず べき こと に 、 そ の 中 に は 我が国 の 大 学 の 教授 が 3 名 も 含ま れ て いま す 。 


「 そ し て 、 こ れ ら の 見 本 、 こ れ ら の 後進 的 な 亡 圭 た ち は 、 反 ユダ ヤ 主 義 を 復活 させ よう と し て いま す .… そ し て 、 公 式 の 反 
ユダ ヤ 主 義 が 消え つつ あり 、 普 通 選挙 も 必然 的 に 私 た ちの 国民 と 国民 の 民主 化 を も た ら す 今 、 一 部 の 後進 的 な 道化師 
た ち は こ れ に 成功 する で し ょ う 。.」 桂 会 生活 いい え ! 彼ら が 働く の は 無駄 で す ! これ ら の 幽霊 は 人 類 の 行進 を 止め る こ 
と は あり ませ ん し 、 鋭 い 棒 で 彼ら の 心臓 を 突き 刺す 必要 も あり ませ ん 。* 彼ら の 裏切り の 喘 括 は 彼ら を 永久 に 終わ ら せ る で 
し ょ う .… 


「 私 た ち は 以 前 、 い わ ゆ る 「 全 国 キ リス ト 教 同盟 」( 約 5 人 半 の 愚か な 人 物 で 構成 され て いる ) に よっ て 引 き 起 こさ 
れ た 野 訟 な 行為 に つい て 報告 し た 。 


彼ら を きっ ぱり と その 悪名 高き 態度 で 非難 し 、 依 然 と し て 悪行 者 が 存在 する こと を ユダ ヤ 人 に 注意 を 喚起 
する 。 そ こ に いて 、 彼 ら は それ に 対し て 自分 自身 を 守ら な けれ ば な り ま せん 。」 

つま り 、 ピ エロ の 一 団 、 公 の 犯罪 者 犯罪 者 の 集団 、 標 本 、 亡 霊 、 裏 切り 、 荒 々 し い 行 動 、 悪 名 高き 態度 - tbis は ルル ー マ ニ 
ア 語 の 教授 で ある ク ザ 教 授 、 パ レス ク 教 授 、 ス ムレ アヌ 教授 の も の で す 。 そ し て 国 を 救う た め の あ な た の 行動 と は ! 


私 た ち は 怒 り に 次 ぐ 怒 り 、 天 笑 に 次 ぐ 喘 笑 、 平 手打 ち に 次 ぐ 平手 打ち を 受け 、 つ い に は この 恐ろし い 状 況 に 陥っ た の 
で す 。 ユ タダ ヤ 人 は ルー マニ ア 人 の 擁護 者 と みな され . 不 快感 か ら 守 られ 、 平 和 で 豊か な 生活 を 送っ て いる の に 対し 、 
私 た ち は ル ー マ ニ ア 人 の 敵 と みな され て いま す 。 私 た ちと 共に ある 国家 


ieoiieie よ 到 機 繊 卿 記 by Google 


自由 と 生命 が 危険 に さら され 、 あ ら ゆる 当局 に よっ て 狂犬 の よう に 狩 ら れ て いる 


ルー マニ ア 人 。 


私 は この 時 代 を 目の当たり に し 、 生 き て きま し た が 、 心 の 底 か ら 悲 し く な り ま し た 。 惨 め さ と 負え に 耐え な が ら 、 涙 の よ 
うに 純粋 な 心 で 祖国 の た め に 何 年 も 戦い 続け て きた の に 、 突 然 国 の 敵 と 認定 され 、 同 族 か ら 迫 害さ れ 、 お 金 を も ら っ て 
いる か ら 自 分 は 正しい と 言わ れる の は 恐ろし いこ と だ 。 外 国人 、 見 て くだ さい 


すべ て の ユダ ヤ 人 は 自分 た ちの 土地 を 支配 し ノル ー マ ニ ア の 擁護 者 、 ル ー マ ニ ア 国 家 の 管理 者 の 役割 を 引き 受け 、 
この 国 の 若者 で ある あな た た ち に 脅かさ れ て いま す 。 

私 た ち は 毎晩 この よう な 考え に 悩ま され 、 時 に は 嫌悪 感 を 覚え 、 非 常に 恥ず か し く 感 じ 、 そ し て 悲し み で いっ ぱ 
いで し た 。 


私 た ち に と っ て 、 外 の 世界 へ 出 て 行っ た ほう が 良い の で は な い だ ろ うか 、 そ れ と も 、 私 た ち 全員 と 、 ル ー マ ニ ア の 裏切り 
者 と ユダ ヤ 人 の ヒド ラ の 頭領 の 両方 に 対し て 、 死 ぬこ と に な る 復讐 を 求め る 方 が 良い の で は な い だ ろ うか 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


一 般 に 広まっ て いる 迷信 に よれ ば 、 幽 霊 が 生 者 の 平穏 を 乱す の を 防ぐ た め に 、「 頭 は 掘り 起こ され 心臓 
は 害 で 突き 刺さ れる 。 (Tr.) 」 


学生 運動 指導 者 会 議 
IASI、1923 年 8 月 22 日 か ら 25 日 まで 


ブカレスト の 限ら れ た 委員 会 で は 、1 年 間 の 闘争 の 未 、 学 生 運 動 の 指導 者 と 代 議 員 に よる 最初 の 大 会 が 開 
催さ れる こと が 決定 され た 。 

この 会 議 は 1923 年 8 月 22 日 と 25 日 に クル ー ジ ュ で 開催 され まし た 。 ペ トル マイ オー ル の 学生 

セン ター の 会 長 で ある モタ は 地元 当局 か ら こ の 会 議 を 禁止 する 命令 が 出さ れ た と 通知 を 受け た 

と 私 た ち に 手紙 を 書い て いま す 。 私 た ち ヤ シ 人 は 、 た と え 政 府 が 会 議 を 禁止 し た か っ た と し て も 、 こ の 
会 議 が ヤシ で 開催 され る よう 責任 を 負う と クル ー ジ ュ 氏 や 他 の セン ター に 返答 し た 。 私 た ちの 提案 は 
受け 入れ られ 、 既 知 の 40 人 の 代表 者 が 四 等 分 され る よう 手配 する 義務 を 果たし まし た 。 8 有朋 2 日 の 朝 、 
私 た ち は イ オン モタ 率い る クル ー ジ ュ 代 表 団 、 次 に トウ ド セ ・ ポ ペ セ ウ と カル ステ アヌ 率い る チェ ルナ 

ウ テ イ 代表 団 、 そ し て ナポレオン ・ ク レト ゥ 、 シ ミオ ネ セ ウ 、 ラ ペア ヌ 率 いる ブカレスト 代表 団 を 迎え る た 
め に 駅 へ 行き まし た 。 10 時 に 私 た ち は 祈 り の た め に 大 聖堂 に 行き まし た 。 


戦争 で 殺さ れ た 学生 た ち を 追悼 する レク イエ ム が 祝 わ れ 、 そ の 中 に は 学生 セン ター の 元 会 長 ス テ フ ァ ン 
s ベ トロ ヴィ チ 大 尉 も 含ま れ て いた 。 


し か し 、 非 常に 残念 な こと に 、 大 聖堂 の 門 は 鎖 で 施錠 され 、 憲 兵 に よっ て 警備 され て いた こと に 気 
づき まし た 。 そ うこ うし て いる うち に 、 老 教授 ガ ヴ ァ ネ スク ル も や っ て 来 た 。 

それ か ら 私 た ち は 頭 を 覆い 、 異 教徒 の トル コ 人 で すら 祈り た い 人 に は 門前 払い を し て いな か っ た 教会 の 
前 の 通り の 真ん中 に ひざ まず きま し た 。 た また ま 通 りか か っ た シュ テューバ ベイ 神父 が 、 私 た ち が ひ ざま ず 
いて いる の を 見 て 、 近 づい て き て 、 い くつ か の 祈り を 読み 上 げ ま し た 。 


それ で 、 私 た ち は 裸 頭 で 、 無 言 で 、 と て も 東 し そう に 、 ユ ダ ヤ 人 の 視線 が ドア や 店 の 窓 か ら 矢 の よ 
うに 私 た ち に 向け られ て いる 中 、 通 り の 真ん中 を 歩き な が ら 大 学 ま で の 距離 を 歩き まし た 。 


大 学 の 階段 で 私 た ち を 待っ て いた 地元 当局 は 、 多 数 の 警察 に 囲ま れ な が ら 、 国 際 関 係 省 が 会 議 の 開催 
を 禁止 し た と 私 た ち に 知ら せま し た .。 検 察 官 は 立ち 止ま り 、 私 た ち に 解 毅 する よう 警告 し た 。 イ ライ ラ 
し て 私 は こう 答え まし た 、 「 弁 護 士 先 生 、 私 た ち が 法 治 国家 に 住ん で いる こと は 承知 し て いま す 。 憲 法 
は 私 た ち に 集会 の 権利 を 保障 し て いま すし 、 大 臣 は 法 に よっ 

て 保障 され た これ ら の 権利 を 大 臣 が 取り 消す こと は で き な い こと を 私 より も よく ご 存じ で す 。」 し た が 
っ て 、 憲 法 の 名 の も と に 、 私 た ち で は な く あ な た 方 が 従わ な か か っ た の で すか ら 、 あ な た 方 に は 退席 し て 
いた だ く よ う お 願い し ます 。」 


会 の 門 に 鎖 が か けら れ 、 祈 る こと が で き な か っ た と き 、 そ の 1 時 間 前 に 犯さ れ た 冒 済 に よっ て 心 を 硬 
化 さ せら れ ま し た 。 私 た ち は 今 、 私 た ちの 本 拠 地 で ある 大 学 へ の 立ち 入り を 妨げ られ る と いう 二 
度目 の 不当 で 屈辱 的 な 挑発 に 直面 し て いま す 。 こ れ ら の 措置 の 規模 は 明らか な 違法 で あり 、 
私 た ち は 行 ベ 手 に ある も の すべ て を 
焼き 払い 、 い くつ か の 闇 争 の 未 に 大 学 を 武力 占領 し まし た 。 


その 直後 に 到着 し た 第 13 連 隊 が 大 学 を 包囲 し た 。 私 た ち は 身 を 隠し て すべ て の 入り 口 を 守り まし 
た が 、 各 窓 の 外 に は 銃剣 を 抜か れ た 三 人 の 兵士 が 配置 さて て いる の が 見 えま し た 。 


この 不利 な 状況 の 中 、 悪 天候 の 中 、 正 午 に 法学 部 講堂 で 大 会 が 開会 し た 。 代 表 者 ら は 慣 り で 青ざめ 、 
聖堂 と ここ で 起き た 出来 事 の 苦痛 に 沈黙 し 人気 の な い 回 廊 に 深い 圧 し み の 空気 を 感じ 
た 。 誰 も が 大 学 へ の 軍隊 攻撃 の 可能 性 と 避け られ な い 結 果 を 心配 し て いま し た 。 
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私 た ち は 何 も ス ピー チ を し ませ ん で し た 。 議 会 は 状況 の 深刻 さ を 誤っ て 判断 し 、 深 刻 な 影響 を 懸念 し た 。 


私 は 初日 に 社長 に 選ば れ ま し た 。 私 た ち は そ の 日 の 出来 事 を 非難 し 始め まし た 。 数 人 は 議場 で 抗議 を 求め た 。 そ こ で 
私 た ち は こ の 運動 に つい て の 話し 合い を 始め まし た 。 


新しい 学年 が 始ま っ た と き 、 私 た ち は ど の よう な 態度 を と る で し ょ うか 。 私 た ち は 降伏 する で し ょ うか ? 難 し い ! 
一 年 中 苦労 し て も 結果 は 出 な か っ た 。 そ れ ど ころ か 、 恥 ず か し が り 、 屈 辱 を 与え 、 殴 られ まし た 。 
私 た ち は 次 へ 行き ます ? ま た また 、 難 し い ! 学 生 た ち は 疲 れき っ て いま す 。 彼 ら は 2 年 目 の 戦い を 続け る こと は で き な い 。 


それ で も 、 モ タ 、 ト ゥ ド セ ・ ポ ペ ス ク 、 シ ミオ ネス ク 、 そ し て 私 は 戦い を 続け る よう 懇願 し た 。 犠 牲 を を うがい い 、 屈 服 か ら は 恥 と 屈辱 
以外 何 も 得 られ な いか ら だ 。 そ し て 犠牲 を 払っ た か ら と いっ て 、 よ り 良 いも の が 我が国 に 実 を 結ば な いと いう こと は あり 得 ま せ 
ん 。 8 時 に は も う 真 っ 暗 で し た 。 街 に 出る と 騒音 や 喧騒 が 聞こ えて きま す 。 


1919 年 に 活躍 し た ベテラン レス ラー、 コ ンス タン ティ ン : パ ンク ー が 学生 た ち に 囲ま れ て 外 に 立っ て いま し た 。 大 勢 の 町 民 が た い 
まつ を 持っ て カフ ェ ・ ト ゥ フィ ー に 集まり 、 私 た ち に 数 袋 の パン を 届け る た め に 大 学 に 向かっ て 丘 を 登 ろ うと し まし た 。 


私 た ち は 皆 、 窓 に 飛び 乗っ て 外 を 眺め ます 。 抗 議 者 た ち は ト ゥ フリ : カ フェ の 非常 線 を 破り 、 丘 を 駆け 上 が っ た 。 コ ロイ ウ 通 り の 

2 番目 の 非常 線 も 激しい 戦闘 で 破壊 され た 。 「 万 歳 」 の 爆発 音 が 聞こ えま す 。 同 様 に 、 第 3 の 非常 線 も 突破 され まし た 。 私 た ち は 
内 側 か ら 攻 撃 し て 抜け 出す 準備 を し て いま し た が 、 外 側 か ら の 人 々 は 第 4 の 非常 線 を 突破 する こと が で きま せん で し た 。 足 元 に 
パン の 入っ た 袋 を 置き な が ら 、「 彼 ら は 私 た ちの 子供 た ち だ 」 と いう パン クー の 声 が 聞こ えた 。 


私 た ち は 喜 び の 涙 を 流し て いま し た 。 私 た ち が 戦 うつ は これ ら の 人 々 の た めで あり 、 そ れ が 私 た ち を 失望 させ る こと は あり ませ ん 。 

9 時 に 

ナポレオン ・ ク レト ゥ を 通じ て 私 た ちと 当局 と の 間 で 交渉 が 始ま り ま し た 。 私 が 引き 渡さ れる 限り 、 生 徒 全員 は 即時 自由 が 約束 さ 
れ ま し た 。 学 生 た ち は 拒 否 し た 。 11 時 頃 、 彼 ら は 私 た ち に 3 人 グル ー プ で 出発 し て も よい と 告げ 、 当 然 、 出 発 時 に 私 を 逮捕 

する つも り で し た 。 承 り ま す 。 1 分 ご と に 3 人 の グル ー プ が 出発 し まし た 。 入 り 口 で 、 彼 ら は 4 人 の コミ ッ シ ョ ナー と 代理 人 に よっ て 
費 密 に 検査 され た 。 私 は すぐ に 民族 衣装 を 脱い で 同志 に 渡し 、 彼 の 服 を 着 ま し た 。 私 は シミ オ ネ ス ク と 3 人 目 の 生徒 と 一 緒 に 
出発 し まし た 。 


ドア が 開い た と き 、 私 は ポケ ッ ト か ら 小 銭 を 取り 出し まし た 。 歩 道 に 着く と 、 ス チュ ワー ド 全 員 が 下 を 向い て 尋ね た 。 


「 諸 君 何 を 失っ た ?」 
私 た ち も 首 を 傾げ な が ら コ イン を 探し て いま し た が 、「 お 釣り 
は あり ませ ん 」 と 答え まし た 。 


私 が 逃げ て いる 間 、 シ ミオ ネ セ ウ は 彼ら と 話し 続け 、 マ ッ チ を 擦っ て お 金 を 探し て いま し た 。 


私 た ち は 会 議 の 続き を 市 郊外 の セタ トゥ イア 修道 院 で 極秘 裏 に 二 日 目 に 予定 し まし た 。 私 は 機関 車 の 火 夫 に 変装 し て そこ 
こ 忍 び 込 み ま し た が 、 幸 運 な こと に 保安 官 に も 気付 か れ ま せん で し た 。 


イオ ン ・ モ タ が 主宰 。 


戦略 的 な 位置 に 監視 員 を 配置 する こと で 、1 キロ メー トル 離れ た 場所 か ら 誰 か の 接近 を 検知 する こと が で きま し た 。 私 た ち は 
黙々 と 働き 、 そ の 日 は 遅く まで そこ に 残り まし た 。 提 案 が 行わ れ 、 決 定 が 行わ れ ま し た 


lolete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


ソケット 。 12 月 10 日 が ルー マニ ア の 学生 の 国民 の 祝日 と 宣言 され た の も この 会 議 で し た 。 


3 日 目 も ガラ タ 山 の 小さ な 森 で 審議 が 続け られ た 。 多 数 決 に より スト ライ キ 継 続 が 決定 され た 。 す べ て の 大 学 の 学生 運動 全 

体 の 行動 を 指揮 する た め に 、5 人 か ら な る 行動 委員 会 が 選出 され まし た 。 委 員 会 の メン バー は 、 ク ルー ジュ の イオ ン ・ モ タ 、 チ ェ 
ルナ ウ テ ィ の トゥ ド セ ・ ポ ペ ス ク 、 ヤ シン の イリ エガ メタ タ 、 ブ カレ スト の シミ オ ネ セ ウ 、 そ し て 私 で し た 。 こ の 委員 会 の 結成 に 

より 、 情 報 が 不 十 分 で 優柔 不断 だ っ た ブカレスト の 古い 学生 指導 部 は 完全 に 月 壊し た 。 彼 は その 名 を 引き 継い だ が 、 も は や 指揮 
を 執る こと は な か っ た 。 初 め て 、 こ の 運動 に 新た な 方 向 性 を 与え る こと が 正式 に 決定 され た 。 一 方 で は 、 私 た ち が 国 か ら 遠 く 離れ 
て いる と 考え て いた 政党 と 闘い 、 他 方 で は 、 新 し い ル ー マ ニ ア の 運動 へ の 信頼 を 強め る こと で ある 。 そ れ は 学生 に よっ て 正式 

に サポ ー ト され る べき で す 。 勝 利 を 目 呈 す 「 キ リス ト 教 国防 同盟 」。 


議会 は 4 日 目 . キ ヤ ロ ル ・ ス トリ ー ト に ある ギ カ 夫人 の 自宅 で その 活動 を 終え た 。 夕 方 、 全 員 が 大 学 へ 出発 し 、 私 は ク ザ 教 
授 と 運動 の 指導 者 全員 が 参加 する ブ コ ビ ナ で の LANC 会 議 を 主催 する た め に カン プル ン へ 向かい まし た 。 逮 捕 状 が 発行 され 
て いた た め 、 そ こ に 行く の は 困難 で し た 。 


旅行 中 、 私 は 私 た ちの 意見 の 精神 に 治っ た 議会 の 決定 すべ て に 満足 し て いま し た が 、 何 より も 、 私 た ち が 味 方 を 獲得 し た か 
ら で す 。 ク ルー ジュ の ペ ト ル ・ マ イオ ー ル ・ セ ンタ ー の 所 長 、 イ オン ・ モ タ で す 。 


カン プル ン で の LANC 会 議 


カン プル ン で の 会 議 は 1923 年 9 月 17 日 月 曜日 に 開催 され まし た 。 
政府 が それ を 禁止 し て お り 、 そ の 法令 を 執行 する た め に 大 佐 の 指揮 の 下 、 チ ェ ル ナウ ティ か とら 軍隊 を 派遣 し た た め 、 私 た ち は 激 
し い 戦 , 闘 の 後に の みそ れ を 保持 し た 。 都 市 の 各 入 り 口 に は 軍隊 に よる 強力 な 非常 線 が 張ら れ ま し た 。 


私 た ち は ポ ジョ ラー タ の サド ヴァ か ら 市 の 西 の 入り 口 に 全 軍 を 集中 させ た 。 
そこ で 私 た ち は ヴ ァ ト ラ ・ ド ルネ イ と カン ドレ ー ニ の 射手 の お か げ で コー ド を 解い て 、 数 百 台 の 荷 馬車 か ら な る 船団 全体 を 通 
過 さ せる の に 丸 一 時 間 を 与え て くれ た 。 


会 議 は 市 の 墓地 で 開催 され た 。 講 演者 は 、C 教 授 、 ウ ザ 氏 、 私 の 父 、 カ タリ ン 博 士 、 ブ コ ヴ ィ ナ LANC 会 長 、 ト ウド セ : ポ ペ ス ク 

氏 で し た 。 次 に オク タフ と ヴァ レ リ ア ン の ダニ レア ヌ 兄 弟 が 、 カ タリ ン 博 士 の 協力 を 得 て この 素晴らし い 会 議 を 熱心 に 企 

画 し まし た 。 白 い シ ャ ツ と 粗末 な 布地 の 上 着 を 着 た 、 長 い 髪 を し た 誇り 高き 山 の 農 民 た ち は 、 長 い 山 笛 の 音 を 聞く と 、 か つて な い 
ほど の 嵐 の 中 で 、 自 分 た ちの 街 に 群がり まし た 。 彼 ら は 、 何 世紀 に も わた っ て 待ち 望ん で いた 、 ル ー マ ニ ア 人 が 自分 を 吸い 込ん で 
いた ヒド ラ を 踏み に じ り 、 現 れ て 祖国 、 そ の 山 、 そ の 川 、 そ し て その 都市 の っ 主 と し て の 権利 を 引き 受け る 時 が 来 た と 考え た 。 彼 ら 

は 戦争 の 重荷 を 背負 っ て いた 。 あ ら ゆ る 戦線 で の あな た の 血 の 犠 牲 が 偉大 な ルー マニ ア を 築き まし た 。 し か し 、 彼 ら の 

悔し さと 失望 に 、 大 ルー マニ ア は 彼ら の 期待 に 応え られ ませ ん で し た 。 


な ぜ な ら 、 大 ルー マニ ア は 、 長 い 間 彼ら を 苦し め て きた ユダ ヤ 人 の 奴隷 制度 の 鎖 を 断ち 切る こと を 拒否 し た か ら で あ 

る 。 

大 ルー マニ ア は さら な る ユダ ヤ 人 搾取 の た め に 神話 を 放棄 し 、 盗 まれ た 歴史 的 権利 主張 し よう と する と 刑務 所 に 送る 政治 家 
の 鞭 を 彼ら の 頭 に 振り 下ろ し た 。 


ブ コ ヴィ ナ の 森 、 か つて は 正教 会 に 属し て いた 山々 が あり 現在 は 政治 に 染まっ て 遠く 離れ た 山々 は 、1 立 方 メー トル あ 
た り 10 レ イ と いう 前 代 未 聞 の 価格 で 新 を 搾取 する た め に ユダ ヤ 人 の アン バウ ブ に 与え られ た 。 ル ー マ ニ ア の 農民 は 3.50 レイ 
を 支払 わな けれ ば な り ま せん で し た 。 


lolete よ 到 機 緒 押 唐 by Google 


山林 は 容赦 の な い ユ ダ ヤ 人 の 六 に さら され ます 。 ル ー マ ニ ア の 村々 に 貧困 と 悲し み が 広 が り 、 山 々 は 不 

毛 の 岩 と 化す 一 方 、 ア ン ハ ウ と その 親族 は 絶え ず 精 力 的 に 金 の 詰まっ た 金庫 を 国境 を 越え て 運び 続け て い 
る 。 何 二 人 も の 農民 の 悲惨 さ を 利用 し た この ユダ ヤ 人 の 犯罪 パー トナ ー は 、 そ の 募 大 な 利益 の 分 け 前 を む 
さぼ り 食 っ た ルー マニ ア の 政治 家 だ っ た 。 


この デモ で は 、 カ タリ ン 博 士 と ヴァ レル ・ ダ ニレ アヌ 博士 の 指導 の 下 、30 人 の 重要 な 農民 が ブ カ レ 

スト に 派遣 され 、 首 相 に 会 っ て 彼ら の 山 の 荒廃 に 対し て 行動 を 起こ し 、 ア ン ハ ウ 教 会 の 契約 を 破棄 し て 愛 
と 感謝 を 示す よう 要請 し た 。 彼 ら を 戦い に 目覚 め さ せ た 若 者 た ち に 、 学 校 に 「 上 腕骨 クロ ー ス ス 」 を 置く よう 
祈っ て くだ さい 。 ト ゥ ー ド セ ・ ポ ペ ス ク と 私 も 、 ブ カレ スト へ の 30 人 の 農民 に 同行 する 集会 に 選ば れ ま し た 。 


ルー マニ ア の 通貨 単位 。 (Tr.) 


初め て 国 の 首都 に 来 た 農民 た ち が 学 生 た ち に 歓迎 され る よう に する た め 、 私 は 彼ら より 先 に ブ 

カレ スト へ 向かい まし た 。 こ れ ら の 農民 た ち は 、 私 た ちの 大 義 と 彼ら の 大 義 を 守る た め に 、 非 

常に 純粋 な 心 、 非 常に 多く の 痛み と 非常 に 多く の 期待 を 持っ て ブカレスト に 近づき まし た 。 旅 費 は 彼ら の 
乏しい 資源 に 比べ て 不 釣り 合い に 高額 で し た 。 


ブカレスト に 到着 する と 、 生 徒 た ち は ル ー マ ニ ア 国 民 の 歴代 の 王 で ある 彼ら を 高貴 に 迎え 、 目 に 涙 を いっ ぱ 
い 浮か べ な が ら 聖 都 で 列車 を 降り まし た 。 し か し 駅 の 裏 で は 、 ラ スカ ヌ 検 事 、 警 察 本 部 長 、 そ し て 憲兵 の 列 
が 彼ら の 通行 を 阻止 し よう と 待ち 構え て いた 。 坪 兵 と 警察 長官 は 私 た ち を 攻撃 する よう 命令 され まし た 。 


ライ フル の 胴体 や 棒 が 農民 た ちの 白い 頭 と 穏やか な 顔 に 打撃 を 与え た 。 

する と 、 激 怒 し た 学生 た ち は 、 年 老い た 農民 た ち を グル ー プ の 真ん中 に 置き 、e を 攻撃 し た 。 最 初 の 
非常 線 を 破り 、 工 科大 学 に 向かっ て 突進 し 、 そ こ で 2 番目 の 非常 線 を 破り 、 さ ら に 3 番目 の 非常 線 を 破っ 

て マタ チェ ・ マ チェ ラル 広場 に 逃げ た 。 農 民 た ち は 泣き まし た 。 そ の うち の 一 人 は 、 抑 えき れ な い 慎 り 

に 駆 ら れ 、 シ ャ ツ を 引き 裂 い た 。 翌 日 私 た ち は 首 相 の 歓迎 を 受け る た め に 閣僚 会 議 の た め に ル ア < ゴ グ < カ 
ンタ クジ ノ に 行き まし た 。 


私 た ち は 翌 日 に 延期 され まし た 。 最 後に 、3 日 目 に 歓迎 され る と 言わ れ ま し た 。 私 た ち は 来 ま し た 。 私 た ち は 
廊下 に 出 て 、 黙 っ て 小声 で 話し た り 、 つ ま 先 立ち し た り し な が ら 、 約 1 時 間 待ち まし た 。 事 務 所 の 所 長 が 現 
れ た 。 


嗜 者 お 帰り くだ さい 。 首 相 は あな た た ち を 迎え る こと が で きま せん 。 首 相 は 閣僚 評議 会 に 入室 中 で 


「 し か し 、 私 た ち は 長 い 道のり を 歩ん で きま し た 」 と 私 た ち は 言 お うと し ます 。 ド ア は 私 た ちの 目 の 前 で 閉 ま 
り ま し た 。 私 は 考え て いま し た 。 各 人 は チケ ッ ト 代 だ け で 1,000 レイ を 費やし た の で す 。 何 も せ ず に 
帰る つも り で すか ? 彼 ら 5 は も は や ブカレスト に 滞在 する こと は で きま せん 。 私 は ドア を 両手 で 掴み 、 力 い 
っ ぱい 振り 始め まし た 。 「 中 に 入れ て くだ さい 。 さ も な いと ドア を 破壊 し て 無理 や り 入 っ て きま す 。」 と 
声 を 張り 上 げ て 叫び まし た 。 

私 は 足 で ドア を 蹴っ て 開け まし た 。 農 民 た ち は 叫 び 声 を 上 げ 、 ド ア に 肩 を 預け まし た 。 ド ア が 開く と 、 髪 
の 毛 が 逆立ち 、 顔 が 黄色 く な り 、 驚 いた 10 人 ほど の 人 々 が 現れ た 。 彼 ら 5 は ジャ ー ナ リス ト だ っ た と 思 
いま す 。「 皆 さん 、 何 が お 望み で すか ? 彼ら は 尋ね た 。 


「 首 相 に 、 も し 入れ て くれ な か っ た ら こ こ を 全部 壊し て 強行 突破 する と 伝え て くだ さい 。 英 分 後 、 目 
の 前 の ドア が 開き 、 私 た ち は 中 に 入り まし た 。 私 た ち は 階 段 を 上 が っ て いき まし た 。 廊 下 で 背 を 高く し 
て 立っ て いる 
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イオ ン ・ ブ ラテ ィ ヌ が ポー ル の よう に まっ すぐ に 立っ て いま し た 。 彼 の 後ろ に は アン ヘレ スク 大 臣 、 フ ロレ スク 大 臣 、 コ ンス タン ティ ネス ク 
大 臣 、 ヴ ィ ン テ ィ ラ ・ ブ ラテ ィ ア ヌ 氏 な ど が 続い た 。 
「 善 良 な 皆さん 、 何 が 欲し い の で すか ? 」 彼 は 尋ね た 。 
私 た ち 二 人 の 若い 学生 は まだ 慎 民 し て お り 、 グ ルー プ の 雰囲気 を 最も 正確 に 伝え る た め に も っ と 激しく 見 せ た か っ た の で す が 、 大 理 
石 の 階段 と 豪華 な 敷物 を 田舎 潜 で 踏み し め た 農民 た ち は 和 ら ぎ まし た 。 


「 殿 下 、 首 相 、 私 た ち は あ な た の 手 に キス を し 、 敬 意 を 持っ て あな た の 足元 に 立っ て いま す 。 私 達 は 何 が 欲し い の か ? 屋 根 に 雨漏り が あ 
り 、 そ れ を 才 う た め の タ イル すら 不足 し て いま す 。 も う 子 供 た ち を 学校 に 留め て お く こ と は で きま せん 。 ユ ダ ヤ 人 は 私 た ちの 学校 
に も 定員 を 満た し て お り 、 私 た ちの 子供 た ち は 彼ら の 年 季 奉 公 労 働 者 と な る で し ょ う 。」 


それ か ら 他 の 農民 た ち が 話し まし た 。 イ オン ・ ブ ラテ ィ ヌ は 耳 を 傾け 、 前 室 で の 私 た ちの 混乱 に つい て は 何 も 言及 せ ず 、 最 後に 農民 た 
ち が 「 私 た ち は 大 学生 た ち 、 私 た ちの 子供 た ち に も 、 彼 ら の 要求 どじ お り に 数 条 が 実施 され る よう お 願い し ます 」 と 付け 加え た 後 、 こ 
う 答え た 。 森 林 問 題 に つい て は 調べ て も ら う の で 我慢 し て くだ さい 。 ヌ メロ ス ・ ク ロー サス に 関し て は 、 こ れ は 不可 能 で す 。 


それ を 導入 し た ヨー ロッ パ の 州 を 1 つ だ け 教 えて くだ さい 。 こ の 施策 、 私 も 提示 させ て いた だ きま す 。 


し か し 、 ヨ ー ロ ッ パ は わずか 10 年 後に 目覚 め 、 ヌ メル ス 。 ク ロー スス を 導入 し 、 私 た ちの 大 義 を 認め まし た 。 し か し 、 イ オ ネ 
ル ・ ブ ラテ ィ ヌ は 約束 を 守る ほど 長く は 生き な い だ ろ うし 、 彼 の 後継 者 は 我々 を 攻撃 し よう と 拳 を 振り 上 げ る ユダ ヤ 教 の 下級 奉仕 者 
に 過ぎ な い だ ろ う 。 


異 星人 の 主人 の 命令 で 私 た ち を 殺し て くだ さい 。 


私 た ち は 皆 、 希 望 を 持た ず に 去っ て いき ます 。 何 も 行わ れ ま せん 。 公 聴 会 の 直後 の 数 時 間 後 、 代 表 団 を 率い た カタ リン 博士 と ヴァ レル 
・ ダ ニレ アヌ 氏 が 逮捕 され た 。 そ の 夜 、 学 生 グ ルー プ が 内 務 大 臣 の 自宅 前 で 敵対 的 な デモ を 行っ た 。 学 生 の ウラ ジミ ー ル ・ フ リム 
さん は 逮捕 され 、 ヴ ァ カ レシ ュ テ ィ 刑 務 所 に 投獄 され た 。 私 た ちの 残り は カン プル ン に 向け て 出発 し まし た 。 
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1923 年 10 月 の 生徒 の 作品 
何 世 代 に も わた っ て 模範 と な る 復讐 の 試み 


モタ も 私 に 加わ る た め に カン プル ン に 来 て 、 ラ ラウ 山 の 混 乱 に ある ペ ト ル の 庵 に 登り まし た 。 - 私 が 特に 大 好き な 山 で す 。 レ アー 
ズ が 登る に つれ て 、 モ タ は 自分 の 内 面 を 私 に 教え て くれ た 


「 学 生 た ち は 来 秋 か ら は も う 授 業 を 続け る こと が で き な い 。1 年 間 の 闘争 の 未 に 私 た ち 全 員 が 恥ず べき 降伏 を 受け 入れ る よ 
り も 、 授 業 を 再開 する よう 彼ら に 促し 、 彼 ら を 率い る 私 た ち が 自 ら を 犠牲 に し て この 運動 を 気高く 終わ ら せ る 方 が よい だ ろう 」 
ルー マニ ア の 国益 を 裏切っ た と し て 最も 有罪 で ある と 我々 が 考え る 者 全員 を 連れ て 行く 。 


」 


「 銃 を 探し て 撃ち ま を しょ う 。 ル ー マ ニ ア の 歴史 の 中 で 長い 間 記 憶 に 残る ひど い 前 例 を 示し まし た 。 こ の 後 、 私 た ち が ど うな る か 、 
死ぬ か 刑務 所 で 残り の 日 々 を 過ごす か は 、 も は や 問題 で は あり ませ ん 。 


私 は 、 私 た ちの 闘争 の 最終 行為 は 、 私 た ちの 破滅 と 引き 換え に 、 自 ら が 担っ て いた 重大 な 責任 の 立場 を 放棄 し 、 屈 辱 を 与え 、 
ルー マニ ア 国 家 を 言い よう の な い 危 険 に さら し た ピグ ミー に 対す る 懲罰 と な る こと に 同意 し た 。 


その 瞬間 、 私 た ち は 、 国 民 が 受け て きた あら ゆる 不当 行為 と 、 長 く 続い た 屈辱 へ の 復讐 を 求め る 血 が 血管 の 中 で 湧き 上 が っ て いる の を 
感じ まし た 。 


その 後 間 も な く 、 彼 ら 5 は サ ヴ ェ セ ウ <: サン ・ イ オン ・ モ タ 12 番 地 に ある ブ ト ナル 氏 の 家 、 コ ルネ リュ ー・ ジ ョ ル ジ ェ スク 、 
ヴェ ル ニ チ ェ ス ク ・ フ ロッ リ . ク ルー ジュ で 会 っ た 。 ヤ シ 出 身 の リ ー・ ガ メタ 、 ラ ドゥ ウゥ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ 、 レ オニ ダ ・ バ ンダ ッ 
ク 、 そ し て 私 。 そ し て チェ ルナ ウ テ ィ の トゥ ー ド セ < ポ ペ セ ウス 。 私 た ち が 直 面 し な けれ ば な ら な か っ た 最初 の 問題 

は 、 主 犯 が 誰 で ある か を 判断 する こと で し た 。 ル ー マ ニ ア 人 か ユダ ヤ 人 か 、 国 全体 を 襲っ た 悲惨 な 状況 に 最も 責任 
が ある の は 誰 で し ょ うか 7? 最初 に し て 最大 の 犯人 は ユダ の 銀貨 の た め に 自国 民 を 裏切っ た 裏切り 者 の ルー マ 
ニア 人 た ち で ある と いう こと に 我々 は 満場 一 致 で 同意 する 。 ユ ダ ヤ 人 は 私 た ちの 敵 で あり 、 そ の た め 私 た ち を 憎み 、 
毒 を 盛り 、 絶 滅 さ すま す 。 

あな た の キャ ンプ に 侵入 する ルー マニ ア の 指導 者 は 敵 よ り も 悪い で す 、 彼 ら は 裏切り 者 で す 。 最 初 の 最も 暴力 的 な 懲罰 は 、 ま ず 
裏切り 者 に 、 次 に 敵 に 下さ れ な けれ ば な り ま せん 。 も し 私 に 弾丸 が 1 発し か な く 、 敵 と 裏切り 者 に 直面 し た 場合 私 は 裏切り 者 に 
それ を 持た せる で し ょ う 。 私 た ち は 、 祖 国 を 裏切っ た 数 人 の 名 前 、 す な わ ち ジョ ー ジ ・ マ ル シ ェ スク を 筆頭 に 6 人 の 閣僚 の 名 前 に つい 


合意 し た 。 


結局 の と ころ 、 自 分 た ち を 何 の 反応 も で き な い 民族 の 絶対 的 な 支配 者 で ある と 考え て いる 国 で 、 自 ら の 行為 の 責任 を 問わ れ な けれ 
ば な ら な いと は 想像 も し て いな か っ た 悪党 た ち に と っ て 、 そ れ は 驚く べき 時 で あり 、 命 を も っ て 答え な けれ ば な ら な い 時 だ っ た の 
だ 。 。 

今回 、 国 家 は 目 に 見 えな い 魂 の 絆 を 通し て 復讐 者 た ち を 送り 込ん で いた 。 


次 に 2 番目 の カテ ゴリ ー、 つ まり ユダ ヤ 人 を 想定 し ます 。 200 万 の うち どれ を 選ぶ べき で し ょ うか ? 私 た ち は 熟 考 し 、 議 論 し 、 最 
終 的 に は ルー マニ ア に 対す る ユダ ヤ 人 攻撃 の 真 の 指導 者 は ラビ で あり 、 す べ て の 商業 都市 や 圭 の ラビ で ある と いう 結論 に 達 
し まし た 。 


彼ら は ユダ ヤ 人 大 衆 全 体 を 攻撃 に 導き 、 ル ー マ ニ ア 人 が どこ に 転ぶ と し て も 、 そ れ は 偶然 で は あり ませ ん 。 彼 は ラビ に マー ク さ 
れ た た め に 転ん で し まい ます 。 身 売り し た 政治 家 の 背後 に は 、 根 回 し を し 、 カ ハル か ユダ ヤ 人 の 銀行 家 に 取引 を ま と 

め て 返済 する よう 命じ た ラビ の 頭脳 が あっ た 。 中 傷 、 嘘 、 扇 動 を 煽る あら ゆる ユダ ヤ 新 聞 の 背後 に は ラビ が いる 。 し 

か し 、 私 た ち は 少 数 な の で 、 ブ カレ スト の 「 大 き な 猫 」 だ け を 選び ます 。 も し 私 た ち に 数 的 戦力 が あれ ば 、 絶 対 に すべ て を 礁 

つて いた だ ろう 。 


次 に 銀行 家 を 選び まし た 。 ア リス ティ ド と モー リ シ ャ ス ・ ブ ラン ク は 、 す べ て の 政党 と すべ て の ルー マニ ア の 政治 家 を 理事 会 に 
入れ 、 金 を 注ぎ 込ん で 腐敗 させ た 。 自 由 党 に 資金 を 提供 し た ベル コ ヴ ィ シ (ブラ ンク は 特に 国民 農民 党 を 担当 し 、 自 由 党 も 買収 で 
きる と 感 じ た ) o 


し か し も し 


次 に 、 報 道 に お ける ユダ ヤ 人 に 目 を 向け ます 。 最 も 人 徴 慢 な 、 魂 を 毒 す る 者 た ち : 
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モル ダビ ア の 統治 者 1527 年 か ら 1538 年 。 1541 て 1546 年 。 (Tr.) 


ロー ゼン ター ル 、 フ ィ ル ダー マン 、 ホ ニギ ナン (ファ ー ギ ュ レ ) 、 新 聞 社 の ディ レク ター、 デ ィ ミ ナー タ 
(『 ザ <: モー ニン グ 』) 、 ア デ ヴ ァ ルル (『 真 実 』) 、 ル プ タ (『 ザ < ファ イト 』) 、 こ れ ら すべ て は ル 
ー マ ニ ア 主 義 の 敵 で ある 。 
私 た ち は グ ルー プ で ブカレスト に 向け て 出発 し 、 ヤ シ に 永遠 の 別れ を 告げ まし た 。 私 は 生徒 た ち に 手紙 を 書 
き 、 そ の 中 で 私 た ちの 行動 の 正当 性 を 説明 し 、 別 れ を 告げ 、 授 業 に 戻る よう 人 尽 し まし た が . 最 終 的 な 勝利 まで 
言 念 を 持ち 続け る よう 促し まし た 。 
私 た ち は 皆 、 両 親 や 戦友 に 手紙 を 書き ます 。 


ブカレスト で は ダ ヌ レス ク の 家 で 再会 する 。 私 た ち は 彼 を し ば らく 前 か ら 知っ て いま し た が 、 彼 は 私 た ち に 良い 
印象 を 与え て くれ まし た 。 彼 は この チー ム に は 含ま れ て いま せん で し た が 、 喜 ん で 私 た ち を も て な し て くれ まし た 。 
私 た ち は そ の 夜 の 8 時 に 彼 の 家 を 出 て 、9 月 13 還 是 り 41 番 地 に ある ドラ ゴス に 行き 、 そ こ で 詳細 を 明らか に 

し 、 い つ 行 動 を 開始 する か を 決定 する こと に な っ て いま し た 。 私 た ち が か ろう じ て 集 まっ た と き 、 青 ざめ た 顔 の ドラ 
ゴス が 部 屋 に 入っ て き て 、「 兄 弟 た ち 、 警 察 が 家 を 包囲 し まし た 」 と 言い まし た 。 


これ は 1923 年 10 月 8 日 の 夜 、 午 後 9 時 頃 の こと で し た 。 会 話す る 時 間 す ら な い 混乱 の 時 代 で し た 。 た だ 探求 する 
視線 を お 互い に 向け る 。 


それ か ら 私 は ホー ル に 出る と 、 ド ア を こじ 開け よう と し て いる ニコ レア ヌ 将 軍 と その 委員 た ちの 姿 が 見 えま し た 。 
次 の 瞬間 、 ド ア が 開き 、 家 は 委員 で いっ ぱい に な っ た 。 ニ コレ アヌ 将軍 は 「 手 を 上 げろ ! 」 と 叫ん だ 。 


し か し 、 我 々 に は 時 間 が な か っ た 。 各 選手 が 2 人 の スチ ュ ワ ー ド に 掴ま れ て ライ ン に 並べ られ た 。 右 サイ ド に 私 、 次 に 
モタ 、 コ ルネ リュ ー・ ジ ョ ル ジ ェ スク 、 ト ウゥ ド セ ・ ポ ペ ス ク 、 ラ ドゥ ウゥ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ 、 ヴ ェ ル ニチ ェ ス ク 、 ド ラゴス 。 「 リ ボ 
ル バ ー を ひっ くり 返せ ! 」 

「 何 も あり ませ ん 」 と 私 た ち は 答え まし た 。 モ タ だ けが ブロ ー ニ ング 6.35 と ヴェ エル ニチ ェ ス ク を 持っ て いた 。 
それ か ら 彼 ら は 私 た ち を 一 人 ずつ 家 か ら 連 れ 出 し 、 二 人 の 客室 乗務 員 に 腕 を 掴ま れ 、 一 人 ずつ 待機 中 の 車 に 乗 
せら れ ま し た 。 


私 た ちの 後ろ 、 家 の 中 で ドラ ゴス の 年 老い た 母親 が 泣い て いま し た 。 車 が 動き 始め た 。 彼 ら は 私 た ち を どこ に 連れ 
て 行っ た の で し ょ う ? 私 た ち は 何 も 言い ませ ん で し た 。 私 た ち を 捕らえ た 人 々 に は 質問 し ませ ん で し た が 、 彼 ら 
自身 も 沈黙 を 守り まし た 。 い くつ か の 通り を 歩く と 、 警 察 本 部 に 到着 し ます 。 彼 ら は 私 た ち を 立ち 去ら せ 、 部 屋 

に 行き 、 そ こ で 私 た ちの ポケ ッ ト を 調べ まし た 。 彼 ら は 私 た ちの 首輪 や ネクタイ も 含め 、 私 た ち が 持っ て いた も 

の すべ て を 持ち 去り まし た 。 振 り 向 か れ た り 、 首 輪 を は が され た り 、 ス リ の よう な 仕打ち は と て も 屈辱 的 で し た 。 

し か し 、 私 た ち は こ の 屈辱 の 道 の 始 まり に すぎ ませ ん で し た 。 壁 に 顔 を 向け て 、 首 を 向け る こと も で きず 、「 し ば らく 
この 位置 に 留まっ た 」 状 態 で 、 私 た ち は こ う 考 えま し た 、 「 数 時 間 前 、 誇 り を 持っ て 私 た ちの 人 々 の 鎖 を 断ち 

切る 決意 を し て いた 自由 の 人 々 よ 、 私 た ち が ど うな っ た か を 見 て くだ さい - 何人 か 哀れ で 無力 な 哀れ な 者 た ち が 、 
何人 か の 惨め な 警察 官 の 命令 で 壁 を 固 々 と 見 つめ 、 泥 棒 の よう に 捜索 され 、 私 物 を 剥ぎ 取 られ た の で す 。」 


この 屈辱 か ら 私 た ちの 大 き な 苦し み が 始 まり 、 徐 々 に 私 た ちの 心 は 打ち 砕 か れ ま し た 。 尊 厳 と 名 誉 を 持っ て 
生き る 戦闘 員 に と っ て .、 武 装 解 除 さ れ 屈辱 を 受け る 以上 の 苦し み は な いと 思い ます 。 死 は 常に それ より も 甘い で 
す 。 


それ か ら 私 た ち は 部 屋 に 連れ て 行か れ 、5 メ ー ト ル 離 れ た ベン チ に 座り まし た 。 隣 に は エー ジェ ント が いて 、 お 互い 
を 見 る こと は 禁じ られ て いま し た 。 尋 問 に 呼ば れる まで 、 私 た ち は 何 時 間 も そ の よう に 座っ て いま し た 。 そ の 長く て 
苦痛 な 時 間 の 参加 者 は 、 私 の 他 に 、 モ タ 、 ト ウゥ ド セ ・ ポ ペ ス ク 、 ラ ドウ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ 、 コ ルネ リュ ー・ ジ ョ ル ジ ェ スク 、 ヴ 
ェ エル ニチ ェ ス ク 、 ド ラゴス で し た 。 し ば らく する と 、 私 た ち は 一 人 ずつ 検察 官 、 予 審判 事 、 ニ コレ アヌ 将軍 、 そ し て 数 
人 の 政府 代表 が いる 大 き な 部 屋 で 尋問 を 受け る よう 呼び 出さ れ ま し た 。 夜 明け に 私 の 番 が 来 た 。 そ こ で 彼ら は 私 の 
前 に 私 の 一 部 を 置き まし た 
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手紙 と 、 お そら く 非 常に 安全 な 場所 に 隠さ れ て いた すべ て の リボ ル バ ー が 入っ た 2 つの バス ケッ ト 。 彼 ら 5 が どう や っ て そ 
こ に た どり 着い た の か 分 か り ま せん で し た 。 私 た ち が 捕 まっ た の は 理解 で きま し た が 、 武 器 が どこ に 隠さ れ た か 誰が 
言い まし た か ? 


私 の 尋問 が 始ま り ま し た 。 私 は 他 の 人 た ち が 何 を 宣言 し た の か 全く 知り ませ ん で し た し 、 こ の よう な 状況 に 陥る と は 夢 に も 
思っ て いな か っ た の で 、 何 を 宣言 すべ きか に つい て 私 た ちの 間 に 事前 の 理解 が あり ませ ん で し た 。 そ こ で 私 は 状況 を 考慮 
し 、 最 善 と 思わ れる 決断 を 下 し まし た 。 


交差 点 で 1 分 。 最 初 の 質問 を され た と き 、 私 は 部 屋 に 入っ て か ら 3 分 が 経過 し て いま し た が 、 ま だ 状況 を 十分 に 評価 で 
きず 、 決 断 を 下す こと が で きま せん で し た 。 私 は 供 怠 感 に 圧迫 され 、 深 く 動 揺 し まし た 。 そ し て 、 返 答 を 求め られ た と き 私 
は こう 言い まし た 。「 皆 さん ! 返 答 す る 前 に 少し 考え て くだ さい 。」 


間 題 は 、 否 定 する か 、 否 定 し な いか と いう こと だ っ た 。 そ の 瞬間 、 私 は 心 と 魂 の すべ て の 力 を 振り 絞っ て 、 何 も 否定 し な 
いこ と に 決め まし た 。 本 当 の こと を 言え 。 そ し て 、 勝 病 や 後悔 で は な く 、 勇 気 を 持っ て : 


「 は い 、 こ れ ら は 私 た ちの 武器 で す 。 私 た ち は こ れ を 使っ て ユダ ヤ 人 の 牧師 、 ラ ビ 、 大 銀行 家 を 撃ち た か っ た の で 
す 。」 
彼ら は 私 に 名 前 を 尋ね まし た 。 
私 が 彼ら に 、 ア レク サン ドル ・ コ ンス タン ティ ネス ク か ら 始 まり 、 ユ ダ ヤ 人 の ブラ ンク 、 フ ィ ル ダー マン 、 ベ ルコ ヴィ 
チ 、 ホ ニ グ マン で 終わ る 名 前 を 付け 始め る と 、 そ の 場 に いた 全員 の 顔 が ます ます 大 きく な り 、 恐 怖 を 感じ まし た 。 私 の 前 で 
尋問 され た 同志 た ち は す べ て を 否定 し た の で は な いか と 私 は 疑っ た 。 


「 そ れ で は な ぜ 彼 ら を 殺す の で し ょ うか ? 」 

「 前 者 は 祖国 を 裏切っ た か ら だ 。 後 者 は 敵 で 腐敗 者 だ 。」 「 そ れ で 、 今 は 後悔 し て 
な いん で すか ?」 

「 い いえ 、 私 た ち は 何 も 後悔 し て いま せん … 私 た ち が 落 ち た と し て も 、 そ れ は 問題 で は あり ませ ん … 私 た ちの 後ろ に は 同 
じ よ うに 思っ て いる 何 万 人 も いま す ! 」 
そう 言っ て 、 私 は すべ て を 否定 し て いた ら さ ら に 深く 沈ん で いた で あろ 2 う 謙虚 さ の 岩 か ら 解 放さ れ た よう に 感じ まし 
た 。 今 、 私 は 自分 を ここ に 導い て くれ た 信仰 に し っ か り と 立ち 、 自 分 の 運命 と 、 生 死 を 嗜 け て いる か の よう に 見 える 人 々 
に 誇り を 持っ て 向き 合っ て いま し た 。 も し 私 が すべ て を 否認 し て いた ら 、 私 は 自分 に 向け られ た 告発 に 対し て 守勢 に 立た 
され 、 寛 大 な 対応 を 懇願 し 、 審 問 官 の 好意 を 勝ち 取ら な けれ ば な ら な か っ た で し ょ う 。 


その 後 の 裁判 で は 、 彼 が 所 有 し て いた 書面 に よる 証拠 に 基づい て 、 私 た ち は 自 分 の 書い た も の や 自分 の 信念 を 否定 し 、 真 
実 を 否定 する と いう 痛ま し い 恥 ず べ き 試 練 に 合格 し な けれ ば な ら な いこ と に な り 、 そ れ は 私 た ちの 良心 と 信念 に 反 
する も の で し た 。 私 た ちの 運動 の 名 準 で す 。 


偉大 な 学生 運動 の 代表 者 で ある 私 た ち は 、 自 分 の 行動 と 信仰 に 責任 を 取る 勇気 が 欠け て いる の で し ょ うか ? 


その 場合 、 国 も 国外 の 同志 も 我々 の 意図 を 知る こと は な か っ た で し ょ う が 、 我 々 の 苦し み の 唯 一 の 成果 は 、 そ れ 
が どん な に 長かっ た と し て も 、 ま さ に 国 が 少な く と も 敵 の こと を も っ と よく 知る た め に 自ら を 啓蒙 し た こと だ け で し た 。 


それ か ら 彼 ら は 私 に これ ら の 陳述 を 直筆 で 紙 に 書く よう 要求 し まし た 。 や っ た 。 最 後に 「 日 程 は まだ 決ま 

っ て ませ ん で し た 。 

私 た ち が こ れ に つい て 話し 合っ て いる と き に 彼ら は 私 た ち を 捕まえ まし た 。 私 は 一 、 二 週間 以内 に 引っ 越す こと 
人 し まし た 。」 そ こ で 、 取 調 官 は 私 が これ ら の 詳細 を 書き 留め な いよ うに と ます ます 主張 する の を 阻止 し まし 


私 が この 主張 の 理由 に 気づい た の は 、 後 に な っ て か ら で し た 。 な ぜ な ら 、 私 の 最後 の 文 が 、 私 た ちの 弁 護 で あ 
る 訴状 全体 の 法 的 価値 を 爆発 させ た か ら で す 。 な ぜ な ら 、 陰 謀 に は 4 つの 要素 が 必要 だ か ら で す 。 1. 目 
的 を 念頭 に 置い た 個人 の 集まり 。 


2. 被害 者 の 指定 。 
3. 武器 の 入手 。 
4. アク ショ ン の 確立 され た 日 付 。 


lolete よ 到 機 寺 招 by Google 


し か し 、 計 画 の 実行 時 期 は まだ 決ま っ て お ら ず 、 ま だ 検討 段階 で し た 。 日 付 を 確定 する こと は 非常 に 重要 で し た 。 な ぜ 
な ら 、 週 間 以内 に 私 た ち は 病 気 に な っ て いた か も し れ な いし 柏 牲 者 が 亡くな っ て いた か も し れ な いし 、 政 府 が 倒 
れる が 屈服 し て いた か も し れ な いか ら で す 。 私 た ちの 法 的 弁護 は すべ て この 点 に 基づい て いま し た 。 


私 の 証言 の 後 、 捜 査 官 た ち は 私 を 地下 室 に 連れ て 行き 、 そ こ で 私 は 一 人 で 独房 に 入れ られ まし た 。 ド ア は 外側 か ら 施 
錠 さ れ て いま し た 。 私 は 仲間 た ち が 隣 の 独房 を 占拠 し て いる の で は な いか と 想像 し た 。 他 に 誰が いる の か と 思い 

な が ら 、 拳 で 壁 を 叩き まし た 。 「 モ タ 」 と いう 答え が 返っ て きた 。 そ れ か ら 私 は 死ぬ ほど 疲れ て いた が 、 睡 眠 を と る 
た め に ボー ド の 上 に 横 に な り ま し た 。 


厚手 の コー ト を 着 て 寒さ に 震え た 。 そ れ か ら シ ラミ が 私 を 噛み 始め まし た 。 彼 ら は 何 千 人 も の 私 に 群がり まし た 私 
は 板 を 反対 側 に ひっ くり 返し 、 シ ラミ が その 上 に 来 て 、 昼 光 が 当 た っ た と 思う まで この 操作 を 数 回 繰り 返し まし た 。 


ドア の と ころ で 物音 が 聞こ えま し た 。 そ れ は 開か れ 、 他 の 人 た ちの も の も 開か れ 、 そ し て 私 た ち 全員 が 連れ 出さ 
れ ま し た 。 そ の 後 、 各 車両 に 一 兵 2 名 と 委員 2 名 が 同行 し 、 車 に 乗せ られ た 。 車 は 次 々 と 出発 し た 。 そ し て 、 同 じ 
質問 が 私 た ちの 心 を よぎり まし た 。「 ど こ に 行き ます か ? 」 


ヴァ カレ シュ ティ 刑務 所 に て 


私 た ち は 見 慣れ な い 通り を いく つか 通り まし た が 、 そ こ で は 好奇 心 狂 盛 な 通行 人 が 私 た ち を 見 て いま し た 。 私 た ち は 
首都 を 後に し 、 車 は 「 ヴ ァ カ レス ティ 刑務 所 」 と 書か れ た 大 き な 門 の 前 で 止ま り ま し た 。 


私 た ち は 銃 剣 を 持っ た 兵士 た ち に 10 メ ー ト ル 離 れ て 車 か ら 降り た 。 鍵 と 鎖 の 皿 む 音 が 聞こ え 、 大 き な 門 が 勢い よく 開 
いた 。 私 た ち は 一 人 ずつ 道 を 横切り 、 中 に 入り 、 二 階 の 刑務 所 の 事務 所 に 案内 され 、 そ こ で 逮 捕 状 が 手渡 され まし 
た 。 私 た ち は 国家 安全 保障 に 対す る 共 課 罪 で 逮捕 され 、 特 定 の 刑罰 と し て 強制 労働 を 課さ れ た こと に 気づき まし た 。 


それ か ら 私 た ち は 別 の 中 庭 に 連れ て 行か れ 、 そ の 真ん中 に 高い 教会 が 建つ て いま し た 。 周 囲 は すべ て 壁 で あり 、 そ れ に 
治っ て 細胞 が 配置 され て いま し た .。 私 は 奥 の 幅 4 フィ ー ト 、 深 さ 2 フ ィ ー ト の 独房 に 入れ られ 、 外 側 か ら 鍵 を か けら れ ま 
し た 。 

中 に は 木製 の ベッ ド が ある だ け で 、 ド ア の 近く に は 小さ な 鉄格子 の 窓 が あり まし た 。 仲 間 は どこ に いる の だ ろう 

と 思っ た 。 そ れ で 私 は 板 の 上 に 頭 を 置い て 眠り に 落ち まし た 。 震 えな が ら 2 時 間 後 に 目 が 覚め まし た 。 寒 く て 、 独 房 に は 

太陽 の 光 が 一 本 も 差し 込ま な か っ た 。 私 は 貴 然 と し て 周囲 を 見 回 し まし た が 、 自 分 が どこ に いる の か 信じ られ ま 

せん で し た 。 よ く 見 る と 独房 の 悲惨 さ が 分 か り ま し た 。 


私 は 「 大 変 な 状況 だ 」 と 心 の 中 で 言い まし た 。 痛 み の 波 が 私 の 心 を 引き 像 きま し た 。 し か し 私 は 「 こ れ は 国民 の 
た め だ 」 と 自分 を 慰め まし た 。 


そこ で 、 ウ ォ ー ム アッ プ の た め に 腕 の 体操 を 始め まし た 。 午 前 11 時 頃 、 足 音 が 聞こ えま し た 。 警 備 只 が ドア を 開け 
た 。 私 は 彼 を 見 た 。 も し か し た ら 、 ど こ か の 時 点 で 彼 に 会 っ た か も し れ な い 、 と 私 は 願っ た 。 し か し 彼 は 奇妙 で 気 
性 の 荒い 男 だ っ た 。 彼 は 私 を 邪悪 な 目 で 見 まし た 。 彼 は 私 に パン と ボル シ チ を 一 皿 く れ ま し た -。 私 は 彼 に 尋ね ま 
し た : - 警備 員 、 タ バ コ を 吸っ て も ら え ます か ? 「 い いえ 、 私 で は あり ませ ん ! 」 


彼 は 再び 私 に 鍵 を か け て 立ち 去り まし た 。 私 は 黒 パ ン を ちぎ っ て 、 ス プー ン 数 杯 の ボル シ チ を 飲み 込み まし た 。 そ こ で 私 は そ 
れ ら を セメント の 床 に 置き 、 自 分 の 考え を まとめ 始め まし た 。 彼 ら 5 が どう や っ て 私 た ち を 見 つけ た の か 理解 で きま せん で し た 。 
私 た ちの 中 の 誰か が 、 私 た ちの プロ ジェ クト に つい て 誰か に 話す ほど 不 注意 だ っ た で し ょ うか が ? 誰 か が 私 た ち を 裏切っ た の で し 
よう か ? 彼 ら は どう や っ て 私 た ちの リボ ル バ ー を 見 つけ た の で し ょ うか ? 


また し て も 足音 が 聞こ えた 。 窓 の 外 を 見 る と 、 司 祭 と 数 人 の 男 が 私 の 独房 に 近づい て きま し た 。 彼 ら は 言い まし 
た 、「 皆 さん 、 あ な た が 教育 し た 若者 が その よう な こ 
と が で きる 可能 性 は あり ます か ? 」 


Meete よ 到 機 緒 尋 唐 by Google 


「 こ の ルー マニ ア 国 民 が ユダ ヤ 人 に 侵略 され 、 指 導 者 の 裏切り 、 放 縦 医 に よっ て 抑圧 され て 減 び る こと が 可能 で ある な ら ば 、 
我々 が や っ た こと も また 可能 だ 。」 


「 し か し 、 あ な た に は 素晴らし い 手段 が た くさ ん あり ます ! 」 
「 私 た ち は こ れ ま で すべ て の 合法 的 な 道 を 通過 し て きま し た 。 も し その 1 つ だ けが 私 た ち に 開か れ て いれ ば 、 私 た ち は こ の 独房 に た どり 着く こと 
は な か っ た か も し れ ま せん 。」 


「 そ れ で 、 そ れ で いい の か ? 自 分 の 行い の せい で 苦し むこ と に な る ん だ よ ! 」 
「 も し か し た ら 、 私 た ちの 苦し み の 中 か ら 、 こ の 人 々 に と っ て より 良い も の が 生ま れる か も し れ 
な い .」 彼 ら は 去っ た 。 
4 時 ご ろ 、 警 備 只 が 私 に 、 み す ぼ ら し い 毛 布 と 、 マ ッ ト レ ス の 代わ り に 攻 が いっ ぱい 入っ た 大 き な 袋 を 持っ て きま し た 。 私 は で きる だ け 
早く バッ グ を 引き 上 げ ま し た 。 そ れ か ら ま た パン を 食べ て 横 に な り ま し た 。 私 は 司祭 と の 会 話 を 思い 返し な が ら 、 次 の よう に 考え 
て いま し た 。 そ れ は いつ も 苦し み だ っ た 


その 結果 、 彼 に 良い 収入 が も た ら さ れ ま し た 。 」 

私 は な ん と か 苦し み の 目 的 を 見 つけ る こと が で き 、 同 時 に この 悲し い 時 間 に 対す る 精神 的 な 支え を 見 つけ る こと が で きま し た 。 
それ で 私 は 立ち 上 が っ て 、 ひ ざま ずい て 祈り まし た 。「 主 よ 、 私 た ち は こ の 国 の 罪 を すべ て 私 た ち に 負っ て いま す 。 今 

私 た ちの この 苦し み を 受け 入れ て くだ さい 。 こ の 苦し み を 乗り 越え て この 人 々 が より 良い 日 に な る よう に し て くだ さい 。」 


それ か ら 私 は 母 と 、 私 の 運命 を 聞い て 私 の こと を 考え て いる か も し れ な い 故 卿 の 人 々 の こと を 思い 出し まし た 。 私 は 彼ら の た め に 祈 
り 、 横 に な っ て 眠り まし た 。 


彼 は 服 を 着 て 毛布 で 覆 わ れ て いま し た が 、 寒 く て わら の マッ トレ ス の 上 で よく 眠れ ませ ん で し た 。 午 前 8 時 に 目 が 覚め た と き 、 警 備 員 が ド 
ア を 開け 、 数 分 間 外 に 出 て も いい か と 尋ね まし た 。 外 に 出 て ウォ ー ム アッ プ の た め に 体操 を そし まし た 。 


私 の 独房 も 含め て 、 そ の 独房 の 列 は 他 の 独房 より も わずか に 高かっ た の で 、 中 庭 全体 が 見 えま し た 。 突 然 、 民 族 衣装 を 着 た 人 が 囚人 た 
ちの 間 を 歩い て いる の が 見 えま し た 。 そ れ は 私 の 父 で し た 。 で も 信じ られ ませ ん で し た 。 彼 は ここ で 何 を し て いた の で すか ? 彼 も 

逮捕 され た の で すか ? 私 が いく つか の 合図 を する と 、 彼 は 私 に 気づき まし た 。 警 備 員 は 私 を 呼び 止め まし た 、「 先 生 ! 合 図 は 禁止 で 
す よ 。」 「 彼 は 私 の 父親 で す 」 と 私 は 答え た 。 


「 そ の 可能 性 は ある が 、 合 図 は 禁止 され て いる 」 
私 は 彼 を 見 て 、「 同 志 よ 、 神 が 私 た ち に 与え て くだ さっ た 苦 
し み は 神 の 配慮 に 任せ て くだ さい 。 こ れ 以 上 加え な いで くだ さい 。 」 と 言い まし た 。 そ し て 私 は 独房 に 戻り まし た 。 


昼食 後 、 ま た 連れ て 行っ て も らい まし た 。 彼 ら は 私 を 銃剣 で 挟み 、 刑 務 所 の 外 に 連れ 出し まし た 。 そ こ で 私 た ち は 道 路上 で 、2 本 の 銃 
剣 の 間 に そ れ ぞ れ 10 メ ー ト ル 離 れ た 一 列 に 並べ られ まし た 。 父 は 銃剣 を 手 に 二 人 の 兵士 の 間 で 縦隊 を 先導 し た 。 


新しい 受刑 者 も 何人 か いた 。 ク ルー ジュ の トラ イア ン ・ ブ レア ズ 、 ヤ シ と ダ ヌ レス ク の レオ ニダ ・ バ ンダ ク 。 私 た ち は 顔 を 向け 

た り 、 お 互い に 合図 し た りす る こと を 許さ れ ま せん で し た 。 ほ ん の 一 瞬 の 間 、 私 は 哀れ に 苦し ん で いる 同志 た ちの 沈ん だ 顔 を 垣間見 

た 。 私 の 心 を 苦し め た の は 、 父 が 受け て いた 不当 な 扱い で し た 。 彼 に は 何 の 罪 も あり ませ ん で し た 。 こ の 国 の 生涯 に わた る 戦士 で あり 、 中 
等 学校 の 教師 で あり 戦争 中 ずっ と 最前 線 で 活躍 し た 元 大 隊 少 佐 で あり 、 無 名 で は な く 国 会 議員 を 何 度 も 務め た 彼 は 、 今 で は 
銃剣 挟ま れ て ブカレスト の 街 を 練り 歩い た 。 。 そ れ で 私 た ち は 法 廷 に 向かっ て 行進 する 隊列 を 組ん で 出発 し まし た 。 ル ー マ ニ ア 人 
た ち は 無 関心 な 目 で 私 た ち を 見 た 。 し か し 、 私 た ち が ユ ダ ヤ 人 地区 に 着く と 、 ユ ダ ヤ 人 は 全員 ドア や 窓 か ら 出 て 行き まし た 。 中 に は 私 

た ち に 法 外 な 視線 を 投げ か けた り 、 笑 っ た りす る 人 も いま し た 。 大 声 で コメ ント する 人 も いれ ば 、 嘩 を 吐き か ける 人 も いた 。 


私 た ち は 頭 を 下げ て 、 ず っ と 苦し みな が ら 、 こ う や っ て 歩い て いき ます 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 記 by Google 


法廷 で は 私 た ちの 逮捕 状 が 支持 され まし た 。 私 た ちの 訴訟 を 弁護 する た め に 名 乗り 出 た 最初 の 弁護 士 で ある ポー ル 
・ イ リエ スク 弁護 士 が 私 た ちの 弁護 を し て くれ まし た 。 そ の 後 、 私 た ち は 同 じ 隊 列 で 同じ 道 を 通っ て 送り 返さ れ ま し た 。 ニ 
ュー スス タン ド で は 、 デ ィ ミ ナー タ (「 ザ 。 モ ー ニ ング 」 ) や 他 の ユダ ヤ 系 新聞 の 「 学 生 の 陰謀 。 共 謀 者 逮捕 」 と いう 見 出 
し を 見 る こと が で きた 。 そ し て また 携帯 電話 に た どり 着き まし た 。 私 は そこ に 2 週間 寒い 中 滞在 し まし た が 、 他 の 人 々 の 
こと も 外 か ら の ニュ ー ス も 知り ませ ん で し た 。 


2 世紀 の よう に 感じ られ た 2 週間 後 、 私 た ち は 独 房 か ら 連 れ 出 され 、 暖 房 の 効い た 部 屋 に 3 人 ずつ の グル ー プ に 入 
れ ら れ ま し た 。 一 緒 に 料理 を し た り 、 食 事 を し た りす る こと が で きま し た 。 


再び 会 っ た と き は 、 ま る で 本 当 の 休日 の よう で し た 。 ド ラゴス と ダ ヌ レス ク と 同室 に な る は ず だ っ た 。 一 方 、 学 生 キリ 

スト 教 協会 の 会 長 で ある ガル ニー タ は 、 私 た ちの 数 を 13 人 に 増やす た め に 自首 し て くれ まし た 。 父 は 一 切 の 罪 か 

ら 解放 され まし た 。 モ タ 、 ガ ルネ ー タ 、 ト ウゥ ド セ ・ ポ ペ ス ク 、 コ ルネ リュ ー・ ジ ョ ル ジ ェ スク 、 ラ ドウ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ 、 レ オニ ダ 
・ バ ンダ ッ ク 、 ヴ ェ ル ニチ ェ ス ク 、 ト ライ アン ・ ブ レア ズ 、 そ し て 私 は 共 課 罪 で 起訴 され た 。 ド ラゴス と ダ ヌ レス ク 、 私 た ち 
を 連行 し た た め に 逮捕 され まし た 。 


これ ら に 加え て 、 内 務 大 臣 の 家 の 前 で 私 た ち が デ モ を し た と き に 逮捕 され た ウラ ジミ ー ル ・ フ リム も いま し た 。 私 た ち は プ 
リム スス トー ブ を 手 に 入れ . 親 戚 や 友人 が 海外 か ら 送 っ て くれ た 食べ 物 を 調理 し まし た 。 通 常 の 刑務 所 の 食事 は 
恐ろし いも の で あり 、 囚 人 た ちの 生活 の 悲惨 さ は 筆舌 に 尽く し が た いも の だ っ た 。 


父 は 私 た ち が 毎 朝 7 時 に 中 庭 の 教会 白 り に 行く こと を 刑務 所 管理 者 か ら 許可 を 得 まし た 。 私 た ち は 皆 祭壇 の 前 に ひ 
ざま ずい て 「 私 た ちの 父 よ 」 と 言い 、 ト ウゥ ド セ : ポ ペ ス ク は プ レア < ス フ ァ ンタ < ナス カト アレ < デュ ドウ ゥ ムネ ゼ ウ (「 至 聖 
な る 聖母 マリ ア 」 ) を 歌い まし た 。 


そこ で 私 た ち は 悲 し い 刑務 所 生活 の 慰め と 明日 へ の 希望 を 見 つけ まし た 。 私 た ち は そ れ ぞ れ 自 分 自身 の 仕事 

の スケ ジュ ー ル を 立て て いま す 。 モ タ は 近づい て いる 裁判 に 関連 する 問題 で 傾 し か っ た 。 ダ ヌレ スク さん は 健康 診 
断 の 勉強 を し た 。 私 は 全国 闘争 で 若者 を 組織 する 計画 に 取り 組ん で いま し た .… 学 生 セ ンタ ー、 村 の 若者 、 中 等 学 
校 の 生徒 を 組織 し まし た 。 私 は クリ スマ ス の 時 期 ま で に それ を 細部 まで 練り 上 げ 、 刑 務 所 か ら 出 た ら そ れ を 実行 で き 
る よう に し まし た 。 そ う で な いり い 場合 は 、 外 部 か ら そ れ を 実装 する 人 を 見 つけ る こと に し ます 。 


これ は 政治 部 門 と な る 連盟 の 枠組 み の 中 で 行わ れる べき で あり 、 私 た ちの 部 門 は 青少年 の 教育 と 闘争 を 担当 する 
こと に な る 。 

11 月 8 日 、 聖 大 天使 ミカ エル と ガブ リエ ル の 祝日 に 、 私 た ち は こ の 青少年 団体 の 名 前 の 候補 に つい て 話し 合っ て いま 
し た 。 私 は 「『 大 天使 ミカ エル 』 に し まし ょ う 」 と 言い まし た 。 


父 は 「 教 会 の 祭壇 の 左側 の 扉 に 聖 ミ カエ ル の 像 が ある よ 」 と 言い まし た 。 

"様子 を 見 よう ! "モタ 、 ガ ルニア タ 、 コ ルネ リュ ー。 ジ ョ ル ジ ェ スク 、 ラ ドゥ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ 、 ト ウゥ ウード セ と 私 は 

見 に 行き 、 本 当 に 驚き まし た 。 そ の アイ コン は 私 た ち に 比類 の な い 美 し さ で 見 えま し た 。 

私 は どん な アイ コン の 美 し さ に 惹か れ た こと も あり ませ ん 。 し か し 今 、 私 は 全身 全霊 で この 天使 と つなが っ て い 
る と 感じ 、 大 天使 が 生き て いる と 感じ まし た 。 そ れ 以 来 この アイ コン が 大 好き に な り ま し た 。 教 会 が 開い て い 

る の を 見 つけ る た びに 、 私 た ち は 中 に 入り 、 そ の アイ コン の 前 で 祈り まし た 。 私 た ちの 心 は 平和 と 喜び で 満た され 
まし た 。 法 廷 へ の 私 た ちの 旅行 の 拉 問 が 再開 され まし た 。 銃 剣 の 間 で 、 泥 の 中 を 、 す り 減 っ た 靴 と 濡れ た 足 で 歩 
いて 。 私 た ち が 歩 いて いる と 、 国 か ら 数 億 レイ を だ まし 取っ た ユダ ヤ 人 の 犯罪 者 た ち が 裁 判 所 に 追い 込ま れ て い 
まし た 。 多 く の 場 合 、 私 た ちの 旅行 は 私 た ち を 困ら せる た め だ け に 不 必要 に 行わ れ ま し た 。 私 は 25 回 法廷 

に 呼ば れ ま し た が 、 予 審判 事 か ら 尋 問 を 受け た の は 2 回 だ け で し た 。 


最初 の 紹介 文 の 一 部 は 変更 し て いま せん 。 

「 誰 が 私 た ち を 裏切っ た の か ? 」 と いう 考え が 常に 私 た ち を 悩ま せ て いま し た 。 
私 た ち は 毎 晩 こ の 謎 を 解 こ うと し まし た 。 私 た ち は お 互い を 疑う と ころ まで 来 ま し た 。 あ る 朝 、 私 は アイ コン の 前 で 祈 
る た め に 教会 に 行き まし た 。 


lolete よ 到 機 緒 押 唐 by Google 


裏切り 者 を 明らか に する 。 そ の 夜 、 夕 食 を と りな が ら 私 は 仲間 た ち に こう 言い まし た 。 - 圧 し い 知ら せ を 伝え 
な けれ ば な り 

ませ ん 。 裏 切り 者 が 特定 され まし た 。 彼 は 私 た ちと 一 緒 に テー ブル に 座っ て いま す 。 誰 も が 他 の 人 を 見 て い 
まし た 。 モ タ と 私 は 、 リ ー ド を 期待 し て 全員 の 顔 を 追っ た 。 私 は シャ ツ の ポケ ッ ト に 手 を 入れ て 「 さ あ 、 証 拠 を 
お 見 せ し ま す 」 と 言い まし た 。 


ルコ ュー は 立ち 上 が っ て 、 少 し た め ら いな が ら 、 バ ン デ に 食料 箱 の 鍵 を 渡し 、「 出 発し ます 」 
言い こ o 


私 た ち は 彼 の 立ち 退き に 当惑 し まし た が 、 私 が 何 も 持っ て いな か っ た の で 提出 を 拒否 し た 証拠 に つい て の 
議論 を 再開 し まし た 。 私 た ち が テ ー ブ ル を 離れ る と 、 ヴ ェ ル ニチ ェ ス ク が 一 人 で いた 。 
同氏 は 米国 に 対し 、「 コ ドレ アヌ は 私 を 疑っ て いる 」 と 語っ た 。 


私 は 彼 に 、 誰 も 疑っ て いな いと 言い まし た 。 こ うし て 私 た ち は 和 解 し た 。 


何 週間 も 経ち 、 私 た ちの 刑務 所 生活 は 長く 続き まし た 。 私 た ち は 毎 日 、 壁 に 鉛筆 で 印 を 付け まし た 。 自 由 の 身 と し て 生ま れ 、 尊 

上 厳 を 持っ て 生き て きた 男 に と っ て 刑務 所 で の 生活 は 困難 で 、 疲 れ 果 て た 。 高 く 敵 対 的 な 壁 の 内 側 で 、 愛 する 人 た ちか ら 速 

く 離れ 、 何 の 音 も 聞こ えな い 鎖 に つなが れ て いる と 感じ る の は 恐ろし いこ と で し た 。 そ し て 、 こ こ で も 、4 分 の 3 の 時 間 は 独房 に 
閉じ 込め られ て いる た め 、 あ まり 動く こと は で きま せん 。 毎 晩 、 ド ア に ボル ト が ね じ 込 まれ る 不気味 な 音 が 彼 を 悲し み の 

気分 に 陥ら せ た 。 こ の 国 の 敵 は 外 で は 自由 で 、 尊 敬 と 良い 生活 を 楽し ん し んで いた が 、 私 た ち は 道 徳 的 傷 辱 に 加え て 、 し ば し ば 空腹 
で 床 に 就き 、 板 と わら の ベッ ド で 一 晩 中 震え て いた 。 し か し 、 つ い に 幸 せな 日 々 が や っ て 来 ま し た 。 2 か 月 の 投獄 後 父 と ダ 

ヌレ スク の 択 放 命 令 が 出さ れ た と いう 知ら せ が 届 きま し た 。 私 た ち に と っ て 、 そ う で す 、 大 き な 喜 び で す 。 私 た ち は 彼 ら の 

荷造 り を 手伝い まし た が 、 す ぐに 彼ら は 連れ 去ら れ て し まい まし た 。 


私 た ち は 彼 ら が 出 て 行く の を 彼ら が 通り 過ぎ る まで 見 守っ た 


最初 の 門 。 私 は 父 に 、 母 や 他 の 人 た ち に 心配 し な いよ うに 伝え て ほし いと 頼み まし た 。 


どの よう な 人 の 救出 も 、 残 され た 者 に と っ て は 大 き な 喜 び で す 。 み ん な が 幸せ だ 。 お そら く 、 誰 か が 解放 され る こと で 、 そ れ ぞ 
れ が 自由 を 手 に 入れ よう と 強く な る の だ ろう 。 し ば らく し て 、 ド ラゴス 、 バ ンダ ッ ク 、 ブ レア ズ 、 ヴ ェ ル ニチ ェ ス ク は 事 
件 か ら 外 され 、 父 と ダ ヌ レス ク 同 様 に 去っ て いき まし た 。 


私 た ちの うち 6 人 だ けが 残り 、「 国 家 の 安 全 に 対す る 陰謀 」 の 容疑 で 告発 され た 。 数 日 後 ド ラゴス は 私 た ち 
を 裏切っ た の は ヴェ エル ニ チ ェ ス ク で ある と の 知ら せ を 送っ た 。 彼 は また 、 フ ァイル に 保管 され て いた 後者 
の 証言 の コピ ー も 作成 し た 。 

私 た ち は こ の 知ら せ を 胸 が 苦し い 思 いで 受け 取り まし た 。 私 た ちの 国 に は 常に 裏切り 者 が 存在 し まし た 。 


外 


どの 大 学 で も 学生 は 授業 に 戻っ た 。 一 瞬 方 向 感覚 を 失っ た よう だ っ た 。 2 か 月 間 、 彼 ら 5 は ユダ ヤ 人 マス コミ の 奴 

怖 の 下 で 暮らし まし た 。 ユ ダ ヤ 人 マス コミ は 、 私 た ちの 復讐 の 試み の 重大 さと 、 そ れ が 国 に も た ら す 「 悲 惨 な 」 結 果 

を 絶え ず 誇張 し て いま し た 。 そ れ は 、 私 た ち が 「 文 明世 界 」 の 信頼 を 失っ た と 叫び まし た 。 私 た ち が バ ルカ ン 半 

島 の 国 だ っ た と いう こと 。 彼 ら は 常に 「 ベ ルリ ン は 何と 言う で し ょ うか ? 」 と 尋ね まし た 。 「 ウ ィ ー ン ? 」「 パ リ ? 」 そ し て 、 
「 国 家 の 恒 久 的 利益 」 の 擁護 者 に 変身 し た ユダ ヤ 人 は 、 国 の 指導 者 た ち に 対し 、「 最 大 限 の 暴力 で . 作 圧 し な けれ ば な 

ら な い 民 族 運 動 に 対し て 抜本 的 な 措置 を 講じ る よう 毎日 勧告 し た 。 


leo#lete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


1 年 前 、 マ ックス < ゴー ルド スタ イン が 上 院 議事 堂 に 爆弾 を 仕掛 け 、 警 察 が 共産 主義 系 ユダ ヤ 人 を 逮捕 し て い 
た と き 、 同 じ マ スコ ミ は 次 の よう に 叫ん だ 。 


憲法 は どこ に あり ます か ? 法 律 は どこ に ある の で し ょ うか ? 憲 法 で 保障 され た 自由 は どこ に ある の で 

し ょ うか ? 国 家 が この よう な 制限 措置 を 講じ た 場合 外国 は 何と 言う で し ょ うか ? 逮 捕 、 刑 務 所 、 銃 剣 、 テ ロ で は 国家 
は 存続 で き な い 。 国 家 が 行使 する この 暴力 は 、 群 衆 や 孤立 し た 個人 に よっ て 報 わ れる だ ろう 。 力 に は 力 で 応え 

ます 。 


恐怖 、 恐 怖 で 。 そ し て 非難 され る の は 彼ら で は な く 、 彼 ら を 挑発 し た 国家 だ 。」 


そし て 今 、 同 じ マ スコ ミ は 、 有 目隠し を し て いる だ け で 見 えて いな いこ と を 残念 に 思い な が ら 、 次 の よう に 書い た 。「 こ 
れ ら の テロ リス ト を 逮捕 する だ け で は 十分 で は な い 。 彼 ら は 見 せしめ と な る よう な 形 で 非難 され な けれ ば な ら 

な い 。 そ れ で も 十分 で は あり ませ ん 。 我 が 国 に 多大 な 損害 を も た ら す 反 ユ ダ ヤ 的 な 「 思 想 」 を 広め る 者 は 全員 
逮捕 され な けれ ば な り ま せん 。 こ の 反 ユ タダ ヤ 主義 の 雑草 は 根 ご と 引き 抜か れ な けれ ば な り ま せん 。 そ し て この 
問題 は 容赦 な く 、 容 赦 な く 対処 され な けれ ば な り ま せん 。 」 


この 敵意 の 寿 流 に 対し て 、 全 国 マ スコ ミ は 激しい 抵抗 に 遭っ た 。 
国民 の 良心 の 表明 に 対し て 常に 正しい 態度 を 表明 し た Universul (「O Universo」) に 加え て 、 ナ ショ 
ナリ スト 運動 は 以下 の 新聞 の 支援 を 受け て いま し た 。 ブ カレ スト の 学生 た ちの Cuvantul Studentesc 

(「 学 生 の 声 」) 。 彼 は つい 最近 、 自 由 に な っ た 不屈 の 同志 た ち 、 つ まり シミ オ ネ ス ク 、 ラ ペア ヌ 、 フ ァ ニ カ ・ ア 
ナス タ セ スク 、 ダ ヌレ スク ら の 編集 者 に な っ た ば か り だ が 、 名 前 は 私 に は 分 か ら な い 。 ダ チア ・ ノ ウ ア (「 新 
し い ダ チア 」) 、 ク ルー ジュ の 学生 オル ガン 、 ス イア ガ 、 モ カヌ 、 詩 人 で あり 『 学 生 た ちの 歌 』 の 著者 で ある イ ウ 
ステ ィ ン ・ リ エス が 指揮 


賛美 歌 」。 


Cuvantul lasului (「 ヤ シ の 言葉 」)、 ヤ シ の 学生 の オル ガン 。 チ ェ ル ナウ ティ の 学生 オル ガン で ある ディ サ 

プ タ < テ ・ ロ マネ (「 目 覚め よ ル ルー マニ ア 人 よ 」) は 、 カ タリ ン 博 士 と ダニ レア ヌ 博 士 が 指揮 し 、 最 近 カ ンプ ルン 
に 移転 し まし た 。 ブ カレ スト に ある LANC の 公式 機関 で ある Apararea Nationala (「 国 防 」) に は 、 

パレ スク 教授 の 比類 の な い 記事 が 掲載 され て お り 、 そ こ か ら 以 下 の 一 文 を 転載 し ます 。 


「… ボ リ シ ェ ヴィ キ 系 ユダ ヤ 人 が 利用 し て 成功 し た 、 寒 さ 、 人 稼 え 、 恐 怖 に よる 同じ 制約 が 、 学 生 た ち に も 利用 され 
7eei 

「 ル ー マ ニ ア 国 家 の 花 で ある 私 た ちの 子供 た ち が 、 閉 じ 込 め ら れ て いる 全 ル ー マ ニ ア 人 の 統一 の 祝日 を 祝 わ な 
けれ ば な ら な い 時 代 が 来る と は 誰が 想像 し た で し ょ うか 。 


どこ か の 刑務 所 の 地下 室 に いる の か 、 そ れ と も 寒さ の 中 で 避難 場所 も 食べ 物 も な く 追 われ て いる の か ? 」 

「 お そら く あ な た は 、 ル ー マ ニ ア 全 土 に 対し て 戦争 を 行っ て いる こと に 気づい て いな か っ た で し ょ 

う 。」 Unirea (「The Union」)、LANC の 機関 獲 、 ヤ シン 、Cuza 教授 が 監督 、 不 滅 の 論理 の 記事 を 収 
録 。 Nationalistul (「 国 民主 義 者 」)、 ヤ シ の 連盟 の 人 気 オ ナルガ ン 。 モ タ 神 父 所 有 の オラ ステ ィ の 人 気 新 
聞 「 リ ベル タテ ア 」(「 自 由 」) は 、 私 た ちの し ぐさ を 真 の 光 で 明らか に し 、 最 初 の 瞬間 に 私 た ち 

を 包ん で いた 沈黙 の カー テン を た め ら うこ と な く 最 初 に 切っ た 。 


生徒 会 は 私 た ちの 犠牲 を 理解 し て くれ まし た 。 だ か ら こ そ 、 学 生 運 動 は 、 各 学生 セン ター の 代表 者 が 投 


獄 さ れ て いた ヴァ カレ シュ ティ 刑務 所 の 壁 の 周り で ます ます 結集 し て いる の で ある 。 


農民 た ち も 私 た ちの 運命 を 心配 し 始め まし た 。 彼 ら は 私 た ち に お 人 金 を 送っ て くれ て 、 特 に リベルタ テア (「 自 
由 」) が 忍び 寄っ て きた ブ コ ヴィ ナ の 山々 や トラ ン シ ル ヴァ ニア の 教会 で 私 た ちの た め に ミサ を 開催 し て く 
れ ま し た 。 


以下 に 小さ な 例 を 示し ます 。 


Miele よ 到 機 繊 卿 記 by Google 
ヴァ カレ シュ ティ の 学生 の た め の モ ティ ・ ミ テ 
(Cuvantul Studentesc No. 7、| 年 、1924 年 3 月 4 日 ) 


ヴァ カレ ステ ィ 刑 務 所 に 投獄 され て いる 学生 た ち が 各 地 の 農 民 か ら 受 け 取 っ た 金銭 の 贈り 物 の 中 で 、 他 の も の より も 輝 か し く 
貴重 な も の が 一 つ あ り 、 そ れ は アプ セー ニ 山 脈 の モテ ィ か ら 送 られ た も の で ある 。 彼 ら は 革 ベ ルト の ポケ ッ ト の 底 や ハン カチ の 
端 を こす っ て 、2、3、 ま た は 5 レイ を 集め 、 か つて の 擁護 者 で ある ラン クー が 歩い た 道 に 治っ て 引 換 券 を 送り 、 心 臓 と と も に 

送り まし た 。 頂 上 か ら は 山 を 越え て ヴァ カレ ステ ィ ま で の 長い 長い 道 が あり 、 そ こ で 子供 た ち が 悲 惨 と 不当 、 貧 困 と 失恋 か ら 救 い 
た いと いう 理由 で 投獄 され て いる と 聞き まし た 。 こ れ ら の 寄付 は 我が国 の 最も 貧し い 地 域 か ら 送 られ て きた も の で 、 歌 で は 「 金 
は 私 た ちの 山 の 中 心 に ある 」 と 苦 々 し く 悲 し い 気持 ち で 、 私 た ち が 戸 別 訪問 で 尋ね る よう に 歌わ れ て いま す 。 


「 最 も 貴重 な 贈り 物 が ヴァ 
カレ ステ ィ の 生徒 た ち に 送ら れ た 。 そ れ は 一 握り の コイ ン と 、「 負 え 、 裸 で 、 宿 泊 施設 も な か っ た 」 を を 食 の 魂 の 断片 、 ぼ ろ 布 の 下 
に 隠れ た 魂 、 彼 の 最大 の 宝物 、 道 徳 的 健康 だ っ た 。 劇 難 は 民 を 救い ます ! 
、 偉大 な 時 代 に その 無尽 蔵 の 力 の 源 は 


モテ ィ は 生徒 た ちの こと を 考え て いま す ! あ な た の 魂 は 理解 し 動き 始め 、 新 し い 理想 を 築き 始め ます 。 こ れ は 最高 か つ 最 

も 雄弁 な 兆候 で す 。 バ イア ・ デ ・ ク リス 近く の リス カ の 町 か ら 、 彼 ら の 名 前 を いく つか 聞い て くだ さい 。「 ニ コラ エ 。 オ プレ ア 、2 レ 
イ 、 ニ コラ エ ・ フ ロレ ア 、3 レ イ 、.N. 

ハラ ガス 、 ア ロン ・ グ レク 、 タ イガ ン ・ ア ダム 、Ax ヘ ン テ ィ ウ 、N・ ブ ル グ 、 イ オン ・ ア シリ ュー、 ア ル 。 ヴ ラド 、N. ボル ザ 、N. 

ルシア ン 、 ア ント ニー フロ レア 、A. ルシア ン 、 各 5 レイ 。 N. シ スカ ッ ト 、A. リ スク タ 、 イ オン ・ ア ンク 、 サ リュ ー・ フ ォ ー、 各 10 人 。 
N. フロ レア 司 穴 と N. ルス 、 そ れ ぞ れ 15 レイ 。 公 証人 N. バ イア と ドゥ トウ ・ リ スク タ 、 そ れ ぞ れ 20 レ イ .。 合 計 210 レ イ 。 」 


農民 た ち は す ぐに 理解 し 、 正 義 の 時 を 待っ て 、 強 く て 忍耐 強い 魂 で 私 た ちの 側 に 来る で し ょ う 。 


新しい 生活 へ の 思い 


クリ スマ ス 休 暇 が や っ て 来 ま し た 。 ヴ ァ カ レス ティ 刑務 所 で は 、 私 た ち は 常 に 故郷 の 家族 の こと を 考え て お り 、 特 に 眠 れ な い 長 
い 夜 の 間 は 絶え ず 心配 し て いま す 。 

私 た ちの 側 は いつ 勝つ の だ ろう か ? い つこ こ か ら 出 られ ます か ? も し 私 た ち が 10 年 か ら 15 年 の 刑 を 言い 渡さ れ た 場合 私 た 
ち は 刑 務 所 に 抵抗 する こと が で きる で し ょ うか 、 そ れ と も 死ぬ まで 苦し みや 心配 が 日 々 私 た ちの 健康 を 触 む の で し ょ うか ? 


私 た ち は 未 知 の 世界 に 飛び 込み ます 。 こ の 不 確 実 性 の 状態 が 私 た ち を 消耗 させ まし た 。 


私 た ち は 、 ど の よう な 運命 が 私 た ち を 待つ て いる か を で きる だ け 早 く < 知る こと が で きる よう 判決 の 日 付 が きっ ぱり 決定 され る こ 
と を 望ん で いま す 。 


私 た ち が 待 ち 受 け て いた 苦し み と 共通 の 運命 は 私 た ちの 距離 を ます ます 近づけ 、 提 起 さ れ た 数 多く の 問題 に つい て の 議論 は 
私 た ち に 同じ 結論 を も た らし 、 徐 々 に 統一 され た 思考 パタ ー ン を 形成 し て いき まし た 。 国 民 運 動 に 関す る 避 細 な 疑問 に 、 私 た 

ち は 何時 間 も 何 日 も 夢中 に な っ た 。 そ の と き 、 私 た ち は 深く 考え 、 細 部 に 至る まで 問題 の あら ゆる 影響 を 追求 する こと を 学び まし 
た 。 私 た ち は ユ ダ ヤ 人 問題 と その 原因 、 解 決 の 可能 性 に つい て の 研究 を 再開 し まし た 。 私 た ち は 組 織 と 行動 の 計画 を 策定 し 
ます 。 


し ば らく する ヒ と 、 議 論 は 打ち 切ら れ 、 法 則 、 議 論 の 余地 の な い 真 実 、 公 理 の 話 に 移り まし た 。 


私 た ちの グル ー プ の 外側 に いる ルー マニ ア 人 が 、 私 た ちの 国家 問題 に 手探り で 入り 込み 、 新 聞 や 組織 の パロ ディ を 生み 出し て い 
る の を 見 まし た 。 彼 ら が 教義 の 問題 に つい て 誤っ た 結論 に 達し 、 組 織 の 問題 に つい て 不 確 実 で 、 行 動 の 問題 に つい て 独自 の アイ 
デア が まっ た く 欠 け て いる こと が わか り ま し た 。 よ り 深 く 熟 考 し た 結果 、 私 た ち は 次 の こと を ます ます 良く 認識 し ます 。 


Meete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


1. ユダ ヤ 人 問題 は ユー トピ ア で は な く 、 ル ー マ ニ ア 国 家 に と っ て 深刻 な 死活 間 題 で あり 、 政 党 に よっ て グル ー 
プ 化 され た 国 の 指導 者 た ち は ま すま す ユ タダ ヤ 人 操作 者 の 手 の 中 の お も ちゃ の よう に な っ て いる 。 


2. この 現在 の 政治 制度 は 、 そ の 生命 概念 、 そ の 不道徳 性 、 そ し て その 起源 と な っ て いる 民主 主義 の 形態 を 通 
じ て 、 ル ー マ ニ ア 国 民 に 降り か か っ た 正真正銘 の 呪い と な っ て いる 。 


3. ルー マニ ア 国 民 は 、 ま ず 自 分 た ちの 政党 の 問題 を 解決 し な い 限り 、 ユ ダ ヤ 人 問題 を 解決 する こと は で き な い 。 ル ー 
マニ ア 国 民 を 抑圧 し 、 絞 め 殺 す ユ ダ ヤ や 勢力 を 打倒 する 途上 の ルー マニ ア 国 民 が 達成 すべ き 最 初 の 目標 は 、 こ の 

政治 体制 の 打倒 で な けれ ば な ら な い だ ろ う 。 国 に は ユダ ヤ 人 と それ に ふさ わし い 指 導 者 し か いな い 。 が 沼地 

に の み 定 着 し て 繁殖 で きる の と 同じ よう に 、 前 者 は ルー マニ ア の 罪 の 沼地 で の み 繁 殖 で きま す 。 言 い 換 えれ ば 、 そ 

れ ら を 克服 する に は 、 ま ず 私 た ち 自 身 の 欠陥 を 根絶 する 必要 が あり ます 。 問 題 は ク ザ 教授 が 示し た より も さら に 深 

い 。 こ の 戦い の 使命 は ルー マニ ア の 若者 た ち に 託さ れ て いた 。 も し 彼ら が この 歴史 的 使命 に 挑戦 し た い の な 

ら 、 生 き 続け た いな ら 、 国 を 持ち 続け た い の な ら 、 彼 ら は 先頭 に 立っ て 準備 を 整え 、 力 の すべ て を 結集 し な けれ 

ば な ら な い 。 戦 いと 勝利 私 た ち は 、 神 の 助け を 得 て 刑 勝 所 か ら 出 所 する と き は 、 離 れ ば な れ に せ ず 、 団 結 し て この た だ 
ー つ の 目標 に 人 生 を 捧げ よう と 決心 し まし た 。 


し か し 、 私 た ち は 自 国民 の 過ち を 気 に す る 前 に 、 ま ず 自 分 自身 の 罪 を 吟味 する こと か ら 始 め ま す 。 私 た ち は 長 い 会 議 を 
開き 、 お 互い が 気づい た 他 の 人 の 欠点 を 共有 し まし た 。 そ し て 私 た ち は そ れ ら を 修正 する よう 努め ます 。 


人 間 は 自分 の 欠点 に 対す る 批判 を 軽々 し く 受 け 止 め な いよ うに 作ら れ て いる の で 、 こ れ は デリ ケー ト な 問題 で し た 。 
誰 も が 自分 が 完璧 で ある と 信じ て いる か 、 そ れ を 示し た いと 思っ て いま す 。 し か し 、 私 た ち は こ う 言 いま す 。 ま ず 
自分 の 罪 を 知り 、 正 さ な け れ ば な り ま せん 。 そ れ か ら 、 他 の 人 を 改善 する た め に 努力 する 権利 が ある か どう か が わ 
か り ま す 。 


こう し て 休暇 は 過ぎ 、 そ し て 冬 が や っ て 来 ま し た 。 春 が 来 た 。 私 た ち は ま だ 、 こ れ か ら の 運命 に つい て 何 も 知り ま 

せん で し た 。 し か し 、 そ れ を 阻止 し よう と する ユダ ヤ 人 マス コミ の 必死 の 努力 に も か か わら ず 、 私 た ちの 大 義 

を 支持 する 外側 で 、 私 た ち に 有利 な 大 き な 大 衆 の 流れ が 生ま れ ま し た 。 こ の 流れ は 学生 、 町 民 、 農 民 の 間 で 着実 に 成 
長 し て お り 、 ト ラン シル ヴァ ニア 、 ベ ッ サ ラビ ア 、 ブ コ ヴ ィ ナ 、 古 王国 時 代 で も 一 様 に 強かっ た 。 今 、 私 た ち は 世 界 中 か 
ら 支 援 と 激励 の 手紙 を 受け 取り まし た 。 


つい に 春 が 私 た ち に 大 き な 喜 び を も た らし て くれ まし た 。 裁 判 は イル フォ フ の アサ イズ 裁判 所 で 3 月 29 日 に 予定 さ 
れ た 。 私 た ち は 準 備 を 始め まし た 。 し か し 、 ど の よう な 準備 が で きる の で し ょ うか ? 私 た ち は す べ て を 認め ます 。 私 た 
ち は 言 うべ きこ と は すべ て 言い まし た 。 私 た ちの 弁護 活動 に 登録 し た 弁護 士 た ち が 訪 ね て きま し た 。 彼 ら は 、 

私 た ちの 証言 に 関す る 私 た ちの 立場 の 深刻 さ に 注意 を 促し 、 私 た ちの 態度 全体 だ け で な く 、 そ の 立場 を 変え る よ 

う 提 案 し まし た 。 そ れ は 否定 し た 方 が 賢明 で し ょ う 。 私 た ち は き っ ぱり と 拒否 し 、 裁 判 の 結果 が 何で あれ 、 私 た ちの 
証言 の 枠組 み の 中 で 私 た ち を 弁護 する よう 彼ら に 求め まし た が 、 私 た ち は そ れ を 少 し も 変え る つも り は あり ませ ん 
で し た 。 


万 が 一 、 私 た ち が 無 罪 に な っ た と し て も 、 毎 朝 そ の 前 で 祈る 聖 像 な し で どう や っ て や っ て いけ る で し よう か 2? 私 

た ち は 画 家 を 見 つけ る まで 囚人 全員 を 調べ まし た 。 

私 た ち は 彼 に コピ ー を 作っ て ほし いと 頼み まし た 。 そ し て 、 彼 は 3 週間 で 、 高 さ 6 フィ ー ト の 、 私 用 に 小さ いも の と まっ た く 同 
じ レ プリ カ を 作り まし た 。 


私 の こと を 続け て 、 母 の た め に 中 型 の ロザリオ を 贈り まし た 。 モ タ さ ん も 両親 の た め に 作っ て も らい まし た 。 


Meete よ 到 機 緒 招 by Google 


そし て 、 私 た ちの 証言 に 基づい て 、 少 な く と も S 年 間 は 確実 に 猫 予 べ よれ る こと が わか り 、 私 た ち は ア イコ ン の 前 に ひざ まず いて こ 
う 言い まし た 。「 全 能 の 主 よ 私 た ち は この 5 年 間 が 自分 た ちの た め に 失わ れ た と 考え 

て いま す 。 

も し 私 た ち が 無 罪 に な っ た ら 、 私 た ち は 彼ら を 国家 の 大 義 の た め に 聖 別 す る こと を 碑 い ます 。」 

私 た ち は 、 も し 無罪 に な っ た ら 、91 人 が ヤシ に 移り 、 そ こ に 活動 の 中 心 を 置く こと に 決め まし た 。 そ こ か ら 、 私 た ち が 立 て た 計画 
に 従っ て 、 高 校生 の 男女 か ら 始め て 最 年 少 の 生徒 に 至る まで 、 全 国 の 若者 全員 を 組織 し 始め まし た 。 師 範 学校 、 専 門 学校 、 神 学校 、 
実業 学校 の 学生 、 そ し て 最後 に 村 の 若者 た ち で す 。 そ の 後 、 大 学 セ ンタ ー は 改革 され る こと に な る 。 私 た ち は 、 こ れ ら すべ て の 若 

者 が 、 私 た ち を 活気 づけ る 信仰 の 精神 の 中 で 成長 し 、 若 者 と し て 政治 の 舞台 に 入り 、 そ こ で 私 た ちの 闘争 の 運命 が 決定 され 、 さ 

ら に 強化 され る こと を 望ん で いま す 。 毎 年 新卒 者 が 次 々 と 押し 寄せ て くる 攻撃 は 、 止 まる こと な く 押 し 寄せ る 波 の よう だ 。 


政治 家 の 孤 立 


政治 シス テム が 私 た ちの 国民 生活 に 感染 し まし た 。 彼 ら を 政治 シス テム の 感染 か ら 守 り 隔 離す る た め に は 、 若 者 の さら な る 自己 教育 
の 必要 性 を 強調 する と と も に 、 若 者 の 組織 が 必要 で ある 。 ル ー マ ニ ア の 若者 の 感染 を 放置 する こと は 、 我 が 国 に と っ て は 減 亡 を 
意味 し 、 イ スラ エル に と っ て は 決定 的 な 勝利 を 意味 し ます 。 


さら に 、 私 た ちの 若者 の 組織 は 、 若 い 新兵 の 不足 に より 負え に 陥る 政治 制度 自体 の 問題 に も 対処 し ます 。 若 い 世 代 全体 の スロ ー 
ガン は 次 の と お り で ある べき で す 。 


若者 は 決し て 政党 の 門 を くぐっ て は な り ま せん 。 こ ん な こと を する 人 は 、 彼 の 世代 と 国家 に 対す る 裏切り 者 だ 。 確 か に 、 彼 の 存在 、 名 
前 、 お 金 、 仕 事 に よっ て 、 彼 は 政治 家 の 権力 を 強化 し て いる か ら で す 。 そ の よう な 人 は 、 上 兄弟 の 側 を 離れ て 敵 の 陣営 に 行く 裏切り 
者 で ある の と 同じ よう に 、 裏 切り 者 で す 。 射 手 に 水 を 持っ て くる だ け な ら 銃 で 反撃 する こと は で き な い が 、 彼 は 裏切ら れ た 仲間 の 
虐殺 の 共犯 者 で あり 、 結 果 と し て 彼 の 大 義 に 対す る 裏切り 者 と な る 。 


政党 を 改善 する た め に 私 た ち 全 員 に 政党 に 参加 する よう 促す 理論 は 、 た と え 政党 が 悪い いり を する と し て も 、 誤 り で あり 不誠実 で 
す 。 世 界 の 始ま り 以来 そう で あっ た よう に 、 昼 も 夜 も 途切れ る こと な く 、 何 干 も の 川 か ら 黒海 に 流れ 込む の は 淡水 だ け で あり 塩辛 
い 海 水 が 甘 く な る こと は 決し て な く 、 む し ろ そ の 逆 で す 。 私 た ち が 汚 水 溜め に 入る の と 同じ で す 。 私 た ち は 政党 を 改善 し な い だ け 
で な く 、 政 党 を 腐敗 させ る で し ょ う 。 


私 た ち 。 


これ ら は 、 私 た ち が 無 罪 に な っ た と き に 実行 する た め に 私 た ち が 最 も 念頭 に 置い て いた 考え と 決意 で し た 。 私 た ちの 組織 体制 は 
準備 が 整い まし た 。 私 た ちの 行動 計画 は 細部 に 至る まで 策定 され まし た 。 全 員 の パー ト が 決ま り ま し た 。 創 刊 さ れる 新聞 は 
Generatia Noua (「 新 世代 」) と 呼ば れ 、 私 た ちの 組織 全体 は 大 天使 ミハイル (「 大 天使 ミカ エル 」 ) と 呼ば れる こと に な り ま す 。 
私 た ちの すべ て の 旗 に は 、 ヴ ァ カ レス ティ 刑務 所 教会 の 大 天使 室 ミ カエ ル の 像 が 描か れる べき で す 。 


私 た ちの 見 解 で は 、 若 い 世代 全体 を 対象 と する この 組織 は 、 こ の 若者 の 教育 を 目的 と する ノー スカ ロラ イナ 州 ロ サン ゼル ス の 政治 組 
織 の 若者 部 門 と な る で し ょ う 。 

私 た ち に と っ て 、 ヴ ァ カ レス ティ 刑務 所 の 壁 の 中 で 考案 され た この プロ グラ ム は 、 新 し い 人 生 の 始ま り で し た 。 そ れ は 、 私 た ち が こ 
れ ま で 考え て いた も の と は 異な り 、 イ ンス ピ レ ー シ ョ ン 、 組 織 、 行 動 計画 に お いて 完全 な も の を 表し て いま し た 。 そ れ は 新しい 世界 
の 始ま り で あり 、 私 た ち が 今 後 何 年 に も わた っ て 構築 で きる 基盤 で し た 。 


私 た ち が 刑 務 所 を 出 た ら 、 す べ て の 大 学 セ ンタ ー に 行き 、 私 た ちの 決定 を 学生 た ちと 共有 し 、 私 た ちの 新しい 計画 の 前 で は 街頭 デ 
モ や 衝突 は も は や 存在 する 理由 が な いこ と を 示さ な けれ ば な り ま せん 。 私 た ち は 過去 の 表現 に 固執 し 、 そ れ を 自分 の も の と し て 否 
定 せ ず 、 
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彼ら を 恥じ な いで くだ さい 。 し か し 、 も う 時 間切 れ で す 。 私 た ち は 今 、 勝 利 を も た ら す 大 き な 組織 的 任務 に 取り 組ま 
な けれ ば な り ま せん 。 


裏切り と 裁き を 避け る 


モタ が 思慮 深い の が 見 えた 。 彼 は 私 た ち に 、 一 度 外 に 出 た ら 裏 切り 者 を 罰 し な い 限 り 何 の 進歩 も で き な い と 常に 言 
い 続け て いま し た 。 国 の 強 さ を 損なう の は 常に 反逆 罪 で あっ た が 、 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 は 裏切り 者 に 銃 を 向け た こと は 
一 度 も な か っ た 。 こ れ が 、 裏 切り が 根付 き 、 生 活 の あら ゆる 領域 で 裏切り 者 が 増え た 理由 で す 。 だ か ら こ そ 、 ル ー マ ニ ア 
の 公 的 生活 は 国民 に 対す る 永久 の 裏切り に 他 な ら な か っ た の で ある 。 こ の 裏切り の 問題 を 解決 し な けれ ば 、 私 た 

ちの 仕事 は 危う く な る で し ょ う 。 


裁判 が 始ま る 前 夜 私 た ち は と て も 興奮 し て いま し た 。 

つい に 、 私 た ちの 運命 が 決ま る こと に な っ た 。 朝 、 私 た ち は 家 族 に 会 うた め に 事務 所 に 連れ て 行か れ ま し た 。 コ ルネ リウ 
< ジョ ル ジ ェ スク の 両親 は ポイ アナ * シ ビ ウ ルイ 出身 で し た 。 

その すぐ 後に ヴ エ ル ニ チ ェ ス ク が 入 っ て きた 。 モ タ さ ん は 何 か 言い た そう に 腕 を 掴み 、 二 人 は 近く の 部 屋 に 入っ た 。 

数 分 後 、7 発 の 銃声 と 悲鳴 が 聞こ えた 。 ホ ー ル に 出 ま す 。 モ タ は 裏切り の 罰 と し て ベ ミ チェ スク を 射殺 し た 。 


モタ が 警察 と 役人 に 囲ま れ て 迫 され て いた と き 、 私 は モタ の 側 に 飛び つい て 彼 を 守り まし た 。 騒 ぎ が 静 ま る と 、 
私 た ち は す ぐに 連れ 去ら れ 、 別 々 の 独房 に 入れ られ まし た 。 小 さ な 窓 か ら 、 ヴ ェ ル ニチ ェ ス ク が 担架 で 病棟 か ら 病 
院 に 向かう 途中 で 運び 出さ れる の が 見 えた 。 


私 た ちの 独房 で は 、 彼 が 刑務 所 の 門 を 通っ て 消え る まで 、 私 た ち 全 員 が 闘争 賛歌 で ある 「 大 ルー マニ ア の クリ ス 
チャ ン 学 生 」 を 口笛 で 吹き 始め 、 彼 に 寄り 添い まし た 。 

2 時 間 後 、 パ パパ ド ポ ル 捜 査 判事 が 到着 し た 。 彼 は 私 た ち を 一 人 ずつ 引き 上 げ て 彼 の 前 に 現れ まし た 。 私 た ち は 皆 、 モ タ 
と 共通 の 大 義 を 作り まし た 。 


翌日 セメント の 床 で 寝 て 一 晩 過 ご し た 後 、 私 た ち は 法 廷 に 連れ て 行か れ ま し た 。 私 た ちの 状況 は 非常 に 深刻 で し 
た が 、 法 廷 の 地下 で 私 た ち は い つも 戦い の 歌 を 歌い まし た 。 


裁判 は 一 時 に 始ま る 予定 だ っ た 。 午 前 10 時 か ら 数 千 人 の 学生 や 市 民 が 法廷 の 周り に 集まっ た 。 正 午 頃 、 群 衆 を 制 
圧する た め に 首都 の すべ て の 連隊 が 招集 され た 。 一 時 に 私 た ち は 査 定 裁判 所 に 連行 され まし た -。 会 長 は Mr. 


Davidoglu 氏 と プロ モー ター は Racoviccanu 氏 で し た 。 弁 護 側 に は パウ ルス ク 教 授 パ パウ ル ・ イ リエ スク 教授 、 
ネル ・ イ ヨネ スク 教授 、 テ オド レス ク 教 授 、 ド ンカ ・ マ ネ ア 教 授 、 タ ー チ ェ : ポ リク ラ ト 教 授 、 ナ ウム 教授 ら が い 

た 。 多 数 の 階 審 具 の 抽選 の 後 、 大 静寂 の 中 で 最終 的 な 令状 が 読み 上 げ ら れ た 。 私 た ち は 聞 きま す 。 私 た ち は 自 分 
た ちの 運命 が 決定 され つつ ある こと に 気づき まし た 。 次 に 私 た ち が 話 す 番 に な り ま し た 。 取 り 調 べ が 始ま り ま し 
た 。 私 た ち は 最 終 決定 以外 は すべ て 認め ます 。 私 た ち は 日 付 を 決定 し ませ ん が 、 こ の 行動 に 至っ た 理由 

を 示し ます 。 私 た ち は ユ ダ ヤ 人 問題 の 脅威 を 示し 、 政 治 家 が 国家 を 腐敗 させ 、 裏 切っ て いる と 非 

難し ます 。 何 度 も 司会 者 に 中 断 さ れ ま し た が 、 私 た ち は 最 後 ま で 証言 を 続け まし た 。 


その 後 、 検 宗 官 に よる 厳し く 、 し ば し ば 不当 で ほのめかし た 告発 が 行わ れ た 。 

私 た ち は バ ラン ス が あな た に 有利 に 傾い て いる と 感じ まし た 。 し か し 検察 の 成功 は 長く は 続か な か っ た 。 パ レ 
スク 教授 は 、 彼 の 偉大 な 威信 と 聖人 的 人 物 に よっ て 課せ られ た 教会 の よう な 沈黙 の 中 で 彼 の 陳述 を 読み 上 

げた 。 そ れ は 短い 陳述 だ っ た が 、 肘 掛け 椅子 に 恥ず か し そう に 沈ん で いた 検察 記 に と っ て は 衝撃 的 な 陳述 だ っ た 。 


凹み が で きま し た 。 も う 午 後 8 時 だ っ た 。 外 で 待つ 群衆 の 数 は ます ます 増え て いま し た 。 ネ ル ・ イ ヨネ スク 、 タ ー チ ェ ・ ポ リ 
クラ ト ら 、 そ し て 最後 に は パウ ル ・ イ リエ スク が 素晴らし い ス ピー チ を し た 。 こ の 時 点 で すでに 朝 の 5 時 で し た 。 


検 圭 官 は 新た な 告発 に よっ て 立場 を 取り 戻し 、 法 廷 を 征服 し よう と し た 。 


私 た ちの 弁 護 士 が 彼 に 返答 し まし た 。 6 時 に 私 た ち は 最 後 の 言 葉 を 言い まし た 。 そ れ か ら 私 た ち は 連 れ 
出さ れ ま し た 。 階 衝 貞 た ち は 審 議 を 始め た 。 30 分 以上 待ち まし た が 、 半 年 くら い に 感じ まし た 。 少 し し て 
「 万 歳 」 の 音 が 聞こ えま す 。 警 察 記 が 私 た ち に 「 あ な た は 無罪 に な っ た ! 」 と いう 知ら せ を 持っ て きま し た 。 


それ か ら 私 た ち は 法 廷 に 連れ 戻さ れ 、 そ こ で 無罪 判 天 が 読み 上 げ ら れ ま し た 。 外 で は まだ 人 々 が 待っ て いま し た 。 
私 た ち が そ うだ っ た と 知っ て 
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無罪 が 確定 する と 、 彼 ら は 「 万 歳 」 を 歌い 始め た 。 私 た ち は 車 に 乗せ られ 、 慣 れ な い 道 を 通っ 
て ヴァ カレ ステ ィ に 戻り まし た 。 


通常 の 退院 手続 き を 完了 する こと 。 私 た ち は 持ち 物 や イコ ン を 集め 、 長 い 夜 の 混乱 と 苦し み を 伴う 
墓 を 離れ る 準備 を し て いま す 。 し か し 、 可 哀 想 な モタ は 、 い つま で ここ に いて 、 こ れ か ら も 一 人 で 
苦し むこ と に な る だ ろう 。 私 た ち は 彼 に 別れ を 告げ ます 。 私 た ち は 目 に 涙 を 浮か べ な が ら 彼 を 抱き し 
め 、 深 い 痛 み の 中 で 彼 と 別れ まし た 。 私 た ち は 自 由 に な る こと を 目指 し まし た 。 彼 は 再び 独房 に 入っ 
た 。 あ あ 、 彼 は あと 何 週間 : あ の セメント の 中 で 一 人 で 横たわっ て いな けれ ば な ら な い の だ ろう ! 


出発 後 す ぐに 私 た ち が し た こと は 、 ダ ヌレ セ ウ と ドラ ゴス の 家族 に 私 た ち が 引 き 起 こし た 迷惑 
に 対す る 許し を 求め 、 投 獄中 の 私 た ち へ の 配慮 に 感謝 する こと で し た 。 


それ か ら 私 た ち は 家 に 向かい まし た 。 そ こ で は 母親 と 家族 全員 が 涙 を いっ ぱい 浮か べ て 喜ん で 私 た 
ち を 待っ て いま し た 。 
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ヤシ で は 、 若 い 仲間 た ち が 待 ち わ ちび て いま し た 。 そ こ で は も う ク ラス メー ト の 誰 に も 会 わな か っ た 。 昨 秋 以 来 、 彼 ら は 

皆 故 卿 に 広がり まし た 。 私 は 自分 の アイ コン を 聖 ス ピリ ドン 教会 に 持ち 込み 、 祭 壇 の 中 に 安置 し まし た 。 次 々 に 友達 を 見 つ 
け て 、 ま た 会 えて 嬉し か っ た で す 。 し か し 、 私 た ちの 喜び は 長く は 続か ず 、 私 が 二 人 の 姉妹 と 約 10 人 の 学生 た ちと 

一 緒 に ラプ スネ アヌ 通り を 散歩 し て いた と き 、 警 察 が 青空 か ら 私 た ち を 飛び 降り させ 、 ゴ ム 和 警棒 で 頭 を 殴っ た り 、 お 尻 

で 殴っ た り し まし た 。 。 彼 ら の ライ フル の 。 


私 た ち が 数 多く の 戦い を 見 て きた ヤシ で 、 こ の よう に 挑発 され 、 理 由 も な く 攻撃 され た の で し ょ うか ? 1919 年 、1920 
年 、1922 年 に 大 学 で ユダ ヤ 共 産 主義 を 打ち 負かし た ヤシ で は ? 私 た ち が 彼 ら の 代わ り に ユダ ヤ 教 と その 報道 機関 を 
粉砕 し 、 何 年 も 抑制 し て いた ヤシ で は ? 自 分 の 家 に 襲わ れ た の ? 


それ か ら 私 は 答え よう と 振り 返っ た 。 慣 り は 私 に ライ オン の よう な 力 を 与え て くれ る よう で 、 私 は 警察 全体 を 相手 に する 
こと が で きた で し ょ う が 、 学 生 時 代 の 友人 た ち は 私 に し が みつ き 、 あ る 者 は 腕 に 、 あ る 者 は 足 に し が みつ きま し た 。 こ の 
よう な フィ ー ル ド で 、 私 は ライ フル の 尻 で さら に 数 回 の 打撃 を 受け まし た 傍観 者 た ち は 警察 に ブー イン グ を し た 

り 叫び 始め た 。 私 は 意気 消沈 し て 家 に 帰り 、 私 を 抱き し め た 人 に 激 篤 し まし た 。 し か し 、 彼 ら は 私 に こう 言い まし た 。 


「 彼 ら は あな た を 挑発 し 、 も し 報復 する な ら 射 殺す る よう 命令 を 出し て いま す 。」 午 後 、 和 私 は ガル ニー タ と ラド ウゥ x・ 
ミロ ノヴィ チ と と も に 学生 寮 に 行き 、 学 生 リ ー ダ ー た ち が 大 き な 部 屋 に 集まっ て いま し た 。 彼 ら は 、 私 た ち が 会 わ 
な か っ た 6 か 月 間 、 ど の よう に 喧嘩 し た の か 、 そ し て それ に どれ だ け の 時 間 が か か っ た の か を 話し て くれ まし た 。 彼 ら は ど 
の よう に し て 授業 に 戻り 屈辱 を 与え な いよ うに どの よう に 状況 を 管理 し た の か 。 開 校 日 の 11 月 1 日 、 講 堂 で 全 生徒 と 教師 
た ちの 前 で 礼拝 が 行わ れ た 様子 と 、 そ の と き 生 徒 の ラ ザ レ スク が 次 の よう に 言っ た こと に つい て 。 私 た ちの 教授 た ちと 大 
学 上 院 に 宛て た 覚書 で 、 満 足 の いく 返答 を 待っ て いま す 。 


次 に 彼 は 、 こ の 覚書 が どの よう に し て 導入 され た の か 、 そ し て バカ ログ ル 首 相 率 いる 大 学 教授 た ち が ど の よう 
に し て 覚書 の ほとん どの 点 を 譲歩 し た の か を 語っ た 。 11 月 6 日 、 生 徒 た ち は 授 業 を 再開 し た 。 教 師 た ち は 、 自 分 た ち 
の 信念 の た め に 一 年 間 戦っ て きた 生徒 た ち が 不 当 な 屈辱 を 受け る の を 避け る 方 法 を 知っ て いた 。 


彼ら は 続け て 、 内 務 大 臣 マ ル シ ェ スク が いか に し て 自分 の 男 を 警察 長官 に 迎え 入れ 、 ヤ シ の 学生 運動 と 国民 運動 を 鎮 
圧する 自由 を 与え た か を 語っ た 。 こ の 男 が 警察 全体 の 助け を 借り て どの よう に この 仕事 に 従事 し た か 。 


生徒 た ち が 授 業 に 戻り 、 沈 黙 が 戻っ た た め 、 ど うす れ ば 栄冠 を 勝ち 取り 給料 を も ら え る の か わか ら ず 、 彼 は 生徒 た ち 
を か ら か い 始 め た 。 

彼ら は また 、12 月 10 日 、 大 聖堂 に 向かう 女子 生徒 た ち を 酔っ た 警官 が 迎え に 来 て ゴム 警棒 で 殴り 、 教 師 た ちの 目 の 前 で 
髪 を 掴み 、 泥 の 中 を 引き ずり 込ん だ 様子 も 語っ た 。 道 路 で 。 生 徒 た ち が 一 人 ずつ 殴ら れ た 様子 。 12 月 10 日 、 合 唱 
団長 の 学生 ゲオ ル ゲ ・ マ ノリ ュ 氏 が 棒 で 足首 を 殴ら れ 、 そ の 後 逮 捕 さ れ た 様子 。 彼 と 同じ よう に 、 警 察 に に っ て ひど い 悲 惨 
な 状態 に 置か れ 、 


黄 六 を 発症 し 、 病 院 で 死亡 し た 。 

ヤシ の 生徒 た ち は こ の 6 か 月 間 、 大 変 な 思い を し て きた 。 

私 た ち は 今 度 は 彼ら に 自分 た ちの 苦難 を 語り 、 モ タ を 刑務 所 か ら 連 れ 出 すこ と が 私 た ちの 義務 で ある こと を 思い 出さ せ 
まし た 。 最 後に 、 私 た ち は 将 来 の 計画 に つい て 説明 し まし た 。 


私 た ち は 全 世代 を どの よう に 組織 し 、 英 雄 的 な 精神 を 持っ て 育て 、 教 育 す べき で し ょ うか 。 若 者 が 政治 制度 の 仲間 入 
り を し な いよ うに 政治 制度 を どう や っ て 孤立 させ な けれ ば な ら な い の か 、 ど うす れ ば 彼 が 敗北 する の か 、 そ し て 教授 と 
LANC は どの よう に し て で きる の か 。 

ク ザ は 入る こと が で きた 。 国 家主 義政 府 を 通じ て の み 、 私 た ちの 意志 を 表現 する の と 同じ よう に 、 

ルー マニ ア の 良心 、 強 さと 健康 、 問 題 


Miele よ 到 機 繊 扶 記 by Google 


ユダ ヤ 教 問題 は ノル ー マ ニ ア 分 子 を 保護 する た め に 法 的 措置 を 講じ 、 ユ ダ ヤ 人 の 侵略 を 阻止 する こと 
で 解決 で きる 可能 性 が ある 。 私 た ちの 世代 に は これ を 復活 させ る と いう 偉大 で 神聖 な 使命 が ある の で 、 


意識 、 こ の 強 さ 、 こ の 活力 。 私 た ち 「 ヴ ァ カ レス ティ アン 」 は 、 私 た ち 全 員 が ヤシ に 来 て 、 大 天使 量 ミ カエ 
ル の 保護 下 に 置く この 活動 の 中 心 を ここ に 設立 する こと を 決定 し まし た 。 私 た ちの 同志 た ち は 私 た ち 
の 将来 の 計画 を 聞い て 、 大 喜び で 受け 入れ て くれ まし た 。 会 合 終 了 後 、 私 た ち は ク ザ 教授 、 ガ ヴァ ネ 
スク ル 教 授 、 ス ムレ ヌ 教 授 ら を 訪問 し 、 彼 ら と 感想 を 共有 し まし た 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 
素晴らし い 一 年 


5 月 の テス ト 
1924 年 - 1925 年 5 月 


キリ スト 教 の 文化 の 家 


私 た ち が 従 お うと し て いた 計画 を 考え る と 、 私 た ち に は 自分 の 場所 が な か っ た た め 、 会 議 は 開催 す 
る の が 困難 で し た 。 私 た ち は 皆 貧し か っ た の で 、 青 少年 の 組織 化 を 始め る た め に 少な く と も 2 部 
屋 を 借り る 余裕 は あり ませ ん で し た 。 私 た ち は ギ ー カ 夫人 の 戦争 で 残さ れ た 木造 兵舎 に いる こと に 
気づき ます 。 あ る 日 、 私 た ち は い くつ か の 部 屋 の ある 家 を 建て る こと に し まし た 。 


し か し 、 こ れ は どう すれ ば よい で し ょ うか ? 1924 年 5 月 6 日 、 私 は 約 60 人 の 若者 、 大 学生 、 高 校生 

(ヤシ で 設立 され た 最初 の 十字 架 の 兄弟 団 Y の メン バー) を 集め まし た 。 「 親 愛 な る 同志 の 皆 さ 
ん 、 私 た ち は い つま で この 兵舎 で 会 議 を 開催 し て 汗 を 流す つも り で すか ? こ れ ま で 、 ル ー マ ニ ア の 学 
生 に は 自分 の 大 学 の 建物 で 会 議 を する 権利 が あり まし た 。 し か し 、 私 た ち は 追 放さ れ ま し た 。 


lolete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


昨日 まで 、 私 た ち は 被 付与 者 同士 で 会 う 権利 が あり まし た 。 私 た ち も こ こ か ら 追 い 出 され まし た 。 今 日 私 た ち は 
雨 が 降る 荒廃 し た 兵舎 に いる こと に 気づき まし た 。 ど の 都市 で も 、 学 生 は 崇高 な 追求 に お いて 援助 を 受け 

て いま す 。 

ここ で は 、 私 た ち を 助け て くれ る 人 は 誰 も いま せん 。 な ぜ な ら 、 私 た ちの 周り の 住民 は 多数 の 敵対 的 な ユダ ヤ 

人 や 感情 の な い 政 治 家 で 構成 され て いる か ら で す 。 私 た ちの ルー マニ ア 人 は 都市 の 郊外 に 追い や られ 、 

そこ で 黒人 の 悲惨 な 生活 を 送っ て いま す 。 私 た ち だ け で す 。 私 た ちの 新た な 運命 を 切り 開く 力 は 、 今 も 明日 も 、 
私 た ち 自 身 の 中 に の み 見 つか り ま す 。 


NM と 私 た ちの 間 に は 誰 も 私 た ち を 助け て くれ な いと いう 考え に 慣れ な けれ ば な り ま せん 。 


ら 、 必 要 な 家 を 自分 た ちの 手 で 建て る 以外 に 解決 策 は な い の で す 。 確 か に 、 私 た ちの 誰 も 家 を 建て た り 、 レ ン ガ を 
作っ た り し た こと は あり ませ ん 。 私 た ち が 育 っ た 精神 性 、 つ まり 精神 仁 を 打ち 破る に は 、 ま ず 勇 気 が 必 要 で ある こ 
と は 理解 で きま す 」 学 生 に な っ て 二 日 目 で 街 で 荷物 を 運ぶ の が 恥ず か し いと いう 若い 知識 人 の 精神 に は 、 ゼ ロ か 
ら ス ター ト し 、 障 害 を 打ち 抜き 、 困 難 を 克服 する 勇気 と 意志 が 必要 で す 。」 


プル ス 川 沿い の ウン ゲニ に 家 を 所 有 し て いた 、 小 さ な 心 の 持ち 主 で ある オリ ン ピ ウ ・ ラ スカ ー は 、 私 の アイ デア 
を 励ま し て くれ て 、 次 の よう に 言い まし た 。「 皆 さん 、 私 の 土地 が ある ウン ゲニ に 来 て レン ガ 

を 作り に 来 て は いか が で し ょ うか 。 「 私 は ここ を 離れ ます の で 、 彼 ら を 残し て くだ さい 。 私 の 

家 も あな た の 自由 に 任せ ます 。」 


あな た の 提案 を 受け 入れ ます 。 し か し 、 私 た ち に は ウン ゲニ へ の チケ ッ ト を 支払 うお 金 が あり ませ 
ん で し た 。 20 人 くら いで 300 レ イ 必 要 で し た 。 こ の お 金 も オ リン ピ ウ ・ ラ スカ ー か ら 私 た ち に 提 
供 さ れ ま し た 。 


「 イ ルマン ダ デ ス ・ ダ ・ ク ルス 」 は 、 若 い 「 十 字 架 の 兄弟 」 が 中 学校 に 集まる 「 巣 」 で す 。 「 大 天使 


ミカ エル の 軍団 」 セ クシ ョ ン の 「 組 織 の 初期 の 始ま り 」 の 章 、p.244 も 参照 し て くだ さい 。 p.248 の 脚注 も 参 
照 し て くだ さい 。 (Tr.) 


最初 の 作業 キャ ンプ 1924 年 5 月 8 日 


5 月 8 日 私 た ち は ウ ン ゲ ニ に 向け て 出発 し まし た 。 あ る 者 は 電車 で 、 あ る 者 は 徒歩 で 行き まし た 。 私 た ち は 26 人 いま し た 。 私 た 
ち は 何 も 持っ て いま せん で し た 。 シ ャ ベル も 、 ど ん な 道具 も 、 お 金 も 、 食 べ 物 も あり ませ ん で し た 。 待 っ て いた ラス カー が 出迎え 
て くれ た 。 「 よ うこ そ 、 紳 士 諸君 ! ウン ゲニ の 市 場 町 は 蜂の巣 の よう に ユダ ヤ 人 で いっ ぱい だ 。 も し か し た ら 、 あ な た た 
ちの 姿 を 見 て 、 彼 ら は 生意気 な 態度 を 少し で も 緩め た の か も し れ な い 。 
私 た ち ク リス チャ ン は 、 彼 ら の こと を 恐れ て いる の は ほん の 一 握り で す 。 

「 最 後に 私 た ち は い くつ か の 代 
表 団 を 結成 し て キリ スト 教徒 の 家 に 行き 、 シ ャ ベル や シャ ベル 、 そ の 他 必 要 な 道具 を 借り よう と し まし た 。 
翌日 私 た ち は プ ルス 川 の ほとり に ある 土地 に 行き まし た 。 地 元 の 司祭 は こう 言い まし た 。」 私 た ちの 不運 だ 
っ た の は 、 多 か れ 少 な か れ 長 年 に わた っ て 市 の 住民 が ゴミ を そこ に 捨て 、 場 所 に よっ て は 厚 さ 約 2 メー トル 
の 層 を 形成 し た こと だ っ た か ら で す 。 私 は 古い キロ スカ を 懐か し く 思 い 出し ます 。 私 た ち は 粘 土 を 使っ て レン 
ガ を 作り 始め まし た 。 私 た ち は 5 人 の チー ム に 分 か れ 、 そ れ ぞ れ が 1 日 に 500 個 の レン ガ を 作り 、 合 計 3.000 
個 の レン ガ を 作り まし た 。 


その 後 、 人 数 が 増え る と 、 朝 の 4 時 か ら 夜 まで 働き 、 さ ら に 収入 が 増え まし た 。 
大 き な 間 題 は 


食べ 物 。 最 初 に 私 た ち を 助け て くれ た の は ウン ゲニ の 人 々 で し た 。 そ の 後 、 食 料 品 も ヤシ か ら 送 られ て きま し た 。 
私 た ちの 元 教師 で ある ク ザ と スム レア ヌ は 、 私 た ちの 取り 組み を ある 種 の 疑い の 目 で 見 て いま し た 。 彼 ら は それ 
が 子供 っ ぽい と 思い 、 私 た ち が 成 功 し な い だ ろ うと 考え て いま し た 。 し か し 、 し ば らく する と 、 彼 ら は 私 た ち 

の 努力 を 評価 し 始め 、 助 け て くれ る よう に な り ま し た 。 


leo#lete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


コル ネリ ュー。 ジ ョ ル ジ ェ スク が 1 年 間 の 薬学 を 修了 し た クル ー ジ ュ 大 学 を 出 て ヤシ に 来 た と き 、 他 の 人 た ちの 同意 を 
得 て 、 私 た ち は ヴ ァ カ レス ティ に 投獄 され て いる 間 に 寄 付 し た 1 万 7000 レ イ を 陶器 に 引き 渡し まし た 。 わ た し 

た ちの た め 。 し か し .、 食 糧 問 題 が 深刻 だ っ た の で 、 ギ カ 夫 人 は ウン ゲニ で 必要 な 野菜 を 栽培 する た め に 、 他 の 学生 
チー ム が 植え た 2 エー カー の 土地 を 私 た ち に 貸し て くれ まし た 。 私 た ちの 仕事 は 2 つの 場所 で 行わ れ 、1 つの 学 

生 グ ルー プ は ウン ゲニ で 、 も う 1 つの 学生 グル ー プ は 庭園 内 の ヤシ で 働き 、3 ^ 4 日 ご と に 交代 し まし た 。 

私 た ちの 最初 の フィ ー ル ド ワ ー ク は 、 当 時 の 考え 方 に 革命 を 引き 起こ す 効 果 を も た らし まし た 。 農 民 、 労 働 者 、 そ し て 知 
識 人 な ど 、 ど こ か ら で も 誰 も が 好奇 心 吐 盛 に 私 た ち を 観察 し に 来 ま し た 。 こ れ ら の 人 々 は 、 学 生 た ち が 自 由 時 間 に 
ラプ スネ アヌ 通り を お し ゃ れ に 着飾っ て 散歩 し た り 、 ビ アホ ー ル の テー ブル の 周り で 喜び の 歌 を 歌っ た りす る の を 
見 る こと に 慣れ て いた 。 


今 彼ら は 、 腰 まで 泥 だ ら け に な りな が ら 足 で 粘 士 を 動か し て いる の を 見 た 。 プ ルス 川 か ら バ ケツ に 川 の 水 を 波 み 
上 ば げ る 。 太 陽 の 熱さ の 中 、 シ ャ ベル の 上 に 腰 を か が め て 。 

これ ら の 人 々 は 、 こ れ ま で 支配 的 で あっ た 概念 、 つ まり 、 知 識 人 が 手 を 使う こと 、 特 に 重労働 は 恥ず べき こと で あり 、 以 
前 は 奴隷 や 卑劣 な 階級 の も の と 考え られ て いた 概念 が 崩壊 する の を 目撃 し て いた 。 こ の 観点 か ら 田 舎 の 価 

値 を 最初 に 理解 し た の は 、 ま さ に 剛 民 階級 の 人 々 で し た 。 社 会 的 に 他 の カテ ゴリ ー か ら 切 り 離さ れ 、 自 分 た ちの 仕事 
が 評価 され な いこ と に 恥ず か し が っ て いた 農民 や 労働 者 た ち は 、 自 分 た ちの 骨 の 折れ る 仕事 に 対す る 感謝 の 表れ 
と 彼ら へ の 尊敬 の 表れ を 一 目 で 見 て 、 自 分 た ちの 魅力 を 顔 に 表し た 。 彼 ら は 光栄 に 感じ と 、 お そら く 将 来 自 分 自身 と 子 
供 た ち に と っ て より 良い 日 々 を 想像 し た の で し ょ う 。 


それ で 、 彼 ら は な けなし の お 金 か ら 毎日 私 た ち に 喜ん で 食べ 物 を 持っ て き て くれ まし た 。 
学生 生活 は 穏やか に 過ぎ て いき まし た 。 街 頭 デ モ や 事件 は な く な り ま し た 。 
私 た ち は 、 も うす ぐ 自 分 の 家 が 手 に 入る だ ろう と 思い な が ら 、 喜 びと 希望 に 満ち て 働き まし た 。 


新しい 息吹 


ある 日 、 父 が ヤシ に 行き 、 そ こ で 父 に 会 いま し た 。 午 後 10 時 頃 、 私 は 帰宅 途中 で し た 。 ユ ニオ ンス クエ ア の レス トラ 
ン で 物音 が 聞こ え 、 何 が 起こ っ て いる の か 立ち 止ま っ て 見 まし た 。 バ ル ラ ド 君 の トゥ ト ベ アヌ 兄弟 と いう 二 人 の 学 
生 が 、 コ ンス タン ティ ネス クニ ヤシ 教授 と 口論 し て いた 。 警 察 署 長 が 現場 に 到着 し 、 生 徒 た ち に 手錠 を か け 、 警 察 署 
に 連行 し 、 暴 行 を 加え た 。 私 は 何 も 言 わ ず 、 た だ 悲し い 気 持ち で その 光景 を 眺め て いま し た 。 そ の と き 、 ク 
口 長官 が 3.4 人 の 警官 を 伴っ て 私 に 向かっ て くる の に 気づき まし た 。 彼 は 私 か ら 二 歩 離 れ た と ころ で 叫び まし た 、 

「 こ ん な 時 間 に 路上 で 何 を し て いる ん だ 、 役 立た ず 野郎 ! 」 


困惑 し て 、 私 は た だ 彼 を 見 つめ た 。 彼 は 私 を 長年 知っ て いた の で 、 彼 が 私 に その よう に 話し か ける と は 想像 で きま せん 
で し た 。 彼 は 私 を 別 の 人 だ と 思っ た の だ と 思い まし た 。 し か し 、 首 を 掴ま きれ て 押し 戻さ れ た よう な 気 が し た 。 そ し て ま 
た 、「 も う 私 を 見 つめ て いる の ? ト ラン プ … 詐 欺 師 ! 」 


私 は 何 も 言 わ ず 、 た だ 立っ て 彼ら を 見 つめ て いま し た 。 そ れ で 、 四 人 の 警官 に 押さ れ て 、 私 は スミ モ フ の 角 ま で 30 メ ー 
トル 以上 「 連 れ て 行か れ た 」 の で す 。 
ここ で 私 は 帽子 を 脱い で 彼ら に 敬礼 し 、「 諸 君 、 あ り が と う 」 と 言い まし た 。 


深く 傷つき 、 痛 み と 恥 辱 に 打ち ひし が れ な が ら 、 私 は 家 に 帰り 、 そ の 夜 を 苦し みな が ら 過 ご し まし た -。 私 が 

殴ら れ た の は 人 生 で 2 度目 で 2 回 と も 同じ 月 に で し た < 私 は 自分 自身 を コン トロ ー ル し まし た 。 し か し 、 全 世界 の 
抑圧 者 た ち に は 自制 力 が 欠け て いま す 。 自 分 を コン トロ ー ル する 者 は 、 い つか ひど く 爆 発する で し ょ う 。 次 の 日 、 私 は 父 
に 自分 に 何 が 起こ っ た の か を 話し まし た 。 「 彼 を 放っ て お いて くだ さい 」 と 彼 は 言い まし た 。 「 何 も し な いで く 

だ さい 。 そ の よう な 人 の 顔 を 二 回 平手 打ち し て も 、 彼 ら の 手 が 汚 れる だ け で す 。 彼 ら に 正義 の 時 が 来る で し ょ う 、 
安心 し て くだ さい 。 彼 ら 5 は お そら くそ うす る 運命 に あり ます 」 
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」 


あな た を か ら か いま す 。 し か し 、 自 分 を コン トロ ー ル し て 、 も う 一 人 で 外出 し な いよ うに し な けれ ば な り ま せん 。 

あな た の アド バイ ス に 従い まし た が 、 殴 られ て も や り 返 さ な い 男 は 、 も は や 男 で は な いよ う で す 。 彼 は 恥ず か し く 、 屈 辱 を 
感じ て いる 。 私 は この 不 名 誉 を 大 き な 石 の よう に 心 の 中 に 抱え て いま し た 。 し か し 最悪 の 事態 は その 数 日 後に 待っ て い 
た 。 


庭 の 打撃 で 抑制 され る 


庭 は すべ て 荒廃 し て いま し た 。 私 た ち は ト マト を 入れ る た め に ウン ゲニ か ら 来 まし た 。 5 月 31 日 午前 5 時 、50 人 の 学生 が 作 


業 を 始め る 準備 を 整え た 。 
まだ 編隊 の 途中 で 点呼 を 終え た と き 、 私 は 庭 の 後ろ に 数 人 の 兵士 が いる の に 気づき まし た 。 そ の 後 、200 人 以上 が 武 
器 を 持っ て 中 庭 に 突入 し た 。 


彼ら は 私 た ち を 取り 囲み まし た 。 私 は 少年 た ち に 「 み ん な じ 

っ と し て て 。 反 応 し な いで 」 と 言い まし た 。 

同時 に 、 門 の 周り に 40 人 ほど の 男 た ちの 集団 が 、 拳 銃 を 手 に 、 叫 び 、 守 りな が ら 括 スピ ー ド で 走っ て いる の が 黒い 雲 の よ う 
に 見 えた 。 

それ は マン シ ツ 市 長 と 警察 だ っ た 。 彼 ら は すぐ に 私 た ちの 側 に 来 ま し た 。 2 人 の 長官 と 警察 署長 が 3 本 の 銃身 を 私 の 額 に 押 
し 当て まし た 。 彼 ら は 血 走っ た 目 で 私 を 見 て 悪態 を つき まし た 。 マ ン シ ウ は 「 手 を 後ろ で 縛 れ ! 」 と 叫ん だ 。 


彼 は 私 を ぶっ た 。 他 の 二 人 が 私 に 突進 し 私 の ベル ト を 引っ 張り 、 手 を し っ か り と 縛り まし た 。 そ の 時 、 後 ろか ら の 一 
撃 が 私 の 右 頭 を 捉え まし た 。 も う 一 人 の ヴァ シリ ュー: ヴ ォ イ ネ ア が 近づい て き て 、 私 の 耳元 で ささ や きま し た 。 


「 日 が 落ち る 前 に 、 私 た ち は あ な た を 殺し ます ! あ な た は ユダ ヤ 人 を 追い 出す た め に 生き て は いけ ませ ん ! 」 

彼 は 私 を 是 り 、 蹴 り ま し た 。 そ れ か ら 風 が 私 の 顔 に 降り 注ぎ 、 い くつ か は 私 の 顔 に 嘩 を 吐き まし た 。 

今や 私 た ちの 前 線 全体 が ライ フル と リボ ル バ ー の 間 に 遼 ら れ 、 動 けず に 立っ て 、 力 な く 私 の 助け を 求め て 見 つめ て い 
た だ > 


ドナ * ギ カ が 降り て き て 、「 市 長 さ ん 、 こ れ は どう い 
う 意味 で すか ? 」 と 尋ね た 。 
そし て 彼 は こう 答え た 。 


「 お 前 も 逮捕 し て や る ! 」 
少し 横 で 、 ブ ゼア 検察 官 が 現場 を 目撃 し て いる の が 見 えま し た 。 所 持 し て いた 銃 や 拘留 され て いた 銃 が 捜索 され た 。 動 いた 
者 は 殴ら れ て 地面 に HJ き つけ られ た 。 そ の 後 、 固 定 銃剣 持っ た 8 人 の 憲兵 が 両 脇 を 固め 、 彼 ら は 私 を 10 ヤ ー ド 前 方 に 追い 
や っ た 。 他 の 部 隊 も 同様 に 200 人 の 憲兵 が 両側 に いた 。 そ し て 彼ら は 私 た ち を 連れ 去り まし た 。 私 は 前 に いて 、 手 を 後ろ 手 
に 縛ら れ 、 顔 に 嘩 を 吐き 、 他 の 人 た ち が 続 きま し た 。 こ うし て 私 た ち は キ ャ ロ ル 通 り 沿い 、 大 学 前 、 ラ プス ネ ア ヌ 通り 、 ユ ニ 
オン スク エア 、 ク ザ ヴ ォ ダ 通り を 通っ て 警察 署 ま で 護送 され た 。 


市 長 と 職員 は 手 を こす りな が ら 歩 道 を 歩い た 。 ユ ダ ヤ 人 た ち は 店 の 前 で 歓喜 し 、 敬 意 を 持っ て 彼ら に 挨拶 し た 。 


悲し く て 目 の 前 が ほとん ど 見 え ず 、 こ れ で すべ て が 終わ っ て し まっ た と 感じ まし た 。 

通り すがり の 高校 生 数 名 が 立ち 止ま り 、 私 に 帽子 を 傾け 

まし た 。 彼 ら は すぐ に 逮捕 され 、 虐 待 され 、 米 国 の 残り の 地域 に 収容 され まし た 。 こ の よう に 街 の 中 心 を ユダ ヤ 人 た ちの 

前 で ユキ ロ 以 上 も パレ ー ド させ られ た 後 、 ま っ た く の 屈 辱 の 状態 で 、 私 た ち は 警 察 署 に 連行 され まし た 。 彼 ら は 私 を 縛っ た ま 
ま 不 潔 な 小屋 に 放り 込み まし た 。 残 り は 裏庭 に 保管 され て いま し た 。 


2 階 、 市 長 室 に て 


若い 囚人 た ち は 一 人 ずつ 市 長 室 に 連行 され 、 尋 問 され た 。 市 長 は 机 に 座り 、 他 の 尋問 官 30 人 以上 は 市 長 の 周り の 椅子 に 
座っ て いた 。 「 コ ドレ アヌ は 何と 言っ た の で すか 2? 」 彼 は 要求 し た 。 
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「 彼 は 私 た ち に 何 も 言い ませ ん で し た 、 市 長 」 と 学生 か 若い 大 学生 が 答え た 。 「 彼 が 
あな た に 話し た すべ て を 今 す ぐ 宣 言 し て くだ さい ! 」 


取調 官 の 昧 は 脱が され 、 足 首 は 鎖 で つなが れ た 。 二 人 の 間 に 銃 を 突き つけ られ 、 彼 は 逆さ ま に 持ち 上 げ ら 

れ 、 銃 は 二 人 の 兵士 に よっ て 肩 に 担 が れ て いた 。 

マン シ ウ さ ん は コー ト を 着 ず に 、 和 牛 の 肛 で 被害 者 の 足 の 裏 を 叩き 始め た 。 か わい そう な 子供 た ち は 、 頭 を 下 

げ 、 足 を 殴ら れ 、 痛 み に 耐 えら れず に 、 

悲鳴 

彼ら は 、 ル ー マ ニ ア 国 民 の 子供 た ち が 敵 か ら 金 を も ら っ た 悪党 た ち に よっ て 拉 問 され て いる と いう 恐ろし い 
状況 を 嬉々 と し て 喘 和 括 する 手下 委員 た ち に 直面 し て お り 、 彼 ら の た め に 叫び 、 彼 ら の た め に 介入 で きる よう な 心 
は 遠く 離れ て いる こと を 認識 し て 、 彼 ら は 叫ん だ : 


"ヘル プ !" 

それ か ら バ シリ ュー 長官 は 、 彼 ら の 苦痛 と 絶望 の 叫び が 外 に 聞こ えな いよ う 、 水 の 入っ た バケ ツ に 頭 を 下 
げた 。 つ い に 痛 み が 耐 えら れ な く な り 、 体 が も う 耐 えら れ な いと 感じ た と き 、 彼 ら は すべ て を 認め る と 叫び ま 
し た 。 

知事 は 自白 を 期待 し て 机 に 向かう と 、 足 が 自由 に な っ た 被害 者 た ち は 呆 然 と 周囲 を 見 回 し た 。 そ れ か ら 彼 ら 
は 泣き 出し 、 市 長 の 前 に ひざ まず き 、「 許 し て くだ さい 、 し か し 、 私 た ち は 何 を 宣言 し て よい の か 分 か り ま せ 
ん 。」 と 言い まし た 。 


「 い いえ ? し た く な いで すか ? も う 一 度 彼 を 持ち 上 げ て くだ さい ! 」 彼 は 委員 と 憲兵 に 命じ た 。 
そし て 、 哀 れ な 子供 た ち は 皆 、 凍 りつ いた 心 で 、 苦 し み の 準 備 が 新た に 始ま る の を 眺め て いた 。 
再び 銃 の 上 に 逆さ ま に 持ち 上 げ ら れ 、 再 び 足 を 殴ら れ ま し た 。 再 び 、 彼 ら は 市 長 の 一 撃 が 自分 た ちの 足 に 
次 々 と 降り か か る の を 感じ た 。 彼 女 の 足 は 血まみれ で 黒 丁 の よう に 黒く 、 靴 が 履け な い ほ ど 腫 れ 
上 が っ て いま し た 。 捧 問 を 受け た 人 々 の 中 に は 、 現 イル フォ フ 郡 検察 紀 の 息 子 デ ィ ミ トリ ウ も いた 。 ア ン ブ 
ロジ ー 少 佐 の 息子 で 、 鼓 膜 が 壊れ て いた が 、 後 に 同 県 警察 の 長官 に な っ た 。 


この よう に 殴ら れ た 後 、 彼 ら は 別 の 秘密 の 部 屋 に 連れ て 行か れ ま し た 。 

9 時 ご ろ に 呼ば れ ま し た 。 両 手 を 縛ら れ 、 麻 酔 を か けら れ た まま 、2 人 の 憲兵 が 私 に 付き 添っ て 市 長 室 ま 

で 向かい まし た 。 そ こ で 彼 は テー ブル の 後ろ に 座り 、 彼 の 周り に は 30 人 以上 の 委員 、 補 助 委員 、 代 理 人 が 座っ て 
いた 。 私 は 彼女 の 目 を 見 まし た 。 

お そら く 私 は その 中 に 慈悲 の 心 を 見 つけ る こと が で きる で し ょ う 。 し か し 、 私 は 全体 的 な 満足 感 し か 得 ら 

れ ま せん で し た 。 警 備 部 長 の ボテ ス 、 局 長 の ディ ミト リウ な ど 、 誰 も が 笑顔 だ っ た 。 


県 、 


バシ リュ ー 委 員 長 、 ク ロ た ち 。 市 長 は 一 枚 の 紙 を 取り 出し た 。 私 は 自分 の 名 前 を 書き 留め て か ら 、 次 の よう に 言 
いま し た 。 


「 あ な た の 名 前 は 正確 に は 何で すか ?」 
「 私 は コー ネリ ュー・ コ ドレ アヌ で す 。 法 学 博士 課程 の 候補 者 で 、 あ な た と 同じ 弁護 士 の 弁護 士 で す 。」 


「 彼 を 倒せ ! 」 
卑劣 な 悪党 で ある 三 人 が 私 に 向かっ て 突進 し 、 私 を 机 の 前 に 押し 倒し まし た 。 「 彼 の 靴 を 脱い で 
くだ さい ! 」 


彼ら は 、 各 靴 に つき 1 人 ずつ 、 靴 を 脱ぎ 
まし た 。 「 彼 に 鎖 を つけ ろ ! 」 


彼ら は 私 の 足 を 鎖 で 縛り ま 

し た 。 私 は 彼ら に 言っ 

た 、「 主 よ 。 

市 長 、 今 あな た は 最強 で あり 、 生 と 死 の 支配 者 で す 。 で も 明日 、 こ こ を 出る と き 、 私 は あな た と 私 を 呪っ た 人 に 
復讐 し て み ま す 。」 


その 時 、 廊 下 で 物音 と 声 が 聞こ えま し た 。 
ク ザ 教授 は 、 ス ムレ ヌ 教 授 と 子供 た ちの 両親 で ある ナ デ イ デ 大 佐 、 ド ウミ トリ ウ 少 佐 、 ブ ナリ ウ 少 佐 、 ア ン ブ 
ロジ ー 少 佐 ら と と も に 検察 官 で 監察 医 の ボ グ ダ ン 教授 と と も に 到着 し て いた 。 
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市 長 と 他 の 人 々 は 椅子 か ら 飛 び 起 き て ホー ル に 飛び 込み まし た 。 市 長 が こう 言っ て 
いる の を 聞き まし た 。 
「 こ こ に 何 が し た い の で すか ? 出 て 行っ て くだ さ 
い ! 」 そ の 時 、 ク ザ 教 授 の 声 が 聞こ えた 。「 あ な た は 
誰 を 追放 し て いる と 思い ます か ? 私 た ち は あ な た が 私 た ち を 追放 する た め に あな た に 会 い に 来 た の で すか ? 私 た ち 
は あな た に 対す る 内 部 告発 者 と し て 検察 官 に 同行 し て 来 ま し た 。」 
「 憲 兵 、 彼 ら を 追い 出し て くだ さい ! 」 と 市 長 に 命じ た 。 


スム レア ヌ 教 授 は 被害 者 た ち が 閉 じ 込 め ら れ て いた 部 屋 の ドア に 立っ て こう 言っ た 。 


「 検 圭 官 、 こ の 部 屋 が 開か れる まで 、 私 た ち は この 部 屋 か ら 出 ませ ん 。 」 共 員数 名 。 


「 こ の 部 屋 に は 誰 も いま せん 。 空 いて いま す 。 
スム レア ヌ 教 授 :「 今 すぐ この 部 屋 を 開 
け ま し ょ う ! 」 
弁護 士 の 介入 に より 部 屋 が 開け られ 、6 人 の 若者 が 両親 に 助け られ 市 役所 に 連行 され た 。 検 視 官 の ボ グ ダ ン 教授 は 全員 
を 検査 し 、 診 断 書 を 発行 し た 。 数 時 間 後 庭 に いた 全員 が 解放 され た 。 私 は さら に 2 日 間 拘 留 され 、 そ の 後 予 審判 事 に 送ら れ ま し 
た 。 


彼 は 私 を 解放 し て くれ まし た 。 私 は 彼 に 、「 閣 下 、 も 


し 正義 が 行わ れ な いな ら 、 私 が 自分 で 正義 を 果たし ます 。 」 と 言い まし た 。 
私 は 家 に 帰り まし た ク ザ 教授 と リ ビ ウ サド ヴ ェ ア ヌ が 私 に 会 い に 来 まし た 。 

「 あ な た が 法律 を 自分 の 手 で 掌握 し た いと 言っ た と 聞き まし た 。 そ ん な こと は 絶対 に や め て くだ さい 。 
私 た ち は こ れ を 内 務 省 に 報告 し 、 調 査 を 要求 し ます 。 私 た ち が 満 足し な いと いう こと は あり 得 ま せん 。」 


ララ ウ 山 に て 


私 は 道徳 的 に 打ち の め さ れ まし た -。 私 の 計画 は すべ て 失敗 し まし た 。 私 は 陶器 と 庭園 を 運命 に 任せ 、 ブ コ ヴ ィ ナ の カン プル 
ン 行 き の 始発 列車 に 乗り 、 そ こ で 緑 の 小道 を 通っ て 、 心 の 重荷 と 昨日 の 屈辱 を 抱え な が ら ゆ っ くり と 山 を 登っ た 。 未 来 に 関す る 
謎 めい た 苦し み と し て 。 私 に は 山 、 庵 の ある ララ ウ 以 外 に 友人 が いな いよ うに 思え まし た 。 高 度 約 4500 フ ィ ー ト に な っ 

た と き 、 私 は 立ち 止ま り ま し た 。 


何 百 マ イル も 続く 山 や 丘 を 眺め まし た が 、 目 の 前 に 何 の 代 わり に も な ら な い 景 色 は あり ませ ん で し た 


私 が 仲間 と と も に さら され た 中 傷 と 屈辱 の イメ ー ジ 。 彼 女 の す すり 泣き が 今 で も 聞こ えて 、 痛 か っ た で す 。 暗 く な っ て きた 。 
周り に 生き た 魂 は いま せん 。 不 毛 の 崖 の 周り に は ハゲ ワシ が 鳴く 木々 が 生え て いる だ け だ 。 


私 が 持っ て いた の は 厚手 の コー ト と パン 一 圧 だ け で し た 。 パ ン を 食べ て 、 岩 か ら 流れ 出る 水 を 飲み まし た 。 私 は 木片 を 集め て シ 
ェ ル ター、 小 屋 を 作り まし た 。 私 は この 部 屋 に 一 ヶ月 半 住 ん で いま し た 。 私 に 必要 な わずか な 食べ 物 は 、 ピ ティ カル 老人 の 囲い 
か ら 羊 飼い た ち が 持 っ て き て くれ まし た 。 


私 は 不機嫌 で 人 の 中 に 入る の が 恥ず か し か っ た で す 。 私 は 自問 し まし た 。 こ れ ほ ど 壮 大 で 美しい 計画 を 立ち 上 げ よ うと し て いた 
今 、 神 が 私 の 頭 に この 不幸 を も た ら す と は 、 私 が どん な 罪 を 犯し た と いう こと で し ょ う ? モ タ さ ん は こう 書き まし た 。 


「 何 が 私 を 悩ま せ て いる の か 分 か ら な い 。 ど う や ら 私 は 自分 で は な いみ た い だ ! 運 が 私 を 見 捨て た 。 し ば らく の 間 、 不 幸 が 
私 を 追い 続け て きた 。 一 歩 一 歩 、 何 を 始め て も 失敗 する 。 そ し て 運命 が 役に立た な く な っ た と き 」 「 戦 いで は 、 周 囲 の 人 々 が 
あな た を 見 捨て 始め ます 。30 回 の 勝利 を 犠牲 に し て 彼ら を 結集 させ ます が 、1 回 の 敗北 で 彼ら は あな た か ら 離 れる の に 十分 で 
す 。」 


Meilete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


私 の 魂 は 疑惑 に 悩 まさ れ て いま し た 。 私 は 岐路 に 立っ て いま し た 。 私 た ち は 国 の た め に 戦っ た の に 、 国 民 の 敵 
と し て 扱わ れ ま し た 。 私 た ち は 政府 、 警 察 、 憲 兵 、 軍 隊 か ら 容 赦 な く 攻 撃 を 受け ま し た 。 


武力 行使 も すべ き で し ょ うか ? 彼 ら は 国家 で す 。 何 万 単位 、 何 十 万 単位 で 。 苦 難 、 人 負え 、 寒 さ 、 刑 務 所 に よっ て 肉 
体 的 に 疲 疾 し て いる 一 握り の 若者 で ある 私 た ち は 、 わ ず か な 勝利 の 可能 性 を 願う た め に 、 ど れ ほ どの 

力 を 象徴 し て いる の で し ょ うか ? も し 私 た ち が 試み た と し た ら 、 私 た ち は 押し つぶ され て し まう で し ょ う 。 そ し 
て 最終 的 に は 、 ユ ダ ヤ 人 マス コミ に 環 然 と し た 国 が 、 我 々 は 気 が 狂っ て いる と 言う だ ろう 。 彼 ら の よう に 武力 や 
暴力 を 行使 し な いで し ょ うか ? 

彼ら は 部 下 を 挑発 し 、 描 間 し 、 蹴 散ら し 、 あ な た を し ます 。 私 た ち は 自 分 自身 が 殺さ れる こと を 許す べき で し ょ 
うか ? し か し 、 私 た ちの 年 齢 で は まだ 何 も 書い て いま せん し 、 な ぜ 彼 ら が 私 た ち を 殺 し た の か さえ わか り ま せ 
ん 。 私 た ち 全 員 が 国 を 出 た 方 が 良い で す 。 外 に 出 て 呪う こと 。 の た め に 


世界 中 を 放浪 し ます 。 私 た ち に と っ て 、 こ こ 自 分 た ちの 国 で 徹底 的 に 辱め を 受け る より は 、 国 か ら 国 へ と 物 と い を 
する 方 が 良い の で す 。 

さも な けれ ば 、 銃 を 手 に 、 こ の 山 か ら 降り て き て 、 正 義 を 人 貫い て くだ さい 。 そ うす れ ば 、 道 を ふさ ぎ 、 私 た ちの 国 

の 命 を 窒息 させ る 獣 に 終止 符 を 打つ こと が で きま す 。 し か し 、 そ の 後 の 計 画 は どう な る で し ょ うか ? 私 は 有 努 

力 し て 死ぬ か 、 刑 務 所 で 死ぬ か で す 。 な ぜ な ら 、 私 は 投獄 され る 体制 に 耐え られ な いか ら で す 。 私 は 自由 が 
大 好き で す 。 そ れ が な か っ た ら 死 ん で し まう 。 し か し 、 モ タ は どう で し ょ うか ? な ぜ な ら 、 そ の よう な お 動き は 私 の 
列 教 と モタ の 痢 教 を 意味 し 、 無 罪 の 可能 性 は 完全 に 消滅 する か ら で あ る 。 私 た ちの グル ー プ 全体 が 潰さ れ て し 
まう で し ょ う 。 私 た ちの すべ て の 善意 の 考え 、 す べ て の 組織 化 計画 は 無駄 に な かる で し ょ う 。 な ぜ な ら 、 そ れ ら 

は すべ て ここ で 終わ っ て いた か ら で す 。 


山の上 で 6 週間 、 私 は これ ら の 考え に 悩ま され 、 解 決 策 を 見 つけ る こと が で きま せん で し た 心配 と 苦し み の 還 
み で 胸 が 痛く な り 、 自 分 の 力 が 衰え て いく の を 感じ まし た 。 


私 は 誰 に も 屈し な い 衝 動 的 な 男 で し た 。 私 は 自分 自身 に 自信 が あり 、 自 分 の 力 に 自信 を 持っ て いま し た 。 ど 
こ へ 行っ て も 、 私 は 勝ち まし た 。 


今回 は 、 現 在 の 困難 が 私 を 屈服 させ まし た ! 山 か ら 下 り て きま し た 。 私 は すべ て を 運命 に 任せ まし た 。 解 決 
策 が 見 つか り ま せん で し た 。 し か し それ 以来 、 私 は 最初 の ちょ っ と し た 挑発 に 使用 する つも り で リボ 

ル バ ー を 持ち 歩い て いま し た 。 誰 も 私 を その 決意 か ら 遠 ざけ る こと は で きま せん で し た 。 陶 芸 場 に 行っ 

て きま し た 。 そ こ で は 、 作 業 の 責任 を 任 さ れ た グリ ゴ レ ・ ギ カ が 模範 的 に 責任 を 果たし まし た 。 保 管 さ れ て いる 
レン ガ の 数 が 大 幅 に 増加 し まし た 。 


それ ぞ れ 40,000 個 の レン ガ を 収容 で きる 新しい 窯 が 2 つ 建 設 さ れ ま し た 。 
それ は 7 月 15 昌 順 の こと で し た 。 少 年 た ち は 私 を 温か く 迎 えて くれ まし た 。 裏 庭 で は 何 も 異 常 は 起き な 
か っ た 。 


し か し 、 ヤ シ で は 変化 が 見 られ まし た 。 以 前 は か ろう じ て 靴 を 履い て いた 警察 長官 も 、 今 で は 自分 た ち が 絶 対 
的 な 達人 で ある と 感じ る ユダ ヤ 人 に よっ て 、 上 か ら 下 まで 靴 を 履か れ て いる 。 県 警察 は ユダ ヤ 人 か ら 提 供 
され た 車 を 自由 に 利用 で きた 。 


彼ら は 、 共 産 主 義 運 動 の 最 中 の 1919 年 以来 革命 前 夜 に 自分 た ち を 想像 し 、 マ シン や プル ー ス に いた 
すべ て の 小さ な ユダ ヤ 人 が 人 民 委 員 の よう な 雰囲気 を 持っ て いた と き 以 来 見 られ な か っ た 生意気 さ を 
示し た 。 


ブロ ッ ク を 分 割 す る 取り 組み 


ユダ ヤ 自 由 主 義 勢力 は 私 た ちの グル ー プ の こと 、 ヴ ァ カ レス ティ で の 私 た ちの 投票 の こと を 聞き 、 こ の 

ブロ ッ ク の 周り で 学生 た ち が 団 結 す る だ ろう と 認識 し て いま し た 。 ユ ダ ヤ 人 に と っ て 、 他 人 の 中 で の 完全 な 団 
結 、 つ まり 運動 や 民族 に お ける 感情 の 団結 ほど 恐ろし いも の は な い 。 

だ か ら こ そ 、 役 ら は 常に 国家 の 敵 に と っ て 唯一 の 利点 が ある 「 民 主 主 義 」 を 支持 する で し ょ う 。 な ぜ 

な ら 、 民 主 主 義 は 国民 の 統一 と 精神 を 破壊 する も の で あり 、 ル ー マ ニ ア と その 他 の 世界 の ユダ ヤ 教 の 完全 な 
統一 と 団結 を 前 に 、 か つて は 民主 主義 政党 に 分 像 し 、 こ うし て 細分 化 さ れ た 人 々 は 敗北 する こと に な る か ら 
で ある 。 


lolete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


これ は 学生 運動 に も 当て は まり まし た 。 私 た ち に は 完全 な 団結 が な か っ た の で 、 ユ ダ ヤ 人 た ち は フ リー メー ソン の や り 
方 で 、 つ まり 私 た ちの 団結 を 崩壊 させ る 以外 の 目 B9 の な いあ ら ゆ る 種類 の アイ デア を 彼ら に 提案 する こと に よっ て 、 説 得 で きる 
派閥 や 指導 者 を 見 つけ まし た 。 


ある い は 、 今 回 私 た ちの グル ー プ が 、 学 生 運 動 全体 を 自分 た ちの 周り に 集め る 可能 性 を 伴う 揺 る ざ な い 団 結 を 示し た と き 、 
私 た ち は 、 モ タ を 私 や 他 の グル ー プ か ら 引 き 離 す と いう 目的 を 持っ た 、 終 わり の な い 一 連 の 嘘 と 慎重 に 織り 込ま れ た 陰謀 に 直 
面 し まじ だ た 。。 。 


ユダ ヤ 人 た ち は 生 徒 た ちの 中 に 、 知 ら ず 知ら ず の うち に 道具 と し て 利用 され か ね な い 弱 い 要 素 が ある こと を 発見 し た 。 
ユダ ヤ 人 た ち は 重 大 な 秘密 を 共有 し て いる ふり を し て 陰謀 を 開始 し 、 生 徒 の 親 た ちさ えも 巻き 込み 、 中 に は 子供 た ちと この グ 
ルー プ と の 関係 を 断つ こと を 最も 猛烈 に 主張 する 者 も いた 。 


私 た ち は ど う や っ て 抵抗 する こと が で きた の で し ょ うか ? Vacaresti が それ を 実現 で きた の は 、 私 た ちの 計画 を 先見 で 
きた か ら で す 。 私 た ち は 、 フ リー メー ソン と ユダ ヤ 教 に よる この 典型 的 な 攻撃 が 私 た ち に 向け られ る だ ろう と 最初 の 瞬間 か ら 
悟り まし た 。 準 備 は で き て いま し た 。 で すか ら 、 そ れ が 始ま っ た 瞬間 、 私 た ち は 近親 者 で さえ 抵抗 し まし た 。 職 場 に 興味 を そそ 
る 人 物 を 見 つけ る と すぐ に 、 私 た ち は 集まっ て グル ー プ 全 

体 に 知ら せま し た 。 


私 は 現在 、 ど こ で も 一 般 的 に 使用 され て いる この シス テム に 注意 を 払う よう 、 こ こ に いる すべ て の 組 織 に アド バイ 
ス を し て いま す 。 攻 撃 を 回 避 す る に は : 1. 偏っ た 情報 は 、 そ れ が どこ か ら 来 た も の で あっ て も 、 決 し て 

信じ な いで くだ さい 。 

2. 陰謀 の 試み を 問題 の グル ー プ 関係 者 、 リ ー ダ ー に 直ちに 報告 し ます 。 こ の よう に し て 、 攻 撃 を 撃退 する こと 

が で きま す 。 


私 の ベト ロタ 


1924 年 8 月 10 日 、 ツ ウン ゲ ニ 補 で 、 友 人 た ちと 両親 に 囲ま れ な が ら 、 私 と アン ゲニ 氏 の 娘 エ レナ * イ リノ イ ウ 女史 の 婚約 が 発表 さ 
れ ま し た 。 

コン スタ ン テ ィ ン ・ イ リノ イ ウ 機械 工 、 彼 は と て も 親切 で 、 心 の 優し さ を 持っ た 人 で し た 。 そ の 後 、 私 は 彼ら と 一 緒 に 引っ 越 
し まし た が 、 彼 ら は 5 人 家族 で あっ た に も か か わら ず 、 両 手 を 広げ て 歓迎 され まし た 。 こ の 家族 は 、 私 が 奮闘 し て いた と き 、 常 
に 私 を 支え て くれ まし た 。 あ な た の 私 に 対す る 気遣い と 愛 が 私 を 支え て くれ まし た 。 9 月 13 日 に フー シ の 家 に 行き 、 実 家 

で 誕生 日 と 名 前 の お 祝い を し まし た 。 25 歳 に な っ た ば か り だ っ た 。 


Miele よ 到 機 繊 扶 応 by Google 
モタ ー ヴ ラド 裁判 


モタ と リボ ル バ ー を 入手 し た 学生 レオ ニダ < ヴ ラ ド の 裁判 は 1924 年 9 月 26 日 に 予定 され て いた 。 ヴ ラド は 銃 
撃 の 数 日 後に 自省 し 、 モ タ と と も に ずっ と 刑務 所 に 拘留 され て いた 。 


私 は ブカレスト に 向け て 出発 し 、 そ こ で 評議 会 で 審議 が 始ま り ま し た 。 モ タ は 反逆 罪 は 処罰 され る べき で あ 
る と いう 持論 を 精力 的 に 擁護 し た 。 裏 切り 者 に うん ざり し た 世論 は 、 裁 判 の 経過 に 強い 関心 と 熱意 を 持っ 
て 注目 し た 。 

彼 は モタ の ジェ スチ ャ ー に 裏切り 者 に 対す る 行動 の 開始 と 道徳 的 健全 性 の 証拠 を 見 た 。 彼 の 偉業 は 、 何 世 
紀 に も わた っ て 人 民 の 利益 の た め の 戦 闘 員 が 倒さ れ て きた ルー マニ ア の 生活 の 暗い 側面 に 光 の よう に 輝い 
た 。 


裏切り を 通し て 。 

ajl 大 学 の 学生 全員 が 彼 の 無罪 を 求め て 大 規模 な デモ を 行っ た 。 

ブカレスト の 裁判 所 の 周囲 に は 、 再 び 、 祖 国 の た め の 新 し い 生 活 を 望み 、 モ タ の 自由 を 要求 する 何 干 人 も の 
人 々 が 集まっ た 。 


夜 が 明け る と 、 民 衆 の 正義 が 無罪 判決 を 下 し 、 国 中 で 熱狂 的 に 受け 入れ られ た 。 モ タ は 両親 に 会 っ た 
後 、 私 た ちの 碑 い に 従っ て クル ー ジ ュ を 離れ て ヤシ に 向かい 、 そ こ に 定住 し た 。 


隆 で 起 ご っ ら た ご と に つい で 


5 月 31 日 の 違法 行為 中 に 私 た ち が 受 けた 屈辱 と 不 和 名誉 は 、 私 た ち を 道徳 的 に 打ち 砕い た 。 開 いた 傷 に な 
っ て さら に 深く な っ た 


eiieie よ 到 機 繊 郷 記 by Google 
ます ます 私 た ちの 命 を 消耗 し 、 墓 場 に 近づい て いる よう に 見 えま す 。 


自分 や 自分 の も の が 不 名 誉 な 扱い を 受け た と き に 感じ る 屈辱 は 、 深 い 痛 み を 感じ させ 、 人 に 見 られ る こと を 恥ず か 
し く 思 っ て 人 を 避け る よう に な り ま す 。 あ な た は 、 こ の 世界 が あな た を 軽 蔵 し 、 世 界 の 名 誉 を 守る こと が で き な い 
た め に 顔面 笑い し て いる と 感じ て いる よう で す 。 あ な た は 、 抑 圧 者 が 罰 を 受け る こと な く 、 気 まぐ れ に 応 

じ て 社 会 の 名 誉 を 傷つけ 、 傷 つけ る こと が で きる と 、 あ な た の 卑劣 さ に よっ て 信じ 込ま せ 、 社 会 その も の を 危険 に 
さら し て いる の で す 。 


法 的 救済 を 得 よ うと する 私 た ちの 努力 が 冷笑 的 な 態度 で 拒否 され 、 私 た ち を 絶望 に 陥れ る に つれ て 、 こ れ ら の 痛 
み は 比 例 し て 増大 し まし た 。 

満足 を 求め て 訴訟 を 起こ し た 被害 者 は 、 今 度 は 法務 官庁 の 壁 の 中 で 、 さ ら に は 裁判 官 の 前 で 、 再 び 警 察 に 殴ら れる 危険 に さら さ 
れ た 。 し か し .、 最 終 的 に 有罪 判決 を 受け た の は 原告 側 で あっ た 。 5 月 31 日 に 起こ っ た こと は 影響 を 与え な か っ た わけ で は な い 。 


私 は 新聞 か ら 、 こ の 事件 が ルー マニ ア 社 会 に 与え た 反響 と 、 そ の 非道 に 対す る 満足 を 得 よ うと する 試み を 再現 し ます 。 
1924 年 6 月 8 日 の Universul (「 宇 宙 」) は 次 の タイ トル で 印刷 され て いま す 。 


IAS 警 察 
生徒 た ち は 警 察 に 殴ら れ た 


私 た ち は 、 ヤ シ 警 察 署長 の マン シ ウ 氏 を 、 暴 力 と 残虐 行為 で 象徴 され る 前 世紀 で 最も 悪名 高い 警察 官 の 一 人 で ある と 起 
像 し て いま す が 、 マ ン シ ウ 市 長 は 、 ヤ マシ の よう な 大 学 都市 で わずか 1 年 の 経験 し か な い 警 察 記 で は あり ます が 、 ヤ シ 

氏 は 昨年 、 大 学 教授 会 議 で 時 代 錯誤 の 警察 暴力 制度 を 発足 させ た 。 彼 が 大 学 教授 の 会 議 を な ん と か 中 止 させ た の 

は 、 警 察 の 衝動 が 彼 に そう させ た か ら で あ る 。 


この 最も 著名 な 知識 人 集団 に 与え られ た 傷 辱 に 対す る その 後 の 抗議 活動 は 、 ヤ シ 警 察 長 官 が 政治 的 支援 を 受け て 行動 し 
た た め 、 無 駄 に 終わ っ た 。 


それ 以来 、 マ マン シ ウ 氏 は 警察 の 手法 を 熱心 に 続け て お り 、 そ れ が ここ 数 日 間 特 に 発揮 され て いる 。 殴 る と き は 渦 き を 感じ 
て 殴り 、 熱 意 を 持っ て 殴り 、 陰 険 に 学生 た ち を 流血 させ 、 そ れ か ら 部 下 た ち に 真似 する よう 命令 する の だ 。 同 じ 残忍 な 熱意 
を 持っ て 。 


ヤシ の 生徒 た ち が 何 を し た と し て も 、 も し 彼ら が 殺人 者 で あれ ば 、 彼 ら は 殴ら れる べき で は な か っ た 。 


そもそも 捜査 が 行わ れる べき で あり 検察 庁 に 通報 され る べき で あり 、 彼 ら は 逮捕 され る べき で あり 、 お そら く 
鎖 に つなが れ た が 、 徹 底 的 に 殴ら れる べき で は な か っ た 。 


マン シ ウ ツウ 市 長 は 職務 遂行 上 、「 動 物 の 保護 」 に 関す る 一 定 の 規制 を 適用 する 義務 が ある の は 確か だ 。 私 た ち は 彼 が それ 
ら を 強制 し て いる と さえ 信じ て いま す 。 


「 言 い 換 えれ ば 、 彼 は 馬 が 殴ら れ な いよ うに 、 豚 が 拉 問 され な いよ うに 気 を 配っ て いる の で す 。 


し か し 、 マ ン シ ウ 氏 は 学生 時 代 に 刑法 を 学ん だ は ず で あり 、 残 酷 な 制裁 の 廃止 を 説い た 我が国 の 著名 な 刑罰 医 、 ユ リア 
ン ・ テ オド レア ヌ 氏 か ら 勧 め ら れ た で あろ う 刑 事 文献 を いく つか 読ん だ は ず で ある 。 内 で 


刑 子 所 で は 、 学 生 を 個人 的 に 殴り 、 揃 間 し 、 血 まみ れ に し た 。 

し か し 、 殴 られ た 生徒 た ち が 告 発 さ れ て いる 不条理 に 対し て 何 の 罪 も 犯し て いな いと し た ら ど うな る で し ょ うか が か? 
だ か ら 何 ? 逆 に 彼 も 負け る べき で し ょ うか ? 

確か に 司法 調査 は 必要 だ 。 

し か し 、 マ ン シ ウ 氏 が 生徒 た ちの 頭 の 筋肉 を 強化 する こと を 不可 能 に する た め の 制 裁 も 必要 だ 。 」 


BE 形 多 回 選民 


Miele よ 到 機 繊 卿 応 by Google 


新聞 は 1924 年 6 月 9 日 に こう 続け て いる 。 


IASI の 学生 は 虐待 され て いる 


彼ら は 警察 か ら か ら か われ 、 理 由 も な く 捧 問 を 受け 、 残 忍 な 警察 署長 に 責め られ まし た 。 
マン シ ウ 氏 は 解任 され る べき だ 。 


私 た ち は 前 号 で 、 氏 に よる 山賊 行為 に つい て 書き まし た 。 
学生 た ち に 反対 する ヤシ 警察 署長 の マン シ ウ 氏 。 
今日 は 学生 た ち が 内 務 省 に 送っ た 覚書 か らい くつ か の 抜粋 を 転載 し ます 。 


学生 建設 者 た ち 覚書 に は こう 書か れ て いる 。「 私 た ち ヤ シ 大 学 の クリ スチ ャ 
ン 学 生 は 、 一 ヶ月 前 に 自分 た ちの 労働 力 で 文化 的 な 家 を 建て る こと を 決意 し た …」 


警察 長官 の 挑発 私 た ち が 集まる と すぐ に 、 憲 兵 の 中 隊 と マン 
シ ウ 市 長 が 率い る 警察 機構 全体 に 取り 囲ま れ た 。 


私 た ち が 武 器 を 広げ て 立ち 止ま っ て いる 間 に 、 彼 ら は 私 た ち に 襲い か か り 、 庄 り 始め 、 可 能 な 限り 最も 

野 殆 な 方 法 で 私 た ち に 切り つけ まし た 。 

彼ら は 私 た ち に 武器 を 見 つけ る だ ろう と 思っ て 私 た ち を 捜索 し まし た が 、 私 た ちの 誰 も 何 も 見 つか り ま せん で し た 。 

捜索 中 、 彼 ら は 同僚 の コル ネリ ュー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ の ポケ ッ ト に リボ ル バ ー と 数 枚 の 書類 を 入れ よう と し た が 、 彼 は これ 

に 抗議 し た 。 だ か ら こ そ 、 彼 は マン シ ウ 巡 査 、 ク ロ 警 部 バシ リュ ー 長 官 に 殴ら れ 、 他 の 捜査 員 た ちと と も に 最悪 の 泥棒 で ある か 
の よう に 縛り 付け られ た の だ 。 同 じ こ と が 、 そ こ に いた 多く の 私 た ち に も 起こ り まし た 。 私 た ち は 逮 捕 され 、 軍 の 非常 線 に 囲ま 

れ 、 警 察 緒 に 連行 され まし た 。 


路上 の 子供 た ちさ えも 殴ら れ ま し た 。 「 途 中 、 私 た ち は 監 督 の 

指示 に 従っ て オイ ナ (ルー マニ ア 野 球 - トル コ ) の 練習 を する た め に 運動 公園 に 向かっ て いた さま ざま な 高校 の 数 人 の 
生徒 に 会 いま し た 。 彼 ら は 全員 未 捕 さ れ 、 当 然 の こと な が ら マ ン シ ウ 巡査 自身 と 他 の 警官 に 殴ら れ た 後 、 私 た 

ちと 一 緒 に 警察 本 部 に 連行 され 、 全 員 が 見 守る 中 だ っ た 。 彼 ら は 警察 本 部 で も 終 団 和束 され た 。 


私 た ちの 中 に は 気 を 失う まで 殴ら れ 、 そ の 後 釈放 され た 人 も いま し た 。 強 要 さ れ て 供述 を し た 者 も いた 
が 、 何 の 供述 も 行わ れず に 釈放 され た 者 も いた 。 「 そ し て 結論 と し て 、 ウ ニ ヴ ェ ル スル 氏 は 次 の よう 
に 付け 加え た 。」 前 述 の 行為 は 処罰 され な いわ け に は いか な い 。 


マン シ ウ 警 察 長 官 は 、 工 作 員 の 挑発 者 で ある こと が 判明 し 、 ヤ シ で 高位 の 学生 や 少年 た ち を 扶 問 し 
た 罪 で 有罪 と な か り 、 そ の よう な 悪行 に 対し て 処罰 され な けれ ば な ら な い 。 


特に 、1924 年 6 月 10 日 号 の Universul に は 次 の よう に 印刷 され て いま す 。 


知事 の 恐怖 に さら され る IASI 
警察 「.… 警 察 の 地下 宇 に 移送 され た 学生 た ち は 、 最 も 恐ろし い 拉 問 に さら され まし た 。」 中 に は 逆さ 吊り に され た り 、 牛 すじ で 
足 の 裏 を 殴ら れ た り し た 者 も いた 。 学 生 の コル ネリ ュー・ コ ドレ アヌ さん は 警察 署長 自ら 縛り 上 げ ら れ 、 平 手打 ちさ れ 、 
扶 間 を 受け た 。 彼 の 健康 状態 は 揺さぶら れ た 。 」 


「 他 の 逮捕 され た 学生 も 重傷 を 負っ て いる 。」 
「300 人 の 学生 が 上 記 の 事実 を 司法 長官 に 報告 し 、 握 問 を 受け て いる 同僚 の 状況 を 検死 官 に 調査 する よ 
う 要 求 し た 。」 


AC CUZA 教 授 の 言葉 


lolete よ 到 機 寺 唐 by Google 


1924 年 6 月 1 日 の 新聞 Unirea (「 連 合 」) の 特別 号 で 、AC ク ザ 教授 は 次 の よう な 賢明 な 記事 を 掲載 し まし 
た 。 そ の 記事 か ら 私 は 抜粋 し ます 。 ル ー マ ニ ア の 学生 た ち が テ ロ の 最 中 に 心配 する ほど 犯さ れ た 

「 ヤ シ の よう な 都市 を 警察 官 に 任命 させ 続け る 政府 は 何 を 望ん で いる の か ? 」 と いう 2 つの 疑 
間 が 強く 投げ か けら れ て いる が 、 警 察 官 自 身 は 何 を 望ん で いる の か ? 


「 彼 ら は 、 日 常 的 に 引き 起こ され る と 思わ れる この 継続 的 な フラ スト レー ショ ン の 結果 と し て .、 無 思慮 な 反応 が 生 
じ る こと を 望ん で いる の だ ろう か ? 」 

「 こ の 挑発 は 、 ま すま す 品 格 に 欠け 、 腹 立た し いも の で ある 。 な ぜ な ら 、 同 時 に 警察 官 の マン シュ ー が ユダ ヤ 人 協会 「 マ 
カビ 」 の 会 合 に 出席 し 、 白 と 青 の 旗 を 掲げ て 、 表 向き は スポ ー ツ 志向 の マカ ビー ズ を 遠足 に 案内 し て いる か ら で あ る 。 


「 そ し て 、 あ な た は 彼 が 毎日 自分 の 車 の 中 で 休ん で いる の を 見 る こと が で きま す - 先日 シ ウ レ ア 
へ 旅行 し た 車 で は な く - イス ラ エ ル の ヤシ コミ ュ ニ ティ が 公共 の サブ スク リプ ショ ン を 通じ て 
彼 の た め に 購入 し た と 思わ れる 新しい 車 、 司 じ カ ハル で す 彼 は 報道 機関 や 機会 ある ご と に キリ スト 教 
徒 の 学生 に 対す る 態度 を 奨励 し て いる 。 


「 こ の 継続 的 な 挑発 行為 に 対し て 最大 限 の 慣 り を 持っ て 抗議 し 、 ヤ シン も キリ スト 教徒 の 学生 も も は や 容認 で き な い 、 品 
位 の な い 危 険 な 事態 を 終わ ら せ る た め に 上 級 当局 が 介入 する よう 要求 する 。」 


AC ク ザ 


満州 に 対す る 抗議 集会 
6 月 3 日 と 5 日 


次 の よう な 電報 が 送信 され まし た 。 


国王 陸 下 へ 
「 毎 日 の よう に 殴ら れ 、 作 辱 され て いる 学生 や 子供 た ち に 対す る マン シ ウ 警 察 の 違法 行為 に 抗 
議 す る た め に 団結 し た いと 考え て いた 私 た ち は . 検 察 が 私 た ちの 行為 を 許可 し た に も か か わら 
ず 、 警 察 と 憲兵 に 止め られ まし た 。 
ミー ティ ング 。 
「 私 た ち は 謎 ん で 陸 下 に 苦情 を 提出 し 、 保 護 さ れる よう お 願い し ます 。」 (1200 名 
の 名 前 が 続き ます )。 


外務 省 へ 
内 部 「 私 た ちの 子供 た ち は 路 上 か ら 連 れ 出 され 、 マ ンチ ュー 警察 市 長 に よっ て 暴力 的 に 
虐待 され まし た 。 私 た ち は 即 時 調査 と その 後 の 制 裁 を 要求 し ます 


厳し い 。 
「 親 の 感情 に 傷つき 、 忍 耐力 を 失っ た 私 た ち は 、 遅 滞 な く 正 義 を 期待 し て いま す 。」 ss。 少 佐 1。 
ドゥ ミト リ 


2 ブ ト ナル 、 エ レナ ・ オ ラ ネ ス ク 、 オ アル ザ 大 尉 、 ゲ オル ギュ ウ 、 


アク ティ ウネ ア ・ ロ マネ スカ (「 ロ ー マ ・ ア クシ ョ ン 」 ) 
初 年 度 第 2 号 、1924 年 11 月 15 日 


1924 年 11 月 15 日 披 の Actiunea Romaneasca は 、 著 名 な 人 物 の 署名 の 下 に 発行 され まし た 。 


leoilete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


作家 イオ ン ・ イ スト ラテ 博士 :「 


1924 年 6 月 8 日 、 タ モス キ 将 軍 の 名 誉 議長 の 下 、 ベ ジャ ン ・ ホ ー ル で 印象 的 な 大 衆 抗議 集会 が 開催 され た 。 マ ン シ ウ の 行為 

に は 以下 の 人 物 が 特徴 的 だ っ た : 大 学 教授 AC ク ザ 、 キ リス ト 教 学生 の 代表 を 務め る 学生 グリ ゴ レ ス ク 職 人 アル トゥー 

ルッ ルス 、 冶 金 学者 C. パ ンク ー、 警 察 緒 で 見 た も の に つい て 印象 的 な 説明 を し た 医学 部 教授 C. ス ムレ ヌ 。 鼓 膜 肥大 化し た 車 、 
血まみれ の 目 、 マ ン シ ウ の 野 訟 人 の 牛 の 肛 で 打撲 され た 腕 と 足 の 骨折 。 彼 は 、 も し 自分 の 息子 が 警察 を 率い る 野 窒 

人 に よっ て あん な に 捕 間 を 受け て いた ら 、「 悪 党 の 脳 を 吹き 飛ば すこ と を 一 瞬 た り と も 時 路 し な か っ た だ ろう 」 と 断言 し た 。 


それ か ら ド ウミ トリ ウ 少 佐 は こう 語り 、「 こ の 国 の 正義 が 我々 を 満足 させ る と 信じ て いる 」 と 締め くく っ た 。 そ う で な けれ ば 、 
私 は ここ で 皆さん の 前 で 痺 い ます 、 そ し て 私 は 自分 の バン ド に 正義 を 尽く す と いう 私 の 故 い を 尊重 する 方 法 を 知る で し ょ う 。 


「 弁 護 士 の バカ ログ ル 氏 、 当 時 の 職人 クリ ステ ア 氏 、 弁 護 士 の ネル ・ イ オ ネ ス ク 氏 、 イ オン ゼ 


レア ・ コ ドレ アヌ 教授 も 講演 し まし た 。 結 局 、 抗 議 動議 が 採決 され 、 一 方 で は 法務 省 の 満足 が 
求め られ 、 他 方 で は 政府 に 対し て マン シュ ー 氏 の 免 が 求め られ た 。 


無駄 な 警告 


1924 年 6 月 15 日 の タラ ノア スト ラ (「 私 た ちの 国 」) 第 24 号 で は 、 有 名 な 作家 ALLO. 
Teodoreanu は 、 最 後 の 一 節 を 転載 する 記事 を 公開 し まし た 。 


「 デ モ を 呼び 出さ れ た 法廷 は 、『 逮 捕 さ れ た 学生 』 全 員 が 無罪 で ある と 宣言 し 、 即 時 釈放 され る べき で ある と 決定 し た 。 
それ に も か か わら ず 、 学 生 ゼ レア ・ コ ドレ アヌ は 共謀 罪 で 拘留 され 弁護士 で も ある マン シ ウ 和 警察 に よっ て 裁 か れ て いる 。 
最も 初歩 的 な 法律 マニ ュ ア ル や 常識 に よれ ば 、 結 婚 、 決 閣 、 陰 謀 に お いて は 、 一 人 の 人 間 で は 判断 で き な い 。 
人 に 上 記 の よう な レッ テル を 貼る た め に は 、 そ の レッ テル を 貼る 人 は 、 少 な く と も 2 倍 の も の が 見 える よう な 特定 の 本 町 状 
態 に ある 必要 が あり ます 。 
言い 換え れ ば 、 あ な た は 彼 と 話す こと が で きま せん 。 
し か し 、 私 た ち は 、 議 会 や 報道 機関 の 騰 病 な 代表 者 た ち を 誰 に も 偏見 な く 喜ん で 排除 する 、 中 傷 さ れ た ルー マニ ア 国 民 全体 を 代 
表し て 、 マ ン シ ウ 氏 の (避け られ な い ) 処 罰 を マン シ ウ 氏 の 裁量 に 委ね た ほう が よい と 考え る か どう か を 政府 に 尋ね る 。 被 害 者 、 あ 
る い は それ を 避け る チャ ンス で す 。 


正義 の 決定 的 な 言葉 に 力 づ けら れ た 私 た ち は 、 た め ら うこ と な く ヤ シ の 「 陰 謀 」 を 危険 な 陰謀 と レッ テル を 貼り ます .… 


AO テオ ドレ アヌ 


行政 調査 が 命じ られ る 


この 事件 か ら 生じ た 多数 の 抗議 活動 の 結果 、 ヴ ァ ラ ル 行 政 監察 記 が 事件 の 調査 の た め に 派遣 され た 。 ア ン ブ ロ ジー 少佐 か ら あ 
な た に 送ら れ た メモ は 次 の と お り で す 。 


メモ 


警部 殿 、 私 た ちの 
子供 た ちの 拓 問 に 関す る 電信 報告 に つい て の 真実 を 完全 に 確か め た いと の 思い か ら 、 内 務 大 臣 は あな た を 調査 の た め に 派遣 し 
まし た 。 私 た ち は あ な た が 全力 を 尽く し た いと 信じ て いる の で 、 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


この 事件 の 暴露 を 受け て 、 私 た ち は 事 実 の 説明 を 含む この 覚書 を 作成 し まし た 。 こ の 出来 事 は 次 の よう に 行わ れ 

た 。 ヤ シ で は 、 生 徒 た ち が ヤ シ に 自分 の 家 を 建て る た め に ウン ゲニ で レン ガ を 作り 、 庭 仕事 を し て い 

る こと は 、 学 校長 も 生徒 の 両親 も 知っ て いた 。 キ ャ ロ ル 通 り の ギ カ 夫人 に よっ て 自由 に 配置 され た 高校 生 と 男子 生 
徒 の 一 部 は 週 に 一 度 、 生 徒 コレ ネリ ュー・Z・ コ ドレ アヌ の 指導 の 下 で 集まり 仕事 の 割り 当て が な され た 。 す な わ ち 、40 
人 の 生徒 が レン ガ を 作る た め に ウン ゲニ に 送ら れ た 。 、 そ し て 20 て 25 人 の 男子 高校 生 が 庭 の 水 や り に 派遣 され まし 
た 。 


警察 署長 は この こと を 知っ て いた 。 し か し 彼 は 、「 特 に ヤシ の 新聞 が 実質 的 に 彼 の 所 有 物 で あり 、 結 果 と し て 彼 の ゲ 
ー ム に 度 る 場合 に は 特に 、 陰 謀 の よう な セン セー ショ ナル な も の を で っ ち 上 げ る か も し れ な い 」 と 空想 し た 。 否 や 言 
うほ ど な い 。 1924 年 5 月 31 日 、 午 前 4 時 半 か ら 5 時 の 間 、 約 65 人 の 学生 が ギ カ 夫人 に 働き に 来 て いる こと を 
知っ た と さき 、 警 察 全 軍 と 多く の 武装 部 隊 が 彼ら に 対し て 突然 攻撃 を 加え まし た 。 で っ ち 上 げ ら れ た 「 陰 謀 」 の 深 

刻 さ 。 高 校生 や 少年 た ち が 普 通 の 犯罪 者 と 同じ よう に 一 斉 検挙 され 、 そ の 場 で 工作 員 や 軍人 、 さ ら に は マン シ ウ 巡 人 査 
自身 に よっ て 激しく 殴打 され た と き に 何 が 起こ っ た の か 、 人 間 の 心 は 理解 し よう と し な い 。 


30 分 後 、 彼 ら 全 員 は コリ リュ ー ゼ レア ・ コ ドレ アヌ に 率い られ 、 厳 重 な 護衛 を 受け て 大 通り を 警察 本 部 に 向かっ て 歩い 
て いた 。 途 中 、 彼 ら は 教師 の 命令 で ご コ ポ ウ に イオ イナ で 遊ぶ 予定 だ っ た 別 の 高校 生 の グル ー プ に 出会っ た 。 彼 ら は 、 鎖 に 
つなが れ た 人 々 に 挨拶 する と いう 乾 沢 を 自分 た ち に 許し た た め に 、 前 者 の 共犯 者 と し て 直ちに 逮捕 され 、 殴 打 さ れ 、 
警察 本 部 に 連行 され た 。 


市 長 は そこ に 着く と 、 事 態 の 深刻 さ を わ ざわ ざ 公 立 省 に 知ら せる こと も な く 、 単 独 で 「 一 般 的 な 」 

尋問 を 始め た 。 す な わ ち 、 彼 は これ ら の 高校 生 と 少年 た ち を 殴り 、 虐 待 し 、 摘 間 し て 、 彼 ら が 陰謀 の 一 部 で ある と 
いう 供述 を 強要 し 、 彼 ら が 知っ て いる こと を 話さ せ た 。 し か し 、 そ の よう な こと を 何 も 知 ら な か っ た と き 、 彼 ら は 
何 を 言う べき だ っ た の で し ょ うか ? 


ほぼ 全員 が 殴ら れ ま し た が 、 最 も 重傷 を 負っ た の は 次 の と お り で す 。 1. 私 の 息子 、 セ ザー ル ・ ア ン 
ブロ ジー は 教育 神学 校 の 学生 で 、 頭 を 牛 の 腫 で 殴ら れ 、 最 終 的 に は 寄付 を し な か っ た た め に 市 長 に よっ て 個人 的 に 鞭 打 
た れ ま し た 。 予 想 通 り の 答え が 左 耳 に 当たり 、 鼓 膜 が 破れ た 。 、 だ っ た 


2. 高校 生 の ドゥ ウミ トリ ウ ・ ス プリ ン テ ィ 、 ダ ー ニ トリ ウ 少 佐 の 息子 。 彼 の 足 は 鎖 で つなが れ 、 逆 さま に な っ て 、 軍 曹 が 持 
つ ラ イフ ル に ぶら 下がっ た 。 コ ジョ カル と 伯 長 。 テ オド ロイ ウ 。 彼 は 市 長 直 々 に 和牛 の 腫 で 足 を 殴ら れ 、 気 を 失う まで 殴ら 
れ た 。 


3. GH 男子 高校 生 。 グ ル グ タ さん は 手足 を 縛ら れ た 。 そ れ か ら 彼 は 地面 に うつ 伏せ に 置か れ 、 牛 の 肛 で 殴ら れ 、 叫 び 声 を 
消す た め に 顔 の 下 に 水 の 入 っ た ポッ ト が 置か れ 、 最 も 大 き な 叫 び 声 を 上 げた と き 、 そ こ に 配置 され て いた 警察 官 
が 彼 の 顔 を 水 に 突っ 込ん だ 。 


この 拓 問 の 間 中 、 ヴ ェ ル シ ウ 大 尉 と 中 尉 と いう 2 人 の 憲兵 も 立ち 会 っ て いた 。 彼 ら 5 が その よう な 仕打ち を 目撃 す 

る の は ふさ わし く な か っ た の で 、 兵 士 と し て の 富田 の 威厳 が 彼ら に 真実 を 明らか に する こと を 妨げ な いこ と を 我々 は 望ん 
で いる 。 軍 隊 を 扶 問 に 使用 する こと 、 お よび その 用 途 が わか っ て いる 場合 に 軍事 兵器 を 扶 問 の 手段 と し て 使用 する こ 

と 。 


高校 生 や 少 年 ら の 報告 に よる と 、 マ ン シ ウ 巡査 が こう し た 作戦 に 従事 し て いる 間 、 ク リア ヌ 検 事 と ブ ゼア 検事 
が 彼 の 執務 室 の 前 を 通り か か っ た と いう .。 彼 ら は 真実 を 語る だ ろう と 私 は 信じ て いま す 。 


その 後 、 次 の よう な 委員 会 の 要求 に 従っ て カチ チ 第 一 検察 官 が 警察 本 部 に 来 た と き 、 喚 打 と 捧 間 は 完全 に 止ん 
だ 。 ク ザ 教 授 と スム レア ヌ 教 授 、 弁 護 士 の バカ ログ ル 、 ナ デイ テ 大 佐 、 検 視 官 の ボ グ ダ ン は 、 子 供 た ち を 診察 し 、 警 察 署 
で この 報告 書 に 添付 され た 診断 書 に 記載 され て いる 傷害 を 法 的 に 立証 し た 。 


昌 


ご 覧 の と お り 、 和 監察 官 私 た ち は 今 日 まで 法 的 手続 き に 従っ て きま し た 。 
1. 私 た ち は 、 最 初 の 検察 官 と 検死 官 に 、 学 生 た ちの 傷 を 確認 する た め に 市 役所 に 行く よう に 依頼 し まし た 。 
2. 私 た ち は 第 11 地方 裁判 所 に 捧 問 者 に 対し て 訴訟 を 起こ し まし た 。 


Miele よ 到 機 繊 卿 記 by Google 
3. 私 た ち は . 検 視 官 の 報告 書 も 送ら れ た 検察 庁 に 次 の よう に 通知 し ます 。 


この 事件 は 捜査 の た め レ サ ヌ 判 事 に 付託 され て いる 。 

4. 士 官 と し て 、 我 々 は マン シ ウ 氏 に 武器 に よる 満足 を 要求 し た か も し れ な い が 、 決 闘 

で シ ウ レ イ 大 尉 と の 面会 を 拒否 し た こと で マン シ ウ 氏 は 失格 と な っ た 。 正 直 に 言う と 、 そ れ 

が 真実 で す 。 

どう か どう か 、 機 嫌 を 損ね た 両親 の うち 、 私 た ち 二 人 は 高官 で あり 、 合 法 的 に 行動 し た た め に 暴露 され て 
いる と いう こと を 、 今 日 まで 誰 も 私 た ち に 満足 を 与え て くれ な い の で 、 十 分 に 考慮 し て いた だ きた いと 
思い ます 。 

我々 は 、 内 務 大 臣 が マン シ ウ 市 長 を その 悪行 で 法廷 に 提訴 する こと で 我々 を 完全 に 満足 させ 、 マ 

ン シ ウ 市 長 が 未成 年 の 予備 士官 で あっ た に も か か わら ず 、 上 官 の 子供 た ち を 意図 的 に 間 し た こと 
に 対し て 陸軍 省 に 介入 し て くれ る と 信じ て いる 。 同 志 た ち 。 


アン ブロ ジー 少佐 (ss) 


調査 の 結果 は 次 の と お り で し た 。 1. マン シ ウ ツウ 市 
長 は ステ アウ ア ・ ロ マネ イ (ルー マニ ア の 星 ) に 司令 官 の 階級 を 授与 され まし た 。 


2. 私 た ち を 拓 問 し た 警察 長官 は 全員 昇進 し まし た 。 
3. これ ら の 措置 に 勇気 づけ られ て 、 警 察 は 私 た ち に 対す る さら な る 人 迫害 を 開始 し 、 今 度 は モル ド バ 全 
土 に 広がり まし た 。 街 路 や 本 社 に いる パル プ は 、 自 分 の 行動 に つい て 誰 に も 答え る 必要 が あり ませ ん 。 
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運命 の 日 


この よう な 状況 で あっ た た め 、1924 年 10 月 23 日 、 私 は マン シ ウ に 拉 問 され た 学生 コマ ル ザ ン の 代理 人 と し て 、 同 僚 の ダ 
ン ブ ラ バ と と も に 弁護 士 と し て ヤン 第 11 地区 の 法廷 に 出廷 し まし た 。 


市 長 は チー ム 全 員 と と も に 現れ 、 本 会 議 で 弁護 士 と スピ ビリ ドナ ヌ 裁 判 長 の 前 で 私 た ち に 向かっ て 体 当 た り を し た 。 
この よう な 状況 下 で 、 私 は すべ て を 賭け て 、20 人 の 武装 警察 に 押し つぶ され そう に な り 、 銃 を 抜い て 発砲 し まし た 。 


私 は 一 番 近 くに 来 た 者 を 狙っ た 。 
最初 に 倒れ た の は マン チュ ー だ っ た 。 2 人 目 は クロ 警部 。 3 人 目 は は る か に 罪 の 軽い コミ サッ クス ・ フ サ ヌ だ 。 


残り は 消え て し まい まし た 。 
あっ と いう 間 に 法廷 前 に 数 千 人 が 集まり まし た 


マン シ ウ 中 尉 は 第 10 山岳 歩兵 連隊 に 所 属し て いた が 、 動 員 中 は 第 3 軍団 の 修理 工場 で の 任務 を 避け て 
いた 。 


ユダ ヤ 人 た ち は 集 まり 、 手 を 空 に 上 げ 、 指 を 憎しみ の 曲がっ た 爪 の よう に し て 、 私 が 引き 裂 か れる の を 待っ て いま 
し た 。 

まだ 5 発 残っ て いた 銃 を 右手 に 持っ た 私 は 、 ヤ シ の 弁護 士 ビ クト ル ・ ク リ メ ス ク の 腕 を 掴み 、 法 廷 に 同行 

する よう 頼ん だ 。 


私 た ち は そ の 場 を 立ち 去り 、 銃 を 見 て 立ち 去 ろ うと する 良識 を 持っ た ユダ ヤ 人 の 大 声 で 群衆 の 中 を 通り まし た 。 


私 は 途中 で 憲兵 に 捕まり 、 ク リ メ ス ク さ ん と 引き 離さ れ て 警察 緒 に 連行 され まし た 。 こ こ で 委員 た ち は 私 に 飛び か か 
り 、 こ の 屈辱 の 真っ 只 中 に 私 が 持っ て いた 唯一 の 友人 の 銃 で 私 を 武装 解除 させ まし た 。 私 は 5 分 ほ と 抵抗 し て 力 
を 振り 絞っ た 。 結 局 の と ころ 、 私 は 圧倒 され まし た 。 


それ か ら 彼 ら は 私 の 手首 を 後ろ 手 に 鎖 で 縛り 、 銃 剣 を 抜い た 4 人 の 兵士 の 間 に 私 を 置き まし た 。 


し ば らく し て 、 彼 ら は 私 を その オフ ィ ス か ら 中 庭 の 奥 に 連れ て 行き 、 高 い 机 の 前 に 立た せま し た 。 憲 兵 た ち は 撤 退 し 、 私 は 
そこ に 一 人 残さ れ た 。 彼 ら は 私 を 撃 と うと し て いた の で は な いか と 思い まし た 。 私 は 夜 遅く まで そこ に 数 時 間 滞 在 し 、 撃 た れる 
の を 待ち まし た 。 た だ し 、 こ の 待ち 時 間 は 私 に は 影響 し まほ せん で し た 。 こ の 悲劇 的 な 復讐 の ニュ ー ス は 電光 石 火 の 速 さ で 広 
まり まし た 。 


それ が 学生 寮 に 到達 する と 大 爆発 を 起こ し た 。 

すべ て の カフ ェ テ リア や 寮 か ら 、 学 生 た ち が ユ ニオ ンス クエ ア に 向かっ て 通り を 走り 始め まし た 。 そ こ で 彼ら は 歌い な 

が ら 長 い 間 デモ を 行っ た 後 、 警 察 緒 に 行こ うと し た 。 し か し 現場 に 到着 し た 軍隊 は な ん と か 彼ら を 阻止 し た 。 鎖 に つなが 
れ て いた と は いえ 、 彼 ら の 歌声 を 聞く こと が で き て うれ し か っ た で す 。 な ぜ な ら 、 そ れ は 彼ら が 暴君 か ら 解放 され た こと 
を 意味 し て いた か ら で す 。 


一 日 の 終わ り に 、 私 は 同じ 捧 問 室 の 二階 に 連れ て 行か れ 、 そ こ で 予 審 判事 の レ サ ヌ が 机 の 後ろ に 座っ て いま し た 。 こ の 男 
は 、 私 が 4 か 月 前 に 正義 を 求め て 告訴 し た の と 同じ 男 で し た 。 彼 は 私 に 簡単 に 尋問 し 、 そ の 後 、 私 の 逮捕 状 を 発行 し まし 
た 。 


それ か ら 私 は 米 車 に 放り 込ま れ 、 ヤ シ の 上 の 丘 に ある ガラ タ 刑 務 所 に 移送 され まし た 。 そ こ は ペ トレ <・ セ ヒ オ プ ル (MXP- 

T) が 建て た 修道 院 の 近く で 、 私 は 他 の 10 人 の 囚人 と 同じ 部 屋 に 入れ られ 、 そ こ で 鎖 で つなが れ た の で す 。 削 除 さ れ ま し た 。 同 
房 者 た ち が 私 に お 茶 を 一 杯 くれ まし た 。 そ れ か ら 横 に な っ て 寝 まし た 。 翌 日 、 私 は セメント の 床 、 板 の ベッ ド 、 毛 布 も 枕 も な い 
部 屋 に 独房 に 入れ られ まし た 。 ド ア に は 南京 錠 が か か っ て いま し た 。 


部 屋 に は 窓 が 2 つ あ り 、 そ の 窓 ガ ラス の 外側 は 白 塗り で し た 。 何 も 見 えま せん で し た 。 あ る 壁 は と て も 濡れ て いて 、 水 が 
流れ 落ち て いま し た 。 そ の 部 屋 に 来 た 初日 、 マ テイ の 衛兵 の お じい さん が 私 に 黒 パ ン を 持っ て き て くれ まし た 。 彼 は 入る こと を 
許さ れ て いな か っ た の で 、 ド ア を ひび 割れ て 開け 、 パ ン に 手 を 差し 込み まし た 。 ま っ た く お 腹 が 空い て いま せん で し た <。 夜 

は ボー ド の 上 で 体 を 伸ばし 、 コ ー ト を 羽織 り ま し た 。 私 の 下 に 置く も の は 何 も あ り ま せん で し た 
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頭 。 私 は 震え まし た 。 

朝 、 彼 ら は 私 を 2 分 間 連 れ 出 し 、 そ の 後 再 び 閉 じ 込 め ら れ ま し た 。 同 じ く 投獄 され て いた 学生 の 一 人 、 ミ ル タ ッ ポポ ヴィ チ さ ん は 、 日 中 な 

ん と か 私 の 窓 に 近づき 、 指 先ほど の 大 き さ の ガラ ス を 掃除 し て 、 外 が 見 える よう に し て くれ まし た 。 そ れ か ら 彼 は 立ち 去り 、 約 18 メ ー ト 
ル 離 れ た と ころ で 、 指 で 私 に 注意 深く 合図 し まし た 。 彼 が モー ルス 信号 を 使っ て いる こと が 分 か り ま し た 。 こ うし て 私 は 、 逮 捕 で き な か っ 
た コル ネリ ュー ジョ ル ジ ェ スク を 除い て 、 モ タ 、 ガ ル ニ ー ア タ 、 ト ゥ ド セ ・ ポ ペ ス ク 、 ラ ドウ ・ ミ ロモ ヴィ チ と いっ た ヴァ カレ ステ ィ 人 全 

員 が 再び 逮捕 され た こと を 知っ た 。 彼 ら も 同じ 刑務 所 に 連れ て 行か れ 、 同 じ 部 屋 に 入れ られ まし た 。 私 の 父 も そこ に 連れ て 行か れ た こ 
と を 知り まし た 。 二 日 目 の 夜 は さら に ひど か っ た 。 と て も 寒く て 眠れ ませ ん で し た 。 私 は ほぼ 一 晩 中 独房 で 過ごし まし た 。 


朝 、 私 は 再び 2 分 間 外 に 連れ 出さ れ 、 そ の 後 再び 鍵 を か けら れ ま し た 。 マ テイ 苑 さ ん は 私 に も うつ パン を くれ た 。 正 午 に 私 は 手錠 を 
か けら れ 、 カ ー ト に 乗せ られ . 示 捕 状 の 確認 の た め 裁 判 所 に 連れ て 行か れ ま し た 。 こ の 手続 き の 後 、 私 は ガラ タ に 戻り 同じ 暗い 部 屋 に 
連れ て 行か れ ま し た 。 外 で は 天気 が 悪く な っ て きま し た 。 熱 は な く 、 震 え 始 め ま し た 。 


ボー ド の 上 で 眠 ろ うと し まし た が 、 骨 が 痛かっ た の で 一 度 に 30 分 程度 し か 昼寝 で きま せん で し た 。 セ メン ト の 床 か ら 伝わっ て くる 寒さ の 
せい で 、 腎 臓 が 痛く な り 始 め ま し た 。 体 力 の 衰え を 自覚 し 、 自 分 の 意志 と 体操 を 訴え た 。 


私 は 一 晩 中 、1 時 間 ご と に 起き て 10 分 間 運 動 し 、 体 力 を 維持 する た め に 粘り 強く 努力 し まし た 。 


次 の 日 、 気 分 が 悪く な り ま し た 。 私 の 決意 と 意志 に も か か わら ず 、 私 の 力 は 目 に 見 えて 衰え て いま し た 。 


力 。 次 の 夜 塞 さ は さら に ひど く な り 私 の 意志 は も は や 機能 し ませ ん で し た 。 私 は 心 が 折 れ そ うに な り 、 目 の 前 が 真っ 暗 に な っ て 気 
を 失い まし た 。 私 の 意志 が 続く 限り 、 私 は 心配 し ませ ん で し た 。 
し か し 今 、 自 分 の 体調 が か な り 悪い こと に 気づき まし た 。 震 えて 止ま ら な か っ た 。 終 わり の な い 夜 が どれ ほど 辛かっ た こと で し ょ う 。 


翌日 プロ モー ター が 私 に 会 い に 来 まし た 。 私 は 自分 の 体型 を 隠 そ うと し まし た 。 
「 こ この 様子 は どう で すか ?」 
「 と て も 良かっ た で す 、 先 生 。」 
「 何 も 報告 する こと は な いん 
で すか ? 」 "いい え 、 別 に 。" 
私 は この よう に 13 日 間 を 過ごし まし た 。 そ れ で 彼ら は 私 の た め に 小さ な 火 を 起こ し て くれ まし た 。 彼 ら は 私 に ベッ ドリ ネン 毛布 、 
そし て 壁 に 掛け る いく つか の マッ ト を くれ まし た 。 1 日 1 時 間 は 外 に 出る こと が 許さ れ て いま し た 。 あ る 日 、 私 は 庭 の 裏 で モタ と トゥ ド セ 
を 見 か けた の で 、 彼 ら 5 に サイ ン を し まし た 。 そ の と き 、 父 が 釈放 され た こと を 知り まし た 。 同 様 に 、 リ ビ ウ ・ サ ド ベ アヌ 、 イ オン : サ ヴァ 、 そ 
し て 逮捕 され た 別 の 学生 も 同様 だ っ た 。 


満州 事件 に 関連 する 2 つの 記事 


タル グル ・ ク クル イ で の 出来 事 の 翌日 、 ク ヴァ ント ゥ ル ・ イ アス ルイ (「 
1924 年 10 月 27 日 の 「 ヤ シ の 言葉 」 に は 、 法 学生 協会 の 元 会 長 で 弁護 士 の ネル ・ ロ ネス ク が 署名 し た 記事 が 掲載 され まし た 。 
そこ か ら 引 用 し ます 。 


「C。 マ ン シ ウ 氏 の 死に 関し て リベラ ル な ユダ ヤ 人 マス コミ が 行っ た コメ ント は 偏向 的 で 悪意 に 満ち て いる 。 そ れ ら は 事実 の 重大 な 
改ざん か ら 始 まる 虐待 と 不正 義 の 体制 の 避け られ な い 結 果 に すぎ な い 事 実 は 、 手 段 に すぎ な か っ た 男 を どん な 犠牲 を 
払っ て で も 英雄 に 変身 させ 、 そ れ を 架空 の ファ シス ト の 反 ユ ダ ヤ や 主義 陰謀 の せい に する 


学生 た ち は 祈 る た め に 大 聖堂 に 入る こと を 強制 的 に 阻止 され た 。 彼 ら は レス トラ ン で 一 緒 に 食事 を する こと を 妨げ られ た 。 彼 ら は 残 
忍 な 暴力 を 受け 、 街 を 歩く こと を 妨げ られ た 。 彼 ら は 自分 の 大 学 や 協会 の 事務 所 で あえ て 会 うこ と を 妨げ られ た 。 で 働く こと が 妨げ られ 
た 
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あな た 自身 の 使用 の た め の あ な た 自身 の 庭 。 路 上 、 警 察 の 地下 室 、 公 共 の 広場 で 、 最 下位 の 警察 官 か ら 最 下 位 の 警察 官 に 至 
る まで 、 警 察 全体 に よ っ て 殴打 され た 。 


昨日 この 市 の 警察 署長 だ っ た 人 だ 。 
学生 た ち は 、 称 賛 に 値する 自制 心 と 、 自 分 た ち を 尊重 する 正義 へ の 信頼 を 示し 、 深 刻 な 残虐 行為 職権 乱用 個人 の 自由 
を 理由 に マン シ ツ ウ 市 長 と その 部 下 に 対す る 一 連 の 訴訟 を 起こ し た 。 


生徒 た ちの この ジェ スチ ャ ー は 理解 され ませ ん で し た 。 そ し て 残念 な が ら 、 正 義 と 秩序 の 最も 純粋 な 感覚 に 動か され た 
世代 全体 が 正義 に か ける 期待 に 応え て いな い 、 と 言わ ざる を 得 ま せん 。 


1923 年 12 月 11 日 、 セ ル の 家 前 の キャ ロ ル 通 り で 白昼 、 マ ン シ ウ に 背中 を 蹴 ら れ た 男女 共学 の シル ビア ・ テ オド レス ク 。 ヴ ェ ル 
サ は 、 何 人 か の 目撃 者 に よっ て 宣言 され 、 証 明 さ れ た 事実 で ある が 、 彼 女 は 第 一 地区 裁判 所 で マン シ ウ に 有罪 判決 を 下 
すこ と が で き な か っ た だ け で な く 、 裁 判 で それ が 知ら れ て いた た め 、 原 告 と し て 和 名誉 融 損 で 有罪 判決 を 受け る こと に な っ た 。 
キッ ク 中 に 彼女 は マン シ ウ に 「 こ れ は 野 論 だ 」 と いう 言葉 を 伝え た と いう 。 


1923 年 12 月 14 日 の 夜 、 ガ ラ ツ ィ 出 身 の 法学 生 レ フタ ー は 、 居 住 し て いた ホテ ル ・ ベ ジャ ン に 入る と 、 理 由 も な く 警 官 と 憲 
兵 の 一 団 に 囲ま れ 、 マ ン シ ウ と 一 緒 に 彼 の 命令 で 銃 を 殴っ た 。 梶 棒 、 杖 、 ラ イフ ル 銃 、 尻 、 就 り 、 拳 で 殴ら れ 、 つ い に は 意識 を 失 
い 地 面 に 倒れ 込み 、 脇 道 に | きず り 込 まれ 、 落 と され て 何 も 助 けら れず に 放置 され た 。 


Mc こし た が 、 マ ン シ ウ 氏 は 証人 を 提出 する 必要 が な く 、 無 罪 と な っ た 。 
打 。 


し か し 、 ギ カ 寮 の 庭 で 働く 学生 た ち に 対し て 行わ れ た 昨夏 の 野 交 さと 野 密 さ は どう だ っ た の で し ょ うか ?! 


25 人 の 学生 が 一 日 中 泥棒 の よう に 足 の 裏 を 殴ら れ た が 、 こ の 事実 は 捜査 の 根拠 に も ならない ほ ど 取 る に 足ら な い 架 空 の 陰 
謀 で あ り 、 第 一 検察 官 と 病理 学者 に よ つっ て 確認 され た だ 6 


それ だ け で は な く 、 昨 年 の 夏 、 行 政調 査 を 求め る 学生 の 要求 に 直面 し て 、 ヴ ァ ラ ル 氏 に よっ て 行政 調査 が 実施 さ 
れ た と き 、 彼 は 自ら 確認 し た 虐待 行為 に 大 き な シ ョ ッ ク を 受け た 。 し か し 、 ヴ ァ ラ ル が 適切 な 省 に 報告 し た 結果 、 マ ン シ ウ 
は ステ アウ ア ・ ロ マネ イ (ルー マニ ア の 星 ) を 授与 され る こと に な っ た 。 


つま り 、 こ れ が 亡くな っ た 男 で す 。 人 々 は 死者 の こと を よく 言い ます が 、 だ か ら と いっ て 私 た ち が 真 実 を 語る こと を 妨げ る も の で は 

あり ませ ん 。 

マン シ ウ 氏 は 会 議 を 中 止 し た 。 マ ン シ ウ は 大 聖堂 に 入ろう と する 人 々 を 止め た 。 マ ン シ ウ は 路上 、 警 察 、 公 共 の 広場 で 学生 
を 殴っ た 。 彼 は 不平 を 言っ た 人 々 を 笑 辱 し 、 彼 の 支持 者 を 脅迫 し た 。 マ ン シ ウ は 警察 と 憲兵 の 列 に 守ら れ 、 取 り 半 か れ た 
よう な 獣 厩 で 学生 た ち を 殴っ た 。 縛 られ て 徒歩 で 、 星 液 の 雨 と 発狂 し た 部 下 か ら の 打撃 の 中 で 彼ら を 返す こと は で きた 

が 、 た だ 軽 し た 一 時 的 な 表情 を 浮か べた だ け だ っ た 。 辞 任 。 


見 よ 、 こ の 任務 の 男 と 、 こ の 男 が どん な 命令 を 下 し て いた の か を 見 よ ! 

世論 は コル ネリ ュー・ コ ドレ アヌ の 側 に ある 。 彼 は 彼 の 男らしい し ぐさ が 好き で 、 こ の し ぐさ が 政権 に 警告 し 、 理 念 

に 奉仕 する と いう 優れ た 動機 を 高く 評価 し 、 そ の よう な 行為 に 対す る 通例 の 有罪 を 免除 し 、 そ れ を 完全 に 正当 化し 、 実 
際 、 世 論 も それ を 承認 し て いる 。 


個人 的 に 、 私 は コル ネリ ュー・ コ ドレ アヌ の 英雄 的 な 行動 に 敬意 を 表し ます 。 彼 は 再び 名 誉 の 問題 に 関 
し て は 妥協 せ ず 、 尊 厳 が 関わ る 場合 に は 毅然 と し た 姿勢 を 保 の て いま す 。 」 


数 日 比 1924 年 10 月 の 新聞 Unirea (「 ユ ニオ ン 」) は 、 
ク ザ 教授 の 記事 : 


MaeG よ 間 機 織 薫 語 by Google 
満州 の 死 を 監督 する 
致命 的 な シス テム と その 結果 


「 こ こ 1 年 、 ヤ シ 警 察 は 本 当 の 悲劇 を 経験 し て お り 、 そ の 最後 の 行為 は 誰 も が 知っ て いま す 。 事 態 の 致命 的 な 展開 に より 、 以 下 の 
犠牲 者 が 発生 し まし た 。 


マン シ ウ 市 長 、 ク ロ 警 部 、 フ サ ヌ 副 長官 、 そ し て 博士 候補 者 コル ネリ ュー* ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 。 


マン シ ウ ツウ 市 長 が 死去 。 フ サ ヌ 副 長官 は 死ぬ ほど 苦闘 する 。 ク ロ 警 部 は 深い 傷 を 負っ た 。 コ ルネ リュ ー・ ゼ レア ・ 
コ ド レ アヌ は 依然 と し て 刑務 所 に 収 忠 され て いる 。 

多く の 犠牲 者 を 出し た この 悲劇 と は 何 な の か 2? これら の 出来 事 の 致命 的 な 展開 に つい て どの よう に 語る 

こと が で きる で し ょ うか 2 犯人 は 誰 で すか ? 

マン シ ウ は ヤシ の マル ゼス ク 警 察 署 長 で 領主 だ っ た 。 彼 が ここ に 連れ て こら れ た の は この 立場 だ け で あり 、 彼 が 有罪 で あっ 
た あら ゆる 行き 過ぎ に も か か わら ず 、 最 後 まで 留め 置か れ た の で ある 。 こ れ に より 、 あ な た の 行動 が 承認 され た こと が 非常 

に 明確 に な り ま す 。 そ れ が 承認 され た こと 、 彼 を 支援 し た GG マ ル ゼ スク 氏 か ら の 直接 の イン スピ レー ショ ン に よっ て 事前 に 確 
立 され た 計画 に 従っ て 機能 し た こと の 豊富 な 証拠 は 、 彼 に 与え られ た 栄誉 つま り 彼 の 任務 の 「 功 績 」 と スタ ッ フ の 昇進 で 

す 。 


マン シ ウ に よっ て 触発 され た 致命 的 な シス テム は 、 ユ ダ ヤ 人 を 満足 させ 、「 秩 序 」 が 「 精 力 的 な 手段 に よっ て . 皮 持 で き 
る こと を 証明 する た め の 、 キ リス ト 教 徒 の 学生 の テロ リズ ム で し た 。 


特別 な 才能 を 持た な か っ た 不運 な マン シ ウ 氏 は 、 大 学 教授 に 関し て さえ 異常 な 残忍 さ で 致命 的 な シス テム を 動か し て し 
まっ た 。 ヤ シ で 開催 され た ルー マニ ア 大 学 教授 協会 の 総会 の 機会 彼 の キャ リア を スタ ー ト させ た 1923 年 9 月 23 日 
か ら 9 月 25 日 に か け て 、 私 た ちの 著名 な 同僚 で ある 1 教授 の 議長 の も と で 開催 され まし た 。 


ガ ヴ ァ ネ スク ル 。 
マン シ ウ ツウ 市長 は 大 学 を 傷 辱 し 、 無 実 の 学生 を 残虐 に 扱っ て 投獄 し 、 教 授 ら に 抗議 し て 満足 を 求め る よう 強要 し た 。 


ブカレスト 出身 の フル ム ゼ スク 教授 に よっ て 設立 され た 4 つの 大 学 委員 会 。 ス ムレ アヌ 医師 、 ヤ シ 。 M. ステ ファ ネス ク 、 ク 
ルー ジュ : そ し て ハエ マン 、 チ ェ ル ナウ ティ は 、 ガ ヴァ ネス クル 教授 が 署名 し た 次 の 電報 を 会 議 中 に 編集 し 、 次 の 宛先 に 送信 し 
た 。 

閣僚 評議 会 議長 。 2. 内 政 大 臣 。 3. 

公共 指導 大 臣 ルー マニ ア 大 学 教授 総 協会 は 、 開 会 

総会 に お いて 、 ヤ シ 警 察 の 不穏 な 介入 を 非難 し 、 会 長 と 

の 完全 な 同意 の も と 、 上 級 当局 に 対し 通常 の 調査 

と 完全 な 満足 を 要求 する 。 


協会 会 長 (ss) L. ガ ヴ ァ ネ スク ル 同 委員 会 は 次 の 文章 を 編集 し 、 
ヤシ 市 長 に 送っ た :「 市 長 様 、 一 般 大 学 教授 協会 は 、 開 会 会 合 に お いて 、 大 学 孝 
授 に 対す る 積極 的 な 措置 の 結果 と し て 、 

氏 に よる 私 た ちの 大 会 。 


ヤン 警察 市 長 は 、 残 念 な が ら 、 こ の 状況 で は 市 庁舎 主催 の 晩 響 会 に 出席 で き な い こと を お 知ら せ し .、 皆 様 の 善意 に 感謝 いた し 
ます 。 」 
協会 会 長 (ss) L ガバ ネス カル 


「 学 生 た ち を 恐怖 に 陥れ る と いう 命令 を 受け た マン シ ウ は .、 運 命 論 の 道 を 歩む と いう 自ら の 目的 と 定め られ た 
画 に 従っ て 行動 し た 。 起 こっ た 出来 事 を 簡単 に 列挙 する 。 


leilete よ 到 機 緒 扶 唐 by Google 


1. 1923 年 12 月 10 日 の 大 学 へ の 警察 と 軍隊 の 導入 。 
その 後 の 学生 デモ 中 に 、 学 生 の G・ マ ノリ ュー さん は 警察 に ひど く 殴 打 さ れ 、 黄 冶 を 発症 し 、 数 日 後に 死 
lg し た 。 


2. 駅 で の 残虐 行為 。 イ オン * ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 教授 が 刑務 所 か ら 釈 放さ れ た 後 、 ヤ シ に 到着 し た 
際 、 マ ン シ ウ 市 長 は まっ た く 不 当 に も 、 彼 を 迎え に 倉庫 に 来 た 市 民 や 学生 に 自ら と 警察 と 軍 を 投 
入 し 、 残 忍 な 暴行 を 加え 、 師 いか けた 。 ま る で 彼ら が 犯罪 者 で ある か の よう に 立ち 去り ます 。 


3. キャ ロ ル 王 子 の 訪問 。 こ の 訪問 の 機会 に 、 マ ン シ ウ 氏 は 他 に も スキ ャ ンダ ラス な 虐待 
行為 を 行い 、 学 生 た ち に 殿下 に 苦情 を 申し 立て させ た 。 


4. シ ドリ 劇場 で の スキ ャ ンダ ル 紀 し た ルー マニ ア の オペ ラ 芸 術 家 た ち が ヤ シ に 到着 し た 

後 、 学 生 た ち に 歓迎 され 、 彼 ら へ の 同情 の ショ ー を 上 演 し た 。 こ の 完全 に 平和 的 な デモ は 、 マ ン シ ウ 
市 長 が 新た な スキ ャ ンダ ル を 引き 起こ す の に 十分 な 理由 だ っ た 。 彼 は 生徒 た ち を 虐待 し 、 憎 し 

み に 満 ち た 残虐 行為 で 彼ら を 散ら し た 。 


5. キャ ロ ル ・ セ ント の 陰謀 コン スタ ンタ < ギ カ 夫人 の ご 厚意 に より 、 学 生 た ち は 自 活 す る た め に 専用 の 菜 
園 に 野菜 を 植え まし た 。 

今年 の 5 月 31 日 、 学 生 た ち が 仕 事 を 始め る た め に 集まっ て いた と ころ 、 マ ン シ ツ 市長 が 職員 全員 と 固 

定 銃剣 を 持っ た 警察 官 と と も に 現れ 、 そ の 場 に いた 学生 全員 を 逮捕 し た 。 コ ルネ リュ ー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 
さん は 両手 を ベル ト で 後ろ 手 に 縛ら れ 、 他 の 高校 生 や 少 年 ら 25 人 と と も に 街 を 渡っ て 警察 本 部 に 連行 
され 、 そ こ で 残酷 な 暴行 を 受け た 。 


法学 博士 号 候補 者 で 予備 士 記 の コル ネリ ュー・ ゼ レア ・ コ ドレ ド ヌ は 顔 を 平手 打ち され 、 最 も 品位 を 傷 つ 
ける 下品 な 言葉 で ひど く 人 笑 辱 され た 。 


アン ブロ ジー 上 級 少佐 の 息子 で ある 高校 生 アン ブロ ジー は 、 鼓 膜 が 破れ る ほど 強く 平手 打ち 

され た が 、 こ の 事実 は 病理 学者 の Gh 博 士 が 署名 し た 診断 書 に よっ て 裏付け られ て いる 。 ボ グ ダ 
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他 の 高校 生 や 男 子 生徒 ら は 吊り 下げ られ 、 頭 を 下げ て 足 の 裏 を 鞭 打 た れ た 。 叫 び 声 を 止め る た め に 、 

彼ら は 水 の 入 っ た バケ ツ に 頭 を 下げ られ まし た 。 拓 問 を 受け た 子供 た ちの 親 は 、 ア ン ブ ロ ジ 少 佐 、 デ ィ 
ミト リウ 、 ブ トナ ル ら で 、 マ ン シ ツ 市 長 に 対す る 嘆願 書 を 内 務 省 に 送り 、 彼 を 告 放し た 。 し か し マン シ ウ 氏 
は 裁判 官 の 前 で も 反抗 的 な 態度 を 示し 続け た 。 


マン シ ウ 知 事 は その 職 に 留まっ た だ け で な く 、 そ の 態度 が 報 わ れ 、 致 命 的 な 体制 を 続け る よう 奨励 され た 
た め 、 ユ ダ ヤ 系 マス コミ は 毎日 彼 を 賞賛 し 、 彼 を 法 と 秩序 の 救世 主 で あり 優れ た 存在 で ある と 宣言 し 
た 。 


ヤシ を 代表 者 と する 政府 は 、 ヴ ァ ラ ル 警 部 の 結論 を 受け 入れ る 代わ り に 、 ス テア ウ ア ・ ロ マネ イ 
(ルー マニ ア の スタ ー) を マン シ ウ の 胸 に 釘付け に し 、 マ ン シ ウ が 違法 行為 に 利用 し た 職員 を 昇進 させ 
た 。 例 えば 、 最 も 有罪 の 一 人 で ある クロ 長官 は 警察 警部 に 昇進 し た 。 


マン シ ウ 氏 の 支持 者 で ある 同じ GG マ ル ゼ スク 氏 が 長官 を 務め る 司法 省 は 、 行 われ た 虐待 に 対し 
て 精力 的 か つ 迅 速 に 介入 する 代わ り に 、 被 害 者 を 非難 し た 。 


ヤシ の ユダ ヤ 人 た ち は 喜 ん で マン シ ウ に 自動 車 を プレ ゼン ト し 、 マ ン シ ウ は それ を 受け 取っ た が 、 
ルー マニ ア 人 全員 が スキ ャ ンダ ル を 起こ し 、 特 に 街中 を 誇らしげ に ユダ ヤ 人 の 車 を 運転 する マ 
ン シ ウ の 反抗 的 な 信 慢 さ を 目 に し た 学生 た ちの 間 で さら な る 慎 り を 引き 起こ し た 。 


この よう に 支持 され 励ま され 、 立 場 を 維持 され た マン シ ウ ツウ 市 長 は 、 自 制 心 の な い 衝 動 的 な 気質 に より 、 
自分 の シス テム を 適用 する こと で 栄光 の 頂点 に 達し た と 想像 し た 。 


この 一 連 の 出来 事 が 、 マ ン シ ウ 市 長 に この 悲劇 の 最後 の 幕 を 下ろす きっ か け と な っ た 。 
コル ネリ ュー・。 ゼ レア ・ コ ドレ アヌ は 正当 防衛 を 行っ た 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


マン シ ウ ツウ 市 長 の 死 の 責任 は 主 に 、 マ ン シ ウ を 警察 署長 に 据え 、 彼 を 支援 し た 人 物 、 す な わ ち 法務 大 臣 、GG・ マ ル ゼ スク に ある 。 責 
任 は ユダ ヤ の マス コミ と ヒ 、 彼 を 扇動 し 、 激 励 し 、 致 命 的 な シス テム を 適用 し た こと を 祝福 し た すべ て の 人 々 に ある 。 


」 


ハン スト 


クリ スマ ス の 約 10 日 前 、60 日 前 に 何 の 罪 も な く 逮 捕 さ れ て いた モタ 、 ガ ル ニ ー ア タ 、 ト ゥ ド セ 、 ラ ドウ, ミロ ノ ヴィチ の 4 人 は 、 負 えと 潟 
き の ス トラ イキ を 行っ た 。 彼 ら は 言っ た : 


私 た ちの 自由 か 死 か 。 様 々 な 当局 に よる 彼ら へ の 連絡 努力 は 失敗 に 終わ り 、 彼 ら は 独房 に バリ ケー ド を 築き 、 誰 も 立ち 入る こと を 許さ 
な か っ た 。 


これ ら の 若者 は 長い 間 ノ ルー マニ ア の すべ て の 学生 の イメ ー ジ と な っ て きま し た 。 シ ン ボ ル 。 彼 の スト ライ キ の ニュ ー ス を 聞い た と き 、 生 
徒 た ちと 他 の 誰 も が 、 彼 の よく 知ら れ て いる 決意 の 強 さ を 考慮 し て 、 彼 の 行為 の 重大 さ を 理解 し まし た 。 


この 若者 た ち は ガ ラ タ の 壁 の 中 で 死ぬ べき で し ょ うか ? 


ヤシ と クル ー ジ ュ で は 、 霊 魂 が 非常 に 興奮 し て いた の で 、 暴 徒 が 責任 を 負う 者 た ち に 対し て 大 規模 な 復讐 が 行わ れ た で あろ う 。 学 
生 だ け で な く 社会 に 定着 し た 高齢 者 も 「 こ こ で 子供 た ち が 全 員 死 ん だ ら 銃撃 を 始め よう 」 と 声高 に 要求 し た 。 


政府 は 、 緊 張 と 全体 的 な 決意 に 直面 し て いる こと を 認識 し 始め た 。 こ の 国 が 意志 と 威厳 を 示し 始め た と き 、 父 は ヤシ 誌 で マニ フェ 
スト を 発表 し 、 私 は そこ か ら 次 の 一 節 を 転載 し ます 。 


リソー ス 


「 ル ー マ ニ ア の 兄弟 た ちよ 、 
学生 : イオ ン 1. ガラ タ 刑 務 所 に 2 か 月 間 拘 留 さ れ て いる モタ 、 イ リエ ガル ニー タ 、 ト ゥ ド セ ポ ペ スク 、 ラ ドゥ ミロ 
ノヴィ チ の 4 人 は 、 火 曜日 の 午後 1 時 に 飼え と さ の スト ライ キ を 宣言 し た 。 


彼ら が この 難し い 一 歩 を 踏み 出し た の は 、 自 分 た ち が 完 全 に 無実 で ある こと 、 無 実 で ある と 同時 に ヴァ カレ シュ テ 

ィ で 逮捕 され た こと 、 そ し て 特定 の 政治 家 が 彼ら を 投獄 する こと で 徐々 に 彼ら の 健康 と 生活 を 破壊 し た いと 考え て 
いる こと に 気づい た か ら で あ る 。 

この 国 の 将来 を 代表 する 花 で ある これ ら の 若い 英雄 た ち は 、 神 に よっ て 鋼鉄 の 意志 を は じ め と する 資質 を 授け られ まし た 。 し た が 

っ て 、 バ ンカ ー で 死ぬ と いう 彼ら の 決意 は 、 ま ず 自 分 た ち が 被 害 者 で ある 不当 な 行為 と 、 特 定 の 政治 家 の 助 け を 借り た ユダ ヤ 人 に よる 我 
が 国 の 奴隷 化 に 抗議 する と いう 決意 は 冗談 で は な く 、 重 大 な 決断 で ある 。」 


自由 か 死 か 


ルー マニ ア の 兄弟 た ち 、 二 
日 か 三 日 後 に 、 英 雄 た ちの 遺体 が 入 っ た 四 つ の 穫 が 通り を 運ば れる の を 待っ て み ま せ ん か ? 


老い も 若き も 、 考 えて みて くだ さい 、 私 た ち は 四 人 の 学生 の 死体 に つい て 話し て いる の で は な く 、 子 供 た ち 、 そ し て 私 た ち 全 員 の 死 
に つい て 話し て いる の で す 。 

この 政府 に 対し て 、 平 和 的 か つ 合 法 的 か つ 精 力 的 か つ 断 固 と し た 抗議 行動 を 迅速 に 講じ 、 こ の 不法 行為 を 阻止 し 、 子 供 た ちの 尊 害 を 阻止 
する こと は 、 私 た ち 全 員 の 義務 で す 。 


11 日 間 の 人 錠 え と 渦 き に 耐え た 後 、 ク リス マス に 彼ら は 解放 され た 。 し か し 、 彼 ら は 衰弱 し て いた の で 、 担 架 で 刑務 所 か ら 直 接 刑務 所 に 
連れ て 行か れ ま し た 。 


leo#lete よ 到 機 寺 尋 記 by Google 


病院 。 今 回 の 逮捕 の わずか 数 カ月 前 に 刑期 を 終え た 者 も いた が 、 モ タ は 一 年 連続 で 刑 を 終え る わずか 1 カ月 前 だ っ た た め 、 体 力 を 
消耗 し て いた 。 


この スト ライ キ の 影響 は 、10 年 経っ た 今 で も 彼ら の 一 部 が 感じ て いる が 、 哀 れ な トゥ ウー ド セ は 彼ら を 墓場 まで 持っ て 行っ た 。 


ガラ タ で ひと り 


同じ じめじめ し た 暗い 独房 の 中 で 、 ベ ッ ド の 固い 端 に 座っ て 、 腕 を 胸 の 上 で 交差 させ 、 思 考 の 重み で 頭 を 下げ 、 分 ご と に 時 間 が ゆっ 
くり と 過ぎ て いき ます 。 


孤独 は な ん と 恐ろし いこ と で し ょ う ! 


残念 な が ら 、 私 は 次 の 聖 句 を 思い 出し ます 。 
「 ガ ウデ アム ス ・ イ ギ トゥー ル .」 少 年 の ダム 
スム ス 。 
で すか ら 、 若 いう ち に 喜び まし ょ う ! あ ら ゆ る 世代 の 学生 の 若者 た ち を 温め 、 励 まし 、 喜 び の 冠 を か ぶせ た 詩 。 人 生 が 困難 や 心 
配 で いっ ぱい に な る 年 齢 が 来る 前 に 、 明 る く < 楽し く 過ごす こと は 若者 の 権利 で す 。 


どん どん 大 きく な っ て いき ます 。 こ の 権利 は 私 に 与え られ た も の で は あり ませ ん 。 楽 し む 暇 も な か っ た 。 

みん な で 楽し く 歌っ た 学生 生活 は 私 に と っ て 終わ り ま し た 。 い つ 過 ぎ て も 気付 か な か っ た -。 私 の 若い 頃 に は 、 心 配 事 、 末 難 、 打 
撃 が 早 すず ぎ て 、 そ れ ら すべ て が 私 の 人 生 を 引き 裂 い て し まっ た 。 彼 に 残さ れ た も の は 、 こ れ ら の 冷た く て 暗い 壁 に よっ て さら に 
消去 され ます 。 今 で は 彼ら は 私 か ら 太 陽 さ えも 奪い ます 。 こ の 暗闇 の 中 に いて 何 週間 も 経ち を し た が 、 太 陽 の 光 を 浴び る こと が 
で きる の は 1 日 に 1 時 間 だ け で す 。 


私 の 膝 は 常に 末 っ て いま す 。 セ メン ト の 床 の 冷 た さ が 骨 の 中 に し み 込ん で いく の を 感じ ます 。 時 間 は ゆっ くり と 過ぎ て いき ます 。 
と て も ゆっ くり と 。 昼 と 夜 に 少し ずつ 食べ ます 。 も う 食 べら れ な い 。 し か し 、 本 当 の 苦し み が 始 まる の は 特に 夜 で す 。 眠 り に つく の は 
午前 2 時 か 3 時 頃 で す 。 外 は 嵐 で す 。 こ こ 、 丘 の 上 は 風 が 強い で す 。 雪 が 風 に 乗っ て ドア の 隙間 を 通っ て 、 独 房 の 面積 の 4 分 の 1 を 
覆う まで 吹き 飛ば され ます 。 朝 に な る と 、 い つも か な り 厚い 層 が で き て いま す -。 夜 の 重い 静寂 を 破る の は 、 教 会 の 塔 に 住む フク ロ 
ウ と 、 時 折 、 全 力 で 叫ぶ 警備 員 の 声 だ け で す 。 


「1 番 !OK 2 番 !OK ! 」 


私 は 考え 、 疑 問 に 思い 、 心 配 し て いま し た が 、 そ の 謎 を 解く こと が で きま せん で し た 。1 か 月 ? 2 ヶ月 ? 
1 年 ? い くら ? 一 生 ? 私 の 人 生 の 残り の 部 分 ? 


は い 、 私 の 逮捕 状 は 私 に 一 生 重 労働 を 課す と いう 脅迫 で し た 。 哉 判 は 開か れる の で し ょ うか ? 確 か に : し か し 、 そ れ は 厳し い テ スト 
に な る だ ろう 。 そ れ は 、 私 に 対し て 団結 する 勢力 が 3 つ あ る か ら で す 。 政 府 は 、 特 に 誰か が 銃 を 手 に 抑圧 者 と 対 財 し た 

の は ルー マニ ア で 初め て で ある こと を 考慮 し て 、 私 の 懲罰 の 例 を 

示 そ うと する で し ょ う 。 国 家 権力 の 権力 原理 の 名 の 下 に 、 彼 ら の 尊厳 を 踏み に じ り 、 名 誉 を 傷つけ 、 肉 体 を 引き 裂 い た の で ある 。 

ルー マニ ア 国 内 の ユダ ヤ 勢 力 は 、 私 を 手中 に 留め る た め に は 手段 を 選ば な い 。 金 、 融 資 圧 力 に よる 海外 か ら の ユダ ヤ 人 の 権力 。 こ れ 
ら 3 つの 勢力 は すべ て 、 私 が ここ を 離れ る こと を 阻止 する こと に 興味 を 持っ て いま す 。 彼 ら に 敵対 する の は 学生 と ルー マニ ア 
民族 主義 運動 で ある 。 誰 が 勝つ ? 自 分 の 判断 力 は むし ろ 力 試し で ある こと に 気づき まし た 。 た と え 私 の 考え が いか に 正しかっ た と し 
て も 、 敵 軍 が 我 が 陣 営 より 少し で も 強けれ ば 、 一 瞬 た り と も 路 踏 せ すず に 私 を 滅ぼす だ ろう 。 彼 ら が 私 を 捕まえ る の を 待っ て 

か ら 何 年 も 経ち まし た 、 私 は 彼ら の 計画 の すべ て に 身 を 投じ た か ら で す 。 彼 ら は 私 が 彼ら か ら 逃 げ ら れ な いよ うに 全力 

を 尽く し ます 。 で 
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家 に 帰る と 、 母 は 毎年 負 ろ し い ニ ュー ス を た くさ ん 聞い て お り 検察 官 に よる 夜間 の 家宅 捜索 と 残忍 な 委員 に よる 
家宅 捜索 で 、 次 か ら 次 へ と 打撃 を 受け て いた 。 


この よう な 悲し い 運 命 を た どっ た 私 の 人 生 を 振り 返り 、 彼 女 は 聖母 マリ ア の アカ シス ト を 私 に 送り 、42 夜 連続 で 真夜 
中 に それ を 読む よう 勧め まし た 。 私 は これ を 実行 し まし た が 、 目 標 に 近づく に つれ て 敵 が 後退 し 、 危 険 が 減少 する に つ 
れ て 、 私 た ちの 側が 力 を 増し て いる よう に 見 えま し た 。 


テス ト は FOCSANI に 転送 され ます 


私 は 1 月 に 、 裁 判 が 職権 に よ に り フ ォ ク シャ ニ に 移管 され た と 知ら され た 。 

フォ クシ ャ ニ は 当時 、 国 内 最大 の リベラ ル 派 の 拠点 だっ た 。 ヴ ァ イ ト イア ヌ 将 軍 、NN・ サ ヴェ アヌ 将軍 、 チ ルク レス ク 
将軍 の 3 人 の 閣僚 が この 都市 か ら 来 た 。 全 国 で 民族 主義 運動 が 広がら な か っ た 唯一 の 都市 だ っ た 。 何 か を 達成 し よう と 
する 私 た ちの 努力 は 失敗 に 終わ り ま し た 。 そ こ に は 、 新 聞 サ ン テ ィ ネ ラ (「 も の み の 塔 , 紙 ) を 発行 する ベテラン の 
愛国 者 ティ タ : パ ベレ スク 夫人 以外 に は 誰 も いな か っ た 。 風 が 吹く 中 で 説教 を し て いた 。 


ヤシ の 学生 た ち は こ の 転校 を 知り 、 非 常に 心配 し まし た 。 

列車 が 出発 する た びに 、 多 く の グ ルー プ が 私 を フォ クシ ャ ニ ま で 同行 させ る た め に ヤン 周辺 の 駅 で 待つ て いた 。 こ の 移 
動 の 際 に 、 私 が 逃げ よう と し て いる と いう 口実 で 護衛 が 私 を 撃 と うと する と いう 噂 が あっ た か ら で あ る 。 。 2 週間 後 、 
警備 責任 者 の ボテ ス 氏 が 数 人 の 職員 を 連れ て や っ て 来 て 、2 台 目 の 車 が 護衛 する 車 に 私 を 乗せ た 。 


私 た ち は ヤ シ を 離れ パク ラリ の 障壁 を 通っ て ク ク テ ニー 鉱床 へ 向かい ます 。 そ こ で 学生 の グル ー プ に 会 い 、 停 車 し た 電車 
に は 別 の グル ー プ が いま し た 。 し か し .、 私 は 彼ら の 誰 と も 話す こと が で きま せん で し た 。 警 察 が 私 を 囚人 の 車 に 乗せ る と 
き 、 彼 ら は 私 を 支持 し て くれ まし た 。 私 た ち は ほ と ん と 旅行 し まし た 


一 晩 中 。 私 は フォ クシ ャ ニ に 自分 の 非難 を 確信 し て 近づき まし た 。 地 元 の 警察 と 刑務 所 の 所 長 が 警察 署 で 私 を 待っ 
て いま し た 。 私 は すぐ に 連行 され 、 投 獄 さ れ ま し た 。 当 初 、 こ の 体制 は マシ より も 厳格 で し た 。 


郡 長 の ガブ リ レ ス ク は 悪人 で ある か の よう に 見 えた が 、「 い か な る 理由 も な し に 市長 に は 刑務 所 制度 に 干渉 
する 権利 が な いた め 私 に 上 厳し い 制度 を 課 そ うと し た の だ 。 」 彼 は 私 の 独房 に も 入っ て き て 、 そ こ で 私 た ち は 非 常に 
不愉快 な 口論 に な り ま し た 。 私 も 、 特 に 私 を フォ クシ ャ ニ に 連れ て 行っ た 人 た ち も 予 想 し て いな か っ た 奇 蹴 

は 、 私 が 到着 し て か ら 3 日 後 、 政 党 を 間 わ ず 、 そ し て 私 に 敵対 させ よう と する 当局 側 の あら ゆる 努力 に も か か わら ず 、 
国民 全員 が 、 自 然 に 私 の 側 に 来 ま し た 。 


リベラ ル 派 の 政治 家 は 自身 の 支持 者 だ け で な く 家 族 か ら も 見 捨て られ た 。 た と えば 、 チ ルク レス ク 大 学 の 女の子 た ち 

は 私 に 食べ 物 を 送っ て くれ た り 、 他 の 女の子 と 一 緒 に 地域 の 国民 服 を 縫っ て くれ た り し まし た 。 父 親 と 一 緒 に テー ブル 
に 座っ て 食事 を する こと を 拒否 し た と さえ 聞き まし た 。 私 が フォ クシ ャ ニ の 最も 尊 敬 され る 人 物 で ある マク リ デ ス ク 
将軍 に 会 っ た の は その 時 だ っ た 。 フ リス ター シュ ・ ソ ロモ ン 、 そ こそ こ 裕 福 な 不動 産 所 有 者 だ が 、 敵 さえ も 脱帽 する ほど の 道 
徳 的 権威 を 持つ 人 物 。 ゲ オル ギ カ ・ ニ クレ スク 氏 。 ブ レズ スズ 大佐 、 幼 い 娘 フ ル チ ュ ラス を 通じ て 私 に 食料 を 送っ て くれ た 。 
Vasilache、Stefan、Nicusor Graur。 オ ル テ ア ヌ 、 シ ウデ ィ ン 、 モ ンタ ヌ 、 フ ィ ー リ ョ 、 ク リス ト ポ リ 少佐 、 カ ラス 、 グ リタ ステ 
ファ ニ ウ 、 ニ コラ ウ 、 ト ゥ ドロ チェ スク な ど 。 こ れ ら すべ て 、 そ し て 他 の 多く の 人 た ちか ら 、 私 は 父親 以上 の 配慮 を 受け まし 
た 。 し か し 、 私 の 健康 状態 は 良く あり ませ ん で し た 。 


腎臓 胸 膝 が 痛い で す 。 


裁判 の 日 付 は 1925 年 3 月 14 日 に 設定 され た 。 こ れ を 念頭 に 置い て 、 数 千 枚 の ビラ が すべ て の 大 学 セ ンタ ー で 印刷 
され 始め 、 ま た カッ プ 州 クル ー ジ ュ の 他 の 都市 で も 印刷 され 始め た 。 ベ リュ ー タ が それ を 印刷 し 、 
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これ ら の パン フレ ッ ト は 何 万 部 も 全国 に 配布 され まし た 。 国 家主 義 戦闘 員 に 昼夜 を 問わ ず 開 放さ れ て いた 彼 の 家 
は 、 本 当 の 本 部 に 変わ っ た 。 オ ラス ティ の モタ 神父 の 印刷 工場 で は 、 数 万 部 の 人 気 詩 の パンフレット と 数 十 万 部 
の チラ シ が 印刷 され まし た 。 


ここ で も 、 私 の 同志 た ち は 、 ヴ ァ カ レス ティ 刑務 所 で 私 が 書い た 手紙 の 一 部 を 、「 学 生 囚人 か ら の 手紙 」 と いう タイ ト 
ル の 小冊子 と し て 印刷 させ て くれ まし た 。 


政府 は 反対 の 事項 を 発表 し 、 近 く や 遠 くに ば ら 撤 か れ た 。 し か し 、 国 民 感情 の 波 が 堂々 と 抗 し が た い ほ ど 高 まっ 
た た め 、 そ れ ら は 効果 が あり ませ ん で し た 。 裁 判 開始 の 2 日 前 か ら 、 国 中 か ら 何 百人 も の 人 々 や 学生 が フォ クシ ャ ニ 
に 到着 し 始め た 。 ヤ シン からだ け で も 300 人 以上 が 列車 を 乗り 継い で 到着 し た 。 私 は 当局 に よっ て 馬車 で 裁判 が 
行わ れる 国立 劇場 まで 移送 され まし た 。 し か し 、 障 審 具 は 選ば れ た も の の 、 延 期 さ れ た 。 彼 ら は 私 を 刑務 所 に 連れ 
戻し まし た 。 


し か し 外 で は 、 裁 判 の 不当 な 延期 に 対し て 国民 の 怒り が 爆発 し 、 す ぐに 午後 か ら 夜 まで 続く 大 規模 な 街頭 デモ に 発 
展 し た 。 


歓声 を 上 げ る 群衆 を 鎮め よう と する 軍 の 努力 は 無駄 だ っ た 。 デ モ は ユダ ヤ 人 と 政府 に 対し て 向け られ た 。 そ 
の 後 、 ユ ダ ヤ 人 た ち は 、 こ の 事件 で の あら ゆる 圧力 が 裏目 に 出る こと に 気づき まし た 。 こ の 実証 は 私 の 裁判 
の 結果 に と っ て 非常 に 重要 で し た 。 


これ に より ユダ ヤ 人 た ち は 戦 いか ら 遠 ざけ られ まし た 。 な ぜ な ら 、 彼 ら は 私 の 非難 が ユダ ヤ 人 た ち に 悲惨 な 影響 
を 与え る 可能 性 が ある こと に 気づい た か ら で す 。 ユ ダ ヤ 人 は 完全 に は 撤退 し て いな いも の の 、 当 局 に 対す る 圧力 
は 弱まっ た 。 そ の 間 、 私 は 釈放 を 求め る 請願 を する よう 提案 され 、 釈 放さ れる と いう 約束 を 受け まし た が 、 私 は そ 
れ を 拒否 し まし た 。 


イー スタ ー が や っ て 来 まし た 。 私 は 独房 で 一 人 で 復活 を 祝い まし た 。 町 中 の すべ て の 教会 の 鐘 が 鳴り 始め る 
と 、 私 は ひざ まず いて 花嫁 と 私 、 母 と 家 、 死 者 の 魂 と 外 で 戦っ て いる 人 々 の た め に 、 神 が 彼ら を 祝福 し て くだ さる よ 
うに と 祈り まし た 。 、 そ れ ら を 強化 し 、 す べ て の 敵 に 対す る 勝利 を 与え ます 。 


トゥル ヌル ・ セ ヴェ リン に て 


ある 夜 の 2 時 頃 、 誰 か が 鍵 を 開け よう と し て いた の で 目 が 覚め まし た 。 私 の 裁判 は 政府 の 介入 に より 予期 せ ず ル 
ー マ ニ ア の 反対 側 に ある トゥ ウル ヌル ・ セ ヴェ リン に 移さ れ た た め 、 刑 務 所 職員 が 私 を 迎え に 来 た 。 


急い で 少な い 持 ち 物 を 集め まし た 。 そ れ か ら 私 は 警備 員 に 囲ま れ て トラ ッ ク に 乗せ られ 、 市 郊外 の 線路 近く まで 
運ば れ ま し た 。 そ の すぐ 後に 電車 が 止ま り 、 私 は ブラ ッ ク マ リア の 車両 に 乗せ られ まし た 。 


し た が っ て 、 私 は この フォ クシ ャ ニー 市 を 離れ る こと に な っ た 。 こ の フォ クシ ャ ニー 市 は 、 適 切な タイ ミン グ で 役人 の 多 
大 な 圧力 に 勇敢 に 立ち 向かい 、 そ の 市 民 は 政党 の 絆 時 に は 家族 を 打ち 破り 、 見 事 で 否定 で き な い 全会 一 致 の 感情 
を 表明 し た 。 


旅行 中 に 、 ト ウゥ ムル セ ヴ ラ ン で どん な 人 に 会 えば いい の か 知り た いと 思い まし た 。 私 は そこ に 行っ た こと は な く 、 そ 
の 街 に は 誰 も 知り ませ ん で し た 。 

電車 が 止ま っ た と ころ は どこ で も 、 人 々 の 話し 声 、 笑 い 声 、 電 車 を 降り た り 乗っ た りす る 声 が 聞こ えま し た が 、 私 が 
乗っ て いた 車両 に は 窓 が な か っ た の で 何 も 見 えま せん で し た 。 私 を 他 の 世界 、 自 由 か ら 隔て て いた の は 、 ほ ん の 一 
イン チ の 壁 で し た 。 お そら く 、 そ れ ら の 駅 で 線路 を 渡っ た 人 の 中 に は 、 私 を 知っ て いる か 、 私 の 友人 だ っ た 人 が 

た くさ ん いた で し ょ よう 。 


し か し 、 彼 ら は 私 が その 車 の 中 に いる こと を 知り ませ ん で し た 。 み ん な どこ か へ 行っ て し まい ます 。 た だ 、 ど こ へ 行く 
の か 私 に は 分 か り ま せん で し た 。 誰 も が 軽やか で 喜び を 持っ て 歩い て いま す が 、 私 は 石臼 より も 重い 、 こ の 未知 の 
計り 知れ な い 重 荷 を 魂 に 抱え て いま す 。 私 は 刑罰 を 受け な けれ ば な ら な い 
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人 生 の た め に ? も っ と 安く ? 私 は 黒く て 醒 い 刑務 所 の 壁 か ら 出 る べき で し ょ うか 、 そ れ と も そこ で 死ぬ 運命 な の で 
し よう か ? 私 は 自分 の 判断 が 正義 の 問題 で は な く 、 強 さ の 問題 で ある こと を よく 知っ て いま す 。 ど ちら か 
強い 方 が 勝つ だ ろう - 私 た ちの 国家 主義 の 流れ が 強い の か 、 そ れ と も ユダ ヤ 人 政府 の 圧力 が 強い の か ? 

で も そん な は ず は な い ! 正 し い 人 が より 強く な り 、 必 然 的 に 勝利 する こと に な り ま す 。 そ し て 電車 が 進む に つれ 

て 、 痛 み が さ ら に 強く な り ま し た 。 私 の 心 は 明らか に モル ド バ の すべ て の 石 に 執着 し て いて 、 ど ん どん 残し て い 
っ た と き 、 そ の 一 部 が 徐々 に 削り 取ら れ て いく よう に 感じ まし た 。 


一 日 中 、 私 は 一 人 で 刑務 所 の 車 に 閉じ 込め られ て 、 こ の よう に 旅 を し まし た 。 バ ロタ に 到着 し た の は 夕暮 れ 時 

だ っ た と 思い ます 。 捜 査 員 を 伴っ た 警察 官 が や っ て 来 て 、 私 に 立ち 去る よう に 言い まし た 。 彼 ら は 私 を 駅 の 裏 

に 連れ て 行き 、 そ こ で 車 に 乗っ て 出発 し まし た 。 彼 ら 5 は と て も いい 人 の よう に 見 えて 、 私 と 会 話 を 始め た り 、 冗 
談 を 言っ た り し よう と し て いま し た 。 し か し 、 私 は 別 の 考え や ニー ズ に 重荷 を 負っ て いた の で 、 話 す 気 は あり ま 
せん で し た 。 私 は 喜ん で 、 し か し 簡潔 に 答え まし た 。 


トゥ ル ヌ ル ・ セ ヴェ リン に 入り ます 。 
いく つか の 通り を 歩き な が ら 、 再 び 通 り を 歩く 人 々 を 目 に し た と き 、 私 は 心 の 中 で 真 の 喜び と 喜び を 感じ まし た 。 


私 た ち は 刑 務 所 の 門 で 立ち 止ま り まし た 。 再 び 、 私 の 後ろ で 鍵 の か か っ た 門 が 開い て 閉まり まし た 。 


監督 や スタ ッ フ の 皆さん が 私 を 名 誉 ある ゲス ト と し て 迎え て くれ まし た 。 私 に 割り 当て られ た 素敵 な 

部 屋 の 床 は 以前 の よう な セメント で は な く 木 の 床 で し た 。 

ここ で も 、 他 の 刑務 所 で の と き と 同じ よう に 、 囚 人 た ち は 愛 情 を 込め て 私 に 近づき まし た 。 そ し て 私 は その 後 、 
彼ら の 終わ り の な い 物 質 的 、 道 徳 的 悲惨 さ の 中 を 助け まし た 。 


翌日 中 庭 に 出 て み ま し た 。 そ こ か ら 通 り が 見 えま し た 。 

正午 ご ろ 、6 歳 か ら 7 歳 まで の 200 人 以上 の 小さ な 子供 た ち が 刑 務 所 の 門 の 前 に 集まっ て いる の に 気づき 

まし た 。 子 供 た ち は 私 が 通り 過ぎ る の を 見 て 、 ス カー フ を か ぶっ た 人 や 帽子 を か ぶっ た 人 な ど 、 小 さ な 
手 を 私 に 振り 始め まし た 。 彼 ら は 私 が トウ ル ヌ ル ・ セ ヴェ リン に 来 て 刑務 所 に いる と いう こと を 聞い た 
小学 生 た ち で し た 。 

この 子供 た ち は そ れ 以 来 、 私 に 同情 を 示す た め に 毎日 そこ に 来る よう に な り ま し た 。 彼 ら は 私 が 通り 過ぎ る の 
を 待っ て 、 小 さ な 手 を 振り まし た 。 


法廷 で は 、 ヴ ァ ル ラム 大 統領 は と て も 親切 な 人 で 、 私 に と て も 丁寧 に 接し て くれ まし た 。 

と り わ け 検 詩 官 コ ンス タン ティ ネ セ ウス は 、 彼 自身 も 知事 マリ ウス ヴォ ル ヴ ォ レア ヌ と と も に 私 の 有罪 
判決 を 獲得 する と 考え て いた と 言わ れ て いる が 、 私 は それ を 信じ な か っ た 。 最 初 は か な り 厳 し いも の で 

し た が 、 そ の 裏 に 悪意 を 感じ まし た 。 し か し 世論 の 波 や 子供 か ら お 年 寄り まで の 熱意 に よっ て 、 彼 ら は 少し ずつ 和 
ら ぎ まし た 。 当 時 、 誰 も が ルー マニ ア 人 で ある と 感じ 、 私 た ちの 戦い を この 国 の 将来 の た め の 神 加 な 戦い で ある 

と 考え て いま し た 。 彼 ら は 私 の 不幸 を 知っ て いて 、 私 の し ぐさ に 人 間 の 尊厳 に 対す る 反逆 の し ぐさ 、 自 由 

人 な ら 誰 で も する で あろ うし ぐさ で ある と みな し まし た 。 


何 世紀 に も わた る 屈辱 か ら 国 の 名 誉 を 守る た め に ピス トル を 振り か ざし た イア ンク ・ ジ アヌ と チュ ー ド ルウ 
ラジ ミレ スク 大 尉 の 子孫 で ある これ ら の 人 々 は 、 ヤ シ で 何 が 起こ っ た の か を すぐ に 理解 し て いま し た 。 ど 

ん な 議論 も 彼ら を 動か すこ と は で きま せん で し た . 検 察 官 と 市 長 が 叫ん だ の も 無駄 で 、 私 は 市 内 の すべ て の 家 
族 の 配慮 と 愛情 に 囲ま れ て いた 。 そ の 中 に は 、 私 が 検 詩 互 の た め に 捜査 を 行っ た コル ネリ ュー・ ラ ドウ レス ク 市 
長 の よう な 公 的 な 役割 を 果たし た 人 々 も 含ま れ て いた 。 


大 い に 賞 賛 し ます 。 し か し 、 私 は 、 他 の どこ に も な い ほ ど 、 特 に 私 の 形 難 に 対す る 子供 た ちの 愛 と 理解 に 囲ま 

れ て いま し た 。 彼 ら は トゥ ウル ヌル ・ セ ヴェ リン で 私 に 代わ っ て 最初 に 声 を 上 げ て くれ た 人 た ち で し た 。 年 配 の 
子供 た ち が 定 期 的 に 刑務 所 の 前 に 集まり 、 手 を 振っ て いる の を 見 て .、 辺 縁 部 か ら 来 た 、 歩 く こ と も ほとん ど 知 ら 
な い 小 さ な 子 供 た ち が や っ て 来 始め た 様子 を 懐か し く 思 い 出し ます 。 私 は 、 彼 ら 5 が や ら な けれ ば な ら な い プ ロ 
グラ ム の よう に 、 特 定 の 時 間 に す べ て の 部 分 か ら そ れ を 組み 立て る の を 見 まし た 。 み ん な 静か で 行儀 が よかっ 
た で す 。 彼 ら は 演奏 も 歌 も し ませ ん で し た 。 彼 ら は た だ 眺め て いて 、 私 が 隙間 を 通り 抜け る の を 待っ て いて 、 私 に 
手 を 振っ て くれ まし た 。 
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自分 : そ れ で 彼ら は 家 に 帰り まし た 。 彼 ら は この 刑務 所 に は 何 か 悲 し いこ と が ある と いう こと を 理解 し て お り 、 役 
ら の 常識 で は ここ に は 笑う べき こと は 何 も な いこ と が わか り ま し た 。 あ る 日 、 一 兵 が 彼ら を 追い 出し 始め た 。 次 
の 日 、 も う 彼ら の 姿 は 見 られ ませ ん で し た 。 彼 ら の 到着 を 阻止 する た め に 監視 員 が 配置 され た 。 


判決 


公判 期日 は 5 月 20 日 に 設定 され 、 裁 判 所 長 は 私 の 弁護 を 希望 する 全国 の 弁護 士 か ら 19,300 名 の 署名 を 受け 取り 
まし た 。 裁 判 の 2 日 前 に 、 大 勢 の 学生 が 電車 で 到着 し 始め た 。 フ ォ ク シャ ニ と 同様 に 、 ヤ シ の 生徒 数 は 300 名 

に 達し まし た 。 同 様 に に ブカレスト 、 ク ルー ジュ 、 チ ェ ル ナウ ティ か ら も 多く の 学生 が 来 ま し た 。 出 席 者 の 中 

に は 、3 月 14 日 に フォ クシ ャ ニ 隊 審 を 代表 する 弁護 人 と し て 登録 し た ミハイル ・ カ ラス 前 隊 審 委員 長 が 率い 

る フォ クシ ャ ニ 代 表 団 も 含ま れ て いた . 検 窪 側 人 、 ヤ シ 警 察 官 も 到着 し た 。 こ の 手続 き は ヴァ リア ム 参 事 官 が 議 
長 を 務め 、 国 立 劇 場 で 始ま っ た 。 私 の 隣 の 被告 席 に は 、 モ タ 、 ト ゥ ウド セ ・ ポ ペ ス ク 、 ガ ルニア タ 、 コ ルネ リュ ー・ ジ ョ ル 
ジェ スク 、 ラ ドゥ ウゥ: ミロ ノヴィ チ が いた 。 守 備 ベ ンチ で 
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座っ た : ク ザ 教 授 ガ ヴァ ネス クル 教授 ポー ル ・ イ リエ スク 、 ス ムレ ヌ 教 授 、 エ ム 。 


Vasiliu-Cluj、Nicusor Graur、 ト ウル ヌル - セ ヴェ リン バー 全体 劇場 は 、 等 


満員 で 、 そ の 周り や 外 に は 1 万 人 以上 の 人 が 待っ て いま し た 。 

階 審 員 が 選ば れ ま し た 。 以 下 が 描か れ ま し た :N. Palea、GN、Grigorescu、J. Caluda、. Preoteasa、GN Grecescu、D.1。 ボ ラ 、 
VB jujescu、C. ヴァ ル ガ ト ゥ 、C. 

Surdulescu、Adolf Petayn、P. 1. Zaharia、GN Boiangiu、. Munteanu、GN Ispas。 彼 ら は 宣 痺 を し 、 厳 粛 に 席 に 座っ た . 起 
訴状 が 読み 上 げ ら れ た 。 

尋問 が 続い た 。 私 は 起こ っ た こと を あり の まま に 話し まし た 。 他 の 5 人 も 同様 に 彼 の 尋問 に 答え 、 公 判 で は 事件 に 全く 関与 し て いな 
いと 真実 を 語っ た . 検 察 側 の 証人 は ユダ ヤ 人 と ヤシ 族 の 警察 官 だ っ た 。 


その 過程 で 、 彼 ら 5 は すべ て を 否定 し た 。 何 も 真実 で は あり ませ ん で し た 。 す べ て の 殴打 、 す べ て の 描 問 、 ま っ た く の 提 造 。 彼 ら は 病理 
学者 の ボ グ ダ ン 教授 が 発行 し た 診断 書 さ え 否 定 し た 。 彼 ら の 態度 は 、 真 実 を 、 そ し て 真実 だ け を 伝え る と いう 十字 架 上 の 区 い 
を 立て た こと を 考慮 する と 、 法 廷 全 体 の 慣 り を 引き 起こ し た 。 


証人 の 一 人 で ある ヴァ シリ ュー・ ス ラン チ ウ 長官 は 、 最 も 慈悲 深い 存在 に 変貌 し た の を 今 私 が 見 た が 、 何 も 見 て お ら ず 、 何 も し な か っ 
た 。 私 は 立ち 上 が っ て 裁判 長 の 許可 を 得 て 、 慣 り に 満ち た 声 で 彼 に 尋ね まし た 。「 夫 人 の 顔 を 殴っ た の で は あり ませ ん か ? 」 


「 ギ ー カ の 庭 ? 」 「 そ れ は 私 で は あり ませ ん 。」 


「 生 徒 た ちの 頭 を バケ ツ の 水 に 浸し 、 頭 を 下げ て 足 の 裏 を 鞭 打 た れ た の は あな た で は あり ませ ん で し た か ?」 


「 私 は その 時 そこ に は いま せん で し た 。 私 は ダウ ンタ ウン に いま し た 。」 


彼 の 顔 、 す べ て の し ぐさ 、 す べ て の 行動 で 、 彼 が 嘘 を つい て いる こと が わか り ま し た 。 彼 は 十字 架 上 で 碑 っ た の に 、 嘘 を つき まし た 。 
劇場 の 群衆 全員 が 慎 慌 し て 沸き 立っ た 。 

突然 、 あ た か も 群衆 の 集団 的 な 怒り が 望ん で いた か の よう に 、 聴 衆 の 中 の 男 が 飛び 上 が り 、 長 官 を 腕 に 抱き 上 げ 、 体 を 抱え て 担 

ぎ 上 げた 。 テ ィ リ カ ・ イ オア ニ ド さ ん で し た 。 私 た ち は 、 長 官 を 階段 か ら 突 き 落 と し な が ら 彼 が 「 こ こ か ら 出 て 行け 、 悪 党 、 命 の 保証 

は し な いか ら ! 」 と 叫ぶ の を 聞い た 。 戻 っ て きた 彼 は 、 ヤ シン の 他 の 委員 た ち に こう 言っ た 。「 あ な た は 自ら の 手 で 、 こ の 
子供 た ち を 残忍 に 揚 間 し まし た 。 も し あな た が ここ トゥ ウル ヌル ・ セ ヴェ リン で その よう な こと を し て いた ら 、 人 々 は あな た を 虐殺 し て い 
た だ ろう 。 こ の 街 に お ける あな た の 存在 は 、 こ の 街 を 汚し ます 。 始 発電 車 に 置い て お か な いと 不幸 が 降り か か る よ 。」 


人 々 が 動揺 し て いた た め 、 こ の ジェ スチ ャ ー は に 実際 に は 歓迎 され まし た 。 全 体 の 緊張 し た 雰囲気 を 和らげ て くれ まし た 。 拓 

間 者 た ち は 屈 辱 を 受け 、 今 で は 歩き な が ら 地面 に 頭 を 下げ て 人 々 に 挨拶 し 、 ト リコ ロー ル の バン ド の 最も 謙虚 な 着用 者 に 少し で 
も 注意 を 払っ て くれ る よう に 懇願 し まし た 。 「 あ た か も 私 た ち が 善 良 な ルー マニ ア 人 で は な いか の よう に ! 私 た ち は ど 
うす る つも り だ っ た の で し ょ うか ? 

私 た ち に は 命令 が あり まし た 。 」 


「 違 いま す 悪党 ども ! あ な た に は 父親 の 心 も ル セー マニ ア 人 の 心 も あ り ま せん で し た 。 あ な た に は 名 誉 も 法律 へ の 敬意 も あ 
り ま せん で し た 。 命 令 が あっ た と 言う の で すか ? 違 う ! あ な た に は 裏切り 者 の 心 が あ り ま し た 。」 
そう や っ て 人 々 は 街中 で 彼ら を 叱り まし た 。 
それ か ら 約 2 日 間 、 草 護 側 証人 の 証言 録 取 が 続き 、 そ の 中 に は ヤシ 大 学 の イオ ン : ガ ヴァ ネス クル 高齢 教授 も 含ま れ て お り 、 彼 自身 も 
マン シ ウ ツウ 市 長 が 主宰 する 大 学 教授 会 議 で 虐待 を 受け た 。 ま た 、 軍 事 学校 や 歩兵 学校 の 士官 私 の 元 上 司 や 教師 も いた 。 そ の 後 、 被 害 
者 と その 両親 は 、 裁 判官 の 前 で 、 彼 ら が 受け た 痛ま し い 屈 辱 の 場面 を ほぼ 涙 な が ら に 再現 し て 証言 し た 。 


対象 と な り ま し た 。 民 間 監 視 員 は 首都 に ある フリ ー メ ー ソ ン の ロッ ジ の 代表 コス タ ・ フ ォ ル 氏 だ っ た 。 


弁護 人 は 以下 の 順序 で 話し た 。 ポ ー ル ・ イ リエ スク 、 タ ー チ ェ < ポ リク ラッ ト 、 ヴ ァ レ ル ・ ロ ー マ ン 、 ヴ ァ レ ルポ ッ プ 、 サ ンド ゥ ウパ バ 
カロ グル 、Em. バ シリ ュー クル ー ジ ュ 、 カ ナナ ウ 、 ド ンカ マネ ア 、 
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ミト ウゥ レス ク 、 ヴ ァ ー ジ ル ・ ネ タ 、 ネ アグ ・ ネ グリ レス ティ 、 ヘ ン リ エッ タ < ガ ブリ レス ク 教授 博士 。 

スム レ ヌ 氏 、 イ オン : ガ ヴァ ネス クル 教授 AC< ク ザ 教 授 。 ミ ハイ ル ・ カ ラス 、 ヴ ァ シ レー セ ウ ・ ラ スカ ル 大 佐 、 ブ カレ 

スト の 老 司 祭 ド ウミ トレ スク 、 カ トゥ ナ ヌ 大 佐 が 簡潔 な 声明 を 発表 し た 。 ヤ シ 、 ク ルー ジュ 、 チ ェ ル ナウ ティ 、 ブ カレ 
スト 、 フ ァ ル シ ウ 郡 、 


トゥ ウル ヌル と セ ヴ ェ リン は それ ぞ れ 。 海 軍 マ ノレ スク 大 佐 、 ヤ シン の キリ スト 教徒 商人 の アレ クサ ンド ル ・: ヴ ェ ン 
トニ ッ チ 。 次 に コス ティ カウ ング レア ヌ 、 ペ トル ・ ヴ ァ シ リュ ー、 グ レン シア 戦傷 病 兵 ペ テウ テープ ロ エ ス ティ 大 尉 、 
そし て M・ ネ グル ニキ シナ ウ 。 最 後に 話し た の は 私 で し た 。 私 は こう 言い まし た 。 「 隊 審 員 の 皆さん 。 私 た ち が 戦 
っ た すべ て は 、 祖 国 と ルー マニ ア 国 民 に 対す る 

信仰 と 愛 か ら で し た 。 私 た ち は 最 後 ま で 戦う 義務 を 負っ て いま し た 。 こ れ が 私 の 最後 の 言葉 で す 。」 


これ は 私 の 裁判 の 6 日 目 、1925 年 5 月 26 日 の こと で し た 。 私 た ち 6 人 は 判決 を 待つ た め に 部 屋 に 連れ て 行か れ ま し た 。 
私 た ち は あ まし 興奮 し て いま せん で し た が 、 ど うい うわ け か 同じ で し た 。 数 分 後 、 大 ホー ル か ら 万 雷 の 拍手 、 叫 び 、 
歓声 が 聞こ えて きま す 。 ド ア が 開き 、 群 衆 が 私 た ち を 会 議 室 に 案内 し た と き 、 私 た ち に は これ に つい て 考え る 時 間 は あ 
り ま せん で し た 。 

私 た ち が 肩 を 背負 っ て 登場 する と 、 み ん な 歓声 を 上 げ て ハン カチ を 振り まし た 。 


ヴァ ル ラ ム 判 事 も 、 抗 うこ と の で き な い 熱意 の 波 に 襲わ れ ま し た 。 裁 判 員 た ち は 全 員 着 席 し 、 今 度 は か ぎ 十 字 の つい 
た トリ コロ ー ル の 補 テ ー プ を 身 に 着け て いた 。 


無罪 判決 が 読み 上 げ ら れる と すぐ に .、 私 は 一 万 人 以上 が 集まっ て いる 外 に 担ぎ 出さ れ ま し た 。 彼 ら は 皆 、 私 た ち を 肩 に 
担い で 街路 を 歩く 列 に 倒れ 込み 、 歩 道 の 人 々 は 私 た ち に 花 の シャ ワー を 浴び せま し た 。 テ ィ リ カ ・ ロ ニー ド 氏 に 到 

着 し た と き 、 私 は あな た の バル コニー か ら 人 々 に 一 言 、 ト ウゥ ムル ・ セ ヴェ リン の ルー マニ ア 人 が 裁判 中 に 私 に 示し 

て くれ た 大 き な 愛 に 感謝 の 意 を 表し まし た 。 


IASI に 戻る 


トゥ ウル ヌル ・ セ ヴェ リン の 数 家族 が 訪問 し 、 私 を 養子 に し て くれ た こと に 感謝 し た 後 、 私 は 翌日 ヤシ 行き の 特別 列車 
に 乗り まし た 。 特 別 列車 は 私 の た めで は な く 、 裁 判 に 出席 し た 300 人 以上 の ヤス 人 の た め の も の で 、 フ ォ ク サ ニ ア ン 、 
バル ラディ アン 、 バ スル イア ン の 車両 が 連結 され て いた 。 何 干 人 も の 人 々 が 私 た ち を 見 送り に 駅 に 来 て 、 私 た ちの 列 
車 を 花 で 飾り まし た 。 


電車 は 出発 し まし た 。 後 ろ で は 、 群 衆 が ハン カチ を 振り 、 愛 と 闘い を 続け た いと いう 願い を 表明 し 、 空 気 を 響かせ た 

「 万 歳 の 声 」 。 私 は 窓 か ら あ の 大 群衆 を 眺め まし た 。 誰 も 以前 は 知り ませ ん で し た が 、 ま る で 何 年 も 前 か ら 私 た ち を 
知っ て いた か の よう に 目 に 涙 を 浮か べ て 私 た ちと 別れ まし た 。 私 は 心 の 中 で 祈り 、 主 が 私 た ち に 与え て くだ さっ た 勝利 
を 感謝 し まし た 。 


車 か ら 車 に 乗り 移る 今 に な っ て 初め て 、 ヤ シ の 同志 た ち が 一 人 一 人 と 話し 、 神 が 私 た ち を 勝利 に 導き 、 敵 全員 が 私 を 
危険 か ら 救 っ て くだ さっ た こと を 一 緒 に 喜ん で いる 姿 が 再び 見 えま し た 。 な い 。 逃 げ ば られ る だ ろう 。 


コン パー トメ ント で 私 は ク ザ 教授 と スム レア ヌ 教 授 夫 妻 を 見 つけ た 。 

彼ら は 私 た ちの 愛 に 包ま れ て 幸せ で し た 。 

どの 部 屋 も 花 と 緑 で 美しく 装飾 され て いま し た 。 そ し て 、 ト ゥ ムル ・ セ ヴ ラ ン 郊外 の 最初 の 停留 所 で は 、 農 民 と 司祭 、 
教師 と 生徒 た ち が 、 全 員 民 族 衣 装 を 着 て 、 新 し い 花 の 山 を 持っ て きま し た 。 


各駅 に は た くさ ん の 人 が 電車 の 到着 を 待っ て いま し た 。 
公式 の よう な 冷酷 な 対応 で は な か っ た 。 こ れ ら の 人 々 を も た らし た の は 、 義 務 で も 恐怖 で も 私 利 私 欲 で も あり ませ ん 
で し た 。 泣 いて いる 群衆 の 端 に 老人 た ちがい る の が 見 えま し た 。 
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な ぜ だ ろう か 2? 彼ら は 電車 の 中 で 誰 も 知り ませ ん で し た 。 未 知 の 力 が 彼ら を 強制 的 に 来 さ せ た よ う 
で 、 不 思 議 そう に こう ささ や きま し た 。 人 々 の た め に 、 人 々 の た め に 走る この も の を 除い て 、 
他 の も の は すべ て 、 そ れ に 乗る 人 の 利益 の た め に 動き ます 。」 


群衆 は 時 々 人 々 の 魂 と 接触 し ます 。 一 瞬 の ビジ ョ ン 。 群 衆 は 死者 と 過去 の すべ て を 抱え た この 国 を 見 
て いる 。 彼 ら の 栄光 の 瞬間 も 、 敗 北 の 瞬 間 も 感 じ て く だ さい 。 彼 ら は 未来 が 沸き 起こ る の を 感じ 
る こと が で きま す 。 不 滅 の 国民 全体 の 魂 と の この 接触 は 、 熱 狂 的 で 震え に 満ち て いま す 。 


それ が 起こ る と 、 大 勢 の 人 が 泣き ます 。 お そら く 、 こ れ は 国家 の 神秘 性 で あり 、 そ れ が 何で ある か を 知 
ら な いた め に 批判 する 人 も いれ ば 、 体 験 で き な い た め に 定義 で き な い 人 も いま す 。 


エク スタ シー を 目指 す キ リス ト 教 神秘 主義 が 、「 人 間 性 か ら 神 柱 へ の 飛躍 」(Crainic *) を 通じ た 
人 間 と 神 と の 接触 で ある と すれ ば 、 国 家 神秘 主義 は 人 間 、 あ る い は 多数 者 と の 接触 に ほか な ら 
な い 。 彼 の 民 の 魂 と と も に 。 、 個 人 的 な 関心 事 か ら 人 々 の 永遠 の 命 へ と 飛躍 する と いう 手段 に よ 
っ て 。 そ れ は どん な 歴史 家 で も で きる よう な 知 的 な こと で は な く 、 魂 を 込め て 行う こと だ 。 


旗 や 緑 で 飾ら れ た 列車 が クラ ヨ バ に 停車 する と 、 駅 の ホー ム は 1 万 人 以上 の 乗客 で 満員 と な っ 
た 。 私 た ち は 肩 に 担 が れ て 倉庫 の 奥 ま で 運ば れ 、 そ こ で 住民 の 一 人 が 出迎え て くれ まし た 。 


ク ザ 教授 が 話し た 。 そ し て 私 も 簡単 に 。 

私 た ち は 大 小 の すべ て の 駅 で この よう に 迎え られ まし た が 、 主 に ピア トラ オル ト 、 ス ラテ ィ 
ナ 、 ピ テ シ ュ ティ の 都市 で し た 。 鉄 道 治 線 の これ ら の 町 の ほとん ど に は 国家 主義 団体 は な 
く 、 駅 に 人々 を 呼び 寄せ る た め の ビ ラ を 配る 者 も いな か っ た が 、 ホ ー ム は アメ リカ に 敬礼 
する 数 千 人 も の 人 々 で 埋め 尽く され た 。 


ブカレスト に 到着 し た の は 午後 8 時 頃 で し た 。 も う 一 度 私 は 迎え に 来 て 、 意 気 揚々 と 肩 に 担 が れ 
て 駅 を 通っ て 正面 まで 運ば れ ま し た 。 そ こ で は 広場 全体 が 海 で 、 工 科大 学 の は る か 向こう 、 グ リヴ 
ィ タ 巡礼 路 に 沿っ て 広がっ て いま し た 。 5 万 人 以上 の 人 が 集まっ た で あろ う 、 何 も の も 息苦し い 
ほど の 熱狂 を 見 せ て いた 。 ク ザ 教 授 は 彼ら に 話し か けた 。 そ の た め 実 際 、 国 中 に 愛国 的 な 潮流 

が 非常 に 強力 に 墓 延 し て お り 、 そ れ が LANC を 権力 の 座 に 導い た 可能 性 が ある 。 し か し 、 こ の 
運動 が 二度と 見 る こと の な い 、 こ うし た 有益 で 戦術 的 、 政 治 的 に 偉大 な 瞬間 は 、 掴 まれ な か っ た 。 


ク ザ 教授 は 、 政 治 運動 で は めった に 見 られ な い 大 き な 戦 術 的 機会 を 利用 する 方 法 を 知り ませ ん で し た 。 


治 的 対立 に 詳し い 客観 的 な 観察 者 の 目 に は 、LANC の 運命 は 今や 決定 され て いる 。 


私 た ち は 出かけ た 。 一 晩 中 、 人 々 が 停留 所 で 私 た ち を 出迎え て くれ まし た 。 フ ォ ク シャ ニ に は 午前 3 時 

の 時 点 で 1,.000 人 以上 が お り 、 前 日 午後 4 時 か ら 待 機 し て いた 。 彼 ら は 私 た ち が そ こ に 一 日 立ち 寄っ 

て ほし いと 言い まし た 。 し か し 、 私 た ち は 続け まし た 。 フ リス タ シ ュ ソ ロモ ン 、 ア リス ト テ ル ・ ゲ オル ギュ ウ 、 
ゲオ ル ギ カ ニク レス ク ら か ら な る 代表 団 が 列車 に 乗車 し た 。 彼 ら は 私 に こう 言い まし た 。「 あ な た の 裁 
判 を 私 た ちの 街 で 主催 する の は 幸運 で は な か っ た の で 、 あ な た は フォ クシ ャ ニ で 

結婚 する 必要 が あり ます 。6 月 14 日 の 早朝 に あな た は フォ クシ ャ ニ に いる は ず で す 。 す べ て が 解決 され る 
で し ょ う 。 . 航 が 予定 通り フォ クシ ャ ニ に 行く と 約束 し た 後 、 代 表 団 は マラ セス ティ で 列車 を 降り た 。 私 た 
ち は 朝 、 と て も 疲れ て ヤシ に 到着 し まし た 。 駅 に は 学生 や 町 の 人 た ちがい て 、 私 た ち を 肩 に 担い で 
市 内 を 通っ て 大 学 まで 連れ て 行っ て くれ まし た 。 そ こ で 私 た ち は 憲 兵 の 非常 線 に 出迎え られ まし た 。 
群衆 は ど よ めい て 大 学 に 入り 、 私 た ち を 円 形 劇場 に 連れ て 行き まし た 。 そ こ で ク ザ 教授 が 演説 し 、 そ の 
後 人 々 は 平和 的 に 解散 し た 。 み ん な は ベビ ー ベ ッ ド に 行き まし た 。 私 は 8 か 月 前 に 残し た フラ 

ワー ズ ス トリ ー ト の 小さ な 家 を 見 直し まし た 。 翌 日 、 私 は 湖西 へ 向かい まし た 。 そ こ で 母 は 玄関 で 
泣き な が ら 私 を 待っ て いま し た 。 


数 晶 後 、 市 役所 で 私 の 人 前 結婚 式 が 執り 行わ れ ま し た 。 


ニチ フォ ル ・ ク ラニ ッ チ (1889-1972) 、 ル ー マ ニ ア の ジャ ー ナ リス ト 神学 者 哲学 者 。 (Tr.) 
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1925 年 6 月 - 1926 年 6 月 


私 の 結婚 


母 、 父 、 兄 弟 姉妹 、 花 嫁 、 義 父母 に 付き 添 われ 、 私 は 6 月 13 日 に フォ クシ ャ ニ に 向け て 出発 し まし た 。 そ こ で 私 た ち は マ クリ デス 
ク 将 軍 の 家 に 客 と し て 来 て いま し た 。 そ の 夜 、 私 た ち を 訪れ た 結婚 式 の 組織 委員 会 か ら り 、 す べ て の 準備 が 整っ て お り 、 他 

の 都市 か ら す で に 3 万 人 以上 の 人 々 が 全員 収容 され て お り 、 そ の 夜 に は さら に 多く の 人 が 来る と 知ら され まし た 。 フ ォ ク シ 
ヤニ の 住民 全員 が これ ら の 客人 を 喜ん で 迎え 、 喜 ん で 歓迎 し た こと を 。 


翌朝 、 プ ログ ラム で 要求 され て いる よう に 、 私 た ちの 古い 民俗 の 伝統 に 従っ て 馬 が 私 の た め に 連 
れ て 来 ら れ 、 花 嫁 の 家 を 通り 過ぎ た 後 、 私 は 街 の 外 の クラ ング (グロ ー ブ ) ま で 列 を 率い まし た 。 道 
の 両側 に は 人 が いて 、 木 々 の 間 に は 子供 た ち も い た 。 私 の 後ろ に は 、 華 や か な 馬車 に 乗っ た 花 

婚 の 付添 人 た ち が 続い て いま し た 。 ク ザ 教 授 と マク リ デ ス ク 将 軍 、 フ リシン シャ チ : ソ ロモ ン 、 コ ロ ネ 
ルカ ン ブ レ アヌ 、 ト ゥ ドロ チェ スク 、 ゲ オル ギ カ ・ ニ クレ スク 、 バ グレ スク 少佐 ら 。 次 に 6 

人 が 引く 花嫁 の 馬車 が や っ て 来 た 。 
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牛 と 花 で 飾ら れ た 後 、 ゲ スト の カー ト が 続き ます 。 合 計 2.300 台 の ワゴン 、 馬 車 、 自 動車 が 花 で 飾ら れ 、 民 族 衣 
装 を 着 た 人 々 が 集まり まし た 。 私 は フォ クシ ャ ニ か ら 4 マイ ル 足 ら ず の クラ ング に 到着 し まし た が 、 縦 隊 の 後 尾 は 
まだ フォ クシ ャ ニ を 離れ て いま せん で し た 。 結 婚 式 は 、 こ の 目的 の た め に 特別 に 建て られ た プラ ッ ト フ ォ ー ム で 行わ れ ま 
し た 。 8 万 人 か ら 10 万 人 が 出席 し た 。 宗 教 的 な 儀式 の 後 私 た ち は ホ ラ や その 他 の 民族 舞 忠 を 踊り 、 祝 

賀 会 は 芝生 の 上 で の 祝宴 へ と 続き まし た 。 フ ォ ク シャ ニ の 住民 は 自分 た ちの た め だ け で な く 、 町 外 か ら の 客人 の た 

め に も 食料 を 持っ て きま し た 。 


パー ティ ー 全 体 は 、 民 族 衣 装 や 装飾 され た ワゴン が 見 事 に 展示 され 、 彼 ら の ダン ス と 熱意 が 撮影 され まし た 。 数 
週間 後 、 こ の 映画 は ブカレスト の 映画 館 で 上 映 さ れ た が 、 内 務 省 が フィ ルム と プリ ント を 没収 し 焼 電 し た た め 、2 回 だ け 上 映 
され た 。 


パー ティ ー は 夕暮 れ 時 に 、 全 体 的 に 友愛 と 活気 に 満ち た 雰囲気 と と も に 終了 し た 。 そ の 夜 、 私 は 妻 と 何人 か の 仲間 と 一 緒 に 
バイ レ ・ エ ルク ラ ネ へ 出発 し 、 そ こ で 古い 友人 で ある S・ マ ル タ ロ グ の 家族 と 一 緒 に 2 週間 を 過ごし まし た 。 


モタ は 今度 は ヤシ に 行き 、 エ ンジ ニア の グリ ゴ レ ・ ベ ジャ ン か ら 寄 付 され た 土地 に キリ スト 教文 化 会 館 の 基礎 を 掘り 始 
め た 。 


シオ ラス ティ の 洗礼 式 
8 月 10 日 、 フ ォ ク シャ ニ 近 郊 の シオ ラス ティ で 、 私 は プ ト ナ 郡 と その 周辺 で その 月 に 生ま れ た 100 人 の 赤ん坊 の 洗礼 式 
の 名 付け 親 を 務め た 。 洗 礼 は フォ クシ ャ ニ で 行わ れる こと に な っ た 。 し か し 政府 は それ を 阻止 する た め に 現地 包囲 令 を 


布告 し た 。 
多く の 障害 を 乗り 越え た 後 、 私 た ち は シ オラ ステ ィ に 後退 し 、 そ こ で 銃剣 の 影 で 子供 た ちの 洗礼 を 行う こと が で きま し た 。 


1 年 後に 仕事 が 再開 され る 


私 は ヤシ に 戻り 、 仲 間 と 一 緒 に 家 の 建 設 に 取り 組み まし た 。 私 た ち は 古 い 建設 計画 と 青年 組織 計画 の 両方 を 推進 し ま 
し た が 、 運 命 に よっ て ほぼ 1 年 間 中 断 さ れ ま し た 。 


寄付 金 も 届 き 始め た 。 ド ロホ イ の モル ッ ツ イィ 家 は 100,.000 レイ を 寄付 し まし た 。 カ ンタ クジ ー ノ 将軍 は セメント 貨車 3 台 を 
寄贈 し た 。 ア メリ カ に 住む ルー マニ ア 人 は 、 新 聞 「 リ ベル タテ ア 」(「 リ バテ ィ 」) を 通じ て 40 万 レイ 以上 を 寄付 し 

た 。 ト ラン シル ヴァ ニア 、 ブ コ ヴ ィ ナ 、 ベ ッ サ ラビ ア の 最も 辺 部 な 村 の 農民 た ち は 、 な けなし の 資源 の 一 部 を 愛情 を 込め 

て 「 ヤ シ の 家 」 と 呼ん で いま し た 。 


これ ら す べ て の 寄付 は 、 当 時 私 た ちの 運動 が あら ゆる 社会 階層 で 享受 し て いた 共感 の お か げ で 届き まし た 。 学 生 や 学 生 た 
ち が 自 分 の 家 を 建て て いる 様子 を 示す 写真 は 、 大 き な 熱 意 を 呼び 起こ し まし た 。 こ れ は 今 ま で に な か っ た 全く 新しい 
も の で し た 
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私 た ちの 国内 また は 海外 で 以前 に 見 られ まし た 。 こ の 活動 は ヤシ で 非常 に 共感 を 呼ん だ た め 、 オ フィ ス で 働く 人 々 は 一 日 
の 終わ り に 仕事 を 終え る と 、 上 着 を 脱い で 建設 現場 に 行き 、 シ ャ ベル 、 つ る は し 、 ま た は セメント の 手押し 車 を 手 に 入 

れ ま し た 。 ベ ッ サ ラビ ア の クル ー ジ ュ と ブカレスト の ブ コ ヴィ ナ か ら 来 た 学生 た ち は 、 こ の 種 の 仕事 に 携わっ て いま 

し た 。 十 字 架 の 同胞 団 は すでに モタ の 監督 下 で 多く の 都市 で 組織 され て いた た め 、 若 い 高 校生 た ち が 遠 く か ら 働 き に 
来 て 、 私 た ちの 精神 で 教育 を 受け て 帰国 し まし た 。 


ルー マニ ア の すべ て の 若者 に 共通 する 2 年 間 の 学生 閣 争 、 動 揺 、 苦 し み は 、 偉 大 な 奇跡 を 成し遂げ た 。 そ れ は 、 古 い 世代 

が 融合 し て 統合 する 能力 の な さ に よっ て 脅かさ れ て いた 国家 の 精神 的 統一 を 再 確立 する こと だ っ た 。 大 規模 な 全国 コミ 
ユニ ティ と 一 体 で す 。 今 、 全 国 各地 か ら 集 まっ た 若者 た ち は 、 国 の た め に 学校 で の 共通 の 努力 を 通じ て 、 こ の 魂 の 統一 を 強 
化し 、 神 聖 化し つつ あり まし た 。 


政治 運動 を 脅かす 危険 


全国 を 横断 する この 流れ は 恐る べき も の だ っ た 。 こ れ ほ ど 異 常 な 人 気 の 流れ が この 国 に 存在 し た こと は これ まで 
何 度 も な か っ た と 思い ます 。 組 織 力 の 不足 と 行動 計画 の 欠如 に より 、 チ ャ ン ピ オ ンシップ は うま くい きま せん で し た 。 さ 
ら に 、 こ の 大 き な 流 れ の 結果 、 一 部 の 妥協 的 で 危険 な 分 子 が 運動 に 侵入 する 可能 性 が ある と いう 脅威 が あり まし た 。 運 動 
は 外部 の 敵 の 打撃 に よっ て 決し て 死ぬ こと は な く 、 他 の 人 間 の 有機 体 と 同様 に 、 内 部 の 敵 の せい で す 。 通 常 、 外 

的 要因 (電車 や 車 に は ね られ る 、 射 殺さ れる 、 湧 れる な ど ) で 死亡 する 人 間 は 100 万 人 に 1 人 程度 で す 。 人 間 は 体内 の 


毒素 に 屈し 、 毒 で 死に ます 。 


実際 の と ころ 、 ヴ ァ カ レシ ュ テ ィ 、 フ ォ ク シャ ニ 、 ト ゥ ウル ヌル ニセ ヴェ リン の 裁判 の 後 、 希 望 す る 人 は 誰 で も 私 た ちの 仲間 に 加わ 
る こと が で きま し た 。 

ー 部 の 人 々 は 、 購 読 料 を 集め た り 、 パ ン フ レッ ト を 販売 し た り 、 貸 し 出し た りす る な ど 、 詐 欺 行為 に 参加 する た め に 団 
結 し 、 こ れ ら の 人 物 が どこ に 登場 し て も 、 常 に 運動 を 危険 に さら し まし た 。 政 治 的 登山 者 と し て 団結 し て いた 

他 の 者 た ち は 、 指 導 者 の 地位 や 議会 の 議席 な ど を めぐ っ て 互い に 口論 や 非難 を 始め た 。 ま た 、 誠 実 で は ある が 規律 

に 欠け 、 上 司 の 命令 に 従う こと を 拒否 し た 者 も いた 。 こ れ ら の 人 々 は 、 そ れ ぞ れ の 指令 に つい て 際限 な く 交 渉 し 、 そ れ ぞ 
れ が 独自 に 行動 し まし た 。 再 び 誠 意 を 持っ て 私 た ちの 仲間 に 加わ っ た 他 の 人 た ち は 、 私 た ちの 精神 に 溶け 込む こと が で 
きま せん で し た 。 


私 た ちの よう な 組織 に 溶け 込む こと が で きず 、 し た が っ て 内 部 か ら 自 分 た ちの 存在 その も の を 危険 に さら す ほ どの 
道徳 構造 を 備え た 非常 に 優れ た 個人 が た くさ ん いま す 。 生 まれ つき 興味 を そそ られ る 人 も いま す 。 彼 ら が 団結 する も の 
は 何で も 、 物 語 を 語る こと で 破壊 し ます 。 


固定 観念 を 持っ て いる 人 も いま す 。 彼 ら は すべ て の 解決 策 の 鍵 を 見 つけ た と 心から 信じ て お り 、 そ の 価値 を あな た 

に 納得 させ よう と し て いま す 。 ジ ャ ー ナ リズ ム の 悪 に 悩ま され 、 病 気 に な つっ て いる 人 も いま す 。 彼 ら は 、 何 と し て で も 新聞 
社 の 取締 役 に な り た い 、 あ る い は 記事 の 最後 に 自分 の 名 前 が 掲載 され る こと を 望ん で いま す 。 ど こ に 行っ て も な ん と か 妥 
協 す る よう な 行動 を と る 人 も いま す 。 


闘争 全体 、 そ し て そこ で 組織 が 享受 し て いた 信頼 を 損なう こと で 。 

最後 に 、 陰 謀 や スパ イ 活 動 に 従事 する た め に 特別 に 報酬 を 受け 取り 、 国 家主 義 運動 の あら ゆる 崇高 な 努力 を 危う くす る 
者 も いる 。 

それ で は .、 運 動 の 指導 者 は 、 自 ら の 指導 下 に 就く こと を 望む 人 々 に 対し て 、 ど れ ほ どの 注意 を 払い 、 ど れ ほ ど 慎 重 に な 

ら な けれ ば な ら な いこ と で し ょ う 。 彼 ら を 教育 する た め に どれ ほど 多く の こと を し な けれ ば な ら な いか 、 ま た 彼ら に 対し 
て どれ ほど の た ゆま 監督 を し な けれ ば な ら な いこ と で し ょ う 。 こ れ ら の 予防 策 が な けれ ば 、 ム ー ブ メ ント は 絶望 的 に 危 
険 に さら され て し まい ます 。 
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圧 し いこ と に 、 ク ザ 教 授 は これ ら の 義務 を まっ た く 認 識 し て いま せん で し た 。 そ の スロ ー ガ ン は 「 誰 で も リー グ に 
参加 で きる が 、 残 れる 人 だ けが リー グ に 参加 で きる 」 だ っ た 。 


そし て その 態度 は 本 当 の 災い を も た ら す で し ょ う 実際 、 数 カ月 後 、 リ ー グ は 陰謀 の る つぼ 、 ま さ に 
地獄 と 化し た 。 

当時 の 私 の 信念 は 、 今 で も 変わ り ま せん が 、 組 織 は 「 入 り た い 人 な ら 誰 で も 」 入 れる の で は な く 、「 入 
る に 値する 」 人 だ け を 入れ る べき で あり 、 そ の 人 た ち だ けが 、 そ し て その 期間 だ け 、 そ こ に 留まる こと を 
許さ れる べき だ と いう も の で し た 。 彼 ら は 、 正 し く 、 勤 勉 で 、 規 律 正 し く 、 上 忠実 で す 。 


組織 内 で 上 記 の よう な 壊 痕 の 兆候 が 明らか な 場合 は 、 直 ち に 隔離 し 、 よ り 多 く の エ ネル ギー を か け 

て 切除 する 必要 が あり ます 。 そ うし な いと 、 感 染 が 癌 の よう に 運動 器官 全体 に 広がり 、 原 因 が わ 

か ら な く な り ま す 。 あ な た の 責 身 的 な 使命 と 未来 。 彼 は 死ぬ か 、 何 も 達成 で きず に 生死 の 境 を さま よう こと 
に な る だ ろう 。 こ の 状況 を 改善 する よう ク ザ 教授 を 説得 し よう と し た 私 た ちの 努力 は 失敗 に 終わ り ま し 
た 。 そ の 理由 は 、 一 方 で は 、 彼 が 運動 を 行う た め の こ れ ら の 基本 原則 を まっ た く 知 ら な か っ た た めで あ 

り 、 他 方 で は 、 陰 謀 に よっ て 私 た ち も 彼 か ら 孤 立 さ せ て し まっ た た めで す 。 そ の 結果 、 私 た ち が 彼 に 与え た 
可能 性 の ある 影響 力 を 麻痺 させ る こと に な り ま す 。 


私 た ち バ カレ ステ ィ ア ン は 、 こ れ に 気づき 、 ク ザ 教 授 か ら 私 た ち を 引き 離す 目的 で 私 た ち を 襲う 絶望 

的 な 攻撃 、 陰 謀 の 波 を 見 て 、 彼 の 家 に 行き 、 再 び 彼 に 忠誠 を 碑 い 私 た ち が す べ て を 行う と 信じ て ほし い 
と 頼み まし た 運動 内 の 現状 を 正す の は 私 た ちの 力 で す 。 私 た ちの 試み は 無駄 で ある こと が 判明 し た 。 組 
織 と 行動 計画 の 両方 に 関し て 、 さ ら に は 私 た ちの 運動 の 基本 的 な 教義 に 関し て さえ 、 私 た ち が ま っ 

た く 異 な る 観点 か ら 物事 を 見 て いる こと に 彼 が 気づい た か ら で あ る 。 私 た ち は 数 字 、 選 挙 、 民 主 主義 の 数 
字 と し て で は な く 、 人 間 の 道徳 的 本 質 と いう 考え か ら 出発 し ます 。 し か し 、 彼 は 、 私 た ち が 陰 謀 者 の 犠 
牲 者 だ っ た か ら 、 こ の 考え を 維持 し た と 確信 し て いま し た 。 


リー ダー の 批判 


この 事態 の 責任 は 誰 に あっ た の で し ょ うか ? も ちろ ん リー ダー で す 。 こ の 運動 に は 偉大 な リー ダー が 必要 
で あり 、 下 に ある 運動 の 波 に 気付 か な い 優 秀 な 主義 主張 者 で は あり ませ ん 。 運 動 を 支配 し 制御 する 印 
象 的 な リー ダー。 


誰 も が この 役割 を 果たせ る わけ で は あり ませ ん 。 そ れ に は プロ フェ ッ シ ョ ナル 、 生 来 の 資質 を 備え た 

人 、 組 織 の 原則 だ け で な く 発 展 と 闘争 に つい て も 理解 し て いる 人 が 必要 で す 。 こ の よう な 運動 を 担当 
する に は 、 有 名 な 大 学 教授 で ある だ け で は 十分 で は あり ませ ん 。 こ こ に は 優れ た 能 取 り 手 、 私 た ち を 波 
の 上 に 導い て くれ る 熟練 し た 船長 、 法 律 を 知っ て いて その よう な リー ダー シッ プ の 秘密 を 熟知 し て いる 
人 が 必要 で す 。 風 や 海 の 深 さ を 知っ て いる 人 、 人 危険 な サン ゴ 礁 を 知っ て いる 人 、 最 後に し っ か り と し 

た 手 で 能 を 握る 人 。 


トラ ン シ ル ヴァ ニア が ルー マニ ア 人 の も の で ある こと を 証明 し た 人 物 が 、 そ れ を 征服 する た め に 出動 す 
る 軍隊 を 指揮 する 権利 を 持っ て いる と いう だ け で は 十分 で は あり ませ ん 。 ユ ダ ヤ 人 の 危険 の 存在 を 理論 
的 に 証明 で きる と いう 事実 だ け で は 、 こ の 問題 の 解決 を 国 証 す 民 衆 の 政治 運動 を 指揮 する 権利 を 彼 が 持 
つの に 十分 で は な い の と 同じ よう に 。 こ こ に は 2 つの まっ た く < 異な る レベ ル の 活動 が あり 、 関 与 する 個人 
に は まっ た < く 逆 の 適性 と 資格 が 要求 され ます 。 


私 た ち は 、 標 高 1.000 メー トル を 超え る 最初 の レベ ル 、 理 論 の 領域 、 法 律 の 抽象 的 な 領域 を 想像 で きま す 。 
そこ で 理論 家 は 真実 と その 理論 的 定式 化 の 研究 に 従事 し ます 。 彼 は 、 具 体 的 な 現実 の 基礎 か ら 、 
創造 的 な 領域 で 法則 を 策定 する た め に 基礎 か ら 始 め ま す 。 


も う 一 つの レベ ル は 地球 上 で す 。 こ こ で は 、 リ ー ダ ー と し て の 資質 に 恵まれ た 男 が 、 力 ずく で 真実 を 押し 
つけ る 芸術 に 従事 し て いる 。 彼 は 高み に 到達 する 
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法 と 調和 する こと で す が 、 そ の 実践 の 場 は ここ 戦場 戦略 と 戦術 の 分 野 で す 。 


1 つ 目 は 理想 を 作成 し 、 目 的 の 概要 を 示し ます 。 後 者 は それ ら を 実行 し 、 満 た し ます 。 
分 業 の 自然 原理 に より 、 こ れ ら 2 つの 機能 の 性 質 が 1 人 の 個人 に 見 られ る 例外 は 次 の と お り で す 。 


極め て まれ な 。 


ク ザ 教授 は 何より も 理論 家 で す 。 理 論 レ ベル で は 、 太 陽 の よう に 輝き ます 。 
あな た の 仕事 は 次 の と お り で す 。 


a) 国籍 法 の 真実 の 研究 と 策定 。 b) 
国籍 の 敵 の 発見 と 完全 な 特定 。 ユ ダ ヤ 人 。 c) ユダ ヤ 人 問題 の 解決 策 を 仮定 する 。 


以上 で す ! し か し 、 こ れ は 途方 も な い 成 果 で す 。 な ぜ な ら 、 す べ て の 科学 的 証拠 が 彼 の 側 に ある に も か か わら ず 、 科 
学者 全員 が 彼 に 反対 し 、 あ ら ゆ る 方 向 か ら 彼 を 攻撃 し 、 彼 の 発見 を 覆 そ うと し て いる か ら で す 。 し か し 、 彼 は 抵 

抗 し ます 。 こ の 最初 の レベ ル で は 、 人 間 や 人 間 の 力 を 使う 必要 は あり ませ ん 。 そ れ ど ころ か 、 最 初 の 飛行 機 に 乗 

つて いる 男性 は 人 々 を 避け ます 。 し か し 、 第 2 の 計画 に は まず 人 が 必要 で す 。 た だ 誰 で も ? 確 か に そう で は あり ませ 
ん ! し か し 、 リ ー ダ ー と な る 人 人 々 は 人 間 的 な 力 に 変え な けれ ば な り ま せん 。 


つま り : 


1. 特定 の 厳格 な 原則 に 従っ て それ ら を 組織 する 方 法 を 知る 。 
2. 彼ら の 力 を 高め る た め に 、 た だ 人 間 を 人 間 の 力 に 変え る た め に 、 彼 ら に 技術 的 で 英雄 的 な 教育 を 与え て く 


だ さい 。 
3. 組織 され 教育 さ れ た これ ら の 部 隊 を 戦略 的 お よび 戦術 的 な 戦場 に 導き 、 有 用 な 目的 を 達成 する た め に 、 他 の 人 類 替 
力 、 ま た は 自然 その も の と 戦う 。 


教義 者 が 真実 を 研究 し 定式 化す る 科学 を 習得 する こと が 期待 され る の で あれ ば 、 政 治 運動 の 指導 者 は 人 々 を 組織 し 、 
育 し 、 指 導 す る 科学 と 技術 を 習得 する こと が 期待 され て お り 、 第 一 線 で 卓越 し た 卓越 し た 人 物 で ある ク ザ 教 

授 で す 。 現 実 的 な こと に 落と され た と き 、 彼 は 子供 の よう に 無知 で 、 不 器用 で 、 世 間 知 ら ず で 、 組 織 化す る こと も 、 支 持 者 

を 技術 的 か つ 英雄 的 に 教育 する こと も で き な い 、 言 い 換 えれ ば 、 人 間 の 軍隊 を 率い る こと が で き な い こと が 判明 し まし 

た 。 


理論 上 の 面 で は 著名 な 人 物 で も 、 第 2 の 面 で は 決し て 勝利 を 収め る こと は で きま せん 。 彼 は 敗北 する か 、 せ い ぜ い 周 
囲 の 人 々 が 彼 の た め に 得 た 小さ な 成功 に 満足 する で し ょ う 。 


治 運 動 の リー ダー が 持つ べき 特徴 的 な 精神 的 特性 は 何で すか ? 私 の 意見 で は 、 そ れ ら は 次 の と お り で す : 1. 
内 な る 引力 。 世 界 に は 独立 し た 自由 な 人 々 は 存在 
し ませ ん 。 太 陽 系 で それ ぞ れ の 星 が 、 よ り 大 き な 引 力 を 中 心 に 回 る 独自 の 軌道 を た どる の と 同じ よう に 、 人 々 、 特 に 政治 
活動 の 分 野 で は 、 少 数 の 魅力 的 な 人 物 に 引き 寄せ られ る の と 同じ で す 。 そ れ は 思想 の 領域 で も 同じ で す 。 外 側 に は 、 興 味 
を 示し た く な い 、 考 えた く な い 人 た ちがい ます 。 


リー ダー に は この 吸引 力 が 必要 で す 。 中 に は 10 人 以上 の 社員 を 抱え て いる た め 、 そ の 人 だ け の リー ダー に な る 人 も いま 
す 。 村 全体 や 郡 全 体 に 関す る も の も あり ます 。 州 全体 、 国 全体 に わた る 人 も いま す 。 単 一 の 国 の 国境 の 外 に さえ ある 人 も 
いま す 。 個 人 が 導く 能力 は 、 そ の 人 の 内 な る 吸引 力 の 程度 に よっ て 制 良 され ます 。 そ れ は 一 種 の 磁力 で あり 、 人 間 が これ 
を 持つ て いな けれ ば 、 人 を 導く こと が で き な く な り ま す 。 


2. 愛す る 能力 。 リ ー ダ ー は すべ て の 戦友 を 愛さ な けれ ば な り ま せん 。 
彼ら の 愛 は 運動 の コミ ュ ニ ティ の 隅 々 まで 浸透 し な けれ ば な り ま せん 。 


3. 組織 に 対す る 知識 と 感覚 。 運 動 の 軌道 に | き 込ま れる 人 々 は 組織 化 さ れ な けれ ば な り ま せん 。 
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4. 人 々 に つい て の 知識 。 組 織 で は 、 分 業 の 原則 が 考慮 され 、 各 自 の 適性 に 従っ て 各自 が その 位置 に 配置 され 、 能 力 の な い 者 は 
受け 入れ られ ませ ん 。 


5. 英雄 的 行為 を 教育 し 、 鼓 押す る 力 。 
6. リー ダー シッ プ の 法則 を マス ター する 。 首 長 が 組織 化 さ れ 教育 を 受け た 軍隊 を 持っ て いる 場合 、 政 治 
的 戦場 で 他 の 軍隊 と 競争 する た め に 彼ら を どの よう に 導く か を 知ら な けれ ば な り ま せん 。 


7. 時 間 の 感覚 。 ボ ス は 戦闘 の タイ ミン グ を 判断 する 特別 な 感覚 を 持っ て いる 必要 が あり ます 。 
内 な る 直観 が あな た に 「 今 だ ! 」 と 告げ る は ず で す 。 今 この 瞬間 、 遅 くも な く 、 早 くも な く 。 


8. 勇気 。 リ ー ダ ー は この 内 な る 命令 を 聞い た と き 、 剣 を 抜く 勇気 を 持た な けれ ば な り ま せん 。 


9. 正義 と 道徳 の 目標 の 意識 は 、 正 直 な 手段 に よっ て 追求 され る べき で あり 、 リ ー ダ ー が 持つ べき 兵士 と し て の すべ て の 美徳 、 犠 牲 
の 精神 、 忍 耐 、 献 身 な ど に 加え て 指導 者 は 高尚 な 精神 に よっ て 生か され る べき で ある 。 な ぜ な ら 、 正 義 と 合法 性 に 基づい て 
いな けれ ば 永続 的 な 勝利 は な いか ら で す 。 


意識 の 事例 


実 の と ころ 、 ク ザ 教 授 に は 連盟 が 陥っ た 混乱 状況 の 責任 は あり ませ ん で し た 。 彼 が 私 た ちの 組織 化 活動 に 反対 し た と き 、 彼 は 自 
分 の 理論 的 能力 と 政治 面 で の 力 の 欠如 を 明確 に 認識 し て いた と 私 は 思い ます 。 責 任 が ある の は 私 た ち で あり 、 特 に 私 で 

し た 。 な ぜ な ら 、 私 た ち が 彼 の 意志 に 反し て 、 彼 の 苦手 な 行動 を 強制 し た か ら で す 。 実 際 、 彼 は 2 年 間 の 戦闘 中 に 行わ れ た 

すべ て の 重要 な 行事 に 欠席 し て いた 。 国 全体 を 震 搬 させ 、 ル ー マ ニア の 大 衆 を 高揚 させ た すべ て の 闘争 は 、 ク ザ 教 授 の 助け な し 
に 始ま っ た 。 確 か に 、 そ の どれ に お いて も 彼 は 大 い に 助け て くれ まし た が 、 い つも 最終 的 に 主導 権 は 彼 の も の で は あり ませ ん 

で し た 。 


私 は 間違っ て いま し た 。 そ し て 、 そ れ を 犯し た 人 た ち に 即座 に 敵対 し な い 間 違い は な いよ うに 、 私 の 間違い も 運動 と 同様 に 私 
た ち を 追求 する で し ょ う 。 そ し て それ は 、 ク ザ 教 授 が 私 た ちの こと を 理解 で きず 、 私 た ちの 支援 な し に 単独 で 研究 し て いる と き 
に 起こ り ま す 。 


今年 も 彼 に と っ て は 困難 な 年 だ っ た 。 ヤ シ 大 学 で 30 年 間 献 身 的 に 働い た 後 、 政 府 は 彼 を 教授 職 か ら 外す と いう 前 例 の な い 不 
当行 為 を 行っ た が 、 行 われ た 概略 調査 で ク ザ 教授 が 学生 を 扇動 し た 疑い で 告発 され た と き 、 ク ザ 教 授 は 次 の よう に 答え た 。 


「 私 は 国家 エネ ルギー の 扇動 者 で す 。」 
ルー マニ ア 国 家 の た め に 戦い 続け た 生涯 と 交 か し い 教 育 は 、 ユ ダ ヤ 人 政治 家 に 率い られ た 国民 側 の この よう な 報酬 に よっ て 終わ 
り を 告げ た 。 
この ひど いり 打撃 に 、 彼 が 路上 で 一 人 で いた と き に 挑発 され 、 ユ ダ ヤ 人 の 拳 で 顔 を 殴ら れ た と いう 事実 も 加わ っ た 。 こ の 非道 な 大 腸 
さ が 知 られ る と 、 学 生 た ち は あ ら ゆ る パブ に 行き 、 出 会 っ た ユダ ヤ 人 全員 を 同じ 方 法 で 殴り まし た 。 こ の デモ 中 に 、 モ タ と ルリ アン ・ 
サル ブ を 含む 学生 10 人 が 逮捕 され 、 懲 役 1 か 月 の 判決 を 受け た 。 彼 ら は ガラ タ で 奉仕 し まし た 。 学 生 の ウル ジ セ アヌ 
さん は 、 有 害 な 暴力 行為 を 道徳 的 に 扇動 し た と され る 人 物 に 向け て 数 発 発 砲 し た 。 
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フラ ンス の 学校 で 
出発 と スト ラス ブー ル で の 最初 の ステ ー ジ 


1925 年 9 月 23 日 、 私 た ち は 学 生 寮 の 礎石 を 据え まし た 。 こ の 年 齢 で 国家 主義 運動 に 全力 を 尽く し て きた 
私 が 、 教 育 を 終 そ る た め に 海外 に 戻る の が 好機 だ と 考え た と き 、 そ の 壁 の 高 さ は 約 1 メ ー ト ル で 、 健 康 状態 が あ 
まり 良く な か っ た の で な お さら だ っ た 。 私 が 通過 し て きた 困難 な 試練 の 中 で 、 連 盟 の 組織 と 戦闘 計画 に つ 

いて の 自分 の 見 解 が や や 孤立 し て いる と 感じ て いた と いう 事実 に に っ て も 、 こ の 決断 を する よう に な り ま し た 。 
私 は 自分 自身 に 言い 聞か せ て いま し た 。 「 私 が 間違っ て いる 可能 性 も ある し .、 最 終 的 に は 良い も の に な る か も 
し れ な い 視 点 の 発展 を 妨げ な い 方 が 良い だ ろう 」 特に 最近 リー グ が 獲得 し た と いう 事実 を 考慮 する 

と 、 (1) ヴァ レル ・ ポ ッ プ や ティ トゥ ス ・ マ ライ 神父 の よう な 著名 な トラ ン シ ル ヴァ ニア の 知識 人 を 私 た ちの 側 に 
連れ て きた カト ウネ アヌ 教授 率い る 「 ル ー マ ニ ア の 行動 」 に 参加 する こと に よる 新た な 力 。 (2) 規模 は 小 

さい が 健全 な 組織 で ある 「The National Fascia」 と 協力 する こと 。 願 わく ば 、 リ ー ク エ 指 導 部 の 無実 の 欠点 
が 、 非 常に 多く の エリ ー ト の 存在 に よっ て 改善 され る こと を 願っ て いる が 、 そ の 中 に は 、 ブ カレ スト 出身 の 私 た ち 
の 弁護 士 パ ウル ・ イ リエ スク も 含ま れ て お り 、 多 く の 知識 人 が 注目 を 集め て いる 。 マ クリ デス ク 将 軍 、 フ ォ ク シャ ニ 
か ら の 別 の エリ ー ト グル ー プ を 率い る 。 チ ェ ル ナウ ティ 大 学 の 社会 学 の 高 名 な 教授 、 老 国家 主義 者 、 ト ライ アン ・ ブ 
ライ レア ヌ 。 そ し て 、 ヤ シ 大 学 の 教育 学 の 著名 な 教授 イオ ン ・ ガ ヴァ ネス クル は 、 教 育 学 の 教授 と し て 生涯 を 通 

じ て 国 家 理 念 を 説い て いた に も か か わら ず 、 こ れ ま で 私 た ちの 運動 に 参加 し て いま せん で し た 。 


また 、 ブ カレ スト 大 学 の 博学 な 生理 学 教授 ニコ ラ エ ・ パ レス ク も 同行 し 、 首 都 に お ける 国民 運動 に 光 を 
当て た ユダ ヤ ・ フ リー メー ソン の 操作 に 関す る 比類 の な い 専 門 家 で あっ た 。 


私 た ちの 運動 を 称賛 し 、 そ れ に 比類 の な い 威 信 を 与え て くれ た これ ら の 著名 人 た ち に 、 モ タ 神 父 が 編集 し 、 最 
も 広く 読ま れ 評 価 さ れ て いる ルー マニ ア の 大 衆 紙 で ある リベルタ テア (「 リ バテ ィ 」 ) の 貴重 な 援助 が 加わ 
り ま し た 。 

クル ー ジ ュ 大 学 か ら 追 放さ れ た 私 の 同志 モタ (モタ 神父 の 息子 ) は まだ 二年生 で 、 法 律 の 勉強 を 終え る た め 
に 私 と 一 緒 に 海外 へ 行く こと に 決め て いた 。 


私 た ち は 二 人 と も 、 フ ラン ス の 小さ な 都市 の 一 つ に 行く こと に 同意 し まし た 。 
私 た ち は グ ルノー ブル を 選び まし た -。 私 は 小冊子 『 行 き 詰まっ た 学生 か ら の 手紙 』 の 売り 上 げ と 結婚 祝い で 


60,000 レイ を 稼ぎ まし た 。 モ タ さ ん は 毎月 自宅 か ら 手伝い を 受け て いた 。 


故郷 の 家族 に 別れ を 告げ た 後 、 私 た ち は ク ザ 教 授 と その 仲間 た ち に 敬意 を 表し ます 。 そ れ か ら 私 た ち は ラ ラ 
ウ 山 に 登っ て 庵 に 祈り 、 旅 を 始め ます 。 妻 と 私 が 先 に 出発 し まし た 。 モ タ も 2 週間 後に 続い た 。 チ ェ コ スロ バキ ア 

と ドイ ツ を 通る 長い 旅 を 経て 、 ベ ルリ ン と イエ ナ で 数 国 過ごし た 後 和 私 た ち は フ ラン ス に 入り 、 ス トラ ス ブ ー 

ル に 立ち 寄り まし た 。 私 を 大 い に 驚か せ た の は 、 こ の 都市 が 私 の 予想 に 反し て 、 ユ ダ ヤ 人 感染 症 の まさ に スズ メ バ 
チ の 上 巣 と 化し て いた と いう 事実 で し た 。 列 車 を 降り た と き 、 私 は 比類 の な い 勇 気 で 何 世紀 に も わた る 歴史 を 
刻ん だ ガリ ア 民 族 の 人 々 に 会 える の で は な いか と 期待 し て いま し た 。 


その 代わ り に 、 銘 鼻 の 利益 に 飼え た ユダ ヤ 人 が 私 の 袖 を つか ん で 自分 の 店 や レス トラ ン に 引き 込み 、 駅 周辺 の レ 
スト ラン の ほとん ど は 彼ら が 経営 し て いる の を 見 まし た 。 同 化し た ユダ ヤ 人 の フラ ンス で は 、 す べ て が コー シャ 

で し た 。 私 た ち は キ リス ト 教 徒 を 見 つけ る た め に 次 か ら 次 へ と レス トラ ン に 入り まし た が 、 ど の レス トラ ン で も 「 コ 
ー シ ャ ・ フ ー ド 」 と いう イデ ィ ッ シュ 語 の 看板 を 目 に し まし た 。 よ う や く 見 つけ た フレ ンチ レス トラ ン で 食事 

を し まし た 。 タ ダル グル ククル イ ユ ダ ヤ 人 と スト ラス ブー ル ユ ダ ヤ 人 の 間 に 違 い は 見 つか り ま せん で し た 。 同 じ 姿 、 
同じ マナ ー 、 専 門 用 語 。 そ れ は 、 人 が 礼儀 正しい 視線 の 下 で 、 プ レー へ の 熱意 を 読み 取っ て 発見 する の と 同 

じ 悪 魔 の よう な 目 だ 。 
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グル ノー ブル で 
さら に 一 晩 の 旅 で 、 朝 グル ノー ブル に 到着 し ます 。 な ん と 驚く べき こと が 私 た ちの 目 に 開か れ た の で し ょ う ! な ん て 景色 で し ょ 
う ! は る か 昔 、 ア ルプ ス の 術 に あっ た 都市 。 巨 大 な 岩 が 街 の 中 心 部 を 真っ 二 つ に 切り 裂く よう に 突進 し て きた 。 灰 色 で が っ し り と 


し た 大 胆 な 色 が 家々 を 支配 し て お り 、 何 階 も 高い に も か か わら ず 、 対 照 的 に 小さ な 農 塚 の よう に 見 えま し た 。 街 か ら 遠く 離 
れ た と ころ に 、 古 い 要 塞 、 琴 壊 、 胸 壁 で いっ ぱい の 別 の 山 が あり 、 巨 大 な 要塞 に 変わ り ま し た 。 


遠く の 背景 で は 、 何 より も 名 誉 の よう に 白く 、 堂 々 と し た 巨大 な アル プス の 冬 と 夏 に 雪が 輝い て いま し た 。 


私 た ち が 見 た も の に 感銘 を 受け 、 ま る で 物語 に 出 て くる 魔法 の 城 を 歩く よう に 歩き な が ら 、「 こ れ は 勇気 の 街 だ 」 と の 中 で 
言い まし た 。 そ し て 案の定 、 歩 き 続け な が ら 、 読 ん だ 像 の 前 で 立ち 止ま っ た 自分 が 正しかっ た と 確信 し た 。 「 バ ヤー ド よ 、 反 
逆 罪 の な い 騎 士 よ 。」 バ ヤー ル は 15 世紀 の 偉大 な 叙事詩 の 戦士 で 生涯 に わた る 戦い の 後 、 致 命 傷 を 負い 苦し みな が ら 横 た 
わっ た 剣 を 握り し め ま し た が 、 そ の 柄 は 今や 十字 架 に 変わ り 、 勇 敢 な 老人 が 死 の 瞬間 に 受け 取っ た も の で し た 。 最後 の 祝福 。 私 
た ち は グ ルノー ブル 旧 市 街 に 部 屋 を 借り て いま す 。 新 し く て モダ ン な グル ノー ブル も あり ます 。 


し か し 、 私 た ち は 古 い セ クシ ョ ン の 方 が 好き で す 。 モ タ は 少し 遅れ て 到着 し た 。 大 学 に 登録 し ます 。 
彼 は 、 法 学 の 学士 号 を 取得 し まし た 。 私 は 経済 学 の 博士 候補 者 で す 。 1 年 生 と 2 年 生 の 授業 を 受講 し 始め まし た 
が 、 何 も わか り ま せん で し た 。 そ れ が 最初 の レッ スン で し た 。 一 言 し か 聞き 取れ ませ ん で し た 。 


し か し 、 粘 り 強 く 受 講 を 続け て いる と 、 ク リス マス の 頃 に は か な り 理 解 で きる よう に な り ま し た 。 博 士 号 取得 候補 者 は 8 人 
し か いな か っ た た め 、 こ れ ら の クラ ス で は 学生 と 教授 の 間 に 緊 密 な 絆 を 持つ 家族 的 な 性 格 が 形成 され まし た 。 


教授 た ち は 非 常に 良心 的 で 、 教 える だ け で 、 政 治 化 も し ませ ん で し た 。 


私 た ち 3 人 の 食事 は 妻 が 作っ て くれ まし た 。 休 日 に は 、 市 内 を 小 旅行 する よう に な り ま し た 。 城 跡 と 古代 の 塔 に 感銘 を 受け 

まし た 。 こ れ ら の 古代 の も の に 誰が 住ん で いた の か 知り た いで すか ? き っ と みん な か ら 忘 れ 去 られ て いる は ず だ 。 彼 ら を 訪ね て 
み ま し ょ う 。 私 は これ ら の 遺跡 に 入り 、 何 時 間 も 邪 魔 さ れ な い 沈 黙 の 中 で そこ に 立ち 、 死 者 た ちと 話 を し まし た 。 私 は 街 

の 郊外 に ある 4 世紀 に 建て られ た 小さ な 教会 、 サ ン : ロ レン ソ 教 会 を 訪れ まし た 。 そ し て 驚い た こと に 、 そ の 青み が か っ た 天井 に 
50 以上 の か ぎ 十 字 を 見 まし た 。 市 内 で は 、 市 庁舎 、 司 法 宮殿 、 そ の 他 の 施設 で 、 フ ラン ス に 対す る ユダ ヤ 人 の ヒド ラ の 絶対 的 支配 
の 象徴 で ある フリ ー メ ー ソ ン の 星 が 見 えた の で 、 私 は グル ノー ブル の | 上 H 市 街 に 戻り まし た 。 十 字 架 の ある 教会 は 時間 と 忘却 に よ 
っ て 暗く な り ま し た 。 私 は 現代 の 映画 館 、 劇 場 、 カ フェ に 背 を 向け 、 バ ヤー ド が 住ん で いた の で は な いか と 思わ れる 遺跡 の 中 で 

楽し み を 見 つけ まし た 。 私 は 、 と て も 幸せ な こと に 、 歴 史 的 な フラ ンス 、 キ リス ト 教 徒 の フラ ンス 、 国 家主 義 の フラ ンス 、 ユ ダ ヤ ・ フ 
リー メー ソン の 無神論 的 で 国際 的 な フラ ンス で は な く 、 バ ヤー ル に 住ん で いた 過去 に 沈み まし た 。 レ オン ・ ブ ルム の フ 
ラン ス で は あり ませ ん ! フ ラン ス 人 が 「 マ ル シ ェ アデ ・ ピ ュ ス 」 と 呼ん だ 広場 は ユダ ヤ 人 で いっ ぱい で 、 そ れ が その 名 前 の 説明 
に な っ て いま す 。 実 際 、 大 学 も 彼ら に 支配 され て いた 。 ル ー マ ニ ア 人 5 人 に 加え て 、 ル ー マ ニ ア か ら 来 た ユダ ヤ 人 の 学生 50 人 が ここ 
で 学ん で いま し た 。 無 神 論 政 府 に よっ て 1,000 人 の 修道 士 が 追放 され た 旧 修 道 院 「 グ ラン ド ・ シ ャ ルト ルー ズ 」 も 訪れ 

た 。 い くつ か の アイ コン に は 、 石 を 投げ られ た 跡 が まだ 見 えま し た 


フラ ンス 革命 (1789 年 ) 中 に 群衆 に よっ て 神 の 像 が 切断 され まし た 。 


物質 的 な 懸念 が 私 た ち を 圧倒 する の に 、 そ れ ほ ど 時 間 は か か り ま せん で し た 。 私 の 現金 は 底 を つき 、 家 に 帰れ る と は 期待 
し て いま せん で し た 。 多 額 の 節約 に も か か わら ず 、 モ タ が 受け 取っ た も の を 私 た ち だ け で 管理 する こと は で きま せん で し た 。 


私 た ち は コ ー ス の スケ ジュ ー ル を 中 断 せ ず に お 金 を 稼ぐ 方 法 を 何時 間 も 考え 
まし た 。 フ ラン ス で は 刺繍 が 高く 評価 され 、 高 給 を 得 て い る こと に 気づき 、 私 た ち は 妻 か ら 刺 繍 を 学び 、 こ の ルー マニ 
ア 刺 繍 を 販売 し て みよ うと 決心 し まし た 。 私 た ち は 数 週間 か け て この 取引 を 学び まし た 。 私 た ち は 暇 な と き に 刺繍 を し まし た 。 
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ショ ー ウ イン ドウ に 商品 が 陳列 され 、 モ タ が 家 か ら も ら っ た も の に そう し て 得 た わずか な お 金 を 加え て 、 私 た ち は な ん と か 
つつ まし く < 暮らし て いま し た 。 


総 選挙 が 帰国 
1926 年 5 月 


復活 祭 の 時 期 に な る と 、 私 た ち が 定 期 的 に 受け 取る 自宅 か ら の 手紙 や 新聞 は 、 自 由 党 の 失脚 と アベ レス ク 将 軍 の 出現 の ニュ ー ス 
を も た らし た 。 

新た な 総 選 挙 は 5 月 中 旬 に 行わ れる 予定 だ っ た 。 リ ー グ に と っ て 、 こ れ は 初め て 大 き な 戦 い を 繰り 広げ る 機会 と な っ た 。 私 は 
自分 に 言い 聞か せ て いま し た 、「 こ の 戦い に 参加 する に は 家 に 帰ら な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 学校 に 戻ら 9 な けれ ば な り ま せ 
ん 。」 


私 は ク ザ 教 授 に 手紙 を 書き 、 チ ケッ ト 代 を 求め まし た 。 返 答 が な か っ た の で 、 私 は 氏 に 手紙 を 書き まし た 。 

フォ クシ ャ ニ の フリ スタ シュ ・ ソ ロモ ン 。 彼 は 私 に 10,.000 レイ を 送っ て くれ まし た が 、 そ の 一 部 を 妻 に 残し て お きま し た 。 

残り を 持っ て 家 に 帰り まし た 。 

私 が ブカレスト に 到着 し た の は 、 選 挙 活動 期間 中 の 5 月 初旬 頃 で し た 。 

私 は すぐ に ク ザ 教授 の と ころ に 行き まし た が 、 彼 は 私 が そこ に いる の を あま りう れ し く 思っ て いな いよ う で 、 私 が 来 な く て も 
運動 は うま くい く か ら 来 る 必要 は な いと 言わ れ ま し た 。 

分 。 


少し 痛かっ た で す が 、 怒 る こと は あり ませ ん で し た 。 リ ー ダ ー に 叱責 され て イラ イラ する 議員 の 居場所 は 政治 組織 に は な い 。 


この 警告 が 正当 で ある か どう か は わか り ま せん が 、 決 し て 怒っ て は な り ま せん 。 こ れ は 、 ど の よう な 組織 に お いて も 人 を 導く べき 原 
則 で す 。 


その 後 、 和 私 は スム レア ヌ 教 授 を 支援 する た め に ドロ ホイ 郷 へ 向かい まし た 。 そ こ か ら 私 は 他 の 郡 カ ンプ ルン 、 ヤ ン 、 ブ ライ ラ な ど 
を 訪れ まし た 。 一 方 パパ レス ク 教 授 か ら 受け 取っ た 手紙 と マク リ デ ス ク 将 軍 の 強い 勧め に より 、 私 は フォ クシ ャ ニ で の 選挙 
に 立候補 する こと に し まし た 。 そ こ で 私 は 、 私 に と っ て 最も 嫌 で 望ま し く な い 状況 に あり まし た 。 私 の た め に 投票 を 懇願 する た め 

に 外出 し て いた の で す 。 ど こ ? 群 衆 の 中 に は 、 ま さ に 最も 神聖 な 感情 に 駆り 立て られ る べき 時 、 つ まり 自分 た ちの 国 と その 将 
来 が か か っ て いる の に 、 選 挙 担当 者 が 豊富 に 提供 し た 飲み 物 に 呆然 と し 、 悪 霊 に 取り 湖 か れ て いる 人 々 が いる 。 政 治 家 の 
悪 寺 が 解き 放つ 情念 。 寺 で の 穏やか で 清潔 な 生活 の 最 中 に 、 政 治 的 腐敗 の 波 が 押し 寄せ る その 瞬間 。 


この 地獄 は 国 中 に 広がり 、 そ こ か ら 1 年 2 年 3 年 、 ま た は 4 年 か け て 国 の 次 の 指導 者 が 誕生 し ます 。 そ れ は 


この 腐敗 の 山 か ら 、 民 主 主 義 「 神 聖 な 」 民 主 主義 が 国 の リー ダー シッ プ を 生み 出す の で す ! 


私 は フォ クシ ャ ニ に 到着 し まし た が 、 そ こ は シ オラ ステ ィ の 洗礼 以来 包囲 下 に あり まし た 。 作 戦 を 続け る に は 、 守 備 隊 司 

令 官 が 発行 する 自由 通行 証 が 必要 で 、 私 は それ を 要求 し て 受け 取り まし た 。 午 前 10 時 頃 、 フ リス ター シュ ・ ソ ロモ ン 氏 ら に 付き 添 わ 
れ 、 車 2 台 で 出発 し た 。 し か し 、 市 街 か ら 500 メ ー ト ル 離 れ た と ころ で 、 道 路 の 反対 側 に 2 台 の ワゴン で で きた バリ ケー ド が 設 
置 さ れ て お り 、 近 くに は 数 人 の 警察 官 が いる 。 


私 た ち が 立 ち 止ま る と 、 憲 兵 が 近づい て き て .、 通 行 は 許可 され て いな いと 言わ れ ま し た 。 私 は 将軍 の 命令 書 を 作成 し 、 彼 ら 
に 見 せま し た 。 彼 ら は それ を 読ん で 、「 そ れ で も 、 合 格 す る こと は で き な い 」 と 言っ た 。 


私 は 仲間 た ち に 道 を 開け る よう 命じ た 。 短 い 乱闘 の 後 、 道 路 は 通行 可能 に な っ た 。 
車 は ゆっ くり と 動き 始め た 。 私 た ちの 数 メー トル 後ろ に いた 憲兵 た ち は ひ ざま ず き 、 狙 い を 定め て 発砲 を 始め た 。 私 は 言 
いま し た : 


「 動 き 続 け て くだ さい 、 彼 ら は 空中 で 撃つ て いま す 。」 
弾丸 が バン パー に 命中 し た 。 も う 一 つ 、 私 た ちの 近く に あり ます 。 私 た ち は 運 転 を 続け まし た 。 し か し 、2 発 の 銃弾 が 私 た ち を 止め 、1 発 は ガ ソ リ 
ンタ ンク に 穴 を あけ 、2 発 目 は タイ ヤ に 穴 を 開け た 。 
私 た ち は 運 転 を 続け る こと が で きま せん で し た 。 私 た ち は 下 車 し て 歩い て 戻り まし た 。 も う 一 度 、 我 々 は 通行 許可 を 発行 し て く 
れ た 将軍 の と ころ へ 行き 、 マ クリ ス デ スク 将軍 も 
同席 し て 何 が 起こ っ た の か 報告 し た 。 「 旅 行 す る の は 自由 で す 。 私 は 誰 も あな た を 止め な いよ う 命 じ ま し た 。 お そ 
らく 行政 当局 だ っ た の で し ょ う 。」 と 彼 は 答え た 。 そ こ か ら 私 た ち が 行 っ た の は 、 
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市 庁舎 と マク リ デ ス ク 将 軍 。 郡 長 は ニ ト ゥ レス ク と いう 3 粗暴 で 粗暴 な 男 だ っ た 。 私 た ち は と て も 落ち 着い て 彼 
の オフ ィ ス に 入 り ま し た 。 マ クリ デス ク 将 軍 が この 出来 事 を 報告 し た 。 し か し 、 市 長 は 最初 
の 瞬間 か ら 私 た ち を 非常 に 失礼 に 扱い まし た 。 彼 は その 高い 地位 か ら 延 々 と 演説 を 続け た 。 


「 諸 君 国 家 の 最高 利益 が 要求 し て いる …」 


「 こ の 国 に は 法律 が あり ます 。 私 た ち は 法 律 の 範囲 内 に いま す 。 私 た ち に は 権利 が あり 
ます .…」 En. マ クリ デス ク 氏 は 説明 し よう と する 。 し か し 市 長 は 続け た 、「 こ の 困難 
な 時 期 に カウ ント は 要求 し て いる …」 
マク リ デ ス ク 将 軍 は 再度 説明 を 試み た 。 権 限 の ある 市 長 「 国 の 意 
思 は …」 
「 聞 いて くだ さい 、 市 長 さん 」 私 は か な り 動 揺 し て さえ ぎっ た 。 「 あ な た が 合理 的 な 会 話 を 理解 し た く な い の 
は わか り ま す 。 明 日 の 朝 、 私 は 遊説 に 出発 し ます 。 も し 再び 憲兵 が 私 た ち に 向かっ て 発砲 し た ら 、 こ こ に 戻っ 
て あな た の オフ ィ ス に 戻っ て あな た を 撃ち ます 。」 


そし て 答え を 待た ず に 、 他 の 人 た ち を 置き 去り に し て 振り 返っ た 。 数 時 間 後 、 私 は 軍 評 議会 に 呼び 出さ れ ま 

し た 。 私 は 行っ た 。 王 室 委員 * が 私 を 尋問 し まし た 。 私 は 何 が 起こ っ た の か を 正確 に 書面 で 述べ ま 

し た 。 彼 ら は 私 を 逮捕 し まし た 。 そ し て 私 は 言い まし た 、 「 紳 士 諸君 実際 に 私 を 撃っ た 人 た ち に は 何 も し ませ 
ん が 、 や る と 言い まし た 私 

は 逮捕 し て くだ さい ! 」 


それ で 私 は 再び 連隊 兵舎 の 控室 に いま し た 。 3 日 後 、 私 は 将軍 か ら 呼 び 出 され まし た 。 警 官 が 私 を 彼 
の オフ ィ ス まで 案内 し て くれ まし た 。 


「 コ ドレ アヌ さん 、 あ な た は フォ クシ ャ ニ 市 を 離れ な けれ ば な り ま せん 。」 

「 先 生 、 私 は ここ の 候補 者 で す 。 私 に 対す る 退去 命令 は 法律 違反 で す 。 
も ちろ ん 、 そ れ が で き な い か ら こ の 措置 に 反対 する つも り は あり ませ ん が 、 こ の 命令 は 書面 で お 願い し ま 
す 。」 


「 そ れ な ら 私 は ブカレスト に 行き 、 こ の 仕打ち に つい て 文句 を 言う つも り で す 。」 
将軍 は 始発 列車 で 出発 する と いう 私 の 名 誉 の 言葉 で 私 を 釈放 し た 。 そ し て 始発 の 電車 で ブ カ 
レス ト へ 向かい まし た 。 
翌日 私 は 内 務 大 臣 オク タ ヴ ィ ア ン ・ ゴ ガ 氏 に 自己 紹介 を し まし た が 、 彼 は 私 を 快く 迎え て くれ まし た . 私 
は 彼 に 自分 に 何 が 起こ っ た の か を 話し 、 正 義 を 要求 し まし た 。 彼 は この 事件 を 調査 する た め に 行政 監察 官 を 派 
遺す る と 私 に 約束 し 、 翌 日 も う 一 度 会 い に 来 る よう に 言い まし た 。 私 が 来 た 。 彼 は 私 を 次 の 日 まで 延期 し 
て くれ まし た 。 
し か し 、 時 間 が な く な り 、 投 票 日 が 近づい て きた の で 、4 日 目 に 私 は 去り まし た 。 


再び 大 将 か ら 自由 通行 許可 を 得 て 、 再 び 運 転 を 開始 し まし た 。 選 挙 ま で あと 2 日 と な っ た 。 私 た ち が 最 初 の 村 に 到 
着 す る と 、 選 挙 の 前 夜 と 同じ よう に 数 人 の 村人 が 集まっ て いま し た が 、 彼 ら は 虹 延 する 一 般 的 な 恐怖 に お び 

えて いる よう で し た 。 憲 兵 た ち が 現れ て 、「 あ な た は この 人 々 と 話す こと を 許さ れ て いま す が 、 ほ ん の 一 分 間 だ け 
で す 。 こ れ が 私 た ちの 命令 で す ! 」 


私 は 一 分 間 話 し 、 そ れ か ら 話 を 続け まし た 。 他 の すべ て の 村 で も 同じ で 、 そ れ ぞ れ の 村 で ほん の 1 分 間 で し た 。 こ 
の 国 の 正義 と 合法 性 は 貧弱 だ ! あ る 人 に は 投票 する 特権 が 与え られ 、 別 の 人 に は その 特権 を 行使 する よう 求め ら 
れ ま す 。 投 票 に 来 な けれ ば 禄 金 を 科せ られ 、 投 票 に 来 た ら 敗 北 と な り ま す 。 ル ー マ ニ ア の 政治 家 は 、 リ ベラ ル 派 

で あれ 、 ア ベレ スク 支持 者 で あれ 、 国 民 の 農民 で あれ 、 ス ロー ガン を 掲げ た 暴君 の 集団 に すぎ な い 。 


~ ルー マニ ア の 軍事 司法 に お いて 、 裁 判官 また は 
戦争 評議 会 で 検察 記 を 捜査 し て いる 。 (Tr) 


「 合 法 性 」、「 自 由 」、「 人 間 の 権利 」 な ど 、 恥 じ る こと な く 、 恐 れる こと な く 、 す べ て の 法律 、 す べ て の 自由 、 
そし て 国 全体 を 踏み に じ る 。 


leoiiete よ 到 機 緒 尋 記 by Google 


あな た の すべ て の 権利 。 将 来 の た め に どの よう な 資源 が 残さ れ て いる の で し ょ うか ? 


選挙 当日 私 た ちの 代 議 員 た ち は 殴 られ 、 血 まみ れ に な り 投票 所 に 行く こと を 妨げ られ まし た 。 村 全体 
が 投票 所 に 近づく こと が で き な か っ た 。 結 果 : 私 は 負け まし た が 、 フ ォ ク シャ ニ 市 で は すべ て の 政 
党 に 勝ち まし た 。 


「 そ ん な こと は 関係 な い 」 と 私 は 自分 に 言い 聞か せま し た 。 「 も し 私 が 勝っ て いた ら 、 勉 強 を 続け る 計画 が 中 断 
され て いた で し ょ う 。」 2 日 後 、 嬉 し いこ と に 全国 の 選挙 結果 を 知り まし た 。 連 盟 は 12 万 票 を 追加 し 、 ク ザ 
教授 と ガ ヴ ァ ネ スク ル ・ デ ・ ヤ シ 教 授 と いう 10 人 の 議員 を 議会 に 送り 込ん だ 。 ド ロホ イ の スム レア ヌ 教 授 。 
私 の 父 は ラダ ウ テ ィ 出身 で す 。 カ ンプ ルン の ポー ル ・ イ リエ スク 。 


スチ ャ バ の カラ ン 教 授 。 ボ トシ ャ ニ の 医師 ハラ ラム ヴァ シリ ュー。 ヴ ァ レ ー ル ポップ ・ ド ・ サ トゥ ・ マ ー レ 。 ピ ア 
トラ ニー ント 出身 の エン ジニ ア 、 ミ ス ・ フ ロレ スク 氏 。 そ し て ル ニ ウ ・ レ ッ カ ・ デ ・ バ カウ 。 

まさ に 、 民 族 主義 運動 を 讃え る エリ ー ト 集団 が 選出 され 、 人 々 は 限り な い 愛 と 生き た 希望 を 持っ て 尊 

区 し て いた 。 こ れ ら の 120,000 票 は ノル ルー マニ ア 国 民 の 最も 善良 で 純粋 な 国民 を 代表 し まし た 。 有 権 者 は 投票 

所 に 到達 する まで に 、 あ ら ゆ る 脅威 あらゆる 誘惑 、 あ ら ゆ る 障害 を 克服 し て きま し た 。 し か し 、 連 絡 が 取 

れ な か っ た 人 は 非常 に 多く 、 連 絡 が 取れ た 人 より も 多かっ た 。 


さら に 少な く と も 12 万 票 が 投票 箱 か ら 破 壊さ れ た り 盗 まれ た り し た 。 


私 は 結果 に 満足 し て フラ ンス に 戻り まし た が 、 常 に 次 の 疑問 を 心配 し て いま し た 。 も し すべ て の 政府 が 民 
意 に 反し て 汚職 、 巧 盗 、 国 家 権力 を 行使 し て この よう な 方 法 で 選挙 を 実施 し た ら 、 ど う や っ て 勝つ こと が で き 
る で し ょ うか ? 


アル プス で 


フラ ンス に 到着 し た が 、6 月 の セッ ショ ン 試 験 を 受け る に は 遅 す ざた 。 

私 は 深刻 な 問題 に 直面 し て いま し た 。 モ タ は 秋 に は 兵役 の た め 帰 国 し な けれ ば な ら な い 。 私 た ちの 刺繍 が 一 人 
分 どこ ろか 、 二 人 分 の 魂 に も か ろう じ て 足 り る 量 だ っ た ら 、 私 た ち は ど う や っ て 生き て いけ ば いい の で し ょ うか .… 
私 は 都会 で 何で も いい か ら 仕 事 を 見 つけ よう と し まし た 。 

不可 能 。 そ れ で 、 都 会 に 近い 田舎 だ っ た ら 何 か 手 に 入る か も し れ な いと 思っ た ん で す 。 モ タ と 一 緒 に 、 私 は 仕 

事 を 求め て さま ざま な 方 向 に 進み まし た 。 し か し 、 夕 方 に な っ て 戻っ て きま し た が 、 う まく いき ませ ん で し た 。 あ る 日 、 
私 た ち は グ ルノー ブル か ら 約 6 マイ ル 離 れ た ウリ アー ジュ ・ レ バン まで 路面 電車 に 乗り まし た (そこ で は 、 山 の 滝 
に よっ て 豊富 な 電気 エネ ルギー が 生成 され て いる た め 、 路 面 電車 は 町 の 中 だ け で な く 屋 外 の 全 方 向 に 最大 19 マ 
イル も 走り ます ) ) 。 


ウリ アー ジュ か ら は いく つか の 小道 を た どっ て 山 を 登り ます 。 約 30 分 後 私 た ち は セ ント ・ マ ー チ ン 島 に 到着 し 
ます 。 こ の 村 は 、 よ く 舗 装 さ れ た 道路 、 手 入れ の 行き 届い た 石造 り の 家 、 い くつ か の 倉庫 、 そ し て 美しい 高い 教会 

の ある 、 か な り 大 き な 村 で す 。 し か し 、 私 た ち は 合 格 し まし た 。 さ ら に 1 時 間 、 汗 だ く の 暑 さ の 中 を 登り 続け た 後 、 私 た 
ち は ピ ネ ・ ド ウゥ ウリ アー ジュ と いう 小さ な 村 に 到着 し まし た 。 


私 た ち は 高 度 約 2600 て 2700 フィ ー ト に いま し た 。 頭 上 に は 雪 を か ぶっ た アル プス が 素晴らし い 展 望 を 私 た ち 
の 目 に 見 せ て くれ まし た 。 私 た ちがい る 場所 か ら 数 マイ ル 離 れ た と ころ で 雪が 降り 始め た よう だ 。 私 た ちの 左側 、 ヴ ィ 
ジー ル 城 に 向かっ て 、 美 し い 渓 谷 が 広がっ て いま し た 。 グ ルノー ブル に 向かっ て 右側 に も う 1 つ あり ます 。 谷 に 沿 

っ て 曲がり くね っ た 舗装 道路 は 、 太 陽 に 洗わ れ た 川 の 水 の よ うに 輝い て いま し た 。 


畑 で は 働く 人 々 の 姿 が 見 えま し た 。 私 た ち は 、 常 婁 か ら 数 マイ ル 離 れ た 山 の 中 腹 で 、 ど うし て 小麦 が 人 の 背丈 

ほど も 成長 する の だ ろう か と 不思議 に 思っ て いま し た 。 オ ー ト 麦 や 大 麦 、 そ の 他 あ ら ゆ る 種類 の 野菜 。 お そら く 税 や 
か な 気候 と 娠 の な い 土壌 の せい で し ょ う 。 実 際 、 そ の 土壌 は 肥 決 度 が 低く 、 む し ろ 貧 弱 で し た 。 し か し 、 農 民 は 肥料 
や 肥料 を 使い 続け まし た 。 


Mielete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


彼ら が 畑 で 働く の を 見 て 、 私 た ち は 他 の 村 と 同じ 問題 に 直面 し まし た 。 そ れ は 、 私 た ち が 仕 事 を 探し て いる こと を 彼ら に 伝え る 

た め に どう や っ て 彼ら に 話せ ば いい の か と いう こと で し た 。 私 た ち は 彼ら に 話し か ける こと も せ ず に 彼ら の 前 を 通り 過ぎ まし た 。 
さら に 上 に は さら に 数 軒 、5、6 軒 の 家 が あり まし た 。 私 た ち は そ こ に 行き まし た 。 

最後 まで 行き まし た 。 彼 女 を 除け ば 、 私 た ちと 巨大 な が ベル ドナ の 間 に は 観光 客 用 の 小屋 を 除い て 、 他 の 人 間 の 居住 地 は 現れ ませ ん 
で し た 。 近 く で は お じい さん が 草刈 り を し て いた 。 私 た ち は 彼 と 話す 必要 が あり まし た 。 私 た ち は 彼 に 挨拶 し て 話し 始め まし 

た 。 彼 は 私 た ち が 外 国人 で ある こと に 気づき 、 私 た ち が 何 者 な の か 尋ね まし た 。 私 た ち は ル ー マ ニ ア 人 で ある こと 、 こ こ 

が と て も 気に入っ て いる こと 、 屋 外 で 数 か 月 間 過 ご す た め に 部 屋 を 借り た いこ と を 伝え まし た 。 


老人 は 誇り に 思っ て いて 、 お そら く 多 く の こ と を 学べ る 人 を 見 つけ た と 思っ た の だ ろう 、 私 た ち に 来 て 一 緒 に 来 て 渋い 黒 ワ イン の 
ボトル と 、 自 分 で 満た し た グラ ス を 3 つ 置 いた 外側 の テー ブル に 座る よう 頼ん だ 。 。 


それ か ら 彼 は 私 た ち に 質問 を 始め 、 私 た ちの 反応 を 非常 に 興味 深く フォ ロー し まし た 。 


「 そ れ で 、 あ な た は ルー マニ ア 人 だ と 言う の で すか ? 」 
「 は い 、 ル ルー マニ ア 人 、 ル ー マ ニ ア 出 身 の ル ー マ ニ ア 人 で す 。」 
「 ル ー マ ニ ア は ここ か ら 遠 いで すか ?」 


「 ほ ぼ 2000 マ イル で す 。」 
「 あ な た の 国 に も ここ と 同じ よう な 農民 が いま すか ? 」 


「 た くさ ん いる よ 、 ペ レ ・ ト ラッ ク 」 、 こ れ が 彼 の も の だ か ら 
名 前 。 


5 し 草 が 生え て いる の ? 牛 が いる の ?」 
私 た ち は 最 終 的 に 彼 の すべ て の 質問 に 答え 、 す ぐに 彼 と 友達 に か なり まし た 。 


し か し 、 私 た ち が 困 る よう な こと は 何 も 話さ な か っ た 。 老 人 は 私 た ち が 礼儀 正しい 「 紳 士 」 で ある こと を 理解 し て いた か ら 
で あり 、 も し 私 た ち が 仕 事 を 探し て いる こと を 彼 に 伝え て いた ら 、 彼 は すべ て の 幻想 を 失っ て いた だ ろう か ら で あ る 。 


私 た ち は 彼 に 、 ど こ か 借り られ る 部 屋 を 知っ て いる か どう か 尋ね た だ け で す 。 彼 は 私 た ち に 住所 を 教え 、 私 た ち を 送っ 
た の は 彼 、 ペ レ ・ ト ラッ ク で ある こと を 所 有 者 に 伝え る と 主張 し まし た 。 


帰り 際 、 私 た ち は 感 謝 の 気持 ち を 表し 、 ま た カッ ト を 手伝う た め に 戻っ て くる こと を 約束 し まし た 。 私 た ち は 彼 が 教え て くれ た 
住所 を 丘 の 中 腹 に ある いく つか の 家 で 見 つけ まし た 。 そ こ は 、 身 な り の 良い 70 歳 の 元 下士 官 で 現在 は 退役 し て いる チェ ネバ ス 
・ ポ ー ル 氏 の 家 だ っ た 。 彼 は 村 で 唯一 の 年 金 受給 者 で ある こと を 誇り に 思っ て いま し た 。 彼 は 隣り 合っ た 二 軒 の 家 を 所 

有 し て いま し た が 、 一 人 だ っ た の で それ を 完全 に 自分 の た め に 使用 し て いま し た 。 彼 の 親戚 は 全員 亡くな っ た 。 


彼 は 私 た ち に 小さ な 家 を 貸し て くれ まし た 。 そ の 家 は 、 下 に 大 小 2 つの 部 屋 と 、 上 に 1 つの 部 屋 か ら 構成 され て いま 
し た (すべ て の 家 に は 2 階 が あり まし た )。 階 下 の 部 屋 に は 調理 用 の スト ー ブ が あり まし た 。 


上 の 階 に は シン プル な 内 装 で ベッ ド が あり まし た 。 こ れ ら すべ て が 空虚 の 様子 を 伝え て いま し た 。 そ こ に は 

長い 間 誰 も 住ん で いな か っ た こと が 明らか で し た 。 

私 た ち は ク リス マス まで (つま り 6 か 月 )400 フ ラン で 合意 し ます 。 グ ルノー ブル で は 月 に 150 フ ラン を 支払 いま し た 。 私 た ち は 3 
か 月 分 を 前 払い し 、 数 日 以内 に 引っ 越し する と 言い まし た 。 そ し て 、 い い 気 分 で 街 に 戻り ます 。 


博士 課程 に 必要 な レジ デン シー コー ス の 仕事 を 終え た 今 、 私 は そう 感じ まし た 。 こ の プロ グラ ム で は 、 こ こ で 試験 の 勉強 を 
し 、 試 験 を 受け る た め だ け に グル ノー ブル に 行き まし た 。 


ピ ネ デュ リア ー ジ ュ の フラ ンス 農民 の 間 で 


数 日 後妻 と モタ と 私 は 荷物 を 背負 っ て 、 新 し い 住居 に 向かっ て 同じ 道 を 登っ て いま し た 。 よ う や く 落 ち 着 きま し た 。 モ タ は 私 た ち に 
別れ を 告げ て ルー マニ ア へ 向かい まし た 。 私 た ち は ポ ケッ ト に 数 フラ ン し か 残さ れ て いま せん 。 ひ どい 状況 で す ! 


どう や っ て 食べ る つも り で し た か ? 翌 朝 、 か な り 落 ち 込 ん で いた 私 は ペレ ・ ト ラッ ク に 行き まし た 日 中 草刈 りや 干し 草 の 積 み 込み 
を 手伝い まし た 。 彼 は 私 に 正午 と 午後 に 一 緒 に 食事 を する よう に 頼み まし た 
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夕食 の 時 間 。 妻 に も 何 か 持っ て いけ た ら 完璧 だ っ た の で す が 、 手 ぶら で 帰っ て きた の で 、 翌 朝 ま た 行き まし た 。 今 度 は 彼 の た め に 働い て くれ る 
人 が いた 。 そ の 男 は 、 も じゃ も じゃ の 赤い 髪 、 明 る く 落 ち 着き の な い 目 を し た 背 が 低く 、 優 し さ の か けら も 私 に は 見 分 けら れ な か っ た 。 彼 は 悪人 
に 見 えた 。 彼 女 の 名 前 は コル ベラ で し た 。 


お そら く 公 用 語 お よび 文語 で は コル ベル で し ょ う 。 し か し 、 こ の 地域 の 農民 は 全員 「 パ トワ 語 」、 つ まり 発音 も 単語 構造 も 公用 語 と 
は 大 きく 異な る 農民 の 方 言 を 話し ます 。 こ の 違い は 非常 に 大 きい た め 、 都 会 の フラ ンス 人 は 「 パ トワ 」 を 話す 田舎 の フラ ンス 人 を 理解 する こ 
と が で きま せん 。 し か し 、 彼 ら は 公用 語 も 知っ て いま す 。 


私 た ち 三 人 は 、 主 婦 の お ば あさ ん に 誘わ れ て 、 昼 に 彼女 の 家 で 食事 を し まし た 。 彼 女 は 家 の 老 婦人 と 同じ よう な 老 婦 人 で し た 。 フ ラン ス で は 、 
我が国 の 農民 の よう に 、 昼 に 攻 の 山 と 一 緒 に 玉ねぎ を 食べ る こと は あり ませ ん 。 原 則 と し て 、 野 菜 料理 、 肉 料理 、 そ し て チー ズ が 続き ます 。 そ し 
て 普通 の グラ スワ イン 。 食 事 に 誘っ て くれ た こと に 感謝 し まし た が 、 食 べ な いと 言い まし た 。 私 は 恥ず か し いと 感じ まし た が 、 役 ら は 主張 

し まし た 。 そ こ で 私 は 、 金 曜日 な の で 夕方 まで 断食 する こと を 伝え まし た 。 そ れ は 私 に と っ て 古い 習慣 で あり 、 最 初 に ヴァ カレ シュ ティ 刑 
務 所 に 収監 され て 以来 、3 年 間 忠 実に 守り 続け て きま し た 。 


コル ベラ は 私 が 断食 し て いる こと を 聞く と 、 鋭 く < 尋 ね まし た 。 


「 で も 、 な ぜ 断 食す る の 
で すか ? 」 「 私 は 神 を 信 
じ て い る か ら で す 。」 


「 ど うし て 神 の 存在 が わか る の で すか ? イ エス ・ キ リス ト を 見 た こと が あり ます か ? . 彼 は 続け た 。 

「 い いえ 、 私 は 彼 に 会 っ た こと は あり ませ ん が 、 そ れ が 私 の あり よう で す 。 私 は あな た が イエ ス が 存在 し な いと 言っ て いる と は 信じ ませ ん 
が 、 十 字 架 に 釘付け に され た と き に 「 あ な た は 私 た ち を 殺し て も よい ! 」 と 叫ん だ 無数 の 痢 教 者 た ち を 私 は 信じ て いま す 。 あ あ 、 司 祭 た ち 
よ ! ペ テン 帥 た ちよ ! 私 は か か と の 下 で それ ら を 押し つ 、「 の し た だ ち は 彼 を 見 まし た 。 
ぶし 、 ウ ォ リ ア を 押し つぶ す よ うに 床 の 上 で 彼 を 押し た り 回 転 させ た り し ます 。」 


彼 が と て も 興奮 し て いる の を 見 て 、 私 は 議論 を や め た 。 

その 夜 、 私 は 老人 が くれ た ジャ ガイ モ と ベー コン の 入 っ た 籠 を 持っ て 家 に 帰り まし た 。 そ の 土曜 日 も 同じ よう に 働き まし た 。 日 曜日 に 私 は 教 
会 に 行き まし た 。 た くさ ん の 人 が いた 、 お そら く 村 全体 だ っ た 。 祭 壇 の 隣 の 傍 席 に は 、 聖 人 の よう に 厳か に 、 コ ル ベ ラ を 思い 出さ せる 男性 が 立 
っ つて いた 。 も う 一 度 見 て みた 。 彼 は 司祭 に 非常 に 密接 に 従っ た 。 あ る 時 、 彼 は 司祭 に 近づき 、 非 常に 謙虚 に 彼 を 助け まし た 。 


それ は 役だっ た 、 コ ル ベ ラ 歌手 セクス トン 、 ピ ー ラ ー。 


その 後 、 村 人 た ちと 仲良 く な り 、 コ ル ベ ラ と の 出会い に つい て 話し まし た が 、 私 た ち は 皆 大 笑い し て いま し た 。 


「 私 た ち に も 愚か 者 が いる の で す 」 と 私 は 言わ れ ま し た 。 「 彼 ら は 教会 を 憎む 重要 な 人 々 の 意見 に 耳 を 傾け ます 。 し か し 、 私 た ち フ ラン 
ス の 農民 は 、 父 親 か ら 学 ん だ よう に 神 を 信じ て いま す 。」 


広大 な 文化 を 持ち 、 哲 学 と 神学 の 博士 で も ある この 司祭 は 、 司 祭 を 敵 と し て 迫害 する 無神論 国家 か ら 給 料 も 受け 取れ ず 、 極 度 の 貧困 の 中 で 
暮らし て いた 。 

後者 は 少数 の 村人 か ら の 援助 だ け で 暮らし て いま す 。 翌 週 、 私 は 別 の 人 の 下 で ジャ ガイ モ 狩 り の 仕事 を し 、 そ の 人 が 私 に し ば らく の 間 私 た 
ちの 生存 の 基盤 と な っ た ジャ ガイ モ を さら に くれ まし た 。 私 は 別 の 農民 に 交代 し て 、 滑 車 と 小麦 の 脱穀 を 手伝い まし た 。 各 村 に は 、 全 員 が 使 
用 する 共通 の 脱穀 機 が あり ます 。 収 穫 量 は 豊富 で 、 黄 金 の よう に 美しい で す 。 


村人 は 皆 、 農 業 全般 、 野 菜 作 り 、 牛 の 飼育 、 養 蜂 な ど に 関す る アド バイ ス が 満載 の 農業 週刊 誌 を 購読 し て いま す 。 彼 ら は これ ら の 雑 
誌 を 隅 か ら 隅 まで 熱心 に 読み 、 こ の アド バイ ス を 最善 の 方 法 で 適用 する た め の 素 晴らし い コ ン テ ス ト の よう に 努力 し て いま す 。 彼 ら は そ 
れ が 可能 で あり 、 そ れ を 大 い に 活 用 し て いま す 。 彼 ら の 馬 小 屋 は 、 家 と 同様 に 手入れ され て いま す 。 和 牛 は 毎日 ブラ ッ シ ン グ を 受け て いる 
た め 、 寒 さや 飼え か ら 十 分 に 守ら れ て いま す 。 だ か ら こ そ 彼 ら は 良い も の を 持っ て いる 
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見 た 目 は 、 一 生 懸 命 働い て た くさ ん 生産 する こと が で きま す 。 私 は 彼ら の 厩舎 で 「 動 物 た ち を 愛せ よ 、 私 た ちの 
仕事 の パー トナ ー で す ! 」 と 書か れ た ボー ル 紙 を よく 見 か け ま し た 。 


1 か 月 ほど 経つ と 、 村 人 た ち は 私 に 慣れ 始め まし た 。 私 は 「le roumain」 (ルーマ ニア 人 ) と し て 知ら れ 

て いま し た 。 彼 ら は 私 が 博士 課程 の 学生 で ある こと を 聞き 、 夜 に 話 を する こと に な り ま し た 。 彼 ら は 、 折 学 、 政 治 、 
国際 関係 、 政 治 経済 の 問題 特に 価格 、 需 要 供 給 の 法則 、 価 格 を 決定 する その 他 の 法則 、 価 格 変 動 の 原因 や 市 場 
投入 の 適切 な 時 期 な ど に 興味 を 持っ て いま し た 。 彼 ら の 製品 。 。 25 歳 か ら 40 歳 の 農民 は これ ら の テー マ に 
つい て よく 理解 し て いて 、 さ ら に 重要 な 問題 に つい て 話し 合う こと が で きま し た 。 彼 ら は それ ら を 完全 に 理 
解 し て いま し た 。 


し ば らく し て 、 私 は 試験 勉強 を 始め まし た 。 モ タ は 6 月 の 試験 に 無事 合格 し て いた 。 私 は 昼 も 夜 も 働き 、 夜 は で き 

る だ け 和 勉強 し まし た 。 

その 最初 の 年 に 、 私 は 政治 経済 、 経 済 原理 の 歴史 、 産 業 立法 、 金 融 立法 と いう 4 つの 科目 を 履修 し まし た 。 し か し 、 
2 ヶ月 も 経た な いう ち に 体力 が 落ち て きま し た 。 私 た ちの 食べ 物 は 不 十分 で ある こと が 判明 し まし た 。 最 

近 、 私 た ち は ほ と ん ど 茹 で た ジャ ガイ モ だ け を 食べ て ダイ エッ ト し て いま し た 。 2、3 日 に 1 リッ トル の 和牛 乳 と 

肉 、 週 に 1 回 、 時 々 チー ズ 。 私 が 働い て 得 ら れる の は それ だ け で し た 。 


し か し 、 私 より も さら に ひど い の は 妻 で 、 貧 血 に な り ま し た 。 10 月 に 試験 を 受け まし た が 、 主 要 科 目 の 政治 経 
済 で は 最高 点 を 獲得 し 、 そ の 他 の 科目 で は 合格 点 を 獲得 し まし た が 、 不 合格 で し た 。 金 融 立 法 で は 9 点 し か 
取れ ず 、 博 士 号 の 合格 点 は 10 点 で し た 。 そ の 瞬間 、 私 は 方 向 感覚 を 失い まし た 。 


私 は 勉強 に 関し て は 決し て 明る い 方 で は あり ませ ん で し た が 平均 的 な 学生 の 一 人 と 考え られ て いた た 

め 、 こ れ ま で 試験 に 落ち た こと は あり ませ ん で し た 。 我 が 国 の 厳し い 経済 状況 を 考え る と 、 こ れ は 深刻 な 打撃 で 
し た 。 難 し か っ た の は 、 試 験 を 3 か 月 後に すべ て の 科目 で し か 再 受験 で き な い こと で し た -。 私 は 意地 に な っ て 、 
最初 か ら や り 直す こと に し まし た 。 畑 で の 農作業 も 終わ り ま し た 。 地 面 は 雪 で 覆 わ れ て いま し た 。 唯 一 で 

きる 仕事 は 森 の 中 で 新 を 割る こと だ っ た 。 私 の 支払 い 


そこ に は 木 が いっ ぱい 積ま れ た ワゴン が あり まし た 。 
し か し 、 私 た ち は モ タ 神 父 か ら 経 済 的 な 援助 を 受け 始め 、 私 の 名 前 で 融資 を 受け まし た 。 


私 た ち は 冬 の 間 と クリ スマ ス 休 暇 を 農民 た ち 、 主 に ベル メイ ン 。 デ イ ビ ッ ド 一 家 と 一 緒 に 過ごし まし た 。 博 士 

1 年 目 の 2 月 に 再度 受験 し 、 全 て 合格 し まし た 。 私 は すぐ に 2 年 生 の 勉強 を 始め まし た 。 行 政法 、 法 哲学 、 フ ラン ス 
法 史 、 国 際 民 法 で す 。 春 に 、 私 は 庭 の 一 部 を 借り て 、 自 分 で 取り 組み 始め まし た 。 し か し 1927 年 5 月 、 私 

は モタ ら フ ォ ク シャ ニニ から も 学生 た ちか ら も 、 リ ー グ が 二 つ に 分 有 裂 し た た めす ぐに 帰国 する よう 求め る 絶望 的 な 
手紙 を 受け 取っ た 。 モ タ と フリ スタ ーシュ ・ ソ ロモ ン も 旅行 の た め に お 人 金 を 送っ て くれ まし た 。 で も 試験 まで あと 一 
ヶ月 あり まし た 。 学 部 長 が 緊急 事態 で ある こと を 伝え 、 私 に ルー マニ ア へ の 帰国 を 要求 し 、 定 例会 の 前 に 

試験 を 受け る 許可 を 求め て いる の を 見 まし た 。 私 の 請願 は 承認 され まし た 。 5 月 16 日 に 試験 を 受け て 合格 し まし 
た 。 5 月 18 日 私 は ほぼ 1 年 間 暮らし た ピ ネ の 住民 た ち に 別れ を 告げ て ルー マニ ア へ 出発 し まし た 。 私 た 

ち が 帰 る と き 、 彼 ら の うち の 何人 か 、 年 長 の 子供 た ち は 泣 きま し た 。 他 の 人 た ち は グ ルノー ブル 駅 まで 私 に 同 
行 し て くれ まし た 。 


世界 中 で 何 度 も 報告 され て いる よう に 、 私 は 不道徳 で 腐敗 し た 退廃 的 な 人 々 を 見 つけ る こと を 懸念 し て 
フラ ンス に 来 ま し た 。 し か し 私 は 、 フ ラン ス 人 は 農民 で あれ 国民 で あれ 、 道 徳 心 の ある 国民 で ある 
と いう 結論 に 達し まし た 。 
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厳し い 。 不 道徳 行為 を する の は 甘やかさ れ た 外国 人 、 パ リ や その 他 の 大 都市 に 

惹か れる あら ゆる 国籍 の 富裕 層 で す 。 私 の 意見 で は 、 支 配 階級 は 絶望 的 に 妥協 し て お り 、 ユ 
ダ ヤ ・ フ リー メー ソン と その 銀行 家 の 影 響 下 で 、 そ し て も っ ぱら その 影響 下 で 考え 、 生 活 

し 、 行 動 し て いる 。 ユ ダ ヤ ・ メ イソ ン リ ー は パリ を 世界 本 部 と し て 使用 し て いま す (スコ ッ 
トラ ンド 儀式 の ある ロン ドン は 単なる 子会社 に すぎ ませ ん ) 。 こ の 指導 的 階級 は フラ ンス 

の 歴史 や フラ ンス 国家 と の 関わ り を 失っ た 。 だ か ら こ そ 、 彼 は フラ ンス を 離れ る こと 

で 、 フ ラン ス 国 民 と フラ ンス の フリ ー メ ー ソ ン 国 家 と の 間 に 大 き な 変 化 を も た らし た の で あ 

る 。 フ ラン ス 国 民 の た め に 、 私 は 愛 だ け で な く 信 仰 も 心 の 中 に 持ち まし た 。 彼 ら を 悩 

ませ 、 理 性 を 曖昧 に し 、 力 を 吸い 取り 、 名 誉 と 未来 を 危険 に さら す ヒ ドラ に 対す る 彼ら の 復活 と 
勝利 に お いて 、 そ の 信仰 は 決し て 揺るが され る こと は あり ませ ん 。 


ブカレスト で 
キリ スト 教 国防 リー グ 有 崩壊 


ブカレスト に 到着 し まし た 。 そ れ は 災害 だ っ た 。 リ ー グ は 二 つ に 分 か れ た 。 こ の 国 の 希望 は 崩れ 
去っ た 。 歴 史上 の 困難 な 瞬間 に 疲れ さき っ た 力 を 振り 絞っ て 、 生 存 の 最大 の 危機 と 闘っ て き 

た 国民 全体 が 、 今 、 す べ て の 希望 を 打ち 砕 か れ て 地 に 倒れ よう と し て いる 。 こ の よう な 災害 は 、 
何 千 人 も の 戦闘 具 の 勇敢 な 心 に 、 過 去 の すべ て の 犠牲 と すべ て の 希望 が 一 瞬 の うち に 衣 れ 去 

る の を 目の当たり に し 、 私 た ちの 運動 の 外部 に いる 人 々 に も 深い 痛み の 感情 を 引き 起こ し 、 こ れ ま 
で に 見 た こと の な い 甘 し み を 引き 起こ し まし た 。 よ り 一 般 化 され た も の 。 


セ ヴ ェ リン か ら フ ォ ク シャ ニ 、 カ ンプ ルン か ら ク ルー ジュ まで の 熱狂 の 波 は 、 今 や 砺 し み と 絶 
望 の 波 に 変わ っ た 。 


私 は ク ザ 教授 に 会 い に 国会 へ 行き まし た 。 驚 いた こと に 、 全 体 的 な 痛み の 中 で 、 彼 は 唯一 の 陽気 
な 男 で し た 。 こ の 男 は ク ザ 教授 だ っ た 。 私 た ちの 会 話 を で きる だ け 正 確 に ここ に 掲載 し ます 。 

「 お か えり な さい 、 親 愛 な る コー ネリ ュー」 彼 は そう 言っ て 、 腕 を 伸ばし て 私 に 向かっ て 進ん 
で きた 。 「 君 は 良い 奴 だ 。 今 まで 通り 仕事 を 続け れ ば 全て うま くい く よ 」 


「 先 生 、 私 た ち に 降り か か っ た 不幸 に と て も 落ち 込ん で いま す 。」 
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「 し か し 不幸 は 起こ ら な か っ た 。 リ ー グ は これ まで 以上 に 強力 に な っ て いま す 。 昨 日 ブラ イラ か ら 戻 つて き 
まし た 、 素 晴らし か っ た で す 。 そ こ で 私 は バン ド 、 ド ラム 、 鳴 り 止 まな い 歓 声 で 歓迎 され まし た 。 そ の 国 の 
気候 が わか り ま す 。 そ れ が どの よう な も の か ご 存 知 で し ょ う 。 国 全体 が 
iki 「 私 た ち は さ ら に いく つか の 言葉 を 言っ て か ら 立 ち 去 り ま し た 。 

中 然 と し て 、 私 は 自問 し た 、「 軍 隊 が 痛み に 引き 裂 か れ 、 真 っ 二 つ に 引き 裂 か れ 、 絶 望 に 取り 濃 か れ て いる の を 目の当たり に 
し て 指導 者 が 完璧 な 気質 と 上 機嫌 を 享受 で きる だ ろう か ? 自 分 の 下 で 惨事 が 沸騰 し て いる の が 見 えな い の だ ろう か ? し か 
し 、 お そら く 彼 は そう する だ ろう ! も し そう な ら 、 そ れ で は どう し て 彼 は 喜ぶ こと が で きる の で し ょ うか ? 」 


どう し た の ? 


リー ガ の 議員 10 名 が 任務 中 に 行っ た 議会 お よび 議会 外 で の 活動 に は 、 期 待 す べき 点 が 多く 残さ れ て いた 。 彼 ら は 弱 
い 男 た ち だ っ た の だ ろう か ? 絶 対 に 違い ます ! 彼 ら は 悪意 を 持っ て いた の で し ょ うか ? 絶 対 に 違い ます ! 彼 ら は 
絶対 的 な 誠意 を 持っ て いま し た が 、 連 盟 の 最 年 少 メ ン バ ー だ っ た た め 、 あ る い は 、 少 し 気 が 重 く て 行動 

が 遅く 、 右 派 だ っ た た め 、 ユ ダ ヤ 人 間 題 に 関す る 知識 と いう 点 で 小さ な 欠陥 が あり まし た 。 最 古 の も の 。 し か し 、 
その よう な 欠点 は 組織 に 集う すべ て の 人 間 に 内 在 し て お り 、 リ ー ダ ー は 愛情 を 込め て 巧み に 矯正 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 で は 、 こ の よう な 事態 を 招い た 本 当 の 原因 は 何だ っ た の で し ょ うか ? 


私 の 意見 で は 、1. 

議会 活動 と 議会 外 活動 の 調整 の 欠如 。 

2. 精神 的 な 統一 性 の 欠如 。 内 部 の 不 和 を 利用 し よう と する 敵 に 四方 八方 を 囲ま れ た この よう な 組織 に は 絶対 に 
不可 欠 な 統一 性 。 


し か し 、 こ れ ら 2 つの 欠点 は 基本 的 に 、 本 当 の 原因 、 つ まり リー ダー シッ プ の 欠如 、 リ ー ダ ー の 間違い の 
結果 で す 。 リ ー ダ ー は 、 信 奉 者 か ら の 思想 の 統一 を 達成 する た め に 、 常 に 自分 の 意見 を 周囲 の 戦闘 員 全員 

に 明らか に し な けれ ば な り ま せん 。 行 動 計画 を 策定 する 。 部 下 の 行動 を 指示 する 。 運 動 の 団結 の 永続 的 な 奉仕 
者 と な り 、 愛 、 発 言 、 北 責 を 尽く し て 、 組 織 内 に 内 在 する 誤解 や 不 和 を 解消 する よう 努力 する こと 。 彼 の 信奉 者 
た ち に 対し て 常に 義務 を 果たす 模 男 と な る こと 。 問 題 を 公正 に 扱う 』 と 述べ 、 彼 に 課せ られ た リー ダ 

ー シ ッ プ 規 範 を 尊重 し 、 そ れ に 基づい て 支持 者 を 集め た 。 


し か し 、 ク ザ 教 授 は それ ら の こと を 何 も し ませ ん で し た 。 彼 は 部 下 を 教育 し ませ ん で し た 。 彼 は 彼ら 
に 相談 さえ し な か っ た 。 「 相 談 し まし ょ う 、 先 生 、 私 た ち が ど の よう な 行動 を と る べき か 、 議 会 で どの 
よう に 自分 自身 を 主張 すべ きか を 知る た め に 」 と 彼ら の 何人 か は 促し まし た 。 


「 私 た ち は 政 党 で は な い の で 協議 する 必要 は な い 。 
彼 は 誰 に も 決し て 指示 を 出し ませ ん で し た 。 貴 重 な 書 籍 、 ク ザ 教 授 が 書い た 数 十 冊 の パン フレ ッ ト 数 百 件 の 
記事 が 見 つか り ま す 。 し か し 、 私 は 誰か に 、1923 年 3 月 4 日 の 設立 か ら 1927 年 5 月 20 日 の 廃止 の 瞬間 
まで に 、 最 も 問題 の ある 政治 組織 に 与え られ た 組織 命令 また は 行動 命令 を 10 國 私 に 持っ て き て も らい た いと 思い 
ます 。 


10 個 も 、5 個 も 、 あ る い は 3 個 も 見 つか り ま せん 。 ク ザ 教 授 は 他 の 人 た ち に 勧め た が 、 彼 自身 は 信者 た ち に 行 
動 を 促す こ 6 に s 彼 は 他 の 人 を 罰 し まし た が 、 そ の と き 、 問 題 を 覧 明 に 処理 し な か っ た た め 、 大 き な 
災難 を 引き 起こ し 

た ぁ 二 方 で 半 時 還 うに 提示 され た 状況 を 考え る と 、 物 事 が 思う よう に 進ん で いな いと 感じ 

た 一 部 の 議員 は 不満 を 表明 し た 。 彼 ら は 、 運 動 が 徐々 に 破滅 に 向かっ て いる こと 、 特 に 時 折 指 示 が な か っ た 
こと に 加え て 、 議 会 で の ク ザ 教 授 の ある 種 の 暴言 が 運動 全体 に 壊滅 的 で 当惑 させ る 影響 を 及ぼ し た こと に 
気づい た 。 例 えば 、 議 会 開会 直後 、 連 盟 の 議員 の 一 人 が 

フォ クシ ャ ニ に 課せ られ た 包囲 状態 と 前 例 の な い 虐 待 に 対し て 抗議 し た と き 、 ク ザ 教 授 は 立ち 上 

が っ て 政府 に そう する よう 命令 し た 。 同 じ こ と を し た の は 、 人 々 が 
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ユダ ヤ 人 の せい で 動揺 し た 。 別 の 機会 に 、 国 会 へ の 本 当 の メッ セー ジ に つい て 議論 し 、 国 民 農 
民 党 の 議員 (ちな み に 彼 ら は 当時 野党 だ っ た ) に 答え て 、 彼 は 次 の よう に 宣言 し た 。「 人 民 党 は 
シス テム を 通じ て 統治 要素 に な る こと が で きる 」 ア ヴェ レセ ウス 将軍 が キリ スト 教 国防 同盟 

の 教義 を 採用 し た 場合 、 自 由 党 と の 輪番 制 。 」 


この よう な 声明 は 、 殴 られ 、 拉 間 され 、 不 当 な 扱い を 受け て いる 何 千 人 も の 男性 が 、 自 分 た ち が 
犠牲 に な っ て いる 政府 を 非難 する 言葉 を 、 自 分 た ちの 苦し みか ら の 弱い 救済 と し て 心配 し て 待っ 
て いる と き に 、 議 会 の トリ ビュ ー ン の 高座 か ら 発せ られ 、 む し ろ 2 雰囲気 を 広め た 。 一 般 的 

な 落胆 の こと 。 


以下 に 、 先 ほど 述べ た スピ ー チ の 一 節 に 関す る 公式 モニ ター の 発言 を 引用 し ます 。 


「 し た が っ て 現在 、 国 家 の た め に 、 互 い に 補 い 合 い 、 憲 法 の 仕組 み が 正 常に 機能 する こと を 確保 し 
て いる 秩序 の 党 、 議 題 の 党 、 政 府政 党 と いう 二 つ の 成熟 し た 政党 、 す な わ ち 人 民 党 と 自由 党 が 存在 
し て いる 。 。 


「 ど ちら も 強固 な 基盤 に 基づい て お り 、 異 な る も の で は ある も の の 、 一 般 的 で 現実 的 か つ 永 続 的 
な 生産 的 利益 に よっ て 支え られ て お り 、 そ の 存在 と その 行動 の 有効 性 を 確実 に し て いま す 。 こ の 国 の 政 
治 的 お よび 憲法 的 組織 の 新た な 仕事 は 、 政 府 また は 野党 と し て 果たし た 責任 と 役割 の 尺度 に お いて 、 
それ ぞ れ が 協力 し た 組織 に お ける パフ ォ ー マ ンス で す 。 人 民 党 は 、 国 家 の 強 化 と 国家 の 完全 な 
統一 に 必要 な 、 誠 実 な 実践 と 誠意 に よっ て 示さ れる あら ゆる 改善 を 通じ て 、 こ の 取り 組み を 継続 する 。 


「 自 由 党 は ルー マニ ア の ブル ジョ ワ ジ ー の 利益 、 国 の 幸福 に 不可 欠 な 正当 な 金融 商業 、 産 業 の 利 
益 の 代表 者 で ある 。 


「 人 民 党 は 、 国 家 の 経 済 組織 を 完成 させ る よう 求め られ 、 現 実 の 基盤 に 基づい て 国家 の 優れ た 利益 
の 範囲 内 で すべ て の 人 々 の ニー ズ に 関心 を 持ち 、 農 業 生産 と いう 一 般 的 、 現 実 的 、 永 続 的 な 利益 を 何より 
も 支持 し て いる 。 、 こ れ は 私 た ちの 経済 生活 の 主要 な 要素 で す 。 


「 国 民 党 は 、 社 会 的 調和 の 中 で 国 中 に 最も 深く 、 最 も 広範 囲 に 根 を 下ろ し て いる .… 土 壌 の 主人 
で ある 農民 た ち に 、 彼 ら が 果たす べき 役割 を 与え た いと 考え て いる 。 


ナ に 値する 
国家 の 経済 は その 仕事 と その 数 字 に 応じ て 変化 する 。 


」(『 オ フィ シャ ル ・ モ ニタ ー』 、1926 年 7 月 30 日 395 ペ ー ジ ) 。 


国民 運動 の 指導 者 の この よう な 態度 は 不当 で ある 。 ナ ショ ナリ スト 運動 が ノレ ルーマニア に 降り か か 
っ た 災難 で あり 、「 政 治 的 」 に よっ て 定め られ た 運命 と は 異な る 、 こ の 国 の 新た な 運命 を 築く た め に 
痛み を 伴う 犠牲 を 払っ て 戦っ て きた 災難 と し て ナシ ョ ナリ スト 運動 が 非難 し て いる 政党 に その よう 
な 称賛 を 与え る こと 。 政 党 を 非難 する こと は 、 自 ら の 運動 を 死刑 に 処 する こと と 同じ で ある 。 


自由 党 と アヴェ レス カン 常に 代表 され る 輪番 制 を 称賛 し 、 


あな た が 生涯 を 通じ て 人 民 の 敵 と し て 非難 する と いう こと は 、 あ な た が 率い た 国民 運動 か ら 勝利 の 可 
能 性 を 完全 に 排除 する こと を 意味 し 同時 に あな た 自身 が 国民 運動 を 全く 信頼 し て いな いこ と を 証明 す 
る こと を 意味 し ます 。 戦 い 、 最 高 の 犠牲 を 払い 、 勝 利 を 信じ 、 生 き 、 そ の た め に 死ぬ 準備 が で き て い 

る 英雄 的 な 軍隊 の 指揮 官 が 、 戦 闘 中 に 何 千 人 も の 負傷 兵 を 前 に 演説 する と き 、 何 と 言う で し ょ うか ? 英 
軍 を 称賛 し 、 あ な た の 勝利 を 予測 し ます か ? 


勝利 へ の 希望 を 語る 激励 の 言葉 を 聞く 代わ り に 、 敵 の 素晴らし い 勝 利 の 見 通し に つい て 自軍 の 指揮 官 が 
語る の を 聞く 衰 れ な 軍隊 は どう な る で し ょ うか ? 
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何 が 起こ る で し ょ うか 2? 部隊 は 士気 を 失っ て 散り 散り に な る だ ろう 。 そ し て まさ に それ が 起こ 
っ た の で す 。 国 民 運 動 の 最前 線 に いた 多く の 戦闘 貞 が 絶望 し て 去っ た 。 こ の 奇妙 な 態度 の せい 
で 、 連 盟 の 議員 ら は 不満 を 串 わ に し 始め た 。 彼 ら は 間違っ て いた と 思い ます 。 彼 ら に は 、 大 統 
領 と 限ら れ た 指導 者 の 範囲 内 で の 場合 を 除い て 、 不 満 を 表明 する 権利 が な か っ た 。 し か し 、 

彼ら は 限界 を 超え て し まっ た 。 

この よう な 状況 下 で は 、 ラ ンダ ム に 発せ られ る あら ゆる 言葉 は 、 運 動 の 指導 者 自身 に よっ て 引き 
起こ され た 不幸 に 関連 し て 、 さ ら な る 不幸 を 意味 する 。 徐 々 に 、 次 々 と グル ー プ の 間違い が 
起こ り 、 彼 ら の 関係 は 冷え 込ん で いき まし た 。 あ る 日 、 十 分 な 理由 も な く 、 事 前 の 検討 も な く 、 
また 組織 の 規範 や 法律 を 尊重 する こと も な く 、 副 パウ ロ ・ イ リエ スク は キリ スト 教 国防 同盟 

か ら 追 放さ れ 、 さ ら に ク ザ 大 統領 は 国会 議員 の 誰 に も その こと を 知ら せな か っ た 。 彼 の 決 

定 は 支持 され た が 、 単 に 名 誉 あ る 職 か ら の 辞任 を 発表 し 、 同 時 に 同 議員 を 議会 か ら 追 放し 、 カ 
ンプ ルン の 議席 を 空席 と する こと を 要求 し た 。 こ れ は 、 貧 し い 連 盟 の 議員 た ちの 頭 を 雷 が 
落ち た よう に 襲っ た 。 2 日 後 、 ヤ マシ から 急 いで や っ て 来 た ス ムレ アヌ 教授 は 、 他 の 議員 、 イ オン 
<・ ゼ レア テコ ドレ アヌ 、 ヴ ァ ラ ー. ポ ッ プ 、 リ アラ ラム ・ ヴ ァ シ リュ ー 博 士 、 カ ー ラ ン 教 授 も 署 

名 し た 通信 文 を 下院 に 提出 し た 。 彼 ら は 、 連 盟 の 細則 で は 除外 は 委員 会 に よっ て 宣告 され る 
と 規定 され て いる た め 、 ク ザ 教 授 の 発言 は 確か に 時 期 尚早 で あっ た と 主張 し た が 、 こ の 場合 は 
完全 に 痢 の 中 だ っ た 。 彼 は この 男 に 何 の 罪 も な いこ と を 知っ て いた が 、 追 放さ れ な いよ う 
求め た の で は な く 、 た だ 自分 を 守る た め に 最初 に 裁判 を 受け て ほし いと だ け 願 っ た 。 言 

い 換 えれ ば 、 連 盟 の 規定 が 尊重 され る こと を 要求 し た 。 す べ て の 人 が 守る こと を 匠 っ た 法律 
が 遵守 され る こと 。 


同じ 頃 、 ク ザ 教 授 に も 同じ 依頼 が 持ち 込ま れ た 。 こ れ ら の 

介入 の 結果 、 ス ムレ アヌ 教授 と 私 の 父 を 含む 署 

名 者 全員 が 連盟 か ら 追放 され 、 そ の 中 に は ク ザ 教授 より も 連盟 設立 の 功績 が あり 、 ス ムレ 
アヌ 教授 自身 が 副 議 長 と な っ た 者 も いた 。 リ ー グ 会 長 。 こ れ ら すべ て も 同様 に 、 裁 か 

れる こと な く 追い 出さ れ ま し た 。 何 も 言わ れず に 。 近 寄ら れず に 。 私 の 見 解 で は 、 ク ザ 
教授 が 組織 の 会 長 と し て の 立場 で 使用 し た 手順 は 、 組 織 の 健全 性 に 最大 の 関心 を 払 

い 、 組 織 の 存続 を 危険 に さら す 可 能 性 の ある あら ゆる 段階 で 細心 の 注意 を 払う こと が 仕事 で 
あっ た た め 、 次 の と お り で し た . 根 本 的 に 間違っ て いま す 。 実 際 、 特 に リー グ を 率い て いた 

グル ー プ を 代表 し て いた 関係 者 を 考慮 する と 、 こ れ は 不 公平 で ある だ け で な く 、 ま っ た く < く 不 
必要 で し た 。 彼 ら は この 組織 の 創設 者 で し た 。 ク ザ 教 授 は 運動 へ の 影響 

を 予見 し て いな か っ た の で 、 こ の 措置 は 実証 され な か っ た 。 


彼ら の 追放 直後 に 発行 され た 『 国 家 防 衛 』 の 特別 号 は 、 ス ムレ アヌ 教授 と 私 の 父 を 
筆頭 に これ ら の 人 々 が ユダ ヤ 人 に 身売り し た と 主張 し 、 こ の ほのめかし を 全土 に 広め た 。 国 。 。 


四半 世紀 に わた り ク ザ 教 授 の 変わ ら ぬ 友人 で あり 模範 的 な 正 し さ を 持つ スム レア ヌ 教 授 

が 、 こ の 特集 号 で ク ザ 氏 の 指示 と 助言 の も と 、 恐 ろ し く 不 謀 慎 な 攻撃 を 受け て いる 。 フ ル さ ん は 
反逆 罪 で 告発 され 、 悲 し み で 息 が 詰まり な が ら 街 を 歩い て いた 。 そ の 後 、 彼 は これ に 応え 

て 、「 一 部 の 友人 の 裏切り 」 と いう タイ トル の パン フレ ッ ト を 出版 し た 。 彼 の 答え は 、 ク ザ 教 授 
が 犯し た 間違い の 結果 に すぎ ませ ん で し た 。 


この 場合 、 ク ザ 教 授 は 不 公平 で や ある だ け で な く 、 そ れ 以 上 に 不 公平 で ある と 私 は 思い ます 。 
追放 され た 人 々 も 同様 に 不当 な 攻撃 を 含む ビラ を 印刷 する と いう 間違い を 犯し た が 、 彼 ら 
の 間違い は ク ザ 教授 の 間違い に 続い た 。 

これ ら す べ て の 攻撃 と 反撃 は 、 


ルー マニ ア 戦 闘 貞 の 大 き な 絶 思 と 、 ユ ダ ヤ 人 の 大 き な 満 足 と m 笑 。 私 が フラ ンス か ら 帰 国 し 
た の は この 段階 で し た 。 連 盟 か ら 除 名 され た 議員 が 任期 を 務め る こと を 許さ れる べき か どう 
か の 問題 が 議会 で 議論 され て いた 。 
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私 は 今 で も こう 自問 し ます 。「 ク ザ 教 授 が こう し た 措置 を 講じ た と き 、 彼 は 何ら か の 提案 や 陰謀 の 犠牲 に な っ た の 
だ ろう か 、 そ れ と も これ が 正しい こと だ と 確信 し て いた の だ ろう か ?」 


数 日 後 、 ク ザ 教授 の 措置 に 動揺 し た 数 人 の 連盟 メン バー が 、 そ の 無効 と 規約 の 尊重 を 要求 し た 。 そ の 結果 、 マ クリ デス 
ク 将 軍 、 ト ライ アン ・ ブ ライ レア ヌ 教 授 、 リ ルス タッ シェ ソロ モン 、 カ トゥ ネ ア ヌ 教授 な ど が その グル ー プ の 排除 に つ な 
が っ た 。 一 般 に 、 追 放さ れ た 人 々 は 全員 ユダ ヤ 人 に 売ら れ た と いう 噂 が 組織 的 に 広まっ た 。 こ れ ら の 噂 を 広め た 
積極 的 な エー ジェ ント の 中 に は 、 そ れ ぞ れ ク ザ 教 授 の 右腕 と 左腕 で ある ネ ク イ セア 大 佐 と リ ビ ウ ・ サ ド ベ アヌ が いた 。 


追放 され た 人 々 は その 後 、 キ リス ト 教 国防 法定 同盟 を 結成 し 、 彼 ら が 同盟 の 規定 内 に いる こと を 示し た 。 こ の と き 、 ク イ 
ア 教 授 は ヤシ の ベジ ャ ン ・ ホ ー ル で 大 規模 な 国民 集会 を 招集 し 、 約 1.000 人 が 集まり まし た 。 


彼ら は 、 追 放さ れ た メン バー が ユダ ヤ 人 に 身 を 売っ た と いう 誤っ た 根拠 に 基づい て 追放 を 承認 し た 。 当 時 の 運動 の 
状況 を 理解 する に は 、 紙 に 書い た こと だ け で 十分 で ある と 考え 、 片 面 に 印刷 され た 内 容 に つい て の 発言 は 省略 し 、 こ こ 
で 終了 し ます 。 時 間 の 経過 (9 年 が 経過 ) に より 、 ク ザ 教 授 が 間違っ て いた こと が 証明 され た こと だ け を 付け 

加え て お きた い 。 な ぜ な ら 、 ス ムレ アヌ 教授 も 、 ユ ダ ヤ 権 力 か ら 滅 死 の 打撃 を 受け た 私 の 父 も 、 ク ザ 教 授 の 名 準 の た め に 
それ ほど 重傷 を 負っ た わけ で は な いか ら で あ る 。 マ クリ デス ク 将 軍 も 、 ガ ヴァ ネス クル 教授 もち 、 ト ライ アン : ブ 

ライ レア ヌ 教 授 も 、 カ トゥ ウネ アヌ 教授 も 、 ヴ ァ シ リュ ー 博 士 も 、 カ ル ラ ン 教 授 も 、 モ タ 神 父 も 、 苦 し ん だ こと を 誇り に 思う 人 
は いな い 。 ユ ダ ヤ 人 に 身 を 売っ た 人 は 一 人 も いな い 。 数 年 後 、 こ の 災害 が 連盟 を 壊滅 させ た 後 、 ク ザ 教 授 は 、 自 分 が 
無残 に も 殺し た 旧友 スム レ 

アヌ 教授 の と ころ へ 行き 、 こ う 言 いま し た 。 


「 親 愛 な る スム レア ヌ さ ん 、 私 は あな た に 対し て 何 も 反対 し ませ ん 。 平 和 を 作り まし ょ う ! 」 
し か し 、 ス ムレ アヌ 教授 は 振り 返り 、 去 り 際 に 「 も う 手 遅れ だ 」 と 言い まし た 。 
スム レ ヌ 教授 が 自分 が 受け た 残酷 な 打撃 を 許し た く な か っ た か ら で は な く 、 そ こ に は 運動 の 残骸 と ル 
ー マ ニ ア の 希望 が 見 えた か ら で あ る 。 


この 現状 に 対す る 私 の 反応 


国民 運動 を 打ち 砕い た この 災害 の 真っ 只 中 に フラ ンス か ら 到 着 し た と き 、 私 は まだ 救え る も の は 救 お うと 思っ て いま 
し た 。 私 は 急い で ヴァ カレ ステ ィ の グル ー プ と 4 つの 大 学 セ ンタ ー の 学生 青少年 リー ダー の 一 部 を ヤシ に 呼び ま 
た 。 


私 は 若い 集団 を 形成 し て いる 師団 を 見 つけ た いと 思っ て いた 。 年 長 の 世代 の 間 で 消え つつ あっ た 憎しみ の 雰囲気 

が 若者 た ち を 包み 込む の を 防ぐ た め だ 。 当 然 の こと な が ら 、 私 は 何より も この ブロ ッ ク を 、 私 た ちの 間 の 不 和 と 憎しみ が 国 
民 運 動 の 死 を 意味 する と いう 認識 に 基づい て 置き た か っ た の で す 。 こ の ブロ ッ ク が 形成 され た ら 、 私 は 退役 軍人 の 熱心 な 
隊列 に 私 た ちの 努力 を 向け 、 団 結 を 再 確立 し 、 状 況 を 救う た め に 一 定 の 圧力 を 加え た いと 考え まし た 。 し か し .、 私 の 
計画 は 失敗 し まし た 。 若 者 は すでに 焼き つく よう な 憎しみ の 炎 に 包ま れ て いた た め 、 ヤ シ で は 、 若 者 と 私 の 間 に 存 在 

する あら ゆる 絆 に も か か わら ず 、 私 の 提案 は 彼ら の 心 に 何 の 反応 も 見 られ ませ ん で し た 。 


ヤシ の 学生 指導 部 は その 瞬間 に 経済 イニ シア チ ブ の 合図 を 送る こと が で きた か も し れ な い が 、 残 念 な が ら 多 く 

の 弱い 分 子 が それ を 支配 し 、 彼 ら の 否定 的 な 傾向 が 私 の 提案 の 受け 入れ を 妨げ た 。 私 の 意見 を 支持 し て くれ た の は 若い 
人 た ちの 中 で ヴァ カレ ステ ィ < グ ルー プ だ け だ っ た の で 、 こ れ に イア ジア 人 の 学生 を 加え な けれ ば な り ま せん 。 
10 人 か 12 人 

ほど で 、 そ の 中 に は ベテラン の イオ ン ・ ブ ラナ ル 、 イ オン ・ サ ヴァ 、 イ オン ・ ボ ル デ イ ヌ 、 ヴ ィ ク トル ・ シ ラー ギ が 含ま れ 

て いま し た 。 他 に は 新しく 到着 し た トラ ン シ ル バニ ア 人 の グル ー プ 、 イ オン : バ ンカ 、 エ ミー ル ・ エ レ メ イ ウ 、 ミ ス が 率い 

る 
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クリ サン 。 こ の 国 の 若者 の 中 か ら 、 私 た ちの 周り に 集まっ て きた の は これ ら 全員 で し た 。 


私 は 自分 の 計画 を 実行 し まし た 。 

私 た ち は 双 方 を 見 る た め に ブカレスト へ 向かい まし た 。 私 た ち は ま ず 「 規 約 」 を 見 に 行き 、 運 動 の 団結 を 再 
確立 する た め に 必要 な あら ゆる 犠牲 を 払う よう 求め まし た 。 数 時 間 の 議論 の 後 、 彼 ら は 条件 付き で 

同意 し 、 犠 牲 を 払う こと も 肛 わ な い が 、 将 来 的 に は 法令 を 尊重 する こと を 主張 し た 。 


それ か ら 私 た ち は ク ザ 教 授 に 会 い に 行き まし た 。 し か し 、 彼 は 私 た ちの 嘆願 と 推論 に 従い 、 拒 否 し まし た 。 
その 際 の 議論 に つい て は 明らか に し な い 方 が よい と 思い ます 。 


私 た ち は 出かけ た 。 落 胆 が 私 た ちの 魂 を 支配 し まし た 。 構 築 さ れ た も の すべ て 、 昨 日 の 運動 の すべ て の 

輝き は 、 幸 運 か ら の 贈り 物 と し て 来 た わ け で は あり ませ ん 。 す べ て は 戦い か ら 一 歩 ず つ 、 一 歩 ず つ 成 長 し て 
いき まし た 。 私 た ち は 重 大 な 決断 の 重み を 背負 っ て お り 、 数 え 切 れ な い ほ どの 危険 、 リ スク 、 身 体 的 、 精 神 的 
苦痛 に 直面 し て いま す 。 

他 の も の より も 感動 的 な も の も あり ます 。 私 た ち は 体 の 健康 と 心 の 血液 を 提供 し て きま し た 。 私 た ち は 日 々 
苦労 し 、 犠 牲 を 払っ て いま す 。 

今 で は すべ て が 灰 に な っ た か に 見 えた 。 
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マイ ケル の 軍団 


大 天使 


大 天使 ミカ エル の 軍団 


前 述 の 状況 に 直面 し て 、 私 は どこ に も 行か な いと 決め た の は 、 自 分 自身 が 辞任 する つも り で は な 

く 、 若 者 を 組織 し 、 自 分 の 魂 と 頭脳 に 従っ て この 責任 を 引き 受け 、 降 伏 す る の で は な く 闘 争 を 続け る つも り 
で し た 。 こ うし た あら ゆる 問題 や 岐路 の さなか 、 私 は ヴァカ レシ ュ テ ィ 刑 務 所 で 私 た ち を 守っ て くれ た 
聖 像 の こと を 思い 出し まし た 。 


私 た ち は 隊 列 を 閉じ て 、 同 じ 聖 な る 象徴 の 保護 の 下 で 戦い を 続け る こと に し まし た 。 そ れ を 念頭 に 
置い て 、 私 た ち は そ れ を 3 年 前 に 置か れ て いた 聖 ス ピリ ドン 教会 の 祭壇 か ら ヤ ン の 自宅 に 運び まし た 。 


Vacaresti グル ー プ は 私 の 計画 に すぐ に 同意 し まし た 。 数 日 後 私 は 1927 年 6 月 24 日 金曜 日 シン の フロ 
リロ ー ル 通り 20 番 地 に ある 自分 の 部 屋 で 、 ヴ ァ カ レス ティ の グル ー プ と まだ アメ リカ に 残っ て いる 数 人 
の 学生 た ち を 招集 し た 。 


会 議 が 始ま る 数 分 前 に 、 私 は 次 の 議題 に 関す る 本 を 読み まし た 。 
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「 今 日 、1927 年 6 月 24 日 金曜 日 (洗礼 者 聖 ヨ ハネ の 祝日 ) 、 夕 方 10 時 に 、 私 の 指導 の 下 、『 大 天使 ミカ エル の 軍団 』 が 設立 され ます 。 
私 た ちの 仲間 に 加わ っ て くだ さい 。 疑 惑 は 傍観 し て お きま す 。 私 は ここ に ラド ゥ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ を 聖 像 の 護衛 の リー ダー に 指名 し ます 。」 


コル ネリ ュー: ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 


この 最初 の 会 議 は 1 分 間 で 、 私 が 上 記 の 命令 を 読む の に 十分 な 時 間 で し た 。 そ の 後 、 出 席 者 た ち は 、 そ れ ま で の 愛国 者 と し て の 私 の 人 

生 と 仲間 の 捕虜 た ちの 人 生 を 例 に する 以外 に 、 こ の よう な 組織 に 参加 する の に 十分 な 決意 と 勇気 が ある か どう か を 考え る た め に 去り 

まし た 。 私 は 、 ヴ ァ カ レス ティ の グル ー プ に 、 一 度 入学 し た ら 残 り の 人 生 、 た め ら うこ と な く 前 に 進ま な けれ ば な ら な いた め 、 彼 ら が 疑問 や 中 
踏 を 抱い て いる よう に 熟考 し 、 意 識 を 高め る た め の 時 間 を 与え まし た 。 


軍団 が 生ま れ た 内 な る 感情 は 次 の よう な も の だ っ た 。 我 々 は 勝利 する か 征服 され る か 、 あ る い 

は 死ぬ か な ど 気 に し な か っ た 。 

私 た ちの 目的 は 異な り ま し た 。 一 緒 に 前 進 す る こと で す 。 神 の 助け と ルー マニ ア 国 民 の 正義 の も と に 、 統 一 戦線 で 前 進 す る こと は 、 我 々 を 待 
ち 受 ける 運命 が 何で あれ 、 敗 北 で あれ 死 で あれ 祝福 され 、 国 民 に 実 を 結ぶ こと に な る だ ろう 。 二 コラ エ ・ イ オル ガ 教 授 は か つて こう 
述べ た 、「 国 家 を 眠ら せる よう な 勝利 が ある の と 同じ よう に 、 国 家 を 目覚 め さ せ る 敗北 や 死 も ある 。」 


同じ 夜 、 同 じ 登録 潤 に 登録 し 、 ク ザ 教 授 へ の 手紙 と スム レア ヌ 教 授 へ の 手紙 を 編集 し まし た 。 翌 朝 10 時 に 、 ヴ ァ カ レス ティ ア 人 全員 が 集 ま 
り 、 コ ドレ スク 通 D3 に ある ク ザ 教授 の 家 に 行き まし た 。 長 年 に わた る 戦い と 困難 な 試練 の 後 、 私 た ち は 今 、 別 れ を 告げ ば る た め に 彼 に 会 

い に 行 き 、 戦 争 か ら 解放 し て くれ る よう に 頼み ます 。 私 た ち が や っ た こと を 碑 い ます 。 ク ザ 教 授 は 、28 年 前 の 私 の 洗礼 の 際 に 私 を 迎 

えて くれ た の と 同じ 部 屋 で 私 た ち を 迎え て くれ まし た 。 彼 は 机 の 後ろ に 立っ て いま し た 。 目 の 前 の 私 た ち 。 私 は 彼 に 次 の よう に 読ん だ 


手紙 : 


「 主 よ 、 
私 た ち が 最 後に あな た の と ころ に 来 た の は 、 別 れ を 告げ 、 私 た ち が 交 わし た すべ て の 碑 い か ら 私 た ち を 解放 し て くだ さる よう お 願い する た め 
で す 。 . 私 た ち は も う あ な た が 歩ん だ 道 を 信じ て いな い の で 、 あ な た に 従う こと は で きま せん 。 そ れ は 不可 能 で す 。 な ぜ な ら 、 戦 い に お ける 
私 た ちの 熱意 を 刺激 し た の は 信仰 だ っ た か ら で す 。 頭脳 と 心 の 力 を 尽く し て 孤独 に 戦わ か な けれ ば な ら な いと いう 克 い か ら 解放 さ 
れる こと を 懇願 し な が ら 、 ク ザ 教 授 は 私 た ち に 次 の よう に 語り か けた 。 


「 親 愛 な る 友人 た ち 、 私 は あな た た ち を 誓い か ら 解き 放ち 、 こ れ か ら 自 分 の 力 で 人 生 を 歩む な ら 、 間 違い を 犯さ な いよ うに 忠告 し ます 。 な 
ぜ な ら 、 特 に 政治 に お いて 、 間 違い は 非常 に 高く つく か ら で す 。 例 と し て ペ ト レ ・ カ ー プ 2 世 の 政 治 的 間違い を 挙げ て いま す 。」 そ れ は 
彼 に と っ て 致命 的 な 結果 を も た らし まし た 。 


私 と し て は 、 あ な た の 人 生 が 最高 の も の に な る こと を 祈っ て いま す 。 」 


それ か ら 彼 は 私 た ち 全 員 と 握手 を し 、 私 た ち は 去 り ま し た 。 私 た ち は こ の よう に 進む こと が 正しい と 考え 、 こ れ が 戦闘 員 と し て の 私 た ちの 尊 
厳 が 私 た ち に そう せ ざ る を 得 な か っ た 名 誉 ある 方 法 で ある と 考え まし た 。 


そこ か ら 私 た ち は サ ウレ スク 通り の スム レア ヌ 教 授 の と ころ へ 行き 、 ほ ぼ 同 じ 条 件 で 書か れ た も う 一 つの 手紙 を 読み まし た 。 そ の 中 
で 私 た ち は 彼 と 彼 の 「 法 令 」 に 私 た ち も 同 意 で き な い の で 、 自 分 た ち で それ を 制定 する つも り で ある と 伝え まし た 。 こ れ か ら は 私 た ち 
な り の や り 方 で 。 彼 を 離れ て 、 私 た ち は 砂 漠 に いる か の よう に 孤独 で ある こと を 心 の 中 で 感じ 、 自 分 た ちの 力 で 人 生 の 道 を 築い て いき ます 。 
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アイ コン に さら に 近づき ます 。 よ り 多く の 困難 が 私 た ち を 襲い 、 同 胞 の 打撃 が 頭上 に 広がる ほど 、 私 た ち は サ ン ミ ゲル 大 天使 と 
その 剣 の 影 の 保護 を 求め る よう に な り ま す 。 私 た ち に と っ て 彼 は も は や アイ コン の よう な 存在 で は な く 、 ま さ に 生き 生き 
と し た 存在 で し た 。 私 た ち は ア イコ ン の と ころ で 、 夜 も 昼 も 交代 で 火 の と も っ た ろう そく を 眺め まし た 。 


物質 と 精神 


私 た ち が リ ビン グル ー ム に 集まっ た と き 、 私 た ち 5 人 に 加え て 10 人 ほど の 1 年 生 と 2 年 生 が いて 、 私 た ち 

の 決定 を 伝え る 手紙 を 何 通 か 書 こう と 思っ た と き 、 ミ スタ ー・ ジ ョ ヨン は こう 言い まし た 。 

フリ スタ ーシュ ソロ モン と 他 の 人 々 は 、 私 た ち 全 員 が 一 緒 に な っ て も 、 封 筒 や 郵便 物 を 買う お 金 さ えな 
い ほ ど 貧 し いこ と に 初め て 気づき まし た 。 そ れ ま で は お 金 が 必要 な と き は 先輩 の と ころ へ 行っ て 

お 願い 

し て いま し た が 、 今 で は 頼れ る 人 が いな く な っ て し まい まし た 。 全 く の 無 一 文 で 政治 団体 を 立ち 上 

げ る 物質 が 全能 で あり 、 ど ん な に 小さ な こと で あっ て も .、 最 初 に 「 自 分 は どれ くら い お 金 を 持っ て い 
る の か ? 」 と 自問 せ ず に 何 か を 始め る 人 が いな いこ の 世紀 に お いて 、 そ れ は 困難 か つ 大 胆 な こと で し た 。 
神 は 、 軍 団 兵 の 闘争 と 勝利 に お いて 、 問 題 は 何 の 役割 も や 果たし て いな いこ と を 証明 し た か っ た の で す 。 


私 た ち は 大 胆 な 行動 で 、 す べ て を 支配 する 考え 方 に 背 を 向け まし た 。 私 た ち は 自 分 自身 の 中 の 一 つの 世界 を 殺し 、 空 の よう 
に 高く 別 の 世界 を 立ち 上 げ ま す 。 物 質 の 絶対 的 な 支配 は 打倒 され 、 精 神 の 支配 、 道 徳 的 価値 観 に 取っ て 代わ られ る よう に な り ま 
し た 。 


私 た ち は 世 界 に お ける 物質 の 存在 、 機 能 、 必 要 性 を 否定 し ませ ん で し た し 、 今 後 も 決し て 否定 し ませ ん が 、 物 質 の 絶対 的 な 支 
配 権 を 否定 し まし た し 、 今 後 も 永遠 に 否定 し ませ ん 。 言 い 換 えれ ば 、 私 た ち は 金 の 子 牛 を 中 心 に 据え 、 人 生 の 主 な 目 釣 と する 考 
え 方 に 打撃 を 与え て いた の で す 。 私 た ち は 、 こ の よう に 精神 と 物質 の 価値 観 が 逆転 し た 道 を 進ん で いた ら 、 勇 気 、 力 、 信 仰 、 希 望 
を すべ て 使い 果たし て し まう だ ろう と いう こと に 気づき まし た 。 最 初 の 始ま り の 中 で 、 私 た ち は 唯 一 道徳 的 な も の を 見 つけ ま 

し た 。 


その 強 さ は 、 生 命 の 本 来 の 調和 、 物 質 を 霊 に 従属 させ る こと に よっ て 、 私 た ち は 逆 境 を 制圧 し 、 私 た ち を 減 ぼ す 目 的 で 団結 し 
た 悪魔 の 勢力 に 勝利 する こと が で きる と いう 、 揺 る ざ な い 信仰 に よっ て の み 得 られ る も の で す 。 


理由 
お 金 の 不足 に 加え て 、 私 た ちの スタ ー ト の も う 一 つの 特徴 は 、 プ ログ ラム の 欠如 で し た 。 
私 た ち に は プロ グラ ム が あり ませ ん で し た 。 そ し て その 事実 は 間違い な く 大 き な 疑問 符 を 引き 起こ す だ ろ う 。 理 性 、 
誰か の 頭脳 、 ま た は 複数 の 人 々 か ら 始 まっ た プロ グラ ム の な い 政 治 組織 に つい て 誰が 聞い た こと が あり ます か ? 


似 た も の を 感じ た 人 た ち が 集 まっ た の で は な く 、 似 た も の を 感じ た 人 た ち が 集 まっ た の で す 。 私 た ちの 中 で 
同じ よう に 論理 的 に 考え た 人 た ち で は な く 、 同 じ 道 徳 的 感情 的 思考 を 持っ た 人 た ち で し た 。 


精神 的 な 構築 。 

これ は 、 別 の 女神 の 像 で ある 理性 が 破壊 され る 前 兆 で し た 。 人 間 が 神 に 対し て 提起 し た も の を 、 私 た ち は 捨て た り 軽 し た 
りす る つも り は な く 、 神 と 人 生 の 意味 へ の 奉仕 と し て 、 適 切な 場所 に 置か か な けれ ば な り ま せん 。 も し 私 た ち に お 人 金 も 計画 も な か 
っ た と し て も 、 代 わり に 私 た ちの 魂 の 中 に 神 が い て 、 神 は 無敵 の 信仰 の 力 で 私 た ち を 鼓舞 し て くだ さい まし た 。 


治療 に 反対 
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私 た ちの 誕生 は 憎しみ と m 笑 の 嵐 で 迎え られ まし た 。 リ ー グ の 2 つの 陣営 カジ スト と 法定 派 は 、 我 々 と の 関係 を 断絶 し た 。 ヤ シ の 生徒 た 
ち は 全 員 私 た ちの も と を 離れ 、 こ れ ま で 法定 者 た ち に 向け られ て いた フー ジス ト * の 攻撃 は 今後 私 た ち に 向け られ 、 矢 の よう に 私 た ち 
の 心 に 突き 刺さ る こと に な る で し ょ う 。 


私 た ち は 矢 に よる 傷 に よっ て 害 を 受け る こと は あり ませ ん が 、 人 々 に 何 か を 発見 する こと を 恐れ る で し ょ う 。 つ まり 、 私 た ち は こ れ ま で 

に 行っ た こと すべ て に 対し て 最も 重い 傷 辱 を 受け て 報 わ れ 、 名 誉 を 与え られ 、 次 か ら 次 へ と 打撃 を 受け る こと に な る の で す 。 私 た ち は 

憎しみ を 感じ る だ け で な く 、 彼 ら の 裸 の 中 に 人 格 の 無 さ と 魂 の 腐敗 を 見 る こと に な る で し ょ う 。 す ぐに 私 た ち は 自 分 た ちの 利益 の た め に 
「 国 家 理 念 の 搾取 者 」、 に な る で し ょ う 。 私 た ち は こ ん な 人 た ち が 信 じ ら れ な か っ た だ ろう 。 


一 年 前 、 苦 し み を 装っ た こと へ の 報酬 を 求め て 拳 で 胸 を 叩い た 人 々 が 、 今 な ら 私 た ちの 面前 で 今 述 べた 非難 を 投げ か ける 勇気 を 持っ て 
いる だ ろう 。 す ぐに 人 々 は 我々 が ユダ ヤ 人 に 売っ た 事 を 知る こと に な る だ ろう 」 そ し て 傷 辱 に 満ち た 記事 さえ 書か れ 、 信 じ る 農民 と 
我々 に 背 を 向け る 人 々 が 現れ る だ ろう 。 不 当 だ ! 


以前 は 敵 が 恐れ を 抱い て 私 た ち に 対し て 決し て 行使 し な か っ た 傷 辱 が 、 今 や 私 た ちの 友人 た ちか ら 恐 れる こと な く 、 恥 じ る こと な く 
発せ られ る よう に な り ま し た 。 


あま り に も 多く の 苦し み を 経験 し 、 あ まり に も 多く の 虐待 に 身体 を 耐え て きた 私 た ち が 、 そ の よう な 悪名 を 細か せる こと が で き 

る 、 つ まり 、 自 分 た ち を 集団 と し て 敵 に 売り 渡す こと が で きる と いう こと が 本 当 で ある な ら ば 、 そ の と き 、 も う 何 も 残さ れ て いな い 

で し ょ う 。 私 た ち に で きる こと は 、 こ の 人 々 に ダイ ナマ イト を 投げ 込ん で 爆破 する こと だ け で す 。 そ れ 。 こ の よう な 子供 た ち を 懐 で 産み 
育て て きた 民族 は 、 も は や 生き る 価値 が な い 。 


し か し 、 も し それ が 真実 で な いと し た ら 、 こ れ ら の 嘘 を で っ ち 上 げ 、 広 め た 者 た ち は 、 自 国 の 将来 と 運命 に 対す る 国民 の 信頼 を 奪う 悪 
党 と いう こと に な る 。 

この よう な 人 々 に と っ て 、 自 国 か ら の いか な る 禄 も 十分 に 大 きい も の で は あり ませ ん 。 

も し 彼ら が 取り 組ん で いる 厳し い 闘 争 の 最 中 に 、 最 も 神聖 な 希望 を 託し て 腕 に 抱か れ て 育っ た 私 た ち 子供 た ち が 彼 ら を 裏切っ た 

と 聞い た ら 、 こ の 人 民 は 勝利 と 持 来 に どれ ほど の 自信 を 持つ こと が で きよ うか 。 ? 


私 は この 日 々 を 、 そ の 日 々 を 生き た 私 た ちの 記憶 の 中 に だ け 残 し て お きま す 。 当 時 の 私 の 同志 で あり 、 当 時 の 証人 で ある 彼ら に 、 私 は 
こう 言い まし た 。「 こ の ピグ ミー た ち を 恐れ る な 。 そ の よう な 魂 を 持っ た 者 が 誰 で あっ て も 勝つ 

こと は で き な い か ら だ 。 い つか 彼ら が あな た の 足元 に ひざ まず く の を 見 る だ ろう 。 決 し て や め て くだ さい 。 」 「 彼 ら を 許し て くだ さい 。 
彼ら が そう し な い の は 、 犯 し た 罪 に 対す る 後悔 か ら で は な く 、 裏 切り か ら で す 。 そ し て 今 、 た と えす べ て の 不純 な 幽霊 を 伴う 
地獄 が 私 た ち に 直面 し て も 、 私 た ち は 毅 然 と し た 態度 で それ を 克服 し ます 。」 


」 


その 瞬間 まで 、 私 は 人 間 の 中 に 野獣 が ある こと を 知っ て いま し た 。 今 、 私 は その 男 の 中 に 悪党 を 見 まし た 。 あ な た 自身 と ルー マニ ア 国 民 の 今 
日 と 明日 の 子供 た ち 、 そ し て 世界 中 の あら ゆる 人 々 を 、 こ の 恐ろし い 疫 病 、 つ まり 裏切り か ら 守 っ て くだ さい 。 


私 た ち が 裏 切り 者 に な り た い の で あれ ば 、 あ ら ゆ る 知性 、 あ ら ゆ る 学習 、 あ ら ゆ る 才能 、 あ ら ゆる 教育 は 役に立ち ませ ん 。 


友達 に 対し て も 最大 の 敵 に 対し て も 裏切り 行為 を し な いよ う 子 供 た ち に 教え て くだ さい 。 

勝て な い ば か りか 、 負 ける どこ ろか 、 打 ち 砕 か れる こと に な る だ ろう 。 ま た 、 裏 切り 者 と その 裏切り の や り 方 に 対し て 裏切り を 使う べき 
で は あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 彼 ら が 勝て ば 変わ る の は 人 々 だ け だ か ら で す 。 裏 切り は 変わ ら な い 。 勝 者 の 裏切り は 敗者 の 裏切り に 取っ て 
代わ られ る だ ろう 。 本 質 的 に は 、 同 じ 裏 切り が 世界 を 支配 する こと に な る 。 


ク ザ 教授 一 行 (Tr.) の メン バー 


世界 の 裏切り の 暗闇 は 他 の 暗闇 で 置き 換え る こと は で きま せん 。 人 格 と 名 誉 に 満ち た 勇 池 な 魂 に よっ て も た ら さ れる 光 に よっ て の み 置 
き 換 えら れ ま す 。 


し か し 、 こ の 憎しみ と 裏切り の 洪水 の まさ に 始ま り に 、 彼 ら に 希望 を 与え る 避難 所 と し て 私 た ちの と ころ に や っ て 来 た の が 、 あ の 偉大 な 名 
裳 と 良心 の ある 男 、 ク ライ ム 技師 、 ハ リス タ シ ュ ・ ソ ロモ ン だ っ た 。 
エン ジニ ア ・ ブ ラナ ー ル 、 弁 護 士 ミル レフ ター、 
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アン ドレ イ ・Cx イ オ ネ ス ク 、 ア レク サン ドル ヴェ ント ニッ チ 、 ド ゥ ミト ル ・ リ フリ ム 、 コ サチ ェ スク 、 イ オン ・ ブ ナル 、 イ リエ ロディ ー コ ン ・ イ シ ヒ ッ チ ・ ア ント ヒッ チ 
な ど 。 

同軸 の これ ら す べ て の 著名 な 戦闘 機 や 退役 軍人 は 、 今 や 私 に 、 海 の 真ん中 で 船 が 沈み 、 疲 れ て 心配 し な が ら 私 た ちの 小さ な 島 に 
上 陸 し た 難破 し た 魂 の よう な 印象 を 与え まし た 。 そ こ で 彼ら は 心 の 平和 と 自信 を 見 つけ る こと が で きま し た 未来 。 


マク リ デ ス ク 将 軍 は 私 た ち に こう 言い 

まし た 。「 私 は 年 を と っ て いま す が 、 私 は あな た た ちと 一 緒 に 行き 、 あ な た た ち を 助け ます 。 た だ 一 つの 条件 が それ で す 。 名 誉 
を 持た な い 人 々 と 握手 を し な いこ と で す 。 も し そん な こと を し た ら 私 は 嫌 に な る で し ょ うか ら 」 そ うす れ ば 私 は あな た に 
対す る すべ て の 希望 を た 失う で し ょ う 。」 

イオ ン : ガ ヴァ ネス クル 教授 は 私 た ちと 私 た ち が や っ て いる こと に 対し て 興味 を 示し 始め まし た 。 


軍団 生活 の 始ま り 


私 た ちの 最初 の 小さ な 人 生 に は 4 つの 行 が 記さ れ て いま し た 。 1. 神 へ の 

信仰 私 た ち は 皆 、 神 を 信じ て いま す 。 私 た ちの 中 に は 無神論 者 は いま せん で し た 。 私 た ち が 孤 立 し て 囲ま れる ほど 、 私 た ち 
の 関心 は 神 に 向け られ 、 私 た ち 自 身 の 死者 や 国民 の 死者 た ちと の 関わ り が 強く な り ま し た 。 

これ に より 、 私 た ち は あ ら ゆ る 打撃 に 対し て 無敵 の 強 さ と 輝かしい 静けさ を 与え られ まし た 。 


2. 私 た ちの 使命 を 信頼 し て くだ さい 。 私 た ち が 勝 利 する 可能 性 が ある 理由 は 誰 に も 説明 で きま せん で し た 。 私 た ち は 非 常に 
少数 で 、 非 常に 若く 、 非 常に 貧し く 、 誰 か ら も 嫌 わ れ 、 嫌 われ て いた た め 、 事 実に 基づい て いな い 議 論 は すべ て 成功 の 見 
込み が あり ませ ん で し た 。 そ れ で も 私 た ち は 、 お か げ で 先 に 進み まし た 。 私 た ちの 目的 に 対す る 自信 、 私 た ちの 使命 私 た ちの 
国 の 運命 に 対す る 限り な い 自 信 、3. 私 た ちの 相互 愛 。 私 た 

ちの 中 に は 、 以 前 か ら 知り 合い で 親密 な 友情 を 築い て いた 人 も いま し た が 、 会 っ た こと の な い 大 学 1 年 生 や 2 年 

生 の 若者 も いま し た 。 最 初 の 日 か ら 、 ま る で 同じ 家族 の 一 員 で 、 子 供 の 頃 か 

ら お 互い を 知っ て いる か の よう に 、 愛 情 の 雰囲気 が 私 た ち 全 員 の 間 に 確立 され まし た 。 


これ に 抵抗 する に は 、 内 な る バラ ンス が 必要 で ある こと は 明らか で し た 。 私 た ちの 共通 の 愛情 は 、 外 部 か ら の 憎しみ の 波 に 匹 
英 す る の と 同じ 強 さと 強 さ を 持っ て いな けれ ば な り ま せん で し た 。 こ の 巣 で の 私 た ちの 生活 は 冷酷 な 公式 生活 で は な く 、 首 

長 と 兵士 の 間 に 距 離 が あり 、 演 劇 的 で 修辞 的 な 発言 が あり 、 リ ー ダ ー シ ッ プ を と っ て いる と 思わ れる 雰囲気 が あっ た 。 私 た ちの 
巣 は 暖か か っ た で す 。 私 た ちの 関係 は まっ た く カ ジュ アル な も の で し た -。 誰 か が 寒い 兵舎 に 入る の で は な く 、 自 分 の 家 に 、 自 分 
の 家族 の 中 に 行き まし た 。 そ し て 、 人 は 命令 を 受け る た め だ け に ここ に 来 た の で は な く 、 こ こ で 愛 の 光 、 精 神 的 な 静けさ の 時 間 、 
励ま し の 言葉 、 安 増 の 言葉 不幸 や 困っ て いる と き の 助 け を 見 つけ まし た 。 


軍団 兵 に は 、 兵 舎 の 規律 と いう 意味 で は 、 礼 儀 作法 、 信 仰 、 献 身 、 仕 事 へ の 熱意 と いっ た 規律 が あま り 求め られ な か っ た 。 


4. 音楽 。: お そら く 、 私 た ち は プ ログ ラム 矛盾 し た 議論 、 折 学 的 議論 、 講 義 を 組み 立て る こと に よっ て 理性 の 道 を 歩み 始め 

て いな か っ た た め 、 私 た ちの 親密 な 感情 を 表現 する 唯一 の 可能 性 は 歌う こと で し た 。 私 た ち は 自 分 の 気持 ち が 満た され る 歌 
を 歌い まし た 。 「 そ こ 、 黒 い 岩の上 に 」 シュ テ フ ァ ン 大 王 の 歌 は 、 そ の メロ ディ ー が 当時 か ら 今 に 至 る まで 、 世 代 を 超え 

て 変わ る こと な く 残 っ て いる と 言わ れ て いま す 。 500 年 前 ステ ファ ン 大 王 は この メロ ディ ー を 聞き な が ら ス チャ ヴァ の 砦 に 
意気 揚々 と 入城 し た と 言わ れ て いま す 。 私 た ち が 歌 っ て いる と き 、 ル ー マ ニ ア の 壮大 さと 栄光 の 時 代 が 生き て いる よう に 感じ ま 
し た 。 私 た ち は 沈 み ま す 


歴史 上 500 年 前 、 ス テ フ ァ ン 大 王 と その 兵士 や 射手 た ちと 触れ 合い な が ら 、 し ば らく そこ に 住ん で いま し た 。 「Like a 
Globe of Gold」、 マ イケ ル ・ ザ ・ ブ レイ ブ の 歌 。 ア ブラ ム ・ イ アン ク の 歌 。 「 ラ ッ パ を も う 一 度 鳴ら そう 」、1917 年 の 陸軍 歩兵 
学校 の 行進 。 
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lustin Iliesu と Istrate に よっ て 書か れ た 「Rise Romanians」 は 、 私 た ち が 軍 団 の 国歌 と し て 宣言 し て いま す 。 歌 うこ と が 
で きる た め に は 、 あ る 心 の 状態 つま り 内 な る 調和 が 保 た れ て いな けれ ば な り ま せん 。 誰 か を 盗 も うと 決意 し て いる 人 は 歌う こ 
と が で きま せん し 、 他 の 間違い を 犯 そ うと し て いる 人 も いま せん 。 ま た 、 魂 が 仲間 へ の 始 み と 憎しみ に 触 ま れ て いる 者 も 同 
様 で ある 。 魂 に 信仰 が な い 者 も 同様 で ある 。 


だ か ら こ そ 、 今 日 と 明日 の 在 郷 軍人 兵 の 皆さん は 、 在 郷 軍 人 の 精神 に 方 向 転換 する 必要 を 感じ た と き は いつ で も 、 私 た ちの 運動 
の 基礎 を 形成 する 私 た ちの 原点 で ある これ ら の 4 つの 行 に 立ち 返ら な けれ ば な り ま せん 。 音 楽 が あな た を 導い て くれ る で し ょ 
う 。 歌 えな く な っ た ら 、 病 気 が あ な た の 霊 的 存在 の 底 を 触 ん で いる か 、 人 生 が あな た の 罪 の な い 魂 を 罪 で 満た し て いる こと を 
知ら な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 、 こ れ ら の 罪 を 取り 除く こと が で き な い 場合 は 、 歌 を 歌う こと が で きる 人 た ち に 自分 の 場所 
を 残し て 、 背 を 向け な けれ ば な り ま せん 。 私 た ち は 上 記 の 方 針 に 沿っ て 人 生 を 追求 し 、 早 い 時 期 か ら 行 動 を 開始 し まし た 。 私 は 
命令 を 受け 取り 、 命 令 を 与え る 指導 者 を 任命 し まし た 。 


私 た ち は 、 派 手 な アク ショ ン を 起こ すこ と か ら 始 め た わけ で は あり ませ ん 。 問 題 に 遭遇 し た と き 、 私 た ち は そ れ を 解決 する こと に 
取り 組み まし た 。 私 た ちの 最初 の 行動 は 、 サ ン ミ ゲル 大 天使 の アイ コン が 置か れ て いた 家 の 部 屋 を 修復 する こと で し た 。 


私 た ち は 絵 を 描き 、 床 を 拭き 、 レ ジオ ネ ラ の 女の子 た ち は カ ー テ ン を 縫い 始め まし た 。 そ こ で 軍団 兵 た ち は 、 私 が 福音 書 や 他 の 著 
作 か ら 集め た さま ざま な 格言 を 書き 留め まし た 。 彼 ら は 私 た ちの 壁 を 美しく し て くれ まし た 。 そ の 一 部 を ご 紹介 し ま 
す 。「 神 は 私 た ち を 勝利 の 戦車 に 乗せ て 運ん で くだ さい ます 。」 
「 ど ちら が 勝っ 
て も …… 私 が 彼ら の 神 に な り ま す 。」 


「 剣 を 持っ て いな いな ら 、 マ ント を 売っ て 剣 を 買え 。」 
「 信 仰 の た め に 勇敢 に 戦え 。」 

「 肉 的 な 快楽 は 避け て くだ さい 。 魂 を 殺す か ら で 

す 。」 「 気 を 付け て くだ さい 。」 


「 あ な た の 中 の ヒー ロー を 壊さ な いで くだ さい 。」 
「 幸 運 の 兄弟 た ち .… の よう に 


不幸 。 
「 死 に 方 を 知っ て いる 者 は 決し て 奴 裁 に は な ら な い 。」 
「 祖 国 の 復活 と 裏切り 者 の 大 群 の 滅亡 を 楽し み に し て いる 」 な ど 。 


1 週間 後に は 本 社 が 設置 され まし た 。 

私 た ちの 2 番目 の 行動 は 別 の 性 質 の も の で し た 。 そ れ は 、 外 部 か ら の 攻撃 に 対し て 私 た ち が ど の よう な 態度 を 取る ベ 

きか に 関す る も の で し た 。 私 た ち は 彼 ら に 応じ な いこ と に 決め まし た 。 そ れ は 私 た ち 全員 に と っ て 非常 に 困難 で し た 。 私 た ちの 
道徳 的 存在 は 引き 別 か れ よ うと し て いた 。 し か し 、 こ れ は 英雄 的 な 抵抗 の 瞬間 で し た 。 も う 一 つの 行動 は 、 誰 も 誰か を 軍 
団 兵 に な る よう 説得 し よう と し て は な ら な いと いう こと で す 。 

いつ も の マン ゴー の 引き 抜き や 枝 釣り は 私 を いつ も 不快 に させ まし た 。 こ の 制度 は 、 今 も 昔 も 軍団 精神 に 反する も の で あり 続 
け て いま す 。 私 た ちの 見 解 を 簡単 に 述べ させ て いた だ きま す 。 

入り た い 人 は 誰 で も 来 ま す 。 そ し て 受け 入れ られ れ ば 入り ます 。 


し か し 、 誰 が 来 て いた の で し ょ うか ? 私 た ちと 同じ 精神 的 な 本 質 を 持っ た 人 々 。 
多く の ? と て も 少な いで す 。 1 年 後 の ヤ シ で は . 初 日 より も 2 人 か 3 人 し か 増え て いな か っ た 。 し か し 、 国 の 他 の 地域 で は 、 私 
た ちの 存在 を 知っ て 参加 する 人 が 増え まし た 。 


0 た SNR きた 人 た ち は 皆 、 は っ きり と 目 に 見 える 2 つの 明確 な 線 に よっ て 特徴 付け られ て いま し た 。 1. 素晴らし い 魂 の 
2. 個人 的 な 関心 の 欠如 。 私 た ちの 中 に は 、 何 の 利益 も 得 ら れ な い 人 は いま せん 。 有 望 な 展望 は 開け な か っ た 。 こ こ 

で は 、 誰 も が 魂 、 富 、 命 、 愛 と 信頼 の 能力 を 与え る だ け で 済み まし た 。 

た と え 、 間 違っ た 人 間 や 興味 に 動機 付け られ た 人 が 参加 し た と し て も 、 こ こ に は 良い 環境 が 見 つか ら な か っ た た め 、 彼 は 私 た 


ちと 一 緒 に いる こと は で きま せん で し た 。 彼 は 自動 的 に 去り 、 一 ヶ月 、 一 年 、 二 、 三 年 、 後 退 し た り 、 脱 走 し た り 、 裏 切っ た 
り し た 。 


私 た ちの プロ グラ ム 
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この 若者 の 巣 は 軍団 生活 の 最初 の 始ま り で あり 、 最 初 の 礎石 で し た 。 彼 は 堅い 地面 の 上 に 置か れ な けれ ば な り 
ませ ん で し た 。 だ か ら 私 た ち は 「 ル ー マ ニ ア を 征服 し まし ょ う ! 」 と は 言わ な か っ た の で す 。 


村々 を 巡り 、「 新 し い 政治 組織 が 結成 され まし た 。 皆 さん 登録 し に 来 て くだ さい ! 」 と 叫び まし ょ う 。 私 
た ち は 、 既 存 の 10 の 政治 綱領 を 超え る 新た な 政治 綱領 を 草案 し て いま せん で し た 。 


この 国 は 、 著 者 や 支持 者 の 目 に は どれ も 「 完 璧 」 で す 。 そ し て 私 た ち は 村 に プロ グラ ム を 広め る た め に 軍団 を 派 
遺し 、 土 地 を 救う た め に 人 々 に プロ グラ ム に 参加 する よう 呼び か け ま せん 。 


この 点 で 、 繰 り 返 し に な り ま す が 、 私 た ち は フ ー ジ スト を 含む 他 の すべ て の 政治 組織 と は 根本 的 に 異な り ます 。 
彼ら は 皆 、 こ の 国 は 良い プロ グラ ム の 不足 で 滅 死 の 状態 に ある と 信じ て いた 。 そ の 結果 、 彼 ら は シー ムレ ス に 統合 
され た プロ グラ ム を まとめ 、 支 援 者 を 集め 始め まし た 。 だ か ら こ そ 、 誰 も が 「 あ な た の プロ グラ ム は 何で す 

か ?」 と 尋ね ます 。 


この 国 が 死に つつ ある の は 、 プ ログ ラム の 不足 の た めで は な く 、 人 材 の 不足 の た めで ある 。 少 な く と も これ が 

私 た ちの 意見 で す 。 言 い 換 えれ ば 、 こ れ は 私 た ち が 持つ べき 計画 で は な く 、 政 治 家 で 構成 され 、 ユ ダ ヤ 人 の 影響 に 
感染 し た 今日 の 国民 の あり 方 か ら す れ ば 、 人 々 、 新 し い 人 々 が 、 最 も 輝かしい 政治 計画 を 危う くす る こと に な る だ ろ 
う 。 


私 た ち が 歴 史上 知っ て いる ルー マニ ア 政 治 の 中 で 今日 も 生き て いる その よう な 男 で す 。 

彼 の 統治 下 で 国々 は 滅び 、 国 家 は 崩壊 し た 。 

ユダ ヤ 人 と 政治 制度 が 私 た ち に 与え た 最大 の 危害 、 彼 ら が 私 た ち を さら し た 最大 の 国家 的 危機 は ノ ソル ー マ ニ 

ア の 土地 と 下 土 の 横領 で も ノル ー マ ニ ア の 中 産 階 級 や 多数 の ユダ ヤ 人 の 悲劇 的 な 絶 減 で さえ な い 。 私 た ち 

の 学校 や 職業 な ど に ユダ ヤ 人 の 数 が 含ま れ て お り 、 彼 ら が 私 た ちの 政治 生活 に 及ぼ す 影 響 さ そえ あり ませ ん 。 た だ 
し 、 そ れ ら の それ ぞ れ は それ 自体 が 私 た ちの 国民 に と っ て 致命 的 な 危険 で す 。 最 大 の 国家 的 危機 は 、 彼 ら が 我 

が 国 の ダコ ロマ ネス ク 的 人 種 構造 を 歪め の 、 柄 くさ せ 、 こ の 種 の 人 間 を 生み 出し 、 こ の 人 間 の 排 洪 物 、 こ の 道徳 的 欠 
陥 を 生み 出し た と いう 事実 で ある .… 我 が 国 の 高 さ と 何 の 関係 も な い 政 治 家 が 人 々 。 も っ と 走っ て くだ 

さい 。 も し この 種 の 男 が 「 こ の 国 を 指導 し 続け れ ば 、 こ の 堕落 し た 生き 物 の 「 策 略 」 に よっ て 幻惑 で きる 素 晴 ら 

い 計 画 に も か か わら ず 、 ル ー マ ニ ア 国 民 は 永久 に 見 て 見 ぬ ふ り を し 、 ル ー マ ニ ア は 崩壊 する だ ろう 」 不 守 
の 目 。 


ユダ ヤ 人 の 侵略 に よっ て も た ら さ れ た すべ て の 疫病 の 中 で 、 こ れ が 最も 恐ろし いも の で す 。 


野 密 人 の 侵略 以来 今日 に 至る まで 、 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 が 接触 し 戦っ て きた すべ て の 民族 は 、 物 理 的 、 経 済 的 、 ま 
た は 政治 的 レベ ル で 私 た ち を 攻撃 し 、 私 た ちの 道徳 的 、 精 神 的 な 遺産 、 つ まり 早かれ 遅かれ 生じ た 良心 を 手 つ か 
ず の まま に し て きま し た 。 私 た ちの 勝利 外国 の く び き の 打ち 砕き 、 た と え 彼ら が 私 た ち を 大 群 で 攻撃 し 私 た ちの 
冨 を すべ て 奪っ た と き で さえ 、 彼 ら が 私 た ち を 政治 的 に 統治 し て いた と き で さえ も 。 


今 、 ル ー マ ニ ア 人 は 、 我 が 国 の 歴史 上 初め て 、 剣 で は な く 、 ユ ダ ヤ 民 族 特 有 の 武器 で 我々 を 攻撃 する 民族 に 対 財 し 
て いる 。 彼 ら は まず その 武器 で 人 々 の 道徳 的 本 能 を 攻撃 し 、 有 麻痺 さ せ 、 そ の 後 組織 的 に 広め る 。 あ ら ゆ る 種類 の 道 
徳 的 病 を 引き 起こ し 、 あ ら ゆ る 反応 の 可能 性 を 破壊 し ます 。 こ れ が 、 我 が 国 の 人 々 が 武装 解除 され 、 敗 北 を 感じ 

て いる 理由 で す 。 


この 状況 を 見 た 結果 と し て 、 軍 団 が 立っ て いる 基礎 と な る の は 政治 的 綱領 で は な く 人 間 で ある 。 政 治 的 プロ グラ ム 
の 改革 で は な く 、 人 間 の 改革 で す 。 

「 大 天使 ミカ エル の 軍団 」 は 、 言 い 換 えれ ば 、 政 党 と いう より は スク ー ル や 軍隊 と な る だ ろう 。 こ の 人 入 機 的 な 時 期 に 、 
ルー マニ ア 国 家 は 多く の 人 が 誤解 し て いる よう な 偉大 な 政治 家 を 必要 と し て いる の で は な く 、 悪 の 権力 を 打ち 破り 、 
悪者 集団 を 鎮圧 で きる 偉大 な 教育 者 で あり 指導 者 を 必要 と し て いる 。 し か し 、 そ の た め に は 、 ま ず 彼 自身 と 部 下 
の 中 に ある 悪 を 征服 する 必要 が あり ます 。 こ の 軍団 学校 か ら は 、 英 雄 的 な 資質 を 備え た 新しい 人 間 が 現れ な け 
れ ば な ら な い だ ろ う 。 の 巨人 


Miele よ 到 機 繊 郷 記 by Google 


私 た ちの 歴史 は 、 祖 国 の すべ て の 敵 と 戦い 、 征 服 す る も の で あり 、 彼 ら の 戦い と 勝利 は 物質 世界 を 超え て 、 目 に 見 えな い 
敵 、 つ まり 悪 の 力 の 領域 に まで 拡張 され な けれ ば な り ま せん 。 私 た ちの 心 が 想像 で きる 、 霊 的 に 最も 美しい も の す 

べ て 。 私 た ちの 種族 が 生み 出す こと が で きる 、 よ り 誇り に 満ち た も の 、 よ り 偉大 で 、 よ り 公正 で 、 よ り 強 力 で 、 よ り 賢 明 

で 、 よ り 純 粋 で 、 よ り 勤 筋 で 、 よ り 英雄 的 な も の 、 こ れこ そ が 軍団 学校 が 私 た ち に 与え る べき も の な の で す ! 神 に よっ て 人 類 の 
血 の 中 に 埋め 込ま れ た 人 間 の 偉大 さ の あら ゆる 可能 性 が 最大 限 に 発揮 され る 男 。 


軍団 教育 の 成果 で ある この 英雄 は 、 計 画 の 立案 方 法 も 知っ て いま す 。 ユ ダ ヤ 人 問題 の 解決 方 法 も わか る で し ょ う 。 役 

は 国家 を うま く 組 織 す る 方 法 も 知る だ ろう 。 他 の ルー マニ ア 人 を 説得 する 方 法 も わか る で し ょ う 。 そ う で な いと し て も 、 
彼 は 勝つ た め に 屈する 方 法 を 知っ つて いる で し ょ う 、 そ れ が 彼 が ヒー ロー で ある 理由 だ か ら で す 。 こ の 英雄 、 勇 気 、 勤 労 、 そ し て 
正義 の 軍団 長 は 、 神 が 魂 に 植え 付け た 力 を 持ち 、 我 が 国 を 栄光 の 道 に 導く で し ょ う 。 


新しい 政党 は 、 そ れ が た と え ク ー ジ スト で あっ て も 、 せ い ぜ い 私 た ち に 新しい 政府 と 新しい 政権 を 与え る こと が で きま 
す 。 し か し 軍団 学 校 は この 国 に 立派 な ルー マニ ア 人 を 育て る こと が で きる 。 そ れ は 、 私 た ち が こ れ ま で に 経験 し た こ 

と の な い 大 き な 何 か を 生み 出す 可能 性 が あり 、 そ れ は 私 た ちの 歴史 全体 を 真っ 二 つ に 引き 裂き 、 こ の 人 々 が 受け る 権利 の 
ある 別 の ルー マニ ア の 歴史 の 始ま り の 基礎 を 築く 可能 性 が あり ます 。 


な ぜ な ら 、 我 が 国 の 民族 は 、 そ の 苦し みや さま ざま な 苦悩 の お か げ で 、 魂 の 純粋 さと 勇敢 さ の お か げ で 、 お そら く 全 歴史 の 
中 で 、 他 国 を 侵略 し 征服 する と いう 罪 を 一 度 も 犯さ な か っ た 世界 で 唯一 の 民族 だ っ た か ら で す 。 


私 た ち は 英 雄 的 な 人 間 が 生ま れ 成 長 で きる よう な 雰囲気 、 道 徳 的 環境 を 創り 出さ な けれ ば な り ま せん 。 こ の 媒体 は 可 
能 な 限り 最高 の 精神 的 強化 に よっ て 世界 の 他 の 部 分 か ら 隔離 され な けれ ば な り ま せん 。 下 劣 さ 、 汚 職 、 放 縦 、 そ し 

て 国家 を 葬り 個人 を 殺す あら ゆる 情念 と いっ た あら ゆる 危険 な 風 か ら こ の 国 を 守ら な けれ ば な ら な い 。 軍 団 兵 は そ 
の よう な 環境 、 つ まり 上 巣 *、 職 場 、 軍 団 組織 家族 の 中 で 成長 する と 、 生 きる た め に 、 正 し いこ と を 学ぶ た め に 世界 に 送 

り 出さ れ ま す 。 戦 うこ と 、 勇 敢 さ と 強 さ を 学ぶ こと 。 働 き 、 忠 実 で あり 、 働 くす べ て の 人 を 愛す る こと 。 祖 国 へ の 奉仕 の た め 
に 、 苦 し み 、 強 化し 、 犠 牲 を 払い 、 私 利 私 欲 を 克服 する こと に 慣れ る こと 。 


どこ に 行っ て も 、 同 じ 性 質 の 新しい メデ ィ ア が 作成 され ます 。 彼 は その 一 例 と な る だ ろう 。 他 人 を 軍団 兵 に 変え て し ま 
うだ ろう 。 そ し て 、 よ り 良 い 日 々 を 求め て 人 々 が 続き ます 。 

新しく 到着 し た 人 々 は 、 軍 団 で の 生活 と 同じ 規範 を 尊重 し 、 生 活 し な けれ ば な り ま せん 。 全 員 が 同じ 軍隊 に 集まり 、 戦 っ て 
勝つ た め の 部 隊 を 形成 し ます 。 そ れ が 「 大 天使 ミカ エル の 軍団 」 の ある べき 姿 で す 。 


ルー マニ ア の 公共 生活 の 側面 


次 に 、 私 は 「 大 天使 ミカ エル の 軍団 」 が 形成 され つつ ある 最 中 、 そ し て それ に 対抗 し て 形成 され て いた 私 た ちの 公 的 
生活 の 一 般 的 な 側面 を 紹介 し ます 。 ア ベレ スク 政権 は 約 ユ カカ 月 前 に 崩壊 し て いた 。 1927 年 7 月 7 日 、 自 由 

党 が 政権 を 獲得 し まし た 。 

新た な 選挙 が 行わ れ 、 い つも の よう に 政府 が 過半 数 を 占め た 。 し か し 政府 は 、 い か な る 手段 を 使っ て も 国民 農民 党 へ の 大 
き な 支 持 の 流れ を 乗り越え な けれ ば な ら な か っ た 。 ル ー マ ニ ア 国 民 の 貧し い 大 衆 は 、 政 党 か ら 党 へ 、 約 東 か ら 約束 へ 

と 急ぎ 、 何 世紀 に も わた る 信頼 で 最も 誠実 な 希望 を 各党 に 結び つけ た が 、 最 終 的 に は 騙さ れ 落 胆 し 、 す べ て の 希望 

が 打ち 砕 か れ た 。 そ し て 、 こ れ は 、 あ る 日 、 彼 ら が 利益 と 略奪 の た め に 共 盗 団 の 手 に 落ち た こと を 最終 的 に 理解 する ま 

で 、 当 て は まり 続け る で し ょ う 。 自 由 党 、 ア ヴェ レス カン 党 、 国 民 農民 党 の 3 つの 主要 政党 と 、 い くつ か の 小 規 模 政 

党 が あり まし た 。 基 本 的 に 、 形 式 と 個人 的 な 利益 の 違い 以外 に は 、 両 者 の 間 に 区 別 は あり ませ ん で し た 。 形 式 が 異な っ 

て も 同じ も の で す 。 彼 ら に は 意見 の 相違 を 正当 化す る 理由 さえ あり ませ ん で し た 。 


leiilete よ 到 機 寺 扶 唐 by Google 


彼ら の 唯一 の 本 当 の 動機 は 私 利 私 欲 の 宗教 で あり 、 国 家 の あ ら ゆ る 願望 や より 高い 利益 は 無視 
され て いま し た 。 だ か ら こ そ 、 政 治 闘争 の 光景 は うん ざり する も の だ っ た 。 お 金 、 個 人 的 な 状 
況 、 富 と 快楽 、 略 礁 の 探求 は 、 こ れ ら の 闇 争 に 容赦 な い 瑞 意 の 側面 を 与え まし た 。 政 党 は 、 お 互い 
を 憎み 、 略 春 品 を 求め て 争う 本 物 の 組織 化 さ れ た ギャ ング の よう に 見 えま し た 。 


祖国 の た め 、 あ る い は 個人 的 な 利益 、 利 己 主義 、 欲 望 を 克服 する 理想 の た め の 闘 争 だ けが 、 情 熱 を 
盲目 的 に 解き 放つ こと な く 、 穏 や か で 、 ま と も で 、 高 中 です 。 

熱意 を 注ぐ こと は で きま す が 、 昌 劣 で 盲目 的 な 情熱 を 注ぐ こと は で きま せん 。 

これ ら の 闇 争 に 含ま れる 憎しみ と 卑劣 さ は 、 そ れ ら が 宗 高 で 神聖 な 、 ま た は 原則 的 な 理想 の 領域 で 
は な く 、 最 も 恥ず べき 私 利 私 欲 の 哀れ な 深み で 戦わ れ た こと を 十分 に 証明 し て いま す 。 


政治 家 の 世 界 は 、 ま すま す 士 気 が 低下 する 国 の 背中 に 乗っ て 、 最 も 忌まわしい 不道徳 の 中 で 、 豪 
華 で スキ ャ ンダ ラス な パー ティ ー で 展開 され て いる 。 あ な た の ニー ズ に 誰が 注意 を 払う べき で し ょ 
うか ? 


これ ら の 政治 家 は 、 家 族 や 代理 人 と と も に 、 政 治 的 顧客 を 祝い 、 楽 し ませ 、 票 と 人 間 の 良心 を 買 

うた め に お 金 が 必要 で す 。 彼 ら は 一 人 、 ま た 一 人 と 、 略 奪 を する た め に 大 挙 し て この 国 に や っ て 来 ま 

す 。 結 局 の と ころ 、 そ れ が あな た の ルー ル の 意味 する と ころ で す 。 彼 ら は 州 、 市 役所 、 市 庁舎 の 

予算 を 空 に し ます 。 彼 ら は あら ゆる 企業 の 取締 役 会 に ダニ の よう に 張り 付き 、 そ こ か ら 疲 れ 果 て た 労働 
者 の 汗 と 血 で 何 百 万 ドル も の 給与 を 難なく 集め ます 。 彼 ら は ユダ ヤ 人 の 銀行 家 の 役 員 に 名 を 連ね 

て お り 、 祖 国 を 裏切っ た 代償 と し て 数 百 万 ドル 以上 の 手数 料 を 受け 取っ て いる 。 


彼ら は 同胞 を 驚か せる よう な スキ ャ ンダ ラス な ビジ ネス を 生み 出し ます 。 汚 職 は 、 最 も 卑 し 

い 使用 人 か ら 大 臣 に 至る まで 、 疫 病 の よう に 公 的 生活 に 墓 延 し ます 。 彼 ら は 誰 に で も 自分 自身 を 
売り 込み ます 。 金 が あれ ば 誰 で も この 怪物 た ち に 賭 周 を 渡す こと が で き 、 彼 ら を 通じ て 国 中 を 賭 
うこ と が で きる 。 だ か ら こ そ 、 圧 迫 さ れ た 国 が 彼ら に お 金 を 与え る こと が で き な く な る と 、 彼 ら は 
我が国 の 富 を 外国 銀行 家 の 連 合体 に 一 つ ず つ 引 き 渡 し 、 こ うし て 我が国 の 独立 を 放棄 する の で す 。 
ルー マニ ア 中 に は まさ に 無数 の ビジ ネス マン が 墓 延 し て お り 、 彼 ら は 働か ず 、 何 も 生産 せ 

ず 、 国 の 活力 を 吸い 取 つて いる 。 


これ ら は 政治 家 の 搾 取 で す 。 東 惨 さ 、 土 気 の 低 下 、 絶 望 が 下層 階級 に 広がっ た 。 何 万 人 も の 子供 た 
ち が 病 気 と 負え に よっ て な き 倒 され て 死亡 し 、 疎 外さ れ た 政治 家 に 支援 され 国家 機構 全体 に 守 
られ て いる 組織 化 さ れ た ユダ ヤ 人 に 対す る 人 々 の 抵抗 力 が 弱まっ て いる 。 少 数 の 誠実 な 政治 家 、 お 
そら くい くつ か の 点 で 、 お そら く < 政党 指導 者 で さえ 、 他 の こと は 何 も で きま せん 。 彼 ら は 、 ユ ダ ヤ 人 
マス コミ 、 ユ ダ ヤ 人 また は 外国 の 銀行 家 、 そ し て 彼ら 自身 の 政治 的 同僚 の 手中 に ある 哀れ な 操り 人 
形 の よう な も の で す 。 


この 混乱 、 こ の 士気 の 低下 、 こ の 感染 は 、 こ の 国 で 私 た ち に 代わ っ て 私 た ちの 富 を 完全 に 盗む た 

め に 、 私 た ちの 破滅 に 関心 を 持つ ユダ ヤ 人 の 集団 全体 に よっ て 段階 的 に 支援 され て いま す 。 ル ー マ 
ニア の 印刷 機関 の 役割 を 奪っ た 彼ら の 印刷 機関 、 何 百 枚 も の 汚い 紙 、 不 道徳 で 無神論 的 な 文学 、 放 
縦 を 広め る 映画 館 や 劇場 銀行 を 通じ て 、 ユ ダ ヤ 人 は 我が国 の 主人 と な っ た 。 


誰が 彼ら に 反対 で きる で し ょ うか 2? 今 日 彼ら は 災害 と その 出現 の 推進 者 で ある と き 。 そ れ は 私 た 
ちの 国家 の 死 の 兆候 で す 、 誰 が 彼ら に 立ち 向かう で し ょ うか ? 


国民 運動 は 地面 に ひれ 伏 す 。 最 近 の 選挙 で は 、 連 盟 の 得票 数 は 7 万 票 少な く 、 総 得票 数 は 5 万 

票 未満 、 全 国 で 29 未満 で し た 。 

昨日 は 10 人 の 国会 議員 が いた が 、 今 日 は 誰 も いな い 。 軍 団 兵 が この 怪物 に どう 立ち 向かう の か 、 そ し 
て 生死 を 賭け た 戦い で どう 立ち 向かう の か を 知る 日 が 必ず 来る は ず だ 。 彼 は 一 人 で す 。 


Miele よ 到 機 繊 郷 記 by Google 


この 世界 に 対す る 私 た ちの 思い 


その 全能 の 力 の 強 さ に 比べ て 、 私 た ちの 少数 の せい で 、 私 た ち は し ば し ば 次 の よう な 疑問 を 自分 自身 に 問い か け て きま し た 。 「 非 
合法 化 さ れ た ら ど うす る の か ?」 も し これ ら の ヒド ラ が 私 た ちの 計画 を 実行 する な ら 、 彼 ら は 私 た ちの 前 に あら ゆる 障害 を 置 

き 、 粉 砕 し よう と する で し よう 。 

彼 の 目 は 私 た ち に 釘付け に な っ て いま す 。 彼 ら は 私 た ち を 挑発 する 可能 性 が あり ます 。 か つて 私 た ち が 静 か に 平和 的 に ウン ゲニ で 
働き 始め た と き 、 彼 ら は 私 た ち に 同じ こと を し まし た 。 そ れ で 彼ら は 私 た ち を 深淵 の 端 に 連れ て 行き まし た 、 私 た ちの 計画 が すべ 
て 成功 する こと を 願っ て いま す 。 彼 ら が 私 た ち を 挑発 し た ら ど うす る で し ょ うか ? 刑 務 所 で 骨 が 腐っ て 計画 が 失敗 し な いよ う 

に 、 も う 一 度 ビ スト ル を 抜い て 発砲 し まし ょ うか 。 そ の よう な 見 通し を 垣間見 て ノレ ー マ ニ ア 人 が すべ て の 英 の 大 群 と 戦う こと 

を 受け 入れ た 山 へ の 退却 と いう 考え が 私 た ちの 心 の 中 に 芽生 えま し た 。 山 は 長い 間 、 私 た ちの 生涯 に わた っ て 私 た ちの 近く 

に あり まし た <。 彼 は 私 た ち を 知っ て いま す 。 荒 れ 果 て た 恐ろし い 定 獄 で 体 が 枯れ 、 血 管 の 血 も 枯れ る より は 、 信 仰 の た め に 山 の 中 で 
最後 の 一 人 まで 死ん で 命 を 終え る ほう が よい の で す 。 し た が っ て 、 私 た ち は 再び 鎖 に つなが れ て いる こと に 気づく と いう 屈辱 を 
拒否 し ます 。 私 た ち は そ こ か ら 攻 撃 し 、 す べ て の ユダ ヤ 人 の スズ メ バ チ の 上 昌 を 柚 撃 し ます 。 


" 軍団 組織 の 基本 単位 。 (Tr 


そこ で 私 た ち は 木々 や 山 の 生 き 物 た ち を さら な る 荒廃 か ら 守 り ま す 。 そ こ に 、 私 た ち は 死 と 慈悲 を 広め ます 。 


私 た ち は 捕 ら え られ て 殺さ れる た め に 送ら れる で し ょ う 。 逃 げ よ う 、 陣 れ よう 。 私 た ち は 反 撃 し ます 。 そ し て 最後 に は 必ず 打倒 され 
る だ ろう 。 そ こ で 。 そ れ は ルー マニ ア の 大 隊 と 連隊 か ら 指 名 手配 され て いる 我々 の うち の 数 名 だ ろう 。 そ うし て 私 た ち は 死 を 迎え る 
こと に な る の で す 。 私 た ち 全員 の 血 が 流れ ます 。 


この 瞬間 が ルー マニ ア 国 民 に 向け た 最大 の 演説 と な り 、 そ し て 最後 の 演説 と な る 。 


私 は モタ 、 ガ ル ニ ー タ 、 コ ルネ リュ ー・ ジ ョ ル ジ ェ スク 、 ラ ドウ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ に 電話 し て 、 こ れ ら の 考え を 共有 し まし た 。 私 た ち は 今 
後 の 良い 日 も 悪い 日 も 考え な けれ ば な り ま せん で し た 。 私 た ち は 解 決 策 を 用 意 し 、 あ ら ゆ る こと に 備え る 必要 が あり まし た 私 

た ち を 和 驚 か せる も の は 何 も あ り ま せん 。 私 た ち は こ の 国 の 法律 に 従い 、 誰 も 挑発 せ ず 、 あ ら ゆる 挑発 を 回 避 し 、 い か な る 挑発 に も 応 
じ ま せ ん 。 し か し 、 私 た ち が も は や 苦し むこ と が で き な く な っ た と き 、 ま た は 克服 で き な い 障害 が 私 た ちの 前 に 置か れ た と き 、 私 た 
ちの 道 は 山 に 向かう 必要 が あり ます 。 


大 規模 な 反乱 を 試み る こと は 得策 で は あり ませ ん 。 こ の 日 、 彼 ら は 大 砲 で 殺さ れ 、 不 幸 と 悲し み が 広 が る だ け に な る で し 
よう 。 
それ どこ ろか 、 私 た ち は 限 られ た 人 数 で 、 自 分 自身 の 責任 に お いて の み 単 独 で 仕事 を し な けれ ば な り ま せん 。 


全員 が 同意 し た 。 

「 私 た ちの 血 20 人 の 若者 の 血 が この 国 の 罪 を 救 わ な い は ず が な い 」 と 彼ら は 言っ た 。 私 た ちの この 犠 御 が ルー マニ ア 人 に 理 
解 され な い は ず は な く 、 そ れ が 彼ら の 魂 と 良心 を 岩 え させ ず 、 こ れ が ルー マニ ア 人 に と っ て の 出発 点 、 復 活 の 点 を 構成 し な い は ず 
は あり ませ ん 。 


」 


ルー マニ ア 人 。 


この よう な 形 で の 私 た ちの 死 は 、 最 終 的 に は 私 た ちの 人 生 の すべ て の 挫折 し た 努力 より も 、 こ の 人 々 に と っ て より 良い こと を も た ら す か も し れ 
ませ ん 。 私 た ち を 殺 そ うと し て いる 政治 家 で さえ 、 罰 せら れ な いわ け で は あり ませ ん 。 


私 た ちの 仲間 の 中 に も 私 た ち に 復讐 する 人 た ちがい ます 。 人 生 で は 勝て な い が 、 死 ぬこ と で 勝つ 。 そ の 後 、 私 た ち は 死 ぬ と いう 
思い と 覚悟 を 持っ て 生き て いま す 。 何 が 起こ ろう と も 、 私 た ち は 勝 利 へ の 正しい 解決 策 を 持っ つて いま し た 。 そ れ は 私 た ち に 心 の 
平安 と 力 を 与え て くれ まし た 。 そ れ は 、 ど ん な 英 や 私 た ち を 破壊 し よう と する あら ゆる 試み に 直面 し て も 、 私 た ち を 笑顔 に させ 
て くれ る で し よう 。 


Miele よ 到 機 繊 扶 記 by Google 
軍団 の 発展 段階 


パ マ ント ゥ ル ・ ス トラ モ シ ェ ス ク (「 先 祖 代々 の 土地 」) 


私 た ち は 1927 年 6 月 24 日 生ま れ ま し た 。 数 日 後 私 た ち は 本 社 を 占領 し まし た 。 今 、 私 た ち は 自 分 た ちの 逐 響 

力 の 領域 を 拡大 し 、 そ の 中 で 私 た ちの 生活 の 規範 を 定式 化し 、 そ れ を 通し て 運動 を 方 向 付け る た め に 、 自 分 た ち 

の 出版 物 を 持つ べき だ と 感じ まし た 。 何 と 呼べ ば いい で し ょ うか ? 「 新 世代 」 が 提案 され まし た 。 そ れ が 気 に 

入ら な か っ た ん で す 。 そ れ は 定義 の よう に 感じ まし た 。 私 た ち を 別 の 世代 と 区 別 し ま し た が 、 そ れ は 機能 し ませ 

ん 。 「 古 代 の 土地 」 こ れ を その 名 に し まし ょ う 。 こ の 称号 は 、 私 た ち を 祖先 が 眠る 祖国 の 土地 に 結び つけ る も の 

で す 。 守 ら な けれ ば な ら な い 土 地 。 そ れ は 私 た ち を 未定 義 の 領域 に 深く 落と し 込み ます 。 そ れ は 単なる 名 前 で 

は な く 、 戦 い へ の 絶え 間 な い 呼 び か け 、 勇 気 へ の 呼び か け 、 そ し て 私 た ちの 種族 の 戦士 と し て の 資質 の 目覚 め と 

な る で し よう 。 

さら に 、 数 ペー ジ 前 に 述べ た 特質 に 加え て 、 こ の タイ トル は 軍団 兵 の 魂 の も う 一 つの 構造 的 特徴 、 す な 

わ ち 勇敢 さ 、 そ れ が な けれ ば 人 間 は 不 完全 で ある こと を 強調 し て いま す 。 

な ぜ な ら 、 あ る 人 が た だ 公正 で 、 正 し く 、 献 身 的 で 、 忠 実 で 、 勤 和 で ある だ け で 、 不 謀 慎 で 不誠実 で 不当 な 英 

と 戦う こと を 可能 に する 英雄 的 な 資質 を 欠い て いる 場合 、 そ の 人 は 彼ら の 手 で 死ぬ こと に な る か ら で す 。 こ 

こ で 私 た ち は す で に 動き の 軸 が 定まっ て いま す 。 一 方 の 端 は 私 た ちの 故郷 の 土地 に 根付 いて お り 、 も うう 一 方 

の 端 は 天 、 つ まり 「 祖 先 の 地 」 と 大 天使 ミカ エル に 根付 いて いま す 。 し か し 、 役 割 に は お 金 が か か り ま す が 、 私 

た ち に は あり ませ ん で し た 。 何 し よう か ? 私 た ち は モ タ 神 父 に 手紙 を 書い て 、 オ ラス ティ エ に ある リベルタ テア 
(「 リ バテ ィ 」) の 古い 印刷 所 で クレ ジッ ト で 印刷 し て ほし いと 頼む こと に し まし た 。 彼 は 受け 入れ 

た 。 彼 は 私 た ちの 新聞 を 印刷 し 、 私 た ち は 購読 料 と 売り 上 げ と し て 彼 に 支払 いま し た 。 「A Terra 

Ancestrall 第 1 号 は 1927 年 8 月 1 日 に 隔 肝 ! 誌 形式 で 発行 され 、 表 紙 の 中 央 に サン ミゲル 大 天使 

の アイ コン が 描か れ ま し た 。 ア イコ ン の 左側 に は 、 聖 ペテロ の アイ コン か ら 次 の 言葉 が 転載 され て いま し た 。 


アル バイ ウリ ア の 戴冠 教会 の 大 天使 ミカ エル :「 最 も 純粋 な 主 の 宮 に 入る 不純 な 心 に 、 私 は 容赦 な く 剣 を 向け る 。」 


そし て 右側 は コス ブ ク の 詩 「 デ セ バ ル と 彼 の 民 へ 」 の 一 節 で す 。 
「 我 々 は 神 の 子孫 で ある と は いえ 、 死 と いう 負債 を 負っ て いる 。 若 くし て 死ぬ の も 腰 の 曲がっ た 老人 に な る の も 同じ だ が 、 ラ イオ 


初版 の 内 容 


「 古 代 の 土地 」 と 題 され た 主要 記事 は 、 連 盟 内 の 紛争 後 の 国 民 運 動 の 状況 を 掘り 下げ 、 私 た ちの 立場 を 説明 する よう 努め て いま 
す 。 
嘆願 で 終わ り ま す 。 「 敵 に 立ち 向かえ ! 」 コ ルネ リュ ユー・Z・ コ ドレ アヌ 、 イ オン *・ モ タ 、 リ ー・ ガ ル ニ 
ー タ 、 コ ルネ リュ ー・ ジ ョ ル ジ ュ スー、 ラ ドウ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ の 署名 が 入っ て いる 。 2 番目 の 記事 に は 、「 あ 
な た の 時 間 で す 、 来 て くだ さい 」 と いう 私 の 署名 が あり ます 。 最 初 の 記事 で 取り 上 げた 同じ 考え 方 の 
続き で す 。 3 番目 は 、 多 く の 学生 運動 の 戦い に 参加 し 、 私 た ち に 愛着 を 持っ た が 、 軍 団 兵 に は な ら な 
か っ た 才能 ある 若い 戦士 、 イ オン サヴァ と 贅 名 し た 。 見 出し は 「 選 挙 結果 」 。 


数 日 前 に 死去 し た フェ ルディ ナン ド 王 の 死 を 題材 に し た 短い 劇画 が 続く 。 彼 の 写真 の 上 に は 黒 枠 で 「 私 た ちの 王 」 と いう タ 
イト ル が あっ た 。 


彼 は 死ん だ 。 
これ に 続い て Mota の 記事 が 続き 、 そ の 一 部 を ここ に 再掲 し ます 。 


アイ コン 別 
「 イ コン と 祭壇 か ら 始ま り 、 そ れ か らし ば らく は 人 の 波 に 流さ れ て さま よう 」 


1922 年 10 月 15 日 に フェ ルディ ナン ド 国 王 と マリ ア 王 妃 が 戴冠 式 を 行っ た アル バ ユリ ア の 教会 の 通称 。(Tr.) 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


そし て 、 私 た ちの 衝動 が 純粋 で ある に も か か わら ず 、 私 た ち は 岸 に 到達 し ませ ん 。 今 、 私 た ち は 、 重 く 、 散 り 散 り 、 

引き 釣 か れ た 心 を 抱え て 、 唯 一 の 温か さと 慰め 、 力 と 安らぎ 、 力 を 与え て くれ る 避難 所 に 集まり 、 イ エス < キリ スト 

の 御 足 も と 、 ま ば ゆい ば か り の 天国 の 輝き の 入り 口 に 、 ア イコ ン 。 私 た ち は 人 生 で 一 日 た り と も 政治 に 関与 し ませ ん 私 
た ち は に は 宗教 を 持っ て お り 、 信 仰 の 奴隷 で す 。 私 た ち は 彼 の 炎 の 中 で 身 を 焼き 、 完 全 に 彼 に 従い 、 力 の 限界 まで 彼 

に 仕え まし た 。 私 た ち 自 身 に と っ て 敗北 や 武装 解除 は あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 私 た ち が 望 む ツ ー ル で ある 権力 は 永遠 
に 無敵 だ か ら で す 。 


「 現 時 点 で は 、 旧 リー グ 有 崩壊 の 原因 に つい て 詳し く 議論 する こと は で き な い 。 
た だ 言え る の は 、 新 た な 創造 の この 瞬間 に 、 誕 生 する 新しい シス テム の 性 格 を 刻み 込む た め に 、 私 た ち は 明確 か つ 断 
固 と し て こう 言い た いと いう こと だ け で す 。「 ル ス < デ ッ ルス …… 」 


その 後記 事 は 新しい 組織 に つい て いく つか の ヒン ト を 与え 、 勝 利 へ の 信念 の 表明 で 終わ り ま す 。 


Corneliu Georgescu の 記事 か ら の 抜粋 : 
信仰 の 灯火 を 灯す 


「 古 代 の 年 代 記 は 、 そ の 昔 、 神 々 が その 罪 の た め に 古代 ヘラ ス に 上 厳し い 裁き を 下 し た と 伝え て いま す 。 ア ジア の 
荒野 か ら 、 ギ リシア 軍 よ り も 何 倍 も 強力 な 大 軍 が 嵐 の よう に この 国 の 平原 に 降り て きま し た 。 田 畑 を 荒らし 、 都 市 を 
破壊 し 、 寺 院 を 荒らし 、 軍 隊 を 引き 像 きま し た 。 軍 隊 は 勇 池 で は あっ た も の の 成功 し た 抵抗 に 対抗 する に は 数 
が 少な すぎ まし た 。 


それ 以上 の 抵抗 に は 遭わ ず 、 勝 利 し た メデ ィ ア 人 は 、 ア ポロ ン の 最も 有名 な 神殿 の 場所 で ある デル フィ で ギリ シャ 
の 中 心 部 に 侵入 し まし た 。 神 殿 の 祭司 た ち は 、 間 も な く 敵 が 聖なる 神殿 を 冒 流 する か も し れ な いと いう 2 巡 怖 に 震え 
ye 
大 祭司 だ けが 恐れ ませ ん で し た 。 神 の 力 に 自信 を 持っ て 、 彼 は 仲間 の 司祭 た ち に 向かっ て こう 言い まし た .… 

「 恐 れる な 、 神 に は 軍隊 は 必要 な い 。 
彼 自身 が 私 た ち を 守っ て くれ る で し ょ う ! " 


「 そ し て 大 祭司 と 他 の 者 た ち は 祈 り 始め 、 彼 ら の 祈り は 奇跡 を も た らし まし た 。 
自信 に 満ち た ペル シア 軍 が 神殿 の 数 歩 以 内 に 近づく と すぐ に 、 パ ルナ ッ ソ ス 山 が 揺れ 、 耳 を つん ざく よう な 雷 
鳴 を あげ て 石 を 斜面 に 転がし 、 敵 を 打ち 砕い た 。 ど こ か ら と も な く 落 ち て くる 稲妻 が 彼 の 破滅 を 完了 させ た の で 、 ほ ん 
の 一 瞬 前 の 大 軍勢 の うち 、 こ の 天 の 奇 跡 に つい て 語る 者 は ほとん ど 残 っ て いな か っ た .… 


「 フ ァ イ タ ー ズ ! 勝利 と 勝利 が 得 ら れる と いう 信仰 の 灯火 を 再び 魂 に 灯 せ 


私 た ちの も の 。『" 


次 に 、 ラ ドゥ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ か ら 故 郷 の 村 に いる 兄弟 の 一 人 に 宛て た 手紙 が 続き ます 。 
彼 が 意気 消沈 し て いる こと を 知っ て いる 彼 は 、「 も ちろ ん 、 私 た ち に は 悲し く て 悲し いこ と は あり ます 
が 、 私 た ち に は 持っ て いな い 権利 も あり ます 。 そ れ は 勇気 を 失っ て 銃 を 捨て る こと で す 。」 と 彼 に 言い ます 。 


その 後 、 彼 は 連盟 の 不 和 と 軍団 創設 に つい て こう 2 説明 する 、「 皆 で 汗 を 流し て 建て た 、 避 難所 だ っ た 家 
が 全焼 し て し まっ た …」 


「 煙 で 黒ずん だ 数 枚 の 壁 だ けが 、 古 い 家 の 痛ま し い 思 い 出 と し て 残っ て いま す 。 


「 今 私 た ち に 何 を し て ほし い の で すか ? 神 に 反逆 し ます か ? そ れ は あり 得 ま せん 、 「 主 は 与え られ 、 主 は 取り 去ら れ 
ます 。 主 の 御名 が 祝福 され ます よう に 」。 

「 私 た ち は 腕 を 組み 、 悲 惨 な 寒さ 、 雨 風 の 中 で 死ぬ で し ょ うか ? い いえ ! し か し 、 神 へ の 信仰 を も っ て 、 私 た ち は 
仕事 に 取り 掛か り 、 少 し ずつ 自分 自身 で 2 倍 美しい 新しい 家 を 建て な けれ ば な り ま せん 。 こ れ が 「 軍 団 」 で あり 、 私 た 
ち は そ の た め に 最初 の 礎石 を 置き ます 。 


Miele よ 到 機 繊 扶 記 by Google 
Garneata の 記事 は 次 の と お り で す 。 


兄弟 間 の 意見 の 相違 - 英 の 喜び 


「 遅 れ ば せな が ら の 困難 に 直面 し 私 た ち を 包み 込ん で いる 不穏 な 思考 の 奉 流 を 他 の 人 た ちと 分 か ち 合う た 
め に 、 後 悔 の 念 で いっ ぱい の 
心 で ペン を と り ま す .… 


「 兄 弟 間 の 確執 や 指導 者 間 の 意見 の 相違 が あま り に も 明白 に な っ た た め 、 も は や 隠す こと は で き な い 。 そ の 結果 は 多く の 人 を 落 
胆 さ せる だ ろう し 、 連 盟 を 信頼 し て いた 人 々 の 落胆 は 確実 に 後退 で あり 、 敗 北 へ の 一 歩 で ある 」 。 


「 こ れ は 非常 に 明白 で す 。 な ぜ な ら 、 歴 史上 の どの 時 点 に お いて も 、 不 和 が 不幸 や 災害 以外 の 何 か を も た ら す こと が 
示さ れ て いな いか ら で す 。 

「 私 た ち は 7 年 前 に 選ん だ 道 を 同じ 決意 を 持っ て 歩む 方 法 を 知る こと に な る で し ょ う 。 
刑務 所 で の 過酷 な 生活 と 悲惨 な 生活 に 慣れ て いる 私 た ちの 骨 は 、 戦 い の 転 壊 で 敵 に 対抗 する 位置 に いて 快適 に 感じ る で し ょ 
つき 


「 今 日 自分 た ちの 支配 の 時 が 来 た と 信じ て 喜ぶ ユダ ヤ 人 た ち に 、 こ の 国 に は 、 昼 夜 を 問わ ず 、 顔 を 向け て 軍隊 が 常駐 し て いる 一 角 
が ある こと を 知っ て も らい た い 。 敵 。" 


この 創 穫 号 に は 、 モ ルド バ の LANC の 元 副 社長 で ある エン ジニ ア 、 ゲ オル ゲ ・ ク ライ ム に よる 記事 「 夢 、 希 望 、 現 実 」 と と も に いく つか の 情 
報 が 含ま れ て お り 、 そ の 最後 の 部 分 を 抜粋 し ます 。 最 終 目標 ? 


「 有 能 な 指導 者 に 率い られ 、 献 身 的 な 助っ人 た ち に 囲ま れ た 戦士 の 軍隊 。 こ の 問題 に 関し て は 、 私 に 関す る 限り 、 は る か 
に 年 上 で は あり ます が 、 若 い コ ー ネ リ ュー Z の 行動 グル ー プ を フォ ロー し て いま す 。 
コ ド レ アヌ 、 イ オン 1. モタ .… 
「 明 ら か に 、 今 日 士気 を 失っ た 現場 に 散ら ば っ て いる すべ て の 人 々 を 含め 、 多 く の 人 々 の 貢献 が 必要 で す 。」 し 
た が っ て 、 も し ルー マニ ア の 片隅 で 誰か が 、 認 可 さ れ た か 否 か に か か わら ず 、 購 読者 の リス ト を 公開 し た と し た ら 、 そ の 
人 に 私 の 名 前 も 入力 させ て くだ さい 、 そ れ で 私 は 命 を 捧げ る こと が で きま す 。 」 


軍団 倫理 の 基本 原則 


『 古 代 の 大 地 』 の 第 2 号 が 8 月 15 日 に 午 行 され まし た 。 「 大 天使 ミカ エル の 軍団 」 と 題 さ れ た 主 な 記事 で 、 私 た ち は 軍 団 生活 の 最 
初 の 倫理 規範 を 簡潔 に 定式 化し よう と し ます 。 こ れ は 私 た ち が 尊 重 し 、 厳 格 に 青 定 する つも り で あり 、 そ れ ら を 尊重 する すべ て の 人 が そ 
の 周り に 集 ま な けれ ば な り ま せん 。 


私 た ちの 中 に 来 て 成長 する 人 は 誰 で も 、 彼 ら を 尊重 し て 成長 する 必要 が あり ます 。 
この 法令 条文 か ら 、 当 時 私 が 書い た 順序 で アイ デア を 選択 し ます 。 最 初 の アイ デア は 「 道 徳 的 純粋 さ 」 で す 。 


2 つ 目 は 「 戦 闘 へ の 無関心 」。 
3 つ 目 は 「 熱 意 」。 


4 つ 目 は 「 信 仰 、 仕 事 、 秩 序 、 隙 級 規 律 」。 
5 番目 :「 軍 団 は 我が国 の エネ ルギー と 精神 力 を 刺激 し 、 そ れ な し で は 決し て 勝利 は あり 得 ま せん 。」 


6 番目 :「 正 義 (軍団 は 正義 の 学校 で あり 、 そ れ を 即位 させ る エネ ルギー と な る ) 」。 

7 つ 目 :「 言 葉 で は な く 行動 演じ る の だ ! 語 る な ! 」 

8 番目 :・「 こ の 学校 の 終わ り に は 、 新 し い ル ー マ ニ ア が 立ち 上 が り 、 こ の ルー マニ ア 国 民 の 待望 の 復活 が 、 私 た ちの あら ゆ 
る 努力 、 苦 し み 、 犠 牲 の 目標 で ある 。」 そ れ ら の いく つか に つい て 詳し く 説明 し た いと 思い ます 。 


戦闘 に お ける 不利 益 


lolete よ 到 機 緒 扶 唐 by Google 


私 利 私 欲 を 打ち 破る こと は 、 軍 団 兵 の も う 一 つの 基本 的 な 美徳 で す 。 こ れ は 、 富 裕 層 へ の 貧 欲 、 区 沢 、 放 湯 、 あ る い は 信 慢 な ど 、 あ ら 
ゆる 堕落 し た 副産物 を 伴っ た 私 利 私 欲 だ けが 行動 と 較 争 の 唯一 の 動機 で ある 政治 家 の 立場 と は 真っ 向 か ら 対立 する も の で あ 

る 。 

し た が っ て 親愛 な る 同志 の 皆さん 、 こ れ か ら は 軍団 員 の 命 が 存在 する 限り 、 戦 闘 貞 の 魂 で あれ 、 あ な た 自身 の 魂 で あれ 私利 
私 欲 の うな り 声 が どこ に 届い て も 、 そ こ で 軍団 は 止ま っ た こと を 知ら な けれ ば な り ま せん 。 存 在 す る 。 そ こ で 軍団 兵 は 終わ り を 告 
げ 、 政 治 家 が 政 を 剥き 始め る 。 


新参 者 の 目 を 見 つめ て 、 そ の 目 に 小さ な 利己 的 な 光 が 見 えた な ら (それ が 物質 的 で あれ 、 野 心 で あれ 、 情 熱 で あれ 、 誇 り で 
あれ ) 、 彼 は 軍団 兵 に は な れ な いこ と を 知っ て くだ さい 。 


また 、 た と え そ の 人 が 軍団 運動 を 「 ラ ンダ ム に 理解 し た と し て も 、 緑 の シャ ツ を 着 た り 軍 団 式 敬 礼 を し た り 
する だ け で は 軍団 員 に な る の に 十分 で は な い 。 た だ し 、 軍 人 生活 の 規範 に 従っ て 生活 し て いる 場合 に 限り ます 。 
な ぜ な ら 、 軍 団 は 単なる 論理 体系 や 議論 の 連鎖 で は な いか ら で す 。 そ れ は 「 生 きた 信仰 」 で す 。 福 音 を 「 知 
っ て いて 」「 理 解 し て いる 場合 に は クリ スチ ャ ン で は な く 、 そ こ で 採用 され て いる 生活 規範 に 従う 場合 、 
つま り 「 福 音 に 従っ て 生き る 場合 に の み ク リス チャ ン で は な い の と 同じ で す 。 


規律 と 愛 


人 類 の 社会 史 全体 は 2 つの 大 き な 原 則 に 基づい た 闘争 に 満ち て いま す 。 そ の 1 つ は 権威 の 原則 と 自由 の 原則 と いう 、 他 方 に 
不利 益 を も た ら す 場所 を めぐ る 闘争 で す 。 権 威 は 自由 を 損なう まで 拡大 し よう と し 、 自 由 は 権威 の 力 を 可能 な 限り 制限 し よう と 努 
め た 。 こ の 二 人 が 対面 する と 、 対 立 を 意味 せ ざ る を 得 ま せん 。 こ れ ら 2 つの 原則 の いずれ か に 従っ て 運動 を 方 向 付け る こと 

は 、 社 会 不安 と 戦争 の 歴史 的 な 路線 を 継続 する こと に な り ま す 。 そ れ は 、 一 方 で は 専制 抑圧 、 不 正義 の 路線 を 継続 する こと を 意味 
し 、 他 方 で は 血 な まぐ さい 反乱 と 永続 的 な 紛争 の 路線 を 継続 する こと を 意味 する 。 


だ か ら こ そ 、 私 は すべ て の 軍団 兵 、 特 に 若い 人 た ち に 、 誤 解 に よっ て 運動 の 方 向 か ら 逸脱 し な いよ うに 注意 を 促し た い の で す 。 多 
く の 場 合 、 軍 団 兵 に ポス ト が 与え られ る と すぐ に 、 彼 は 全身 全霊 で 「 権 威 」 に 身 を 固め 、 こ れ ま で 仲間 た ちと 結び つい て いた すべ 
て の も の を 打ち 破り 、 自 分 の 功績 で 他人 に 「 感 銘 」 を 与え な けれ ば な ら な いと 感じ た と いう こと に 私 は 気づい た 。 自 分 の 権限 


軍団 運動 は 、 権 威 の 原則 また は 自由 の 原則 の いずれ か の み に 基 づい て いる わけ で は あり ませ ん 。 そ の 基盤 は 愛 の 原理 に 根ざし て 
いま す 。 彼 の 中 に は 権威 と 自由 の 両方 が 根 を 持っ て いま す 。 


愛 は 、 権 威 と 自由 と いう 2 つの 原則 の 間 の 平和 で す 。 愛 は 彼ら の 真ん中 、 彼 ら の 間 、 そ し て 彼ら の 上 に あり 、 彼 ら を 最善 の 
も の すべ て で 包み 込み 、 彼 ら の 間 の 対立 を 取り 除き ます 。 


愛 は 圧 制 抑圧 、 不 正義 、 血 な まぐ さい 反乱 、 社 会 戦争 を も た ら す こと は で きま せん 。 そ れ は 決し て 衝突 を 意味 する も の で は 
あり ませ ん 。 ま た 、 暴 君 や ユダ ヤ 人 が 実践 する 愛 の 原理 と いう 偽善 的 な 概念 も あり 、 彼 ら は 継続 的 か つ 組織 的 に 同胞 の 愛 の 感 
情 に 訴え 、 そ の 背後 で 平然 と 憎しみ と 抑圧 を 続け て いる 。 


愛 を 応用 する こと は 、 社 会 と 世界 で の 心 の 平安 を 意味 し ます 。 平 和 は も は や 永遠 の 戦争 つま り 調 和 の 不可 能 性 を 宣告 され た アウ 
ト ボ イデ ィ ア と 自由 と いう 2 つの 原則 の 間 の 機械 的 で 冷酷 な バラ ンス の 貧弱 な 表現 と し て は 存在 し ませ ん 。 


優し さと 愛 は 私 た ち に 正義 で は な く 平 和 を 与え ます 。 な ぜ な ら 、 正 義 を 完全 に 実現 する の は 非常 に 難し いか ら で す 。 
た と え そ れ を 完全 に 実現 する 手段 が 発見 され た と し て も 、 そ れ を 認識 し 評価 する 能力 の な い 人 間 は 永遠 に 不満 を 抱き 続け る だ ろ 
う ke】 


2 つ 目 は 、 自 然 や 敵 と の 戦い で 成功 する こと 。 
100 人 の 男性 が 兄弟 の よう に 愛し 合う こと は で きま す が 、 何 ら か の 行動 の 必要 性 に 直面 し た 場合 それ ぞ れ が 異な る 意見 を 持 
つ 可 能 性 が あり ます 。 百 の 意見 が 勝つ こと は 決し て あり ませ ん 。 愛 


lolete よ 到 機 寺 唐 by Google 


それ だ け で は 決し て 彼ら を 勝利 させ る こと は で きま せん 。 規 律 が 必要 で す 。 勝 つた め に は 、 全 員 が 単 一 の 意見 、 つ ま 
り 最も 経験 の ある リー ダー の 意見 を 採用 する 必要 が あり ます 。 

規律 は 努力 の 団結 を 保証 する の で 、 成 功 を 保証 し ます 。 一 つの 命令 に 従い 、 全 国民 が 団結 し て の み 克 服 で 

きる 困難 が ある 。 こ の よう な 事態 に な っ た 場合 規律 が 人 格 を 傷つけ る と いう 口実 で 、 他 の 民 が 一 つ に な っ 

て 同じ 命令 に 従う の に 、 他 の 民 と 合流 する こと を 拒否 する 愚か 者 が 誰 な の か ? 


その よう な 場合 あな た の 国 が 脅かさ れ .、 物 事 の 性 質 上 、 生 命 や 手足 を 危険 に さら し 、 家 族 を 引き 裂き 、 子 供 の 将来 を 危 
険 に さら し 、 祖 国 を 救う た め に この 地球 上 で 持っ て いる すべ て を 放棄 する 必要 が ある と き 。 、 少 な く と も 誰か 
が 「 人 格 が 傷つけ られ て いる 」 と 言う の は ば か げ て いま す 。 


規律 は 勝利 に つなが る の で 、 誰 に も 屈辱 を 与え ませ ん 。 そ し て 、 犠 牲 に よっ て の み 勝 利 が 得 ら れ な い の で あれ ば 、 規 
律 へ の 服従 は 人 間 が 国家 の 勝利 の た め に 払う こと が で きる あら ゆる 犠牲 の 中 で 最も 少な いも の で ある 。 


規律 が 放棄 で あり 、 犠 牲 で ある な ら 、 そ れ は 誰 に も 屈辱 を 与え る る も の で は あり ませ ん 。 と いう の は 、 い か な る 犠牲 も 誰か 
を 高貴 に する の で あっ て 、 そ の 人 を 周 め る も の で は な いか ら で あ る 。 我 が 国 国民 は 多大 な 困難 を 克服 し な けれ ば な ら 
な いた め 、 ル ー マ ニ ア 人 全員 が 規律 教育 を 喜ん で 受け 入れ 、 明 日 の 勝利 へ の 貢献 を 認識 し な けれ ば な り ま せん 。 


団結 が な けれ ば 勝利 は あり ませ ん 。 そ し て 規律 が な けれ ば 団結 は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 我 が 国 は これ を 敵対 行 
為 と みな し .、 規 律 の 規律 か ら 逸 脱 す る こと は 勝利 と 自国 の 生命 に と っ て 危険 な も の と し て 非難 し な けれ ば な ら な 
い 。 


分 析 を 維持 する た め の 戦 い 


私 た ちの レビ ュー の 出版 を 確保 する た め の 閣 い は 、 私 た ちの 開発 の 第 2 段階 で し た 。 資 源 の な い 私 た ちの 
取り 組み は 、 ま る で 実戦 の 様相 を 呈し まし た 。 実 際 、 私 た ち は 最 初 か ら 「 戦 い 」 と 呼ん で いた の で す 。 


私 た ち は 次 の 2 つの 戦略 を 使 

用 し ます 。 1. すべ て の 努力 を 同時 に 同じ 目標 に 集中 し ます 。 2 つ 目 は 、 自 然 や 英 と の 戦い で 成功 する こ 

と 5: 

100 人 の 男性 が 兄弟 の よう に 愛 し 合う こと は で きま す が 、 何 ら か の 行動 の 必要 性 に 直面 し た 場合 それ ぞ れ が 異な 
る 意見 を 持つ 可能 性 が あり ます 。 百 の 意見 が 勝つ こと は 決し て あり ませ ん 。 愛 だ け で は 決し て 彼ら を 勝利 させ 

る こと は で きま せん 規律 は 必要 で す 。 

勝つ た め に は 、 全 


員 が 単 一 の 意見 、 つ まり 最も 経験 豊富 な リー ダー の 意見 を 採用 する 必要 が あり ます 。 


規律 は 努力 の 団結 を 保証 する の で 、 成 功 を 保証 し ます 。 一 つの 命令 に 従い 、 全 国民 が 団結 し て の み 克 服 で 
きる 困難 が ある 。 こ の よう な 事態 に な っ た 場合 規律 が 人 格 を 傷つけ る と いう 口実 で 、 他 の 民 が 一 つ に な っ 
て 同じ 命令 に 従う の に 、 他 の 民 と 合流 する こと を 拒否 する 愚か 者 が 誰 な の か ? 


その よう な 場合 あな た の 国 が 脅かさ れ 、 物 事 の 性 質 上 、 生 命 や 手足 を 危険 に さら し 、 家 族 を 引き 裂き 、 子 供 の 将来 を 危 
険 に さら し 、 祖 国 を 救う た め に この 地球 上 で 持っ て いる すべ て を 放棄 する 必要 が ある と き 。 、 少 な く と も 誰か 
が 「 人 格 が 傷つけ られ て いる 」 と 言う の は ば か げ て いま す 。 


規律 は 勝利 に つなが る の で 、 誰 に も 屈辱 を 与え ませ ん 。 そ し て 、 犠 牲 に よっ て の み 勝 利 が 得 ら れ な い の で あれ ば 、 規 
律 へ の 服従 は 人 間 が 国家 の 勝利 の た め に 払う こと が で きる あら ゆる 犠牲 の 中 で 最も 少な いも の で ある 。 


規律 が 放棄 で あり 、 犠 牲 で ある な ら 、 そ れ は 誰 に も 屈辱 を 与え る る も の で は あり ませ ん 。 と いう の は 、 い か な る 犠牲 も 誰か 
を 高貴 に する の で あっ て 、 そ の 人 を 賠 め る も の で は な いか ら で あ る 。 我 が 国 国民 は 多大 な 困難 を 克服 し な けれ ば な ら 
な いた め 、 ル ー マ ニ ア 人 全員 が 規律 教育 を 喜ん で 受け 入れ 、 明 日 の 勝利 へ の 貢献 を 認識 し な けれ ば な り ま せん 。 


団結 が な けれ ば 勝利 は あり ませ ん 。 そ し て 規律 が な けれ ば 団結 は あり ませ ん 。 し た が っ て 、 我 が 国 は これ を 敵対 行 
為 と みな し .、 規 律 の 規律 か ら 逸 脱 す る こと は 勝利 と 自国 の 生命 に と っ て 危険 な も の と し て 非難 し な けれ ば な ら な 
い 。 
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分 析 を 維持 する た め の 戦 い 


私 た ちの レビ ュー の 出版 を 確保 する た め の 閣 い は 、 私 た ちの 開発 の 第 2 段階 で し た 。 
資源 の な い 私 た ちの 取り 組み は 、 ま る で 実戦 の 様相 を 呈し まし た 。 実 際 、 私 た ち は 最 初 か ら 「 戦 い 」 と 呼ん で いた の で す 。 


私 た ち は 次 の 2 つの 戦略 を 使用 し ます 。1. 

同時 に 同じ 目標 に 向け て すべ て の 努力 を 集中 し ます 。 

2. 戦闘 中 引用 と 表彰 を 通じ て 戦士 を 激励 し ます 。 

この 原則 は 私 た ちの すべ て の 軍団 活動 に 見 られ ます 。 

これ に は 次 の 利点 が あり ます 。 

望ま し い 目 的 の 迅速 な 実現 。 b) 

すべ て の 労働 者 の 団結 し た 行動 と 規律 ある 努力 の 教育 。 c) 自分 自身 の 力 の 認識 、 自 分 自身 と 自分 自身 の 力 へ の 自信 に 目 
覚め る 。 


経済 的 敗北 、 特 に 失敗 し た 努力 の 記憶 に より 、 ル ー マ ニ ア 国 民 は 諦め 、 自 発 性 の 欠如 、 自 信 の 喪失 に つなが っ た 。 私 た ち は 彼 ら の 自 
分 自身 へ の 自信 を 目覚 め さ せ 、 苦 痛 な 記憶 を 彼ら の 努力 に お ける 成功 の 伝統 に 置き 換え な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 最後 に 、 戦 

闘 機 を 育成 する こと で 、 エ リー ト 戦 闘 機 幹 部 の 熱意 を 発揮 する こと が で きる よう に な り ま す 。 私 た ち は レ ビュ ー の 中 で 、9 月 1 日 か 

ら 10 月 15 日 まで の 間 に 攻 勢 に 出 て 、 一 緒 に で きる だ け 多 く の 新 規 加入 者 を 獲得 で きる よう 、 す べ て の 友人 た ち に 呼び か け を 開始 し ま 
し た 。 


この 呼び か け の 結果 、 若 者 、 老 人 、 農 民 、 知 識 人 な ど 、 誰 も が 積極 的 に 参加 する 本 当 の アリ の キャ ン ペ ー ン が 始ま り ま し た 。 


最大 45 の 署名 を 持っ て きた 人 も いた (Constantin llinoiu)。 


この 最初 の 戦い の 結果 は 、1927 年 11 月 1 日 号 に 掲載 され まし た 。 そ の と き 私 が 書い た の は 次 の と お り で す 。 「10 月 15 日 午 
後 6 時 の 時 点 で 、 応 募 数 は 2,586 件 に 達し まし た 。 
軍団 は 彼 の 初 勝利 の た め に 尽力 し た すべ て の 人 々 に 感謝 し ます 。」 


この 戦い に 参加 し た 全員 が この 号 で 言及 され て いま す 。 ま ず 、 リ ベル テア (「 自 由 」) を 通じ て 私 た ち に 好意 的 な 宣伝 を し て く 
だ さっ た モタ 神父 に 感謝 し ます 。 こ こ で も う 一 度 、『 古 代 の 地 』 に 掲載 され て いる 全員 の 名 前 を 示し ます 。 彼 ら の 中 に は レジ オ ネ 
ラ に な ら な か っ た 人 も いま すし 、 レ ジオ ネ ラ の 信仰 の 中 で 亡くな っ た た め に も う 私 た ちと 一 緒 に いな い 人 も いま す 。 


そし て 私 が ここ で 彼ら の 名 前 を 挙げ た の は 、 彼 ら が 最初 か ら 信 者 だ っ た か ら で す 。 彼 ら は 優れ た 順に リス ト さ れ て いま す : マ ザー パン 
フィ リア ・ シ オラ ッ ク (ヴァ ラテ ッ ク ) 、 オ クタ ヴ ・ ネ グッ ト (フォ クシ ャ ニ ) 、 ア ル ヒ マン ドラ イト < ア 

タナ シ エ : ポ ペ ス ク (バル ティ ) 、 ヒ エロ モナ < イシ ヒエ ・ ア ント ヒ ( ネ ア ム ト ) 、 ミ 

ハ ド : タ ナシ ェ 、 ヴ ィ ク トル ・ シ ラー ギ 、 イ オン ・ ボ ルディ アン 、u、 ラ ドウ ミロ ノヴィ チ 、 キ ャ プ テ ン ツ ・ ト ゥ ヘル (イヴ ェ エスティ) 、 コ ンス 
タン ティ ン * イ リノ イ ウ (ヤシ ) 、N グ ロス ( ボ ト シ ャ ニ ) 、 イ オン ・ ミ ノド ラ (フー シ ) 、 グ リ ゴ リ ー・ バ ラチ (モビ リタ ・ プ トナ ) 、 

アン ドレ イ *<Cx・ ロ ネス ク (バラ ッ ド ) 、 ス ピル ・ パ チェ リ (ガラ ティ ) 、 エ ンジ ニア Mihai Ittu (ブカレスト )、 エ ンジ ニア Gh 。 ク ラ 
イメ (ヤシ )、 イ オン <T・ バ ネ ア (シビ ウ )、 イ リエ < ガル ニー タ (ヤシ )、 ト トゥ ニコ ラ エ (ヤシ )、 コ マン ・ ア レク サン ドル (ガウ リプ トナ)、 デ 
セ バ ル ・ コ ドレ アヌ (フー シ )、 ミ ハイ ル ・ マ リネ スク (ガラ ティ )、 ト ライ アン ・ レ レス ク (ピア トラ ) Nearnt)、Sebastian Erhan 
(CampuLLung、Bucovina)、N. Tecau (アメ リカ )、Elena Petcu (Vaslui)、Dr. Socrate Divitari (Tecuci)、lon Plesea (Orhei)、PI 
Morariu (Suraia-Putna)、Nanu Gavril ラ イレ ヌ (オル ヘイ )、 コ ティ ガ トラ イア ン (フォ クシ ャ ニ )、 マ リア ミ テ ア ( セ ヴ ェ リン )、1. チョ 
バニ ー タ (ベル チェ エスティ )、 カ ラウ ス (ヴォ イネ ステ ィ )、 テ ィ ニ ステ イ ネ ア ガ (オル ヘイ )、 ゾ シム バル ダス (タル ナ バ マー レ )、 
イオ ン ブラ ナル (フォ クシ ャ ニ )、 ル リウ スタ ネス ク (マル サー ニテ ドル ジ ) 、 コ ルネ リウ ジョルジェ ス ク (ポイ アナ ニシ ビ ウ ルイ ) 、 
ファ ニカ ・ ア ナス タ セ スク (ブカレスト ) 、D・ イ フリ ム (ヤシ ) 、:・ デ ュ ラ ッ ク (P<・ ネ アム ト ) 、 パ クラ ル ・Gh。 (ブカレスト ) 、 ア イザ 
ッ ク ・ モ カヌ 教授 (トゥル ダ ) 、 マ リウ ス ・ ポ ッ プ (クル ー ジ ュ ) 、N. 


ヴォ イネ ア (パン チ ウ ) 、NB ム ン セ レ ヌ (ロー マ ) 、 グ リ ゴ リ ー・ ベ ル シ ウ (ヴァ ルナ ) 、 コ ルネ リュ ー・ ク リス テス ク ・: バ サ ・ エ ミル ・ エ レ メ イ 
(コマ ネス ティ ) 、 ア ンジ ェ ラ ・ プ レ ソ イ アヌ (セブ ン ) 、 ウ ( ナ サ ウ ド ) 。 


8 年 後 、 最 初 の 軍団 の 戦い に 参加 し た 59 人 の うち 、4 人 が 私 た ち を 理解 で きず に 去り まし た 。 実 際 、 彼 ら 
は 攻撃 さえ し た 


私 た ち 。 


8 匹 は 1 2 年 経っ て も 生命 の 兆候 を 示さ な か っ た 。 22 件 が 最高 評価 を 受け 、 


lolete よ 到 機 緒 招 by Google 


軍団 司令 官 、 補 助 司令 官 、 ま た は 軍団 上 院 議員 に な る 。 
7 人 は 軍団 員 と な り 、 揺 る ざ な い 信仰 を 持ち 、 あ ら ゆ る 迫害 を も の と も し な か っ た 。 


18 人 は 私 た ちの 友人 で あり 続け 、 今 日 まで 私 た ち を 助け て くれ まし た 。 


この 戦い の 結果 、『 祖 先 の 土地 』 の 出版 は 、 


年 3 


私 た ちの レビ ュー の 最初 の 質問 で 見 つか っ た 他 の 名 前 


Vasile State、 商 人 、C. Vasiliu、 年 金 受給 者 (Adjud)、Gh. オ プレ ア (サン ・ ニ コラ ウル ・ マ ー レ )、 イ オン ・ ス キオ プ ( プ 
ルン ドゥ ウル ・ バ ル ガ ウ ルイ 弁護士 ブ デ スク P. (バナ ト )、 ア ドル フ . グ ライ ター、 ミ ス < ス テ フ ァ ネス ク 、 ロ シフ ドゥ 

ミト ル (「 祖 先 の 地 」 の 最初 の 購読 者 )、 イ リエ <: ベル リン スキ (イジ ェ ス ティ : ブ コ ヴ ィ ナ )、 エ レナ ・ ブ ラ ト ゥ 博 士 、 
ミル ・ レ フタ ー (ガラ ティ ) 、 イ オン : デ ミア ン (トゥ ル ダ ) 、 ポ ペ セ ウ 博 士 (ヴァ スル イ ) 、 テ オド ロ セ ウ ・ ク ラ シ ウ ン 、 
オー ギュ ステ ィ ン ッ ルル グ ナ 、 イ ヴァ ノビ ッ チ 、 ア ダム ・ ブ ラン ゼイ 、 ソ フロ ン ・ ロ ボタ (ドル ナ ) 、 バ クタ <: ボ ギ セ アヌ ( フ 
ー シ ) 、 バ ラン 兄弟 ( ソ ベ ヤ )、C. 

ゲオ ル ギ ュ ・ コ ンタ ー ル 、 シ アン ク 大 尉 、Gh. Postolache、Gheorghe Despa (Dorna)、Luchian Cozan 
(Dorna)、Dr. Crisan、 エ ンジ ニア Camil Grossu、Chirulescu Victor、Lorde Nicoara、lon と Alexandru 
Butnaru、Adriana と Teodora leseanuVasile Stan、Professor Razmerita、Craciunescu (Focsani)、 

イオ ン ベ ル ギ ー、 グ リタ < ステ ファ ニ ウ 、 ギ ー タ < アン ト ネ ス ク 、 パ ン テ リ モン ・ ス タタ ッ シ ェ 、 オ クタ フ 。 パ ベレ 

スク (フォ スカ ニ ) 、 ゲ オル ゲ ・ ポ トレ ア (ベレ ステ ィ ) 、1.Gh. テ オド シ ウ 、 マ ル ガ レ ー タ マル ク 、|. Gh. 
Galati)、 ダ ン タル ノ フ スキ ー、 シ ミオ ン ト ネ ア 、 エ ンジ ニア スト イコ イ ウ 、 ポ ー ル カン ブレ アヌ 大 佐 、 ア モス ホ 
ラテ ィ ウ ポッ プ (ルド ス )、 ス テ フ ァ ン ニコ ラウ 、 イ レア ナ コン スタ ン テ ィ ネ スク 、 エ ルビ ラ イオ ネス ク 、 マ リオ 
アラ シディ ム デ レオ ン 、Gh. 

アマ ン セ イ 、 コ カ ・ テ ィ ロ ン 、 ユ リウ ス ・ イ グ ナ 、 ア リス ト テ ル ・ ゲ オル ギ ウ (Rm.- サ ラッ ト ) 、D. ブ ンド ゥ ク 、 ヴ ァ レ ル ・ ダ ニ 
レア ヌ 、 コ ンス タン ティ ン 、 ウ ル セ ス ク 、 ヴ ァ シ ル ・ タ ン パ ウ 、C. ミ エル ラ 、 オ クタ フ : ダ ニレ アヌ 、 ス テ フ ァ ン ・ マ ン ザ 

ッ ト 、 コ ロ ネ ル ・ ブ レズ 、 ユ ー フ ロ シ ナ < シ ウデ ィ ン 、 マ ザー ゼナ イダ 牧師 ラキ ス 、Gh. リ ー グ 、 ア ナ ・ ド ラ ゴ イ (ガラ ティ ) 、 
マテ イ ・ コ リオ ラン 教授 。 


新聞 で 頻繁 に 取り 上 げ ら れる これ ら の 名 前 を 私 が 言及 する の は 、 読 者 の 好奇 心 を 満た す た め で は な く 、 
特に 最初 の 困難 な 時 期 に 私 た ち を 助け て くれ た 人 々 を 常に 記憶 し て お く 必要 が ある か ら で す 。 彼 ら の 

うち の 何人 か は 死亡 し まし た が 、 他 の 人 は 今日 に 至る まで あら ゆる 追 害 に 直面 する 戦闘 員 に な り ま し た 。 こ の 
本 の 後半 で 再び リス ト す る 機会 が な いか も し れ な い の で 、 今 急い で それ ら を リス ト し まし た 。 


外 か ら 見 た 私 た ちの 取り 組み 


最初 の 1 時 間 か ら 、 私 た ち は こ の ユダ ヤ 系 フリ ー メ ー ソ ン の 政治 家 の 憎 し み の 恩 恵 を 受け まし た 。 
し か し 、 私 た ち を 希望 の 光 と し て 心 の 中 に 迎え 入れ て くれ た 人 た ち も い た 。 以 下 は 、『The Ancient Land』 の 
初版 に 掲載 され た 読者 か ら の 手紙 で す 。 


「 雑 誌 に 掲載 され た と き の 喜 び を 長 々 と 言い 表す つも り は あり ませ ん 。 私 は 、 昨 年 の 挨拶 で 、「 神 が あな 
た を 助け て くだ さい ます よう に 」 と 挨拶 し ます 。 最 近 の 出来 事 で これ ら の セリ フ を 掘り し 下げ る つも り は あり ま 
せん が 、 私 は こう 言い ます 。 「 前 進 、 常 に 前 進 新 し い 人 た ち 。 大 天使 ミカ エル の 部 隊 は 長生 き し ま す よ うに 。 
悪者 の 一 団 が ベル ゼ ビ ュ ー ト の 闇 に 飲み 込ま れ ま す よ うに 。」 「 大 天使 量 ミ カエ ル は 、 た め ら うこ と な く 
容赦 な く 攻 撃 し な けれ ば な ら な いで し ょ う 。 そ れ が 『 祖 先 の 地 』 の ペー ジ に 示さ れ て いる 目 肘 で す 。」 


「 サ タン も その 召使 いた ち も 大 天使 の 呼び か け に 応え る こと は で き な い し 、 変 装 し て 誰か を 騙 せ る な ど 
と 考え る べき で も な い 。 裏 切り 者 は 敵 よ り も 厳し い 罰 を 受け る に 値する 。」 


OO り ま 
o 」 


「 一 時 間 早 く 勝利 大 勝利 を 見 た か っ た と 思い な が ら 列 を 閉じ ます 。」 ブ レズ 大 
佐 
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軍団 上 院 議員 、257 ペー ジ を 参照 。 (Tr.) 


「 か ぎ 十 字 の 明る い 太 陽 は 、 今 回 も 私 た ち を 混乱 か ら 救 い 出 す の に 失敗 し ませ ん で し た 。 
神 は 私 た ちの 救い の た め に 、「 大 天使 ミカ エル の 軍団 」 と いう 慈悲 の 光 を 私 た ち に 与え て くだ さい まし た 。 
これ か ら 、 ル ー マ ニ ア 人 の 魂 は 、 こ の 神聖 な 運動 が 滅び な いと いう 信仰 に よっ て 再び 温め られ ます 。 」 


「 国 家 の 理 念 が 我々 に 義務 を 課す こと に な る だ ろう 。」 


「 私 た ち を 理解 し な い 者 は 道 に 迷っ て し まう で し ょ う 。 私 は あな た の 味方 で す 。」 
ML Lefter、 弁 護 士 、 ガ ラテ ィ 担 当 LANC 会 長 


「 あ な た た ち は 私 た ちの 未来 の 希望 で す 。 私 た ち は 私 た ちの 未来 と 子供 た ちの 未来 を 皆さん の 足元 に 置い て いま す 。 


私 た ち は 皆 、 あ な た の 強力 な 組織 に 会 える の を 待ち わび て お り 、 戦 い に 参加 する こと を 楽し み に し て いま す 。 「 そ し て 私 が これ を 言う と き 私 
は 自分 が 感じ て いる こと だ け を 言っ て いる の で は な く 、 他 の 多く の 人 た ち に 私 が 見 て いる も の を 話し て いる の で す 。 」 
「CN パ ドウ ラル 」 


ナシ ョ ナル カウ ンタ ー、 ブ レイ ク 、( ロ ー マ 字 )。 


「 ル ー マ ニ ア 人 の 心 が 生 まれ 変わ る の を 見 て 、 感 じ て い ます 。 勝 利 が 私 た ちの も の に な る こと を 願っ て いる だ け で な く 、 私 は それ を 確信 し て いま 
す 。」 


イオ ン ・ バ ネ ア 、 学 生 、 ヴ ル パ ー ル (シビ ウ ) 。 


「 ク リス チャ ン の 学生 と し て 、 私 自身 と ジウ ル の 平原 に いる 友人 た ち に 、 始 まっ た ば か り の 戦い で 示し て いる 決意 と エネ ルギー に 祝福 の 言 
葉 を 送る の が 私 の 義務 だ と 感じ て いま す 。」 


イ ウ リウ Gb. ス タネ スク 学生 。 


「 私 た ち 、 ペ トロ ザー ニニ 社 ヴ ルカ ニ 村 出身 の ルー マニ ア 人 は 、 今 日 で も 大 ルー マニ ア で 会 社 の 役人 が 私 た ち に 課 し た く び き を 背負 っ て いま 
す 。 な ぜ な ら 彼 ら は 全員 外国 人 だ か ら で す 。」 
私 、 オ ー ガ ステ ィ ン * イ グ ナ は 結核 に 感染 し まし た 。 
職業 が 鉱山 労働 者 で ある 私 は 、 汚 染 され た 空気 が 体 を 痛め る た め 、 鉱 山 で 働く こと が で き な く な り ま し た 。 


「 私 は 医師 と 連署 し て 、 階 下 で は な く 屋 外 で 軽い 仕事 を する よう 請願 書 を 送り まし た 。 そ こ で は 数 週間 で 人 生 を 終え る こと に な る か ら で 
す 。 拒 否 さ れ た 。 頼 れる 人 が いな い の で 、 今 あな た に 助け を 求め て いま す 。 


] 


イグ ナ ・ オ ー ガ ステ ィ ン 


「 レ ビュ ー を 送る の は や め て くだ さい 。 私 の 名 前 は アク セン テ ・ ポ エナ ー、 鉱 山 労 働 者 カル テ ジ ュ ・ デ サス で す 。 な ぜ な ら 私 に は あな た 
に 支払 う 十分 な お 金 が あり ませ ん 。 た と え 3 か 月 で も 、 あ な た を 送り 返す の は 嫌 だ か ら で す 。」 


「 そ れ で は 、 な ぜ 私 に お 金 が な い の か 説明 し まし ょ う 。 こ こ は 秋 で す が 、 収 穫 の 時 期 な の で 誰 も が 秋 を 好み ます 。 つ まり 、 私 た ち 鉱夫 以外 
の 全員 は 、 来 た る 冬 に 必要 な 服 と 靴 が 不足 し て いる か ら で す 。 そ し て 私 た ちの 子供 た ち は 学 校 に 通わ な けれ ば な り ま せん 。 


苦い パン か ら 貯 め た わずか な お 金 を 、 こ れ ら の 必需 品 に 費やさ な けれ ば な り ま せん 。」 


アク セン テ < ポ エナ ー ル 鉱山 労働 者 。 


「 我 が 国民 の 親愛 な る 子供 た ちよ 。 人 生 の 夕暮 れ が 近づく に つ 
れ 、 そ の 純粋 で 神聖 な 動き 「 大 天使 ミカ エル の 軍団 」 を 見 て 、 愛 する 国 の 復活 へ の 新た な 希望 の 光 が 私 の 魂 に 宿る 。 偉 大 な 天 の 王 子 。 私 
は 、 我 が 国 の 人 々 が 開花 し 、 神 に よっ て 定め られ た 痢 教 者 た ちの 冷や 汗 と お そら く は 血 に 染まっ た 苦労 の 収穫 を 楽し む ま で 長く 生き られ な 
いこ と を と て も 悲し く 思 いま す 。 素 晴らし い 計 画 。 そ れ は と て も 苦し みな が ら 練り 上 げ ら れ た も の で し た 。 も う 手 遅れ で す 。 疫 病 が 墓 延 し 私 た ち 
の 募 が 掘ら れ 、 墓 掘り 人 た ち は 私 た ち を 永遠 に 埋め る つも り で す 。 そ し て 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 は 、 大 な り 小 な り 、 
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私 た ち は 野心 や 空虚 な 見 栄 や 朽ち 果て る 富 に つい て 、 た め ら い 、 値 切り 、 口 諭し ます 。 


私 た ち は 引き 続き あな た の 名 前 を 購読 者 リス ト に 残し ます 。 


「 私 は 無 学 だ か ら 黙 っ つて いる 、 あ な た は 聡明 だ か ら 黙 っ て いる 、 彼 は 政党 に 所 属し て いる か ら 黙 っ て いる 、 彼 ら は 政権 だ か ら 黙 っ て い 
る 、 だ か ら 私 た ち も 黙 っ て いる 、 天 落 の 闇 が 私 た ち を 包み 込む 」 「 徐 々 に 、 そ し て 私 た ちの 民 の た いま つが 消え ます 。 私 は 
貧し い 農 民 で す が 、 シ ャ ベル や 鎌 と 同じ よう に ペン も 扱う こと が で きま す 。 私 は お 金 と ペン で 、 行 為 と 言葉 で あな た を 助け ま 
す 、 お 願い し ます 」 私 た ちの レビ ュー「The Ancient Land」 で 少し コー ナー を 与え て くだ さい 。 「 我 々 は ルー マニ ア 人 な の か 、 そ れ と も 
滅亡 の 危機 に 濱 し て いる の で は な い の か ? そ し て な ぜ ? 」 と いう 見 出し で 書い て いき ます 。 


「 犯 人 は 誰 で すか ? 」 

「 原 因 の 原因 と は 何で すか ?」 

「 何 が 行わ れ て いる の か 、 何 を し な けれ ば な ら な い の 
か ? 」 「 す べ て の ルー マニ ア 人 は 何 を 知っ て いて 、 何 を すべ き で 
し ょ うか ?」 「VL オノ フレ イ 、 ト ゥ ング ジェ イ 村 (ヴァ スル 


イ ) の 農家 


形 を 超え て 


実際 、「 祖 先 の 地 」 に は これ ら の 文字 が た くさ ん あり ます 。 軍 団 の 設立 に 対す る 私 た ちの 同胞 か ら の 貢献 。 な ぜ な ら 、Legion は 、 メ ン バ ー、 本 、 
指導 者 が いる 組織 以上 の も の だ か ら で す 。 そ れ は 心 の 状態 で あり 、 私 た ち 全員 が 貢献 する 感情 と 人 生 の 統一 で す 。 メ ン バ ー、 上 司 、 番 号 、 
ニニ フォーム 、 プ ログ ラム な ど が 目 に 見 える 軍団 を 構成 し ます 。 し か し 、 も う 1 つ は 目 に 見 えま せん が 、 最 も 重要 で す 。 目 に 見 えな いも の 

の な い 目 に 見 える 軍団 、 つ まり その 精神 状態 や 人 生 に は 何 の 意味 も あり ませ ん 。 そ れ は 内 容 の な い 単なる フォ ー ム に な り ま す 。 


私 た ち は 、 椅 子 に 座っ た 教授 の よう に 、 批 判 に よっ て 、 私 た ち 「 上 司 」 や 、 そ の 教え や 理論 を 雑誌 に 掲載 し て も ら っ て いる 「 教 授 」 と 、 そ れ 
以外 に 何 も す る こと が な い 読 者 と の 間 に 障 壁 を 設け る こと を 提案 し た わけ で は あり ませ ん 。 私 た ちの 教え を 学び 、 そ れ に 従う よう に し て く 

だ さい 。 一 方 で は 私 た ち 、 他 方 で は 彼ら 。 い いえ 、 軍 団 を 作る と いう こと は 、 軍 服 や ボタ ン な ど を 与え る と いう 意味 で は あり ませ ん 。 そ れ は 組織 
シス テム を 作り 上 げ る こと を 意味 する わけ で は な く 、 法 律 や リー ダー シッ プ の 規範 を 策定 し 、 紙 の 上 で 論理 的 に 条文 を 列挙 する こと を 
意味 する わけ で も あり ませ ん 。 男 性 を 育て る の と 同じ よう に 、 そ れ は 衣服 を 作っ た り 、 行 動 原 理 を 修正 し た り 活動 計 画 を 確立 し た りす る 

こと を 意味 する も の で は あり ませ ん 。 


法令 も 網 領 も 教義 も 動か な い 。 こ れ ら は その 法律 を 構成 し 、 そ の 目的 、 組 織 シ ステ ム 、 行 動 手 段 な ど を 定義 する こと が で きま す が 、 運 動 
その も の で は あり ませ ん 。 こ れ ら は 科学 者 で も 混乱 する 概念 で す 。 「 条 例 」 や 「 綱 領 」 な ど だ け を 作っ て 、 自 分 が 「 運 動 」 を 起こ し た と 
思い 込む の は 、 人 を 作り た いな ら 服 だ け 作 る の と 同じ で す 。 


運動 を 生み 出す と いう こと は 、 ま ず 第 一 に 、 冷 静 な 論理 的 思惑 と は 何 の 関 係 も な い 、 人 々 の 心から 精神 状態 、 精 神 か ら ほ と ば し る 熱意 を 
生み 出す こと を 意味 する 。 


これ が 軍団 運動 の 本 質 を 構成 する も の で ある 。 こ の 精神 状態 を 作り 出し た の は 私 で は あり ませ ん 。 そ れ は 私 た ちの 感情 へ の 貢献 と 他 の 同胞 
の 感情 の 融合 か ら 生 まれ まし た 。 


「 祖 先 の 地 」 と いう レビ ュー は 、 私 た ちの 願望 と 悩み が 、 私 た ち を 知る ルー マニ ア 人 の 感情 や 考え と 交わ る 出会い の 場 で し た 。 


し た が っ て 、 軍 団 の 本 質 、 つ まり 私 た ち 全 員 が 感じ て いた 目 に 見 えな い 精 神 状態 は 、 私 の 創造 物 で は あり ませ ん で し た 。 


それ は コラ ボレー ショ ン の 結果 で し た 。 
これ は 、 以 下 の 貢 献 を 統合 し て 誕生 し まし た 。 
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1. 最初 の 軍団 兵 の 感情 。 

2. 他 の ルー マニ ア 人 の 対応 する 感情 。 

3. 私 た ちの 人 々 の すべ て の 死者 の 意識 の 中 の 存在 。 
4. 祖国 の 土 へ の 願い 。 


5. 神 の 祝福 。 


私 の 考え が 誰か に 「 私 は 軍服 を 着 た 軍団 兵 の 一 人 で は な い 精神 的 に は 軍団 兵 だ 」 と 誤解 され る の は 望み 
ませ ん 。 


そん な こと は あり 得 ませ ん 。 

教義 綱領 、 法 令 、 制 服 、 活 動 は 、 す べ て 同じ よう に この 精神 的 な 基盤 に 基づい て 作成 され 、 付 属 品 と し て で は 
な く .、 運 動 の 精神 的 な 内 容 を 固定 する 要素 と し て 作成 され 、 運 動 に 統一 され た 形 を 与え 、 人 々 の 意 

識 の 中 で それ を 生か し 続け ます 。 人 々 を サポ ー ト し 、 あ な た を 達成 と 勝利 に 導き ます 。 軍 団 運動 は これ ら 
すべ て を 統合 し た も の で ある 。 


ファ シズ ム ( 墨 い シャ ツ ) 、 国 家 社 会 主義 (茶色 の シャ ツ ) な ど 、 現 代 の すべ て の 運動 に 現れ た 制服 は 、 指 導 
者 の 想像 力 か ら 生ま れ た も の で は あり ませ ん 。 

これ ら は 、 こ の 心 の 状態 を 表現 する 必要 性 か ら 生 まれ まし た 。 気 持ち の 統一 感 の 表現 。 

それ ら は 目 に 見 えな い 現 実 の 目 に 見 える 顔 で す 。 


国民 運動 と 独裁 政権 


国民 運動 が 言及 され る と き は 常に 、 独 裁 へ の 傾向 が 体系 的 に それ に 起因 する と 考え られ ます 。 私 は この 章 で 独裁 制 を 批判 する つも り は 

あり ませ ん が 、 今 日 の ヨー ロッ パ の 国民 運動 、 例 えば 軍団 運動 、 フ ァ シ ズム 、 国 家 社 会 主義 な ど は 独裁 制 で も 民主 主義 で も な いと いう こと を 示 
し た い の で す 。 私 た ちと 戦う 人 々 は 、「 フ ァ シ スト 独裁 政権 を 打ち 倒せ ! 」、「 独 裁 政権 と 戦え ! 」、「 独 裁 政権 か ら 身 を 守れ ! 」 と 
叫ん で いる 。 私 た ち を 殴ら な いで くだ さい 。 彼 ら は 目標 を 外し て 射撃 し て いま す 。 役 ら が 達成 で きる の は 悪名 高い 「 プ ロレ タリ 

アー ト 独 裁 」 だ け だ 。 


独裁 制 は 、 国 家内 の 他 の 臣民 の 意志 を 強制 的 に 押し 付け られ た 一 人 の 人 間 の 意志 を 前 提 と し て いま す 。 そ れ は 、 二 つの 相反 する 意志 、 
な わ ち 、 一 方 で は 独裁 者 また は 集団 の 意志 で あり 、 他 方 で は 民衆 の 意志 で ある 。 こ の 意志 が 制約 と 残酷 さ に よっ て 課さ れる と き 、 独 裁 は 再 
制 政治 と な り ま す 。 


し か し 、98 パ ー セ ント の 過半 数 を 有する 国家 が 、 言 いよ う の な い 熱 意 を 持っ て 、6000 万 の 魂 を 持つ 国家 、 あ る い 
は 4000 万 の 魂 の うち の 1 つ で ある 国家 が 首長 の 措置 を 承認 し 、 手 っ た よう に 称賛 する と き 、 そ れ は 首長 の 意志 
と その 意思 と の 間 に 完全 な 一 致 が ある こと を 意味 する 。 人 々 の 。 さ ら に 、 そ れ ら に 完全 に 結合 する た め 、 も は や 
2 つの 意志 は 存在 し ませ ん 。 あ る の は た だ 一 つ 、 国 家 の 意 志 で あり 、 そ の 表現 が 主要 な も の で ある 。 し た が っ 

て 、 国 家 の 意 志 と 指導 者 の 意志 の 間 に は 、 た だ 1 つの 関係 し か あり ませ ん 。 そ れ は 、 両 者 の 間 に は 完全 な 関係 で 
す 。 


国民 運動 体制 下 で 達成 され た 全会 一 致 が 「 テ ロ 」 や 「 異 端 審問 の 手法 」 に よる も の だ と 主張 する の は まっ 

た くば か げ て いる 、 な ぜ な ら そ の よう な 運動 が 起き た 人 々 の 間 に は 高度 に 発達 し た 市 民 的 良心 が あっ た か ら で あ 
る 。 彼 ら は 戦い 、 血 を 流し て 、 自 由 の た め に 命 を 落と し た 何 千 人 も の 人 々 を 残し まし た 。 彼 ら は 外 の 敵 に も 内 な る 暴 
君 に も 決し て 服従 し な か っ た 。 こ の よう な 恐怖 に 直面 し た 場合 な ぜ 彼 ら は 今日 も 戦っ て 血 を 流す べき で は な い の 
で し ょ うか ? そ し て 、 票 や 多数 派 さえ も 武力 や テロ に よっ て 奪わ れる 可能 性 が あり ます 。 


涙 を 流し た り 、 た め 息 を つい た りす る こと も で きま す 。 し か し 熱意 や 熱意 が 力ずく で 生み 出さ れる と いう こと は 、 こ れ ま で 聞 
いた こと も な けれ ば よ 、 今 後 も 聞か れる こと は な いで し ょ う 。 世 界 で 最も 遅れ て いる 国 で すら そう で は な い 。 国 民 運 動 は 本 質 的 
に 独裁 的 な も の で は な い の で 、 
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そこ で 私 た ち は 自 問 し ます 。「 そ れ は 何で すか ? 」 そ れ は 民主 主義 で すか ? ま っ た くそ う で は あり ませ ん 。 な ぜ な ら 、 リ ー ダ ー は 有 
権 者 に よっ て 選ば れる わけ で は な く 、 民 主 主義 は 選挙 可能 性 の 原則 に 基づい て いる か ら で す 。 あ る い は 、 国 家 体 制 に お いて 

は 、 投 票 に よっ て リー ダー が 選ば れる こと は あり ませ ん 。 彼 は 黙 説 し て いる 。 こ れ ら の 政権 が 独裁 制 で も 民主 主義 で も な いと し た ら 、 
一 体 何 な の で し ょ うか ? そ れ ら を 定義 むす る こと な く 、 そ れ ら が 近代 国家 に お ける 新しい 政府 の 形態 、 す な わ ち 創世 記 を 表し て いる 
こと を 認め な けれ ば な ら な い 。 ま だ 発見 され て お ら ず 、 ど の よう な 名 前 が 付け られ る か は 不明 で す 。 


私 は 、 そ の 精神 状態 国民 意識 が 高まっ た 状態 が その 根底 に あり 、 そ れ が 遅かれ 早かれ 国家 と いう 組織 の 周辺 部 に まで 広がる と 
信じ て いま す 。 そ れ は 内 な る 啓示 の 状態 で す 。 何 だ っ た 


か つて は 人 々 の 本 能 的 な 宝庫 で あっ た も の が 、 今 で は 人 々 の 意識 に 反映 され 、 偉 大 な 宗教 復興 の 場合 に の み 見 られ る 満場 
一 致 の 啓蒙 状態 が 生み 出さ れ て いま す 。 こ の 現象 は まさ に 次 の 状態 と 呼ぶ こと が で きま す 。 


国家 エキ ュ メ ニシ ティ 。 人 々 は 全体 と し て 、 自 分 自身 、 世 界 に お ける 自分 の 目的 と 運命 に つい て の 認識 を 獲 
得 し ます 。 過 去 の 歴史 で は 、 こ の 意識 は ほん の 断片 的 に し か 注目 され て いま せん で し た が 、 今 日 私 た ち は こ れ ら 
の 永続 的 な 現象 の いく つか に 直面 し て いま す 。 


この 場合 リー ダー は も は や 「 主 人 」 で は な く 、 自 分 の 「 や り た いこ と 」 を 実行 し 、「 気 まぐ れ に 従っ て 指導 する 「 独 裁 者 」 で 

す 。 彼 は その 目 に 見 えな い 精 神 状態 の 具体 化 で あり 、 そ の 意識 状態 の 象徴 で す 。 彼 は も は や 「 自 分 が 喜ぶ こと 」 を し ませ ん 。 そ れ は 
「 す べき 」 こ と を 行い ます 。 そ し て 彼 は 個人 や 集団 の 利益 に よっ て で は な く 、 人 々 の 良心 に 浸透 し た 不滅 の 国家 の 利益 に よっ て 導 

か れ ま す 。 こ れ ら の 利益 の 枠組 み 内 で の み 、 そ し て 個人 的 お よび 集団 的 利益 が 通常 の 最大 限 の 満足 を 得る こと が で きる の は この 枠 

組み 内 だ け で す 。 


組織 の 最初 の 始ま り 
幹部 の 組織 化 は 軍団 運動 の 発展 に お ける 新た な 段階 を 構成 する 。 


どの よう な 運動 も 、 無 秩序 な まま に な ら な いよ うに 、 組 織 の 型 に 合わ せ て 形作ら れ な けれ ば な り ま せん 。 軍 団 の 組織 シス テム 全体 

は 「 上 時 」、 つ まり リー ダー の 指揮 下 に ある 3 人 か ら 13 人 まで の 集団 の 考え に 基づい て いま す 。 私 た ち に は 孤立 し た 個人 と いう 意味 
で の 「 メ ン バ ー」 は いま せん 。 存 在 す る の は 巣 だ け で あり 、 個 々 の メン バー は 巣 の 一 部 で す 。 軍 団 組 織 は 複数 の メン バー に よっ て 
形成 され る の で は な く 、 い くつ か の 上 巣 に よっ て 形成 され ます 。 こ の シス テム は 、 そ の 開始 か ら 現 在 に 至る まで 、 本 質 的 に は あま 

り 変わ っ て いま せん 。 組 織 は 現実 を 考慮 する 必要 が ある た め 、 必 要 な 改善 が 行わ れる こと も あり ます 。 そ れ は 成長 し 続け る 子供 

の よう な も の で 、 成 長 に 合わ せ て 服 を 常に 調整 し な けれ ば な り ま せん 。 組 織 が 最終 段階 で どう ある べき か を 想像 する 人 が 、 

開発 の 最終 段階 で な けれ ば 適合 しない 衣 服 を 最初 か ら 切り 取っ て 進め る の は 間違い で す 。 ち ょ うど 、 あ る 人 た ち が 早 い 段 

階 で 緊密 な 関係 を 断ち 切っ て 、 運 動 の 成長 の 後半 で それ を 軽視 し て 、 も は や 適合 し な く な っ た 方 法 で 苦闘 する こと を 強い る こと が 
間違っ て いる の と 同じ で す 。 


この 問題 に つい て は 「 ネ スト リー ダー ハン ドブ ッ ク 」 で 詳し く 扱っ て いる た め 、 こ こ で は あま り 詳 し く 説明 し ませ ん 。 し か し 、 な 

ぜ こ の シス テム を 選ん だ の で し ょ うか ? ま ず 、 運 動 の ニー ズ で す 。 リ ー グ 創設 時 、 あ る シス テム が 使用 され て いた と き と 軍団 創設 

時 、 別 の シス テム が 採用 され て いた と き と の 間 に は 大 き な 違い が あり ます 。 リ ー グ 創設 当時 、 幅 広い 支持 び が ありま し た 。 早 急 に 活 

用 する 必要 が あり まし た 。 一 方 、 軍 団 が 発足 し た と き 、 私 た ち に は その よう な 支援 の 連鎖 は な く 都市 や 町 に 散ら ば っ て 孤立 し 

た 人 々 だ け で し た 。 人 が 足り な か っ た た め 郡 委員 会 の 設立 を 始め る こと が で きま せん で し た 。 ま た 、 小 さ な 村 を か ろう じ て 組 織 する 
こと が で きれ ば 意味 が な い の で 、 人 を 捕まえ て 郡 長 と 呼ぶ こと も で き な か っ た 。 


lolete よ 到 機 寺 招 by Google 


運動 の リー ダー は 現実 を 最大 限 の 真剣 に 考慮 し な けれ ば な り ま せん 。 
私 の 基本 的 な 現実 は 、 ど こ か の 村 の 貧し い 農 民 で ある 「 独 身 男 」 が 泣い て いる と いう こと で し た 。 不 
幸 な 病人 労働 者 、 故 卿 を 追わ れ た 知識 人 。 


そし て 私 は 彼ら 一 人 一 人 に 、 彼 の 能力 に 応じ て 、 自 分 を リー ダー と し て グル ー プ を 作る 機会 を 与え ま 
し た 。 そ こ が リ ー ダ ー の いる 巣 だ っ た 。 巣 の リー ダー を 指名 し た の は 私 で は あり ませ ん 。 彼 を そこ に 立た 
せ た の は 彼 の 功績 だ っ た 。 

彼 が リー ダー に な っ た の は 、 私 が 「 望 ん で 」 い た か ら で は な く 、 彼 が グル ー プ を 結集 し 、 鼓 舞 し 、 率 いる こ 
と が で きた 場合 に 限り ます 。 時 間 が 経つ に つれ て 、 党 

首 が 賜物 に 基づい て 任命 され る こと が 多い 他 の すべ て の 政党 と は 対照 的 に 、 私 は 指導 者 の 特徴 が 明 ら 
か な 「 作 られ た 」 の で は な く 「 生 まれ た 」 小 さ な 指 導 者 を 集め る こと が で きま し た 。 だ か ら こ そ 、 軍 団 の 
巣 の リー ダー は 信頼 で きる 存在 な の で す 。 こ れ ら の 上 巣 の 指導 者 の ネッ トワ ー ク が 軍団 運動 の 骨格 全 
体 を 形成 し て いま す 。 軍 団 組織 の 柱 は 巣 の リー ダー で す 。 こ れ ら の 上 巣 が 増え る と 、 村 、 地 区 、 郡 、 州 の 指揮 
下 に グル ー プ 化 さ れ ま す 。 


より 大 きか な 部隊 の リー ダー を 獲得 する に は どう すれ ば よい で すか ? 私 は 村 、 郡 郡 の リー ダー を 任 

命 し て いま せん 。 私 は 彼ら に こう 言い まし た 。「 征 服 し て 組織 化し て くだ さい 組織 化 で きれ ば で きる 
ほど 、 あ な た は ボス に な れる の で す 。. 私 は 彼ら が 、 彼 ら の 力 、 資 質 、 適 作 に よっ て 高め られ た 地位 の 
リー ダー で ある こと を 確認 し た だ け で す 。 私 た ち は 巣 の リー ダー か ら 始 まり 、 徐 々 に 村 、 地 区 、 市 の リー 
ダー へ と 成長 し て いき まし た 。 


そし て 郡 の 指導 者 に な り 、1934 年 、 つ まり 7 年 後に 初め て 地域 の 指導 者 に な り ま し 

た 。 ネ スト シス テム に は 次 の 利点 も ありま す 。 a) アク ティ ブ で 、 運 動 の 

すべ て の メン 

バー が 行動 に 移さ れ ま す 。 他 の 政党 で は 、 村 また は 郡 ご と に 委員 会 と 委員 が 存在 し 、 活 動 す る の は 数 人 

の 委員 だ け で す 。 残 り の 1.0002.000、10.000 は 非 ア クティ ブ で す 。 私 た ちの シス テム で は 、 所 定 の 基準 内 
で の 上 巣 の リー ダー た ちの 広範 な イニ シア チ ブ の お か げ で 、 ま た .、 巣 全体 の 外部 に その よう な 個別 の 

メン バー が 存在 し な いた め 、 各 巣 の 記録 簿 に 可能 な 限り 輝かしい ペー ジ を 書く と いう 義務 の お か げ で 、 。 
世界 で は 、 絶 対 に すべ て の 軍団 が 機能 し ます 。 b) ロー カル な 問題 を すべ て 解決 し ます 。 


た と えば 、 村 に 小さ な 井戸 を 掘る 、 小 さ な 橋 を 修理 する な ど 、 一 人 で は 処理 で きず 、 組 織 全体 で 検討 する に 
は 大 きす ぎる 項目 が 数 多く あり ます 。 一 人 で : 組 織 は それ ら に 対処 する こと は で きま せん 。 し か し 、 彼 

ら を 処刑 する に は 6 人 、8 人 、 ま た は 10 人 か ら な る 部 隊 が 最も 適し て いる 。 c) ネス ト は 簡単 に 

交換 可能 で す 。 戦 , 閣 ユニ ッ ト か ら 作 業 ユ ニッ ト へ 、 ま た は その 逆 。 dj) 


多数 の 幹部 を 輩出 し 、 そ の 結果 と し て リー ダー シッ プ の 術 に 特 化 し た 人 材 を 形成 する 。 


e) 脱走 また は 裏切り の 影響 は 局所 的 な まま で ある ?) 

最後 に 、 巣 は 軍団 の 教育 を 受け る の に 最適 な 場所 で す 。 そ れ は 、 同 じ 年 齢 の 男性 、 司 じ 範 囲 、 司 様 の 精 

神 的 構成 を 持っ た 男性 が そこ に いる か ら で す 。 

そこ で は 、 み ん な 友達 で す 。 恥 ず か し さか ら か 、 幼 い 頃 か ら 人 生 の 困難 や 悩み を 気づか せ た く な いた めか 、 
自分 の 苦悩 を 告白 する こと も 、 若 い 男 の 前 で 魂 を さら け 出す こと も で き な か っ た 男 が 、 こ こ 巣 に いる 。 友 人 
の 間 で は 、 彼 は それ が で きる 。 叱 責 や 罰 を 受け る 可能 性 が ある の と 同じ よう に 。 


巣 は 愛 に 基づい た 小さ な 軍団 兵 の 家族 で す 。 「 巣 の リー ダー の ハン ドブ ッ ク 」 の 中 で 、 私 は この 
家族 が 従う べき 6 つの 法則 を 示し まし た (4 ペー ジ 、 ポ イン ト 3)。 こ の 家族 は 指導 者 の 気まぐれ に 従っ 
て 統治 され る べき で は あり ませ ん 。 そ れ は 独裁 政治 に な り ま す が 、 法 律 に よる も の で す 。 


1. 規律 の 法則 、 レ ジオ ネ ラ 上 規律 を 正 し て くだ さい ! そ うす る こと で の み 勝 つこ と が で きる か ら で す 。 
良い 時 も 悪い 時 も リー ダー に 従い まし ょ う 。 
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2. 仕事 の 法則 。 仕 事 ! 毎 日 仕 事 を し まし ょ う 。 心 を 込め て 。 
あな た の 報酬 が 利益 で は な く 、 軍 団 の 建設 と ルー マニ ア の 繁栄 の た め に また レン ガ を 積ん だ と いう 満足 感 で 
あり ます よう に 。 


3. 沈黙 の 法則 : ほとん ど 話 さ な い 。 言 わな けれ ば な ら な いこ と だ け を 言い ます 。 必 要 な 場合 に の み 話 し て くだ さい 。 


あな た の 弁論 は 言葉 で は な く 人 行動 で ある べき で す 。 あ な た は 、 他 の 人 に 話し て も ら うこ と を 実行 し ます 。 

4. 教育 の 法則 : 他人 に な ら な けれ ば な り ま せん . 英 雄 で す 。 巣 の 中 で は 完全 に 礼儀 正しく な り ま す 。 レ ギ オ 
ン に つい て よく 知り まし ょ う 。 

返 報 性 ベル プ の 法則 .. 不 幸 に 陥っ た 弟 を 助け て くだ さい 。 放 棄 し な いで くだ さい 。 

6. 名 誉 の 法則 : 名 誉 の 道 の み に 従い ます 。 戦 え 、 決 し て 卑 付 者 に は な ら な い 、 悪 名 の 道 は 他人 に 任せ ろ 。 
悪名 に よっ て 勝つ より も 、 名 誉 ある 戦い に 負け た ほう が 良い 。 


し か し 親愛 な る 軍団 兵 の 皆さん 、 も う 一 度 強 調 し た い の で す が 、 重 要 な 点 に 注意 を 促し た いと 思い ます 。 寒 冷 な 気候 
が 農 延 する と 、 上 巣 の 発見 は 不 完全 で す 。 「 何 を 達成 し ます か ?」、「 他 に 何 を 達成 する 必要 が あり ます か ?」、「 あ 
れ や これ や を し まし ょ う 。」 "さよ うな ら ! " 


魂 を 自由 に 操っ て くだ さい 。 集 会 で 彼ら の た め に 場所 を 予約 し て くだ さい 。 加 熱し な が ら 進 み ま す 。 

人 生 で 抑圧 され て いる 困難 、 不 安 、 心 配 を 解放 し 、 心 を 開く 機会 を すべ て の 人 に 与え て くだ さい 。 彼 に あな た の 喜び を 
分 か ち 合っ て も らい まし よう 。 

あな た の 上 巣 を 慰め と 喜び を 分 か ち 合 う 場所 に し まし ょ う 。 巣 で の 集会 は 、 あ る 男 が 魂 の 重荷 を 下ろ し て 家 に 帰り 、 

民 へ の 信頼 に 満ち た と き に 成功 し ます 。 「Nest Leader's Handbook」 で この 点 を 十分 に 強調 し て いな か っ 

た と し て も 、 今 は 強調 し て いま す 。 


巣 で の 教育 活動 に 関連 し て 、「 巣 の リー ダー の マニ ュ ア ル 」 の ポイ ント 54: 勝利 の 決定 的 な 要素 と し て の 祈り 、 先 
祖 へ の 訴え か ら 転 載 し ます 。 レ ギ オ ン の 勝利 。 


「 私 た ち が 神 の 意志 と キリ スト 教会 の 祝福 に よっ て この 地球 上 に 存在 し て いる こと を 忘れ て は な り ま せん 。 ル ー マ 
ニア 国民 全体 が 私 た ちの 教会 の 祭壇 の 前 で 


逃亡 や 迫害 の 最 中 に 、 数 え 切 れ な い ほ どの 女性 、 子 供 、 老 人 が この 地 に 集まり まし た 。 こ こ が 最 後 の 避難 場所 で ある 
こと を 認識 し て いま し た 。 そ し て 今日 、 私 た ち ル ー マ ニ ア 国 民 も 、 大 き な 危 険 の 時 の よう に 祭壇 の 周り に 集まり 、 ひ 
ざま ずい て 神 の 祝福 を 受け る 準備 が で き て いま す 。 


「 戦 争 は 、 上 か ら 見 えな い 世 界 か ら 神 秘 的 な 力 を 呼び 起こ し 、 彼 ら の 助け を 確保 する 方 法 を 知っ て いた 人 々 に よ 
っ て 勝利 し まし た 。 こ れ ら の 神秘 的 な 力 は 、 死 者 の 魂 で あり 、 こ の 土地 に 縛ら れ て いた 私 た ちの 祖先 の 魂 で す 。 私 
た ちの 溝 、 そ し て この 土地 を 守る た め に 亡くな っ た 人 々 、 そ し て 今日 も また 、 こ こ で の 人 生 の 記憶 に よっ て 、 そ し て 
私 た ち を 通し て この 土地 と つなが っ て いる 人 々 、 つ まり 彼ら の 子供 、 孫 、 委 孫 た ち で す 。 し か し 、 何 より も 死者 の 魂 
で す 。 神 で す 。 


「 こ れ ら の 力 が 呼び 出さ れる と き 、 役 ら は 私 た ち を 助け 、 励 まし 、 意 志 の 力 と 勝利 を 達成 する た め に 必要 な すべ 
て を 与え て くれ ます 。 彼 ら は 敵 の 心 に パニ ッ ク と 恐怖 を も た らし 、 敵 の 行動 を 麻痺 させ ます 。 結 局 の と ころ 、 勝 利 
は 物質 的 な 準備 や 交戦 者 の 物質 的 な 強 さ に よっ て 決ま る の で は な く 精神 的 な 力 を 確実 に 維持 で きる か どう か に 
か か っ て いま す 。 こ れ は 、 私 た ちの 歴史 に お いて 、 た と え 私 た ちの 物質 的 な 武器 が 明らか に 劣っ て いた と し て も 、 
奇跡 的 な 勝利 を も た らし た 説明 で す 。 


どう すれ ば これ ら の 勢力 か ら の 支援 が ある と 確信 で きる の で し ょ うか が か? 

1. 彼 の 行動 の 正義 と 道徳 に よっ て 、 そ し て 2. これ ら 

の 権力 に 対し て 真剣 か つ 執 抱 に 訴え る こと に よっ て 。 彼 ら を 召喚 し 、 あ な た の 魂 の 力 で 引き 寄せ れ ば 、 彼 ら は や っ 
て 来 ま す 。 

多く の 人 が 集まっ て 訴え 、 祈 り を する と き 引き 寄せ の 力 は さら に 大 きく な り ま す 。 


し た が っ て 、 毎 週 土曜 日 の 夜 に 全国 各地 で 開催 され る 巣 会 議 で は 、 祈 り が 解除 され 、 す べ て の 軍団 兵 は 、 毎 
週 土 曜日 に 教会 に 出席 する よう 信 さ れる 。 
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翌日 、 日 曜日 。 
私 た ちの 守護 聖人 は 大 天使 ミカ エル で す 。 私 た ち は 家 の 中 に 彼 の アイ コン を 置か な けれ ば な り ま せん 。 そ し て 困難 な 時 に は 彼 の 助け を 求め な けれ 
ば な り ま せん 、 そ し て 彼 は 決し て 私 た ち を 離れ る こと は あり ませ ん 。 


これ ら の 上 巣 は 、 年 齢 また は 性 別に よっ て 次 の よう に グル ー プ に グル ー プ 化 さ れ ま す 。 1. 十 
字 架 の 兄弟 団 a) 14 歳 ま で の 若者 を 集め ます 。 十 字 架 の 兄弟 た ち で す 。 b) 14 歳 
か ら 19 歳 ま で の 若者 、 つ まり 十字 架 の 兄弟 た ち を 集め ます 。 


2. 編制 中 の 軍団 兵 。 

3. 軍 団 兵 の 就任 。 

4. 城塞 、 少 女 と 既婚 女性 を グル ー プ 化し 、 ま た は 管理 上 の 基準 に 従っ て 町 、 町 郡 を グル ー プ 化し 、 活 動 を 指導 する それ ぞ れ 

の リー ダー を 配置 し 、 統 一 性 を 保証 し ます 。 こ れ ら すべ て の 問題 は 、「Nest Leader's Handbook」 で 広範 囲 に 扱わ れ て いま す 。 こ の 
入れ 子 シス テム に は 欠点 が ある 可能 性 が あり ます 。 運 動 の 断片 化 に よっ て 運動 の 団結 が 破壊 され 、 打 ち 砕 か れ て いる よう に 見 え 

る が 、 そ れ は 相互 愛 と 軍団 教育 に 注 が れる 多量 の 規律 に よっ て 除去 され る の で 、 こ れ は 単なる 脅威 で ある 。 


最初 の 軍団 兵 の 投票 


1927 年 11 月 8 日 聖人 の 祝日 。 大 天使 ミカ エル と ガブ リエ ル が 近づい て きま し た 。 
その 日 、 私 た ち は 最初 の 誓い を 立て る こと に な り ま し た 。 私 た ち は 、 私 た ちの 運動 の 性 格 、 先 祖 の 土地 、 死 者 、 そ し て 天 と の 結合 を 中 
実に 表現 で きる シン ボル を 探し 、 見 つけ まし た 。 


私 た ち は ル ー マ ニ ア の 歴史 に お ける すべ て の 輝かしい 場所 か ら 少 量 の 土地 を 2,.000 ドル で 集め ます 。 


「 十 字 架 の 兄弟 」 と は 、 ル ルー マニ ア 語 の 「 フ レッ シュ ・ デ ・ ク ルー セ 」 を 文学 的 に 翻訳 し た も の で 、 地 元 で 人 気 の 伝統 的 な 儀式 
に 従っ て 、 十 字 架 の 上 で 永遠 の 友情 、 相 互 扶助 、 忠 誠 を 碑 い 合う 若者 た ち を 指し ます 。 こ の 軍団 運動 は 、 こ の 人 気 の あ る イト マン 帝 
国 の 組織 に 触発 され 、 若 い 野心 的 な 軍団 員 を 「 十 字 架 の 兄弟 」 と 名 付け まし た 。 「 十 字 架 の 同胞 団 」 ? し た が っ て 、 彼 ら は 

「 十 字 架 の 兄弟 」 の グル ー プ に な り ま す 。 


数 年 前 、 こ れ を よく 混ぜ て 小さ な 革 袋 に 詰め 、 紐 で し っ か り と 縛り まし た 。 

これ ら は 匠 い を 立て る 際 に 軍団 兵 に よっ て 受け 取ら れ 、 胸 の 近く に 着用 され る こと に な っ て いた 。 以 下 は 、 そ の サー ビス の 説明 で す 。 
1927 年 11 月 8 日 号 の 「The Ancestral Land」 か ら 転 載 し た も の で す 。 

1927 年 11 月 8 日 の 朝 、 ヤ シ の 軍団 兵 全 員 が 私 た ちの 本 部 に 集まり 、 他 の 数 名 が わざ わざ 他 の 場所 か ら や っ て 来 ま し た 。 

数 は 少な いで す が 、 神 へ の 揺 る ざ な い 信 仰 と 神 の 助け へ の 信頼 に よっ て 強い で す 。 い か な る 嵐 に 直面 し て も 揺るぎない 強い 決意 


と ひたむき な 頑固 さ 。 聞 こえ る すべ て の も の か ら 完 全 に 離れ る と いう 点 で 強い で す 。 こ れ は 、 物 質 的 な も の か ら 大 胆 に 離れ ルー マ 
ニア 国家 と 十字 架 の 大 義 に 奉仕 する と いう 私 た ちの 願望 と 喜び に 見 られ る 事実 で す 。 


これ は 、 軍 団 の 攻撃 の 第 一 波 を 喜ん で 形成 する 痺 い を 立て る 時 を 待ち わび て いた 人 々 の 気分 だ っ た 。 そ し て 、 怒 り の 時 の よう に 白い 服 
を 着 て 私 た ち が 団 結 し た と き 、 こ れ 以 外 の 態度 は あり 得 な いこ と は 誰 で も 確信 で きま す 。 イ オン *L・ モ タ 、 イ リエ : ガ ル ニ ー タ 、 ラ ドゥ * 
ミロ ノヴィ チ 、 コ ルネ リウ ・ ジ ョ ル ジ ェ スク - 刑務 所 か ら 刑 務 所 へ 、 過 去 5 年 間 民族 主義 運動 の 重み を 担っ て きた 人 々 


祈り 、 
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10 時 に 私 た ち は 千 、 衣 装 を 着 て 胸 に か ぎ 十 字 を 掲げ て 列 を 組ん で 行進 し 、 聖 スピ リド ン 教 会 に 向け て 出発 し まし た 。 そ こ に 、 モ 
ル ダ ビ ア の 統治 者 、 偉 大 か る 秋 者 ミカ エル の 。 ミ ルチャ < イオ ン : ヴ ォ ー ダ 著 。 ホ リア 、 ク ロ セ ア 、 ク リサ ン の 。 ア ブラ ム : ヤ ンク 。 ド 
ム ヌ ル . チ ュー ダー。 フ ェ ル ディ ナン ド さ ん 。 そ し て 侵略 し て くる 敵 か ら ロ ー マ の 土地 を 守る た め に 戦場 で 倒れ た すべ て の 統治 


者 と 兵士 の 記憶 に 。 " 


碑 い を 立て る 厳粛 さ 。 
私 た ち は 軍 団 歌 を 歌い な が ら 行 進 し な が ら 家 に 戻り まし た 。 そ こ で は 、 最 初 の 軍団 兵 の 感動 的 な 厳 鹿 な 投票 が 行わ れ た 。 


祖先 の 土地 。 こ の 厳 鹿 さ は 、 ト ウル ダ の 勇敢 ミカ エル の 墓 か ら 持ち 込ま れ た 土 と 、 ス テ フ ァ ン 大 王 が 最大 の 戦い を 戦っ た ラ 
ズ ボ エ ニ の モイ ダヴ ィ ア の 土 と 、 私 た ちの 祖先 の 血 が 大 陸中 に 染み 込ん だ 他 の すべ て の 場所 か ら 運 ば れ た 土 を 混ぜ る 
こと に よっ て 始ま り ま し た 。 激 し い 戦 いで 着陸 し 、 彼 を 祝福 し ます 。 土 の 包み が 開か れ 、 テ ー ブ ル の 上 で 空 に な る 前 に 、 そ 
れ を 持っ て きた 人 、 ま た は 送っ た 人 た ちの 手紙 が 読ま れ ま し た 。 


以下 の 方 々 が 故 い を 立て まし た : コ ルネ リュ ー* ゼ レア ニコ ドレ アヌ 、 イ オン |・ モ タ 、 イ リー・ ガ ル ニ ー タ 、 コ ルネ リュ ー・ ジ ョ 
ル ジ ェ スク 、 ラ ドゥ ウゥ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ 、 こ の 式典 を 主宰 し た フリ スタ ーシュ ・ ソ ロモ ン 、G・ ク ライ ム 、 ミ ル ・ レ フタ ー、 イ オン : バ 

ネ ア 、 ヴ ィ ク トル ・ シ ラー ギ 、 ニ コラ エ ・ ト トゥ 、 ア レク サン ドル ヴェ ント ニッ ク ・ ド ウミ トル ・ リ フリ ム 、 パ ン テ リ 

モン ・ ス タタ シュ 、 ギ ー タ < アン ト ネ ス ク 、 エ ミー ル 

エレ メイ ウ 、 イ オン ・ ボ ル デ イ アヌ 、M. 

チョ バ ヌ 、 マ リウ ス ・ ポ ッ プ 、 ミ ス 。 ク リサ ン 、 ポ パ 、 ブ トナ ル 、 ブ デイ ウタ ナシ ェ 、 ス テ フ ァ ン ・ ブ デシ ウ 、 ト 
ライ アン ・ コ ティ ガ 、 そ し て 高校 生 の ミハイル ・ ス テレ スク 。 


新た な 戦い 


1927 年 12 月 1 日 号 の 「 祖 先 の 土地 」 で 、 私 た ち は 旅 行 に 使用 する 軽 パ ネル トラ ッ ク の 購入 資金 を 求め る 新しい ユニ ッ ト を 設立 
し まし た 。 こ こ で も 、 同 じ 一 般 的 な 努力 ンス テム を 使用 し ます 。 在 郷 軍 人 た ち は お 祝い の コン サー ト 、 会 議 、 ク リス マス 合唱 団 を 組織 
し 、 資 金 を 寄付 し 始め た 。 フ ォ ク サー ニ の 「 ヴ ラン チャ の 十字 架 の 同胞 団 」 は 、 


カー リー ラム で 作っ た 帽子 。 (Tr.) 


マク リ デ ス ク 将 軍 主 催 の お 祭り ショ ー の 結果 と し て 総額 50.000 レ イ が 贈ら れ た 。 こ の と き 、 私 は その 名 を 「 ヴ ラン ス ア 」 か ら 「 十 
字 架 の 勝利 の 同胞 団 」 に 変更 し 、 そ の 名 前 で 今日 まで 知ら れ て いま す 。 1928 年 2 月 19 日 つま り 10 週間 後 、 こ の 動き は 成功 
し まし た 。 


私 た ち は ブ カレ スト で 新しい パネ ルト ラッ ク を 240,000 レイ で 購入 し 、 そ の うち 100,000 レイ を 支払 い 、 残 り の 140.000 レイ を 
12 か 月 の 分 割 払い で 支払 いま し た 。 

私 た ち は ブ カレ スト を 離れ 、 少 年 た ち が 名 付け た 「 雌 鹿 *」 を 監督 する ステ ファ ン ・ 二 コラ ウ と バネ ア 、 ボ ル デ イ アヌ 、 ミ ロ ノ ヴィ 
チ と と も に ヤシ に 行き まし た 。 軍 団 兵 と 私 た ちの 友人 た ち は 市 の 郊外 で 私 た ち を 待っ て いて 、 到 着 す る と 私 た ち は 皆 の 喜び の 

中 で 歓迎 され まし た 。 


毎月 の 支払 い を 賭 う た め に 、 私 た ち は 100 人 委員 会 を 結成 し に その メン バー は 1 年 間 毎 月 100 レイ を 寄付 する こと に な り ま し た 。 
その 委員 会 は 2 か 月 で 50 名 の メン バー に 成長 し まし た が 、 そ の ほとん ど は 貧し い 下 働き の 従業 員 、 労 働 者 、 ま た は 農民 
で 、 月 に 100 レイ を 寄付 する こと で 実際 に 犠牲 を 払っ て いま し た 。 


ヤシ の 「 城 春 」、 圭 に ガラ ティ の 「 ユ リア ・ ハ イデ ウ 城 塞 」 の 少女 た ち は 刺 繍 を 作り 、 そ れ を お 人 金 で 売り 始め まし た 。 


ある 種 の 素材 の 問題 


Meilete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


彼ら の 小さ な ニー ズ に 対し て 、 運 動 は 物質 的 な 観点 か ら 非常 に うま くい きま し た 。 
貧し い 人 々 の 働き と 寄付 か ら 、 私 た ち が 生 活 し 、 活 動 を 支援 する の に 十分 な お 金 が 集まり まし た 。 


寄付 金 は すべ て 「The Ancestral Land」 に 掲載 され まし た 。 
還 に は 10 レ イ や 5 レイ を あげ た 人 が いっ ぱい で す 。 50 レイ や 60 レイ を 寄付 する 人 は めった に 見 つか ら ず 、 私 た 
ちの 銀行 家 は 月 に 100 レイ を 寄付 で きる 人 、 つ まり 100 人 の 委員 か ら な る 委員 会 で し た 。 


この 委員 会 か ら ラ ンダ ム に 選ん で み ま し ょ う :#16。 
ニコ ラッ ク ・ ヴ ォ イ ネ ア ・ ド ・ パ ン シ ウ さん は 、2 ヘ クタ ー ル の ブドウ 畑 に 住む 5 人 の 子供 を 持つ 家族 。 


井 17。 D. ポ ペ ス ク 、. 退 役 准尉 。 
#18. イ オン 。 ブ ラナ ー ル 、 昨 日 まで 学生 で し た 。 今 は エン ジニ ア と し て 月 収 4.000 レ イ 。 


* 19. イ オン :・ ブ ナル 、 ル ー マ ニ ア 鉄 道 の 従業 員 。 
* 20. ニ スタ ー・M・ テ ィ リ ンカ 、 協 同 組 合 セ ー ル スマ ン 。 
* 21.Ateliu Georgescu、 両 親 の 援助 。 
* 22. ラド ウゥ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ 、 親 の 助け 。 
23. イ ヨ ネ スク ・M・ ト ライ アン 林業 技師 。 
これ ら の 納税 者 が 食料 や 衣料 品 へ の 支出 を 課 し た 経済 か ら は 、 組 織 が 
賢明 な お 金 の 使い 方 で な ん と か 存続 し 、 正 常に 発展 する の に 十分 な 額 が 集め られ まし た 。 し か し 、 ユ ダ ヤ 人 マス コミ は 叫 
びました .…「 こ の 紳士 た ち は い くら の お 金 で パネ ル トラ ッ ク を 買う の で すか ?[ ユ ダ ヤ 人 は 常に 悪意 を 持っ て 、 私 た ち 
が 持っ て いた も の で いく つか の トラ ッ ク を 作り まし た ]。 誰 が この 運動 に 資金 を 提供 し て いま すか ?」 


お お ! 皆 さん 、 誰 も それ に 「 資 金 提供 」 し ませ ん で し た 。 ル ー マ ニ ア 人 の 無限 の 信仰 を 除い て 、 ヨ ブ の よう に 貧し い 人 は 誰 
も いま せん 。 私 た ち は 資 本 家 か ら 「 資 金 提供 」 を 受け て いな い だ け で な く 、 健 全 な 原則 に 基づい て 運動 を 主導 し て 
いる 人 に は .、 運 動 を 存続 さす た い の で あれ ば 、 資 金 提供 の 申し 出 は すべ て 断る よう アド バイ ス し ます 。 な ぜ な ら 、 

治 運 動 は 、 そ の メン バー の 信仰 と 犠牲 に 基づい て 、 ま さ に 生き て 成長 する た め に 必要 な も の を 自ら 生み 出す こと 
が で きる よう に 構成 され な けれ ば な ら な いか ら で す 。 正 常 か つ 健 全 な 発展 の た め に 、 運 動 は メン バー が 供給 で きる 量 だ 
け を 消費 する 権利 を 有 し ます 。 そ し て その 会 員 は 、 信 仰 、 つ まり 犠牲 の た め に で きる 限り の お 金 を 提供 する こと し か で き 
ませ ん 。 


十分 な 資金 を 提供 で きま せん か ? 外 部 資金 に 頼ら ず 、 前 進 し まし ょ う 


メン バー の 信頼 を 高め ます 。 実 際 、 会 員 か ら の 寄付 が 不 十 分 で ある と いう こと は 、 信 仰 が 薄い こと を 示し て いま す 。 資 金 を 
提供 し ませ ん か ? 組 織 は 死ん で いる の で 、 す ぐに 崩壊 し ます 。 信 仰 が な けれ ば 、 信 仰 を 持つ 者 た ち に 打ち 負 か さ れる 
で し ょ う 。 


は 


Legionnaires が 最初 の パネ ル トラ ッ ク に 付け た キャ ッ チ ー な 名 前 。 (Tr.) 


自分 の 運動 の た め に 外部 か ら の 資金 を 受け 入れ る リー ダー は 、 薬 を 飲ん で 生き る こと に 体 を 慣らし て いる 人 の よう な も 

の で す 。 生 物 が 薬 を 投与 され る 限り 、 そ れ は 自ら 反応 する こと が で き な い と 非難 され ます 。 さ ら に 、 薬 を 飲ま な く な る と 死ん 
で し まい ます -。 狂 信者 の な す が ま まで す 同様 に 、 政 治 運動 も それ に 資金 を 提供 する 人 々 の な す が ま まで す 。 こ れ ら 

は いつ で も 資金 提供 を 停止 する 可能 性 が あり 、 運 動 は 単独 で 生き て いく こと に 慣れ て いな い の で 消滅 し て し ま 

う 。 個 人 の 引越 し と 同じ よう に 、 場 合 に よっ て は 多額 の お 金 が 必要 に な る 場合 が あり ます 。 そ うす れ ば .、 期 日 どおり に 借り 
て 返済 する こと が で きま す が 、 そ れ は 確実 に 実行 で きる 場合 に 限り ます 。 そ の 結果 、 支 配 者 の 指導 者 諸君 は こ 

れ を 私 た ちの 後に 来る 者 た ち に 向け て 言い ます が あな た が 将来 この 種 に 遭遇 し た 場合 、 当 然 の こと な が ら 、 あ な た の 運 
動 に 資金 を 提供 し よう と 申し 出る 善意 の 者 た ち を 拒否 し ます 。 


ルー マニ ア で は 、 今 で も 彼ら は 姿 を 消し つつ ある よう で す 。 
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金融 を 行う こと が で き 、 金 融 を 行う すべ て の 人 々 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 銀行 家 、 大 金持ち の ユダ ヤ 人 、 ユ ダ 
ヤ 人 の 大 穀物 ディ ー ラ ー、 ユ ダ ヤ 人 の 大 実業 家 や 商人 で す 。 彼 ら は 自国 の ルー マニ ア 人 を 絶滅 させ る 政党 に 
資金 を 提供 し て いる 。 


間もなく 、 融 資 に 携わる 人 が いな く な る で し ょ う 。 こ の 言葉 は 、 銀 行 家 、 獲 物 、 不 正 、 そ し て 狼 麗 の 臭い を 感じ 
ます 。 - 誰 で も な い 。 ル ー マ ニ ア 人 で も 、 ま し て や ユダ ヤ 人 で も な い 。 銀 行 家 や 大 物 富裕 層 、 ビ ジ ネ 

ス 詐欺 で 富 を 得 た ビジ ネス マン の この 階級 の た め に 、 人 間 社 会 に 熱心 に 忍び 寄る これ ら の 猛 高 類 は 絶 
滅 さ れる で し ょ う 。 善 良 な 人 や 裕福 な 人 は 、 良 識 の 範囲 内 で あれ ば それ を 持っ て いる で し ょ う が 、 資 金 を 
提供 する こと は で きず 、 貯 蓄 で 運動 を 助け る だ け で す 。 困 難 な 時 期 に 自国 を 助け る と いう この 義務 は すべ て 
の ルー マニ ア 人 に 課さ れ て お り 、 そ れ は 永遠 に 続く で し ょ う 。 そ し て その 助け は 今 も これ か ら も 大 

歓迎 で す 。 


し か し 私 自身 の 物質 的 な 状況 と 私 の 同志 の 状況 は ます ます 悪化 し 、 切 迫 し て いま し た 。 私 は 哀れ な 義 
父 の 重荷 と な り 、 義 父 は 私 を 除け ば 、 少 な い 給料 で 5 人 の 子供 た ち に 食事 を 与え た り 、 着 さけ た りす る の 
が や っ と で し た 。 私 た ち は 妻 と 1 部 屋 を 占め 、 家 族 の 他 の 7 人 は 残り の 2 部 屋 を 共有 し まし た 。 


部 屋 
私 の 状況 を 理解 し ノリ ルーマ ニア の 大 義 の た め に 形成 され た 彼 の 大 き な 愛 の お か げ で 、 彼 は 私 に 一 言 も 言 
いま せん で し た が 、 時 間 が 経つ に つれ て 、 彼 が 困難 の 重み で ます ます 頭 を 下げ て いる の が わか り ま し た 。 
そこ で 私 た ち は 、 私 が フル タイ ム で 運動 に 専念 し 、 モ タ が ヴァ カレ ステ ィ 刑 務 所 の 他 の 3 人 の 同志 と と も 

に 法律 事務 所 を 設立 し て 生計 を 立て 、 私 を 助け る こと に 決め まし た 。 彼 ら は 間もなく 開始 され る で し ょ う が 、 
彼ら は 途方 も な い 困 難 に 直面 する で し ょ う 。 私 は 振り 返っ た 。 10 年 前 に 大 学 に 登録 し た 私 た ち は 、 あ 
ら ゆ る クラ ス の 学生 が 人 台頭 し て きた と き に 一 緒 に 戦っ た 。 そ し て 徐々 に 、 彼 ら は 皆 、 居 場所 を 見 つけ て 、 自 
分 た ち で 生き て いけ る ちょ っ と し た 状況 を 作り 出し まし た 。 私 た ち は 、 世 界 の 道 の 真 ん 中 で 道 に 迷っ た 狂 
人 の よう に 社会 の 片隅 に 孤立 し て 取り 残さ れ て いま す 。 


た と え 有 能 な 弁護 士 で あっ て も 、 私 の 同志 た ち は 微 力 な が ら 生 き 残る こと が で きる だ ろう 。 彼 ら は 
鉄道 、 市 役所 、 州 に よっ て 雇用 され る こと は で きま せん で し た 。 そ の よう な 場所 は 、 国 民 運 動 の 隊列 を 
離れ て 政党 に 移る 人 々 の た め に 確保 され て お り 、 品 條 の な い 人 々 に と っ て は 励ま し と な る 。 私 た ちの 
命 の 名 誉 の た め に 、 彼 ら 5 は ユダ ヤ 人 の 訴訟 を 起こ さ な い よう に 命じ られ まし た 。 


ルー マニ ア 人 は 彼ら を 避け る だ ろう 。 彼 ら の オフ ィ ス に 入る の は 貧し い 人 々 だ け で し ょ う 。 
私 た ち に と っ て その 道 は 困難 で 、 祖 国 で も 排 さ れ 、 生 計 を 立て る の が ほぼ 不可 能 な 状況 に 置か れ て い 
ま し た 。 


1928 年 の 夏 


私 た ち は 冬 の 間 ず っ と 巣 を 整え て 過ごし ます 。 春 に な る と 、 ウ ン ゲ ニ 陶 器 と ギー カ 夫 人 の 仕事 が 再開 さ 
れ ま し た 。 私 た ち は こ の 2 つの 場所 で レン ガ を 作り 、 野 菜 を 育て て いま す 。 
私 た ち は 古 い 家 に 住み 続け る こと が で きる か 確信 が 持て な か っ た の で 、 別 の 家 を 建て た いと 思っ て いま し た 。 


私 た ち を 立ち 退 か せる た め の 手 続き が 開始 され まし た 。 


この 大 変 な 仕事 の 中 で 、 私 た ち は お 互い の 距離 を 縮め 、 一 緒 に 働く 人 々 を さら に 身近 に 感じ まし た 。 


他人 の 仕事 で 生計 を 立て て いる 人 々 か ら は ます ます 遠ざかり ます 。 

この 作業 は 、 ど こ か の 大 学 教授 の 講義 より も 、 私 た ちの 形成 を 完成 さす て いま し た 。 そ こ で 私 た ち 
は 逆境 を 克服 する 方 法 を 学び まし た 。 私 た ち は 意 志 を 強め ます 。 私 た ち は 体 を 強化 し 、 厳 し く 厳 し 
い 生 活 様式 に 慣れ まし た 。 そ こ で は 、 喜 び 以 外 に 喜び は あり ませ ん 。 
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精神 的 な 満足 感 。 そ の と き 、 ガ ラテ ィ の 「 十 字 架 の 同胞 団 」 と トク 、 サ ヴィ ン 、 コ ステ ア が 他 の 同胞 団 と 
同様 に 支援 に 来 ま し た 。 

ラド ウ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ は 私 た ちの バン トラ ッ ク の 運転 を 非常 に 上 手 に 学び 、 エ レ メ イ ウ の 助け を 借り て 、 ヤ 
シ 、 ヴ ァ ラ テッ ク 、 ア ガ ピ ア 、 ネ アム ツ の 修道 院 の 間 で 有料 の 乗客 を 輸送 し まし た 。 

し か し 、 夏 は いつ も 貧乏 な の で 、 フ ン の アル ビ ナ 銀 行 に 融資 を 求め な けれ ば な ら ず 、 父 の 家 を 11 万 レイ で 抵 
当 に 入れ 、 陶 器 代 と 月 々 の 分 割 払い に 分 け ま し た 。 バ ン 用 と 軍団 の 出版 物 の 一 部 で す 。 こ の ロー ン 

は 現在 まで 返済 で きず 、 私 の 借金 は 300.000 レイ に 達し まし た 。 


その 夏 の 間 、 私 た ち は 軍 団 の た め に お 金 を 稼ぐ た め に 買 易 に も 取り 組み まし た 。 

ユダ ヤ 人 は モル ド バ の ほぼ すべ て の 市 場 で 野菜 の 販売 を 管理 し て いる 。 軍 団 学生 か ら な る 3 つの チー ム が 
野菜 の 取引 を 担当 し まし た 。 こ れ ら の チー ム は ヤツ シ 市 場 で 商品 を 購入 し て お り 、600 ポ ンド か ら 800 ポ ンド 
を 運ん で いた 。 ト ラッ ク の 場合 ユダ ヤ 人 に と っ て は 疫病 の よう に 落ち 、 価 格 は 半額 に な っ た 。 


1928 年 8 月 1 日 は 、 私 た ちの 評論 が 出版 され て か ら 1 周年 で し た 。 そ の と き 私 が 書い た の は 次 の と お り で す 。 


「8 月 1 日 、『 祖 先 の 地 』 は 定期 刊行 254 周 年 を 迎え ます 。 
それ は 大 し た こと で は あり ませ ん 。 数 日 前 の 7 月 13 日 か ら 30 日 まで 、 カ レア ソン タ 市 (フラ 
ンス の 要塞 ) は 創立 2.000 年 を 祝い まし た 。 も し か し た ら 、 軍 団 に も あと 2000 年 ある の か も し れ な い ! し 
か し 、 そ の 中 で 最も 難し い の は 、 最 初 の 溝 を 耕す た め に 未 使用 の 土壌 を 砕 か な けれ ば な ら な い 最 初 の 年 
で す 。 最 初 の 数 日 間 、 多 く の 困 難 が 私 た ち に 迫っ て きま し た が 、 私 た ちの 還 ロ は 、 時 に は チカ ー、 時 に は 貧弱 で 
す が 、 常 に 素晴らし く 、 し っ か り と 立ち 上 が っ て それ ら を 元 服 し まし た 。 


「1 年 前 、 無 一 文 か ら ス ター ト し た 国民 運動 の 最も 危機 的 な 時 期 に サン ミゲル ・ ア ルカ ンジ ョ の アイ 
コン を 表紙 に 飾っ た と き 、 私 た ち は 自分 た ちの 批判 は 生き 残る と 確信 し た 。」 


直 惨 と の 戦い 


秋 に 向け て 、 個 人 的 な 物質 的 な 困難 が 圧倒 的 に な っ て きま し た 。 妻 も 私 も 、 ま と も な 靴 も 服 も も う 持 っ て 
いま せん で し た 。 妻 は 4 年 前 の 靴 を 履い て いま し た 。 

父 に は も う 何 も 期待 で きま せん で し た 。 私 の 他 に 子供 が 6 人 いて 、 全 員 学 校 に 通っ て お り 、 父 は 苦労 の 

未 に 借金 を 背負 っ て し まっ た か ら で す 。 大 家族 を 養い 、 衣 服 を まかなう た め に 彼 の 給料 か ら 残 っ た の は わ ず 
か 数 キレ イ だ け で し た 。 


そこ で 私 は 力 を 振り 絞っ て 、 私 も 弁護 士 活動 を 始め る と 同時 に 運動 を リー ド し て いこ うと 決心 し まし た 。 
私 は ウン ゲニ に 事務 所 を 開設 し 、 秘 書 の エル ネス トコ マネ スク と 緊密 に 連携 し まし た 。 


その 結果 、 私 は ほん の わずか な 収入 を 得る こと が で き 、 そ れ で 必要 な も の を 賭 い 、 生 活 の 中 で の わずか な 
ささ や か な 昔 沢 を する こと が で きま し た 。 私 た ち が 生 活 の 必需 品 だ け に 限定 され て か ら 6 年 が 経過 し まし 


こ o 


6 年 間 、 私 は 劇場 、 映 画 館 、 ビ アホ ー ル .、 社 交 場 、 パ パー ティ ー に は 入っ て いま せん で し た 。 そ し て 今 、 こ れ を 
書い て いる の で す が 、 そ の どれ に も 行っ て か ら 14 年 に な り ま す 。 後 悔 は し て いま せん 。 私 が 本 当 に 残 
念 に 思っ て いる の は 、 こ れ ま で 多く の 制約 を 受け て きた 生涯 を 経て 私 が の ん びり と し た 生活 を 送っ 

て いる と 非難 する 人 が いる こと で す 。 何 年 も 続い た この 悲惨 さ の 中 で 、 そ し て 私 の 運命 が 私 に 課 し た 厳し い 
試練 の 中 で 、 私 は 忠実 に 私 の 世話 を し て くれ た 妻 の 絶え 間 な い サ ポー ト が あり まし た 。 彼 女 は 私 と 無数 の 
打撃 を 共に し 、 窮 乏 を 経験 し 私 が 戦う の を 助け る た め に 飼え に も 耐え まし た 。 私 は 彼女 に 永遠 に 感謝 する 
で し ょ よう 。 


MeileeG よ 五 機 織 攻 雇 by Google 
ガ ヴ ァ ネ スク ル 教 授 が 地球 バッ グ を 受け 取る 


私 た ち に 興味 を 持ち 、 私 た ち を 一 歩 一 歩 注意 深く 見 守っ て きた 魂 が いま す 。 

彼 は 私 た ちの こと を 研究 し て いる の か も し れ な い 。 私 が 話し て いる の は 、1880 年 か ら ヤ シ 大 学 の 教育 学 教授 で ある イオ 
ン ガ ヴ ァ ネ スク ル の 印象 的 な 老人 物 に つい て で す 。 彼 は か つて 私 た ち に こう 言い まし た 。「 土 が 1 袋 あ れ ば いい の 

に !」 


私 た ち は 1928 年 12 月 10 日 に 彼 を 家 に 招待 し 、 そ こ で 軍団 兵 の グル ー プ の 中 で 私 た ちの 贈り 物 、 つ まり 私 た ち が 与 
える こと が で きる 最も 貴重 な 贈り 物 で ある 土 の 袋 を 彼 に 贈り まし た 。 白 髪 と 眉毛 の 老 教 授 は 、 最 も 深刻 な 厳粛 な 
瞬間 の よう に 目 を 大 きく 見 開い た 。 そ れ か ら 、 少 し の 沈黙 の 後 、 彼 は 言い まし た 、「 皆 さん 、 私 は 

ひざ まず く 以 外 に この お 守り を 受け 取る 資格 は あり ませ ん 。」 そ れ か ら 彼 は それ を 受け 取り 、 ゆ っ くり と ひざ まず いて 
祈り まし た 。 私 た ち は 皆 彼 の 周り に ひざ まず きま す 。 


自由 党 は 、「 暴 力 」 と 「 革 命 」 を 脅す 国民 農民 に よる 執 押 な 攻撃 の 結果 、1928 年 の 秋 に 崩壊 し た 。 


国民 農民 党 は 8 年 間 の 政治 的 対立 を 経て シー タ の 政権 を 引き 継い だ 。 

し か し 、 そ れ ら は すぐ に 国 全体 に と っ て 大 き な 失 望 で ある こと が 判明 し まし た 。 リ ベラ ル 派 が や っ た の と 同じ よう 
に 、 彼 ら も 盗み を 始め る だ ろう 。 彼 ら は リベラ ル 派 と 同じ よう に 「 ス キャ ンダ ラス な ビジ ネス 取引 」 に 参加 する だ 
ろう 。 彼 ら は 憲兵 隊 を 利用 し 

て 「 恐 怖 」 を 与え 、 リ ベラ ル 派 の よう に 反対 派 や 不満 を 表明 し た 人 々 を 銃撃 する こと さえ あっ た 。 彼 ら は リ ベ 

ラル 派 の よう に 、 自 分 た ち で 銀行 家 を 作る だ ろう 。 


し か し 特に 、 彼 ら は 国際 金融 の 継続 的 な 影響 下 に 置か れる こと に な り 破滅 的 な 融資 と 引き 換え に 、 何 年 、 何 十 年 に も わた っ 
て ルー マニ ア の 富 を 少し ずつ その 金融 に 譲り 始め た 。 


最初 の 忍法 指導 者 会 議 と 忍法 指導 者 の 結成 
軍団 上 院 議員 


私 は 1929 年 1 月 3 日 か ら 4 日 まで ヤシ で 、 巣 の リー ダー た ちの 最初 の 全国 会 議 を 招集 し まし た 。 40 人 か ら 50 人 が 参加 し 
た 。 会 談 は イオ ン 。 タ ル ノ ス キ 将 軍 の 家 で 行わ れ た が 、 そ の 際 、 彼 は 感動 的 な 式典 の 最 中 に 目 に 涙 を 浮か べ な が ら 、 自 ら の 兵士 と 
将校 の 血 が 入っ た 土 の 入 っ た 袋 を 受け 取っ た 。 


「 ル ー マ ニ ア 解 放 の 時 まで 見 届け る の に 十分 な 日 数 を 神 が 私 に 与え て くれ た ら ど ん な に 良い だ ろう 。 
で も 、 そ ん な に 長く は 生き られ な いと 思う よ 」 と 彼 は 語っ た 。 
その 際 、 別 の 一 連 の 軍団 兵 が 碑 い を 立て た 。 彼 ら は 、 戦 争 中 に 身体 障害 者 と な っ た スピ ル ・ ペ チェリ 、 プ ルナ ル へ の 攻撃 以来 
身体 障害 者 と な っ た ゲオ ル ゲ ・ ポ トレ ア 、 ニ コラ エヴォ イネ ア ら で ある 。 


私 た ち は 、 こ れ ま で の 議論 や 各地 域 の 代表 と し て 出席 し た 各 人 の 報告 か ら 、 そ れ ま で 我が国 で は 採用 され て いな か っ 
た 「 巣 」 シ ステ ム が 普及 し 、 良 い 結果 を も た ら す 可能 性 が ある と 確信 し まし た 。 


確か に 、 ど ん な 事業 に も 問題 や 奇妙 な 点 は つき も の で す 。 し か し 、 そ れ 以 上 の 教育 を 受け ず に 、 私 た ちの レビ ュー で 与え ら 
れ た 訴え と ガイ ドラ イン に 基づい て の み 、 年 の 間 に 、 陣 立 し た 巣 、 活 発 な 果 が すべ て の 地域 と 社会 階層 で 形成 され た こと を 知る 
だ け で 十分 で し た 。 。 私 は 自分 自身 に 言い まし た 。 「 シ ステ ム は 試験 に 合格 し まし た 。 


それ は 動作 し ます 。" 
この 1 月 3 日 と 4 日 の 会 議 は 、 私 の 組織 原則 が 正しかっ た こと を 証明 し まし た 。 
し た が っ て 、 私 た ち が 今 し な けれ ば な ら な いこ と は 、 同 じ 流 れ を し っ か り と 継続 する こと で し た 。 


同時 に 、 こ の 運動 が 若者 を 中 心 に 広まり つつ ある こと に も 気づき まし た 。 動 的 な 教育 シス テム 、 つ まり 行動 と 並行 し た 教 
育 は 、 静 的 な 教育 シス テム より も は る か に 優れ て いる と いう こと で す 。 


し た が っ て 、 私 た ち は こ の 制度 を も う 一 年 継続 し な けれ ば な ら ず 、 依 然 と し て 大 衆 に 浸透 し よう と せ ず 選挙 運動 の 考 
え を 捨て な けれ ば な り ま せん 。 そ の と き 、 軍 団 上 院 が 設立 され た 。 こ の フォ ー ラ ム は 、50 歳 以上 の 男性 、 知 識 人 、 農 民 、 労 働 者 で 構 
成 され 、 


Mielete よ 到 機 緒 尋 by Google 


彼 は 偉大 な 矯正 の 人 生 を 送り 、 将 来 の 軍団 と 偉大 な 知恵 に 大 き な 信頼 を 示し まし た 。 困 難 な 時 期 に 彼ら の アド 
バイ ス が 必要 だ と 思わ れる と き は いつ で も 、 彼 ら は 呼び 出さ れる の で す 。 彼 ら は 選挙 で 選ば れる の で は な く 軍 
団長 に よっ て 任命 され 、 そ の 後 上 院 の 残り の 議員 に よっ て 可決 され る こと に な っ て いた 。 上 院 議員 の 称号 は 軍 
団 兵 が 望む 最高 の 名 誉 だ っ た 。 そ の 後 、 上 院 は フリ スタ シュ ソロ モン 、 マ クリ デス ク 将 軍 、 イ オン ・ タ モス キ 将 
軍 、 ス ピル ・ ペ セリ 、 コ ロ ネ ル ・ カ ン ブ レ アヌ 、 イ オン ・ ブ ナル に よっ て 設立 され た 。 憲 法制 定か ら 数 カ月 後 、 

高 名 な 大 学 教授 トラ イア ン ・ ブ ライ レア ヌ 氏 が 、 そ の 5 年 後に 彼 の 雑誌 「Ensaios sociolGgicas」 で 、 こ の 軍 

団 現象 を 最も 分 か りや すい 言葉 で 説明 し 、 上 院 で の 地位 を 獲得 し た 。 


大 衆 向け 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


モテ ィ の 間 


モテ ィ 族 は 今 で も トラ ン シ ル ヴァ ニア 中 央 の 山中 に 住ん で いま す 。 そ れ ら の 山々 の よう に 古く 、 彼 ら は 何 
世紀 に も わた っ て 同じ 生活 を 送り 、 常 に 2 つの 特徴 に 支配 され て いま し た 。 そ れ は 貧困 で す 。 彼 ら は 唯一 の ルー マ 
ニア 人 で あり 、 お そら く < 地球 上 で 、 そ の 歴史 を 通じ て 幸福 と 豊か さ 、 そ し て 自由 の た め の 闘 争 の 一 日 を 一 度 も 知ら な 
か っ た 唯一 の 人 々 で す 。 。 彼 の 生涯 は 自由 を 求め る 闘い で し た 。 彼 ら は 私 た ち に ホリ ア 、 ク ロス カ 、 ク リサ ン を 与 
え 、1784 年 の 革命 を 支持 し まし た 。 彼 ら は 私 た ち に アブ ラム ・ ラ ンク ー を 与え 、1848 年 に 戦い まし た 。 歴 史 に は 、 
ハン ガリ ー の 支配 に 対し て 彼ら の 山中 で 40 以 上 の 反乱 が 記録 され て いま す 。 彼 ら は 皆 、 最 終 的 に は 自ら の 血 に 湧 れ 
た 。 


し か し 、 彼 の 堅固 さ は 決し て 打ち 破 られ る こと は な か っ た 。 最 近 、 ア モス < フラ ンク と エミ ル ・ シ アン ク 大 尉 、 モ テ 
イ 自 身 の 護 民 官 か ら の 声 が 、 警 報 の 叫び の よう に 無駄 に 響き わた っ て いる 。 そ の 山 に は 金鉱 山 が ある 。 探 検 家 た ち は 
一 人 ずつ 金持ち に な っ た が 、 彼 ら は 裸 で パン も 持た な か っ た 。 


「 金 は 我々 の 山 の 中 心 に ある 


私 た ち は 戸 別 訪問 で 尋ね ます 。」 


灰色 の 岩 が むき 出し に な っ て いる 。 そ の 中 で は 何 も 成 長 し ませ ん 。 小 麦 で も トウ モロ コシ で も な い 。 存 在 す る 唯一 の 
富 は 探検 宗 の 手 の 中 に ある 金 で あり 、 生 計 を 立て る 唯一 の 可能 性 は 森 の 中 に あり ます 。 


エイ リア ン 支 配 の 試練 は 千年 続い た 。 千 年 の 抵抗 、 い つか 偉大 な ルー マニ ア が 誕生 し て 彼ら を 救い 、 最 終 的 

に 彼ら と 彼ら の 子供 た ちの 世話 を し 、 長 く 致命 的 な 不正 義 を 修復 し 、 彼 ら の 長年 の 忍耐 と 苦し み と 努 力 に 報い に 来 て 
くれ る 事 を 願っ て 。 蒼 闘 中 。 母 親 の いな い 人 だ けが 慰め を 知っ て いま す 。 国 の な い 者 だ けが 慰め も 報酬 も 知り ませ ん 。 
祖国 は 常に その 子供 た ち 、 正 義 を 待ち 望み 正義 を 信じ た 人 々 、 正 義 の た め に 戦い 苦し み 苦し ん だ 人 々 に 報い 

る 。 モ ティ 族 の 計り 知れ な い 忍 耐 、 苦 し み 、 勇 気 が 報 わ れ な か っ た と は 考え られ ませ ん 。 


し か し 戦後 、 各 人 、 特 に 各 政 治 家 は 、 自 分 自身 の 「 私 」 、 自 分 自身 の 物質 的 、 選 挙 的 、 政 治 的 状況 に 専念 する よう に な り ま 
し た 。 モ ティ が 忘れ 去ら れる よう に 。 自 分 自身 の 「 私 」 に 夢中 に な っ て いる 人 は 、「 他 人 」 に 夢中 に な る こと は で 

きま せん 。 

そし て 現在 の 懸念 に 囲ま れ て いる 者 は 、 祖 国 の 名 の 下 に 働い て 、 勇 敢 な 人 々 に 与え られ る べき 偉大 な 歴史 的 補償 

と 報酬 が 確実 に 与え られ る よう に 、 自 分 自身 、 自 分 の 考え 、 感 情 を 歴史 の 中 に 置く こと は で き な い 。 


彼ら は 忘れ られ た だ け で な く 、 ユ ダ ヤ 人 の 高利 貸し の 餌食 と し て 引 き 渡 され た 。 ユ ダ ヤ 人 は 利益 を 追求 する 
競争 の 中 で 、 外 国人 の 足 が 決し て 侵入 で き な い 山 に 忍び 込み 、 山 の 高い と ころ に 工場 を 建て 、 伐 採 す る こと で 唯一 の 
生計 を 奪っ た の だ 。 彼 ら の 森 は 裸 の 娠 の よう に 残さ れ て いま す 。 


「 あ あ 、 イ アン ク よ 、 死 か ら 戻 つて き て 、 私 た ちの 山 が 覆 わ れ て いな い の を 見 て み ま せ ん か ? 」 


彼ら は 絶望 の 歌 の 中 で 、 自 分 た ちの 山 が 略奪 され 、 森 が 「 小 さ な ユ ダ ヤ 人 」 の 一 団 に よっ て 「 削 り 取 られ る 」 
の を 見 て 、 自 分 た ちの 英雄 で ある ラン クー に 叫び ます 。 こ れ は 大 ルー マニ ア の 統治 下 、 国 民 が 待ち 望ん 
だ 勝利 を 収め て いた 頃 の こと で ある 。 


生き て いて 、 あ ら ゆ る 不法 行為 に 対し て 10 世 紀 に わた っ て 抵抗 し 、 そ し て 今 、 あ な た が 1000 年 も 待ち 望ん で いた 大 ルー 
マニ ア で 惨め さと 錠 え で 死ぬ と は 、 な ん と 恐ろし い 悲 劇 な の で し ょ う ! 彼 女 は あな た が 待っ て いた 人 で す 。 彼 女 は 

あな た を 支え た 唯一 の 精神 的 な 支 

え で し た 。 今 、 そ の 希望 も 月 れ 去 り ま す 。 パ ン は あり ませ ん で し た が 、 待 っ て いま し た 。 こ の 国民 に と っ て 、 大 ルー マ 

ニア は 、 千 年 に わた る 苦し み の 後 の 、 す べ て の 喜び に 満ち た 報い を 伴う 、 元 気づけ や 勝利 、 戴 鶴 式 と は な ら な か っ た 。 


Mielete よ 到 機 緒 扶 唐 by Google 


人 々 。 そ の た め に は 、 ル ー マ ニ ア の 政治 家 の よ うな ピグ ミー の 魂 で は な く 、 ス テ フ ァ ン 大 王 の よう な 魂 を 持っ た 人 物 が 
必要 で し た 。 大 ルー マニ ア は モテ ィ 族 に と っ て 致命 的 な 絶望 へ の 崩壊 を 意味 し た 。 こ れ ら の 政治 家 は 我が国 の 顔 
を 汚し て いる 。 の た め に 


国家 に は 、 他 の 利益 を 超え て 、 特 定 の 道徳 的 義務 を 果たす 義務 が あり ます 。 も し その 国 が 彼ら を 見 つけ られ な けれ 
ば 、 そ の 国 の 顔 は 汚さ れる で し よう 。 


カン ペー ニ 近 郊 の ビス トラ 出身 の 教師 か ら の 手紙 に 感動 し 、 私 は 電車 に 乗っ て 現地 に 行き 、 自 分 自身 で 状況 を 調べ ま 
し た 。 小 さ な お 登山 列車 に 乗っ て 、 私 は 沈み ゆく 心 で アプ セー ニニ 山脈 の 谷間 を 旅 し て いま し た 。 そ こ で は 数 え 切 れ な い ほ 
どの 戦い で 死 が 飛び 交 い 、 ホ リア と イア ンク の 幽霊 が 簡 得 し て いま し た 。 


私 は 駅 で 農民 の モテ ィ に 近づき まし た 。 彼 の コー ト に は 少な く と も 20 の 斑点 が あり 、 比 類 の な い 貧困 の 証拠 で し た 。 
彼 は 自分 で 作っ た 木 欄 の フー プ を わずか な お 人 金 で 売っ て いま し た 。 彼 女 の 目 は 落ち 込ん で いて 、 類 は つね られ て い 
た 。 優 し い 顔 立ち 。 彼 女 の 視線 は 恥ず か し が っ て いた 。 彼 の 顔 に は 特別 な 考え は 読み 取れ な か っ た が 、 彼 の 目 に は 痛 
み が あ り 、 私 に は た だ 飼え た 人 で は な く 、 錠 え に 苦 し む 人 が 見 えた 。 


同情 や 懸念 を 抱か せる その 優し い 目 に は 、 人 生 へ の 関心 は まっ た く 見 られ ませ ん で し た 。 彼 ら は た だ 空白 だ っ た 。 


「 こ うい っ た 部 分 は どう や っ て 管理 し て いる ん で すか ? 」 
彼 に 聞い た 。 「 分 か っ た ! 分 か っ た 、 あ り が と う 。」 
「 こ こ で トウ モロ コン や ジャ ガイ モ を 
栽培 で きま すか ? 」 「 は い 、 で きま 
す 。」 
「 食 べ 物 な ど 必 要 な も の は 全て 揃っ て いま 
すか ? 」 「 は い 、 あ り ま す .… あ り ま す .… 
「 そ れ で 、 あ な た は 悪く な いん で すけ ど … ?」 
「 違 う ! …N61…」 
彼 は 何 度 も 私 を 評価 し まし た が 、 話 すこ と を 非常 に 嫌がり まし た - 彼 の 心 が ど の よう な 絶望 の 岸辺 を さま よっ た か 
は 誰 に も わか り ま せん - そし て 彼 は 受け 継い だ 人 種 的 高 真 さ を 見 知ら ぬ 人 に 説明 し た く あ り ま せん で し た 。 


つい に ビス トラ に 到着 し 、 手 紙 を くれ た 村 の 先生 を 探し まし た 。 一 日 だ け 滞 在 し まし た 。 私 が 訪れ た モテ ィ 族 の 貧し い 
家々 で は 、 大 勢 の 幼い 子供 た ち が 寒 そう に 身 を 寄せ 合っ て 、 馬 車 で 道 を 歩い て いた 両親 の 帰り を 2 週間 、3 週 間 、 時 
に は 1 か 月 以上 待っ て いる の を 見 まし た 。 彼 ら が 作っ た 木製 の フー プ や 樽 と 引き 換え に コー ン ミ ー ル の 袋 を 持ち 帰っ 
て 、 そ の 後 、 神 が より 寛大 だ っ た 国 の 他 の 地域 で 何 百 マ イル も 売り ます 。 モ ティ た ち が 家 に いる の は 一 年 の うち 数 か 
月 だ け で す 。 残 り の 時 間 は 移動 中 で す 。 先 生 が 私 に 言い まし た 。 


「 ハ ン ガ リー の 統治 下 で さえ 、 外 国人 は ここ に 定住 する こと は で きま せん で し た 。 
し か し 今日 オラ デア に ある ユダ ヤ 人 の 会 社 が 所 有する 製材 所 が 設置 され 、 私 た ちの 森林 を 乗っ 取り 、 伐 採 し て き 
まし た 。 貧 し い 生 活 の 中 で 、 モ ティ 家 は 樽 と 樽 の 縁 を 作る こと で 生計 を 立て て いま し た 。 


し か し 、 こ れ か ら は それ が 奪わ れ て し まう の で す 。 彼 ら は 死刑 を 宣告 され る 。 「 錠 僚 や その 他 の 生活 必需 品 の 

た め 、 彼 ら 5 は ユダ ヤ 人 の た め に 働か ざる を 得 ず 、 日 当 20 レ イ で 自分 た ちの 木 を 伐採 し て いる が 、 そ れ は 性 細 な こと だ 。 
山 か ら 搾 り 出さ れ 、 谷 で 伐採 され た 富 の うち 、 彼 ら が 残し た も の は これ だ け だ 。 「 長 い 列 車 で す 。 そ し て 木 が 切り 倒さ 
れ た ら 、 私 た ち も 終 わり で す 。 し か し 、 も っ と 悲し いこ と が あり ます 。 私 た ち は 何 百年 も 徳 を 積ん で 生き て きま し た 。 ユ 
ダ ヤ 人 は 放 薄 の 罪 を 持ち 込ん で きま し た 。」 10 年 以上 前 、 こ の 製材 所 で は 30 人 の ユダ ヤ 人 が 働い て いま し 

だ 。 


そし て 、 給 料 を 受け 取る 土曜 日 の 夜 に 、 彼 ら は モテ ィ の 少女 や 女性 た ち を 連れ て 人 夜 の 乱 交 パー ティ ー で 彼ら の 名 誉 を 
坦 つ け ま す 。 貧 困 に 加え て 、 道 徳 的 、 身 体 的 な 病気 が 村 を 触 ん で いま す 。 


leoilete よ 到 機 寺 招 by Google 


そし て 何 も 言え ませ ん 。 こ れ ら の ユダ ヤ 人 は 政治 家 全 員 と 非常 に 仲 が 良く 、 事 実 上 全能 の 君主 で ある た め 、 
いか な る 抗議 も 試み る こと は で き な い 。 地 方 自治 体 は 憲兵 か ら 上 層 部 に 至る まで 、 あ ら ゆ る サー ビス を 提供 し ます 。 


何 か を 言 お うと する と 、 一 部 の 国民 が 他 の 国民 を 「 憎 む 」 よ うに 「 扇 動 」 し た と し て 即座 に 非難 され る で し ょ 
う 。 あ な た は 、 ル ー マ ニ ア 人 が 常に 「 平 和 な ユダ ヤ 人 住民 」 と と も に 暮らし て きた 「 社 会 の 調和 」 と 「 兄 弟 の 血 
統 」 を 乱 し て いる と 。 私 た ち は そ う で は な いと いう こと 


イエ スキ リス ト に 対す る 善良 な 「 キ リス ト 教 徒 』 は よこ う 言い まし た 、「 あ な た 

の 隣人 を 愛し て くだ さい 。 あ な た に 危害 を 加え る 人 を 愛し て くだ さい …」 な ど 。 

一 言 で も 発言 すれ ば 、「 国 家 安 全 保障 の 敵 』」 と し て 、 ま た 「 内 戦 」 の 扇動 者 と し て 逮捕 され る だ ろう 。 傷 辱 され た 
り 、 殴 られ た りす る こと も あり ます 。 彼 ら は 当局 を 支配 し て いる の で 、 あ な た は 黙 っ て 国民 の 悲劇 を 見 守ら な け 
れ ば な り ま せん 。 神 に と っ て は 、 私 た ち を 盲目 に し て 、 私 た ち が 自 分 の 目 で 見 る こと が で き な く な る 方 が 良い で 

し ょ う 。 そ うす れ ば 私 た ち は 何 も 分 か ら な いで し ょ よう 。 」 


血管 の 中 で 血 が 沸騰 し 、 ル ー マ ニ ア 当 局 と 大 ルー マニ ア の 法律 が この よう な 国家 に 対す る 犯罪 を 容認 で きる 
の で あれ ば 、 銃 を 手 に 山 に 行き 、 敵 や 裏切り 者 の 集団 に 容赦 な く 撃 ち 始め よう と いう 考え が 再び 浮か ん だ 。 。 


ルー マニ ア 、 そ の 名 誉 と その 将来 、 そ し て これ ら の 疲弊 し た 法律 と 権威 が 正義 と 救済 の 希望 を 奪っ て いる の か どう 
か 。 
私 は これ ら の 人 々 が 背負 っ て いる 重荷 に 重荷 を 感じ 、 心 を 痛め な が ら ヤ シ に 戻り まし た 。 


人 民 の 支配 階級 、 そ の 政治 的 お よび 文化 的 階級 の 貴 外 は 何と 革 ろ し いこ と で し ょ う 。 

文学 者 や 作家 は 、 あ ら ゆる 種類 の 無関係 な トピ ッ ク に 労力 を 費やし ます 。 書 店 の ショ ー ウ イン ドウ を 埋め 尽く す 
ほど の 本 が 出版 され て いま す 。 

も し 彼ら の 目 の 前 で 繰り 広げ られ て いる モテ ィ 事 件 の よう な 歴史 的 悲劇 に 対し て 、 彼 ら が 抗議 の 言葉 を 一 言 も 見 
つけ られ な か っ た と し た ら 、 役 ら に 対す る 警鐘 と も な り 得 る 今後 の 判決 は どう な る だ ろう か 。 人 々 は 貴 然 と し まし 
た が 、 な ぜ あ な た を 麻痺 させ 、 あ な た の 人 生 と 将来 を 曖昧 に する スキ ャ ンダ ラス な 文学 が た くさ ん ある 

の で し ょ うか ? 


国家 は 、 道 徳 的 、 肉 体 的 存在 を 脅かす 危険 を 告発 し 未来 へ の 道 を 照ら す と いう まさ に 神聖 な 使命 を 負っ て 
いる これ ら の 作家 や 学者 た ち を どの よう な 観点 か ら 見 る べき で し ょ うか ? そ し て 、 国 民 の 生命 と 名 誉 を 守る と い 
う 最 も 基本 的 な 義務 を 放棄 し た 、 議 会 や その 他 の 政治 的 階級 の 「 発 言 者 J は どの よう に みな され る の 

で し ょ うか ? 


私 が ビス トラ か ら ト ゥ ル ダ 行 き の 小 さ な 列 車 を 降り る と き 、 ビ スト ラ 製 材 所 の 所 長 も 同じ 部 屋 に 乗り 込ん で き 

まし た 。 太 っ た ユダ ヤ 人 は 衣服 に ほとん ど 拘 束 さ れ て お ら ず 、 豊 か な 人 生 を 送っ て いる 印象 を 与え た 。 彼 の よう 

な 人 は 、 人 生 で 一 度 も 飼え を 経験 し た こと が な いと 思い ます 。 次 の 停留 所 で も 私 と 同年 代 の 若者 が コン パー トメ ン 
ト に 入っ て きた 。 最 初 の 瞬間 か ら 、 彼 ら 5 が と て も 気 の 合う 友人 で ある こと 、 そ し て その 青年 が ルー マニ ア 人 で ある こと 
が わか り ま し た 。 ユ ダ ヤ 人 は 魔法 瓶 か ら コ ー ヒ ー を 注ぎ 、 パ ケッ ト か ら ケ ー キ を 数 枚 取り 出し まし た 。 彼 は 食 

事 を 始め た 。 オ オカ ミ の 食欲 を 見 て きま し た 。 彼 は 友人 を 参加 に 読 っ て いな か っ た こと に 気づく 前 に 、 激 し く 飲 

み 込 み 始め た の で 、 す ぐに 招待 し まし た 。 青 年 は ケー キ と コー ヒー を 手 に 取り 、 か な り 恐 る 恐る 食べ 始め 、 裕 福 な 

ユダ ヤ 人 が 自分 に 向け られ て いる 「 注 目 」 に 感謝 と 敬意 を 表し た 。 そ れ は 復活 祭 前 の 金曜 日 、 つ まり 聖 金 曜日 の 午 

前 5 時 ご ろ 、 ま だ 完全 に は 晴れ て いま せん で し た 。 


悲し いこ と に 、 私 は 自分 自身 に こう 問い か け ま し た 。 


「 キ リス ト 教 世界 全体 が 断食 する この 日 に ノル ー マ ニ ア 人 を 拓 問 する ユダ ヤ 人 と 並ん で ケー キ を 食べ る この 若 
い ル ー マ ニ ア 人 の 悪党 は 誰 な の だ ろう か ? 」 


会 話 か ら 彼 が 林業 技師 で ある こと が 分 か り ま し た 。 そ の ユダ ヤ 人 は 、 強 迫 的 に 話し た いと いう 傾向 を 示し まし 
た 。 彼 は 絶え ず 話し た り 冗 談 を 言っ た こり し た 。 そ れ か ら 彼 は レコ ー ド プレ ー ヤ ー を 製造 し 、 レ コー ド を 再生 し 
始め まし た 。 私 は 車 室 の 隅 に 座っ て 、 何 も 言わ ず に 窓 の 外 を 眺め な が ら 聞い て いま し た 。 


夜 が 明け 始め て 、 私 に は 見 えま し た 。 


leoiilete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


鉄道 と 並行 する 道路 、 そ の 前 を 馬車 の 長い 列 が 続き 、 モ ティ の 男 が 平和 に 、 そ し て 悲し そう に 歩い て いた 。 石 18 
炭 を 積ん だ 彼ら は 、 車 で 60 マ イル 離れ た トゥ ル ダ 市 場 に 向かい 、 売 り 買 いす る た め に 、 新 し い 服 や お も ちゃ で は な く 、 復 活 
祭 の 時 期 だ っ た の で 子供 た ち に 持ち 帰る た め の 数 キロ の 食料 を 買っ た 。 そ れ が 彼ら が 子供 た ち に も た ら す こと が で き 

る 唯一 の 喜び で す 。 


痛み と 不安 で 心 が う めき ます 。 こ れ ら の 泥棒 が あな た の パン を 奪う だ け で は 十分 で は あり ませ ん 。 彼 ら 5 は また 、 こ の 聖 金 
曜日 に あな た の 貧困 と 信仰 を 冒 流し 、 傷 土 し ます 。 彼 ら は 、 人 間 の 苦し み と 痛 み を 尊重 する た め 、 最 も 深い 静寂 と 礼儀 

正 し さ を 除い て は 、 錠 えと ボロ ボロ の 人 々 の 前 を 裸 で 歩く べき で は な い 長 年 の 苦し み の 道 を 、 歌 い 、 軸 りな が ら 通 り 過ぎ ま 
す 。 運 命 。 君 の 無慈悲 な 運命 を 。 夜 が 明け る と 、 若 者 と 私 の 目 が 合っ た 。 彼 が 私 を 認識 し て いる の が わか り ま し た 。 落 ち 着 き 
が な く 、 彼 は 自分 の 心 を 失っ た 


落ち 着き 。 私 も 彼 の こと を 認識 し まし た 。 1923 年 当時 、 私 は 彼 を キリ スト 教 国家 主義 者 の 学生 と し て 見 て いま し た -。 役 
は デモ を する 学生 グル ー プ の 先頭 に 立っ て 、 次 の よう に 唱え て いた 。 


「 そ し て 我々 は ユダ ヤ 人 を 足下 で 潰す か 、 さ も な 
けれ ば 栄光 に 死ぬ だ ろう 」 な ど な ど 。 


私 は 悔し は で いっ ぱい で し た 。 「 も し 明日 、 戦 う 若者 た ち が 皆 この よう で あれ ば 、 我 々 の 人 民 は 死な な けれ ば な ら 
な い 。 ユ ダ ヤ 人 の 征服 、 洪 水 、 地 震 、 ダ イナ マイ ト に よっ て 、 ど れ で あろ うと 、 彼 ら は 減 び な けれ ば な ら な い 。 」 


1929 年 の 夏 


この 夏 は 2 つの 行進 が 組織 され 、1 つ は ガラ ティ と フォ クシ ャ ニ の 「 十 字 架 の 同胞 団 」 の 若者 た ち に よる も の 、 

も う 1 つ は 軍団 に よる も の で あっ た 。 

私 は 、 私 が 何 度 も 歩い た 道 に 彼ら を 連れ て 行き 、 で きる だ け 多 く の 時 間 を 彼ら と 一 緒 に 過ごし 、 彼 ら を 観察 し 研究 し 、 そ 
し て 今度 は 私 た ちの 国 の 美 し さ を 彼ら に 見 せ た か っ た の で す -。 私 は 、 雨 、 風 、 暑 さ 、 あ る い は 泥 の 中 で 全員 が 重い 荷物 を 運 
ぶ 長 い 行軍 に 向け て 、 ます 若い 軍団 兵 た ちの 意志 を 実行 し な けれ ば な ら ず 、 彼 ら の 意志 を 育む よう に 努め る つも り で 

す 。 隊 列 を 組ん で 歩調 を 合わ せ 、 何 時 間 も 会 話 を 禁止 する 。 森 で 眠り 、 質 素 な 食事 を する スパ ル タ 生 活 を 通し て 。 態 度 

や し ぐさ か ら 始 め て 、 あ ら ゆ る 面 で 自分 自身 に 対 し て 上 厳しく な る 義務 に よっ て 。 巨 大 な 岩 を 登っ た り 、 川 を 渡っ た りす る な 
ど 、 乗 り 越 えな けれ ば な ら な い 障 害 が 彼ら の た め に 作ら れ ま し た 。 


私 は 彼ら を 、 ど ん な 困難 に 直面 し て も 真っ 直ぐ で 男らしく 見 える 、 意 志 の 強 い 男 性 に 育て よう と し て いま し た 。 し た が っ て 、 
私 は 障害 物 を 辻 回 する こと を 決し て 許可 し ませ ん で し た 。 克 服 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 


風 が 吹く た びに 曲がっ て し まう 、 弱 く て 敗北 し た 人 間 、 現 在 政治 生活 や 専門 職 に 豊 延 し て いる タイ プ の 人 間 の 代わ り に 、 
我々 は この 人 民 の た め に 、 不 屈 で 恐れ を 知ら ぬ 征 服 者 を 創造 し な けれ ば な り ま せん 。 


共通 の 指導 を 行う こと で 、 逆 に チー ム の エス プリ 、 一 体感 を 醸成 し て いき た いと 考え て いま す 。 共 通 の 指導 が 大 き な 影 
響 を 与え る こと に 気づき まし た 。 人 間 の 知性 と 精神 を 表現 し 、 彼 の 乱れ た 心 と アナ ー キ ー な 感情 に 秩序 と リズ ム 

を 与え る 。 人 懲罰 的 措置 を 講じ る 際 に は 、 最 終 的 に は 彼ら の 行動 に 責任 を 負う 責任 感 と 勇気 を 養う こと を 目指 し ます 。 
嘘 を つき 、 責 任 を 回忌 す る 男 ほど 嫌 な も の は な い 。 


私 は 例外 な く 、 違 反 行為 を 定期 的 に 処罰 し ます 。 私 は 公共 の 公園 で 騒動 を 起こ し た ヴァ トラ ・ ド ル ヘ イ の 若者 を 罰 し まし 
7 ご 


Meete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


ドル ニ ・ コ ザ ネ ステ ィ で は も っ と 深刻 な こと が 起こ っ た が 、 そ れ 自 体 で は な く 、 事 件 が 明らか に し た 精神 状態 の 表れ だ っ た 。 4 人 の 若者 が ユダ ヤ 人 
の 酒場 に 行き 、 イ ワシ と パン と ワイ ン を 求め 、 よ く 食べ た 後 立 ち 上 が っ た 。 そ の うち の 1 人 は 、 代 金 を 支払 う 代 わり に 英雄 的 に リボ ル バ ー を 振り 回 し 、 も し ユ 
ダ ヤ 人 が 叫べ ば 命 を 畜 か し た 。 な ぜ な ら 、 彼 ら は コル ネリ ュー・ コ ドレ アヌ の も の だ っ た か ら で あ る 、 と 彼 は 付け 加え た 。 


グル ー プ 。 


私 は 彼 を 罰 し た 。 も し 私 が そう し な か っ た ら 、 道 徳 的 に 身 を 滅ぼし て いた の は 、 イ ワシ 向 を 盗ま れ た ユダ ヤ 人 で は な く 、 こ の 若者 だ っ た だ ろう 。 確 か 

に 、 軍 団 兵 の 間 で は 、 私 た ち は 皆 間違い を 犯し や すい も の で ある た め 、 罰 に よっ て 慎 り を 引き 起こ すこ と は で きま せん 。 私 た ちの 概念 で は 、 罰 と は 

名 誉 あ る 人 が 間違い を 正 さ な けれ ば な ら な いこ と を 意味 し ます 。 刑 罰 が 達成 され る と 、 男 は 何事 も な か っ た か の よう に 重荷 か ら 解放 され る 。 ほ と ん どの 
昌 合 、 こ の 罰 は 何ら か の 労働 の 形 を と り ま す 。 そ れ は 、 そ の 仕事 が 非難 の 性 質 を 持っ て いる か ら で は な く 、 善 行 に よっ て 犯さ れ た 悪 を 正す 機会 を 提供 する 

か ら で あ る 。 だ か ら こ ぞ で 軍団 兵 は 平然 と 刑罰 を 受け 入れ 、 実 行 する の だ 。 


大 衆 の 場 に 行く と いう 決断 
1929 年 11 月 8 日 


Legion が 創設 され て か ら 2 年 以上 が 経過 し まし た 。 私 た ちの 巣 は 全国 に 増え まし た 。 こ れ ら の 小さ な 核 を 利用 し て 機能 を 刺激 し 、 運 動 を 強化 す 

る 必要 性 が 感じ られ まし た 。 ユ ダ ヤ 人 問題 の 解決 に 国家 的 措置 を も た ら す 唯一 の 合法 的 な 方 法 は 、 政 策 手段 に に る も の で し た 。 こ れ は 一 般 大 衆 と の 
接触 を 前 提 と し て いま し た 。 良 くも 悪く も 、 こ れ は 法律 に よっ て 私 た ち が 利用 で きる よう に な っ た 方 法 で あり 、 遅 か れ 早 か れ 私 た ち は 従 わな けれ ば な ら な 
か っ た の で す 。 レ フタ ー と ポト レア と と も に 、 私 た ち は TG で 軍団 兵 の 最初 の 公開 会 議 を 設定 し まし た 。 こ の 決定 は 11 月 8 日 に 国 中 か ら 集まっ た 新た な 軍 
団 兵 が 軍団 の 守護 聖人 の 誕生 日 に 堆 い を 立て た 際 に 下 

され た 。 


同時 に 、 私 は トト ゥ を トゥ ル タ 郡 に 送り 、 そ こ で アモ ス ・ ホ ラテ ィ ウ ・ ポ ッ プ と と も に 軍団 の 宣伝 を 強化 し 、 集 会 も 組織 する こと に な っ た 。 


1929 年 12 月 15 日 


12 月 14 日 の 夜 、 私 は ベレ ステ ィ に いま し た 。 倉 庫 で は レフ ター、 ポ トレ ア 、 タ ナ セ ア ント ヒ た ち が 待 っ て いた 。 ベ レス ティ の 市 場 町 は まさ に ユダ ヤス ズ メ バ 
チ の 上 巣 で す 。 混 雑 し た 家 や 店 。 唯 一 の 通り は 市 の 中 央 を 貫い て お り 、 く る ぶし まで の 深 さ の 泥 が あり 、 そ の 脇 に は いく つか の 歩道 が ある 。 ポ トレ ア の 
家 に 泊まる は ず だ っ た 。 


翌朝 、 ガ ラテ ィ の 検察 官 と 警察 署 長 が や っ て 来 て 、 会 議 の 開催 は 許可 され て いな いと 告げ まし た 。 


私 は 彼ら に こう 言い まし た 。 


あな た が 私 に 突き つけ て いる 禁止 は 正しく も 合法 で も あり ませ ん 。 ド イツ 人 、 ハ ン ガ リー 人 、 ト ルコ 人 、 タ ター ル 人 、 ブ ル ガ リ ア 人 、 ユ ダ ヤ 人 を 問わ ず 、 誰 
で も この 国 で 会 議 を 開く 権利 を 持っ て いま す 。 右 ? あ な た の 尺度 は 應 意 的 な も の で す 。 違 法 な の で 従わ な い 、 い つ で も 会 議 を 開か な けれ ば な ら な い 


料金 。 


結局 少し の 話し 合い の 結果 迷惑 を か け な い こと を 条件 に 、 私 の 会 議 開催 が 承認 され まし た 。 ど うす れ ば いい で すか ? 


どの よう な 混乱 で すか ? 人 の 家 に 侵入 する の ? こ れ が 私 の 初め て で し た 
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公開 会 議 。 私 は それ を 完全 な 秩序 に 保ち 、 そ れ に よっ て 他 の 人 を 保つ 特権 を 保持 する と いう 完全 な 決意 を 
持っ て いま せん で し た か ? 
約束 の 時 間 に な る と 、 百 人 近い ご く 少 数 の 人 々 が 集まり まし た 。 
私 は 彼ら か ら 、 も っ と 多く の 人 た ち が 来 た いと 思っ て いる に も か か わら ず 、 村 を 離れ る こと を 妨げ ら 
れ て いる と いう こと を 知り まし た 。 会 議 全体 は わずか 5 分 で 終わ り ま し た 。 
左官 は 1 分 間 話 し 、 ポ トレ ア は も う 1 分 間 話 し 、 残 り は 私 で し た 。 私 は 言い まし た 、「 私 た ち は デ モ を する 
た め に 来 た の で す が 、 当 局 は 私 た ちの 部 下 の 参 加 を 強制 的 に 阻止 し まし た 。 ど ん な 命令 に も 反し て 、 私 は 
0 ! 誰 か が 私 に 馬 を 連れ て き て くれ れ ば 、 私 は ホリ ン シ ア 地区 を 村 か ら 村 へ と 馬 で 移 

」 o 」 
実際 、 あ の 泥 の 中 で は 移動 手段 は 馬 だ け で し た 。 
2 時 間 後 、 馬 が 連れ て こら れ て 、 私 は 出発 し まし た 。 徒 歩 で 私 の 後に 続い て 、 レ フタ ー が 他 の 4 人 の 軍団 兵 を 
連れ て や っ て 来 た 。 最 初 の 桂 メ リア に 到着 。 そ この 教会 の 庭 に は 、 数 分 の うち に 男性 も 女性 も 子供 
も 全員 が 集まり まし た 。 私 は ほん の 二 、 三 の 言葉 を 言っ た だ け で 、 政 治 的 綱領 に つい て は 何 も 説 明 し 
ませ ん で し た 。「 み ん な で 団結 し まし ょ う 。 
男性 
そし て 女性 た ち 、 私 た ち 自 身 と 私 た ちの 人 々 の 新た な 運命 を 切り 開く た め に 。 ル ー マ ニ ア の 復活 と 解放 の 時 
が 近づい て いま す 。 
信じ る 者 、 戦 い 、 苦 し む 者 は 、 新 し く 乾 いた 時 代 が 私 た ちの ドア を ノッ ク し て いる こと に よっ て 報 わ れ 、 祝 福 
され る で し ょ う ! こ の 人 々 の 魂 を 持っ た 世界 は 不妊 で 死に つつ あり 、 信 仰 に 満ち た 人 々 の も の と し て 別 の 世界 
が 生ま れつ つ あ り ま す 。 「 こ の 新しい 世界 で は 、 学 校 教育 知人 知識 に 基づい て で は な く 、 何 より も 信仰 と 
性 格 に 応じ て 、 誰 も が 自分 の 立場 を 得る で し ょ う 。」 


それ で 私 た ち は 続け まし た 。 5 キロ も 離れ て いな いう ち に 、 ス リヴ ナ に 到着 し ます 。 
暗く な っ て きた 。 し か し 、 人 々 は ろう そく の 火 を 灯 し て 私 を 待っ て いま し た 。 テ オド シ ウ 率 いる 軍団 兵 の 巣 が 迎 
え に 出 て きた 


村 の は ずれ に いる 私 。 こ こ で も 言い まし た 。 そ れ か ら 、 先 頭 に 立っ て いる スリ ヴ ナ 軍団 兵 の 巣 で ある コマ ネス 
ティ に 向かっ た 。 こ れ ら は 私 が これ まで 通っ た こと が な い 道 で し た 。 こ こ で も 若者 た ち が 歌 を 歌い な が ら 、 
人 々 が 提灯 や ろう そく を 持っ て 私 を 待っ て いま し た 。 ど の グル ー プ に 属し て いて も 、 人 々 は 喜ん で 私 を 歓 
迎 し て くれ まし た 。 私 た ち は 見 知ら ぬ 人 で し た が 、 長 い 間 友達 だ っ た よう な 気 が し まし た 。 


意 は 消え 去っ た 。 私 た ち は 皆 、 一 つの 魂 、 一 つの 人 間 で し た 。 翌 朝 、 ま た 散歩 を 再開 し まし た 。 し か 
し 、 今 回 は 私 は 一 人 で は あり ませ ん で し た 。 他 の 3 人 の ライ ダー が 私 に 来 ら れる か どう か 尋ね まし た 。 隣 
の 村 ガ ネス ティ の 外れ で 、 私 た ち は ド ウミ トル ・ ク リス ティ アン の 家 に 立ち 寄り まし た 。 彼 は 40 歳 く らい の 
男 で 、 白 眉 で 、 太 い 眉 の 下 に 両目 を 隠し て いま し た 。 彼 は 第 一 次 学生 闘争 以来 激しい 民族 主義 者 で あっ た 。 さ 
て 、 ま さ に その 瞬間 、 彼 は 馬車 か ら 馬 を 外し 、 そ の うち の 一 頭 に 鞍 を 置き 、 私 た ちと 一 緒 に や っ て 来 ま し 
た 。 す ぐに 私 た ちの 数 は ドウ ミト ル と ヴァ シル ・ ポ パ 、 ハ サン 、 チ クリ タ と 増え まし た 。 村 か ら 村 へ と 馬 で 移動 
する うち に 、 ラ イダ ー の 数 は 20 人 に 増え まし た 。 ほ と ん どの 人 は 25 歳 か ら 30 歳 の 間 で 、 早 く て 35 歳 か 40 
歳 の 人 も いま し た が 、 最 年 長 の チク リタ 。 デ ・ カ ヴァ ディ ネス ティ は 45 歳 くら いで し た 。 私 た ちの 数 が これ ほ 
ど 増 えた と き 、 私 た ち は 独 特 の 記章 、 つ まり ユニ フォ ー ム の 必要 性 を 感じ まし た 。 こ れ 以 上 良い も の が な か 
っ た た め 、 私 た ち は 皆 、 帽 子 に 七面鳥 の 羽 を 入れ て いま し た 。 そ れ で 私 た ち は 歌 いな が ら 村 に 入り まし た -。 私 
た ち が 歌 いな が ら 、 彼 の 馬 が プル ス 川 の 近く の 丘 の 頂上 に 沿っ て 小走り する 音 を 響かせ た 。 昔 、 モ ル ダ ビ ア 
の 領土 を 守っ た 昔 の 人 々 の 影 で ある 私 た ちの 祖先 と 戦っ た 場所 だ 。 現 在 の 生 者 は 過去 の 死者 と 同一 視 され 、 
私 た ち は 同 じ 魂 で あり 、 丘 の 頂上 を 越え る 風 に 運ば れる ルー マニ ア 人 の 同じ 偉大 な 団結 で し た 。 私 の 到着 
の 知ら せ は 口頭 で 伝わり 、 す べ て の 村 に 伝わり まし た 。 村 人 た ち は ど こ で も 私 た ち を 待っ て いま し た 。 
道 で 出会っ た 人 は 皆 、「 あ な た も いつ 来る の で すか 2? 昨日 は 夜 遅 くま で みん な が あな た を 待っ て い 
まし た よ 。」 と 尋ね まし た 。 


それ ら の 村 で 、 彼 が 歌い 人 々 に 語り か けた と き 、 彼 は 自分 が 、 借 り 物 の 綱領 を 持っ た 政治 家 た ち が 決 し て 降 
り る こと の で き な い 、 定 義 の な い 魂 の 深み に 浸透 し て いく の を 感じ た 。 そ この 奥深 くに 根 を 差し 込ん だ 
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軍団 運動 の こと 。 誰 も それ ら を 引き 離す こと は で きま せん 木曜 日 は ベレ ステ ィ の 市 場 の 日 で し た 。 朝 10 時 に 、 我 々 
騎手 約 50 名 が 市 場 町 の 上 の 丘 の 頂上 に 現れ た 。 そ こ か ら 私 た ち は 歌い な が ら 隊 列 を 組ん で 街 に 向かい まし た 。 


町 の 人 た ち は 私 た ち を 大 歓迎 し て くれ まし た 。 ル ー マ ニ ア 人 は クリ スチ ャ ン の 家 を 出 て 、 バ ケツ に 水 を 注い で 

私 た ち に 向かっ て 行き まし た 。 こ れ は 古い 習慣 で あり 、 私 た ち が 旅 行 す る 際 に すべ て の 希望 が 成就 する こと を 祈っ 
て いま し た 。 

再び 私 た ち は .、 最 初 の 集会 が 開催 され る 予定 だ っ た ニク : バ ラン の 中 庭 に 入 っ た 。 こ の 時 点 で 3000 人 以上 の 人 が い 
た 。 会 議 は あり ませ ん で し た 。 

何人 か の パイ ロッ ト に お 土産 を あげ まし た 。 


私 は タバ コ ホ ル ダー を ニュ ー・ バ ラン に 渡し まし た 。 ヴ ァ カ レス ティ 刑務 所 で 処刑 され た チク リタ に は か き ぎ 十字 
が 与え られ た 。 レ フタ ー と ポト レア は 軍団 最高 評議 会 の メン バー に 任命 され 、 ニ ュー バラ ン は コ ヴ ル イプ 郡 
の 参謀 に 任命 され た 。 そ し て ホリ ン シ ア 渓谷 の 軍団 長 と し て ドウ ミト ル ・ ク リス ティ アン 。 


この ホリ ン シ ア 渓谷 は 、 そ の 場所 と 人 々 と と も に 私 に と っ て 大 切な も の で あり 続け て いま す 。 
彼 は フォ クシ ャ ニ に 次 いで 軍団 運動 の 二 番 目 に 強い 柱 で あり 続け る こと に な る 。 


トラ ン シ ル バニ ア 、 ル ドス ル ・ デ * ム レス に て 


私 た ち は ク リス マス 前 の 金曜 日 の 午後 5 時 に ルド ス に 向け て 出発 し まし た 。 ト ラッ ク に は 私 た ち 4 人 が 乗っ て いま し 
た 。 運 転 す る ラド ウゥ ・ ミ ロ ノ ヴィ チ さ ん 、 知 人 の エミ ー ル ・ エ エレ メイ ウ さ ん 、 そ し て 私 で す 。 極 度 の 寒さ の た め 電 車 の 運 
休 が 余儀 な くさ れ ま し た 。 そ の 夜 、 ト ラッ ク に 医 を 詰め て 体 を 覆っ た に も か か わら ず 、 私 た ち は 寒 さ で 死に そう に な り 
まし た 。 私 た ち は ヤ シ 、 ピ アト ラ - ネ アム ツ 、 ヴ ァ レ ア 。 ビ スト リ テ イ と いう ルー ト を 走り 、 午 前 4 時 に カル パテ ィ ア 
山脈 の 頂上 に 到着 し まし た 。 


24 時 間 以 上 の 運転 の 後 、 和 私 た ち は そ の クリ スマ スイ ブ の 午前 11 時 に ルド スル ・ デ ・ ム レシ ュ に 到着 し まし た 。 こ こ 

で 私 た ち は ア モス の 家 で ゆっ くり 休ん だ 。 私 た ち は ク リス マス の 朝 に 教会 に 行き 、 そ れ か ら 小 さ な 町 を 観光 し ま 

し た 。 Tg よ り 大 きか っ た で す 。 

ベレ ステ ィ 。 郡 都 ト ウル ダ の 東 約 29 マ イル に 位置 する 。 ベ レス ティ の 割合 に は 及ば な いも の の 、 こ の 都市 も ユダ ヤ 人 
で いっ ぱい で す 。 こ こ 


また 、 市 場 に 定着 し た ユダ は ルー マニ ア 全 土 に 早 昧 の 巣 を 張り 光ら せ た 。 貧 し い 農 民 た ち は こ の 上 巣 に 捕らえ られ 、 
ぐる ぐる 回 っ て 呆然 と し 、 そ の 後 、 全 財産 を 吸い 取 られ る だ ろう 。 ク リス マス の 翌朝 、 我 々 は 出発 し た 。 バ ン は 10 人 の 
軍団 兵 を 乗せ て 先 を 行き 、 次 に 私 と 20 人 の 騎兵 が 馬 に 乗っ た 。 ア モス 、 ニ チタ 、 コ ル セ リ ウ 、 マ ッ テ イ 教授 ら 全員 が 
帽子 に 七面鳥 の 羽 を か ぶっ て いた 。 道 中 、 出 会 っ た 人 々 は 私 た ちの 目的 を 知ら な か っ た の で 、 好 奇 の 目 で 見 ら 

れ ま し た 。 


し か し 、 私 た ち は 最 高 の 権限 を 与え られ て いる か の よう に ライ ディ ング し て お り 、 私 た ち に そう する よう に 命じ た 
ルー マニ ア 人 の 性 質 に 沿っ て や っ て 来 て いる と 感じ まし た 。 ゲ ー タ 、 グ リ ゴ レ ス ティ 、 グ ラ ・ ア リエ スル イ に は 、 ホ リ 
ンチ ャ 渓谷 と 同じ くら い 多く の 人 々 が 集まっ て いま し た 。 こ こ で も 、 い か な る 政治 的 計画 に つい て も 概説 する こと は あ 
り ま せん 。 私 た ち が モ ル ダ ビ ア か ら 来 た の は 、 千 年 に わた る 奴隷 制度 、 不 法 行為 埋葬 が 十分 に 長かっ た ルー マニ 

ア 人 の 苦悩 する 魂 を 蘇ら せる た め だ と 話し た ば か り で す 。 


大 ルー マニ ア は 多く の 犠牲 を 払っ て 実現 し まし た が 、 異 星人 の 支配 と 昔 か ら の 不正 義 が 大 ルー マニ ア 誕 生 の こち ら 
側 に も 及 ん で いた よう で す 。 ル ー マ ニ ア の 1 年間 の 政権 は 、 私 た ちの 痛ま し い 傷 を 癒す こと も 、 何 世紀 に も わ 

た る 不正 を 正す こと も で き な か っ た 。 彼 ら は 私 た ち に 一 見 の 団結 を も た らし た が 、 ル ー マ ニ ア 人 の 魂 は 依 

然 と し て 政党 の 数 と 同じ くら い 多 く の 部 分 に 分 像 し て いた 。 こ の 民 の 復活 は 地下 で 沸き 起こ り 、 間 も な く 爆 発し 私 
た ちの 未来 と 暗い 過去 全体 を その 光 で 照ら し ます 。 信 じ た 者 が 勝ち ます ! 


Mieleie よ 到 機 繊 郷 良 by Google 


も う 一 度 、 私 は 彼ら の 心 の 中 に 降り 立っ た よう な 気 が し まし た 。 私 は モル ダビ ア か ら 何 百 キ ロ も 離れ て いま し た が 、 何 世紀 に も わ 
た っ て 国境 に よっ て 私 た ちか ら 隅 て られ て きた 地域 で 、 そ こ で も プル ス 近 く の ホ リン シア 渓谷 と まっ た く 同 じ 、 同 じ 魂 を 見 つけ ま 
し た 。 ま さ に この 国 の 魂 そ の も の で あり 、 そ の 上 に 人 為 的 な 境界 線 が 引か れ た こと は 一 度 も な か っ た こと が 理解 で きた 。 な ぜ な 
ら 、 同 じ 息 吹 が 国 の 一 方 の 端 か ら も う 一 方 の 端 へ 、 ド ニ エ ス トル か ら テ ィ サ まで 、 人 人為 的 に 作ら れ た 境界 を 全く 無視 

し て 流れ て いた か ら で あ る 。 同 様 に 、 地 下水 は 人 間 が 地表 に 作っ た 障害 物 を 無視 し て 流れ ます 。 


そこ で は 、 私 は 、 政 党 も 、 敵 意 も 、 衝 突 も 関心 の ある も の は な く 、 兄 弟 殺 し の 闘争 の よう な 「 盲 目的 な 不一致 」 も な く 、 た だ 団結 
と 調和 だ け を 見 つけ まし た 。 ク リス マス の 二 日 目 、 私 た ち は 再 び 旅 に 出 ま し た 。 私 た ち は 途 中 で 教会 に 立ち 寄り 、 勇 敢 な 

ミゲル *、 ホ リア と その 部 下 た ち 、 そ し て ラン クー を 介 ん で 祈り を ささ ば げ 、 今 日 私 た ち が 国 民 の 愛 の た め に その 道 を 歩い て いる こと 
を 彼ら に も 知ら せま し た 。 彼 ら の 体 は 拉 問 され 引き裂か れ ま し た 。 そ れ は サン ト ・: ス テ フ ァ ノ の 祝日 で し た 。 そ こ で 私 は ステ フ 
アン 大 誠 の 鎮魂 の た め に ろう そく に 火 を 灯 し まし た 。 彼 を 通し て 私 た ちの 民 は 最大 の 栄光 を 獲得 し まし た 。 私 は 彼 を ナ ポ レ オ 
ン 、 ジ ュ リ アス <: シーザー、 マ ケド ニア の アレ クサ ンダ ー と 同等 だ と 考え て いま す 。 


私 の 歩み が 私 を どこ へ 連れ て 行っ て も 、 ど ん な 戦い を し な けれ ば な ら な いと し て も 、 も し 私 の 上 に サン ・ ミ ゲル 大 天使 の 
影 を 感じ 、 私 の 下 に 軍団 運動 の 家族 の 20 人 の 愛す る 痢 教 者 の 影 を 右 に 感じ る な ら 、 私 も そう する だ ろう ステ ファ ン 大 王 と その 
剣 の 魂 を 感じ て くだ さい 。 


ベッ サラ ビア で 


1930 年 1 月 20 日 、 私 は トト ゥ 、 ク ラン グ ・ ア ヌ 、 エ レ メ イ ウ を 送り まし た 。 


1601 年 に ハン ガリ ー 人 が ワラ キア 王子 ミカ エル 勇敢 を 殺害 し た の は トゥ ル ダ の 平原 で し た 。 彼 は ワラ キア 、 モ イダ ヴ 
ィ ア 、 ト ラン シル ヴァ ニア の 一 時 的 統一 に 影響 を 与え た 最初 の 統治 者 で し た 。 (Tr.) 


乳首 を 抱え て バン に 乗っ て テク チ 郡 へ 向かい 一方 私 は 一 月 二 十 五 日 騎 兵 た ちの 真っ 只 中 、 再 び ホ リン シア 渓谷 に いま し 

た 。 26 日 夜 、 ロ ゴジ ェ ニ を 経て オア ン セ ア に 入 っ た 。 ど ちら の 村 で も 、 私 た ち は 温か く 迎 えら れ 、 大 き な 期 待 を 持っ て 迎え ら 
れ ま し た 。 私 た ち は オ アン セア で アン タチ 家 に ホス ト さ れ ま し た 。 翌 日 の 月 曜日 は 、 プ ルス | 左岸 の カフ ル で 市 場 が 開か れ て い 
7 だ 


そこ で 私 た ち は 、 ユ ダ ヤ 人 が より 多く 挑発 的 だ っ た ベッ サラ ビア に 行く こと に し まし た 。 


カフ ル で は 、 バ エッ サラ ビア の 他 の 祥 易 都市 と 同様 に ユダ ヤ 教 は 共産 主義 で す 。 そ れ は 「 人 民 へ の 愛 」 の た めで は な く 、 共 産 
主義 の 勝利 に よっ て の み 打 倒さ れ 、 ユ ダ ヤ 人 の 完全 な 支配 の 下 に 置か れる こと が で きる ルー マニ ア 国 家 に 対す る 憎悪 の た 
めで あっ た 。 共 産 主義 の 勝利 は 、 ユ ダ ヤ 教 の 基礎 で ある 「 選 民 」 理 論 に よっ て キリ スト 教 諸国 を 支配 し 搾取 する と いう ユ 

ダ ヤ 教 の 夢 と 一 致し て いる 。 


その 夜 、 私 た ち は 高 さ 約 8 イン チ の 白い 布 の 十字 架 を いく つか 作り 、 そ れ を 騎士 の コー ト に 縫い 付け まし た 。 私 は それ を 運ぶ 

た め の 木 製 の 十字 架 を 与え られ まし た 。 翌 朝 10 時 、 私 は クリ スチ ャ ン ・ ベ ッ サ ラビ ア の 首 を 絞め て いる 異教 徒 の 勢力 に 対抗 し て 
十字 架 を 担ぎ な が ら 、30 騎 の 騎兵 の 先頭 で プ 

ルス 川 を 渡っ た 。 5 キロ 近く 移動 し た 後 、 私 た ち は 市 内 に 入り まし た 。 ク リス チャ ン た ち が 家 か ら 出 て き て 私 た ち を 追っ て き 

まし た 。 彼 ら は 私 た ちの こと を 知り ませ ん で し た が 、 私 た ちの コー ト に 白い 十字 架 が あり 、 帽 子 に 羽 が 付い て いる の を 見 まし た 。 
私 た ち は 歌 いな が ら 通 り を 歩き まし た 。 


「 起 きろ 、 起 きろ 、 ル ー マ ニ ア 人 ! 」 
私 た ち は 公共 広場 に 立ち 寄り まし た 。 あ っ と いう 間 に 7,000 人 以上 の 農民 が 私 た ちの 周り に 集まっ て きま し た 。 彼 ら は 誰 も 私 た 
ち が 何 者 で 、 何 を 望ん で いる の か を 知り ませ ん で し た が 、 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


私 た ち が 彼 ら を 救い に 来 た と いう 予感 を 誰 も が 持っ て いま し た 。 
私 は ホリ ン シ ア 渓谷 や トゥ ウル ダ で 話し て いた の と 同じ 方 法 で 彼ら に 話し か け 始 め ま し た 。 し か し 2 分 後 、 
地元 当局 に 付き 添 わ れ た 警官 ポポ フ が 群衆 を か き 分 け て 私 を 呼び 止め た 。 


「 こ の 広場 で 公 の 集会 を 開く こと は 許可 され て いま せん .…」「 ル ー 
マニ ア 国 民 は どこ で も 集会 を 行う こと が 許可 され て いま 
す 。」 
当局 は 私 た ち が 話 すこ と を 妨げ た か っ た の で す 。 人 々 は 私 た ちの 話 を 聞き た が っ て いま し た 。 

「 私 の 良き 皆さん 」 彼 は 彼ら に こう 言っ た _「 そ うい うこ と だ 。 公 共 の 広場 で 集会 を 開く こと は 法律 で 禁じ ら 
れ て いる 。 私 た ち は 街 の 郊外 か 誰か の 家 の パ ティ オ に 行く つも り だ 。 」 
私 は ライ ダー た ち に 合図 し 、 私 た ち は 街 の 郊外 に 向け て 出発 し まし た 。 軍 の 非常 線 が 群衆 を 止め た 。 数 分 後 、 私 は 
コル ニア 大 佐 が 率い る 銃剣 を 持っ た 兵士 の 分 遺 隊 と 対 時 し た 。 彼 は リボ ル バ ー を 抜い て 私 に 向け まし た 、「 や 
め ろ 、 さ も な いと 撃つ ぞ ! 」 彼 は 言っ た 。 や め ま し た 。 


- 大 佐 、 な ぜ 私 を 撃つ の で すか ? 私 は 何 も 間 違っ た こと は し て いま せん 。 私 も リボ ル バ ー を 持っ て いま す が 、 誰 と 
も 、 特 に ルー マニ ア 軍 と 戦う た め に ここ に 来 た わ け で は あり ませ ん 。 


私 は 彼 と 1 時 間近 く 議 論 し まし た が 、 す べ て 無駄 で し た 。 私 は 一 時 間 そ こ に 座っ て 、 で きる 限り の 傷 辱 と 哨 
笑 を 受け 止め まし た 。 同 じ 声 調 で 彼 に 答え る こと も で きた し 、 彼 と 戦う こと も で きた が 、 私 は 鉄 の 意志 を 結集 し 
な けれ ば な ら な か っ た 。 そ う で な けれ ば 、 私 は も っ と 悲し い 状況 に 陥っ て いた だ ろう 。 つ まり 、 ル ー マ ニ ア の 
民族 主義 者 で ある 私 自身 が 、 自 分 自身 の 民族 主義 者 と 戦う と いう こと だ っ た 。 国 の 軍隊 と 共産 主義 ユダ ヤ 

人 に 監視 され て いる 。 


大 佐 は サー ベル で 私 た ちと 馬 を 殴り 始め 、 兵 士 た ち は 銃 剣 で 私 た ち を 突い た 。 そ れ か ら 市 長 が 到着 し た の で 私 
は 馬 か ら 降 り て 市 役所 まで 付き 添っ た 。 彼 は 文明 的 な 人 で し た 。 大 佐 も 来 た 。 


私 は 彼 に 、「 私 は 

あな た の 立場 を 尊重 し ます 。 だ か ら 答え ませ ん で し た 。 で も 、 そ れ は 問題 で は あり ませ ん 。 来 週 の 月 曜日 に 同じ 場所 で お 会 いし 
まし ょ う 。 」 と 言い まし た 。 

それ で 私 は 去り まし た 。 軍 曹 が 私 の 馬 を 連れ て きま し た 。 ク リス ティ アン と チク リタ が 門 の と ころ で 歩い て 私 を 
待っ て いま し た 。 そ れ か ら 彼 ら は 馬 を 連れ て き て 、 私 た ち は 警 察 に 後ろ か ら 追い か けら れ 、 ユ ダ ヤ 人 た ちの 人 笑 
辱 的 な に ら み つけ られ な が ら 来 た 道 を 戻り まし た 。 都 市 の 郊外 で 、 私 た ち が 受 けた 敗北 に 圧 し ん で いる 残り の 騎 
士 た ち を 見 つけ まし た 。 少 し 進む と 、 街 か ら 逃 げ て きた 農民 た ち が 私 た ち に 何者 な の か 尋ね て きま し た 。 


「 戻 っ て 、 来 週 月 曜日 に 戻る と 人 々 に 伝え て くだ さい 。 郡 内 の すべ て の キリ スト 教徒 は カフ ル に 行く べき で す 。」 


私 た ち は 殴ら れ ま し た 。 私 た ち は 歌 う 気分 で は あり ませ ん で し た 。 私 た ち は 帰 ろう と し て いま し た が 、 誰 も 何 
も 言い ませ ん で し た 。 オ アン セア に 戻っ た と き 、 私 た ち は 2 月 10 日 月 刀 日 に カフ ル に 戻る こと を 知ら せる ポス ター 
を 10 枚 作り まし た 。 こ れ ら は 騎手 に よっ て 自治 体内 の さま ざま な 地点 に 送ら れ ま し た 。 そ れ か ら 私 た ち は 車 

で ガ ネ ス ティ か ら ク リス ティ アン の 家 に 戻り 、 困 難 な 旅 を 終え て 真夜 中 頃 に 到着 し ます 。 


っ 暗 で 二 歩 先 も 見 え ず 、 前 か ら は 冷た い 雨 が 顔 に 打ち つけ 、 後 ろか ら は 痛ま し い 敗 北 の 記憶 が 襲い か か っ て い 


+ 洒 


ね 
oO 


私 は クリ ステ ィ ア ン の 家 で 一 晩 過 ご し 、 朝 ベレ ステ ィ へ 向かい まし た 。 そ こ で 私 は 、 ロ リン シア 渓谷 ガラ ティ 、 ヤ 
シ 、 ブ カレ スト 、 フ ォ ク シャ ニ 、 ト ゥ ル ダ の 軍団 兵 に 指示 を 出し 、 カ フル で の 敗北 を 知ら せ 、 こ れ は も は や 名 誉 の 問 
題 で ある か ら 、 全 員 が そこ に 戻っ て 勝利 し な けれ ば な ら な いと 述べ た 。 : 彼 ら は で きる だ け 多 く の 人 数 で 集合 
場所 で ある オア ン セ ア に 報告 し な けれ ば な ら ず 、 遅 く と も 2 月 9 日 日 曜日 の 夕方 まで に そこ に 到着 し な けれ ば な り 
ませ ん 。 同 時 に 、 当 時 テク チ 市 に いた トト ゥ 、 ク ラン ガ ヌ 、 エ レ メ イ ウ の チー ム に も 報告 し た 。 私 も 父 に 手紙 を 書き 、 
来 て 私 た ち を 助け て くれ る よう に 頼み まし た 。 軍 団 兵 が 私 の た め に お 金 を 集め て くれ た の で 、 私 は 出発 し まし た 。 


leoilete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


ブカレスト 、 内 務 省 次 官 ヨ アニ テス ク 氏 に 面会 。 


私 は 彼 に カフ ル で 何 が 起こ っ た の か を 話し 、 当 局 が 私 た ち を 刺激 し な い 限 り 、 こ の デモ を 完全 な 状態 で 実施 する 責任 を 負い 、 法 
的 要請 と し て そこ で 別 の デモ を 開催 する 許可 を 求め まし た 。 


彼 が 私 に 追加 の 説明 を 求め た 後 、 私 た ちの 集会 は 承認 され まし た 。 こ の よう な デモ は 法律 で 義務 付け られ て いな いた め 、 
許可 は 必要 あり ませ ん で し た が 、 私 の 行動 が 偏っ た 解釈 を 受け る こと を 避け る た め に 、 公 的 許可 を 得 た か っ た の で す 。 


日 曜日 の 朝 、 私 は 負 び オア ン セ ア に いま し た 。 左 派 は 当局 と の 面会 場所 を 決め る た め に カフ ル へ 行っ た 。 


郡 全土 か ら 数 千 人 の 農民 が デモ の た め に カフ ル に 向かっ て いる と の 情報 を 当局 が 入手 し た た め 、 カ フル で は 大 き な 不 安 
が 広がっ た 。 


フリ スタ シュ < ソロ モン 氏 と ブラ ナル 氏 率 いる グル ー プ 、 フ ォ ク シャ ニ か ら は その 日 の うち に 2 台 の トラ ッ ク が 到着 し た 。 ト ゥ ル 
人 ダダ 、 モ ガ 、 ニ チタ の 。 ヤ シ の 軍団 と バネ ア 、 イ フリ ム 、 そ し て イシ ヒエ 神父 。 ガ ラテ ィ の ステ レス ク と 同胞 団 。 ブ カレ スト か ら の 
学生 代表 。 そ し て フォ ル テ ス ティ の 巣 の ある プラ レア 。 


次 に 、 ベ レス ティ か ら 来 た 者 た ちと 、 ホ リン チャ 渓谷 か ら 軍 団 が 徒歩 で 、 あ る い は 荷 馬車 や 馬 に 乗っ て や っ て 来 

た 。 父 も 来 ま し た 。 夜 まで に 300 人 以上 の 軍団 が 到着 し た 。 彼 ら 5 は オア ン セ ア に 滞在 し 、 さ ら に 多く の 人 が や っ て 来 ま し た 私 
た ちの 渡河 を 阻止 する た め に プル ー ス 川 に か か る 有 舟 橋 が 当局 に よっ て 解 錠 さ れる の で は な いか と 懸念 し 、 私 は 一 晩 中 30 
人 の 軍団 を 派遣 し て 橋 の 両端 を 占拠 させ た 。 


月 曜日 の 午前 8 時 に 、 私 は デモ を 取り 締まる た め に ポト レア 指揮 下 の 50 人 の 軍団 兵 か ら な る チー ム を カフ ル に 派遣 し た 。 そ 
の 間 、 私 た ちの デモ の 続行 を 妨げ る た め に 新た な 介入 が 試み られ まし た 。 


それ は 不可 能 で し た 。 10 時 に 列 を 作り 、 次 の こと を 始め ます 。 


最初 の グル ー プ で は 、 旗 を 掲げ た 100 人 の 騎士 が 全員 帽子 に 羽 を 付け て お り 、 多 く は 緑色 の シャ ツ を 着 て いま す 。 そ 
れ ぞ れ が コー ト に 白い 布 の 十字 架 を 縫い 付け て いま し た 。 私 た ち は 、 ル ー マ ニ ア 人 を 解放 する た め に 、 異 教 の 敵 に 
対し て 十字 架 の 名 の 下 に 行進 し た 十字 軍 の よう な も の で し た 。 


2 番目 の グル ー プ に は 100 人 以上 の 歩行 者 が 列 を 作り 、 旗 を 持っ て 行進 し た 。 


3 番目 の グル ー プ は 約 80 台 の ワゴン を 追跡 し し それ ぞ れ に 4 て 5 人 の 男性 、 主 に オア ン セ ア 出 身 者 が お り 、 や 

は り 旗 を 掲げ て いた 。 

私 た ち は 戦い の 準備 が で き て いる 軍隊 の よう に 見 えま し た 。 私 た ち が カ フル の 端 に 近づく と 、 何 の 歓声 も 音楽 も な く 、 印 
象 的 な 教会 の よう な 静寂 の 中 で 、 裸 の 頭 の 海 が 私 た ち を 出迎え 、 私 た ち は そ の 農民 の 群衆 の 中 を 馬 で 走り まし た 。 中 に は 泣 
いて いる 人 も いた 。 


また 、 ベ ッ サ ラビ ア の 農民 は 、 第 一 次 世界 大 戦 の 終わ り に ルー マニ ア が 統一 され て 以来 、 自 分 た ちの 状況 が 少し も 改善 され 
た と 感じ て いま せん で し た 。 

と いう の は 、 ロ シア の 占領 か ら は 解放 され た も の の 、 ユ ダ ヤ 人 の 支配 下 に あっ た か ら で あ る 。 そ れ は 純粋 に そ 

し て 単純 に ユダ ヤ 人 の 餌食 で し た 。 

彼 は 12 年 間 に わた り 、 歴 史上 知ら れ て いる 最も 暴虐 な 政権 が 人 類 社会 を 搾取 し た より も ひど い 共 産 主義 ユダ ヤ 

人 に よっ て 搾取 され 、 血 を 流さ れ た 。 


ベッ サラ ビア の 交易 都市 や 村 は 、 農 民 の 疲れ 果て た 体 に し が みつ いて いる まさ に ヒル の コロ ニー だ 。 


そし て 、 恥 知ら ず の 典型 で ある これ ら の ヒル は 、 人 々 の 搾取 や 人 々 を 抑圧 する 恐怖 に 対抗 する 戦士 と し て あえ て 変装 


し まし た 。 、 
つま り 、 こ れ ら は ベッ サラ ビア と ルー マニ ア の 共産 主義 者 で す 。 


さら に 、 ル ー マ ニ ア 人 に 吸わ れ た 血 で 膨れ 上 が っ た これ ら の ヒル は 、 次 の よう な スタ イル で 、 ア デ ヴ ァ ルル (「 真 実 」) と ディ 
ミナ ー タ (「 ザ ・ モ ー ニ ング 」 ) が 主要 新聞 で ある 報道 機関 を 維持 し て いる 。 
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「 私 た ち (ヒル ! ) は ルー マニ ア の 人 々 と 最高 の 友愛 と 調和 の 中 で 暮らし て いま す 。 」 「 こ の 調和 を 台 
無し に し た いと 考え て いる の は 、 一 部 の 国民 や 国 の 敵 、 一 部 の 右 細 過 激 派 だ け だ 。 


集会 に は 2 万 人 以上 の 農民 が 参加 し た 。 確 か に 、 こ れ は この 街 が 始ま っ て 以来 最大 の 人 々 の 集まり で あり 、 そ れ を 宣伝 す 
る た め の マ ニ フ ェ スト や 新聞 も 何 も あ り ま せん で し た 。 デ モ は 非常 に 厳 下 な 態度 で 行わ れ ま し た 。 一 方 の 側 に は 
騎士 た ち が 一 列 に 並ん で いた 。 も う 一 方 は 歩行 者 軍団 の 列 で す 。 


農民 た ち は 頭 も 覆 わ ず に 聞い て いま し た 。 こ の 厳 腐 さ を 乱 す よ うな 言葉 も 身振り も あり ませ ん で し た 。 今 回 、 コ ルニア 大 
佐 は 私 た ち が 彼 に 約束 し た 約束 を 履行 し ませ ん で し た 。 私 は この ベッ サラ ビア の 農民 た ち に こう 言い まし た 彼ら は 
慰め の 言葉 を 待っ て いて 、 私 に 扇動 さて た の で は な く 、 彼 ら の 大 き な 苦し み に よ っ て この 圧倒 的 な 数 で この デモ に 
来 た の が 見 えま し た 。「 あ な た た ち を 奴隷 に 見 捨て な いよ うに し まし ょ う 」 そ れ が 今 彼 を 抑圧 し て いる こと 、 彼 

は 自由 で あり 、 労 働 の 成果 の 主 で あり 、 彼 の 土地 と 祖国 の 主 で ある こと 、 人 々 の 新しい 日 の 夜明け が 近づい て いる こと 、 
私 た ち が 始 め た この 闘争 に お いて 、 私 た ちの すべ て が 農民 た ち が 与 える の は 信仰 死に 至る まで の 信仰 で あり 、 そ 
の 見 返り と し て 彼ら は 正義 と 栄光 を 受け る だ ろう 」 


ODM 、 ポ トレ ア 、 バ ネ ア 、 イ フリ ム 、 イ シ ヒ エ 神 父 、 ヴ ィ ク ター・ モ ガ 、 タ ル ジ ウ 、 リ スタ シュ ソロ モン が 話し た 。 

父 は 最後 に 2 時 間 に わ た っ て 、 そ の スタ イル と 深 さ 、 そ し て 人 々 の 言語 に お いて 比類 の な いも の を 語り まし た 。 演 説 が 
終わ り 、 私 は 農民 た ち に 完璧 な 秩序 と 静寂 を 保っ て 村 に 戻る よう 忠告 し 、 こ の 堂々 た る 集会 を 最小 限 の 混乱 で 終 
わら せる こと が で きれ ば 、 ユ ダ ヤ 人 た ち に 多大 な 貢献 を する こと に な る と 警告 し た 。 


人 々 は 私 た ち に 一 緒 に 行く こと を 望ん で いま し た 。 彼 ら は 中 方 八方 か ら 私 た ち に 「 神 が あな た を 助け て 

くだ さい ます よう に ! 」 と 願っ て くれ まし た 。 

農民 た ちの 愛情 を 受け な が ら 、 私 た ち は オ アン セア へ 向かい 、 そ こ で 別れ まし た 。 カ フル で の デモ の その 瞬間 か ら 、 父 は 
軍団 運動 に 参加 し まし た 。 


全員 無事 に 帰国 し まし た 。 特 に デモ が 平和 的 で 秩序 ある 方 法 で 進行 し 終了 し た こと を 考え る と 、 私 た ちの 勝利 は 素晴らし 
か っ た で す 。 し か し 、 カ フル の ユダ ヤ 人 た ち は 、 私 た ちの 運動 を 危う くし 、 私 た ち に 対し て 政府 の 行動 を 起こ す た め に は 、 
何と し て で も スキ ャ ンダ ル .、 双 乱 、 無 秩序 を 必要 と し て いた 。 


人 々 が 平和 に 家 に 帰る の を 見 て 、 ラ ビ に 安全 に 乗せ られ た 二 人 の ユダ ヤ 人 が 自分 た ちの 店 の 窓 を 割っ た 。 


も し 地元 当局 と 一 部 の 人 々 が 彼ら を 現行 犯 で 捕まえ て 警察 本 部 に 連行 し な か っ た ら 、 サ リン ダル 通り * 、 デ ィ ミ ナ 
ー タ (「 ザ モー ニン グ 」) と アデ ヴァ ルル (「 ザ ・ ト ゥ ルー ス 」) の ユダ ヤ 人 新聞 は 次 の よう な 見 出し を 掲載 し た だ ろ 
う 。 「 カ フル の 大 惨事 」「 外 国人 の 目 に この 国 が どれ ほど 多く を 失っ た こと か ! 等 


私 が この 事件 を 紹介 する の は 、 そ れ 自 体 は 一 見 重要 で は な い が 、 ユ ダ ヤ 人 の 悪魔 的 な 闘争 シス テム を 理解 し 知り た い 
と 願う 和信 々 に と っ て は 計り 知れ な い 重 要 性 が ある か ら で あ る 。 彼 ら は 、 責 任 を 敵 に 転 嫁 する こと で 、 ユ ダ ヤ 人 間 題 の 最終 的 
な 解決 に つなが る は ず の 行動 を 妥協 する た め に 、 都 市 全体 を 炎上 させ る こと が で きる 。 だ か ら こ そ 私 は 軍団 兵 た ち に 、 
挑発 され な いよ う 警 告 す る の で す 。 最 も 完璧 な 秩序 を 維持 する こと に よっ て の み 勝 利 で きる か ら で す 。 私 た ち に と っ 

て 、 無 秩序 と は ユダ ヤ 人 と の 衝突 を 意味 する の で は な く 、 国 家 と の 衝突 を 意味 し ます 。 し か し 、 そ れこ そ が ユダ ヤ 人 

が 私 た ち を 国家 と の 永続 的 な 対立 に 追い 込み た いと 望ん で いる こと な の で す 。 だ か ら こ そ 、 国 家 は 私 た ちよ り 強 い の 

で 、 も し 私 た ち が 国 家 と の 衝突 に な だ め ら れ た り 、 押 し 込ま れ た りす れ ば 、 私 た ち は 押 し つぶ され て し まう で し ょ う 。 そ 

し て 彼ら は 公平 な 傍観 者 で あり 続け る だ ろう 。 


私 が ヤシ に 戻る と 、 愛 犬 の フラ グー が 門 の と ころ に 出迎え て くれ まし た 。 私 は 1924 年 か ら こ の ワイ ン を 飲み 続け て お り 、 
それ 以来 の 私 の すべ て の 試練 と 闘い の 証人 で す 。 

ヤシ で は 、 私 は 組織 や 巣 と の 通信 に 関す る すべ て の 当面 の 事柄 を 処理 し 、 軍 団 の 通信 責任 者 で ある バネ ア が 完璧 な 
順序 で 私 に 提示 し て くれ まし た 。 


* サ リン ダル セン ト イリ ブカレスト に は 、 ユ ダ ヤ 人 の 報道 機関 や 出版 社 が 置か れ て いま す 。 (Tr.) 
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バネ ア は 2 年 間 の 文通 の 中 で 私 の 物事 の 見 方 を よく 理解 し 始め て いた の で 、 私 が ヤシ に ほとん と ど 行 か な か っ た この 期間 
中 、 彼 は 多く の 質問 に 自分 で 対処 する こと が で きま し た 。 


再び ベッ サラ ビア へ 


ベッ サラ ビア の 農民 た ち が 私 の と ころ に 来る よう 代表 者 や 手紙 や 電報 を 送っ て きた た め 、 私 は 一 週間 し か 家 に い 

られ ませ ん で し た 。 彼 ら が 私 た ちの この 運動 と 彼ら の 信仰 に どん な 希望 を 与え て いた か は 想像 も つき ませ ん 。 カ フル 

で の デモ の 後 2 週間 、 軍 団 の ニュ ー ス は ベッ サラ ビア 南部 の すべ て の キリ スト 教徒 の 間 に 稲 妻 の よう に 広まっ た 。 

村 か ら 村 へ 、 ド ニ エ ス トル 川 の 岸辺 へ 。 つ まり 、 ユ ダ ヤ 人 の 奴隷 制 か ら の 解放 が 始ま っ た と いう ニュ ー ス は 、 貧 し い 農 民 た 
ちの 心 を 刺激 し た の で ある 。 


それ まで 彼ら は 農民 党 に 希望 を 託し 、 こ の 党 が 権力 を 握る と 自分 た ち 農 民 が 正義 を 受け る だ ろう と 信じ て いた 。 し か 

し 、 こ の パー ティ ー で の 8 年 間 の 困難 、 闘 争 、 希 望 の 後 、 彼 ら は 自分 た ちの 魂 に と っ て 恐ろし いこ と に 気づき まし た 。 農 民 党 の 名 
の 裏 に は ユダ ヤ 人 の 利権 が 潜ん で いた と いう こと 。 ク ザ 教 授 が 彼 に 洗礼 名 を 与え た 「 ユ ダ ヤ 人 の 髪 を 持つ ルー マニ ア 

の 農民 ずぶ の 響 宴 。 


ある 人 は 、8 年 後に 自分 た ちの 誠実 な 信仰 が 裏切ら れ た こと に 気づき 、 心 の 中 に ある 信仰 が 打ち 砕 か れ た の を 見 て 苦痛 に 
襲わ れ ま し た 。 
私 は 再び ベレ ステ ィ に 戻り 、 そ こ か ら 車 で プル ス 川 の ほとり に ある ロゴ ジェ ニ に 行き 、 そ こ で ステ ファ ン ・ モ ラル と モス 
・ コ ー サ が 率い る 200 名 以上 の 騎兵 が 私 を 待っ て いま し た 。 
彼ら は 近隣 の 村々 か ら 集まっ て きま し た 。 

「 我 々 は ドニ エス トル 川 い 行 進 す る つも り だ 」 と 彼ら の 一 人 が 言っ た 。 

「 そ うだ 行進 し まし ょ う 」 と 私 は 答え た 。 
その と き 、 テ ィ ギ ー ナ か ら セ タテ ア ・ ア ル バ ま で 、 ベ ッ サ ラビ ア 南 部 全域 に わた る 大 規模 な 遠征 を 行う と いう 考え が 思い 
浮か びました 。 ヤ シ で は 、 ど う や っ て ベッ サラ ビア を 越え て ドニ エス トル 川 に 行く こと が で きる だ ろう か と いう 考え が 常に 私 
を 悩ま せ て いま し た 。 大 き な 困 難 が あり まし た 。 当 局 が 私 た ち に 反対 し な いよ うに 、 国 家 や 軍隊 と の 戦闘 を 避け る た め に 、 
どの よう に 進め る 最善 の 方 法 で し ょ うか ? 


ユダ ヤ 共 産 主 義 と 戦う た め の 新しい 国家 組織 、 つ まり 「 大 天使 ミカ エル の 軍団 」 や どの 政党 に も 属さ な いそ の 他 の 若者 グル 
ー プ を 含む 組織 を 立ち 上 げ れ ば 、 ベ ッ サ ラビ ア へ の 参入 に 成功 する か も し れ な いと 思い つい た 。 。 こ の 新しい 組織 に は 
どの よう な 名 前 を 付け る べき で し ょ うか ? 私 は ホー ム の ロビ ー で 軍団 兵 た ちと この 問題 に つい て 話し 合い まし た 。 


「 反 共産 主義 の ファ ラン クス 」 と 言う 入 も いれ ば 、 別 の 名 前 を 提案 する 人 も いた 。 
クラ ン ガ ヌ は 「 ア イア ン ・ プ ロ テ ク ター ! 」 
と 言い まし た 。 "な る が まま に ! " 
今 、 我 々 は 労働 者 に も 支持 され た この 反共 産 主 義行 動 の 準備 を 開始 し て いる 。 実 際 の と ころ 、「 反 共産 主義 的 行動 」 と は 「 反 
労働 者 行動 を 意味 する の で は あり ませ ん 。 私 が 「 共 産 主義 者 」 と 言う と き 、 そ れ は ユダ ヤ 人 の こと を 指し ます 。 ベ ッ サ ラ 
ビア へ の 入国 許可 を 取得 し 、 地 元 当 局 と の トラ ブル を 避け る た め に 、 数 日 後 、 和 私 は 当時 内 務 大 臣 で あっ た ヴァ イダ ・ ヴ ォ 
エヴォ ド 氏 に 調 見 し まし た 。 彼 は 私 が 相談 を 受け た 2 人 目 の 高 位 政治 家 で し た 。 


ロ ネ ル ・ ブ ラテ ィ ヌ が 最初 で し た 。 彼 は 私 を 3 時 間 そ こ に 留め て お きま し た -。 私 は 、 彼 が 私 た ちの 運動 と ユダ ヤ 人 問 
題 の 両方 に 関し て 、 本 当 の 意味 で 知ら な か っ た 誤っ た 情報 を 与え られ て いた こと に 気づき まし た 。 彼 は 私 た ち を 、 窓 ガサ ラス 
を 割っ て 問題 を 解決 し よう と する や ん ちゃ な 若者 た ち だ と 思っ た 。 そ れ か ら 私 は 彼 に 、 ユ ダ ヤ 人 の 問題 を 私 た ち が ど の よう に 
見 て いる か を 説 
明 し まし た 。 こ れ が すべ て の ルー マニ ア 人 に と っ て 死活 問題 で ある と 私 た ち が ど の よう に 考え て いる か 。 そ の 数 が いか に 
圧倒 的 で 容認 で き な い か 。 彼 ら が ルー マニ ア の 中 産 階級 と 都市 
を どの よう に 破壊 し た か 。 私 は 彼 に 、 バ ル テ ィ 、 キ シナ ウ 、 チ ェ ル ナウ ティ 、 ヤ シ の キリ スト 教徒 と ユダ ヤ 人 の 割合 を 話し ま 
し た 。 ル ー マ ニ ア の 支配 階級 の 貴 外 と 私 た ちの 文化 の 改ざん を 脅かす 、 そ れ ら が 私 た ちの 学校 に 表れ て いる 危険 で す 。 


私 は また 、 こ の 問題 の 解決 策 に つい て 私 た ち が ど の よう に 考え て いる か も 彼 に 説明 し まし た 。 彼 は 最初 か ら 私 が 話し て いる 
こと を 理解 し て いま し た 。 し か し 、 彼 の よう な 身長 の 人 な ら 問 題 の 本 質 を 容易 に 理解 する だ ろう が 、 そ れ で も 私 た ち を 完全 に 
理解 する こと は 決し て で き な い だ ろう と 私 は 信じ て いる 。 


は 


も みあ げ は 長い コー クス クリ ュー カー ル に 伸び て いま し た 。 (Tr) 
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物事 の 性 質 。 1890 年 の 目 は 、 も は や 1930 年 の 目 と は 異な っ て いま す 。 呼 び か け 、 切 迫 感 、 無 言 の 命令 が あり ます が 、 そ れ ら は 若 
者 だ け に 向け られ て いる た め 、 若 者 に し か 聞こ え ず 、 理 解 で きま せん 。 各 世代 に は それ ぞ れ の 人 生 の 使命 が あり ます 。 だ か ら こ 
そ 、 彼 は 私 た ち を 完全 に は 信頼 し て いな い の か も し れ ま せん 。 


も ちろ ん 完全 な 秩序 を 維持 する 責任 を 負っ た 上 で 、 私 は ベッ サラ ビア へ の 進軍 の 承認 を 得 た 。 数 日 後 、 私 は 国 ポ の すべ て の 若者 
に 向け た マニ フェ スト を 発表 し まし た 。 


マラ ムレ シュ の 問題 


一 方 、 マ ラム レシ ュ で は 大 混乱 が 勃発 し た 。 こ こ は 、 死 が 細 を 広げ た ルー マニ ア の も う 一 つの 一 角 で す 。 そ こ で ユダ ヤ 人 は 村 
に 侵入 し 、 野 原 、 山 、 羊 小屋 の 支配 を 押し 付け まし た 。 ル ー マ ニ ア 人 は . 準 奴隷 状態 に あり 、 こ の ユダ ヤ 人 の 侵略 の 前 に 一 歩 
一 歩 後退 し 、 徐 々 に 絶滅 し 、 ド ラゴス < ヴォ ダ か ら 受 け 継 い だ 財 産 を 侵略 者 の 手 に 残し た 。 彼 ら に これ 以上 関心 を 示す 政府 は 
な く 、 彼 ら を 保護 する 法律 も あり ませ ん 。 


1930 年 6 月 初旬 、2 頭 の 馬 に 引か れ た 荷車 が ヤシ の 私 の 家 の 門 に 止ま り まし た 。 農 民 と 若者 の 二 人 の 司祭 が その 子孫 で し た 。 


私 が 彼ら に 中 に 入る よう に 頼ん だ と ころ 、 正 教会 の 司祭 イオ ン ・ ド ゥ ミト レス ク 、 ギ リ シ ャ の カト リッ ク 司 祭 ア ンド レイ <: ベリ ン デ 、 
そし て 農民 の ニコ アラ が 名 乗 り 出 た 。 

「 私 た ち は マ ラム レシ ュ か ら ワ ゴン で 来 ま し た 。 私 た ち は も う 2 週間 旅 を 続け て いま す 。 私 た ち は 二 人 と も ボル シャ の 司祭 
で 、 一 人 は ギリ シャ < カト リッ ク 教 徒 、 も う 一 人 は 正教 会 で す 。 私 た ち は も は や マラ ムレ シュ の ルー マニ ア 人 の 恥辱 に 耐え る 
こと が で きま せん 。 私 た ち は メ モ を 次 か ら 次 へ と 書き 、 議 会 政府 閣僚 、 摂 履 に 宛て て 送り まし た が 、 誰 か ら も 返答 は あり ませ ん 
で し た 。 他 に 何 を すれ ば いい の か わか り ま せん 。 私 た ち は ル ー マ ニ ア の 学生 た ち に 私 た ち を 運命 に 見 捨て な いで ほし いと 
お 願い する た め に 、 ワ ゴン で ヤシ に や っ て 来 ま し た 。 私 た ち は マ ラム レシ ュ の 何 干 も の 絶望 的 な 農民 を 代表 し て 話し ます 。 私 た ち 
は あな た の 祭司 で す 。 私 た ち は 目 に 見 える も の に 対し て 目 を 閉じ る こと は で きま せん 。 私 た ちの 人 々 は 死に つつ あり 、 私 た ちの 
心 は 悲し み で 張り 裂け て いま す 。 


私 は 彼ら を 数 日 間接 待 し 、「 私 が 考え る 唯一 の 解決 策 は 、 彼 ら を 組 

織 し 、 彼 ら の 士気 を 高め よう と する こと だ 。 彼 ら は 、 こ の 戦い を 一 人 で 戦っ て いる わけ で は な いこ と 、 私 た ち が 彼 ら の 後ろ に いる 、 彼 
ら の た め に 戦っ て いる こと を 理解 する 必要 が ある 」 と 語っ た 。 彼 ら 、 そ し て 彼ら の 運命 は 私 た ちの 勝利 に か か っ て いま す 。」 、 
最後 に 、 私 は 彼ら を 組織 する た め に トト ウゥ と エレ メイ ウ を 送り まし た 。 そ 

し て 後に は サヴィ ン と ドゥ ミト レス クニ ザ パ ダ 。 ボ ル サ と すべ て の 山 の 谷 か ら 何 千 人 も の 農民 が 私 た ちの 組織 に 応募 し て いま 

し た 。 ユ ダ ヤ 人 た ち は ル ー マ ニ ア 復 興 の 危険 性 を 認識 し 人 々 を 挑発 し 始め た 。 彼 ら の 戦術 が 失敗 し た と 見 て 、 彼 ら は 地獄 

の よう な 手段 に 訴え まし た 。 彼 ら は ルー マニ ア 人 の せい に し て ボル サ に 放火 し た 。 ユ ダ や 系 新聞 は すぐ に 叫び 始め 、 ポ グロ ム を 
準備 し て いる と する ルー マニ ア 人 に 対す る 強力 な 措置 を 要求 し た 。 二 人 の 司祭 は ユダ ヤ 人 に 襲わ れ 、 偽 辱 さ れ 、 殴 打 さ れ た 
後 数 キロ に わた っ て 追い か けら れ 、 石 を 投げ られ た 。 


最終 的 に 2 人 は 「 扇 動 者 」、 と し て 逮捕 され 、 シ ゲル ル ・ マ ル マ テ ィ エ イ の 刑務 所 に 投獄 され た 。 

サビ ン と ドウ ゥ ミト レス クニ ザ パ ダ 、 そ し て 数 人 の 重要 な 農民 も 逮捕 され た 。 ト トゥ と エレ メイ ウ も ドル ナ で 逮捕 され 、 カ ンプ ルン 
刑務 所 に 投獄 され た 。 ア デ ヴ ァ ルル (『 真 実 』) と ディ ミナ ー タ ( 『 朝 』) は 、 司 祭 や 他 の 囚人 た ち に 、 ま さ に 嘘 と 中 傷 の 砲撃 を 
放っ た 。 彼 ら の あら ゆる 抗議 活動 、 電 報 ペ メモ な ど は 、 ユ ダ ヤ 人 の 叫び 声 、 騒 音 圧 力 に か き 消さ れ 、 無 駄 な まま だ っ た 。 


ベッ サラ ビー の た め の 行 進 は 禁止 され る 
私 た ち が こ れ か ら 行 う 行 進 を 考慮 し て 、「 行 進 命令 」 を 発令 し 、 そ れ を 「 祖 先 の 地 」 に 印刷 し まし た 。 


そこ か ら 抜粋 し ます : 
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「 同 志 諸 君 、1. 我々 
は ルー マニ ア の 古い 統一 賛歌 「 さ あぁ ルルー マ ニア の 心 の 人 た ちよ 、 手 を 組 も う 。 」 の 響き に 合 


わせ て プル ス 川 を 渡 ろ う 。 
2. 行進 は 1 か 月 間 続 きま す 。 


3. 私 た ち は 14 マイ ル 離 れ た 7 つの 強力 な 縦隊 を 形成 し ます 。 
4. プル ー ス 横断 は 7 つの 地点 で 行わ れ 、 右 細 縦 隊 は セタ テア ・ ア ル バ に 径 療 す る こと を 目指 す 。 左 翼 縦隊 、 テ ィ ギ ナ 。 


5. 進行 方 法 は 、 プ ルト か ら ド ニ エ ス トル 川 まで 徒歩 で 行軍 する こと に な り ま す 。 
6. 出発 日 、7 月 20 日 午前 。 1 時 間 以 内 に プル ー ス 川 を 渡る と 発表 され る 。 


ルー マニ ア 人 の 良心 を 目覚 め さ せ る た め に ベッ サラ ビア に 入る 我々 の 計画 を ユダ ヤ 人 が 知る と 、 ユ ダ ヤ 系 マス コミ は 我々 に 
対し て ハリ ケー ン 攻 撃 を 開始 し た 。 誹 謗 中 傷 、 嘘 扇動 が 丸 一 か 月 間 ひ っ きり な し に 私 た ちの 頭 を よぎり まし た 。 


これ ら の 攻撃 は ヴァ イダ 氏 に 対し て も 同様 に 向け られ た 。 ユ ダ ヤ 人 た ち は 氏 に こう 要求 し た 。 
ヴァ イダ は 即座 に 内 務 省 に 降格 され 、 実 際 に は 「 船 外 に 放り 出さ れ た 」 の だ が 、 そ の 理由 は 、 彼 が プル ス を 通し て 私 た ちの 両親 や 
兄弟 た ち に 慰め と 希望 の ルー マニ ア の 言葉 を 届け る た め に 、 私 た ち 若い ルー マニ ア 人 に ベッ サラ ビア へ の 入国 を あえ て 許可 し た か ら だ 。 


ベッ サラ ビア は 経済 的 に も 政治 的 に も ユダ ヤ 人 の 絶対 的 な 支配 に 引き 渡さ れ た 。 ル ー マ ニ ア の 解放 に 向け た あら ゆる 努力 、 こ の 黒人 
支配 へ の 言及 は すべ て 犯罪 と みな され た 。 


ユダ ヤ 人 マス コミ の 攻撃 と 陰謀 の 圧力 を 受け て 、 ベ ッ サ ラビ ア へ の 行進 は 、 各 地 か ら の 軍団 が プル ス に 向け て 出発 する 日 に の み 禁 
止 さ れ た 。 


その 際 、 私 は 次 の よう な 抗議 文 を 書き 、 首 都 中 に 配布 し まし た 。 


大 天使 ミカ エル の 軍団 


首都 か ら の ロー マ 人 、「 ベ ッ サ 

ラビ ア で 行わ れる は ず だ っ た 『 鉄 衛 隊 』 の 行進 は 止め られ た 。 健 康 で 強力 な ルー マニ ア の 英 が 勝利 し た 。 丸 一 ヶ月 サリ ンダ ル 通 り で 、 ル 
プ タ の 小 ユ ダ ヤ 人 た ち は (「 闘 争 」) ) 、 ア デ ヴ ァ ルル (「 真 実 」) 、 デ ィ ミ ナー タ (「 朝 」) 、 ル ー マ ニ ア の 魂 を 毒殺 し た 者 た ち 
は 、 こ こ 私 た ちの 土地 で 、 私 た ちの 魂 を 脅迫 し 、 悔 辱 し 、 平 手打 ち し た 。 誰 が 私 た ちの 国 の 優越 的 利益 を 理解 で きる だ ろう か 、 そ 

し て あら ゆる 行政 行為 に 対す る 望ま し く な い 検 閲 者 と な っ た 。 


トゥ ル ダ で は 、 彼 ら は トラ ン シ ル ヴァ ニア に 放火 され て いる と 主張 し て 、 私 た ちの デモ を 中 止 する よう 政府 に 要求 し た 。 カ ブー ル で は この 
革命 は 「 ベ ッ サ ラビ ア で 始ま っ た 」。 ガ ラ ツ ィ で は 虐殺 と ポ グ ロム が 始ま る だ ろう 。 「 軍 団 は あら ゆる 場所 で 完璧 な 秩序 と 規律 

を 維持 し て いた た め 、 彼 ら 5 は いずれ の 場合 も 卑劣 な 挑発 者 で ある こと が 判明 し た 。.」 私 た ち は 今 日 ベッ サラ ビア の 顔 を ブカレスト 

に 向け る た め に ドニ エス トル 川 に 向かい まし た 、「 し か し 、 そ れ は 共産 主義 の 偽 兵 た ち を 喜ば せま せん で し た 。 


ベッ サラ ビア は ボル シェ ビズ ム の 犠牲 者 で あり 続け な けれ ば な ら ず 、 ロ シア が プル ト 川 と ド ニ エ ス トル 川 の 間 の 州 を 通じ て 
ルー マニ ア の 政治 生活 全体 を 恐怖 に 陥れ 続け る こと が で きる よう に モス クワ に 目 を 向け な けれ ば な ら な い 。 


ロー マ 人 、 

卑劣 で 倒錯 し た 政治 制度 、 つ まり 私 た ちの 生活 に 墓 延 する あの マン コ は 、 つ ま ら な い 利 己 的 な 選挙 上 の 利益 と 劣 な 卑劣 な 精神 か ら 、 
私 た ちの 国 を 解体 し 私 た ちの 祖先 の 土地 を 遠ざけ よう と する 彼ら の 仕事 を 助け 、 扇 動 し て いる 。 こ の 利己 的 な 利益 と この 精神 が 、 
ルー マニ ア を 過去 60 年 間 に わ た っ て 外国 人 の 手 に 委ね て きた の で す 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 by Google 


見 よ 、 今 日 マラ ムレ シュ と ブ コ ヴィ ナ の 痢 教 者 た ち が 動 き 始め て いる ! 彼 ら は 、 国 の すべ て の 指導 者 の 裏切り 
に よっ て 自分 た ち が 投 げ 込 まれ た 奴隷 制度 の 苦し さ を 道 沿い で 叫び ます 。 彼 ら に 忘れ られ た の で は な く 、 売 ら 
れ た の で す 。 


「 こ の 国 で 彼ら に 慰め の 言葉 を 届け る 声 が 見 つか ら な か っ た の は 、 少 な く と も 奇妙 に 思わ れ な い の か ? それ に 、 
マラ ムレ シュ 事件 全体 を 事件 に 皮 め る の は 、 少 な く と も 恥ず べき こと だ と は 思わ な い の か ? 」 「 扇 動 者 」 
ニコ ラ エ ・ ト トゥ と エレ メイ ウ ? 彼 ら に 責任 は ある の か ? そ し て 12 年 間 毎 日 マラ ムレ ス の 農民 を 騙し 続け た 政治 家 
た ち に 責任 は な い の か ? そ し て 攻撃 し た 数 十 万 の 放浪 ユダ ヤ 人 た ち 彼 ら は 土地 を 奪 お うと する イナ ゴ が 好き だ 彼 
ら は 祖先 か ら 受 け 継 い だ も の で あり 、 彼 ら を 奴隷 に し よう と し て いる の で す 、 彼 ら は 扇動 者 で あり 挑発 者 で は 
な いで し ょ うか 。 そ し て 、 私 た ちの 国 の 領主 で ある と いう 私 た ちの 誇り を 哨 笑 す る サリ ンダ ー ル 街 の 紳士 た ち も 挑 
発 者 で は あり ませ ん か ? 


ロマ ノ ス 、 こ れ 

は ブ コ ヴィ ナ と マラ ムレ ス に お ける 「 障 害 」 の 本 当 の 原因 を 見 る こと が で きる 典型 的 な 例 で す 。1930 年 7 月 
17 日 の 「Universul (「 宇 宙 」)」 は 次 の 統計 を 発表 し まし た 。 小 学校 の 学齢 者 数 : 12.277 人 、 そ の うち 3,378 
人 が ルー マニ ア 人 の み (男子 と 女子 )、 残 り は 外国 人 で す 。」 ル ー マ ニ ア 北 部 に お ける ルー マニ ア 要 素 の 優位 
性 を 示す 他 に どん な 証拠 が 必要 で すか ? この 大 規模 で 残忍 な 侵略 か ら 逃 れ て きた ルー マニ ア 国 民 の 魂 ? 


あな た は 彼 を 「 不 安定 な 経済 状況 」 の た め に パン の た め に 立ち 上 が っ た な ど と 言っ て 彼 を 中 傷 し 、 中 傷 し 、 怒 
ら せ ま す が 、 実 際 に は 彼 は 北 の 国境 で 自分 の 存在 を 守る た め に 大 胆 に 立ち 上 が っ て いま す 。 


な ぜ 、 女 王 陸 下 に 真実 を 伝え る 政治 家 が 一 人 も 現れ な い の で し ょ うか ? 
あな た の 


殿下 、 こ の 最低 な 奴ら は パン を 求め て いな い 、 彼 ら は 正義 を 求め て いる の で す ! 彼 ら は 、 マ ラム レシ ュ 州 と ブ 

コピ ビ ナ 州 で 窒息 死 し て いる た め 、 死 の 瀬戸 際 に ある ルー マニ ア 人 の 魂 の 解放 を 要求 し て いる 。「 フ ァ ベ イ は 、 毎 
日 の よう に 食い 物 に され 、 丸 く な り 、 虫 の よう に 噛み つい て いる 数 十 万 人 の ユダ ヤ 人 に 対し て 対策 を 講じ る よう 要 
求 し て いる 」 彼 ら の 貧困 は 、 ル ー マ ニ ア の すべ て の 地方 自治 体 に よっ て 保護 され て いま す 。 


サリ ンダ ー ル 通り の 紳士 の ジャ ー ナ リス ト も ちろ ん 、 

ルー マニ ア 人 は 、 こ の 問題 が 暴力 的 な デモ に よっ て 解決 され な いこ と を よく 知っ て いま す 。 し か し 我慢 の 限界 
に 達し た 彼ら は ルー マニ ア に ルー マニ ア の 指導 力 を 押し 付け た いと 考え て いる 。 ル ー マ ニ ア の 法律 、 ル ー マ ニ 
ア に お ける ルー マニ ア 要 素 の 保護 の た め の 法 律 を 施行 する 。 


お そら く あ な た は 、 私 た ちの ルー マニ ア の 魂 を 傷つけ て きた あな た の 絶え 間 な い 傷 辱 を 通し て 、 い つか 私 が マ 
ラム レシ ュ の 反逆 的 な 聖徒 た ちの 先頭 に 立つ の を 見 る こと を 望ん で いる で し ょ うか ? そ の 瞬間 に 、 あ な た の 
最後 の 時 間 が 到来 し た こと を 知っ て お くべ き で す 。 

と に か く 現行 法 で は あな た を 落ち 着 か せる の に 不 十分 で ある と 思わ れる の で あれ ば 、 私 は あな た を あな た の 立 
場 に 立た せ 、 あ な た が どの 国 に 住ん で いる の か 理解 させ る の に 十分 な 力 が ある と 宣言 し ます 。 


も し あな た が 落ち 着 か な いな ら 、 私 は この 国 に 生き て いる すべ て の 人 に 、 私 の 思い つく 限り の あら ゆる 武器 で 戦う 
決意 を し て あな た た ち に 向かっ て 呼び か け ま す 。 


ロー マ 人 よ 、 
新しい ルー マニ ア は 政党 の 裏 部 屋 か ら 生 まれ る こと は で き な い 。 偉 大 な ルー マニ ア が 政治 家 の 打 算 か ら 生 まれ 
る の と 同じ よう に 、 マ ラ セ ス ティ の 戦場 と 大 砲 が 銅 鉄 の 雨 を 降ら せる 深い 谷 で し か 生ま れ な い 。 


新しい ルー マニ ア は 戦い に よっ て の み 誕 生 す る こと が で きま す 。 彼 ら の 子供 た ちの 犠牲 。 

だ か ら こ そ 、 私 は 政治 家 に 向け る の で は な く 、 兵 士 で ある あな た た ち に 呼び か ける の で す ! 立 ち 上 が る ! 
歴史 が 再び あな た を 呼び ます ! 元 気 で すか 。 骨 折 し た 腕 、 骨 折 し た 足 、 銃 弾 だ ら け の 胸 。 無 力 で 無力 な 者 た ち 
を 震え させ まし ょ う 。 あ な た は 、 勇 敢 に 戦い に 参加 し て くだ さい 。 


すぐ に 「 鉄 の 衛兵 」 が あな た を ブ ク バ レス ト で の 大 規模 な 集会 に 呼び 掛け て 防衛 する で し ょ う 


leilete よ 到 機 寺 招 by Google 


ドラ ゴス ・ ヴ ォ ダ の 息子 で ある マラ ムレ サン 人 と 、 ス テ フ ァ ン 大 王 と 聖者 の 息子 で ある ブ コ ヴィ ナン 人 。 


横断 幕 に 「 外 国人 が 我々 を 侵略 し た 」「 疎 外さ れ た 報道 が 我々 を 毒 す る 」「 政 治 制度 が 我々 を 殺す 」 と 書い て くだ さい 。 


警告 の た め に トラ ン ペ ッ ト を 鳴ら し て くだ さい 。 全 力 で 吹き 飛ば し て くだ さい 。 
英 が 侵攻 し 、 政 治 家 が 裏切っ た この 瞬間 ソノ ルー マニ ア 人 は 嵐 の 山道 で 昔 と 同じ よう に 恐怖 の 声 を 上 げ て いる 。 


ホー ムラ ンド ! ホ ー ム ラン ド ! ホ ー ム ラン ド ! 


コル ネリ ュー・ ゼ レア ニコ ドレ アヌ 


軍団 の 長 


アン ゲ レ ス ク 大 臣 の 生命 へ の 試み 


私 の マニ フェ スト が 掲載 され た 日 の 夕方 、 私 は 学生 セン ター で 数 人 の 学生 と 話 を し て いま し た 。 ヤ ング ベ サ 登場 。 彼 は 突然 、 自 分 が 所 属 

し て いた 組織 「 ヴ ラド ツェ ペ シ *」 か ら 記章 を 剥ぎ 取っ て 投げ 捨て 、「 今 後 私 は 『 ヴ ラド ツェ ペ シ 』 と は 一 切 関わ り ま せん 。 あ な た の この 態度 は 
印象 に 残り ませ ん で し た 」 と 言い まし た 。 1 部 リー グ の 「 ヴ ラド ツェ ペ シ ュ 」、 特 に この リー グ の 若手 は 真剣 さ が 欠 け て いる よう に 見 え 、 最 初 か ら 
その 存在 を 疑っ て いま し た が 、 そ ん な 若手 集団 の 辞任 に 私 は すっ か り 、 な ぜ な ら 

冷め て し まい まし た 。 


数 分 後 、 こ の 若者 は 再び 議論 に 加わ り 、 も し 私 が 反対 し な けれ ば 軍団 兵 に な り た いと 言い まし た 。 私 の 曖昧 な 答え は 直接 の 拒否 を 避け まし 

た 。 軍 団 ネ ラ の 教義 は 、 軍 団 へ の 参加 を 希望 する 新規 者 に 留保 を 課 し て お り 、 こ れ は 特に 今回 の 場合 に 当て は まり ます 。 数 週間 前 、 私 は 小さ な 
レス トラ ン で ベ ザ に 会 っ た こと が あり ます が 、 そ こ で 彼 は 私 に 、 ス テア * を 撃つ こと は 賢明 で は な い の か と 尋ね まし た 。 ま た -、 私 は 彼 の こと を 真剣 に 
受け 止め て いま せん で し た 。 


帰る と き 、 彼 は 私 に 自分 の 家 で 一 晩 過 ご そう と 言い まし た . 私 は 拒否 し まし た 。 そ の 代わ り に 医学 生 た ちと 一 夜 を 過ごし まし た 。 翌 日 の 正午 頃 、 
新聞 の 街頭 販売 者 か ら 「 ア ン ゲ レス ク 大 臣 の 命 を 狙え ! 」 と いう 声 が 聞こ えた 。 誰 が ? ベ ザ 。 と し て ? 彼 は 数 発 発砲 し 、 被 害 者 の 表面 を 攻撃 し 
た 。 


な ぜ ? 知 り ま せん で し た 。 聞 いて みる と 、 ノ ヴァ 法 を めぐ っ て マケドニア 人 と アン ヘレ スク の 間 で 紛争 が 起こ っ て いる こと が 分 か り ま し 
た 。 ド ブロ ギア は アン ヘレ スク に 会 っ た こと は あり ませ ん 。 2 それ は その 州 に お ける ルー マニ ア の 利益 を 侵害 し た 。 私 
日 後 、 私 は 訴訟 を 準備 し て いた 裁判 官 に 呼び 出さ れ ま し た 。 
「 ア イア ン ・ ガ ー ド 」 の マニ フェ スト が ベ ザ で 発見 され た 。 私 は 、 こ の 試み に つい て は 何 も 知ら ず 、 何 の 関係 も 持た ず 、 そ の 動機 も 知り ませ ん で し た 。 私 
は 解放 され まし た 。 帰 り 際 、 人 間 に は 不幸 が いか に 簡単 に 降り か か る も の か と 考え て いま し た 。 


も し 私 が ベ ザ の 家 で 寝る と いう 彼 の 読 い に 応じ て いた ら 、 私 は 彼 の 創作 物 の 道徳 的 作者 に な っ て いた だ ろう 。 私 自身 を 弁護 する た め に 提出 
され た いか な る 議論 も 拒否 され た で し ょ う 。 特 に この 試み が ベッ サラ ビア へ の 我々 の 進軍 の 拒否 と 同時 に 起こ っ た と いう 事実 を 考慮 する と 。 


驚い た こと に 、 翌 日 私 は ディ ミナ ー タ (「 ザ 。 モ ー ニ ング 」) の 半 ペ ー ジ の 見 出し 「 コ ルネ リュ ー・ コ ドレ アヌ が ベ ザ の 行為 を マー ク 」 を 読ん だ 。 
私 は びっ くり し まし た 。 


そこ で 私 は 、 前 日 尋問 し た 裁判 官 に 会 い に 行 きま し た 。 「 閣 下 、 こ の よう な 誤っ た 情報 が 秘密 尋 間 に よっ て あな た の 執務 室 か ら 発信 され た 
こと に 非常 に 驚い て いま す 。 私 は ベ ザ の 行為 を 報告 し ませ ん で し た 。 


それ を する の は 私 次 第 で は あり ませ ん ! 」 


「 そ の よう な 情報 は 公表 し て いま せん 。 こ れ は 報道 の 提 造 で す 。」 


それ で 私 は 自分 自身 に こう 言い まし た 、「 ユ ダ ヤ 人 マス コミ に 作 辱 され る こと を 許す べき で し ょ うか ? た と え 私 が ベ ザ と 知り 合っ て か ら そ れ 
ほど 時 間 が 経っ て いな く て も 、 た と え 彼 と 何 の つ な が り も な か っ た と し て も 、 誰 も 私 に それ を 強制 する こと は で きま せん で し た 」 
な れ 


* グ リ ゴ ー レ ・ フ ィ リ ッ ピ は 泥棒 や 不誠実 な 臣下 を 串刺し に し た 16 世 紀 の ワ ラキ ア の 支配 者 ヴ ラ ド 串 刺 し 者 の 慣例 に 従う こと を 
示す た め に 、 自 分 の 党 を ヴ ラ ド と 名 付け た 。 (Tr.) 


leiilete よ 到 機 緒 尋 記 by Google 


この よう な 場合 、 彼 を 非難 する た め に 彼 に 飛び か か る 悪党 。 そ ん な こと は し た く な い 。 
私 以外 の 誰 も これ を し な いで くだ さい 。 私 に は 何 が 起こ っ て いる の か わか り ま せん し 、 同 じ 靴 を 履い て 
いた 過去 の せい で 、 他 の 人 を 非難 する こと が で き な く な り ま す 。 ま た お 知ら せ 書 きま す 。 


同じ 日 に 私 は マニ フェ スト を 印刷 し 、 首 都 中 に 配布 し まし た 。 


2 番目 の 警告 


マス コミ が 再び あえ て 真実 を 曖昧 に し 、 私 が ベ ザ の ジェ スチ ャ ー を 「 誇 張 し た 」 と 主張 し た た め 、 私 は 次 
の よう に 明確 に 説明 する こと を 主張 し ます 。 法 廷 で も 同胞 の 良心 の 前 で も 
同様 だ 。 


私 は 2 人目 を マー ク す る こと で 1 人 目 を 守る の で は な く 、 若 い ベ ザ と 彼 の 大 義 を 全身 全霊 で 守る こと を 宣言 
し ます 。 
サリ ンダ ー ル 通り の 紳士 諾 君 こ の 第 二 の 警 告 を 今後 の 入植 地 の リ スト に 書き 込ん で くだ さい 。 」 


コル ネリ ュー: ゼ レア ニコ ドレ アヌ 


これ ら 2 つの 警告 の 結果 、 ヴ ァ イ ダ 氏 と の 関係 は 終了 し まし た 。 ヴ ァ イ ダ 氏 は 私 に 腹 を 立て て いま し た が 、 私 は 
良心 の 命じ る まま に する し か あり ませ ん で し た 。 同 じ 裁 判官 に 再び 呼び 出さ れ て 、 私 は 逮捕 され まし た 。 そ こ で 
私 は 再び マリ ア ・ プ レタ 号 に 乗っ て ヴァ カレ ステ ィ 刑 勝 所 へ 向かい まし た 。 同 じ バ ン に は 他 に 7 人 の 若者 が いて 、 
私 は パパ ナー チェ 、 カ ラニ カ 、 ピ フ 、 マ マリ 、 ア ント ン ・ シ ウメ ティ 、 フ ィ カ ー タ 、 ゲ ー テ ア と 自己 紹介 し まし 

た 。 

彼ら は 声明 を 発表 し た ( ベ ザ と の 仲直り 、 私 は 元 仲間 た ちと 7 年 前 と 同じ 門 を くぐり 、 偶 然 に も 当時 住ん で いた 同 
じ 独 房 に 入れ られ た 。 翌 日 教会 に 入っ て アイ コン を 見 る こと に し た ) 私 た ち が 出 発 し た サン ミゲル 島 の 子ども た 
ち で し た が 、 そ の 7 年 前 の 子ども た ち で し た 。 


そこ で 私 は ピン ド 山 脈 か ら 来 た アル ー マ ニ ア 人 * を 刑務 所 で よく 知っ て いま し た 。 

彼ら は 高度 な 文化 と 良好 な 道徳 的 健康 を 示し 、 優 れ た 愛国 者 で あり 戦闘 機 や 英雄 と な る よう 体格 が 高く 、 犠 牲 を いと 
わな い 人 た ち で し た 。 そ こ で 私 は 、 何 千 人 も の 人 々 が 暮らし て きた この ルー マニ ア 支 部 で ある マセ ド * ル ー マ ニ ア 人 の 大 
き な 甘 劇 を よ り よ く 知る よう に な り ま し た 。 


マケドニア (ギリ シャ ) の アル ー マ ニ ア 人 また は マ ケ ド ッ レー マニ ア 人 は 、 
ロワ ナ テ ィ ア ン を 話す 人 々 。 (Tr.) 


何 年 も の 間 、 山 中 で 孤独 に 孤立 し 、 彼 は 武器 を 手 に 自分 の 言語 、 国 籍 、 そ し て 自由 を 守り まし た 。 


その と き 、 私 は ステ リエ ッ シ ウ メ テ イ “と 出会い まし た 。 彼 女 は 、 串 の よう に 純粋 な 矢 良 な 魂 を 神 に 選ば れ 、 悲 劇 
的 な 拉 問 と 死 を 経て 、 軍 団 国 ルー マニ ア の 軍団 運動 の 最大 の 疾 教 者 と な り ま し た 。 


そこ で は 私 た ちの 思い と 心 は 永遠 に 一 つ に な り ま し た 。 今 後 私 た ち は ピ ンド か ら ド ニ エ ス トル 川 を 越え て 、 す べ て の 国民 の 
た め に 共に 戦う こと に な る で し ょ よう 。 

内 外 の ルー マニ ア の 問題 すべ て に 耳 を 貸さ な か っ た 政権 が 、 ど ん な に 苦情 や 請願 や 介入 を 行っ て も 、 本 国 を 
統治 する 強力 な ロマ 国家 が な けれ ば 、 ど こ に いて も ルー マニ ア の 問題 を 解決 する こと は で き な い 。 そ の 時 、 
国境 の 外 に 散ら ば っ て いる これ ら の ルー マニ ア 人 は ルー マニ ア に 連れ 戻さ れる で し ょ う 。 ル ー マ ニ ア 人 が 
死に 直面 し て いる ここ で は 、 全 員 の 血 が 必要 だ か ら だ 。 そ し て 、 こ の 戦い に お いて 、 政 府 が 何 千 人 も の ユダ 

ヤ 人 に 国 の 扉 を 開い た が 、 同 時 に ルー マニ ア 人 の 入国 を 許可 し な か っ た こと に 注目 する の は 良い こと 

だ 。 
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外 に 入る 。 
あら ゆる オカ ルト 勢力 が 働い て 、 私 の 有罪 判決 を 確保 する た め に 正義 を 押し 付け て いた の で す 。 最 近 の 私 の 逮捕 と 


ヴァ カレ ステ ィ で の 投獄 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 階級 に 大 き な 喜び を も た らし た 。 ど の 新聞 で も 、 や ん ちゃ な 小さ な ユダ ヤ 人 が 
私 を 攻撃 し 、 傷 辱 し て いま し た 。 ユ ダ ヤ 人 を 喜ば せる た め に 、 政 党 が 運営 する ルー マニ ア の 新聞 さえ も 私 を 攻撃 し 
まし た 。 


私 の 出 狂 日 が 決ま り まし た 。 必 要 な 準備 を 始め まし た 。 
私 は ネル ・ イ オ ネ ス ク を 待っ て いま し た 。 


1930 年 12 月 30 日 の 夜 、 無 実に ちか か わら ず 逮 捕 さ れ た ステ リッ ク ・ シ ウメ ティ 
IG DUca 首相 殺 害 事 件 の 犯人 は 、3 人 の 警察 長官 に よっ て 殺害 され 、 責 任 者 で ある 省 職 員 の 命令 に より ダ 
ン ボ ビタ の 氷 海 に 投げ 込ま れ た 。 内 務 省 の 。 [@i. 脱 皮 し 、 彼 は 密か に 埋葬 され 、 後 に 「 名 前 の な い 」 冶 安 の 代表 者 
に よっ て 不気味 な 状況 下 で 秘密 裏 に 掘り 起こ され 、 再 埋葬 され た 。 こ の 卑劣 な 犯罪 
は 、 ブ カレ スト で の スキ ャ ンダ ラス な 裁判 で 、 法 廷 内 で あっ て も リベラ ル 政 府 と 警察 機構 の 隠れ た 明らか な 圧力 
が 加え られ た 後 、 処 罰 さ れ な か っ た 。 、 障 審 具 (その 中 に は ブカレスト 大 学 学長 、 階 審 員 長 の ゲオ ル ギ ュ 博士 も 含ま れ 
て いた ) 、 ク ル メ ティ の 未亡人 、 そ し て 弁 護 士 に つい て 。( 裁 判 長 ) は すべ て に お いて 私 を 弁護 し て くれ た 。 


学生 た ちの 強い 要望 で 、 私 の 弁護 人 に は ミハイル ・ モ ラ 氏 も 加わ り ま し た 。 


いつ も の よう に 、 私 の 裁判 は 、 ど ん な に 小さ な も の で あっ て も 私 の 有罪 判決 を 確保 し よう と する ユダ ヤ 人 の 攻撃 で し た 
- アデ ヴァ ルル の ユダ ヤ 人 た ち に 要求 し まし た (「 真 実 」) - 私 が 率い る 運動 は 違法 な 手段 を 使用 し て いる た め 無 
政府 的 で ある と 彼ら が 言え くる よう に アク ショ ン の 。 法 務 省 の 廊下 は 、 あ ら ゆ る 種類 の と りな し を 求め る ユダ ヤ 人 で いっ 
ぱい だ っ た 。 


し か し 、 ル ー マ ニ ア の 司法 は 、 柔 軟 性 が な く 、 恐 れ を 知ら な か っ た の で 、 私 を 
無罪 放免 に し まし た 。 し か し 検察 官 は 控訴 し た 。 し た が っ て 、 私 は 引 き 続 き 刑 騰 
所 に 入れ られ まし た 。 
今度 は ユダ ヤ 勢 力 の 圧力 と 介入 が 増大 し た 。 
再び 私 は 控訴 裁判 所 に 連れ て 行か れ ま し た 。 ユ ダ ヤ 人 を 喜ば せる た め に 、 検 事 プ ラ ポ ル ゲ セ ウ は 私 を 横領 
者 、 馬 泥棒 、 ス リ と 同じ 箱 に 入れ まし た 。 
彼ら の 事件 が 裁判 され て いる 間 の 3 時 間 、 私 は 数 十 人 の ユダ ヤ 人 の 皮肉 と 反抗 的 な 視線 の 対象 と な っ た 。 私 の 訴訟 は 最 
後に 検討 され 、 以 前 と 同様 に 彼 を 弁護 し た の は ミハイル ・ モ ラ 氏 と ネル ・ ロ ネス ク 氏 で し た 。 控 訴 審 の 評決 は 新た に 無罪 と 
な っ た 。 約 1 か 月 半 の 刑務 所 で の 生活 の 後 、 和 私 は 釈放 され まし た 。 私 は 家 に 帰っ た 。 


この すべ て の 後 、 私 は ネル ・ イ ロ ネ ス ク 、 ガ ル ニ ー ア タ 、 モ タ 、 イ ブラ イレ ヌ と と も に 、 恐 ろ し い 章 惨 な 状況 に 陥っ た 二 人 
の 司祭 の 運命 を 知る た め に 、 シ ゲ トゥ ウル ・ マ ル マ テ ィ エ イ に 向け て トラ ッ ク に 乗っ て 出発 し まし た 。 誰 も 彼ら に 会 い に 来 
ませ ん で し た 、 食 べ 物 を 持っ て くる 人 さえ いま せん で し た 。 ド ウミ トレ スク 神父 の 妻 は 病気 で し た 。 彼 に は 二 人 

の 小さ な 子供 が いま し た 。 彼 の 家 は パン も お 金 も 薬 も な い 家 で し た 。 彼 ら は 慈善 活動 で 暮らし て いた 。 十 字 架 と 教会 
と 人 々 を 守る と 碑 っ た キリ スト 教 の 司祭 た ちの 運命 は ! 授 獄 さ れ た 他 の 10 人 の 農民 指導 者 の 運命 も 同様 に 悪かっ た 。 


外 で は ユダ ヤ 人 た ち は 大 喜び で し た 。 国 内 外 か ら 資 金 が 集め られ て いた 。 政 府 は ボル サ の 「 不 幸 な ユダヤ 人 」 
た ち に 新しい 石造 り の 2 階 建 て の 家 を 建て られ る よう 資金 を 与え た が 、 ル ー マ ニ ア の 貧し い 農 民 た ち は オ ー ト 麦 を 混ぜ 
た お が くず 粉 で 作っ た パン を 食べ て いた 。 


この ルー マニ ア 人 の マラ クス ヌレ ス が 死 の 苦し み で うめ き 、 も が き 苦し ん で いる の を 見 た 私 は 、 す べ て の 政治 家 、 
すべ て の 教職 員 、 す べ て の 司祭 、 す べ て の 大 学生 と 高校 生 、 そ し て すべ て の 人 道 主義 の 説教 者 た ち 非難 する た め に 
ここ に 来る すべ て の 人 た ち に 強く 勧め ず に は いら れ ま せん 。 私 た ちの 政治 生活 - 「 皆 さん 行っ て マラ ムレ シュ を 見 て 
くだ さい 。 

中 の 誰か の 名 前 を 挙げ て くだ さい 
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マラ ムレ シュ で 起き て いる よう な こと が ルー マニ ア で ルー マニ ア 人 に 起こ り 得る こと が 容 説 
で きる か どう か を 審判 と し て 世界 に 伝え て ほし い 。」 


4 か 月 の 終わ り に 、 司 祭 た ち は サ トゥ: マーレ 刑務 所 に 移送 され 、 そ こ で 子供 を 抱え た 約 50 人 の 
農民 女性 と 男性 、 さ ら に 20 人 の ユダ ヤ 人 が 関与 し た 裁判 が 行わ れ た 。 


カト ゥ ナ ヌ 教授 、 イ オン 。 モ タ 、 地 元 検察 官 、 そ し て 私 は 被告 人 の ルー マニ ア 人 の 弁護 団 を 結成 し 
まし た 。 20 人 の ユダ ヤ 人 は 4 人 の ユダ ヤ 人 弁護 士 が 代理 人 を 務め た 。 

8 日 間 の 審理 の 後 、 彼 ら に 課せ られ た すべ て の 容疑 が 虚偽 で ある こと が 証明 され 、 全 員 が 無罪 

と な っ た 。 
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大 天使 ミカ エル 軍団 の 解散 
そし て 鉄 の 警備 具 1931 年 1 月 11 日 


一 方 、 ヴ ァ イ ダ 氏 は ユダ ヤ 人 攻撃 の 圧力 を 受け て 内 務 省 を 解任 され 、 後 任 に ミハラ チェ 氏 が 就任 し た 。 遅 れ ば せな が ら 
の 態度 が 示し た よう に 、 我 々 に 対し て 「 剛 腕 」 を 行使 する こと も 且 わか な いこ と を 知ら し め た 。 。 


この 瞬間 が や っ て 来 た 。 
シゲ で 逮捕 され た 若き ドゥ ウミ トレ スク ニ ザ パ ダ は 、 ユ ダ ヤ 人 マス コミ の 嘘 、 攻 撃 、 居 辱 に 激怒 し 、 誰 に も 尋ね ず 、 何 も 言わ ず 
に 、 偶 然 見 つけ た リボ ル バ ー を 手 に 取り 、 ブ カレ スト に 行き 、 事 務 所 に 入っ た 。 ソ コル を 攻撃 し 、 シ ュー ト を 放っ た 。 


し か し 、 リ ボル バー は 故障 し て いま し た 。 二 度目 に 発射 する こと は で きま せん で し た 。 こ れ は クリ スマ ス の 頃 に 起こ り ま し 

た 。 一 年 の 間 、 一 ヶ月 も 家 で 過ごし て いま せん で し た 。 

休日 は 家族 と 一 緒 に 過ごし た か っ た 。 ブ カレ スト で 何 が 起こ っ た の か を 新聞 で 読ん だ と き 、 私 は フォ クシ ャ ニ で 帰国 の 準備 を 
し て いた と ころ で し た 。 

すぐ に 私 は 法廷 で パパ ド ポ ル 判 事 の 前 に 出る よう 呼び 出さ れ ま し た 。 

私 が 銃撃 事件 に 何 の 関係 も な か っ た こと が 証明 され まし た 。 そ の まま 行く こと が で きま し た 。 私 は フォ クシ ャ ニ に 戻り 、 

そこ で ミハラ シュ 氏 の 命令 に より 、 理 由 も な く フ リス タ シ ュ : ソ ロモ ン の 家 で 警察 に 取り 囲ま れ 、8 日 間隔 離さ れ た の で す 。 


ミハラ シュ は 閣僚 評議 会 の 布告 に より 鉄 衛兵 と 軍団 を 解散 させ た 。 

捜索 は 本 社 全体 で 行わ れ ま し た 。 私 た ちの 記録 は すべ て 押収 され まし た 。 私 た ちの すべ て の オフ ィ ス は 封印 され まし た 。 ヤ 

シ の 自宅 で も フシ の 自宅 で も 、 枕 や マッ トレ ス ま で 略奪 され まし た 。 5 回 目 で 、 私 の 家 は 略奪 され 、 運 動 に 関連 する も の は 
すべ て 奪わ れ 、 私 が 持っ て いた 小さ な メモ さえ も 奪わ れ ま し た 。 書 類 、 手 紙 、 書 類 が 入 っ た 袋 は 私 た ちの 家 か ら 没 収 さ れ 、 ブ カ 
レス ト に 連れ て 行か れ ま し た 。 し か し 、 彼 ら は 私 た ちの 家 の 中 で 、 違 法 ま た は 危険 を 冒す 可能 性 の ある も の を 見 つけ る こと が で 
きる で し ょ うか ? 


私 た ち は 白 昼 堂々 と 仕事 を し て いま し た が 、 言 うべ きこ と は すべ て 大 声 で 言わ れ ま し た 。 私 た ち は 全 世 界 の 前 で 自分 の 信仰 
を 強く 告白 し ます 。 


1 月 9 日 私 は フォ クシ ャ ニ の 代理 人 に よっ て ブカレスト に 連行 され 、 そ こ で 12 時 間 の 尋問 の 後 、 逮 捕 さ れ 、 ヴ ァ カ レシ ュ テ ィ 
に 送り 返さ れ ま し た 。 2 日 目 、 私 た ち が 最 も 活動 し て いた 郡 か ら 次 の 軍団 兵 が 連れ て こら れ た 。 バ ネ ア 、 ヤ シ 出 身 。 ガ ラテ イィ 出 
身 の ス テレ スク 。 ア モス < ポッ プ 、 ト ゥ ル ダ 出 身 。 ト トゥ と ダニ ラ 。 


これ は 、 違 法 な こと は 何 も し て いな い が 、 た だ ユダ ヤ 人 の ヒド ラ に 対し て 眉 を ひそ め よ うと し て いた だ け だ っ た ルー マニ ア の 組 
織 か ら の 、 ま た し て も 頭 の て っ ぺん へ の 強烈 な 打撃 だ っ た 。 「 若 さ 、 奴 隷 状 態 を 乗り 越え て 立ち 上 が ろう 」 と いう この 人 々 
の 新た な 試み は 、 ル ー マ ニ ア の 内 務 大 臣 の 打撃 を 受け て 、 国 内 外 の ユダ ヤ 人 の 満場 一 致 の 拍手 を 浴び な が ら 失 敗 に 終わ っ 
た 。 


今回 も 我々 を 滅ぼそ うと する 怒り が 容赦 な く 放 た れ た 。 

私 た ち を 紙 減 する た め に は いか な る 手段 も 惜しま な か っ た 。 悪 名 も な く 。 そ し て 、 私 た ち に は 何 の 罪 も あり ませ ん で し た 。 

私 た ち が 暴 力 的 に 攻撃 され 、 私 た ちと 真実 を 過 活 す る ユダ ヤ 人 の 新聞 が 刑務 所 に いる 私 た ち に 届き まし た が 、 私 た ち は 何 も 
で きず 、 い か な る 方 法 で も 反応 する こと が で きま せん で し た 。 

私 た ち は 腕 を 組み 、 刑 務 所 の 四方 の 壁 の 中 で 、 作 辱 と あら ゆる 種類 の 非難 が 私 た ち に 投げ か けら れる の を 眺め まし た 。 世 諭 
を 我々 に 向け て 強制 的 に 非難 する こと を 目的 と し て 行わ れ た 多く の 試み か ら 、 当 時 の ユダ ヤ 報 道 機関 の 悪名 が どの 程度 の も 
の か を 示す 一 

例 を 挙げ る だ け で 十分 で ある 。 


私 は その よう な 命令 を 計画 し た り 、 書 いた り 、 署 名 し た り し た こと は 一 度 も な か っ た と いう 事実 に 読者 の 注意 を 促し ます 。 そ の ” で れ は 


よう な 虚偽 の 文書 特に コル ネリ ュー:Z・ コ ドレ ヌ が アド ルフ ヒト ラー に 宛て て 書い た と され る 手紙 に 基づい て 、 軍 事 裁判 記 は 
利害 関係 者 ら の 卑劣 な 道具 と し て 機能 し 、 後 に 鉄 衛 隊 の 長 に 10 年 の 強制 労働 を 宣告 し た 。 「 反 逆 罪 と 社会 革命 扇動 罪 」。 


シグ ラン タ 紙 に よっ て 「 発 見 」 さ れ た この 手紙 は 、 コ ドレ アヌ が アド ルフ ヒトラー に 「 社 会 革命 」 支 援 へ の 支援 
を 求め た も の で 、 仮 判決 と 法廷 の 両方 で コル ネリ ュー・Z7・ コ ドレ アヌ に よっ て きっ ぱり と 虚偽 と 宣告 され た 。 彼 は 、 必 
要 な 筆 蹴 専門 家 や 弁護 側 証人 の 意見 を 否定 し た だ け で な く 、 こ の 事件 の 公開 討論 は 「 国 家 の 優越 的 利益 」 を 損 
な うと いう 口実 の も と 、 こ の 点 に 関す る 手続 き は 非 公開 で 行わ れ た 。 悪 名 高い 告発 を 受け た コ ド レ アヌ か ら の 撤 
退 へ の 扉 、 そ の 可能 性 ……。 


leoilete よ 到 機 寺 招 by Google 


真実 は 、 こ の 卑劣 な 演出 が 、10 年 の 重労働 と 投獄 の 判決 を 正当 化し な けれ ば な ら な か っ た と いう こと で ある 。 


無実 の コ ド レ アヌ は 暗殺 の 準備 段階 に あり ソノ レー マニ ア 国 王 キン ・ キ ャ ロ ル 11 世 に よっ て 計画 され 、1938 年 11 月 29 日 か ら 30 日 に 
か け て 国王 政府 の 命令 に より 処刑 され た 。 (Tr)) 


その 中 の 一 言 も 私 の も の で は あり ませ ん 。 そ れ に は 完全 に ユダ ヤ 人 に よっ で 発明 され まし た 。 
私 は ここ に 、 デ ィ ミ ナー タ (「 ザ モー ニン グ 」 ) に 掲載 され た 卑劣 な 嘘 を 完全 に 再現 し ます 。 こ の 嘘 は 後に 他 の 新聞 に 
よっ て コピ ー さ れ 、 コ メン ト さ れ ま し た 。 


文書 「 ア ー ク エン ジェ ル ・ ミ カエ ル 」 と いう 組織 が 使用 
し た 目的 と 手段 に 関し て 、 私 た ち は ヤ シ の 軍団 が 発行 し た セン セー ショ ナル な 文書 を 公開 する 立場 に あり ます 。 


この 問題 は 、 軍 団 「 大 天使 」 に よっ て カン プル ン と ルド スル ・ マ ー レ に 送ら れ た 回 覧 に 関係 し て いる 。 
モル ド バ の 首都 の マイ ケル : 


軍団 「 大 天使 ミカ エル 」 ヤ シ の 本 部 ( ラ パ ) 
ガル ベ ナ ) 

キリ スト 教文 化 の 家 

Copy 245/930 

ad circulandum 返信 を Corneliu Zelea Codreanu 
20 Florilor St., lasi に 送信 し て く 


だ さい - コー ド で - 


ルド スル ・ デ ・ ム レス の カン 

プル ルン 第 3 大 隊 、 第 

2 大 隊 の 場合 以下 の 点 に 注目 し て 

いた だ ける こと を 光栄 に 思い ます : 一 方 、 政 府 当局 と 軍 当 局 は 警戒 を 

緩め まし た 。 な ぜ な ら 、 私 た ち が 内 部 関係 者 省 の 一 部 の 高官 に 介入 し た た めで す 。 同 様 に … ( 別 の 高位 の 人 物 、NR が ここ 
で 言及 され て いる ) - この 有利 な 状況 が いつ か 逆転 する 可能 性 が ある た め 、 私 た ち は こ の 機会 を 利用 し て 宣伝 

と 擁護 の 努力 を 倍増 ささ な けれ ば な り ま せん 。 し た が っ て 、 こ れ 

以上 た め ら っ た り 時 間 を 無駄 に し た り せ ず に 、 次 の こと を 行う 必要 が あり ます 。 


1. 中 隊 お よび 小隊 ご と に 、 碑 い を 立て た すべ て の 軍団 兵 の リス ト を 作成 し ます 。 こ れ ら の リス ト は 全国 的 お よび 世界 的 
世論 の 前 で 防衛 する も の で な けれ ば な ら ず 、 今 年 の 11 月 1 日 まで に 軍団 に 転送 され 、 地 域 ご と に 追加 され る 。 


2. 第 2 大 隊 は カン プル ルン に 重要 な 指導 者 た ち 、 ロ ボタ 、 ポ ペ ス ク 、 セ ル バ ン 、 デ スパ 、 そ し て 完全 秘密 裏 に ヌ ベ ルト * デ *・ 
ヴァ トラ ・ ド メイ 長官 と ポイ アナ ・ ス タン ピ イ 憲兵 隊 の パ ド ウ ゥ ラル ・ ゲ オル ゲ 長 官 を 召喚 する 。 軍 団 が 行動 計画 を 変更 する 
決定 を 下 し た こと を 彼ら に 知ら せな けれ ば な り ま せん 。 


今後 、 葉 々 は 絶対 秘密 裏 に 陰謀 的 に 活動 する こと に な る 。 も う 公 の 集会 を 開催 し た り 、 宮 伝 活動 に 従事 し た り し て は 
な り ま せん 。 巣 の 指導 者 で ある すべ て の 軍団 兵 に 連絡 を 取り 、 農 民間 の 反乱 の 現状 を 維持 する よう 指示 し な けれ ば な り ま 
せん 。 


決定 的 な 打撃 は 今秋 、 ミ ロ ネ セ ウ 政 権 交 代 の 際 に 起こ る だ ろう 。 

3. 第 3 大 隊 は マテ イ 教 授 、 モ ガ ヴィ クタ ー、 モ ガ タナ セ 、 グ リン デニ の 小隊 長 を 召喚 し ます 。 尿 素 か ら は モル ド バ の 商人 
だ け を 召喚 する 必要 が あり ます 。 秘 密 裏 に ジャ ンダ ルム 教官 の 軍曹 に 電話 し な けれ ば な り ま せん 。 コ ンス タン ティ ン 

・ ド スッ ルド ス は 彼ら に 概要 を 投稿 し ます .… (第 2 大 隊 の 場合 と 同様 )。 


4. 若い 軍団 兵 を 週 に 2 回 、 村 の 牧草 地 や その 他 の 場所 で 運動 に 連れ て 行き 、 準 備 を 整え 、 私 た ちの 崇高 な 目的 を 説明 し 、 
激励 すべ き で す 。 


5. 第 3 大 隊 の 参謀 長 は 、1930 年 秘密 命令 第 7 号 に より 口頭 で 託さ れ た 任務 を で きる だ け 早 く 遂 行 し な けれ ば な ら な 
い 。 送 られ た ダイ ナマ イト の 量 が 不 十分 な 場合 、 彼 は 問題 の 人 物 に さら に 多く の ダイ ナマ イト を 要求 し な けれ ば な り ま せん 。 


leo#lete よ 到 機 緒 尋 唐 by Google 


6. 上記 の こと を シギ ショ アラ の ヨシ フ ・ ギ ズ ダ ル 博 士 に 手紙 で 伝え ノレ ドス で の 活動 に 関す る 詳細 な 報 
告 書 も 送ら な けれ ば な り ま せん 。 ギ ズ ダ ル 博 士 の 指揮 の 下 、 シ ギ シ ョ アラ に 第 4 大 隊 が 創設 され る 。 こ の 命 
令 は 、 読 み 取 っ た 後 す ぐに 書き 込む 必要 が あり ます 。 気 を つけ て くだ さい 、 ユ ダ ヤ 人 の スパ イ の 軍隊 が 
我々 を 追っ て いま す 。 私 の サイ ン を 見 せな い 人 と 話し た り 会 っ た り し な いで くだ さい 。 


勇気 軍団 万 歳 、 そ し て 神 と と も に 前 へ ! 
ヤシ 、1930 年 10 月 7 日 


軍団 司令 官 


(SS) コル ネリ ュー・ ゼ レア ニコ ドレ ニュ 


秘書 (ssS) ガル ニー タ 
「 こ の 通達 か ら 、 軍 団 「 大 天使 ミカ エル 」 が 一 定数 の 公務 員 の 支援 を 受け て 犯罪 行為 を 準備 し て いた こと 
は 明らか で ある 。 
遅れ ば せな が ら 、 当 局 に は 「 大 天使 ミカ エル 」 軍 団 に よる この 犯罪 行為 に 身 を 投じ た 公務 員 全 員 を 確実 に 特定 し 、 最 も 厳し い 禄 則 を 
適用 する 義務 が ある 。」 


逮捕 保証 


私 は 状況 が 難し いこ と に 気づき まし た 。 私 た ちの 組織 は 解散 し 、 本 部 に は 南京 錠 が か けら れ 、 あ ら ゆ る 場所 が 捜索 され て いま す 。 
ユダ ヤ 人 の 抗議 の 結果 と し て 完全 に 貴 然 と し 、 私 た ち に 降り 積もる 非難 に 貴 然 と し た 国民 は 、 こ れ ら すべ て の 憎悪 に 満ち た 陰謀 

を 現実 の も の と 考え る 傾向 に あっ た 。 さ ら に 、 刑 務 所 で は 、 寒 さ 、 湿 気 、 空 気 や 光 の 不足 、 毛 布 の 欠如 の 中 で 、 私 た ち は 悲 惨 な 生活 を 送 
っ て いま し た 。 私 た ちの 執 皇 な 介入 の お か げ で 、 マ ッ ト レ ス を 満た す た め の わら と 壁 の 湿気 を カバ ー す る た め の マ ッ ト が 与え られ ま 
し た 。 


1931 年 、 私 た ち は ユ ダ ヤ 人 の 嘘 、 偽 辱 、 打 撃 の 雨 の 中 で 刑務 所 で 始ま り ま し た 。 
今回 も 、 こ の 裁判 を 共に し た 新しい 刑務 所 の 仲間 た ち を 連れ て 、 イ コン や 私 に と っ て 思い 出 の 詰まっ た 場所 を すべ て 見 て も らい ま 
し た 。 


確か に 彼ら に と っ て も 状況 は 困難 で し た 。 し か し 、 彼 ら は 自分 自身 で 答え を 出せ ば いい だ け で あり 、 そ の 責任 は ずっ と 軽い も の で し 
た 。 引 き 裂 か れ 減 ぼ され る べき 敵 は 私 だ っ た 。 私 た ちの 頭上 に 再び 暗雲 が 立ち 込め 、 敵 の 世界 が 私 た ち を 滅ぼそ うと する さら な る 決 
意 を 持っ て 再び 私 た ち に 降り か か っ て き て いる の を 感じ まし た 。 


これ ら す べ て の 地獄 の 陰謀 と 巨大 な 攻撃 の 中 で の 唯一 の 支え は 神 に 見 出さ れる こと で し た 。 私 た ち は 毎 週 金 
曜日 に 完全 断食 を 始め まし た 。 そ し て 毎晩 聖母 マリ ア の アカ シス ト を 読み まし ょ う 。 外 で は 、 ア ンド レイ ・ イ オ ネ 
スク 、 イ オン ・ ベ ル ゲ ア 、 イ オル ダッ へ 、 ド ル ・ ベ リマ ス 、 ビ クト ルチル エス ク 、 コ ティ ガ 、 ホ リア < シマ 、 ニ コラ エ ・ ペ ト 
ラ セ ウ 、 イ アン ク ・ カ ラニ カ 、 フ ィ ル ジル ・ ラ ドウ レス ク 、 サ ンド ウゥ ウ ヴァレ リウ ら 率 いる 首都 の 軍団 兵 が 、 世 論 を 啓発 
する た め に 最善 を 尽く し て いた 。 サ リン ダー ル 通 り の マス コミ に 騙さ れ た 。 


同時 に 、 献 身 的 で 恐れ を 知ら な い フ ァ ニ カ ・ ア ナス タ セ スク は 、 私 が 経験 し な けれ ば な ら な か っ た すべ て の 試練 に お いて 常に 
私 の 側 に いて 、 刑 務 所 で の 私 た ちの 物質 的 な 状況 を 改善 し よう と 努め まし た 。 


これ が 逮捕 状 第 2 号 で 私 に 向け られ た 告発 で す 。 194 
「… 一 方 、 ヤ シ の 検察 官 コ レネ リュ ー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ (31 歳 ) に 対し て 起こ され た 刑事 訴訟 は 、 同 氏 が 憲法 で 定め られ た 政府 形態 


に 反する 行動 を と ろう と する 行為 を 行っ た と 警告 し 、 そ の 扇動 を 裁 い た 」 「 大 天使 ミカ エル の 軍団 」「 大 天使 ミカ エル の 衛兵 」 と いう 
団体 を 組織 する こと に よっ て 、 公 共 の 安全 に 危険 を 及ぼ す 結 果 と な っ た 可能 性 が ある 。 


lolete よ 到 機 緒 招 by Google 


フェ ッ ロ は 、 暴 力 的 な 手段 に よっ て 彼 が 望む 瞬間 に 押し つけ られ る べき で あっ た 独裁 政権 を 確立 する こと を 目的 と し て お り 、 そ 

の た め に 彼 の 支持 者 た ち は 準 軍事 演習 、 命 令 、 指 令 、 演 説 な ど を 通じ て 準備 され 、 扇 動 さ れ て いた 。 出 版 物 ポス ター、 バ ッ ジ 、 組 織 
的 また は 公開 の 会 議 で の スピ ー チ な ど を 通じ て 。 「 こ の 行為 が 第 2 条 に 規定 され て いる こと を 考慮 する と 、 公 序 良 俗 に 

反する 一 部 の 新た な 犯罪 の 抑圧 に 関す る 法律 第 11 条 第 2 項 。6 か 月 か ら 5 年 の 懲役 お よび 10.000 レイ か ら 100,000 レイ の 禄 
金 お よび 公民 権 の 和 剥奪 が 科せ られ る 。 一 方 、 実 施さ れ た 捜査 か ら は 、 重 大 な 告発 と 重大 


な 有罪 の 兆候 が 明らか に な っ た 。 


コー ネリ ュー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ と の 対戦 結果 。 そ し て 、 引 用 され た 者 が 尋問 され る 情報 提供 者 や 証人 と 連絡 を 取る こと を 妨げ 
る こと 。 公 共 の 安全 の た め だ け で な く 。 こ の 訴訟 の 準備 の た め に は 、 追 っ て 通知 が ある まで 被告 を 拘留 する こと が 重要 で ある 。 

「 ア ル 検 事 の 所 見 を 聞い た 後 、 Procop Dumitrescu お よび 刑事 訴訟 法 第 93 条 の 規定 に 従い 、 こ れ ら の 理由 に より 、 私 た ち 
は すべ て の 公 的 部 隊 職 員 を 義務 付け て いま す 。 


コル ネリ ュー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 氏 は 、 法 を 遵守 すれ ば 逮捕 され 、 ヴ ァ カ レス ティ 刑 勝 所 に 収 計 さ れる と 述べ た .… 


1931 年 1 月 30 日 の 今日 、 私 た ちの 事務 所 で 渡さ れ た 「 ス テ フ ァ ン ・ ミ バエ スク 
判事 の 調査 中 」。 (関係 書類 No.10-1931) 


判決 
1931 年 2 月 27 日 金曜 日 


この 非難 の 雨 は 57 日 間 途 切れ る こと な く 続 き 、 毎 日 何 百 万 も の 新聞 で 町 や 都市 全体 に 広まっ た 。 私 た ち に は 返答 する 機会 が あり ま 
せん で し た 。 ど こ に も 希望 の 光 は な く 、 誰 も 私 た ち を 擁護 し 、 私 た ちと 私 た ちの 運動 の 非難 と 埋葬 を 求め る ユダ ヤ 人 の 陰謀 を 非 
難 す る 能力 を 持っ て いま せん で し た 。 私 た ち は 、 当 局 、 検 圭 、 シ グラ ンタ 、 そ し て 内 務 大 臣 ミ ハラ チェ と 呼ば れ た この 紳士 が 、 彼 ら が 
行っ た 捜査 で 私 た ち が 何 の 罪 も な いこ と を 誰 も が 知っ て いた に も か か わら ず 、 ど の よう に 行動 し た か を 見 まし た 。 弾 薬 、 武 器 、 ダ 
イナ マイ ト の 埋蔵 物 な ど は 発見 され な か っ た 。 - 依 然 と し て 悪名 高い 態度 を 堅持 し 、 身 を 守る こと が で き な い 一 部 の 投獄 男性 を ユ 
ダ ヤ 人 が 彰 笑 し 笑 する 獲物 を 残し た 。 国 家 安全 保障 が 関係 し て いる の だ か ら 、 弾 薬 庫 の 発見 を 否定 する 声明 を 発表 し 、 国 が 内 
戦 の 瀬戸 際 に ある な ど 、 世 論 を 落ち 着 か せる と いう 基本 的 な 義務 を 果たす べき だ っ た 。 


この よう な 不利 な 状況 下 で 、 私 た ちの 公判 期日 は 2 月 27 日 金曜 日 に 設定 され まし た 。 弁 護 人 の 中 に は 、 多 忙 な 環境 を 考慮 し て 裁判 
延期 の 申し 立て を 提出 する こと が 賢明 で ある と 感じ た 人 も いた 。 そ れ ま で の 間 、 証 人 警備 部 隊 の 職員 を 呼び 出し 、 宣 痺 の 下 で 真実 
を 話す よう 強制 する 予定 で ある 。 


私 た ち は こ の 提案 を 断り まし た 。 私 た ち は 証 人 な し で 裁判 を 受け る こと に な る で し ょ う 。 

Buicliu 評 議員 が 議長 を 務め 、G. Solomonescti 判 事 と |. Costin 判 事 が 補佐 し た 。 プ ロモ ー タ ー は プロ コ プ ・ ド ウミ ト 
レス ク で し た 。 私 た ち は ノ リカ ・ ア ント ネス ク 教 授 に よっ て 弁護 され まし た 。 弁 護 士 は ミハイル ・ モ ラ 、 ネ ル ・ イ オ ネ ス ク 、 
ヴァ シリ ュー。 ク ルージュ 、 モ タ 、 カ ルネ アー タ 、 コ ルネ リュ ー・ ジ ョ ル ジ ェ スク 、 イ ブラ イレ アヌ 。 国 民 も 判事 も 、 爆 弾 、 弾 
薬 庫 、 ダ イナ マイ ト 、 銃 な ど 、 私 た ち に 不利 な 証拠 が 見 つか る こと を 期待 し て いま し た 。 


し か し 、 証 拠 と し て は 何 も 、 ま っ た く 何 も 提出 され ませ ん で し た 。 私 た ちの 証言 が 終わ っ て か ら 30 分 

後 、 悪 名 高い 茶番 劇 は すべ て 月 れ 去 り ま し た 。 つ い に 、 私 た ち は 話 すこ と が で きま し た 。2 か 月 間 、 時 間 ご と 
に 私 た ちの 中 に 区 積 され て きた 慎 り に 満ち て いま し た 。 嘘 の 洪水 は すべ て 、 真 実 を 前 に 打ち 砕 か れ ま 

し た 。 彼 ら が 私 た ち を 繋い で いた すべ て の 鎖 は 崩れ 去っ た : 私 た ちの 
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弁護 士 は 私 た ち を 見 事 に 弁護 し て くれ まし た 。 裁 判 は 2 日 目 も 続い た が 、 判 決 は 数 日 間 廷 


期 さ れ た 。 


判決 言い 渡さ れる 予定 の 時 間 に な る と 、 私 た ち は 再 び 法 廷 に 連れ て 行か れ ま し た 。 
全員 一 致 で 無罪 の 判決 が 読み 上 げ ら れ た (刑法 第 800 号 ) 。 


この 無罪 判決 の 条項 は 次 の と お り で あり 、 そ れ に 基づい て 行わ れ た 措置 の 詳細 が 記載 され て いま す 。 
現在 は 解 蔽 し て いる 「 大 天使 ミカ エル の 軍団 」 が 法 に 訴え られ た 。 


「 一 方 主任 検察 官 の 捜査 の 結果 、 文 書 で は 軍団 支持 者 は 農民 、 学 生 、 高 校生 と いっ た 特定 の 
人 々 の 間 で の み 募 集 さ れ て いた と いう 事実 が 判明 し た 。 た と えば 、 文 書 に は 軍団 兵 の 巣 、 つ まり 

「 白 い ハ ゲ ワ シ 」 に つい て 言及 され て いる 。 試 用 期間 、 匠 約 また は 宣 誓 5% つ の 基本 法 に つい て 
述べ て お り 、 そ の うち の 1 つ は 秘密 保持 法 で す 。 軍 団 が 制服 、 ズ ボン 、 ス カー フ 、 体 育 プ ログ ラム 、 
軍事 演習 、 合 図 演習 、 モ ー ル ス 信号 な ど で 軍 事 的 に 組織 され て いる と いう こと は まだ わか っ て い 
な い 。 


徴兵 者 と 徴兵 は 、 憲 法 に よっ て 確立 され た 現在 の 政府 形態 に 反する 行為 、 ま た は 国家 の 安全 
に 何ら か の 危険 を も た ら す 可能 性 の ある 行為 に 従事 し た こと が 確立 され まし た 。 た と え 誰 か の 
概念 で は その よう な 危険 で ある と 考え られ る と し て も 、 そ の よう な 組織 で 構成 され て いる と いう 単 
な る 事実 だ け で 違反 と 解釈 する こと は で き な い 。 


な ぜ な ら 、 そ の 組織 が オカ ルト 的 で な い 限 り 、 行 政 当局 が 介入 し て 組織 を 停止 また は 解散 さ 

せる こと が で きた か ら で あ る 。 た と え そ の 組織 が で っ ち 上 げ と し て ファ シス ト 制 度 を 模 條 し た と いう 

こと が 確立 され て いた と し て も 、 そ の 構成 員 は 、 告 発 の 根拠 と な っ た 法文 に 定め られ た 刑 

罰 に 対し て 責任 を 負う こと は で き な い 。 裁 判 に か けら れ た 。 な ぜ な ら 、 そ の 形態 が どの よう な も の 

で あれ 、 静 止 段階 に ある 組織 は 国家 の 安全 に 危険 を 及ぼ さ な い か ら で あ る 。 せ い ぜ い 、 行 政 当 

局 側 の 先制 的 措置 の 対象 と な る 可能 性 は ある が 、 そ の よう な 組織 が 何ら か の 行動 を 開始 し た 場合 
に の み 生 じ る 抑圧 的 措置 の 対象 と な る こと は な い (法律 が その 形態 を 特に 禁止 し て いる 場 

合 な ど を 除く ) 。 組 織 ) 。 


また 、 数 名 の 軍団 兵 が 村 を 通過 し た か ら と いっ て そう と は 言え ませ ん 。 信 奉 者 を 探し た り 、 国 民 に 
組織 化す る よう アド バイ ス し た り 軍団 軍 動 に 信頼 を 寄せ た りす る た め に は 、 彼 ら が 国家 の 安全 
を 危険 に さら す 意 図 が ある と いっ 証拠 が 提示 され る 可能 性 が ある 。 プ ロ パ ガン ダ は 組織 

を 形成 し 補充 する 手段 で ある 。 こ の よう な 政治 組織 の 幹部 。 あ る い は 、 組 織 の 計画 が 身体 

的 お よび 道徳 的 戒律 と と も に 国民 の 良心 の 目覚 め を 認識 し て いた と 考え る な ら ば 、 い わ ゆ る 高校 
生 の 巣 (組織 自体 の 外部 に ある 組織 ) の 出現 は 、 国 家 の 安全 に 対す る 何ら か の 公 威 を 意味 する も 
の で ある と 考え られ る 。 過 度 の 興奮 が な い 限 り 、 学 校 の プロ グラ ム と 一 致し た 道徳 教育 。 


被告 が 自ら の 行動 に よっ て 現在 の 政府 形態 を 変え よう と し た 責任 を 問わ れ な いこ と を 考慮 する と 、 
文書 か ら は 検察 庁 の 代表 さえ も 否定 し て いな い 事 実 が ある た め 、 両 被告 と も コー ネリ ュー<Z 

氏 の 主張 が 明らか で ある 。 。 コ ドレ アヌ と 他 の 人 々 、 そ し て 組織 の メン バー 全員 は 、 寄 生 下 党 に 
代わ る 強力 な 政府 の 必要 性 を 説き 、 散 意 を 持っ て 語ら れる 親切 な 権威 と その 協力 者 が マニ フェ 
スト を 証明 し て いる こと を 認め た 。 彼 ら 5 は な り た か っ た の で す 。 


「 さ ら に 、 国 家 元 首 と の 協力 に つい て 話し な が ら 、 主 権 者 が 承認 し て いな い 政 府 形態 を 打倒 
する こと に つい て 話す こと は で きま せん 。 .… 


「 一 方 、 こ れ ら の 考慮 事項 か ら 、 被 告 が 告発 され て いる 破壊 行為 (実際 、 い か な る 角度 か ら 見 て 
も 破壊 的 で ある と 証明 され て いな い ) は 、 
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条項 の 規定 に は 該当 し ませ ん 。 11 


「 組 織 が ベッ サラ ビア へ の 行進 を 計画 し て いた 行進 が 行わ れ な か っ た こと 、 当 局 の 同意 が な けれ ば 行進 は 行わ れ な 
か っ た で あろ うこ と 、 つ まり 被告 が 実際 に は 同意 を 得 て い た が 後に 取り 消さ れ た こと を 考慮 する と 、 そ れ は 不 必要 
で ある .」 第 一 に 軍団 の 抵抗 を 試す こと が 目的 で あり 、 第 二 に 外国 勢力 に 浸透 し た 国民 の 国家 意識 を 呼び 覚 ま 
すこ と が 目 有 的 だ っ た と する 被告 の 
主張 を 差し 控え る こと だ っ た 。 


「 一 方 で 、 被 告 の すべ て の 行為 は 彼 の 背景 に 照ら し て 考慮 され な けれ ば な ら な いと も 主張 され て いる .… 


「 一 方 、 被 告 人 が 裁判 に か けら れ た 事実 が 立証 で き な い 限り 、 コ ルネ リュ ー・ ゼ レア < コ ド レ アヌ や ダニ ラ な どの 行為 が 
有罪 の 程度 を 決定 する こと に つい て 語る こと は で き な い 。 な ぜ な ら 、 先 例 た ち は 罪 の 程度 を 立証 する こと に 関心 が ある 
か ら で あ る 。 有 罪 判 決 を 強制 する も の で は な く 、 刑 罰 を 与え る も の で ある 。 


「 そ う で あれ ば 、 被 告 人 は 告訴 に 関し て 無実 で あり 、 し た が っ て 無罪 と され る べき で ある 。」 


私 た ち は 喜 ん で 刑務 所 に 戻り 荷物 を まとめ て 釈放 命令 を 待ち まし た 。 
私 た ち は 期 待 する : 夜 の 8 時 に 到着 し まし た 、91 10、11、 時 間 。 私 た ち は 外 の 庭 で 足音 が 聞こ える た びに 飛び つき まし 
た 。 結 局 、 荷 物 を 詰め た まま 寝 ま し た 。 


翌日 私 た ち は 再 び 待ち まし た 。 3 日 目 に な っ て 初め て 検察 官 が 控訴 し た た め 、 控 訴 が 検討 され る まで 刑 用 
所 に 留まら な けれ ば な ら な いこ と を 知り まし た 。 


また また 、 ゆ っ くり と 日 々 が 過ぎ て いき まし た 。 


新しい 日 付 は 控訴 院 で 1931 年 3 月 27 日 金曜 日 に 設定 され た 。 日 々 は ます ます ゆっ くり と 過ぎ て いき まし た 。 最 後に 、 

彼ら は 私 た ち を バン で エル ネス ト ・ カ ウル ・ ア スラ ン 氏 が 主宰 する 控訴 院 第 11 セ クシ ョ ン の 裁判 所 に 連れ て 行き まし た 。 
同じ 弁護 人 た ち は 、 告 発 に 憎しみ の 爆発 と 作 辱 を 混ぜ 合わ せ た ジ カ ・ ロ ネス ク 検 事 の 主張 と うま く 闘 う 義務 を 果 た 

し た 。 判 決 は 数 日 間 延 期 され た 。 私 た ち が 待 つ ヴ ァ カ レス ティ に 戻り ます 。 思 い 出 し て くだ さい 、 私 た ち は 満 場 一 

致 で 新た な 無罪 判決 を 知ら され た の で す 。 87 日 間 の 投獄 の 後 、 無 罪 が 認め られ 、 よ う や < く 釈放 され まし た 。 私 た ちの 
中 傷 者 を 誰が 罰する の だ ろう か と 私 は 思い まし た 。 


私 た ち が 受 けた 不当 な 扱い 、 打 撃 、 苦 し み の す べ て に 復讐 し て くれ る の は 誰か 、 と 私 は 自問 し まし た 。 


し か し . 検 圭 は この 事件 を さら に 上 級 の 最高 裁判 所 に 持ち 込ん だ 。 

その 後 、 こ の 事件 が 検討 され る と 、 当 裁判 所 も 満場 一 致 で 下級 裁判 所 の 無罪 判決 を 支持 し た 。 こ こ で 我々 は 2 つの 
決断 を 下 し た 。1 つ は ミハラ チェ 氏 に より 、「 大 天使 ミカ エル 軍団 」 と 「 鉄 衛 隊 」 が ルー マニ ア 国 家 の 存 続 に と っ て 
危険 な 破壊 組織 と し て 解散 され た 。 も う 一 つ は ルー マニ ア の 法制 度 全 体裁 判 所 、 控 訴 院 、 最 高 控訴 院 の 法制 
度 で あり 、 満 場 一 致 で これ ら の 若者 た ち は 無 罪 で あり 、 軍 団 と 衛兵 は 治安 や 国家 の 安全 に 則 威 を 与え て いな いと 
宣言 し た 。 こ の よう な 状況 に も か か わら ず 、 本 社 に は 南京 錠 が か けら れ た まま で し た 。 


再び 敗北 し た ユダ ヤ 人 は 隠れ 、 他 の 嘘 、 他 の 攻撃 、 他 の 悪名 を 影 で 準備 し た 。 お お 主 よ ! お お 主 よ ! こ の 人 々 は 、 ど う 
し て 私 た ち 、 彼 ら の 子供 た ち が 次 々 と 降り か か る 敵 の 打撃 の 犠牲 者 で ある こと に 気づか な い の で し ょ うか ? 


お お 主 よ ! お お 主 よ ' 彼 女 は いつ 目覚 め て 、 大 嵐 と 、 彼 女 を 気絶 させ て 殺 そ うと 決意 し た ほど の 憎しみ で 彼女 に 向け ら 
れ た 陰謀 団 を 理解 する の で し ょ うか ? 
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最初 の 選挙 に お ける 軍団 運動 
1931 年 6 月 


国民 農民 政権 は 4 月 に 崩 壊 し た 。 ロ ル ガ ・ ア ル ジ ェ トイ アヌ 政権 が 誕生 し た 。 


軍団 は 解散 し て いた の で 、 私 は 「 コ ー ネ リ ュー<・Z・ コ ドレ アヌ 。・ グ ルー プ 」 と いう 名 前 で 中 央 選挙 管理 委員 会 
に 運動 を 登録 し 、 鉄 格子 を 選挙 の シン ボル と し て 選び まし た 。 


し か し 予想 通り 、 こ の 新しい 呼称 は 普及 し ませ ん で し た 。 人 々 、 マ スコ ミ 、 敵 、 政 府 は 彼 を 「 鉄 の 衛兵 」 と 呼び 続 
けた 。 私 た ち は 、 他 の 人 々 と は 違う 、 あ る い は 合法 的 な ルー ト を 享受 し て いな いと いう 非難 を 避け る た め に 、 選 挙 に 
参加 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 

6 月 1 日 は 選挙 の 日 で し た 。 多 大 な 物 的 努力 と 融資 の お か げ で 、 私 た ち は 郡 候補 者 の リス ト を 登録 する こと が で きま 
し た 。 


キャ ン ペ ー ン が 始ま り ま し た 。 私 た ちの 側 で は 、 最 も 素晴らし く 、 最 も 繊細 な キャ ン ペ ー ン で し た 。 

陸軍 大 臣 と 首相 の 立候補 が 発表 され た 2 つの 郡 で は 、 私 た ち は リ スト を 作成 し ませ ん で し た 。 し た が っ て 実現 
で きる と 期待 で きる 数 少な い 郡 の うち 、 フ ォ ク シャ ニ と ラダ ウ テ ィ の 2 郡 を 放棄 し な けれ ば な り ま せん で し 
た 。 


さら に 、 政 府 、 地 方 自治 体 、 武 装 集団 は 私 た ち を 攻撃 し 続け まし た 。 

私 た ちの プロ パガン ダ は 止ま り ま し た 。 結 局 、 和 私 た ちの 票 の 一 部 さえ も 投票 箱 か ら 盗 まれ まし た 。 そ れ で も 、 
悪戦 苦闘 の 未 、3 万 4 千 票 を 獲得 し まし た 。 カ フル 氏 は 約 5,000 票 を 獲得 し て 1 位 と な っ た 。 次 に トウ ル ダ が 
4,.000 人 。 コ ヴ ル ルイ に は 、 ベ レス ティ 、 ガ ネス ティ 、 オ アン セア の 3 つの セク ショ ン が あり 、 約 4.000 人 が 
住ん で いま す 。 イ スマ イル は 6,000 人 。 1929 年 12 月 15 日 ベレ ステ ィ で の 最初 の 集会 に 行っ て か ら 、1931 年 
6 月 の 現在 まで 、 私 は 継続 的 な 戦闘 と 投獄 を 受け て きま し た 。 短 い 滞 在 期間 を 合計 する と 、2 か 月 も 家 で 過ごし 
な か っ た と 思い ます 。 


ニー ム ト 運 動 、1931 年 8 月 31 日 
選挙 か ら 20 日 後 ネ アム ツ 県 で 議会 に 空席 が 宣言 され た こと を 知っ た 。 


状況 を 判断 し た 結果 、 私 も 参戦 する こと に し た 。 前 回 の 選挙 で は この 郡 に は 1,200 票 し か あり ませ ん で し た 。 
今回 は 、 リ ベラ ル 派 、 ア ヴェ レス カン 派 や ゲオ ル ギ ス ト 派 と 共同 戦線 を 張る 国民 農民 * が 、 こ の 空席 に 候 
補 者 を 登録 し て いた 。 


激しい 戦い が 予想 され 、 そ の 結果 が 権力 の 継承 を 示す こと に な る た め 、 マ スコ ミ は この 選挙 に 特別 な 意味 を 与え 
る こと を 意図 し て いた 。 

力 の 集中 が あり 、 人 々 は 予測 を 試み さえ し まし た 。 自 由 党 に 勝利 を も た らし た 者 も いれ ば 、 国 民 農 民 に 勝利 を も た 
らし た 者 も いた 。 戦 い の 最 中 に 、 賭 け を する 人 も いま す 。 


当然 の こと な が ら 、 誰 も 私 た ちの こと に つい て 話し ませ ん で し た . 誰 も 私 た ちの 勝利 賭け よう と は 夢 に も 思わ な か っ た 。 
7 月 25 日 に 動員 要請 を 出し まし た 。 し か し 、 私 た ち は 疲 れ 果 て て いま し た 。 リ スト の 登録 料 を 支払 うお 金 さえ 
あり ませ ん で し た 。 レ サ ヌ 家 は これ と 選挙 ビラ の 刷 費用 を 負担 し て くれ た 。 


7 月 30 日 、、 人 は ピア トラ ・ ネ アム ツ で 武装 勢力 の 到着 を 待っ て いた 。 皆 、 徒 歩 、 電 車 、 フ ゴン な ど 、 で き 
る 限り の 手段 を 使っ て や っ て 来 ま し た 。 十 字 架 の 同胞 団 で 結成 され た 部 隊 が より 本 格 的 に 戦闘 に 参加 し 、 
ベテラン 軍団 兵 の 指揮 下 に チー ム を 編成 し た の は この 時 で あっ た 。 


私 は 各 チ ー ム を 特定 の 分 野 に 割り 当て まし た 。 合 計 で 100 人 の 過激 派 が いた 。 

彼ら は 誰 の 知り 合い も いな か っ た し 、 こ れ か ら 何 を 食べ る の か 、 ど こ で 寝る の か も 何 も 知 ら な か っ た に も か か わら ず 、 
限り な い 信仰 を 持っ て 歩き 始め まし た 。 神 は 彼ら に 備え て くだ さる で し ょ う 。 そ し て 必然 性 が 彼ら に 教え て 
くれ る だ ろう 。 

”「 ジ ョ ー ジ スト 」 と は 、 イ オン ・ ブ ラテ ィ ヌ の 息子 で ある ジョ ー ジ ・ ブ ラテ ィ ヌ が 、 自 由 党 党首 で あっ た 父親 の 死後 設立 し た 党 
の メン バー で あり 、 彼 は この 党 を 「 国 民 自由 党 」 と 呼ん で いた 。 (Tr.) 
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ブロ ステ ニ 氏 の チー ム は バニ カ 氏 、 マ テイ 教授 、 コ スマ 氏 で 構成 され 、 後 に カン プル ン の チー ム も 加わ っ た 。 
ラプ チュ ニ に と っ て それ は トキ ュ の チー ム だ っ た 。 ビ カス の 場合 は クラ ン ガ ヌ の 。 TargulL-Neamt、 

Victor Silaghijorjoaia、Stelescu の 場合 バル タテ ステ ィ 、 バ ネ ア 、 ヴ ェ ン トニ ッ ク 、 リ フリ ム 、 ミ ハイ ル ・ ダ ヴィ 
ッ ド の 場合 。 ロ ズ ノ フ 、 ポ ポ ヴ ィ チ の 場合 。 ロ マス カヌ ー 家 、 フ リス タ シ ュ ・ ソ ロモ ン 、 技 師 ブ ラナ ル と と も に 

パ ド ゥ ラル の ブフ シ へ 。 ク ラ カ オ アニ 、 ド ル ・ ベ リマ ス 、 ラ トイ ウ の 場合 。 ラ ズ ボ エ ニ 、 ヴ ァ レ リウ ・ ス テ フ ァ ネ 

スク 、 ミ ハイ < クラ シ ウ ン 家 、 そ し て ステ リア ン ・ テ オド レス ク へ 。 さ ら に 、 イ オン Z. コ ド レ アヌ 教授 は 郡 内 の さま ざ 
まな 場所 で 会 議 を 開催 し て いま し た 。 


また 、 レ ル ゲ レギ ウ 、 タ ラ タ 、 プ ラ ト ン 、 ロ ギン 、 デ ビッ ド 、 ヌ タ 、 ミ ハイ 。 ビ クレ ヌ 、 ウ ング レア ヌ 、 オ ラル ツ W・ ア ン ブ 
ロジ ー、 マ コ ベ イ な ど が 率い る 軍団 の 果 が あちこち に あっ た 。 


これ ら の 乗組 員 は 生活 費 を 稼ぐ た め に 農場 で 日 雇い 労働 者 と し て 働き まし た 。 

すぐ に 彼ら は 農民 た ち に 慕 わ れる よう に な り ま し た 。 国 民 農 民 た ち は た くさ ん の 答 車 を 積ん で 郡 に 到着 し た 。 
彼 の 代理 で 選挙 運動 の た め に 郡 を 訪れ た 元 閣僚 は 7 人 いた 。 同 様 に 、 リ ベラ ル 派 も 大 勢 や っ て 来 た 。 あ ら ゆる 社 
会 的 カテ ゴリ ー の 中 で 、 司 祭 は 最も 理解 が 足り な か っ た 。 教 会 の 失 塔 の 十字 架 が 政治 家 、 無 神 論者 、 宝 
石 商 の 手 に 落ち た この 国 で 、 十 字 架 の 名 の 下 に や っ て 来 

た の は 私 た ち だ け だ っ た 戦い の 中 で 、 私 た ちの 胸 は 異教 の 怪物 や 郡 の 司祭 の 前 に さら され て いた 。 3 人 か 4 

人 を 除い て 、 彼 ら は 米国 に 反対 し た 。 


先週 、 私 は 最終 決戦 に 備え て 部 隊 を 編成 し な けれ ば な り ま せん で し た 。 

現在 、6 つの 強い セク ター と 10 つの 弱い セク ター が あり まし た 。 こ の 件 に つい て チー ムリ ー ダ ー と 話し 合っ た と 
ころ 、 我 々 に は 6 つの 強い セク ター が ある の で 、 チ ー ム を 10 の 弱い セク ター に 移動 させ て 強化 で きる と いう 意見 
が 出 まし た 。 

それ は 戦い に 負け る 可能 性 の ある 間違っ た 意見 だ と 思い まし た 。 私 は 全く 逆 の 方 針 を と り 、 よ り 多 く の 兵力 

を 自分 た ちの 強み に 集中 させ 、 他 の 部 隊 に は 小さ な 包囲 部 隊 だ け を 残し まし た 。 


私 が 加 避 し た ミス を 相手 が 犯し た 。 彼 ら は 私 た ち が 最 も 強い 点 に 努力 を 集中 し まし た 。 そ れ は 、 私 た ち が 自 
分 た ちの 最も 強い 点 で 戦い 、 彼 ら が 最も 弱い 点 で 戦う た めで す 。 


彼ら は 全滅 し た 。 6 つの 分 野 の それ ぞ れ で 1.000 票 を 獲得 し まし た が 、 他 の 分 野 で は せい ぜ い 200 て 
300 票 で し た 。 同 時 に 、 防 御 が 不 十分 な まま 放置 され た 彼ら の 最強 の セク ター は 、 私 た ちの チー ム に よ 
っ て 半分 に され まし た 。 


区 票 日 、 私 は 早朝 か ら 出 発し 、 強 力 な 車 に 乗っ た トト ゥ に 付き 添 わ れ て 、16 の 投票 所 の うち 15 か 所 を 取材 し ま 
し た 。 そ の 夜 の 12 時 に 、 農 民 大 衆 と 軍団 の 大 き な 熱意 と 、 政 治 家 と ユダ ヤ 人 の 言い よう の な い 憂 鬱 の 中 

で 、 私 た ち は 選 挙 の 結果 を 知り まし た 。 衛 兵 : 11,300 票 。 リ ベラ ル 派 7,.000 人 。 ア ベレ スカ 人 の 全国 農民 、 そ の 中 
に 6,000 人 。 他 の も の は さら に 少な い 。 


その た め 、 私 た ちの 最初 の 戦い で は 、 野 原 で 政治 家 た ちの 団結 し た 軍隊 を 相手 に 、 軍 団 兵 は 数 が 少な く 、 自 由 に 
使え る 手段 が 比較 に な ら な い ほ ど 少 な い に も か か わら ず 、 な ん と か 勝利 を 収め 、 す べ て の 英 対 者 の 間 に パ ニ 
ッ ク を 広げ まし た 。 
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国家 に 対す る 民主 主義 
民主 主義 と 国家 に 関す る 考察 


三 箋 へ 、- ベ 
議会 で 


この 選挙 の 結果 、 私 は 国会 議員 に な り ま し た 。 私 は 敵 の 世界 の 真っ 只 中 に 一 人 で し た 。 私 に は 、 こ の 議員 生活 の 
経験 も 空虚 な 表現 だ け で 、 尊 大 で 華 肌 で 鏡 に 映し た 身振り と 、 か な り の 生意気 さ で 満ち た 民主 的 演説 の 
能 が 欠け て いた 。 誰 か が 成功 し 、 自 分 自身 を 高め る の に 役立つ 特性 を 神 は 私 に 認め な か っ た の は 、 お そら く 

私 が 政治 的 な は し ご を 登る 誘惑 に 了 ら れ な いよ うに する た めで し た 。 


私 は 議会 に いた 間 ず っ と 、 自 分 より も 年 上 の 人 た ち に 対す る 礼儀 と 敬意 の 法 に 違反 し た こと は 一 度 も あり ま 
せん で し た 。 彼 ら が 私 の 最大 の 英 で ある か どう か は 関係 あり ませ ん 。 私 は 誰 も 嘱 活 し た り 、 呪 っ た り 、 笑 っ た り 、 
気分 を 害し た り し た こと が な か っ た の で 、 そ の 人 生 の 一 部 に な る こと が で きま せん で し た 。 私 は 孤立 し て いて 、 
お 互い に 敵対 し て いる だ け で な く 、 そ の よう な 生活 か ら 完 全 に 孤立 し て いま し た 。 


ある 晩 、 か な り 遅 く な っ て 、 審 議 が 終わ り に 近づき 傍聴 席 が ほぼ 空 に な っ た と き 、 彼 は 私 に 発言 を 許可 
し て くれ まし た 。 私 は 我が国 が ユダ ヤ 人 に 侵略 され た こと を 示 そ うと し まし た 。 侵 略 が 最も 大 きい 場所 で 
は 、 人 間 の 悲惨 さ は 最も 恐 ろ し いも の で す 。 マ ン ム レシ で は 、 私 た ちの 土地 に ユダ ヤ 人 が 存在 し 始め まし 
た 。 
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ルー マニ ア 人 の 死 を 予見 し た 。 彼 ら の 数 が 増え る と 、 私 た ち は 死ぬ だ ろう と いう こと 。 つ い に は 、 ル ー マ ニ ア 国 家 の 指 導 者 た 
ち 、 民 主 主義 ど 政 党 の 世紀 を 築い た 人 々 が 、 こ の 闇 争 で 国民 を 裏切り 、 国 家 的 ある い は 国際 的 な 主要 金融 に 身 を 投じ た と 
いう こと だ 。 


私 は 、 ユ ダ ヤ 人 の 陰謀 と 汚職 の 巣窟 で ある マル モロ シュ 空白 銀行 の ポー ト フ ォ リ オ に は 、 そ の 銀行 が お 金 を 「 貸 し 」 た 政治 
家 が た くさ ん いる こと を 示し まし た 。 ブ ラン シコ 国務 次 官 11.000 レイ 。 Mr. の バン カッ タラ ネ ア ス カ 


ダビ リア 、4,677,000 レ イ 。 ル ニア ン さ ん 407,000 レイ 。 マ ドジ ャ ー ル さん 401,000 レ イ 。 フ ィ リ ペ ス ク 氏 1,265,000 
レイ 。 ラ ドゥ カヌ 氏 3,450.000 レ イ 。 ラ ドゥ カヌ 銀行 10.000.000 レイ 。 氏 
パン ガル (ルー マニ ア の スコ ティ ッシュ ライ ト ・ フ リー メー ソン 団長 )3,.800.000 レ イ 。 テ ィ ト ゥ レス ク 19,000,000 レイ - 彼ら 全 
員 が ルー マニ ア の 公 的 生活 の 指導 者 で す 。 
「 こ れ ら 以外 に も 、 他 に も た くさ ん あり ます が 、 私 は その リス ト を 手 に 入れ る こと が で きま せん で し た 。 
誰か が 「 こ れ は 借り た お 金 で す 、 必 ず 返 済 
し ます 」 と 私 を 遮り まし た 。 
私 は こう 答え まし た 。「 こ れ が 返さ れる か どう か は 、 わ か り ま せん 。 し か し 、 一 つ だ け 言っ て お きま す 。 そ の よう な 人 金融 源 
か ら お 金 を 借り た 人 は 、 権 力 を 握っ た と き に 、 そ の 人 を 満足 させ る 義務 が あり ます 。 「 た と え 彼 が 権力 を 持っ て いな いと し て 
も 、 彼 を 支持 する 」 こ と さえ ある が 、 い ずれ に し て も 、 彼 が 暴露 され る べき と き に 彼 を 暴露 し な いよ うに する 。 


コ 


それ か ら 私 は 、 否 定 の 可能 性 を 排除 し て 、 戦 後 ど の よう に し て ルー マニ ア 国 家 が 国民 に よる 「 国 民 」 の 最も 名 誉 ある 完璧 な 
政府 形態 で ある 民主 主義 の も と で 約 500 億 レイ を 騙し 取ら れ た か を 示し た リス ト を 読み 上 げた 。 ! 「 人 民 の 永続 的 管 
理 」 と いう 基本 理念 を も つ 「 民 主 主 義 」 の 指導 部 は 、 偉 大 な 支配 者 で ある 人 民 が 15 年 間 の 統治 期間 中 に 500 億 レイ と いう 途 
方 も な い 金 額 を 奪わ れ て いた 。 


それ か ら 私 は 民主 主義 に つい て いく つか の 批判 的 な 発言 を し まし た 。 
最後 に 、 私 は 以下 の 7 つの 要求 を 行い まし た 。 1. 不正 
な 公 的 資金 の 取り 扱い 者 に 対す る 死刑 の 導入 を 要求 し ます 。 こ の 時 点 で 、 神 学部 教授 の イス ピル 氏 が 私 を 遮り まし た 。 


コ ド レ アヌ 、 あ な た は 自分 を キリ 

スト 教徒 で あり 、 キ リス ト 教 の 理想 の 宣伝 者 だ と 考え て いま す 。 

あな た が 今 進め た 考え は 非 キ リス ト 教 的 で ある こと を 思い 出さ せ て くだ さい 。」 

私 は こう 答 

えま し た 。「 先 生 、 祖 国 の 死 と 泥棒 の 死 の どちら を 選ぶ か と いう と 、 私 は 泥棒 の 死 を 選び ます 。 泥 棒 が 私 の 国 を 破滅 させ 、 破 壊 
する こと を 許さ な けれ ば 、 自 分 は より 良い クリ スチ ャ ン で ある と 考え ます 。」 。 」 


私 た ち は 、 こ の 貧し い 国 に 血 を 流し た 人 々 の 調査 と 富 の 没収 を 要求 し ます 。 


3. 私 た ち は 、 国 の 利益 に 反する 、 劣 な 個人 的 憶測 や その 他 の 狂信 を 支持 し た 告発 で 有罪 と 証明 で きる すべ て の 政治 家 が 裁 
判 に か けら れる こと を 要求 し ます 。 


4. 私 た ち は 、 将 来 的 に は 、 さ ま ざ ま な 銀行 や 金融 会 社 の 取締 役 会 か ら 政治 家 が 排除 され る こと を 要求 

し ます 。 

5. 私 た ち は 、 私 た ちの 土壌 か ら 富 を 吸い 取り 、 私 た ちの 手 の 働き を 搾取 する た め に ここ に 来 た 冷 酷 な 搾取 者 を 国境 か ら 追放 
する こと を 要求 し ます 。 


6. 我々 は 、 ル ー マ ニ ア の 領土 が ルー マニ ア 国 民 の 譲渡 不可 能 か つ 取 り 消し 不能 な 財産 で ある と 宣言 され る こと を 要 


求 す る 。 
7. 私 た ち は 、 す べ て の 選挙 活動 員 を 派遣 し ノレ ルー マニ ア 国 民 全体 を 心 む や ひ を 一 つ に し て 鼓舞 する 単 一 の 命令 を 確立 す 
る こと を 要求 し ます 。 


これ ら は 、 私 が 最も 緊急 で ある と 感じ た いく つか の 政策 措置 を 公 的 に 策定 する 最初 の 取り 組み で し た 。 そ れ ら は 長期 に わた る 
思考 や イデ オロ ギー の 探求 の 結果 で は な く 、 当 時 ルー マニ ア の 人 々 が 何 を 必要 と し て いた の か を 即座 に 熟考 し た 結果 で し た 。 
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6 か 月 後 、 い くつ か の 非常 に 人 気 の あ る 運動 が 現れ まし た 。 こ れ ら の 運動 は 、 そ の プロ グラ ム の 中 で 私 の 3 

つの 出発 点 と な り ま し た 。1. 死刑 、2. 富 の 調査 3. 政 

治 家 が 取締 役 会 に 参加 する こと の 防止 これ に より 他 の 運動 も 同様 に な り ま し た 。 そ れ ら も 必要 で ある と 考え る 
で し ょ う 。 


民主 主義 に 関す る いく つか の 所 見 


次 の ペー ジ で は 、 若 い 軍 人 や 労働 者 で あれ ば 誰 で も 理解 で きる よう な 方 法 で 、 私 の 日 常 の 経験 か ら 得 た いく つ 

か の 結論 を 提示 し た いと 思い ます 。 私 た ち は 服 を 着 て 、 民 主 主義 の 形 で 生き て いま す 。 そ れ ら は 良い の だ ろう 

か ? ま だ わか り ま せん 。 し か し .、 私 た ち が 目 に し て いる こと が 一 つ あ り ま す 。 そ れ は 、 ヨ ー ロ ッ パ の 最大 か つ 最 も 文明 
的 な 国 の 一 部 が これ ら の 衣服 を 処分 し 新しい も の を 着 て いる と いう こと を 正確 に 知っ て いる と いう こと で す 。 彼 ら は 
良い 人 だ っ た か ら 見 捨て た の で し ょ うか ? 


他 の 国々 も 、 そ れ ら を 排除 し 、 変 える た め に 多大 な 努力 を 払っ てい ます 。 な ぜ ? す べ て の 国 が 狂っ つて し まっ た の だ ろう 
か ? ル ー マ ニ ア の 政治 家 だ けが 全 世 界 で 最も 賢明 な 人 物 で あり 続け た と いう こと だ ろう か ? こ れ は 信じ られ な い 
よう で す 。 も ちろ ん 、 変 えた 人 、 変 えた い 人 に は それ ぞ れ の 理由 が あり ます 。 


し か し 、 な ぜ 私 た ち は 他 人 の 理由 を 気 に す る 必要 が ある の で し ょ うか ? 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 が 民主 主義 の 服 を 
脱ぐ 理由 に も っ と 関心 を 持ち まし ょ う 。 

それ ら を 拒否 する 理由 が な い 場 合 、 そ れ ら が 私 た ち に 適し て いる 場合 、 た と え ヨ ー ロ ッ パ 全体 が それ ら を 拒否 し た と し て も 、 私 た ち は そ れ ら 
を 保持 し な けれ ば な り ま せん 。 し か し 、 そ れ ら は 私 た ち に と っ て も 良く あり ませ ん 。 理 由 は 次 の と お り で す 。 1. 

民主 主義 は ル 

ー マ ニ ア 国 民 の 団結 を 破壊 し ノル ー マ ニ ア 国 民 を 政党 に 分 裂 さ せ 扇動 し 、 そ の 結果 、 団 結 を 崩壊 させ 、 歴 史上 の 困 
難 な 時 期 に ユダ ヤ 権 力 の 統一 ブロ ッ ク に 直面 させ る こと に さら し て いる 。 こ の 議論 だ け で も 、 私 た ちの 存在 に 

と っ て 非常 に 深刻 で ある た め 、 私 た ち が 団 結 を 保証 で きる あら ゆる も の 、 つ まり 私 た ちの 生活 、 つ まり 私 た ちの 生活 を 
保証 する た め に この 民主 主義 を 変え る 

十分 な 理由 と な る で し ょ う 。 な ぜ な ら 私 た ちの 不一致 は 死 を 意味 する か ら で す 。 


2. 民主 主義 は 何 百 万 も の ユダ ヤ 人 を ルー マニ ア 国 民 に し 、 彼 ら を ルー マニ ア 人 と 平等 に し 、 国 家 に お ける 平等 な 
権利 を 与え ます 。 平 等 ? 何 を 根拠 に ? 

私 た ち は こ こ に 何 千年 も 住ん で いま す 。 竹 と 武器 を 使っ て 。 私 た ちの 仕事 と 皿 と と も に 。 な ぜ 私 た ち は こ こ に ほぼ 100 
年 、10 年 ある い は 5 年 も 住ん で いる 人 々 の よう に な ら な けれ ば な ら な い の で し ょ うか 3? 振り 返っ て みる と 、 こ の 
状態 を 作っ た の は 私 た ち で す 。 将 来 に 目 を 向け る と 、 大 ルー マニ ア の 存在 に 対す る 歴史 的 責任 の すべ て を 負う の 
は 私 た ち ル ー マ ニ ア 人 で す 。 彼 ら に は 何 も あ り ま せん 。 ル ー マ ニ ア 国 家 の 有 崩壊 に つい て ユダ ヤ 人 は 歴史 に 対し て ど 
の よう に 責任 を 負う こと が で きる の で し ょ うか ? 要 約 す る と 、 彼 ら は 仕事 、 欄 牲 、 そ し て 犠牲 に お いて 平等 で は あ 

り ま せん 。 


国家 を 創設 し た 闘争 も 、 そ の 将来 に 対す る 同等 の 責任 も あり ませ ん 。 
平等 ? 古 代 の 格言 に よれ ば 、 平 等 と は 、 不 平等 な も の を 不平 等 に 扱う こと を 意味 し ます 。 ユ ダ ヤ 人 は どの よう な 
根拠 に 基づい て ルー マニ ア 人 と の 平等 な 扱い や 平等 な 政治 的 権利 を 要求 する の で し ょ うか ? 


3. 民主 主義 に は 努力 を 継続 する こと が で き な い 。 1 年 2 年 、3 年 程度 の 政権 を 担う 複数 の 政党 に 分 か れ て いる た 
め 、 長 期 的 な 計画 を 立て て 実行 する こと は で き な い 。 一 方 の 当事者 が 、 他 方 の 当事者 の 計画 や 努力 を 無効 に し ま 
す 。 今 日 ある 人 に よっ て 考案 され 、 構 築 さ て た も の は 、 次 の 日 に は 破壊 され ます 。 


他 の 。 建 設 が 必要 な 国 、 そ の 建設 その も の が 歴史 的 瞬間 と な る 国 に お いて 、 民 主 主 義 に 対す る この 障害 は 償 威 
と な る 。 そ れ は あたかも 農場 で 所 有 者 が 毎年 変わ り 、 そ れ ぞ れ が 異な る 計画 を 考え 出し 、 前 任 者 が 行っ た こと を 廃 
止 し 、 明 日 来る 次 の 所 有 者 に よっ て ヨー ク が 一 掃 さ れる だ け で ある か の よう で す 。 


4. 民主 主義 に より 、 政 治 家 は 国家 に 対す る 義務 を 果たす こと が で き な く な る 。 
民主 主義 で は 、 最 大 の 善意 を 持っ た 政治 家 が 支持 者 の 奴隷 に な る 。 彼 は 個人 的 な 欲求 を 満た すか 、 そ う で な 
けれ ば 彼ら は 彼 の 支持 を 破壊 し ます 。 政 治 家 
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彼ら は 選挙 代理 人 の 圧政 と 永続 的 な 脅威 の 下 で 暮らし て いる 。 彼 は 自分 の 生涯 の 仕事 を 辞任 する か 、 支 持 
者 が 満足 する か の どちら か を 選択 する 立場 に 置か れ て いる 。 そ し て 政治 家 は 自分 の 欲望 を 満た す 。 ポ 

ケッ ト か ら で は な く 、 国 の ポケ ッ ト か ら 。 そ れ は 雇用 、 事 務 所 、 使 節 団 、 委 員 会 、 国 家 予 算 を 生み 出し 、 こ れ ら す 
べ て が 国家 予算 に 過剰 な 負担 を 与え 、 ま すま す 猫 背 に な っ て いる 人 々 に 負担 を 与え て いま す 。 


5. 民主 主義 に は 権威 が あり ませ ん 。 制 裁 する 権限 は あり ませ ん 。 政 党 は 、 支 持 者 を 失う こと を 恐れ て 、 突 盗 や 
横領 な ど 、 何 百 万 人 も の スキ ャ ンダ ラス な 事業 で 生計 を 立て て いる 人 々 に 対し て 制 吉 を 加え な い 。 ま た 、 政 
敵 が 自ら の 翌 し い 取引 や 不正 行為 を 暴露 する こと を 防ぐ た め 、 政 敵 に 対し て いか な る 制裁 も 適用 し 

な い 。 


6. 民主 主義 は 巨大 金融 に 奉仕 し て いる 。 

高価 な シス テム と さま ざま な グル ー プ 間 の 競争 の た め 、 民 主 主義 に は 多額 の 資金 が 必要 で す 。 当 然 の 結果 と 
し て 、 彼 は 補助 金 に よっ て 彼 を 従属 させ る 巨大 な ユダ ヤ 人 の 国際 金融 の 奴 款 と な か る 。 こ の ファ ビオ ン 

で は 、 人 々 の 運命 が 銀行 家 カ ー ス ト に 引き 渡さ れ ま す 。 


選挙 、 選 択 、 世 襲 
は その 意志 、 つ の 方 式 に 従っ て 導 か れる わけ で は な い 。 の 意志 に の で も 独裁 
人 の 悪 庄 > つ まり 民 主 主義 方 式 に 従っ て 導 か れる わけ な い 。 個 人 の 意志 に よる も の で も 、 独 裁 
た だ し 法律 に 従っ て 。 私 は ここ で 人 間 が 作っ た 法律 に つい て 話し て いる の で は あり ませ ん 。 人 生 に は 規 
範 、 自 然 の 法則 が あり ます 。 そ し て 規範 、 死 の 自然 法則 、 生 の 法則 、 そ し て 死 の 法則 が あり ます 。 こ れ ら の 法律 
の いずれ か を 尊重 する か どう か に 応じ て 、 国 家 は 生死 に 向かう こと に な り ま す 。 


答え が 残さ れ て いな い 疑 問 が 1 つ あ り ま す 。 こ の 国 の 誰が これ ら の 規範 を 直観 的 に 理解 し た り 知 っ た り で きる の で 

し ょ うか ? 人 々 ? 群 衆 ? そ うな れ ば か な り 期 待 で きる と 思い ます 。 多 く の 人 は も っ と 単純 な 法則 を 理解 し て いま せん 。 
この こと は 、 理 解 し て も ら う よう 繰り 返し 促す こと に よっ て 彼ら に 説明 し な けれ ば な り ま せん 、 そ う で す 、 必 要 で あれ ば 
罰 を 加え る こと で も そう で す 。 


ここ で は 、 人 々 の 生活 に 不可 欠 な 法律 の 例 を いく つか 紹介 し ます が 、 多 く の 人 は ほとん ど 理 解 し て 

いま せん 。 伝 染 病 の 場合 、 病 人 は 隔離 され な けれ ば な ら ず 、 一 般 的 な 消毒 が 必要 で す 。 太 陽光 が 家 に 
入る 必要 が ある た め 、 家 に は 大 き な 窓 が 必要 で す 。 牛 が より 適切 に 餌 を 与え られ 、 世 話さ れれ ば 、 人 
間 の 栄養 と な る より 多く の 収量 が 得 ら れる だ ろう 、 な ど 。 


大 衆 が その 生活 に 直ちに 必要 な いく つか の 法則 を 理解 し て いな いか 、 あ る い は 理解 する の が 困難 で ある 
場合 、 民 主 主義 に お いて は 自ら 主導 し な けれ ば な ら な い 大 衆 が 、 最 も 困難 な 自然 法則 を 理解 で きる な ど と 
誰が 想像 で きる で し ょ うか 。 あ る い は 、 人 間 の リー ダー シッ プ に 関す る 最も 微妙 で 知覚 で き な い 規範 、 つ まり 自 
分 自身 、 自 分 の 人 生 、 生 活 必 需 品 を 超え て 投影 され る 規範 、 あ る い は 人 間 に 直 接 適用 され る の で は な く 、 よ り 高 
次 の 存在 で ある 国家 に 適用 され る 規範 を 誰が 直観 的 に 知る で し ょ うか ? 


パン 、 靴 、 働 、 作 物 、 路 面 電車 を 作る に は 、 専 門 化す る 必要 が あり ます が 、 国 家 と いう 最も 要求 の 厳し い 方 向 に 
特 化す る 必要 は な い の で し ょ うか ? 一 定 の 資質 を 持つ 必要 は な い の で し ょ うか ? 


結論 。 民 族 は 自ら を 統治 する 能力 が あり ませ ん 。 エ リー ト に よっ て 統治 され る べき だ 。 

つま り 、 そ の 儲 に 生ま れ 、 特 定 の 適性 と 専門 性 を 備え た 男性 の カテ ゴリ ー を 通じ て 。 ミ ツバ チ が 自分 た ちの 「 女 王 」 を 
生み 出す の と 同じ よう に 、 人 々 は 自分 た ちの エリ ー ト を 生み 出さ な けれ ば な り ま せん 。 

同様 に 、 群 衆 も その 必要 に 応じ て 、 そ の エリ ー ト 、 つ まり 国家 の 賢人 た ち に 訴え ます 。 


この エリ ー ト 、 つ まり 群衆 を 選ぶ の は 誰 で し ょ うか 2? あらゆる 「 ア イデ ア 」 や 公職 候補 者 へ の 投票 に 対し て 
支持 者 を 見 つけ る こと が で きま す 。 し か し 、 こ れ は これ ら の 「 ア イデ ア 」 、「 法 律 」 、 ま た は 「 候 補 」 に 対す 
る 人 々 の 理解 に 依存 する の で は な く 、 ま っ た く 別 の も の 、 つ まり 個人 の 能力 に 依存 し ます 。 
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群衆 の 療 意 を 勝ち 取り ます 。 群 衆 ほ ど 意 見 が 気まぐれ で 不安 定 な も の は あり ませ ん 戦後 、 こ の 群衆 は 今度 

は 、 リ ベラ ル 派 、 国 家主 義 者 、 民 族 農 民 、 イ ン ド 人 な ど を 嫌悪 し 、 一 人 一 人 に 敬礼 し た が 一 年 後に は 一 人 

一 人 に 嘩 を 吐き か け 、 自 ら の 間違い 、 方 向 伯 の 誤り 、 無 能 を 認め た 。 彼 ら の 選択 基準 は 「 他 の も の を 試し て みよ う 」 
で す 。 


し た が っ て 、 選 択 は 判断 力 や 知識 に 基づい て 行わ れる の で は な く 、 無 計画 に 、 そ し て 運 に 頼っ て 行わ れ ま す 。 


ここ に 2 つの 相反 する 考え が あり ます 。1 つ は 真実 で 、 も う 1 つ は 嘘 で す 。 真 実は 一 つ し か あり 得 な い が 、 探 求 

され て いる 。 質 問 は 投票 に か けら れ ま す 。 1 つの アイ デア は 10,000 票 、 も う 1 つ は 10,050 票 を 獲得 し ま 

す 。 50 票 程度 で 真実 を 判断 する か 否 か を 決め る こと は 可能 で し ょ うか ? 真 実は 多数 派 か 少数 派 か に 依存 し ま 
せん 。 そ れ は 独自 の 法律 を 持っ て お り 、 結 局 の と ころ 、 た と え 圧 倒 的 多数 で あっ て も 、 す べ て の 多数 派 に 対し て 勝利 し 
ます 。 


幾何 学 に お いて ピタ ゴラス の 定理 が その 有効 性 を 決定 する か 否定 する か を 多数 の 投票 に 要 ね る こと が で きる の と 
同じ よう に 、 真 実 の 発見 を 多数 決 に 委ね る こと は で きま せん 。 あ る い は 、 ア ン モ ニア を 製造 する 化学 者 が 窒素 と 
水素 の 量 を 投票 に 参加 させ な い の は な ぜ か 。 あ る い は 、 何 年 に も わた っ て 農業 と その 法律 を 研究 し て きた 農学 者 
が 、 投 票 に よっ て その 正当 性 を 自分 に 納得 させ よう と し て いる 群衆 に どの よう に 訴え る 必要 が な い の か 。 


国民 は エリ ー ト を 選べ る の か ? で は 、 な ぜ 兵 士 た ち は 最良 の 将軍 を 選ば な い の で し ょ 
うか ? 選 択 で きる よう に する た め に 、 こ の 集団 障 審 は 以下 の こと を よく 知っ て いる 必要 が 
あり ます : a) 

戦略 、 戦 術 、 組 織 な どの 法則 、 お よび b) 関係 する 個人 が スキ 

ル や 知識 に よっ て これ ら の 法則 に どの 程度 準拠 し て いる か 。 


PR 月 な 選択 を する こと は で きま せん 。 群 衆 が その エリ ー ト を 選び た い の で あれ ば . 必 
は 周夫 機関 の 指導 法 と 、 こ の 指導 者 の 候補 者 が その 資格 と その 法律 の 知識 に どの 程度 適合 し て いる か を 知ら な けれ 
は 


し か し 、 群 衆 は これ ら の 法律 も 候補 者 も 知る こと が で きま せん 。 だ か ら こ そ 、 私 た ち は 、 国 の 支配 エリ ー ト は 群衆 に よ 
っ て 選ば れる こと は で き な い と 信じ て いま す 。 こ の エリ ー ト を 選出 し よう と する こと は 、 そ の 国 の 詩人 、 作 家 、 整 備 士 、 
飛行 士 、 ス ポー ツ 選 手 に な る べき 人 を 多数 決 で 決め る よう な も の で す 。 


この よう に 、 民 主 主義 は 選挙 の 原則 に 基づき 、 自 ら エ リー ト を 選ぶ と いう 根本 的 な 誤り を 犯し て お り 、 そ こ か ら 私 た 
ちの 村 の 悪 、 無 秩序 、 悲 惨 な 状態 全体 が 発展 する こと に な る 。 私 た ち は こ この 首都 で プレ ー し て いる 。 な ぜ な ら 、 他 の 
すべ て の 誤り は 民主 主義 的 概念 の この 誤り か ら 生 じ て い る と 言え る か ら で す 。 


大 衆 が 自分 た ちの エリ ー ト を 選ぶ よう に 求め られ た と き 、 彼 ら は 一 人 を 見 つけ て 選ぶ こと が で き な い だ け で な 
く 、 さ ら に 、 少 数 の 例外 を 除い て 、 国 内 の 最悪 の 人 物 を 選ん で し まい ます 。 


民主 主義 は 国 の エリ ー ト を 排除 する だ け で な く 、 そ れ を 国家 の 最悪 の 者 に 置き 換え ます 。 

民主 主義 は 、 ま っ た く 何 の 迷い も 道徳 も な い 人 間 を 選出 する 。 よ り 良 い 報 酬 を 支払 う 入 々 、 し た が っ て より 大 き な 
腐敗 の 力 を 持つ 人 々 。 マ ジ シ ャ ン 、 ペ テン 師 、 扇 動 者 、 選 挙 運動 中 に それ ぞ れ の 分 野 で 優れ た 人 物 と な る 

で し ょ う 。 何 人 か の 善良 な 人 々 は 、 た と える 真正 の 政治 家 で あっ て も 、 彼 ら を 通り 過ぎ る こと が で きま し た 。 し か し 、 
彼ら は 最初 の 奴隷 に な か る で し ょ う 。 


国 の 真 の エリ ー ト は 、 そ の 基準 に 基づい て 競争 する こと を 拒否 する た め 、 敗 北 し 、 排 除 さ れる で し ょ う 。 彼 は 後退 し て 隠 
れ た まま に な る だ ろう 。 し た が っ て 、 国 家 に と っ て 致命 的 な 結果 に な り ま す 。 国 家 が 、 こ の 世 で 最も 最悪 で 、 最 も 腐 

敗 し 、 最 も 病 ん だ 人 々 で 構成 され る 、 い わ ゆ る 「 エ リー ト 」 に よっ て 指導 され て いる と き 、 な ぜ 国 家 が 破滅 する 運命 

に ある の か を 尋ね る こと は 許さ れる こと で は な いで し ょ うか ? 


し た が っ て 、 こ こ に 他 の すべ て の 悪 の 原因 が あり ます ..… 国 中 の 不道徳 腐敗 、 そ し て 欲望 。 国 家財 産 の 初 盗 と 略 春 。 
人 々 の 血 な まぐ さい 搾取 。 家 庭 内 の 貧困 と 悲惨 さ 。 あ ら ゆ る 役割 に お ける 義務 感 の 欠如 。 国 家 の 無秩序 と 混 
乱 。 全 員 の 侵略 
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お 金 を 持っ た 外国 人 か ら の 指示 、 例 えば 商品 が ピッ タリ ス で 売ら れ て いる 破産 し た 店 を 買い に 来る な ど 。 国 が 競売 に か 
けら れる 。 


「 誰 が も っ と 払う の ? 結局 の と ころ 、 民 主 主 義 が 私 た ち を 導く の は そこ で す 。 
ルー マニ ア で は 、 特 に 戦後 、 民 主 主 義 が この 選挙 制度 を 通じ て 、 勇 気 や 祖国 愛 、 犠 牲 で は な く 、 祖 国 へ の 裏切り に 基 づ 
いた ロー マ 系 ユダ ヤ 人 の 「 国 民 エ リー ト 」 を 生み 出し て きた 。 、 個 人 的 な 利益 の 充足 、 賭 略 、 影 響 力 の 行商 搾取 や 横領 
に よる 富裕 化 、 初 盗 、 卑 劣 さ 、 あ ら ゆる 敵 を 打ち 倒す た め の 陰 課 。 


この 「 国 家 エ リー ト 」 が この 国 を 指導 し 続け れ ば 、 ル ー マ ニ ア 国 家 の 破 壊 を も た ら す だ ろう 。 し た が っ て 究極 的 に 

は 、 今 日 ルー マニ ア 国 民 が 直面 し 、 他 の すべ て の 人 々 が 依存 し て いる 問題 は 、 こ の 偽り の エリ ー ト を 、 美 徳 、 国 へ の 愛 と 
犠牲 、 正 義 と 国民 へ の 愛 、 誠 実 さ に 基づい た 真 の 国家 エリ ー ト に 置き 換え る こと で ある 。 仕 事 、 秩 序 、 規 律 、 誠 実 な 扱 
い 、 そ し て 和 名誉 。 


誰が この 置き 換え を 行う の で し ょ うか 2? 誰が この 王室 エリ ー ト を 指導 者 の 地位 に 据え る べき で し ょ うか ? 
私 は 答え ます 洛 衆 以外 の 誰 で も 。 私 は 「 民 主 主義 」 以 外 の あら ゆる 制度 を 認め ます が 、 そ れ が ルー マニ ア 国 民 を 殺す と 私 は 
考え て いま す 。 


ルー マニ ア の 新しい エリ ー ト は 、 世 界 の 他 の エリ ー ト と 同様 に 、 社 会 的 混 汰 の 原則 に 基づい て いな けれ ば な り ま せん 。 
言い 換え れ ば 、 特 定 の 資質 を 与え られ 、 そ の 後 培 われ る 人 々 の カテ ゴリ ー は 、 国 家 の 本 体 、 つ まり 、 土 地 と 国 に 永久 に 愛 
着 を 持っ て いる 健康 な 農民 と 労働 者 の 大 多数 か ら 自 然 に 選択 され ます 。 こ の カテ ゴリ ー の 人 々 は 、 私 た ちの 国 を 導く 
運命 に ある 国家 エリ ー ト に な り ま す 。 


いつ 群衆 に 相談 で きま すか ? い つつ 相談 すべ き で すか ? 自 分 の 将来 に 影響 を 与え る 重大 な 決断 を する 前 に 、 で きる 
か どう か 、 あ る 道 を 歩む 精神 的 な 準備 が で き て いる か どう か 、 自 分 の 言葉 を 言う た め に 相談 を 受け な けれ ば な り 
ませ ん 。 

彼 は 自分 の 運命 に 影響 を 与え る 問題 に つい て 相談 し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ が 国民 と の 協議 の 意味 す 

る と ころ で す 。 そ れ は 国民 に よる エリ ー ト の 選出 を 意味 する も の で は な い 。 


し か し 、 私 は 私 の 質問 を 繰り 返し ます 。「 誰 が エリ ー ト 内 で 全員 の 位置 を 割り 当て 、 誰 が 全員 を 評価 する の か ? WBO 
が 選抜 を 確立 し 新しい エリ ー ト の メン バー を 祀る の か ? 」 私 は 「 元 エリ ー ト で す 」 と 答え ます 。 


後者 は 、 選 択 し た り 名 前 を 付け た りす る の で は な く 、 各 自 を 自分 の 能力 と 道徳 的 価値 に よっ て 昇天 し た 場所 に 聖 別 し ま 
す 。 奉 献 は 、 エ リー ト の 長 が 彼 の エリ ー ト と 協議 し て 行い ます 。 し た が っ て 、 国 家 エ リー ト は 、 そ の 代わ り に 情報 を 提 
供する エリ ー ト を 残す よう に 注意 し な けれ ば な ら な い が 、 エ リー ト は 世襲 の 原則 に 基づい て お ら ず 、 最 も 厳格 に 適 

用 され る 社会 的 選択 の 原則 に の み 基づい て いる . 遺 伝 の 原理 だ け で は 十分 で は あり ませ ん 。 社 会 的 海 汰 の 原理 に よ 

れ ば 、 国 の 奥深 く か ら の 要素 に よっ て 継続 的 に 活性 化 さ れ 、 エ リー ト は 常に 精力 的 で あり 続け る 。 主 な 歴史 的 

誤り は 、 選 抜 の 原理 に 基づい て エリ ー ト が 創設 され た が 、 そ の 翌日 に は それ を 生み 出し た 原理 その も の を 放棄 し 、 世 

襲 の 原理 に 置き 換え 、 こ うし て 不当 で 非難 され た 者 た ち を 祭り 上 げた こと だ っ た 。 生 まれ な が ら の 特権 制度 。 そ れ は この 
間違い に 対す る 抗議 で し た 。 退 廃し た エリ ー ト の 排除 の た め 。 そ し て 出生 に よる 特権 の 廃止 の た め に 、 こ の 民主 
主義 が 誕生 し まし た 。 選 択 原理 の 放棄 は 偽り の 堕落 し た エリ ー ト を 生み 出し 、 そ れ が 民主 主義 の 逸脱 に つなが 

っ た 。 


選択 の 原理 は 、 選 挙 の 原理 と 世襲 の 原理 の 両方 を 排除 し ます 。 そ れ ら は 互い に 打ち 消し 合い ます 。 そ れ ら の 間 に は 対 
立 が あり ます 。 な ぜ な ら 、 選 択 の 原則 が あり 、 そ の 場合 に は 群衆 の 意見 と 投票 は 重要 で は な い 、 あ る い は 後者 が 特 
定 の 候補 者 に 投票 する た め 、 そ の 場合 に は 選択 は も は や 機能 し な いか ら で あ る 。 
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同様 に 、 社 会 的 選択 の 原理 が 採用 され る 場合 、 遺 伝 は 何 の 役割 も 果たし ませ ん 。 こ れ ら 2 つの 原則 は 、 相 続 人 が 選択 の 法則 に 適合 し な い 
限り 両立 で きま せん 。 


も し 国家 に 真 の エリ ー ト 、 つ まり 第 一 人 者 が 第 二 人 者 を 指名 し な いと し た ら ど うな る で し ょ うか ? 
私 は 、 議 論 の 余地 の な い 真 実 を 含む 一 文 で 答え ます 。 こ の 場合 、 真 の エリ ー ト は 、 堕 落し た エリ ー ト 、 つ まり 偽り の エリ ー ト と の 戦争 か 
ら 生 まれ ます 。 そ れ は 選択 の 原則 に も 当て は まり ます 。 


し た が っ て 、 要 約 す る と 、 エ リー ト の 役割 は 次 の と お り で す 。 

国民 の 生活 の 法則 に 従っ て 国家 を 導く こと 。 b) 世襲 の 原理 で は な く 選 択 の 原理 に 基づい て 世襲 エリ ー ト を 

残す 。 エ リー ト だ けが 人 生 の 法則 を 知っ て お り 、 人 々 が スキ ル と 知識 に よっ て これ ら の 法則 に どの 程度 準拠 し て いる か を 判断 で きる 
か ら で あ る 。 そ れ は 庭師 が 自分 の 庭 で 働き 、 死 ぬ 前 に 後継 者 を 残せ る よう 世話 を する よう な も の で す 。 


な ぜ な ら 、 彼 と 一 緒 に 働く 人 々 の 中 で 誰が 彼 の 代わ り に な っ て 仕事 を 続け る の に 最適 で ある か は 彼 だ けが 言え る か ら で す 。 


エリ ー ト は 何 に 基づい て 設立 され る べき で すか が ? a) 
魂 の 純粋 さ 。 b) 仕事 と 創造 性 の 能力 。 c) 勇気 。 d) 困難 な 生活 と 、 国 家 が 直面 する 困難 に 対す る 永続 的 な 
戦争 。 そ う で す ) 


仙 和 、 つ まり 富 の 鞭 積 を 自発 的 に 放棄 する こと 。 f) 神 へ の 信仰 。 g) 
愛 o 


私 た ちの これ まで の 活動 は キリ スト 教会 と 同じ 道 を た どっ て きた の か と 尋ね られ まし た -。 私 は 答え ます 、 私 た ち は 自分 た ち が 従 う 路 線 と 
キリ スト 教会 の 路線 を 大 きく 区 別して いま す 。 教 会 は 私 た ち を 上 か ら 支 配 し ます 。 そ れ に は 完璧 さと 崇高 さ に 達し ます 。 私 た ちの 行 
動 を 説明 する た め に この 計画 を ダウ ン ロ ー ド する こと は で きま せん 。 


私 た ち は 、 自 分 の 行動 、 す べ て の 行為 や 思考 に よっ て 、 こ の 線 に 向かう 傾向 が あり 、 肉 の 罪 と 原罪 へ の 堕落 の 重 さ が 許す 限り 、 自 分 自身 
を この 線 に 引き 上 げ ま す 。 私 た ち が 世 俗 的 な 努力 を 通じ て その 線 に 向かっ て どこ まで 上 昇 で きる か は まだ わか り ま せん 。 


個人 、 国 民 集 団 、 国 家 


「 人 権 」 は 、 他 の 人 間 の 権利 に よっ て 制限 され る だ け で な く 、 他 の 権利 に よっ て も 制限 され ます 。 3 つの 異な る 実体 が あり ます 。 1. 個 
人 。 


2. 現在 の 国民 集団 、 つ まり 、 特 定 の 州 で 特定 の 状態 に 住ん で いる 、 同 じ 国民 の すべ て の 個人 の 全体 


時 間 。 
3. 国家 、 そ の 生涯 は 何 世紀 に も わた っ て 広がり 、 そ の ルー ツ は 時 間 の 邑 の 中 に 深く 根ざし 、 無 限 の 未来 を 持っ て いま す 。 


「 人 権 」 に 基づく 民主 主義 の 新た な 大 き な 間違い は 、 こ れ ら 3 つの 主体 の うち の 1 つ で ある 個人 の み を 認識 し 、 関 心 を 示す こと で 
す 。 2 番目 を 無視 する か 天 活 し 、3 番 目 を 否定 し ます 。 


彼ら に は 全員 、 権 利 と 義務 が あり 、 生 存する 権利 と 、 他 の 二 人 の 生存 権 を 侵害 し な い 義務 が あり ます 。 民 主 主義 は 個人 の 権利 の み を 保証 
する こと に 関心 が あり ます 。 だ か ら こ そ 、 私 た ち は 民 主 主 義 に お いて 恐る べき 転換 を 目の当たり に し て いる の で す 。 個 人 は 、 自 分 の 無制限 
の 権利 に よっ て 、 集 団 全体 の 権利 を 強奪 で きる と 信じ て お り 、 そ れ を 踏み に じ っ た り 盗 ん だ り で きる と 考え て いる 。 し た が っ て 、 民 主 主 
義 で は 、 個 人 が 自分 の 個人 的 利益 以外 の こと を 何 も 認め な いこ の 無秩序 な 、 こ の 悲痛 な 場面 が 目撃 され ます 。 


次 に 、 国 民 集団 は 、 現 在 の 利益 の た め に 将来 、 つ まり 国民 の 権利 を 犠牲 に する 恒久 的 な 傾向 を 示し ます 。 こ れ が 、 私 た ち が 森 林 、 鉱 山 、 石 油 
埋蔵 量 の 無慈悲 な 搾取 と 貴 外 を 目の当たり に し 、 何 百 も の ルー マニ ア の 世代 が いる こと を 忘れ て いる 理由 で あり 、 私 た ちの 後に 続く で 
あろ う 私 た ちの 子供 た ちの 子供 た ち も ま た 生き て 人 生 を 続け る こと を 期待 し て いる の で す 。 
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私 た ちの 国 の 。 民 主 主 義 に よっ て 引き 起こ され た この 大 変動 関係 の 断絶 は 、 真 の 無政府 状 
態 、 自 然 秩 序 の 混乱 を 構成 し 、 今 日 の 社会 に お ける 不安 状態 の 主 な 原因 の 一 つ で す 。 


調和 は 自然 の 秩序 を 回 復 す る こと に よっ て の み 回 復 す る こと が で きま す 。 

個人 は 上 位 の 存在 で ある 国家 集団 に 従属 し な けれ ば な ら ず 、 国 家 集 団 も また 国家 に 従属 し 
な けれ ば な り ま せん 。 「 人 権 」 は も は や 無制限 で は な く 、 国 民 集 団 の 権利 に よっ て 制限 
され 、 さ ら に 国民 集団 の 権利 に よっ て 制限 され る 。 


最後 に 、 民 主 主義 に お いて は 、 少 な く と も これ ほど 多く の 権利 を 享受 し て いる 個人 は 素晴らし い 
生活 を 送っ て いる よう に 見 える で し ょ う 。 し か し 現実 に は 、 こ れ が 民主 主義 の 究極 の 悲劇 で す 
が 、 個 人 に は 何 の 権 利 も あり ませ ん 。 我 が 国 に お ける 集会 の 自由 、 執 筆 の 自由 、 良 心 の 自由 は 一 
体 ど こ に ある の で し ょ うか ? 個 人 は 恐 
怖 、 包 囲 状態 、 検 閥 の 下 で 生き て いま す 。 最 も 横暴 な 指導 者 の 下 で の よう に 、 何 干 人 も の 人 々 が 逮 捕 
され 、 は 信介 の た に 死 用 に 信 せ と られ る 人 も いま す 。 集会 が 禁止 され 、 何 千 人 も の 人 々 
が 投票 を 妨げ られ 、 虐 待 さ れ 、 害 の 脅迫 を 受け 、 殺 害さ れ て いる と き 、 そ の 運命 を 決定 する 

「 主 権 ある 大 衆 の 権利 」 は ど ー に ある の で し ょ うか ? あ な た は こう 言う だ ろう 、「 そ うだ が 、 
この 人 た ち は 憲 法 を 変え 、 私 た ちの 自由 を 制限 し 、 別 の 形態 の 政府 を 即位 させ よう と し て いる の 
ys 旨 


「 民 主 主 義 は 、 国 民 が 自ら の 運命 5 を 決定 し た り 、 憲 法 や 政府 形態 を 好き 勝手 に 変更 し た りす 
る 自由 は な いと 主張 で きる だ ろう か 。 多 か れ 少 な か れ 自 分 の 望む よう に 自由 に 生き る に は ? 


これ は 究極 の 悲劇 で す 。 

現実 に は 、 民 主 主 義 に お いて 人 間 に は 何 の 権利 も あり ませ ん 。 彼 は 国民 集団 や 国家 を 支持 

し て 彼ら を 失っ た の で は な く 、 銀 行 家 や 選挙 人 か ら な る 政治 金融 カー スト を 支持 し て 彼ら を 失 

っ た の で ある 。 最 後に 、 個 人 に 対す る 最後 の 慈善 で す 。 フ リー メー ソン の 民主 主義 は 、 こ の 地球 上 で 
平和 の 使徒 を 装い な が ら 、 同 時 に 人 間 と 神 と の 間 の 戦 

争 を 宣言 する 、 前 例 の な い 背信 行為 に よっ て 実現 され まし た 。 


人 間 間 の 平和 と 神 に 対す 戦争 。 

邪悪 な 者 は 、「 人 々 の 間 の 平和 」 と いう 救い 主 の 言葉 を 利用 し て 、 彼 を 人 類 の 敵 と し て 非難 し 、 示 し 
な が ら 、 自 分 自身 を 「 平 和 」 の 使徒 に 変え る こと に あり ます 。 さ ら に 、 こ の 背信 行為 は 人 々 

の 命 を 救い た いと 見 せ か け な が ら 、 実 際 に は 人 々 を 死に 導く こと で も ある 。 戦 争 か ら 自 分 た ちの 命 
を 救っ た ふり を し て 、 彼 ら を 悪魔 の よう に 永遠 の 滅び に 追い 込む の だ 。 
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国家 


私 た ち が ル ー マ ニ ア 国 民 と 言う と き 、 そ れ は 同じ 領土 に 住み 、 同 じ 過 去 、 同 じ 未 来 、 同 じ 服 装 を 共有 する すべ 
て の ルー マニ ア 人 だ け を 意味 する の で は な く 、 生 者 も 死者 も 含め て 最初 か ら こ の 土地 に 住ん で いる すべ て の 
ルー マニ ア 人 を 意味 し ます 。 歴 史 の 。 そ し て 私 は ここ で 未来 も 生き ます 。 


国家 も 含め て 。 
1. 現在 生存 し て いる すべ て の ルー マニ ア 人 2. 

私 た ちの 死者 の すべ て の 魂 と 先祖 の 墓 、3. これ か ら ル ー マ ニ ア 人 と し て 生ま れる すべ て の 
人 。 人 々 は 、 自 分 自身 の 目標 だ け で な く 、 そ の 全体 を 認識 する と き に 、 自 分 自身 を 認識 し ます 。 


この 国 に は 次 の も の 

が あり ます 。 1. 物理 的 お よび 生物 学 的 遺産 、 つ まり その 血 肉 。 

2. 物質 的 遺産 - あな た の 国 の 土壌 と その 富 。 

3. 以下 を 含む 精神 的 遺産 : a) 

神 、 世 界 、 人 生 に つい て の あな た の 概念 。 こ の 概念 は 領域 、 つ まり 精神 的 な 特性 を 形成 し ます 。 こ の 領域 の 
境界 は 、 そ の 概念 の 0 明る さ が 到 達する 地平 線 に よっ て 決ま り ま す 。 国 民 精 神 の 国 、 刻 示 や 自ら の 努力 に よっ て 
得 た ビジ ョ ン の 国 が あり ます 。 


b) この 国 が その 歴史 を 通じ て 、 神 、 世 界 、 生 命 に つい て の 概念 か ら 発せ られ る 規範 に 準拠 し て きた 度合 い に お い 
て 輝く 彼 の 栄誉 。 c) 

彼ら の 文化 、 芸 術 や 思想 の 分 野 で の 彼ら 自身 の 努力 か ら 生 じ る 彼ら の 存在 か ら の 収入 。 こ の 文化 は 国際 的 で は 
あり ませ ん 。 そ れ は 国家 の 天才 、 血 の 表現 で す 。 こ の 文化 は 、 そ の 輝き が 限 りな く 国 際 的 で す が 、 起 源 は 

国内 的 な も の で す 。 誰 か が 美しい 比較 を し まし た 。 パ ン と 小麦 は どちら も 国際 的 な 消費 品目 か も し れ ま せ 

ん が 、 ど こ に で も 、 そ れ ら が 育っ た 土地 の 痕跡 が 残っ て いま す 。 こ れ ら 3 つの 資産 に は それ ぞ れ 重要 性 が あり 
ます 。 国 民 は この 3 つ す べ て を 守ら な けれ ば な り ま せん 。 最 も 重要 な 弓 は あな た の 精神 的 な 遺産 で す 。 そ れ 自 
体 が 永遠 の 印 を 持ち 、 そ れ だ けが 何 世 紀 に も わた っ て 残り ます 。 


古代 ギリ シャ 人 は その 体格 で は な く 、 残 され た の は 灰 だ け で あり 、 た と え 物 質 的 な 冨 が あっ た と し て も 記憶 
に 残っ て いる の で は な く 、 そ の 文化 に よっ て 記憶 され て いる の で す 。 


民族 は 、 そ の 視点 、 名 誉 の 概念 、 文 化 を 通じ て 永遠 の 中 に 生き ます 。 

だ か ら こ そ 、 国 家 の 指 導 者 は 、 国 民 の 物理 的 また は 物質 的 な 利益 だ け で な く 、 国 民 の 歴史 的 名 誉 や 永遠 

の 利益 も 考慮 に 入れ て 、 論 理 的 に 考え 、 行 動 し な けれ ば な り ま せん 。 言 い 換 えれ ば 、 パ ン で は な く 、 ど ん な 犠牲 
を 払っ て で も 名 堂 を 得る と いう こと で す 。 


国家 の 究極 の 目標 


それ は 人 生 で すか ? 


それ が 命 で あれ ば 、 人 々 が 命 を 守る た め に どん な 手段 を 使う か は 問題 で は あり ませ ん 。 最 悪 で も 良い の 
で す 。 し た が っ て 、 問 題 を 提起 する 必要 が あり ます 。 他 国 と の 関係 に お いて 国家 を 導く 原則 は 何で すか ? 
彼ら は 動物 の 本 能 、 彼 ら の 中 に ある トラ 、 海 で の 魚や 森 の 動物 の 行動 に 導 か れる べき で し ょ うか ? 


最終 的 な 目標 は 生命 で は な く 、 復 活 で す 。 救 い 主 イエ ス 。・ キ リス ト の 御名 に よる 人 々 の 復活 。 創 告 や 文化 は 手 
段 に すぎ ず 、 信 じ ら れ て いる よう に この 復活 を 得る 目的 で は あり ませ ん 。 そ れ は 神 が 私 た ちの 民 に 植え 付け た 才 
能 の 成果 で あり 、 私 た ち は そ れ に つい て 説明 し な けれ ば な り ま せん 。 地 球 上 の すべ て の 民族 が 復活 し 、 す べ て 
の 死者 と すべ て の 王 と 皇帝 が 復活 し 、 そ れ ぞ れ の 民族 が 神 の 玉座 の 前 に それ ぞ れ の 立場 を 得る 時 が 来 ま 

す 。 こ の 最後 の 瞬間 、「 死 者 の 復活 」 は 、 人 々 が 立ち 上 が る こと が で きる 最も 高貴 で 最も 崇高 な も の で す 。 


し た が っ て 、 国 家 と は 、 地 球 を 超え て 存続 する 存在 で ある 。 こ の 世界 に 限ら ず 、 冥 界 で も 人 間 は 実在 し ます 。 


聖 ヨ ハネ は 、 地 球 の 向こう で 見 た も の に つい て 次 の よう に 語っ て いま す 。 
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「 そ し て 、 こ の 町 に は 太陽 や 月 が 輝く 必要 は な か っ た 。 神 の 栄光 が 町 を 照ら し 、 小 羊 が その と も し び だ っ た か ら 


で ある 。 
「 そ し て 国々 は 彼女 の 光 の 中 を 歩み 、 地 の 王 た ち は 彼 ら の 栄光 と 名 誉 を 彼女 に も た ら す で し ょ う 。」 
(黙示 録 21、 


23-24) 。 そ し て また 、 
「 主 よ 、 あ な た を 恐れ ず 、 あ な た の 名 を 偉大 に し な い 人 は いな いで し ょ うか 。 あ な た だ けが 聖なる の で す 。 す べ て の 
国々 が 来 て あな た の 前 に 崇拝 する で し ょ う 。 あ な た の 裁き は 明らか だ か ら で す 。」 


(黙示 録 15,4)。 


私 た ち ル ー マ ニ ア 人 、 私 た ちの 国民 、 そ し て 世界 の 他 の 人 々 と 同様 に 、 神 は 使命 、 歴 史 的 な 運命 を 与え られ まし た 。 人 が 従 
わな けれ ば な ら な い 第 一 の 法則 は 、 こ の 道 を 歩む こと で す 。 


運命 、 自 分 に 課せ られ た 使命 を 果たす 。 我 が 国 の 民 は 、 ゴ ル ゴ タ へ の 道 が どん な に 困難 で 長かっ た と し て も 、 決 し て 
武器 を 捨て た り 、 使 命 を 放棄 し た り し ませ ん で し た 。 


今 で も 山 ほ ど の 障害 物 が 私 た ちの 前 に 迫 つて いま す 。 
私 た ち は 、 脅 威 の 圧力 の 下 で ルー マニ ア の 運命 線 か ら 手 を 放し 、 こ の 世界 に お ける 民族 と し て の 使命 を 放棄 する 、 弱 く 
て 勝 病 な 世代 な の だ ろう か ? 


君主 制 と 君主 制 法 


エリ ー ト の 上 に ある 人 民 の 先頭 に は 君主 制 が ある 。 私 は 共和 国 を 拒否 し ます 。 

優れ た 君主 ちい れ ば 、 非 常に 優れ た 君主 も ちい れ ば 、 弱 いか 悪い 君主 も いた 。 生 涯 の 終わ り まで 名 誉 と 国民 の 愛 を 享受 し た 者 
も いれ ば 、 斬 首 さ れ た 者 も いた 。 し た が っ て 、 す べ て の 君主 が 善良 だ っ た わけ で は あり ませ ん 。 し か し 、 君 主 制 自体 

は 常に 良い も の で し た 。 人 間 と 制度 を 混同 し 、 誤 っ た 結論 を 導き 出し て は な り ま せん 。 


悪い パタ ー ン も ある か も し れ ま せん 。 し か し 、 そ れ ゆ え に 、 教 会 は 廃止 され 、 神 は 石打 ち で 殺さ れ な けれ ば な ら な いと 結論 
付け る こと が で きる で し ょ うか ? 

確か に 弱者 や 邪悪 な 君主 ちい る が 、 だ か ら と 言っ て 君主 制 を 放棄 する こと は で き な い 。 農 業 で は 、 良 い 年 の 後に 悪い 
年 が あっ た り 、1 つの 良い 年 と 2 つの 悪い 年 が 続い た りす る こと が あり ます 。 し か し 世界 中 の 誰 も 農業 を 放棄 する こと 
を 思い つき ませ ん で し た 。 


君主 は 、 大 きか ろう が 小さ か ろう が 、 善 か ろう が 悪かろ う が 、 自 分 の 好き な よう に 行動 する の で し ょ うか ? 
君主 は 自分 の 思い 通り に は な り ま せん 。 や り た いこ と を や っ て いる と き は 小さ く 、 や る べき こと を や っ て いる と き は 大 きく 
な り RI と に 運命 線 を 引い た 。 君 主 は その 列 に 立つ と き 、 偉 大 で 善良 で ある 。 こ の 運命 線 か ら 遠 ざか っ た 

り 、 運 命 線 に 
抵抗 し た りす る 限り 、 彼 は 小さ いか 悪い か で す 。 つ まり 、 こ れ が 君主 制 の 法則 な の で す 。 君 主 を 誘惑 する 可能 性 の ある 他 の 
系 統 も あり ます 。 そ れ は 、 個 人 的 な 利益 の 系 統 、 ま た は ある 階級 の 人 々 や グル ー プ の 系 統 で す 。 外 国 の 利益 (国内 また 
は 外国 ) の ライ ン 。 彼 は これ ら す べ て の 方 針 を 避け 、 国 民 の 方 針 に 従わ な けれ ば な り ま せん 。 


ステ ファ ン 大 王 は 500 年 に わた っ て 歴史 の 中 で 輝き 続け ノル ー マ ニ ア 人 は 彼 を 記憶 し て いま す 。 な ぜ な ら 彼 は 国民 の 運 
命 を 完全 に 認識 し て いた か ら で す 。 フ ェ ル ディ ナン ド 王 は 、 外 部 か ら の 利益 や 影響 に よる 圧力 に も か か わら ず 、 
国 の 運命 に 治っ て 自ら を 位置 づけ まし た 。 彼 は 彼女 と と も に 苦し み 、 彼 女 と と も に 犠牲 を 払い 、 彼 女 と と も に 勝利 し 

た 。 こ の お か げ で 彼 は 偉大 で あり 、 不 死 で ある の で す 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 
トゥ トバ の 戦い 、1932 年 4 月 17 日 


ネ ア ム ト の 選挙 か ら わ ず か 4 か 月 が 経過 し 、 若 い 軍 団 軍 が 新た な 戦い を 繰り 広げ て いる 。 1932 年 1 月 初旬 、 
トゥ ト ヴ ァ * で 副 議 員 の 空席 が 宣言 され まし た 。 


私 は 状況 を 天 科 に か けた 。 前 回 の 総 選挙 で は わずか 500 票 し か 得 ら れ ま せん で し た 。 

郡 は 弱かっ た 。 し か し 、 そ れ は コ ヴ ル ルイ 、 カ フル 、 テ クチ の より 強力 な 郡 に よっ て 囲ま れ て いた の で 、 軍 団 を 容 
易 に 連れ て 行く こと が で きま し た 。 

も し か し た ら 勝 て る か も し れ な いと 私 に は 思え た し 、 次 の 勝利 の 反響 が 与え る 影響 に つい て 考え て いた 。 若 い 
世代 が すべ て の 政党 に 対し て 2 回 連続 で 勝利 すれ ば 、 国 の 目 か ら 見 た 彼ら の 威信 は か な り 高 まっ た だ ろう 。 私 
は 、 組 織 と プロ パガン ダ の た め の 議 会 内 外 の 両方 の 運動 に お いて 、 父 が 私 に と っ て 最も 必要 と され て いた た 
め 、 父 が 出馬 すべ きだ と 決心 し まし た 。 


選挙 は 3 月 17 日 に 予定 され て いま し た 。 私 は 1 月 9 日 に 郡 全 体 の マニ フェ スト を 発表 し まし た 。 父 は 1 月 10 
日 に 最初 の 選挙 チー ム と と も に 到着 し た 。 続 いて ヤシ 、 テ クチ 、 ベ レス ティ 、 カ フル の チー ム が 続い た 。 最 初 の 
3 週間 で 、 小 規模 な 軍団 部 隊 の 迅速 さと 勇敢 さ が 、 郡 全体 に 私 た ち に 有利 な 同情 の 流れ を 引き 起こ し 

まし た 。 大 雪 と 寒さ の 厳し い 冬 に 、 政 党 は 外出 で き な か っ た 。 彼 ら は より 良い 時 期 を 待っ て いま し た 。 し 

か し その 間 、 丘 を 越え 腰 ま で の 深 さ の 害 を 通り 、 吹 雪 の 中 を 、 軍 団 兵 は 村 か ら 村 へ と 移動 し た 。 


2 月 の 初め まで に 、 敵 と の 戦い は さら に 困難 に な り 、 自 由 党 、 国 民 農民 ソル ビス タ 、 ク ジス タ の 連合 が 、 こ 
れ ま で 見 た こと の な い 凶 暴 さ で 私 た ち を 見 つめ 始め まし た 。 政 
府 は 真 の テロ 手段 に 訴え 、 ユ ダ ヤ 系 マス コミ は 私 た ち を 激しく 攻撃 し まし た 。 


新た な 援軍 の 必要 性 を 感じ た の で 、 ト トゥ 率い る ヤシ か ら 最 後 の 予備 軍 を 派遣 し た 。 ブ カレ スト 以外 に は 

他 に 誰 も いな か っ た の で 、 資 金 不足 で 確保 で きま せん で し た 。 そ れ か ら 私 は 軍団 員 の 会 議 を 招集 し 、 英 雄 的 な 
ー 歩 を 提案 し まし た 。 ブ カレ スト か ら 約 200 マ イル の 距離 で ある バリ アー ド ま で 徒歩 で 出発 し 、 こ の 行進 は 
10 万 の マニ フェ スト より も 私 た ちの 勝利 に 意味 が ある と 説明 し まし た 。 そ れ だ け で も 軍団 兵 が トゥ ト 

ヴァ 率い る ルー マニ ア 人 に 向け て 演説 し た 偉大 な 英雄 的 な 演説 と な る だ ろう 。 


軍団 兵 た ち は 私 の 提案 を 熱心 に 受け 入れ まし た 。 1 週間 後 、 ス テレ スク 、 カ ラ タ ナ セ 、 ド ル ・ ベ リマ ー チ ェ が 率 
いる 約 25 人 の チー ム が 徒歩 で ブカレスト を 出発 し 、 ト ゥ ト ヴ ァ に 向かっ た 。 荒 天 の 中 10 日 間 の 行軍 の 未 、 彼 ら は 
バリ アー ド に 到着 し 、 そ こ で 住民 全員 か ら 温 か く 歓 迎 さ れ た 。 し か し 追跡 は 神経 を すり 減ら す 緊張 に まで エス 
カレ ー ト し た 。 内 務 大 臣 ア ル ジ ェ トイ アヌ 氏 は 、 憲 兵 大 佐 (lgnat) に 大 軍 を 派遣 し 、 軍 団 兵 を 担 洒 で トゥ ト ヴ 
ア 郡 か ら 輸送 する よう 命令 し た 。 小 規模 チー ム が これ 以上 前 進 す る こと は 不可 能 で し た 。 そ れ か ら 私 は ビク ト 
ル < シ ラー ギ と ステ レス ク の 下 で 2 つの 強力 な チー ム を 結成 し 、 お 互い を サポ ー ト し な が ら プ エス テ 

イ ・ ド ラ ゴ ミ レス ティ 戦線 を 前 進 し 父 を サポ ー ト し まし た -。 私 は 別 の 小 規模 チー ム を バカ ニ の 方 向 に 送り まし 
た 。 こ の 2 つの ルー ト だ けが 未踏 の まま で し た 。 彼 ら は 郡 の 北東 半分 を 占め て いた 。 残 り の 半分 の 南側 は 、 父 
セニョール D が 適切 に 工事 を 行い まし た 。 


ポ ペ スク 氏 、 郡 長 、 ビ クト ル ・ シ ラー ギ 氏 、 テ オド ー ル ・ テ ィ レ ア 氏 、 イ オン ・ ア ント ニ ウ 氏 と トッ プチ ー ム 。 


北部 の 2 チー ム は 厳し い 寒さ と 導い な が ら 約 30 キ ロロ 進ん だ が 、 最 終 的 に は トク さん ら 数 名 が 負傷 し た 。 郡 の 北 
部 で は 憲兵 の 大 規模 な 部 隊 が 彼ら を 出迎え た 。 チ ー ム は 廃屋 の 屋根 裏 に 立て こも り 、 暖 房 、 食 料 、 水 な し で 48 
時 間 抵 抗 し た 。 最 終 的 に 彼ら は 、 真 に 英雄 的 な 状況 下 で 実行 され た 困難 な 夜間 行軍 の 間 、 撤 退 す る こと が 

で きた が 、 そ れ は ひと え に 、 疲 れ 果 て 、 秀 え 、 凍 りつ いた 軍団 兵 を 最後 の 可能 な 限り 抵抗 する よう 励ま し た ヴ 
ィ ク トル ・ シ ラー ギ の 粘り 強い 粘り 強 さ の お か げ で あっ た 。 


バル ラド を 郡 庁 所 在 地 と する トゥ ト ヴ ァ 郡 (Tr.) 


lolete よ 到 機 緒 押 唐 by Google 


Dr. ル プー の メン バー。 (Tr.) 


この 孤児 は 、1918 年 に 悲劇 的 な 状況 で ハン ガリ ー 人 に 負 害さ れ た ルー マニ ア の 司祭 シラ ギ ・ デ ・ カ レイ ・ マ リ の 
息子 で あり 、 勇 敢 に 戦っ た 。 


最終 的 に 、 こ れ ら の チー ム は 優れ た 部 隊 に 囲ま れ 、 捕 ら え られ 、 バ リア ー ド に 連行 され まし た 。 父 は 逮捕 さ 

れ 、 連 隊 刑 務 所 に 収監 され まし た 。 

第 三 チ ー ム は バッ カニ の 戦い で 完全 に 壊滅 し た 。 そ こ で 、 夜 に 村 に 入る 前 に 、 谷 で 彼 は 憲兵 の 大 規模 な 部 隊 
に 襲わ れ た 。 チ ー ム リー ダー の 軍団 兵 ラ スカ ー。 ポ ペ ス ク は ライ フル で 頭 を 殴ら れ 、 血 だ まり の 中 で 
最初 に 意識 を 失っ た 。 他 の 軍団 兵 は 撤退 を 拒否 し た 。 彼 ら は 上 半身 裸 で 何 も 持 た ず に 村 に 入ろう と 反撃 し た 。 
一 人 また 一 人 と 全員 が 意識 を 失い まし た 。 


最後 に 残っ た 者 が 単独 で 攻撃 し た 。 打 撃 を 受け て 彼 は 膝 を つき 、 立 ち 上 が っ て 再び 攻撃 し た 。 彼 は 仲間 の 近く 

に 着陸 し た 。 チ ー ム 全員 が 血 だ まり の 中 で 意識 を 失い 横たわっ て いた 。 そ こ か ら 彼 ら は 憲兵 た ち に 雪 の 中 を 引き ず 
られ 、 村 の 憲兵 隊 の 駐屯 地 ま で 1 マイ ル 以 上 を 走っ た 。 そ の 夜 の 一 時 、 騎 手 が バ カニ で 何 が 起こ っ た の か を バリ ア 
ー ド に 伝え た 。 


その 真夜 中 に バル ラド に 到着 し た トト ゥ 指揮 下 の ヤ シン の チー ム は 、 人 負傷 し た 仲間 を 助け る た め に すぐ に 徒歩 
で 出発 し た 。 一 兵隊 が すべ て の 武器 を 発砲 し た 午前 3 時 30 分 か ら 午 前 5 時 まで の 戦闘 の 後 、 軍 団 兵 は 憲兵 隊 
の 陣地 を 占拠 し 中 に は まだ 意識 を 失っ て 地面 に 横たわっ て いる バッ カニ の 戦い で 戦死 し た 戦友 を 発見 し 
た 。 。 彼 ら は 彼ら を バル ラド の 病院 に 運び まし た 。 


し か し 事態 は そこ で 終わ り ま せん で し た 。 ユ ダ ヤ 人 た ち は 大 規模 な 報道 キャ ン ペ ー ン を 開始 し 、 反 抗 的 な 皮 
肉 と 不正 義 で 私 た ち を 攻撃 し まし た 。 嘘 、 傷 辱 、 中 傷 の 波 が 私 た ち に 押し 寄せ まし た 。 
私 た ち を 戦 閣 か ら 排除 する た め に すべ て の 政治 団体 が 団結 し まし た 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


衛兵 隊 の 二 度 目 の 解散 
1932 年 3 月 


憲兵 に よっ て 追放 され 、 ユ ダ ヤ 人 マス コミ に よっ て 攻撃 され た 私 た ち は 、 簡 単 な 閣僚 決定 に よっ て 

命令 され た 衛兵 隊 の 新た な 解散 に 見 舞 わ れ た 。 私 た ち は 完 全 な 合法 性 の 枠 内 に いた に も か か わら ず 、 
ロ ル ガ ニー アル ジェ トイ アヌ 政府 は 法律 と 憲法 に 反し て 、 次 意 的 に 衛兵 隊 を 解散 させ た 。 全 国 の 本 社 は 再 
び 押 収 さ れ 南 京 錠 を か けら れ 、 ヤ シ 印 刷 所 は 閉鎖 され まし た 。 


報道 機関 か ら 攻 撃 を 受け 、 す べ て の 出版 物 が 停止 され た た め 、 私 た ち は 身 を 守る こと が で き な い と いう 
不可 能 な 状況 に 置か れ ま し た 。 議 会 で 私 は 発言 し よう と し まし た が 、 多 数 派 の 騒音 に 妨げ られ 、 上 自分 を 
守る こと が で きま せん で し た 。 


し か し 、 ト ゥ ト ヴ ァ で の 立候補 は 阻止 で き な か っ た 。 ブ カレ スト の 涙 は 郡 か ら 追放 され た 。 他 の も の も 同 
様 に 一 つ ず つ 。 ト トゥ の 指揮 下 に ある 約 30 人 の ヤシ チー ム は 、 同 じ 避 難 作戦 の た め に 倉庫 に 送ら れ た 
と き 、 コ ー ド を 切断 し て 待合 室 を 占拠 し 、 そ こ で バリ ケー ド が 作ら れ 、 ガ ス 室 で 処刑 され る まで 24 時 間 
抵抗 し た 。 結 局 、 そ れ は 電車 に 積ま れ て 町 の 外 に 持ち 出さ れ ま し た 。 市 内 に 残っ た の は イブ ラ 

イレ アヌ 、 ヌ トウ ・ エ サ ヌ 、 そ し て 逮捕 され た 父 だ け だ っ た 。 そ の 後 、 追 跡 は 村々 に 移さ れ ま し た 。 農 

民 、 教 師 、 司 祭 は 逮捕 され 、 殴 打 さ れ た 。 彼 ら の 家 は 侵入 され 、 選 挙 は 4 月 17 日 まで 1 か 月 延期 され た 。 


父 は 息 放 され まし た 。 そ れ か とら 年 老い た 軍団 兵 た ち が 戦 い に 参加 する た め に 街 に や っ て 来 た : フ リス タ 
シュ ソロ モン 、 カ ン ブ レ アヌ 大 佐 、 ヴ ェ ン トニ ッ ク 、 イ フリ ム 、 イ シ ヒ エ 神 父 、 ペ セリ 、 ポ トレ ア な ど 。 私 

は 彼ら を さま ざま な 部 門 に 割り 当て た 。 そ れ ぞ れ が 夜 陰 に 紛れ て 持ち 場 に 向かい まし た 。 近 隣 の 郡 か ら 

の 私 た ちの チー ム は 、 い くつ か の ポイ ント で 再び トゥ ト ヴ ァ に 入り まし た 。 う ーー ん 。 コ ステ ア の チー ム は 、 す べ 
て の 道路 が 監視 され て いる 中 、 首 まで 水 に 浸かっ た バー ラド 川 を 渡っ た 。 彼 ら 5 は ずぶ 濡れ に な りな が ら 投 
票 所 に 到着 し た 。 


区 票 は 4 月 17 日 の 朝 に 始ま り 夜 まで 続い た 。 4 月 18 日 午前 5 時 に 、 軍 団 兵 の 勝利 が 発表 され た : 5,600 
票 。 リ ベラ ル 派 : 5,200: 全 国 農民 :4,.000 人 。 他 の グル ー プ : 2,000 未満 。 ク ジス ト : 500 票 。 


この 二 度 目 の 軍団 の 勝利 は ノル ー マ ニ ア の 全 政 治 家 の 連合 に 対す る も の で 、 軍 団 兵 た ちの 勇敢 さと 鉄 
の 意志 、 英 雄 的 行為 と 血 で 障害 、 偶 辱 、 ク ー デ ター、 人 迫害 を も の と も せ ず に 勝利 し 、 国 中 に 言い 知れ 
ぬ 熱 狂 を 呼び 起こ し た 。 。 


Mielete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


新しい 総 選挙 
1932 年 7 月 


私 の 父 は 国会 会 期 の 最終 日 に 承認 され まし た 。 し か し 、 ロ ル ガ 政 府 が 崩壊 し た た め 、 私 た ちの 休息 は 一 週間 し か 続き ませ ん 
で し た 。 ヴ ァ イ ダ 氏 を トッ プ と する 国民 農民 政府 が 発足 し た 。 


体力 的 に も 経済 的 に も 疲れ 果て た 私 た ち は 、 新 た な 戦い へ 出発 し た 。 そ れ は 1932 年 6 月 の こと で し た 。 

1929 年 12 月 15 日 以来 我々 は 絶え 間 な い 闘 争 を 続け た 。1929 年 12 月 か ら 1930 年 4 月 まで 、 コ ヴ ル ルイ 、 カ フル 、 ト ゥ 
ル ダ 、 テ クチ で の 作戦 。 1930 年 の 夏 、 ベ ッ サ ラビ ア で の 行進 の 準備 、 そ の 後 の 阻止 、 そ し て その 秋 ま で の 私 の 逮捕 。 10 月 と 
11 月 に 私 た ち は マ ラム レシ ュ に いま し た が 、 そ の 冬 は 再び 閉まり まし た 。 1931 年 の 春 、 総 選挙 の 前 の 戦い 。 1931 年 

夏 、 ネ アム ツ の 選挙 。 1932 年 冬 、 ト ゥ ト ヴ ァ の 選挙 。 そ し て 今 、 私 た ち は 再 び 総 選挙 に 行こ うと し て いた 。 


こう し た すべ て の 苦闘 に も か か わら ず 、 私 た ち は 国 内 の 残り の 地域 で 組織 化 活動 を 続け まし た 。 

一 昨年 私 た ち は 17 の 自治 体 で 選挙 人 名 簿 に 登録 し まし た が 、 今 年 は 36 の 自治 体 に 登録 され まし た 。 す べ て の 政党 が 候補 者 
の 指名 を めぐ っ て 、 陰 謀 に 満ち た 同じ 戦い を 繰り 広げ まし た 。 こ れ が 丸 一 週間 続き まし た 。 し か し .、 私 は 独力 で 、 一 晩 の 

うち に 36 の 郡 の すべ て の 候補 者 リス ト を 固定 し まし た 。 軍 団 兵 の 中 に は 名 簿 上 の 自分 の 地位 を 争う 者 は いな い 。 何 か が ある 
場合 は 、 最 後に 配置 する よう に 求め られ ます 。 


私 た ち に と っ て 難し い 問 題 は 財政 問題 で す 。 ほ と ん どの 郡 は 軍団 兵 の 寄付 金 か ら 独 自 の 費用 を まかなう こと が で きた 。 


他 の 人 は そう で は あり ませ ん 。 選 挙 税 を 賭 う だ け で も 50,000 レイ が 必要 で し た 。 
最終 日 まで ボー っ と 歩き まし た 。 一 つ 試し て みた 、 も う 一 つ 試し て みた 。 何 で も 。 


私 は お 金 が あめ る の で は な いか と 期待 し て 、 カ レン デル (『 ザ 。 カ レン ダー』) の ディ レク ター で ある ニチ フォ ー・ ク レイ ニッ ク 
氏 に 会 い に 行き まし た 。 し か し 無駄 だ っ た 。 5 か 月 前 に 出版 され た 還 ロ で 、 彼 は 私 た ちの 戦い を 支持 し 、 私 た ちの 軍団 
チー ム の 勇気 を 一 歩 ずつ 示し まし た 。 し か し 、 彼 は 経済 的 に 私 た ち を 助け る こと が で きま せん で し た 。 


最後 に 私 は ピ フ と カラ ニカ か ら 借り まし た 。 彼 ら は すべ て の マケドニア 人 に 駆け つけ て .、 必 要 な 金額 を 見 つけ まし た 。 い く 
つか の 郡 は フォ クシ ャ ニ 郡 と リル スタ ーシュ ソロ モン 郡 の 支援 を 受け た 。 


キャ ン ペ ー ン が 始ま り ま し た 。 新 た な 迫害 が 私 た ちの 階級 に 降り か か り ま し た 。 

広い 戦線 に 分 散 さ れ て いた 私 た ちの 薄い 隊列 は 四方 八方 か ら 括 烈 な 攻撃 を 受け まし た 。 

軍団 兵 の サヴィ ン と ポ ペ スク は ティ ギー ナ で 負傷 し た 。 バ ル ラ ド で は 、 多 く の 教 師 や 司祭 が 地下 室 に 引き ずり 込ま れ 、 ジ ョ ル ジ 

ェ エス クニ バラ ド 氏 に 対し て 虐待 を 受け た 。 ヴ ァ ス ルイ で は 、 私 た ちの 小 規 模 チ ー ム が 負傷 し まし た 。 ポ ドゥ ル ・ イ ロア イエ イ と 
ヤシ 郡 全 域 で も 同様 で す 。 フ ォ ク シャ ニ で は 、 年 老い た フリ スタ シュ ソロ モン 、 技 師 ブ ラナ ル 、 そ の 他 10 名 が 、 ヴ ァ ル トゥ 

ルル 村 で 法務 官 ニ ー ア グ の 命令 に より 全国 農民 の 武装 集団 に 藤 撃 さ れ た 。 軍 団 兵 は こん 棒 や ナイ フ で 負傷 し 、 地 面 に 倒れ た 。 た 
だ 山 の よ うに 立っ て いた の は 、 そ れ ま で 誰 も あえ て 触れ よう と し な か っ た フリ スタ ーシュ < ソロ モン だ け だ っ た 。 彼 は 懸命 に 
身 を 守っ た が 、 最 後に は 強打 に 負け て 道 の 真ん中 に 倒れ て し まっ た 。 そ こ で 彼 は 、 当 時 も 今 も そう で ある が 、 合 法 性 、 文 明 的 

な 方 法 、 自 由 な ど を 常に 主張 する 野獣 た ち に 頭 を 殴ら れ た 。 


グ ア ル ダ 氏 は 前 年 の 2 倍 と な る 7 万 票 を 獲得 し た 。 私 の 父 が レー ス に 出 た カフ ル 郡 ネ ア ム ト 郡 コ ヴ ル ルイ 郡 、 ト ウゥ ト ヴ ァ 郡 が 
最も 強かっ た 。 そ の 後 、 カ ンプ ルン に モタ が 続い た 。 そ れ か ら ト ゥ ル ダ 、 フ ォ ク シャ ニ 、 イ スマ イル 、 テ ィ ギ ー ナ 。 私 た ち は 5 議席 を 
獲得 し まし た が 、 こ れ か ら は その 議席 を 獲得 する た め の 選 択 を し な けれ ば な り ま せん 。 私 は ヌ ト ゥ ・ エ サ ヌ の 議会 入り を 許可 す 
る た め に カフ ル に 滞在 し まし た 。 

私 は 25 歳 の 学生 ステ レス ク が 国会 議員 に な る た め に 、 父 が バル ラド に 残る べき だ と 決心 し た 。 こ の よう に し て 、 彼 は この 国 

の 若者 に 新鮮 な 空気 と 激励 を 与え た いと 考え まし た 。 し か し 、 私 が この 青年 に 示し た 信頼 と 愛 は 私 に は 返さ れ ま せん で し た 。 
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leilete よ 到 機 緒 押 唐 by Google 


著者 は に こ で ステ レス ク の 将来 の 軍団 兵 の 同志 に 対す る 裏切り に つい て 言及 し て いる 。 ト ラ ) 


2 度目 の 国会 議員 


議会 に いる 間 ず っ と 、 私 は ルー マニ ア 国 民 の 幸福 に 反する と 考え た 政府 と その 政策 と 闘っ て きま し た 。 実 際 、 私 は 交代 

で 国家 の 実権 を 握っ た これ まで の すべ て の 政権 と も 闘っ つて きま し た 。 こ の 国 は これ ら す べ て の 政府 に 何 も 期待 で きま せん で 

し た 。 そ こ で は 、 我 が 国民 の 将来 に と っ て 健全 な る も の は 何 も 築 か れ て いま せん で し た 。 す べ て の 措置 や 法律 は 、 我 が 国 の 辛く 悲 
し い 存 続 を 日 々 長 引 か せる ほん の 一 部 の 緩和 策 に すず ぎません で し た 。 


グリ ヴィ タ で は ルー マニ ア 人 労働 者 が 政府 の 命令 に より 射殺 され た 。 
内 務 省 は 、 国 内 の 親 共 産 主 義 者 の 態度 に ひど く 嫌 悪 感 を 抱い て いる 。 
政府 の 措置 を 賞賛 し た 国民 農民 党 と し て 、 私 は 壇上 に 上 が り 、 次 の よう に 言う こと が 私 の 義務 で ある と 考え まし た 。 


「 不 幸 な 労働 者 た ち が 街 頭 に 出る の は 悪い が 、 彼 ら と 我が国 国民 が 天 に 向かっ て 叫ぶ よう な 不当 な 行為 に 直面 し て 外 に 出 ず 、 
く び き の 下 で 諦め て 頭 を 下げ た と し た ら も っ と 悪い だ ろう 。 こ の 国 を 少数 の 政治 家 探 検 家 の 手 に 要 ね る こと に な る 。」 


天 


この セッ ショ ン の 公式 議事 録 を ここ に 引用 し ます 。 


「 コ ルネ リュ ー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 氏 。 大 統領 紳士 滞 女 の 皆様 私 は 、 私 の 所 属す る グル ー プ を 代表 し て 、 管 轄 当局 に より 通常 実 
施さ れる 調査 に 加え て 、 代 表 者 で 構成 され た 新た な 議会 調査 を 要求 し ます 。 「 こ の 議会 の さま ざま な 政治 団体 の 意見 交換 
は 実行 され る べき だ 。 私 が それ を 要求 する の は 、 内 務 大 臣 の 声明 の 真実 性 を 疑っ て いる か ら だ 。 疑 う の に は 正当 な 理由 が ある 。 
1 月 24 日 人 ルー マニ ア の 学生 、 国 家主 義 者 キリスト教徒 が 行っ た と き 、 無 名 戦士 の 墓 に 十字 架 を 立て る た め に 行っ た 際 、 国 家 安 
全 保障 局 は 、 こ の 行動 が モス クワ に よっ て 計画 され 資金 提供 され た と いう 情報 を ブカレスト の 新聞 に 漏らし た 。 


「 グ リピ ビタ 事件 に つい て あな た が 持っ て いる 情報 も その よう な 情報 源 か ら の も の で ある な ら 、 あ な た が 昨日 と 今日 と 同様 に 
この 種 の 措置 を 講じ る の が どれ ほど 正しい か 、 私 は よく 理解 し ます (「 鉄 の 警備 員 」 ベ ンチ と 傍聴 席 か ら 拍手 ) 国 立 
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著者 は ここ で 、 ブ カレ スト の オブ ラ : グ リ ビ タ ・ ラ フィ ウェ イ で 4 日 に 行わ れ た 労働 者 の スト ライ キ に つい て 語る 。 
1933 年 2 月 、 国 農政 権 下 。 (Tr.) 


ルプ ー 博 士 の 祝日 ) 。 

第 二 に 、 私 は 、 こ の 国 の すべ て の 良識 ある 人 々 と 同様 に 、 共 産 主 義 も ボル シェ ヴィ ズム も 恐れ て いな い 、 と 申し 上 げた いと 思い ま 
す 。 私 た ち が 恐 れ て いる の は 別 の こと で あり 、 彼 ら の 労働 者 に は 食べ る も の が 何 も な いと いう こと で す 。 彼 ら は お 腹 が 空 

いて いま す 。 (「 鉄 衛 隊 」 と 博士 の 農民 党 の 銀行 か ら 拍手 。 


ルプ ー) 。 
「 こ れ ら の 労働 者 の 中 に は 、 月 収 が わずか 1,100 レイ で 、5 人 、6 人 、7 人 の 子供 が いる 人 も いま 
す 。 ルプ 医師 :「 そ れ は 本 当 で す 」。 
コル ネリ ュー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 氏 :「5 人 、6 人 、7 人 の 子供 が いる の に 、 こ の 給料 で は 毎日 の 糧 を 得る に も 十分 で は あり ませ ん 。 一 
方 で 、 私 は 別 の こと も 恐れ て い 
ます 。 正 義 へ の 渦 望 で す 。」 


N. リプ 医師 : と て も 良い で すね ! 

elmr、 コ ルネ リュ ー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ : 「 し た が っ て 、 あ な た 方 は これ ら 2 つの 欲求 、 す な わ ち 正義 へ の 錠 えと き を 満た 

さ な け れ ば な り ま せん (「 鉄 衛 隊 jJ の ベン チ と ルプ ー 博 士 の 農民 党 の ベン チ か ら 拍 手 )。 そ し て この 国 は 、 完 全 な 注文 を お 楽し み 
くだ さい 。」 


leilete よ 到 機 緒 攻 記 by Google 


(1933 年 2 月 16 日 木曜 日 の 会 議 。 公 式 モ ニタ ー 41、1933 年 2 月 23 日 ) 


議会 の 活動 を 遅らせ る 問題 の 1 つ は 、 省 庁 に 対し て 何ら か の 仲 太 を 求め る 何 千 も の 要請 が ある こ 
と で す 。 こ れ は 私 た ちの 有権者 に と っ て 真 の 懲罰 と な る 。(1) 国会 議員 は これ ら の 要求 を 満た 

す た め に ほとん どの 時 間 を 無駄 に し な けれ ば な ら な いか ら だ 。 こ の シス テム は 組織 の すべ て の 活 
動 を 麻痺 させ る た め 、 組 織 の 存続 に と っ て 危険 で す 。 


彼 は 戦い 全体 に 負け る か も し れ な い 。 支 持 者 に 奉仕 する た め に は 国 の 運命 を 放棄 し な けれ ば な り ま せ 
ん 。 し ば らく し て 、 そ の よう な 要求 を 持っ て 私 の と ころ に 来 た 人 々 の 中 に 軍団 兵 が いな いこ と に 気 づ 
きま し た 。 彼 ら は 全員 、 私 た ち を 麻痺 させ る た め に 特別 に 送ら れ た プロ の 多 食 、 ま た は 敵対 者 で 

し た 。 (2) この シス テム の せい で 、 我 々 は 前 進 し 戦っ て いる 兵士 た ちか ら の 好意 を 求め る と いう 往 

妙 な 立場 に 置か れ た 。 こ うし た 理由 か ら 、 私 は 個人 的 に は 誰 に 対し て も 介入 する こと を 拒否 し まし 

た 。 国 会 議員 と し て の 勤務 中 、 私 は どの 大 臣 に も 何 も 質問 し ませ ん で し た 。 


も う 一 つの カテ ゴリ ー は 、 私 た ち に お 金 を せ び り に 来 た 人 た ち で す 。 毎 日 稚 た ちの ドア を ノッ ク す る 数 
百人 の 中 に 軍団 兵 は 一 人 も いな か っ た 。 本 当 に 病気 に な っ た り 、 恥 を か か され た 人 も いま し た が 、 こ 
の シス テム を 本 当 の 職業 に 変え た 人 も いま す 。 結 局 の と ころ 、 私 た ちの グル ー プ は 小さ な 組織 で あり 、 
編隊 を 組ん で 移動 し 、 絶 え ず 戦闘 を 続け て いま し た 。 こ れ に は 特に 、 敵 の 動き すべ て に 絶え 間 

な く 注 意 を 払う 必要 が あり まし た 。 そ れ に は 、 敵 の 計画 を 発見 し て 辻 回 し 、 新 た な 陣地 を 獲得 し て 組織 
する こと 、 言 い 換え れ ば 、 国 中 の 戦場 を 昼夜 を 問わ ず 恒 久 的 に 調査 する こと が 含ま れ て いた 。 し か し 、 
まず 第 一 に 、 目 が 覚め て 、 自 分 た ち が 徐 々 に 道徳 的 感染 の 政治 的 カテ ゴリ ー に 変え られ 、 そ こ 

か ら 抜 け 出 すこ と が で きず 、 軍 団 の 精神 が 死ん で し まう こと の な いよ うに 、 軍 団 教育 が 伴わ れ 

ま じ た 。 


議会 は 私 が 本 当 に 指導 する た め に 必要 な 時 間 を 奪い まし た 。 


Miele よ 到 機 繊 卿 記 by Google 


1932 年 の 軍団 組織 の 状況 - 
1933 年 


1932 年 の 秋 と 1933 年 の 冬 に は 、 軍 団 兵 は 息 を する こと が で きた 。 3 年 半 に わた る 闘い が 終わ っ た 。 こ れ 
ら の 若者 た ち は 今 、 休 む に 値 し ます 。 ブ カレ スト に 住み 始め て か ら 約 2 年 が 経ち まし た 。 


私 の 代わ り に ヤシ に 赴 い た バネ ア は 、 ト トゥ 、 ク ラン ガ ヌ 、 タ スカ 、 ス テリ アン ・ テ オド レス ク の 支援 

を 得 て 、 学 生 、 印 刷 所 、 我 が 家 な ど に 関す る 質問 に 答え 続け た 。 学 生 軍 団 兵 の グル ー プ は 増大 し 、 現 在 で 

は 200 名 を 超え る 数 で 構成 され て いる 。 学 生 過 激 派 の 半分 。 ク ルー ジュ で は 、Banica Dobre に よっ て 組織 
化 に 向け た 健全 な スタ ー ト が 切ら れ ま し た 。 ラ ウリ ッ ク の いる チェ ルナ ウ テ ィ で も 同様 に に そこ で は トッ パ 教 
授 ら が 結集 し た トラ イア ン ・ ブ ライ レア ヌ 教 授 の 霊 的 指導 の も と で 軍団 生活 が 順調 に 芽生 えて いた 。 ブ コ ヴ ィ 
ナ 全 土 で 、 軍 団 の 流れ と 組織 は 、 退 役 軍 人 で 著名 な 民族 主義 者 ヴァ シー レ ・ ラ シン シ の 有 能 な 指導 の 下 

で 成長 し た 。 キ シナ ウ で は 、 ト ウド ラッ チェ と セル ギー・ フ ロレ セ ウ が 働い た 。 オ ラ デ ア ・ マ ー レ で は ロ シ フ : ボ 
ザン タン 。 


十字 架 の 同胞 団 で 育っ た 若者 た ち は 、 大 学 に 入学 し た と き に 準備 が で き て いま し た 。 偉 大 な 勇気 と 優れ た 方 向 
性 を 持っ た 民族 主義 新聞 が 、 ブ カレ スト の カレ ンド ゥ ル (「 カ レン ダー」) で 、 ニ チ フ ォ ル ・ ク レイ ニッ ク 氏 の 
指導 の 下 、 ド ラゴス ・ プ ロト ポ ペ スク 教授 を 筆頭 と する 少数 の 知識 人 の 協力 を 得 て 発行 され 始め た 。 こ の ジャ 
ー ナ ル は 、 キ リス ト 教 と 国家 主義 の 路線 に 沿っ て 、 ル ー マ ニ ア の 知 的 世界 に 新しく 幅広 い 道 を 勇敢 に 切 

り 開い て いま し た 。 氏 の 記事 


特に クレ イニ ッ ク は 本 物 の 大 砲 を 発射 し 、 敵 軍 に 大 混乱 を も た らし まし た 。 
首都 の 学生 運動 で は 、 軍 団 兵 が 前 線 を 占め た 。 


トラ イア ン ・ コ ティ ガ は 軍団 委員 会 と と も に 学生 セン ター の 会 長 職 を 務め た 。 


首都 の 知 的 若者 の 間 で 好転 が 感じ られ た 。 彼 ら の 良心 は 、 我 が 国 の 生活 に 影響 を 与え る 重大 な 問題 に 夢 
中 に な っ て いま し た 。 ポ リク ロニ アデ 、 ヴ ォ ジ ェ ン 、 コ ンス タン ら の 新しい アク サ 改 訂 版 (「 枢 軸 」) に 引き 寄 
せら れ た 有 能 な グル ー プ が 軍団 の 隊列 に 加わ り 、 一 方 、 ヴ ァ ス デ ・ ク リス テス ク 教 授 、 ヴ ァ ス フィ ー・ マ リン 、 ヴ ィ 
アデ ィ ミ ー ル ・ ド ゥ ル ニ ト レス ク 教 授 、 エ ンジ ニア の ヴィ ル グ ド ・ イ オ ネ ス ク 教授 、 教 授 な どの 著名 な 若者 も 
軍団 に 加わ っ た 。 ラ ドウ ギル 、 弁 護 士 ポ ポ フ 、 画 家 の バ サラ ブ と ズ ロ テス ク は 皆 、 非 常に 才能 が あり 

熱心 で 、 軍 団 イ デオ ロ ギ ー に 沿っ て 活動 し た 。 


涙 の よう に 純粋 で 勇敢 な 健康 な 若い マケドニア 人 が 、 ど ん どん 私 た ち に 近づい て きま し た 。 

し か し 、 我 々 は 、 四 角形 地帯 に いる 大 勢 の マケドニア 人 を 衛兵 隊 に 迎え 入れ る の は 軽率 だ と 考え て いる 。 
な ぜ な ら 、 最 近 この 国 に 再 定住 し た ば か り の 彼ら を 多く の 迫害 に さら すこ と に な る か ら で あ る 。 し か し 、 マ ケド 
ニア の 大 学生 は 全員 が 軍団 運動 に 参加 し た 。 こ れ ら の 若い マケドニア 人 の 先頭 に 立っ た の は 、 パ パパ ナー チェ 、 
カラ ニカ 、 ス テリ エ * シ ウメ ティ と いう 3 人 の 著名 な 文化 人 で し た 。 


私 が 何 度 も 相談 し た 最初 の 二 人 に つい て は 、 二 人 と も 非 の 打 ち ど ころ の な い 純粋 さと 、 心 か ら の 大 き な 愛 

と 勇気 に 支え られ た 素晴らし い 判 断 力 を 持っ て いま し た 。 

1931 年 以来 彼ら と 会 わな い 日 は な か っ た と 思い ます この 人 迫害 の 期間 中 、 私 た ち は 何 時 間 に も わた っ て 、 次 か 
ら 次 へ と 不正 義 、 次 か ら 次 へ と 不正 、 次 か ら 次 へ と 裏切り に つい て 話し 合い まし た 軍団 兵 に 対す る 新た な 捧 
間 に 関す る ニュ ー ス は すべ て 、 私 た ちの 心 に 突き 刺さ る ナイ フ 。 虐 待 さ れ た すべ て の 軍団 兵 の た め に 私 た ち が 
受け た 苦痛 は 私 た ちの 魂 を 苦し め ま し た 。 そ し て 特に 、 正 義 の 希望 を 前 に 見 る こと が 不可 能 で ある こと 。 


ステ リエ ・ シ ウメ ティ は 昼 も 夜 も 私 と 一 緒 に 暮らし て いま し た 。 彼 は 犬 の よう に 誠実 で 忠実 な 青年 で し た 。 
彼 は 衛兵 隊 の 首席 財務 官 に な っ た 。 彼 は 一 日 中 、 で きる だ け 多 く の こ と を 考え 、 衛 兵 の こと だ け を 考え 衛兵 


の た め だ け に 心配 し 、 行 動 し 、 衛 兵 以 外 の た め に 人 生 を 生き る つも り は あり ませ ん 。 


その 他 の 貴重 な 要素 が 国内 の さま ざま な 地域 で 出現 し まし た 。 


* 1913 年 の バル カン 戦争 終結 時 に ドブ ロ ゲ ア 南部 の いく つか の 郡 が 
ルー マニ ア に 併合 され た 。(Tr.) 


lolete よ 到 機 寺 尋 記 by Google 


シビ ウ の パン テリ モン 医師 、 イ オ ネ ス ク ・ ド ウミ ニカ 神父 、 オ ー ギ ュ ス ティ ン : ビ ディ アン 医師 。 学 生 た ちの 趣 的 告白 者 
で ある ゲオ ル ゲ スク . エ ディ ン テ ィ 神 父 、 退 役 軍人 で バカ ウ の チ ウ レイ 大 尉 司 じ く 退 役 軍人 で ラム ニク ル : サ ラ ト で 
指揮 を 執っ た アリ スト テル : ゲ オル ギュ ウ 。 ブ ラダ 、 イ オン < イリ エス ク に て 。 セ イタ ン 州 コン スタ ン ツ ァ に て 。 ヴ 

ァ ル チャ の パ ド レ ・ ド アラ と ビク トル バルブ レ スク 。 テ ィ ミ ショ アラ の ヴィ ンタ ン 教 授 、 ゲ ナディ 教授 、 ド ゥ 

マ 教 授 。 そ し て ベテラン 軍団 

兵 、 教 授 ニ コラ エ : ペ トラ スク 、 ホ リア < シマ 、 弁 護 士 ヨ ン フ 。 コ ステ ア 、 コ ル ホ ン ら は . 現 在 国内 各地 に 指揮 所 を 置い 
て いる 。 

ブカレスト は いく つか の 部 門 に 分 か れ て お り 、 和 た ちょ は その 部 門 内 で 組織 化 を 始め まし た 。 

緑 部 門 と 青 部 門 に は ニコ ラ エ ・ コ ンス タン ティ ネス ク と ドル ベリ マス と いう 二 人 の 善良 な 人 物 が いた 。 二 人 の 強い 
キャ ラク ター、 二 人 の 確か な 頭脳 、 ド ば ル ・ ベ リマ ス は 文学 部 の 最も 優秀 な 学生 の 一 人 だ っ た 。 ニ コラ エ ・ コ ンス タ 

ン テ ィ ネ スク は 優れ た 経済 教育 を 受け て お り 、 商 業 ア カ デ ミ ー の 学生 で し た 。 


すぐ に 、 二 人 は 信仰 と 軍団 と し て の 勇敢 さ と いう FE 象 的 な 特質 を 持っ て いる こと が 判明 する で し ょ う 。 


また 、 こ の 時 期 に 、1932 年 12 月 10 日 に 次 の 命令 に よっ て 最初 の 軍団 の 階級 が 創設 され まし た 。 A) 軍団 司令 官 
と 呼ば れる 最初 の 上 位 の 階級 が 軍団 階層 内 に 設 

立 さ れ ま す 。 彼 ら の 犠牲 、 仕 事 、 英 雄 的 行為 信仰 能力 、 年 功 を 考慮 し て 、 次 の 軍団 兵 は アル ファ ベッ ト 順 に 階級 
が 昇進 し ます 。 バ ネ ア ・ イ 

オン 、 医 学 博士 課程 の 学生 。 ベ ル ジ ア イオ ン : ブ ラナ ル ・ イ オン 、 エ ンジ ニア 。 ド ウゥ ミト レス クイ オン 司祭 。 イ ヨネ ス 
ク 。 ア ンド レイ : シ ラ ギ < ビク ター、 弁 護 士 。 ス テレ セ ウ < ミハイル 、 下 院 議員 。 ト トゥ ニコ ラ エ 、 学 

生 。 ト ライ アン ・ コ ティ ガ 、 学 生 。 タ ナ セ ・ ア ント ヒ 、 職 人 。 


B) 1927 年 と 1928 年 の シリ ー ズ に 参加 し 、 碑 約 を 立て 、 現 在 も 軍団 の 現役 の 階級 に ある すべ て の 軍団 兵 
は 、 軍 団 補助 司令 官 の 階級 に 昇進 し ます 。 


署名 : コル ネリ ュー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 。 


他 の 人 た ち は 年 が 経っ て より 進歩 し て お り 、 軍 団 上 院 と 軍団 兵 上 級 評議 会 に 移管 され た 。 


5 つの 大 き な セ クタ ー に は それ ぞ れ 、 緑 、 黄 、 赤 、 イ ラス トリ アス 、 黒 の 色 の 名 前 が 付け られ て いま す 。 (Tr.) 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 
中 傷 的 な 攻勢 


「 無 政府 的 で テロ リズ ム 的 な 動き 」 


軍団 運動 は 、 特 に 高校 生 や 大 学生 の 若者 の 間 、 そ し て ルー マニ ア 全 県 の 農民 の 間 で 目 に 
見 えて 拡大 し て いま し た 。 し か し 、 ル ー マ ニ ア 人 が 国家 に 雇用 され 、 そ の た め に 意見 を 
表明 で き な か っ た り 、 ユ ダ ヤ 人 に 経済 的 に 奴隷 に され た り し て いた 都市 で は 、 そ の 成長 は よ 
り 遅 く な っ た 。 1922 年 に この 戦い を 始め て 以来 私 た ち が 知 っ て いる の と 同じ 無言 の 迫害 
が 、 私 た ち 、 す べ て の 戦闘 貞 と その 家族 を ます ます 悩ま せ て いま す 。 も し あな た が 若い 卒業 
生 で あれ ば 、 良 心 と 信仰 を 裏切ら な い 限 り 政府 の 仕事 に 就く こと は で きま せん で し た 。 何 
百人 も の 若者 が 、 お 金 、 約 束 、 名 誉 、 地 位 を 求め て 引き 寄せ られ まし た 。 こ の 州 は 反逆 者 の 
学校 と な り 、 反 逆 者 に は 多額 の 報奨 金 が 与え られ る 一 方 、 有 能 な 人 物 は 殺害 され た 。 も し 
あな た が ユダ ヤ 商 人 の 中 で は 珍し いい ルーマニア の 商人 で 、 た また ま 軍 団 を 信じ て いた と し た 
ら 、 市 街 の 役人 か ら 知 事 や 知事 に 至る まで 誰 も が あな た の 散 に な っ た 。 彼 ら は 昼 も 夜 も あな 
た を 追い か け ま し た 。 ユ ダ ヤ 人 より も あな た に 多く の 税金 を 課 し まし た 。 から 禄 金 が 
継続 的 に 徴収 され た 


lolete よ 到 機 寺 押 唐 by Google 


あな た : あ な た は 彼ら が あな た を 破壊 する まで 、 次 か ら 次 へ と 攻撃 を 受け まし た 。 も し あな た が 農民 だ っ た ら 手錠 を か けら 

れ 、 あ る 村 の 憲兵 隊 の 駐屯 地 か ら 別 の 村 の 憲兵 隊 ま で 徒歩 で 連行 され 、 次 の 隊 、 ま た 次 の 隊 の 何 十 キ ロ も 移動 し 、 そ れ ぞ れ の 憲 

兵隊 で 毎日 殴ら れ 、4 へ 5 日 間 鍼 死 し た 。 彼 ら は あな た を 野獣 の よう な 目 で 見 て 、 全 員 で あな た の 顔 を 殴り まし た 。 も し あな た が 労働 者 
だ っ た ら 、 彼 ら は あな た を 古布 の よう に あら ゆる 工場 や 企業 か ら 捨 て て し まう で し ょ う 。 


な ぜ な ら 、 こ の 国 で は 、 私 た ちの 信念 を 貫く 男 は 、 そ の 子供 た ち 全 員 と と も に 角 死 し な けれ ば な ら な いか ら で す 。 私 た ち は 皆 、 国 民 

と 国 の 敵 だ と みな され て いま す 。 し か し 、 私 た ち は 最 も 完璧 な 秩序 と 合法 性 の 範囲 内 で 自分 た ち を 守り 、 何 の 問題 も 私 た ち に 押し つ 
けら れ な いよ うに し まし た 。 し か し 、 そ れ は 何 の 意味 も あり ませ ん 。 私 た ちの 政府 の 推論 は 、「 あ な た が 法律 を 破っ た か ら と いっ て 、 
あな た を 減 ぼ すこ と は で き な い の で すか ? それ は 問題 で は あり ませ ん 、 私 た ち が 法 律 を 破っ て あな た を 減 ぼ し ます ! あな た は 
違法 行為 を し た く な いで し ょ う 、 ま あ 、 私 た ち は そ れ を し ます 」 ! 」 こ の よう に し て 、 私 た ち は 真 の タル ムー ド 体 系 に 入る こと 

が で きま す 。 一 方 で は 、 私 た ち は マ スコ ミ や あら ゆる 政治 団体 か ら 「 違 法 」 で ある と 非難 され 、 他 方 で は 、 依 然 と し て 


完全 に 法律 の 範囲 内 で あっ た に も か か わら ず 、 私 た ち は す べ て の 政府 お よび 州 の 代表 者 に よる 最も 凶悪 か つ 違法 な 取引 に 
よっ て 打ち 砕 か れ 、 そ れ 自体 が 最も 目 に 余る 違法 行為 で し た 。 


法廷 に 引き ずり 込ま れ 、 全 国 各 地 で 次 々 と 判決 が 出さ れ 、 運 動 の 合法 性 と 秩序 の 方 針 が 確認 され た 。 私 た ち を 非難 する 法令 は あり ま 
せん で し た 。 そ れ で も 、 政 治 家 と ユダ ヤ 人 マス コミ の 基本 的 な 主張 は 常に 変わ りな く 、「 無 秩序 の 運動 」、「 無 政府 状態 」、「 不 

法 行為 」、「 テ ロリ スト 」 で あっ た 。 ユ ダ ヤ 人 の マス コミ は 絶え ず 政 治 家 た ち を 扇動 し て 、 私 た ち に 敵対 し 、 私 た ち を 引き 裂き 私 

た ち を 絶滅 さす よう と 迫っ て きま し た 。 


「 外 国人 に 奉仕 する アイ アン ・ プ ロ テ ク ター」 


し ば らく し て 、 更 な る 非難 に も 気づか ず 、 ユ ダ ヤ 人 マス コミ は 我々 が ムッ ソリ ー ニ か ら 金 を 受け 取っ て いる と 主張 し た 。 私 た 
ち は 国 家主 義 者 の ふり を し て いる が 、 実 際 に は 会 う 人 か ら 金 を 搾り 取る こと が 目的 だ っ た の で す 。 今 、 私 た ち は 絞め つけ て いた ムッ ソ 
リー ニニ に 会 い 、 一 人 ずつ 、 驚 き と と も に 次 の こと を 学び ます 。「 私 た ち は 『 目 覚め た ハン ガリ ー 人 』 に 仕え て いた の で す …」 


私 た ち は モ スク ワ に 仕え て いま し た .… 

私 た ち は ユ ダ ヤ 人 か ら お 金 を 受け 取り …… 

最後 の 告発 は ば か ば か し いも の で す が 、 そ れ は 私 た ち を 容赦 し ませ ん で し た 。 こ こ で 私 は 、1934 年 8 月 10 日 の ユダ ヤ 人 新聞 ポ 
リティ カ (「 政 治 」) の 記事 「 マ ックス ・ ア ウシ ュ ニ ッ ト と 鉄 衛 隊 」 か ら 重 要 な 一 節 を 引用 し ます 。 


我が国 で も 人 ルー マニ ア の ファ シズ ム の 最も 重要 な 運動 で ある 鉄 衛 隊 が 大 資本 家 に よっ て 設立 され 、 資 金 提供 され た と いう 既 
知 の 事実 と 司 じ よ うに 、 こ の 現象 が 正確 に 検証 され た の で ある 。 そ し て ここ に セン セー ショ ナル と は 言え な い セ ン セ ーション が や っ 
て 来 ま す : ユ ダ ヤ 人 の マッ クス ・ ア ウシ ュ ニ ッ ト 


アイ アン : ガ ー ド を 直接 支援 し 資金 を 提供 し た 。 こ の 事実 は 、 ヴ ィ ク トル ・ イ アマ ン デ ィ 大 臣 と 著名 な 広報 担当 者 スカ ー ラ ッ 
ト : カ リマ チ と いう 二 人 の 非常 に 真面目 で 責任 ある 人 物 に よっ て 認め られ た 。 こ れ ら の 説明 に よれ ば 、 こ の 事実 は ご く 自 然 な こ 
と の よう に 思え ます 。 


ヒト ラー も ドイ ツ の 偉大 な ユダ ヤ 人 資本 家 か ら 資 金 提供 を 受け て いた こと を 知ら な い 人 は いな い だ ろ うか ? 」 


ヒト ラー 主義 者 に 金 を 払う 鉄 の 衛兵 


最近 、 ド イツ で は 、 ヒ トラ ー が 全 世 界 の ユダ ヤ ・ フ リー メー ソン の ヒド ラ を 打ち 負かし まし た 。 ド イツ 国民 は 並外れ た 決意 と 団結 を 
も っ て 戦い 、 
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ユダ ヤ 人 の 権力 を 打倒 し た 。 ユ ダ ヤ 人 は 嘘 や 嘘 を 報道 機関 に 発表 し 、 人 々 の 心 を 混乱 させ よう と し ます 。 1. アド ルフ ・ ヒ トラ ー は 
画家 で 、 愚 か で 、 無 能 で す 。 ド イツ の よう な 文明 国 で 誰が 彼 と 恋 に 


落ち る で し ょ うか ? し か し ヒト ラー 

進み ます 。 

2. アド ルフ ・ ヒ トラ ー は ドイ ツ の 共産 主義 者 が 反対 する の で 勝利 し な い だ ろ う 。 し か し 、 ア ドル フ ・ ヒ トラ ー は 権力 に 近 
づき ます 。 


3. ヒト ラー 主義 は 二分 、 三 分 に 分 か れ た 。 党 内 な ど に 大 き な 不 満 。 
し か し ヒト ラー は 変わ っ て いな い 。 


4. アド ルフ ヒト ラー は 発狂 し た 。 彼 は 山 な ど へ 行っ た 。 し か し 、 ア ドル フ 。 ヒ トラ ー の 健康 状態 は 良好 で 、 勝 
利 に 近づい て いる 。 

5. 彼 が 勝て ば 、 翌 々 日 に は ドイ ツ で 革命 が 起こ る だ ろう 。 共 産 主 義 は 一 斉 蜂 起 を 開始 し 、 ヒ トラ ー は 有 崩壊 する だ ろう 。 し か し ヒト 
ラー が 権力 を 掌握 し 、 ユ ダ ヤ 人 が 夢見 た 革命 は 勃発 し な か っ た 。 多 数 決 か ら 史 上 か つて な い 全会 一 致 へ と 移行 する こと に な る だ 
ろう 。 


6. 各国 は ドイ ツ を 経済 的 に ボイコット し 、 ヒ トラ ー 主 義 は 崩壊 する 。 
し か し 、 ア ドル フ ・ ヒ トラ ー は 勝利 を 収め て 行進 し ます 。 
7. ドイ ツ 全 土 の 「 独 裁 」、「 ヒ トラ ー 主 義 の テロ 」。 「 投 票 は 恐怖 に 支配 され て いる 。」 し か し 、 ド イツ 国民 は 熱心 に 彼 の 
後ろ を 行進 し ます 。 
8. ヒト ラー は 私 た ちの トラ ン シ ル ヴァ ニア を 乗っ 取 ろ うと し て いる 。 そ し て 、 ユ ダ ヤ 人 の 災い を 取り 除き た いと 願う ルー マニ ア の 
民族 主義 者 は 皆 、 そ れ 以上 で も 以下 で も 「 ヒ トラ ー 主 義 者 」 で は な い 、 つ まり 、 ト ラン シル ヴァ ニア を ドイ ツ 人 に 譲り た いと 考 
えて いる の だ 。 

「 ヒ トラ ー が トラ ン シ ル ヴァ 
ニア を 奪う た め に 我々 と 戦争 を し た いと 考え て いる と し よう 。 我 々 ルー マニ ア 人 が ドイ ツ 軍 か ら ト ラン シル ヴァ ニア を 
守る た め に は 、 ユ ダ ヤ 人 を 排除 し な けれ ば な ら な い 。 我 々 も この ユダ タダ ヤ 人 問題 を 解決 し な けれ ば な ら な い 」 と 我々 は 答え た 。 ユ ダ 
ヤ 人 に よっ て 圧迫 され 、 完 全 に 身 を 守る こと が で き な く な る まで 体力 を 消耗 させ られ た 我が国 民 の 立場 を 強化 する 我々 の 魂 を 毒 
し 、 我 々 の 血 を 吸う ユダ ヤ 人 に よっ て 封印 され れ ば 、 我 々 に は 武器 も 魂 も 骨 に 肉 も な く な る 。 


9. 最後 に 私 た ち は ナ チ ス か ら 「 お 金 を も ら っ て 」 、 資 金 を 提供 され 、「 給 料 を も ら っ て いる 」 の で す 。 私 た ち は こ う 答 えた 、 
「AC ク ザ は 1890 年 か ら ユ ダ ヤ 人 と 戦っ て いる が 、 我 々 は 1919 年 、1920 年 、1921 年 、1922 年 以来 、 ア ドル フ 。 ヒ トラ ー の こと 
すら 聞い て いな か っ た 。 毒 蛇 だ ! 」 


ラ シ ナ リ で の 偽造 紙幣 の 印刷 
それ ほど 時 間 が 経た な いう ち に 、 私 た ち に 対す る 新た な 政治 的 ユダ ヤ 人 運動 が 開始 され まし た 。 


私 た ち が ム ッ ソ リー ニ 、 ヒ トラ ー、 モ スク ワ 、 ア ウシ ュ ニ ッ ト か ら の 金 で 解決 する こと を 望ま な か っ た 私 た ちの 敵 は 、 偽 ラン ナリ 紙 
幣 の F 刷 と いう 新た な 資金 源 を 見 つけ 出し まし た 。 こ の セン セー ショ ナル な お 発見 は ユダ ヤ 紙 と 党 の 新聞 の 欄 を 埋め 尽く し 
まし た 。 


私 た ち は 以 下 に 、 こ の 期間 以外 で 、 国 家 の 目 の 前 で 私 た ちの 絶滅 を 試み た 背信 の シス テム を 説明 する た め に 設計 され た いく 
つか の 文章 を 示し ます 。 
7 月 22 日 の 新聞 パト リア (「 祖 国 」) は 次 の よう に 報じ た 。 


鉄 の 警備 員 と 偽造 紙幣 印刷 工場 
ラ シ ナ リ 
- 広告 資金 の 源 - 


クル ー ジ ュ 7 月 21 日 - シビ ウ 近 郊 の 村 ラ シナ リ で 政治 組織 全体 を 最も 醒 悪 な 光 に さら す 類 の セン セー ショ ナル な お 発見 が な さ 
れ た が 、 こ れ に 対し て 政府 は 現在 、 あ ら ゆ る 手続 き を 進め る た め の 最 も 忌まわしい 証拠 を 手 に し て いる 。 重 大 度 。 
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鉄 の 警備 員 の 偽造 紙幣 製造 機具 体 的 に は 、 ラ シナ リ 村 で 、 多 く の 偽 造 紙 幣 製造 

所 の うち の 1 つが 発見 され まし た 。 し か し 実施 され た 調査 に より 、 誰 も が 驚い た こと に 、 こ の タイ トル で 話し て いる の は 、 
手 っ 取り 早く 富 を 得る た め に 法律 の 厳格 さ に 反抗 する ジプシー や 社会 不適 合 者 の 集団 の こと で は な く 、 鉄 衛兵 の こと 

で ある こと が 判明 し た 。 コ ルネ リュ ー 氏 ゼ レ ア ・ コ ドレ アヌ の 政治 組織 。 最 近 、 我 が 国 の 政府 に 対し て 、 そ し て 一 般 に ルー 
マニ ア の すべ て の 政党 に 対し て 最も 虐待 的 な キャ ン ペ ー ン を 展開 し て いる 。 


鉄 衛 隊 と 村々 で の その 宣伝 し か し 、 国 中 を 端 か ら 端 まで 旅 する 警備 隊 を 擁 
する 鉄 衛 隊 の 活動 を 少し で も よく 知っ て いる 人 に と っ て は 、 こ れ は 非常 に 自然 な こと の よう に 思え ます 。 


この よう な 状況 で は 、 ま ず お 金 が 必要 に な り ま す 。 実 際 、 最 近 の 鉄 衛 隊 の 宣伝 活動 家 た ち は 邊 大 な 資金 を 持っ 
て いた こと が 知ら れ て お り 、 そ の お か げ で 彼ら は 村々 を 旅 し た り 、 新 聞 を 印刷 し た り 、 そ の シス テム を 模 條 する た め に 
必要 な も の を すべ て 献身 的 に 武装 させ た りす る こと が で きた 。 ヒ トラ ー」。 


偽造 が 発覚 し た 経緯 「 内 務 省 は 、 ト ラン シル ヴ 

ァ ニ ア 、 特 に ブラ ショ フ と シビ ウ の 鉄 衛兵 の 指導 者 の 一 部 が 自由 に 使え る 多額 の 資金 を 持っ て お り 、 そ れ を 全国 の 地方 
組織 に 分 配 し て いた こと を 長い 間 知 ら さ れ て いた 。 当 初 は 同様 の 外国 組織 に よる 資金 提供 が 疑わ れ た が 、 監 視 の 結果 、 
容疑 は 札 憂 で ある こと が 判明 し た 。 ラ シナ リ で の 紙幣 印刷 機 の 発見 は 法 執行 当局 に 新た な 手がかり を も た らし た が 、 
捜査 の 結果 は 驚く べき も の で あっ た 。 


そし て その 


シビ ウ は 組織 全体 に 資金 を 提供 直 ち 

に ブカレスト 当局 は ブカレスト の 1. スタ ネス ク 判 事 に 通常 の 捜査 を 開始 する よう 委任 し た 。 ラ ドゥ : パ スク 首席 検事 と 
マル ダリ ッ チ 検事 に 同行 し て 彼 は シビ ウ に 向け て 出発 し 、 護 衛 組織 を 率い て いた ビデ ィ ヌ 検事 の 自宅 を 初め て 捜 

索 し た が 、 そ こ で は マネ ー・ プ レス が も っ ぱら 政府 に サー ビス を 提供 し て いた こと が 明らか に な っ た 、 危 うい セン セー シ 

ョ ナル な 資料 が 発見 され た 。 ア イア ン ・ ガ ー ド の 政治 的 か つ 破 壊 的 な 目 和 。 押 収 さ れ た 通信 の 中 か ら は 、 さ ま ざ ま な 地元 組 
織 、 特 に ヤシ 組織 か ら の 手紙 が 発見 され 、 そ の 中 で バネ ア 氏 は バン を 購入 し 、 モ ルド バ で プロ パガン ダ を 強化 する た め 
に 多額 の 資金 を 要求 し た 。 


警察 は 一 連 の 逮捕 を 行い 、 偽 造 に 使用 され た 機器 と と も に すべ て の 危険 物 を 押収 し た 。 


調査 は 引き 続き 熱心 に 行わ れ て お り 報道 機関 と 関連 組織 と の 関係 、 特 に 後者 に 分 配 さ れ た 資金 の 額 を 明らか 
に する た め の 努 力 が 払わ れ て いる 。 


アイ アン : ガ ー ド の 道徳 的 勇気 


国 中 に 中 核 を 作り 出す こと に 成功 し た 鉄 衛兵 の 組織 が 恥ず べき こと に その 行為 に 巻き 込ま れ た と き 、 そ れ は 国 中 に 深い 
印象 を 与え 、 衛 兵 支持 者 の 階級 に 真 の 驚 慢 を 引き 起こ し た 。 。 村 で の 扇動 は 正義 、 名 誉 礼 儀 、 法 律 の 尊重 な どの 名 の 下 
に 行わ れ た こと が 知ら れ て いた が 、 そ れ は 単なる 目的 に 過ぎ な か っ た 。 


この 主張 は 鉄 衛兵 に よる 空虚 な 言葉 で あっ た こと が 今 で は 判明 し て いる が 、 実 際 に は 彼ら は 手段 に 関し て は 悪徳 権 
力 を 求め て いた だ け で ある 。 


これ ら の 発見 に 直面 し て 、 政 府 は あら ゆる 厳し い 措 置 を 講じ る 用 意 が ある よう だ 。 国 務 次 官 VV テ ィ レ ア 氏 が 内 輪 


に 宣言 
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ー 部 の メン バー が 犯し た 行為 の 重大 性 を 考慮 する と 、 ア イア ン ・ ガ ー ド は 解散 し な けれ ば な ら な いと の こと 。 


1933 年 8 月 6 日 の 『 ケ マレ ア ・ ロ マニ ロー ル 』(「 ル ー マ ニ ア 人 の 呼び か け 」) に は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 


お 金 と 偽 の お 金 へ の 愛 


「 新 聞 は ここ 数 日 、 鉄 衛兵 の 部 下 た ち が 紙 幣 を 偽造 し て 当局 に 捕まっ た 様子 を 報じ た 。 私 た ち は 、 こ の タイ プ の 男 が 最 
近 、 村 々 を 巡回 し て 人 々 に あら ゆる 種類 の こと を 約束 し 、 違 反 者 に は 死刑 を 要求 し 始め た こと を 知っ て いま す 。 私 た ち は 、 こ の 
人 々 の 目標 と 目的 が 何で ある か を 自分 自身 で 学ぶ こと を 長い 間 待 っ て きた 若者 で す 。 国 を 愛し 、 賢 明 な 行政 を 行い 、 外 国人 を 絶 
滅 さ せる こと を 熱心 に 説教 し て いた の で 、 一 時 は 彼ら は 大 丈夫 だ と 思っ た が 、 つ まり 、 彼 ら が 偽造 品 で 国 に 損害 を 与え る 働き を 
始め た と 新聞 で 読ん だ と き は 、 お 金 に つい て 、 私 た ち は 自 分 自身 を だ まし て いた こと 、 そ し て 今 で は 彼ら の こと を 知っ て いる こ 
と に 気づき 始め まし た 。 彼 ら は 我が国 の プロ の 略奪 集団 の 一 部 を 形成 し て お り 、 彼 ら が 犯し た 重大 な 違法 行為 に 対し て 、 
我々 は 政府 に 対し て 、 そ の よう な DS に 対す る 裁判 を 要求 し た 方 法 に 従っ て 彼ら を 裁判 する こと 、 つ まり 死刑 以外 の こと は 何 
も 勧め な い 。 、 廣 作 犯 の いる 絞 首 台 へ ! 」 


1933 年 7 月 22 日 の 党 公式 新聞 「Dreptatea (「 正 義 」)」 
国民 農民 よ 、 次 の よう に 書か れ て いま す 。 


偽造 者 の 番 人 


私 た ちの 政治 的 右派 の いわ ゆる 国家 主義 者 部 門 を 形成 する 個人 の 評価 に 決定 的 な 証拠 が 必要 で ある と すれ ば 、 そ れ は ラ シ 
ナリ の 紙 刺 偽 造 者 の 重大 な 事件 に あっ た 。 


いつ で も どこ で も 極右 政党 (実際 に は フー リガ ン や いじ め っ 子 の 集団 で 構成 され て いる ) は 、 騙 され や すい 大 衆 に 対す る 
プロ パガン ダ 活 動 に お いて 、 最 も 忌 ま わ し く 卑劣 か つ 不 謙 慎 な 手段 を 用い て きた 。 


な ぜ な ら 、 右 派 の 「 概 念 」( 原 文通 り ) と 「 教 義 」( 原 文通 り ) で は 、 権 力 を 掌握 する こと に 本 元 さ れ た 目標 が 手段 

の 不潔 さ を 正 当 化 し て いる か ら で あ る 。 

追求 する 目標 の 理想 や 目的 に 崇高 さ が 存在 し な い 場 合 、 手 順 、 戦 術 、 方 法 、 行 動 に 崇高 さ は 存在 し ませ ん . 極 右 細 の 理想 

に は 、 少 な か ら ず 高貴 さ が 隠さ れ て いる と 誰が 主張 で きる だ ろう か ? 基 本 的 な 権利 を 著しく 無視 し て 暴力 を 崇拝 する こと は 、 
決し て 理想 や 優越 性 を 構成 する も の で は あり ませ ん 。 そ の 光線 が 人 の 魂 を 温め る 理想 は また 別 の も の で あり 、 国 家 集 団 、 ひ いて 
は 全 人 類 の 知 的 階段 を ます ます 高く 登る た め の 、 正 義 、 平 和 、 建 設 的 な 取り 組み の 理想 で ある 。 し か し 、 こ れ は 、 勝 利 し た 

独裁 権力 に つい て の 空虚 な 考え を 持つ 最も 基本 的 な 人 間 の 模範 に よっ て 受け 入れ られ る 右 細 過 激 主義 の 理想 で は あり ま 

せん 。 右 翼 過 激 主義 は 知性 を 拳 の 力 (知識 人 と 普通 の 犯罪 者 を 区 別 し な い ) に 置き 換え ます 。 正 義 と 應 意 に よっ て 。 国 家 と 
国民 の 間 の 平和 と 協力 と いう 崇高 な 理想 、 国 家 間 の 憎しみ と いう 鈍い 教義 の た め に 。 


右翼 過激 主義 を 承認 で きる 知識 人 は いな い 。 

も し 彼 が 数 人 の 男 を 捕 ま そ る こと に 成功 し た と し て も 、 そ れ は 彼ら が 憎む べき 悪用 され た 信仰 国家 主義 的 信仰 の 
名 の 下 に それ を 行っ た か ら に すぎ ませ ん 。 

こう し て 「 鉄 の 衛兵 」 と 呼ば れる 陰謀 者 の 結社 が 発足 し た 。 彼 は ナシ ョ ナリ ズム の 名 の も と に 行動 する つも り だ 。 


ナシ ョ ナリ ズム の 名 の 下 に ? こ の 偽善 は 世論 に 暴露 され な けれ ば な り ま せん 。 ナ ショ ナリ ズム を 貫く 必要 は な い 
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オカ ルト 組織 、 秘 密 結社 特に 「 鉄 衛 隊 」 が 実践 する 手法 は 必要 あり ませ ん 。 ナ ショ ナリ ズム は 、 白 昼 堂々 、 公 
然 と 、 正 直 に 、 誠 実に 自ら を 守る 信仰 で す 。 


いずれ に せよ 、 人 は … 「 巣 」(2!2) 、 目 に 見 えな い 「 大 隊 」 や 隠れ た 「 独 房 」、 特 に 一 部 の 卑劣 な 
犯罪 者 の よう に 紙幣 を 偽造 する た め の 密 命 で ナン ショ ナリ ズム に 奉仕 する こと は あり ませ ん 。 


アイ アン : ガ ー ド は 、 最 も 恥ず べき 央 量 的 な 扇動 政策 を 通じ て 国家 権力 を 暴力 的 に 征服 する た め に 
密か に 集め られ た 一 握り の 冒険 家 に すぎ な い 。 こ れ は 国家 主義 的 な 考え の 名 の 下 に 行わ れ ま す 。 


国家 主義 的 な 考え の 名 の 下 に ? こ の 土地 の すべ て の 子供 た ちの 信仰 は 、「 鉄 の 衛兵 」 が 使用 する よう な 手 
段 を 容認 し ませ ん 。 偽 造 を 許し ませ ん 。 


ラ シ ナ リバ ンド の 発見 に より 、「 ア イア ン : ガ ー ド 」 に 真 の 光 が 当 た る こと に な る 。 

人 々 は 「 こ の 人 た ち は ど こ か ら お 金 を 手 に 入れ て いる の だ ろう か ? 」 と 疑問 に 思い まし た 。 そ ん な 
に 広告 費 が か か る の ? 良 心 を 整理 し て 獲得 する に は ? 旅 行 、 住 む 、 車 ? ど こ か ら ? 

ラ シ ナ リ の 発見 に より 、 そ の 出所 が 明らか に な り ま し た : 偽札 ! 


それ が 『 ア イア ン ・ ガ ー ド 』 の 仕組 み だ 。 「 ア イア ン ガ ー ド の 先駆 者 は 刑法 に 該当 する 個人 で す 。 彼 ら は 
お 金 を 偽造 し て 政党 を 作り た いと 考え て いま す 。 


彼ら は 今 、 大 衆 の 承認 を 要求 する 道徳 的 権威 を 持つ て いる の で し ょ うか ? そ し て 同時 に 、 国 家主 義 的 な 考え 


の 名 の 下 に ? 
2 し て 、 偽 造 者 の 警備 員 は 国家 主義 の 名 の も と に 発言 する こと は 
で きま せん 。 」 


そし て 最後 に 、 こ の 引用 が 長く な りす ぎ な いよ うに 、 ダ ・ パ トラ (「A 
祖国 」)1933 年 7 月 22 日 土曜 日 以下 の 抜粋 : 


「 ガ ー デ ィ ス ト 」 と 偽造 者 


「 ラ シナ リ の 発見 に は 実に セン セー ショ ナル な 側面 が あり ます 。 そ れ は 、 あ り ふ れ た も の 、 あ り ふ れ た も 
の 、 平 凡 な も の を 超え 、 新 た な 信条 を 求め る あま り に だ まさ れ や すい 大 衆 を 再生 し よう と する 人 々 の 腐敗 、 
解体 、 道 徳 的 弾力 本 の すべ て を その 広 さ と 血 な まぐ さい も の に 込め て いる 。 そ し て 我々 が 言う の は 、「 実 に 
セン セー ショ ナル 」 で ある と いう こと は 、 新 聞 が 最近 、 こ の 国 の 各地 に 小さ な 秘密 の 造 幣 局 が 出 
現し て いる こと を 我々 が 知る こと に 慣れ て いる と すれ ば 、 こ の イン フレ 制度 の 独創 的 で 騎士 道 的 な 後援 
者 た ち が 、 刑 法 に 同意 し て いな いこ と を 証明 する こと は 決し て な か っ た か ら で あ る 。 少 し 上 の 社会 的 地位 に 
ある 人 で ある こと 。 『 ラ シナ リ 』 で は 、 英 雄 た ち は も は や 此 細 な 初 盗 の 後 の ジ プシ ー で も 、 安 易 な 偽 
装 死 を 求め る 正義 と 対立 する 一 部 の 人 々 で も 、 大 き な リ スク を 伴う 実り ある 冒険 の 楽し み を 美学 と 考え る 英 
雄 の 一 人 で も あり ませ ん 。 し か し .、 頭 注 つ まり シビ ウ の 「 鉄 衛兵 」 の 長 に つい て は 良い 話 が ある 。 私 た ち 
は 、 コ ドレ アヌ の 信者 の 運動 を し ば し ば 無関心 な 保護 下 に 置い た 5 つの 新聞 の 対象 を 引用 し ます 。 


「 シ ビ ウ 当局 は 、 こ の 都市 の 『 鉄 の 衛兵 』 組 織 の 長 で ある ビデ ィ ア ン 弁 護 士 の 家 を 捜索 し 、 ラ シナ リ 偽札 工場 
が 支援 の た め に 設立 され た こと が 明らか で ある セン セー ショ ナル な 資料 を 発見 し た 。」 


アイ アン : ガ ー ド 。 他 の 文書 の 中 に は 、 ヤ ン シ 組 織 の 会 長 で ある バネ ア 氏 か ら の 手紙 も 含ま れ て お り 、 バ ン を 
購入 し 、 「 鉄 の 警備 員 』」 の プロ パガン ダ を 強化 する た め の 資 金 を 求め た 。 「 当 然 で す よ ね ? 政治 と 
道徳 の 再生 を 宣言 する 政党 を 支援 する 造幣 局 で す ! 不 座 慎 な 扇動 者 、 ス キャ ンダ 

ル 屋 、 い じ め っ 子 と し て 知ら れる 彼ら は 、 今 で は 偽造 者 と し て も 知ら れ て お り 、 最 初 の も の と 同じ くら い 恥ず 
べき 性 質 で す が 、 誰 か が ここ で 私 た ちの 時 代 の 奇妙 で 重大 な 兆 候 を 見 つけ た と 主張 する か も し れ な いし 、 
クロ スワ ー ド パズル の 愛好 家 は 、 た と え 彼 が 鉄 で で き て いた と し て も 、 守 護 者 と し て は 少し 多 す ぎる と 感 

じ る で し ょ う 。 「 誰 が 見 て も 、 ラ シナ リ 事 件 は 非常 に 深刻 で す 。 こ の 事件 は 、 冒 険 者 た ち が 、 現 在 は いじ 

め っ 子 、 現 在 は 狗 教 者 と し て 自分 た ち を 表現 し 、 社 会 的 地位 を 維持 する た め の リ ソー ス に 厳し い 光 を 当 

て て いま す 。」 
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多忙 で 、 歩 き 回 る よう な 存在 。 こ の コラ ム の 中 で 、 私 た ち は 和 驚き と 好奇 心 を 抱き な が ら 、 こ の 紳士 た ち は ど こ か ら お 金 を 
手 に 入れ て いる の か と 尋ね ます 。 正 直 に 告白 し まし ょ う 、 ラ シナ リ か ら こ れ ほ ど 迅 速 に 、 麗 ろ し い ほ ど 直 接 的 に 答え が 
返っ て くる と は 予想 し て いま せん で し た 。 


この 憎しみ に 満ち た キャ ン ペ ー ン は 3 週間 続き まし た 。 

カラ ニカ 、 ス テリ ッ ク ・ シ ウメ ティ 、 パ パナ ー チ ェ と いう 3 人 の 精鋭 軍団 兵 が 、 マ イナ ス を 獲得 する た め に 必死 で 新聞 社 を 打 
ち 負 か し た の は 無駄 だ っ た 。 

これ ら の 若者 た ち は 、1931 年 以来 、 常 識 と 非常 に 誠実 な 性 質 に より 毎日 私 と 一 緒 に 暮らし 、 同 じ 苦し い 不安 を 共有 し 、 戦 
場 で 組織 を 率い る と いう 困難 な 重荷 を 一 歩 ずつ 助け て くれ まし た 。 


私 た ち に 浴び せら れ た これ ら す べ て の 悪評 は 、 命 令 さ れ た も の だ っ た の で すか ら 、 無 駄 な 努力 で し た 。 
それ ら が 及ぼ す 影 響 は た だ 一 つ 、 不 当 に 不当 を 重ね 、 中 傷 に 中 傷 を 、 打 撃 に 打撃 を 、 苦 痛 に 苦痛 を 重ね る と いう こと で 
ある 。 私 た ちの 若者 は それ ら す べ て に 耐え 、 彼 ら の 魂 の 中 に それ ら を 埋 


め ま し た 。 何 年 も 経っ た 今 、 も し 私 が 世界 に アド バイ ス し た いな ら 、 こ う 叫 ぶ で し ょ う 。「 長 くし が みつ きす ぎる 人 に は 
気 を つけ な さい ! 」 


死 の チー ム 
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し か し 、 こ れ ら の 障害 、 打 撃 、 陰 謀 、 迫 害 . あ ら ゆ る 方 向 か ら の 攻撃 に 直面 し 行き場 の な い 恐 ろ し い 孤 独 感 を 抱え 
な が ら 、 私 た ち は 死 を 覚悟 し て これ ら す べ て に 反対 し まし た 。 「 死 の チー ム 」 と は 、 死 を 受け 入れ た 全国 の 軍団 青 
年 た ちの 親密 な 感情 の 表現 で ある 。 死 を 乗り 越え て 前 に 進む と いう 彼 の 決意 。 


1933 年 5 月 初旬 、 イ オン ・ ド ウミ トレ スク 神父 、 ニ コラ エ < コ ンス タン ティ ネス ク 、 ス テリ エ * シ ウメ ティ 、 ペ トル ・ ト ク 、 コ ンス 
タン ティ ン ・ サ ヴィ ン 、 ブ ル ハ ツ 、 コ ンス タン ティ ン ・ ポ ペ ス ク 、 ル ス ・ ク リス ト フ ォ ル 、 ア ド チ テイ 、 イ オヴ ィ ン 、 ト ライ アン 
・ ク ライ ム 、 ヨ ン フ : ボ ザン タン 、 ゴ グ ・ セ ラフ ィ ム ・ ア イザ ッ ク ・ ミ ハイ か ら な る チー ム が 結成 され た 。 、 パ プク 教授 、 ラ ドウ .… 


全国 半周 ツア ー を 行う 前 彼ら は 自ら を 「 デ スチーム 」 と 呼ん で いた 。 

Caprioara (The Doe) は 、 そ の 使用 の た め に ヤシ か ら 追 放さ れ ま し た 。 彼 ら は ブカレスト 、 ピ テ シ ュ ティ 、 ラ ム ニ ク 
ル : ヴ ァ ル チャ 、 タ ル グ ル < ジウ 、 ト ウル ヌル ・ セ ヴェ リン 、 オ ラヴ ィ タ 、 レ ジ タ か ら の ルー ト を カバ ー し な けれ ば な ら 
な か っ た 。 そ れ ま で は ドウ ミニ カ ・ イ オ ネ ス ク 神父 も 同行 する 必要 が ある 。 そ れ か ら テ ィ ミ ショ アラ 、 ア ラド に 向 か 

い 、 ブ カレ スト に 戻っ た 彼ら は 、 最 大 規模 の 軍団 遠征 の 出発 点 に 立っ て お り 、 ガ ソリ ン 代 と し て ポケ ッ ト に 3000 レ イ 
だ け を 残し て 出発 し た 。 残 り の 部 分 に つい て は 、 彼 ら は 神 と 、 彼 ら の 道 に いる 人 々 が 与え て くれ る で あろ う も の を 
信頼 し まし た 。 彼 ら は その 国 の 法律 を 携行 し まし た 。 こ れ ら は 合法 の まま だ が 、 違 法 な 手段 か ら は 防御 され る だ ろ 
う 。 


TG で 。 ジ ウ 、 ト ゥ ウル ヌ ル ・ セ ヴェ リン 、 ボ ゾ ヴ ィ チ 、 彼 ら は 警察 と 副 兵 に 追わ れ 、 攻 撃 さ れ た 。 彼 ら は タイ ヤ を 守る 

た め に トラ ッ ク の 前 に ひざ まず き 、 胸 を 銃 に 向け た 。 

オラ ヴィ ー タ 郊外 で 彼ら は 機関 銃 に 襲わ れ 逮 捕 され た 。 翌 日 ポポ ヴィ チ 検 察 官 は 無罪 を 宣言 し て 彼ら を 釈放 

し た 。 彼 ら は 何 も せ ず 、 演 説 も せ ず 、 集 会 も 開か な か っ た か ら で あ る 。 彼 ら は た だ 旅 を し て 歌っ て いた 、 そ れ だ け 

だ っ た 。 し か し 人 々 は 理解 し て くれ て 、 花 を 持っ て 迎え て くれ まし た 。 彼 ら は 食料 と トラ ッ ク 用 の ガソリン を 受け 取り 
まし た 。 彼 ら 5 が どこ に 行っ て も 、 熱 意 の 痕跡 が 残り まし た 。 


レシ タ で 彼ら に 会 い に 出かけ まし た 。 そ こ で 私 た ち は 公開 集会 を 開催 する こと に し まし た 。 そ うす る の は 私 た ちの 権 
利 で し た 。 私 は 国会 議員 で あり 、 カ ラス 郡 の 候補 者 リス ト に 登録 し 2,000 票 を 獲得 し た た め 、 議 会 で の 活 
動 報 告 を する た め に 支持 者 に 連絡 を 取り に 来 ま し た 。 


それ は 素晴らし いこ と で す 。 そ れ は 完全 に 合法 で す 。 し か し 、 私 た ちの こと と な る と 、 法 律 は も は や 存在 し ませ ん 。 


戦争 中 で すら 、 レ シタ は これ ほど 大 き な 軍 事 力 を 目 に し た こと は な か っ た 。 そ れ は 近隣 の 都市 か ら 持ち 込ま れ 都 市 を 
占領 し 、 包 囲 し まし た 。 

私 は 政府 が 私 に 罠 を 仕掛 け て いる こと に 気づき まし た 。 私 は 非合理 的 な 行動 を 試し て みた いと 思っ て いま 

人 NAS と な る 。 「 そ れ が 、 私 た ち が こ の 紳士 た ち を 止め た 理由 で す 。 だ か ら 、 彼 ら は 廃 


な けれ ば な り ま せん 。 彼 ら は どこ へ 行っ て も 、 私 た ちの 秩序 の 手段 、 軍 と 当局 に 対し て 国民 を 奮起 させ ます 。 彼 ら は 革命 
を 起 ー し た い の で す 。 」 


私 た ちの その よう な 間違い は 、 ユ ダ ヤ 政 府 と 報道 機関 に よっ て 悪用 され た で し ょ う 。 
だ か ら こ そ 私 は 彼ら に その 機会 を 与え な か っ た が 、 自 分 の 中 の 反逆 を すべ て か き 消 すこ と で 、 い か な る 対立 も 
避け た 。 ま さ に この 対決 で 彼ら は 勝利 を 収め て いた だ ろう 。 私 た ち は ラ リー を 放棄 する こと を 好み ます 。 


チー ム は その まま ティ ミス ・ ト ロン タル 市 を 通過 し 、 ア ラド 市 に 入っ た 。 そ こ で チア 村 で は 、 憲 兵 が ユダ ヤ 人 た ちと 
協力 し て 農民 を 扇動 し し ハン ガリ ー か ら の 赤い 部 隊 が ルー マニ ア に 渡っ て きた と 叫ん だ 。 


農民 た ち は 熊 手 、 攻 、 こ ん 棒 で 武装 し 、 身 元 を 明らか に する 時 間 が な か っ た 軍団 兵 を 攻撃 し た 。 そ の 衝撃 で 彼ら は 
血まみれ に な っ た 。 シ ウメ ティ さん は 右手 を 骨折 し 、 意 識 を 失い 道端 に 倒れ た 。 ア ド チ テイ は 彼 の た め に 嘘 を つ 
いて いた 。 

全員 が 負傷 し た 。 そ の 後 、 彼 ら は 逮捕 され 、 ア ラド に 移送 され 、 市 の 刑務 所 の 別々 の 独房 に 入れ られ まし た 。 


彼ら は 10 日 後に 反乱 の 罪 で 裁判 に か けら れ た 。 ア ラド 出身 の 弁護 士 。 モ タ 、 ヴ ァ シ ル ・ マ リン 
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そし て 私 自身 が 彼ら を 弁護 し 、 彼 ら は 全員 無罪 と な っ た 。 ア ラド の ルー マニ ア 人 た ち は 彼 ら に 温か い 同 情 を 示し 
た 。 

この 出来 事 を きっ か け に 、 私 も 彼ら に 同行 する こと に し た 。 チ ー ム の 一 部 は ピッ クア ッ プ トラック に 乗り 、 私 は 
チー ム の 4 人 と 農民 の フラ ティ ラ を 伴っ て 徒歩 で 出発 し 、 す べ て の 村 を 通っ て 山中 に ある アブ ラム ・ イ アン ク 
の 慕 ま で 約 130 マ イル 離れ た 。 

農民 た ち は ど こ で も 私 を 歓迎 し て くれ まし た 。 


テ ベ ア で 、 私 た ち は 別 れ ま し た 。 彼 ら は フネ ドア ラ 郡 を 通過 する ルー ト を 続け 、 私 は テイ ウス に 向け て 出発 し まし た 。 


テイ ウス に て 


私 の 父 は ここ で スピ ー チ を する 予定 で し た 。 そ の 夜 到着 する と 、 農 民 の 家 に いる 父 を 見 つけ まし た 。 彼 は 血 
まみ れ だ っ た 。 人 々 が 集まる 会 場 に 大 勢 の 憲兵 が 入っ て き て 、 全 員 に 尻 を 使い 始め た 。 父 が 頭 を 殴ら れ ま し 
た 。 


合法 性 ! 合 法 性 ! 

免除 と 保証 され た 権利 を 享受 し て いる ルー マニ ア の 国会 議員 が 演説 し よう と し て いる と 、 公 共 勢 力 の 代表 者 

た ち が 頭 を 尻 で 鳴ら し な が ら 会 場 に 入っ て くる 。 農 民 も 教師 も 司祭 も 皆 シ ョ ッ ク を 受け て いま す 。 そ こ で 私 は 2 週間 
後に 同じ 場所 で 抗議 集会 を 開く こと に し まし た 。 


会 議 の 前 夜 、「 死 の チー ム 」 と クル ー ジ ュ と ブカレスト の 軍団 兵 が テイ ウス に 到着 し た が 、 会 議 は 開催 で き な 
か っ た 。 
歩兵 連隊 と 憲兵 大 隊 が テイ ウス を 包囲 し 、 農 民 の 侵入 を 阻止 し た 。 


それ は レシ タ の 時 と 同じ だ っ た 。 私 は 対立 を 避け よう と し て 、 父 と 軍団 兵 全員 が 私 を 除い て 街 を 去る べき だ と 決心 
し た 。 な ぜ な ら 、 た と え 少 数 で あっ て も 数 人 の 人 間 が 存在 すれ ば 紛争 を 引き 起こ す 可 能 性 が ある が 、 そ の よう な 

大 軍 の 前 に 一 人 の 人 間 が 存在 し て も 反乱 を 引き 起こ すこ と は で き な い か ら で あ る 。 も し 彼ら が 彼 に 重く の し 

か か っ て いた と し て も 、 多 く の 人 に と っ て は 栄光 で も な い 。 


し か し 、 ミ ハル ト と その 周辺 地域 の 農民 た ち は 、 す で に 軍 が 占拠 し て いる 橋 を 強引 に 渡 ろ うと し た 。 


「 私 た ち ミ ハル ト の 農民 は 、 激 し い 戦い で ハン ガリ ー 軍 か ら こ の 橋 を 征服 し まし た 。 今 日 ルーマニア の 憲兵 が 橋 
を 渡る の を 妨げ て いる こと を 受け 入れ られ ませ ん 」 と 、 勇 敢 で 「 恐 れ を 知ら な い ミ ハル ト の 農民 た ち 」 は 語っ た 。 


戦闘 は 2 時 間 以 上 続い た 。 銃 弾 が 発射 され た 。 農 民 が 殺 害さ れ 、「 死 の チー ム 」 の トク 、 コ ンス タン ティ ネス ク 、 
アド チ テ イ が 二 度 目 の 重 傷 を 負っ た 。 


「 死 の チー ム 」 全 員 と 他 の 生徒 計 50 名 は 、 そ の 日 の うち に 当局 に よっ て テイ ウス に 連れ 戻さ れ た 。 彼 ら は 電車 に 
乗る と 言わ れ ま し た が 、 電 車 の 切符 を 持っ て いな か っ た た め 、 ア ル バ ル リア まで 迎え に 行か な けれ ば な り ま せん で 
し た 。 
し か し そこ で 彼ら は 、 切 符 を 手 に 入れ る 代わ り に . 逮 捕 状 も な し に 、 ホ リア が 投獄 され た 有名 な 刑務 所 に 放 
り 込 まれ た こと に 気づき まし た 。 
彼 の 抗議 は すべ て 無駄 だ っ た 。 彼 ら は 自分 た ちの 拘留 が 不法 で ある と 抗議 し た が 無駄 だ っ た 。 い か な る 被 拘 
禁 者 も 逮捕 状 な し に 逮捕 され な いこ と 。 彼 ら を そこ に 放り 込ん だ 当局 が 違法 行為 を 行っ て いた と いう こと だ 。 
その 和 夜 の 2 時 に 彼ら は 刑務 所 の 門 を 破壊 し 、 列 を 作り 検察 官 の 家 に 向かっ た 。 彼 ら は 彼 に 出来 事 を 報告 し た 。 彼 
ら は 翌朝 まで 中 庭 に 留まり 、 そ の 後 検察 紀 と と も に 刑務 所 に 戻っ た 。 今 回 は 「 刑 務 所 の 門 を 強行 突破 し た 」 と し て 
逮捕 状 が 出さ れ た 。 


その 後 の 裁 判 で は 、 そ も そ も 逮 捕 状 が な いた め に 不法 に 拘留 され て いた た め 、 無 罪 と な っ た 。 こ れ ら は 法 的 規定 
に 準拠 し て いま し た 。 主 催 者 に 知ら せ た こと で 、 彼 ら は 規定 に 従っ て いた だ け だ < 再び 法廷 で 混乱 を 引き 

起こ し た の は 軍 団 兵 で は な く 法律 を 執行 する 代わ り に 主権 的 軽 蔵 を も っ て 法律 を 侵害 し た 当局 自身 で ある こと 
が 証明 され た 。 
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「 死 の チー ム 」 は 2 か 月 の 作戦 活動 を 終え と て ブカレスト に 戻っ た 。 彼 の 闘い 、 彼 が 受け た 苦 
し み 、 彼 の 傷 は トラ ン シ ル ヴァ ニア 全土 の 魂 を 揺 さ ぶ っ た 。 


さて 、 現 時 点 で は 、 当 局 の あら ゆる 反対 に も か か わら ず 、 あ ら ゆ る 人 迫害 に も か か わら ず 、 軍 団 運 
動 は 全国 に 広がっ た と 言え ます 。 


これ か ら 始 め る 、 も う や め よ う 、 と 私 た ち は 言 いま し た 。 私 た ち は 労 働 収容 所 で の 生活 の た め の 軍 
人 教育 を 深め 始め ます 。 特 に 政治 的 枠組 み の 外 に いる 場合 、 誰 が この 沈黙 の 活動 を 気 に す る 
で し じ よ つが ? 


ヴィ サ ニ ダ ム 
1933 年 7 月 10 日 
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し か し 、 前 年 の 冬 、 ラ ム ニ ク ル . サ ラー ト の 軍団 長 で ある 薬剤 師 の アリ スト テル ・ ゲ オル ギュ ウ が 私 に 報告 書 を 送っ て 
きた が 、 そ の 中 で 彼 は 、 ブ ザウ 川 が 毎年 数 戸 の 地域 の 農民 の 畑 を 池 沙 させ て いた ヴィ サー ニ 村 の 状況 に つい て 説 

明 し て いた 。 何 千 も 。 エ ー カ ー。 そ し て 彼 は 、 村 全体 が 私 た ち に 保護 ダム の 建設 を 手伝っ て くれ る よう に 懇願 し て い 

る と 言い まし た 。 私 は この 要請 を 受け 入れ 、 専 門 技術 者 を 派遣 し 計画 を 立て 、 労 働 収 容 所 が 開設 され る 1933 年 7 

月 10 日 に その 地域 の すべ て の 軍団 兵 が ビ サ ニ に 集 まる よう に 命令 を 出し 、 必 要 な 措置 を すべ て 講じ た 。 命 令 は 次 の と お 
り で す : 国 内 の すべ て の 巣 お よび 軍団 の リー ダー の 皆様 へ 


同志 の 皆さん 、 
人 間 が 視力 を 失っ た 瞬間 ほど 、 光 の 問題 が 提起 され た こと は あり ませ ん 。 あ た か も 、 周 囲 の すべ て が 崩壊 し つつ あ 
る こと を 人 類 が 明らか に 認識 し て いる と き に .、 建 設問 題 が 特に 緊急 に 提起 され た か の よう に 。 


すべ て が ゆっ くり と 廃 玩 に 変わ りつ つ あ る と き 、 人 間 の 魂 は 反撃 を 試み て 逆 の 方 向 に 進み 、 基 礎 か ら 築き 上 げ 、 労 働 に 
よっ て 高め 、 構 築 し よう と する 恐る べき 衝動 を 現し ます 。 


戦時 中 に 私 た ち が 廃 堪 と な り 、 戦 後に な っ て 日 に 日 に 廃 壇 状 態 が 増大 し た 今日 の よう に 、 こ の 建設 問題 が ヨー ロッ 
パ で 提起 され た こと は 一 度 も な か っ た 。 


私 た ちの 国 で は 、 尊 大 だ が 不毛 な 公 の 言論 が 15 年 続い て 廃 壇 だ け を 残し た 後 、 私 た ちの 魂 は その 言葉 に 反抗 し 、 行 動 を 
求め て いま す 。 

私 た ち も 構 築 し た いと 考え て いま す 。 壊 れ た 橋 か ら 道 路 へ 、 滝 の 水しぶき と その エネ ルギー へ の 変化 。 新 し い 農 民 の 
家 か ら 、 新 し い タ イプ の ルー マニ ア の 村 、 ル ー マ ニ ア の 都市 ソレ ルー マニア の 国家 まで 。 


これ が 私 た ちの 世代 の 歴史 的 交 力 で あり 、 今 日 の 廃 璃 の 上 に 新しく 美しい 国 を 建設 する と いう こと で す 。 


今日 我が国 に お いて ルー マニ ア 国 民 は 、 東 ヨー ロッ パ で 独自 の 文化 と 文明 を 創造 する と いう 世界 に お ける 使命 を 果 
た すこ と が で きま せん 。 


軍団 兵 の 皆さん 、 こ 
れ ら の 真実 を 知っ た 私 は 、 国 の 真ん中 、 ブ ザウ 川 の ほとり に 皆さん を 呼び 、 何 十 年 も の 間 皆 さん の 名 を 冠 す る で あろ う 巨 
大 な ダム を 皆さん 自身 の 武器 で 引き 上 げ て も らい た いと 思い まし た 。 


RA A05487e の (が 0 の ルー マニ 22 人 KBIS 導 し い ル ー マ ニ ア を 築く の は あな た た ち だ と いう こと を 伝え る た めで 


この 新しい ルー マニ ア は 、 ク ラブ 、 カ フェ 、 キ ャ バレ ー で は 生ま れ ま せん 。 ま た は 、 さ ま ざ ま な ドン ・ フ ァ ン が 街 の 通り 
で 乗り 物 や 気晴らし に 使用 する ハイ ヒー ル 。 
それ は あな た の 仕事 の 英雄 的 な 行為 か ら 生 まれ ます 。 


説明 と 兆候 1. ダム は 、 ブ ザ 
ウ - ブ ライ ラ 線 の フォ ー レ イ 鉱床 の 北 4 マ イル 、 ラ ム ニ ク ル ・ サ ラ ト 和 郡 南部 の ヴィ サー ニ 村 近く に 建設 され る 。 


2. ヴィ サー ニ 村 の 集合 場所 。 す べ て の チー ム は 到着 後 現 地 の 指 揮 下 に 置か れ ま す 。 


3. ヴィ サー ニ ご 到着 日 : 1933 年 7 月 8 日 と 9 日 。 

4. プロ ジェ クト は 30 日 間 ず つ 2 段階 で 実施 され ます 。 
最初 の 一 歩 、。 1933 年 7 月 10 日 か ら 8 月 10 日 まで 。 

第 二 段 階 :1933 年 8 月 10 日 か ら 9 月 10 日 まで 


各 チ ー ム の 定員 は 500 名 と な り ま す 。 
全体 的 な 指揮 は ラム ニク ル . サ ラ ト 郡 の 軍団 司令 官 に 要 ね られ る 
、Aristotel Gheorghiu が 企画 し ます : 
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- プロ ビジ ョ ニン 

グ 、 - ホス 

ティ ング 、 - 

ツー ル 、 - プロ ジェ クト の 全体 的 な 方 向 性 に 関連 する その 他 す べ て の 事項 。 

彼 の 指揮 下 に は 、1. プロ ジェ クト 現場 の 責任 者 、 作 業 開始 時 に 私 が 個人 的 に 任命 する 軍団 兵 、2. 宿泊 施設 お よび 物資 の 責任 者 お よ 
び 3. 

チー ム の 軍団 司令 官 で ある 彼ら は 、 必 要 と な る すべ て の サー ビス (食料 な ど ) を 一 緒 に 確立 し ます 。 


最初 の チー ム は ブラ イラ 、 ブ ザウ 、 ラ ム ニ ク ル ・ サ ラ ト 、 フ ォ ク シャ ニ 、 テ クチ 、 ブ カレ スト 、 プ ロ エ ス ティ 、 イ アロ ミタ 、 ダ ン ボ ヴィ ー タ 、 
ム セ ル 、 ア ル ジ ェ ス 、 ヴ ラス カ 、 オ ルテニア の 軍団 兵 で 構成 され る 。 


ベッ サラ ビア か ら の 軍団 兵 は 7 月 15 日 、 つ まり 5 日 後に 到着 する 予定 だ 。 彼 ら は グラ ディ ステ 、 コ ムラ ト 、 コ ン ガ ス 、 カ ブー ル 、 コ リバ シ 、 
レニ 、 ガ ラテ イィ を 経由 し て 徒歩 で クビ シナ ウ を 出発 し ます 。 
カブ ー ル 、 テ ィ グ ビ ナ 、 イ スマ イル 、 セ タテ ア ・ ア ル バ の 軍団 兵 が この グル ー プ に 加わ る 。 


全国 各地 か ら 集 まっ た 十字 架 協会 が 最初 の チー ム の 一 員 と な る 。 2 番目 の チー ム は 国内 の 残り の 地域 か ら 
の 軍団 兵 で 構成 され ます 。 軍 団 兵 は 作業 服 、 予 備 の リネ ン 、 シ ャ ベル 毛布 を 用 意 し よう と し ます 。 


他 の チー ム は 、 団 体 旅行 の 75% 割引 を 利用 し て 、 行 進 す る か 電車 に 乗ら な けれ ば な り ま せん 。 


5 人 の 信頼 で きる ブラ イラ 軍団 兵 は 、 地 面 を 準備 し て 仲間 を 受け 入れ る た め に 、5 日 早い 7 月 5 日 に 報告 し な けれ ば な り ま せん 。 こ れ ら は 
ブラ イラ 軍団 司令 官 イ オン リエ スク に よっ て 任命 され 、 ラ ム ニ ク ル ・ サ ラ ト の 軍団 司令 官 ア リス ト テ ル ・ ゲ オル ギュ ウ に 直ちに 連絡 する 
予定 で ある 。 


出発 と 到着 を 発表 する 必要 が ある 本 部 : アリ スト テル ・ グ ベ オ ル ビ ウ 薬剤 師 、 ラ ム ニ ク ル ・ サ ラ ト 。 


お 勧め し ます : a) 

最後 まで 注文 を 完了 し て くだ さい 。 挑 発 され た 場合 は 、 反 応 す る こと を 禁じ ます 。 

目的 地 に 到着 する こと が 最も 重要 で す 。 

町 や 都市 の どこ を 通っ て も 、 常 に 軍団 兵 の 規律 正 し さ 、 完 全 に 威厳 の ある 態度 、 礼 儀 正 し さ に 感銘 を 受け る こと を 願っ て いま 
す 。 チ ー ム リー ダー は 全 責 任 を 負い ます 。 b) ヴィ サー ニニ と その 周辺 地域 で は 、 あ ら ゆ る 面 で 模範 的 な 行動 を 示さ な けれ 

ば な ら な いと いう 事実 に 注意 を 促し ます 。 人 々 に 対し て 友好 的 で あり 、 特 に 

労働 と 抵抗 に お いて は 英雄 的 で ある 。 c) 疑わ し い 分 子 が 軍団 兵 の 中 に 侵入 し 

た 場合 彼ら は 真っ 直ぐ な 道 か ら 逸 脱し よう と する 最初 の 試み で 家 に 送り 返さ れ 、 こ れ は 私 に 個人 的 に 報告 され な けれ ば な り ま 
せん 。 


実際 、 各 リー ダー は 部 下 に 対し て 責任 を 負っ て いま す 。 d) スチ ャ バ で の 集会 の 後 、7 
月 10 日 用 較 日 の 朝 に 到着 する 予定 で す 。 


夜明け 、 仕 事 を 始め る 前 に 、 地 域 の すべ て の 司祭 が 祝う 礼拝 に 参加 し ます 。 


同志 た ち 、 
あな た は レギ オン の 戦い の 歴史 に 新た な ペー ジ を 書き 込 も うと し て いま す 。 
これ まで 何 度 も 君たち を 見 て きた よう に 、 国 は 君たち を 再び 英雄 と し て 尊敬 する だ ろう 。 


前 に 。 


それ な ら 、 熱 意 に 満ち た 心 で 戦場 に 行き な さい 。 そ こ に は 困難 な 任務 が あな た を 待っ て いま す が 、 そ れ を 通し て あな た は 新た な 犠牲 を 払う 
こと に な り ま す 、 し た が っ て 、 軍 団 の ルー マニ ア 、 私 た ちの 勝利 に 向け て 新た な 一 歩 を 踏み 出す こと に な り ま す 。 
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し た が っ て 、 私 た ちの 新しい 戦場 で 皆さん に お 会 いで きる こと を 楽し み に し て いま す 。 
ブカレスト 、1933 年 6 月 23 日 コレ ネリ ュー・ ゼ レア ー コ ドレ アヌ 軍団 長 


7 月 10 日 、 ス テリ アン テオ ドレ スク 、 ニ コラ エ ・ コ ンス タン ティ ネス ク 、 パ ヴァ ル タ 、 ド ル ・ ベ リマ ー チ ェ 、 ス ト エ ネス ク 、 ブ ルー マ の 指 
軍 の も と 、 カ ラテ ィ 、 フ ォ ク シャ ニ 、 ブ カレ スト 、 ブ ザウ 、 テ クチ 、 ヤ シ 、 ブ ライ ラ か ら 200 人 以上 の 若い 軍団 兵 が 徒歩 で ビ サ ニ に 集 

結 し た 。 

し か し 到着 時 の よう に 疲れ て 空腹 だ っ た 彼ら は 、 喜 ん で 迎え られ 、 食 べ る も の と 休む 場所 を 与え られ る 代わ り に 、 数 人 の 憲兵 隊 に 囲 
まれ 、 野 獣 の 残忍 な 攻撃 を 受け 、 地 面 に 叩き つけ られ た 。 打 撃 を 受け て 。 。 


憲兵 た ち は 内 務 省 の 命令 に より 将校 た ちか ら 指 示 を 受け て いた 内 務 省 の 発言 に よれ ば 、 ア ルマン ドカ リネ スク * 氏 は 我が国 
の 扶 間 と 弾圧 の 措置 に お いて 重要 な 役割 た 果たし た と の こと だ が 彼 は これ ら の 若者 た ち に 打撃 の 雨 を 降ら せ た 。 ル ー マ ニ ア 人 は 、 
ルー マニ ア 人 の 最大 の 英 を 攻撃 し て いる の と 同じ くら い の 憎 し み を 抱い て いた 。 


負傷 し 、 屈 辱 の 限り を 尽く し た 人 々 の 中 に は 、 軍 団 兵 ステ リア ン ・ テ オド レス ク 、 ブ ルー マ 、 ド ル ・ ベ リマ ス 、 イ オン ・ ド ウミ トレ スク 神父 、 ス 
テ ネ ス ク 、 パ ヴァ ル タ 、 ニ コラ エ ・ コ ンス タン ティ ネス ク が 含ま れ て お り 、 こ の 2 か 月 で 4 回 目 の 重 傷 を 負っ た 。 


この 前 例 の な い ニ ュー ス 、 つ まり 善行 を し に 来 た 一 部 の 若者 に 対す る 残虐 行為 、 そ し て 彼ら が 受け た あら ゆる 屈辱 の ニュ ー ス は 、 打 ち ひ 
し が れ 不 安 に 駆 ら れ た すべ て の 若者 の 心 に 黒い ベー ル の よう に 広がり まし た 。 彼 ら の 信仰 と 祖国 へ の 愛 に よっ て 、 国 の 政治 家 に よ 

っ て 外敵 に 裏切ら れ た の で す 。 そ の 時 私 は 、 あ ら ゆ る 道 が 閉ざさ れ て いる こと 、 そ し て それ 以来 、 私 た ち は 死 の 準備 を し な けれ ば な ら 
な いこ と を 理解 し まし た 。 


私 た ち は 、 忍 耐 と 自制 心 の すべ て の 蓄え が 崩壊 の 危機 に 河 し て いる と 感じ た 、 全 体 的 な うつ 病 の 状態 を 経験 し まし た 。 私 は 、 自 分 の 周 
り の すべ て が ひび 割れ 、 そ し て 何より も 、 顔 に 一 度 で も 平手 打ち が 起こ っ た ら 、 そ れ は 取り 返し の つか な い 不 幸 に な る だ ろう と いう こと 
に 気づき まし た 。 「 も う 3 我慢 で き な い ! 」 と 心 の 底 か ら 叫 び た か っ た 。 


この 憂鬱 な 雰囲気 の 中 で 、 私 は 1933 年 7 月 20 日 の 新聞 カレ ンダ ー ル (「 カ レン ダー?」) に 掲載 され た 次 の 手紙 で 首相 に 宛て ま 
し た 。 


アイ アン プロ テク ター の 追求 


ミス ター か ら の 手紙 コー ネリ ュー・Z・ コ ドレ ヌ 氏 か ら 氏 へ アル 首相 
ヴァ イダ 


総理 大 臣 、 


ヴィ サー ニニ で 起き た 事件 は 、 私 の 心 が 血 を 流す ほど 道徳 的 に 重大 な も の だ っ た の で 、 私 は あな た に 次 の 文章 を 書く こと に し まし た 。 


私 が この よう な 行動 を と っ た の は 、 瞬 間 的 な 衝動 に よる も の で も 私 の 手紙 が 新聞 に 掲載 され て 友人 に 拍手 を 送り た いと 
いう 願望 に よる も の で も 、 ラ ム ニ ク ルー サラ ッ ト で 行わ れ た 悪名 に 対し て 「 抗 議 」 す る と いう 慣習 的 な 正式 な 義務 を 簡単 に 
果たし た いと いう 願望 に よる も の で も あり ませ ん 。 


私 は 、 良 心 が 乱れ て いる の で 、 あ な た に この 手紙 を 送り た いと 思い ます 。 あ な た が いと も 簡単 に 私 た ち を 押し つけ た こ 
の 道 は 、 ど ん な 名 誉 あ る 人 に と っ て も 、 死 へ の 道 で ある と 伝え た いと 思い ます 。 


当時 内 務 省 の 国務 次 官 だ っ た アル ニア ンド : カ リネ スク は 、 鉄 衛 隊 に 対す る 一 連 の 迫害 を 開始 し た ば か り で ある 。 彼 は 
1938 年 2 月 に 国民 農民 党 を 離党 し 、 コ ルネ リュ ー・Z・ コ ドレ アヌ に 対す る 個人 的 な 憎悪 の お か げ で 内 務 大 臣 お よび ルー マニ ア 国 王 
カロ ル 2 世 の 右腕 と な っ た 。 そ れ 以 来 、 ユ ダ ヤ ・ フ リー メー ソン の この 悲し い 英 雄 の 星 は 上 昇 し 続け 、 そ の 絶頂 期 に 達し まし た 。 そ の 
日 、 彼 は 高貴 な 君主 の 命令 に より 、 鉄 衛兵 団長 の 暗殺 を 命じ まし た 。 そ れ か ら 死 刑 執行 人 の 専門 用 語 で 、 自 分 が 「 鉄 衛兵 の 首 を 切 
っ た 」 と 仲間 内 で 自慢 し た の で す 。 実 の と ころ 、 カ リネ セ ウ ス は 単なる サディ ステ ィ ッ ク な 悪党 で し た 。 こ の 「 武 力行 為 」 の 名 誉 は す 
べ て 国王 に 帰属 する 。 (Tr) 
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も は や 避け られ な い 不 幸 。 


総理 大 臣 、 


過去 10 年 間 、 私 た ちの 祖国 で ノル ルーマニア と キリ スト 教 の 信仰 の た め に 狗 教 し た こと を ここ で 数 行 で 説明 する 
こと は で きま せん 。 

ルー マニ ア 政 府 は 10 年 間 、 我 々 を 殴る の に うん ざり し て いた と だ け 言 っ て お こう 。 

私 た ち を 打撃 で 打ち 砕い た 自由 党 政 権 が あり まし た 。 そ こ に 氏 が 続い た 。 

ゴー ガ 、 そ し て 彼 は 1926 年 に 私 た ち を も 打ち 負かし まし た 。 そ れ か ら ミ スタ ー。 ミ ハラ チ も また 、 エ イリ アン の マス ター た ち 
と と も に 、 私 た ち を 野宿 に 殴り 絶滅 さす た こと を 誇り に 思っ て いま し た 。 そ れ か ら イ オル ガ ・ ア ル ジ ェ トイ アヌ 政権 が 

誕生 し 、 私 た ち は 再 び 衝撃 を 受け まし た 。 つ い に あ な た は 権力 を 掌握 し 、 打 撃 を 続け まし た 。 


首相 、 こ れ ら の どれ も 、 し ば し ば 私 た ちの 抵抗 力 を 圧倒 する 傾向 に ある 終わ り の な い 道 徳 的 、 肉 体 的 緒 
問 を 支持 で きる か どう か を 尋ね る も の で は あり ませ ん で し た 。 


この 間 、 私 た ち は あ ら ゆ る こと を 非常 に 強力 に サポ ー ト し て きま し た 。 私 た ち は 満 身 創 療 で す が 、 決 し て うつ むき 
ませ ん 。 私 た ち が 彼 ら を 怒ら せ た の は 、 ど ん な に ひど い 拉 問 で あっ て も 、 少 な く と も 私 た ちの 人 間 の 尊厳 と 名 

営 の 感覚 は 尊重 され て いた か ら で す 。 し か し 、 最 近 、 あ な た の 政権 下 で 、 私 た ちの 迫害 と 扶 問 は 最も 困難 な 段 
階 に 入 っ つて いま す 。 


私 の 父 が 撃た れ て 流血 し た テイ ウス で 起こ っ た こと 、 そ し て 特に ビ サ ニ で 起こ っ た こと は 、 こ れ ま で 私 た ち が 
受け て きた すべ て の 苦し みよ り も 比較 に な ら な い ほ ど 深 刻 で す 。 こ れ ら の 虐待 は 私 た ちの 名 誉 そ の も の を 攻撃 し ます 。 


し ば らく アカ ウン ト を 提示 し ませ ん 。 
2 か 月 前 、 私 が あな た が 始め た 迫害 に 値する の に 私 た ちの 何 が 問題 だ っ た の か と 尋ね に 来 た と き 、 あ な 
た は 私 に こう 言っ た の を 覚え て いる で し ょ う 、「 何 か 建設 的 な こと を 始め て み ま せ ん か ?」 


' 氏 。 首 相 「 私 は ブ ザ ウ 海 岸 に ダム を 建設 する こと に し た 」 と 答え た 。 
異論 は あり ます か ? " 


"いい え 。 と て も 良い 。 非 常に 素晴らし い 。 
私 は 何 か が 始ま る 1 か 月 前 に 公共 事業 省 に 請願 書 を 提出 し た 。 私 は この 分 野 で 最も 著名 な 専門 技術 者 と 相談 
し 、7 月 10 日 に 工事 が 始ま ろう と し て いま し た 。 


それ は 単に 若者 の レク リエ ーション を 目的 と し た も の で は あり ませ ん で し た 。 そ れ は 、 健 全 な 達成 と いう 大 き な ニ ー 
ズ に 応え る た め の 私 た ちの 若者 へ の 呼び か け で し た 。 1,000 人 の 若者 を 建設 的 な 方 向 に 教育 する 必要 が あり 
ます 。 


それ は 他 の 何 万 人 も の 若者 の 模範 と な る べき で し た 。 
それ は 、 何 年 も の 間 、 老 朽 化 し た 橋 や 道路 を 歩き 回 り 、 国 が 修理 に 来 て くれ る の を 待っ て いた 大 勢 の 人 々 
の た め の 学 校 と な る だ ろう 。 彼 ら の 普通 の 仕事 な ら 一 日 で 修復 で きる は ず だ 。 


これ は 国 全体 へ の 励ま し で あり 、 強 い ル ー マ ニ ア は 私 た ち 全員 の 努力 に よっ て で は な く 、 誰 か の 哀れ みか 

ら 生 まれ る こと が で きる と 誤っ て 想像 し て いる 人 々 に と っ て の 模範 と な っ た 。 

働き が 始ま る 数 日 前 に 、 私 は これ か ら 来る 人 た ちの た め に 宿泊 施設 と 食料 を 準備 する た め に 、3 人 の 著名 な 若者 
を ヴィ サ ニ に 送り まし た 。 し か し 、 彼 ら は 7 月 8 日 に 捕らえ られ 、 ラ ム ニ ク ル ・ サ ラー ト に 移送 され 、 そ の 後 足かせ で 
鎖 に つなが れ 、 人 間 と し て の 尊厳 を 傷 つけ 、 そ の 喘 笑 の 中 で 最も 卑しい 泥棒 の よう に 家 に 送り 返さ れ た 。 


「 ラ ム ニ ク ル ・ サ ラ ト 市 に ある ブカレスト 大 学 の 他 の 2 人 の 若者 は 、 熱 心 に 仕事 に 来 て いた が 、 逮 捕 され 、 警 察 に 
連行 され 、 市 警察 署長 と 2 人 の 警察 本 部 長 か ら 此 細 な 作 辱 と 平手 打ち を 受け た 。 イ ヨネ スク 兄弟 そし て 、 後 ろ 手 
に 縛ら れ た まま 町 の 真ん中 を 通っ て 駅 まで 連行 され 、 電 車 で 家 に 連れ 戻さ れ ま し た 。 


つい に 、7 月 10 日 月 曜日 00 人 の 若者 が ビ サ ニ に 到着 し 、 そ の ほとん ど が 学生 で し た 。 


そこ で は 、 彼 ら の 秋 意 を 両手 を 広げ て 歓迎 され る 代わ り に 郡 長 、 検 察 官 、 警 察 紀 の イグ ナッ ト 大 佐 、Cten が 歓迎 
し た 。 
チェ プレ ヌ 、 憲 兵 中 尉 。 フ ォ テ ア 、 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


銃 を 手 に し た 数 百人 の 憲兵 、 機 関 銃 を 携え た 歩兵 中 隊 が 不当 か つ 不 当 な 攻撃 性 を 示す 口調 で 直ちに その 地域 か ら 立 ち 去る 
よう 呼び か けら れ た 。 


この よう な 人 脅 威 的 な 状況 に 直面 し て 200 人 の 若者 は 6 イン チ の 泥 の 中 に 横たわり 、 そ の 謙虚 な 姿勢 で 「 神 は 私 た ちと と も 
に ある 」 と 歌い 始め まし た 。 坪 兵 は 彼ら を 攻撃 する よう 命じ られ まし た 。 数 百人 が 彼ら に 突進 し 、 彼 ら を 踏み つけ 、 胸 や 頭 を 
ブー ツ で 押し つぶ し た 。 若 者 た ち は 何 の 抵抗 も 示さ ず 、 痢 教 者 の 沈黙 の 中 で この 試練 全体 に 言 えた 。 学 生 た ち を 蹴っ た 者 の 
前 に は 検事 ラ シ エ ル と 学生 ブル ー マ の 髪 を 自ら の 手 で 引っ 張っ た イグ ナッ ト 大 佐 、 そ し て 警部 補 が いた 。 


純真 な 青年 の 類 に 拳 を 叩き 込む フォ テア 。 
結局 、 ロ ー プ が 持ち 込ま れ ま し た 。 200 人 の 若者 の 両手 は 野 交 に も 後ろ 手 に 縛ら れ 、 そ の 後半 日 雨 の 中 に 放置 され た 。 


その 間 に ド ウミ トレ スク 神父 が 到着 し 、 検 察 詞 が 「 こ こ で 何 を し て いる の か ? 」 と 尋 
ね た 。 
「 私 は 司祭 で す 。 仕 事 が 始ま る 前 に ミサ を 捧げ に 来 ま し た 。 
- あな た は 司祭 で は あり ませ ん 。 君 は 馬鹿 だ 、 と 検察 官 は 答え た 。 - すぐ に 手 を 後ろ で 縛り ます 。 


司 宗 の 両手 は 他 の 者 と 同じ よう に 縛ら れ 、 こ の 屈辱 的 な 姿勢 で 全員 が ラル ニク ル ・ サ ラッ ト に 連行 され 憲兵 隊 に 逮捕 
され 、 そ こ で 再び 検察 官憲 兵 、 警 察 に よっ て 傷 辱 さ れ 、 ひ どい 捕 問 を 受け た 。 


拉 問 部 屋 や 地下 室 か ら 連 れ 出 され 、 放 り 込ま れ 、 牛 の 静脈 の 鞭 で 打 た れ て 気 を 失っ た 者 も いた 。 
「 こ の よう な 試練 が 4 日 間 続 いた 後 、 彼 ら は 何 の 罪 に も 問わ れず 釈放 され た 。 


「 ヴ イィ サー ニニ に 向かう 途中 で 逮捕 され た 他 の 人 た ち は 、 ブ ザウ と ブラ イラ で 逮捕 され 、 そ こ で 手 を 縛ら れ て 家 に 送ら れ た 。 
あと 15 個 が 今日 土曜 日 まで まだ 到着 し て いま せん 。 彼 ら は いた 。 ブ ザウ か ら ブ カレ スト まで 、 憲 兵隊 の 駐屯 地 か ら 憲 
兵隊 の 駐屯 地 ま で 徒歩 で 連行 され 、4 日 間食 事 も 与え られ ず 、 傷 辱 され 、 平 手打 ちさ れ た 。 


首相 、「 こ れ ら は 孤立 し 

た 出来 事 で は な く 、 国 内 の どこ に で も 到着 する 政府 の 命令 に よる も の で す 。 」 2 週間 前 、 何 の 落ち 度 も な い の に そ 
し て その こと の 議論 の 余地 の な い 証 拠 は 、 下 され た すべ て の 正義 の 決定 で ある 私 た ち は あ ら ゆ る 段階 で 

殴ら れ 、 作 情 さ れ た 。 ブ カレ スト 、 ア ラド 、 テ イ ウ ス 、 ピ アト ラ ・ ネ アム ツ 、 ス チャ ヴァ 。 


「 首 相 、 私 は 最も 敬意 を 持っ て 注意 を 
喚起 し ます 。 歴 史 と 、 よ り 良 い 運 命 を 達成 し た いと 望ん で 各国 民 が 払っ た 犠牲 を 多 っ て いる 私 た ち 、 今 日 の ルー マニ ア の 若者 
が 、 こ の 犠牲 を 拒否 し て くだ さい 。 


新しい ルー マニ ア に よる 犠牲 を 避け る た め に 、 私 た ち は 卑 伝 者 で は あり ませ ん 。 

「 し か し 、 も う 一 度 、 私 が これ ら の 若者 た ち に 人 間 の 尊厳 と 名 誉 の 感覚 を 教え た と いう 事実 に 注目 し て いた だ きた いと 思い ま 
す 。 
これ か ら 証 明 す る よう に 、 私 た ち は 必要 に 応じ て 死ぬ 方 法 を 知っ て いま す 。 私 た ち を 逮捕 し て も 構い ませ ん 。 私 た ちの 骨 は 刑 勝 所 の 
奥 で 腐っ て し まう か も し れ な い 。 私 た ち は 射 殺さ れる 可能 性 が あり ます 。 し か し .、 私 た ち は 平 手打 ちさ れ た り 、 宣 痺 を し た り 、 後 ろ 手 に 
縛ら れ た りす る こと は で きま せん 。 


私 た ち は 、 圧 し くも 誇り 高い ルー マニ ア の 歴史 の 中 で 、 我 が 国 の 人 々 が 不 和 名誉 を 容認 し た こと を 覚え て いま せん 。 


私 た ちの 畑 は 死者 で いっ ぱい で す が 、 里 者 で は あり ませ ん 。 
今日 、 私 た ち は 自分 た ちの 権利 を 認識 し て いる 自由 人 で す 。 私 た ち は 奴 隷 で は あり ませ ん し 、 決 し て そう で は あり ませ ん で し た 。 私 た ち は 死 を 受け 取り ます 
が 、 屈 辱 は 受け ませ ん 。 


総理 、 ご 安心 くだ さい 、 私 た ち は こ の 屈辱 と 屈辱 の 日 々 に 耐え る こと は で きま せん 。 
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安心 し て くだ さい 、 お 願い し ます 、10 年 間 の 苦し み を 経て 、 私 た ち は 名 誉 と 尊厳 な し で は 維持 で き な い 人 生か ら 名 誉 ある 方 法 を 
見 つけ る の に 十分 な 道徳 的 強 さ を 持っ て いま す 。 


私 の 気持 ち を 受け 止め て くだ さい 。 


コル ネリ ュー・ ゼ レア ニコ ドレ アヌ 」 


自由 党 は 人 類 を 絶滅 させ る 責任 を 負う 
アイ アン ガー ド 


し か し 、 こ の 青年 の 苦し み は 終 わら な い 。 私 た ちの 目 の 前 で は 、 地 平 線 が どん どん 暗く な っ て いき まし た 。 さ ら に 大 き な 

試練 が 私 た ちの た め に 準備 され て いま し た 。 ヴ ィ サ ー ニ の 拓 問 が 終わ る と すぐ に 、 自 由 党 党首 IG ド ゥ カ が パリ へ 向け て 出発 
し た こと を 知っ た 。 私 た ち は パ リ の 新聞 で 彼 の 発言 を 読ん で 驚き まし た 。 「 鉄 の 衛兵 」 は ヒト ラー 主義 者 に よっ て 支払 われ て 
いる と いう こと 。 ヴ ァ イ ダ 政府 が 弱い の は 、 我 々 を 滅ぼさ な いか ら だ 。 そ し て 、 彼 と IG ド ゥ カ と 彼 の 一 行 は 、 私 た ちの 死 を 準備 し 、 
私 た ち を 絶滅 させ た 責任 を 負っ た と 。 国 内 で は 、 党 の 機関 紙 で ある ヴィ トル ル (「 未 来 」) が 同じ 主張 に 基づい て 私 た ち に 意 
見 を 言う だ ろう : 「 無 政府 運動 」、「 破 壊 運 動 」(「 ヒ トラ ー 主 義 者 の 報酬 を 得る 運動 」、 そ し て 政府 に つい て は 、 ヴ ァ イ ダ 
が 私 た ちの 運動 に 対す る 「 弱 さ 」 と 「 寛 容 」、 そ し て 私 た ちの 「 無 政府 的 」 で 「 ナ チ ス に 売っ た 運動 に 「 婚 びている 」 と 非 
難し た 。 


国家 と し て 、 私 た ち は 今 日 、 最 低 レ ベル の 屈辱 に 陥る だ ろう 。 ル ー マ ニ ア の 二 人 の 政治 家 、IG・ ド ゥ カ と N・ テ ィ ト ゥ レス ク は 、 パ リ 
の ユダ ヤ 人 銀行 家 の 資 金 を 利用 し た ルー マニ ア の 政治 フロ ント と 結合 する 予定 で ある 。 一 方 で は 我が国 の 富 の 無慈悲 

な 搾取 に 関心 が あり 、 他 方 で は 状況 の 確保 に 関 選 が ある 。 で きる だ け 幸 せ に 。 ル ー マ ニ ア の 同 宗教 家 た ち に と っ て は 、 自 

由 党 の 政権 獲得 が 可能 で あり 、 自 由 党 は 形式 的 な 条件 の 下 で 、 あ ら ゆ る 手段 を 使っ て 軍団 運動 を 躍 滅する 義務 を 負っ 

て いる 。 若 く て 強く て 誇り 高い ルー マニ ア の 軍団 国家 は 、 略 奪 的 な 資本 を すべ て 国外 に 追い 出し て いる が 、 外 国 の 銀行 家 と 
は 折り 合い が 悪い 。 


そし て 、 何 の 罪 も な いま ま 、10 年 以上 に わた る 苦し み の 結 論 と し て 、 米 国 の た め に 死 の 冠 が 用 意 さ れ て いる の で す 。 


この 一 連 の 闘い の 終わ り に 、 母 に 思い を 向け させ て くだ さい 。 母 の 魂 は 毎年 、 毎 時 間 、 私 を 追っ て 、 私 を 襲 う あ ら ゆる 打撃 に 岩 
え 、 運 命 に よっ て 私 に 投げ か けら れる あら ゆる 脊 威 に 震え て いま す 。 毎 年 、 残 忍 で 狼 芝 な 検察 官 や 警察 署長 ら に よる 次 々 と 
行わ れる 捜索 が 、 彼 ら の 家庭 の 静けさ を 乱 し 、 そ こ か ら は 喜び と 平和 の 痕跡 は と う の 昔 に 消え 去っ て いた 。 政 治 家 に よっ て 
肥 め られ た 国民 か ら 、 最 も 苦し い 牙 逐 の 中 で 国 へ の 愛 か ら 7 人 の 子供 を 育て た 母親 へ の 何と いう 報い で し ょ う 。 こ の いく つか 
の 言葉 が ソノ レー マニ ア 国 家 の た め に 戦い 、 苦 し み 、 亡 く な っ た 子供 を 持つ すべ て の 母親 た ち へ の 賛辞 と な り ま す よ うに 。 
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同志 た ち 
同志 た ち 、 


これ ら の 最後 の 物語 が この 人 巻 を 締め くく る と と も に 、 私 の 青春 、 そ し て 皆さん の 中 の 多 く の 青 春 が 終わ り ま し た 。 二 
度 と 皆さん の 道 を 歩む おこ と は あり ませ ん 。 

も し 私 た ちの 青春 時 代 の この 14 年 間 が 、 そ れ ほ ど 良 い 時 と 喜び に 満ち た も の で は な か っ た と し て も 、 今 、 大 き な 
満足 感 が 私 の 良心 に 条 を と も し ます 。 軍 団 の ルー マニ ア は 、 そ の 根 を 木の根 の よう に 私 た ちの 心 の 肉 の 中 に 埋め 込 
ん で いま す 。 そ れ は 痛み と 犠牲 を 伴い 成長 し 私 た ちの 飼え た 目 は それ が 開花 し 、 そ の 素晴らし さと 威厳 で 地平 線 と 
今後 何 世紀 に も わた っ て 照ら され る の を 眺め ます 。 こ の 威厳 は 、 私 た ちの 小さ な 犠牲 だ け で な く 、 そ れ が 最も 坊 ろ し 
いも の で あっ て も 、 あ ら ゆ る 人 間 の 苦し み に 圧 倒 的 に 報い て くれ ます 。 


親愛 な る 同志 の 皆さん 、 


殴ら れ た り 、 中 傷 さ れ た り 、 絢 教 し た り し た あな た た ち に 、 私 は 、 何 気 な い 修辞 句 の 薄っぺら な 価値 以上 に 伝え た い 

二 計 人 財 ( の SENSE 「 私 た ち は 勝 ち ま す 」 

彼ら の 柱 の 前 に 、 我 々 の 抑圧 者 は 皆 倒 れる だ ろう 。 個 人 的 な 理由 で あな た を 傷つけ た 人 た ち を 許し て くだ さい 。 ル ー マ ニ 
ア 国 民 へ の 信仰 の せい で 彼 を 扶 問 し た 者 た ちよ 、 あ な た は 許さ な い だ ろ う 。 あ な た た ち に 不当 な 扱い を し た 人 々 を 許 
す キ リス ト 教 徒 の 権利 と 義務 と 、 自 分 た ち を 裏切っ て 運命 に 送ら う 人 々 を 罰する 我が国 民 の 権利 と 義務 を 混同 し な いで 
くだ さい 。 あ な た が 身 に 着け て いる 剣 は 国家 の も の で ある こと を 忘れ な いで くだ さい 。 あ な た は 彼女 の 名 に お いて 

それ ら を 負い ます 、 彼 女 の 名 に お いて あな た は それ ら を 容赦 の な い 懲 罰 の た め に 使用 する で し ょ う 。 こ の よう に し て 、 そ 
し て この 方 法 で の み 、 あ な た は この 国 の 健全 な 未来 を 準備 する こと に な る で し ょ う 。 


1936 年 4 月 5 日 、 カ ル メ ン *・ シ ル バ に て 。 


私 の 軍団 兵 へ の 一 言 


(創立 10 周 年 記念 に お ける コ ド レ アヌ 氏 の スピ ー チ ) 
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大 天使 ミカ エル 軍団 の 創設 ) 


親愛 な る 同志 の 皆さん 、 


15 年 間 に わ た る 闘争 、 人 迫害 、 犠 牲 と な っ た 命 を 経て ノル ルー マニア の 若者 は 
軍団 兵 の 勝利 の 時 が 近づい て いる こと を 知ら な けれ ば な ら な い 。 


私 た ち に 対す る 敵 の 試み は すべ て 打ち 砕 か れ ま す 。 私 た ち を 誘惑 する すべ て の 計画 私 た ちの 魂 を 買お う 
と する すべ て の 努力 、 私 た ち を 分 断 し よう と する すべ て の 努力 、 そ し て 私 た ちの 間 の あら ゆる 裏切り 
は すべ て 地 に 落ち ます 。 


彼ら の 目 を 見 て くだ さい 、 暴 君 ど も よ ! す べ て の 打撃 に 諦め を も っ て 耐え 、 す べ て の 拉 問 に 樹 え な さい 。 私 た ち 
全員 の 犠牲 が 、 勝 利 へ の 壊れ た 体 と 苦し む 魂 の 鉄 の 基礎 と な る か ら で す 。 


倒れ る 私 た ち に は 英雄 と 墓 の 名 前 が 付け られ る で し ょ う ! 
私 た ち を 殺 そ うと する 者 た ち は 裏 切り 者 の 汚名 を 背負 い 、 
世代 か ら 世 代 へ と 告発 され て きた 。 


深み か ら 軍 団 兵 が 勝利 を 収め る ! ロ ッ ク 魂 と と も に 。 
勝て る と 信じ て いる 人 も 、 買 える と 思っ て いる 人 も 、 や が て 自分 た ち が 間 違っ て いた と 確信 する で し ょ う が 、 
遅 す ず ま す 。 


エピ ロー グ 


コル ネリ ュー・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ の 暗殺 


捜査 委員 会 に お ける 憲兵 シャ ル ブ の 証言 
1940 年 11 月 、 ブ カレ スト の ルー マニ ア 破 吉 院 は 次 の よう に 述べ て いる 。 


「 私 た ち は そ の 夜 (11 月 29 日 か ら 11 月 30 日 まで )2 台 の 市 役所 警察 の バン に 乗っ て ブカレスト を 
出発 し まし た 。 私 た ち は そ う で し た 


leilete よ 到 機 緒 招 by Google 
憲兵 少佐 の ディ ヌレ スク と マオ ヴェ アヌ が 同行 し た 。 


ラム ニク ル ・ サ ラ ト に 到着 し た 私 た ち は 憲 兵隊 に 立ち 寄り 、 そ こ で ディ ヌレ スク 少佐 と マオ ヴェ アヌ 少 
佐 が ラム ニク ル ・ サ ラ ト の 嘉 兵隊 司令 官 で ある ユダ ヤ 系 の スカ ー ラ ッ ト * ロ ジア ヌ 少 佐 と 接触 し 
7 だ 8 


正確 な 命令 を 受け て いな か っ た の で 、 憲 兵 は 軍団 兵 を 逮捕 し な か っ た 。 私 た ち は 全 員 、 バ ン に 戻 
る よう 命じ られ まし た 。 

私 た ち は ブ カレ スト に 戻り 始め まし た 。 し か し 途中 で 、 私 た ち は デ ィ ヌ レス ク 少 佐 に 驚か 

され まし た 。 彼 は 「 ラ ム ニ ク ル ・: サ ラ ト に 帰れ ! 」 と 叫び まし た 。 


私 た ち は 引き 返し まし た が 、 ラ ム ニ ク ル ・ サ ラー ト の こち ら 側 数 キロ に ある バル タテ ィ 村 に 立ち 寄り 、 そ 
こ で 一 晩 滞在 し まし た 。 
ここ で は 私 た ち は 飲 む ワ イン 、 高 価 な タバ コ 、 そ し て 高級 な 食べ 物 を 与え られ ます 。 


翌日 は ラム ニク ル ・ サ ラー ト へ 行き まし た 。 
刑務 所 に 到着 し た 私 た ち は 全員 、 デ ィ ヌ レス ク 少 佐 ヒ と マオ ヴェ アヌ 少佐 か ら 軍 団 兵 の 処刑 
方 法 を 指導 され た 独房 の 一 つ に 行き まし た 。 


私 た ちの バン の 運転 手 を ひざ まず か せ 、 後 ろか ら 首 に ロー プ を 掛け 、 人 が いか に 簡単 に 処刑 され 
る か を 示し まし た 。 


数 分 で すべ て が 終わ り ま し た 。 そ れ か ら 憲 兵 た ち は 一 人 ずつ 刑務 所 の 庭 に 出 て 、 そ れ ぞ れ 軍 団 兵 を 拘 
留 し た 。 


私 は 他 の も の より も 強く て 背 の 高い も の を 選び まし た 。 後 で 知っ た の で す が 、 彼 は コル ネリ ュー 
・ ゼ レア ・ コ ドレ アヌ 大 尉 で し た 。 


それ か ら 私 た ち は 彼 ら を バン に 連れ て 行き まし た 。 そ こ で は 軍団 兵 た ちの 手 は 後ろ の ベン チ に 縛り 
付け られ 、 足 は 前 の ベン チ の 底 に 縛り 付け られ 、 ど の 方 向 に も 動く こと が で き な か っ た 。 


こう し て 彼ら の うち の 10 人 は 最初 の バン に 、4 人 は 2 番目 の バン に 縛り 付け られ まし た 。 私 は 10 人 と 一 
緒 に 最初 の バン に 乗り 、 船 長 の 後ろ に いま し た 。 各 憲兵 は その 指揮 下 で 軍団 兵 の 後ろ に 座っ て いた 。 


私 た ちの 手 に は 弦 が 握ら れ て いま す 。 そ れ で 私 た ち は 出 発し まし た 。 


私 の バン に は ディ ヌレ スク 少佐 が 、 も う 一 台 に は マオ ヴェ アヌ 少佐 が 乗っ て いた 。 


私 た ち 自 身 の 間 で も 軍団 の 間 で も 話す こと が で き な か っ た た め 、 墓 の よう な 沈黙 が 保 た れ た 。 


私 た ち が タ ンカ ベス ティ の 森 に 到着 する と 、 処 刑 の 瞬間 に 暗号 信号 を 出す は ず だ っ た ディ ヌレ 
スク 少佐 が 懐中 電灯 を 3 回 点け た り 消 し た り し た 。 


処刑 の 時 が 来 た が 、 な ぜ だ か わか ら な い が 、 私 た ち は 二 人 と も 動か な か っ た 。 
それ か ら デ ィ ヌ レス ク 少 佐 は バン を 止め 、 車 か ら 降 り て 後ろ の バン に 戻り まし た 。 


lolete よ 到 機 寺 尋 唐 by Google 


そこ で は マコ ヴェ アヌ 少佐 の 方 が 権威 が あっ た 。 軍 団 兵 た ち は す で に 絞殺 
され て いた 。 


船長 は わずか に 頭 を 私 の 方 に 向け て ささ や きま し た 、「 同 志 、 仲 間 た ちと 話さ せ て くだ さ 
い 。」 し か し 、 そ の 瞬間 、 ま だ 嘆願 を 終え る 前 に 、 デ ィ ヌ レス ク 少 佐 は バン の ラン ニン グ 
ボー ド に 登り 、 バ ンド の リボ ル バ ー を 手 に 踏み 込み 、「 処 刑 せ よ ! 」 と 叫ん だ 。 


そう 言っ て 憲兵 た ち は ロ ー プ を 投げ た … 
カー テン が 引か れ 、 バ ン は ジラ バ へ 向かい 続け た 。 


私 た ち が そ こ に 着い た と き は 朝 の 7 時 で し た 。 そ こ で 私 た ち は ゼ シ ウ 大 佐 に 期待 
され て いま し た 。 ダ ン ・ パ スク 刑務 所 長 。 ゲ ロ ヴ ィ チ 大 佐 、 検 視 官 。 イ ヨネ スク 中 佐 ら 。 


墓 は すでに 掘ら れ て いま す 。 


バン か ら 降 ろ さ れ た た 軍団 兵 の 死体 は 地面 に うつ 伏せ に 置か れ 、 逃 走 し よう と する 銃撃 
を 模擬 する た め に 背中 か ら 撃 た れ た 。 


それ か ら 私 た ち は ジ ラバ 刑務 所 の 一 室 に 集め られ 、 そ こ で 大 佐 が 「 あ な た 方 は 義務 を 
果たし た 。 あ な た 方 は 普通 の 殺人 者 で は な い 」 と 講義 し まし た 。 


数 日 後 私 は ゲロ ヴィ チ 大 佐 の 執務 室 に 呼び 出さ れ ま し た が 、 彼 は 私 を 見 て 「 あ な た は と て も 強い 

で すね 。 一 度 に 三 人 も 殺せ た だ ろう ね 」 と 言っ た 。 そ れ か ら 彼 は 、 私 が 医療 援助 と し て 総額 

20,.000 レイ を 受け 取っ た と 述べ 、 署 名 する よう 紙切れ を 私 に 渡し まし た 。 私 は 彼 に こう 言い まし 
こ 。「 大 佐 、 私 は 病気 で は あり ませ ん 。 」 彼 は 「 聞 いて くれ 、 サ ル ブ ! 自 分 が どれ だ け ひ どい か 分 

か ら な い の か ? そ し て 口 を 閉じ て いな いと 、 土 で 埋め て や る よ 」 と 机 の 上 の モー ゼル 拳銃 を 指 差 し 

て 答え た 。 そ れ で 私 も 他 の 憲兵 た ちと 同様 に 休暇 を 与え られ た 。」 


